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は　しがき

近年, 『源氏物語』の享受史･研究史の研究は著しく発展し,それとともに古注釈資料

の発掘や紹介も盛んに行われるようになった｡そして,影印や翻刻の形で多くの資料が公

刊され,研究者に提供されてきた｡しかしながら,今のところそれらはほとんどすべてが

冊子の形態であり,電子情報としてデータベース化されたものはいまだないと言ってよく,

検索システムも未開発である｡ 『源氏物語』は全54巻に及ぶ大部な物語であり,その注釈

資料はさらに膨大な情報量を持つ｡注釈資料がデータベース化されて,情報が迅速かつ正

確に検索され,さらに被注本文の物語中における所在情報も容易に知ることができれば,

『源氏物語』の注釈史研究のみならず,本文批判や解釈研究にも大いに役立つことが予想

される｡

本研究は, 『源氏物語』の古注釈資料を,デジタル画像および文字情報によるテキスト

データベースとして,広範な閲覧･検索の利用に供する形に作り上げることを目的として

行った｡全丁をカラーデジタル画像としてありのままの本文情報を提供するとともに,正

確な翻刻本文と検索用の校訂本文とを相互に行き来することができ,さらには別系統の本

文との間の異同も容易に参照することができるようにする｡加えて,注釈箇所の物語本文

の所在をも付記する｡そういう利便性の高いデータベースの構築をめざした｡

研究代表者である妹尾は,平成6年度より広島平安文学研究会の代表となり,前任者の

故稲賀敬二先生が昭和42年に始められた｢翻刻平安文学資料稿｣の刊行事業を受け継い

で,現在第三期として『源氏物語』をはじめとする平安朝文学の古注釈資料を翻刻･紹介

してきている｡その事業の中で,稲賀先生の時代に,第二期として､ 『永禄奥書源氏物語紹

巴抄』全10冊を刊行した｡それは､連歌師里村紹巴が三条西公条による『源氏物語』講

釈の聞書をまとめた注釈書である『源氏物語抄(紹巴抄)』を,先生ご架蔵の写本を底本

として全文翻刻したものであった｡本研究では,この『源氏物語抄(紹巴抄)』を対象と

して,データベースの底本には江戸時代に流布した刊本を取り上げることとした｡直接に

は広島大学図書館中央図書館が所蔵する整版本20冊を用いた｡同本は旧文学部国語学国

文学研究室蔵本で, ｢翻刻平安文学資料稿｣では,底本とした写本との間の主要な異同を

校異として簡略に示してある｡この本の全丁をカラー画像として収めるはか, ｢翻刻平安

文学資料稿｣の翻刻本文の版面も画像としてデータベースに加え,相互に参照することを

可能とした｡

研究分担者として加わった中村康夫(国文学研究重科館･文学形成研究系･教授)は,長

年国文学資料のテキスト検索システムの開発･整備に携わり､さまざまな古典文学作品の

データベース化とその公開を行ってきた｡ 『源氏物語』に関しても,早く『源氏物語(絵

入) 〔承応版本〕 cD-ROM』 (1999年　岩波書店)を刊行している｡本研究では,中村を中

心に開発した｢散文検索システム｣に『源氏物語』古注釈資料のデータベースを乗せるた

めのさまざまなプログラム処理を行った｡今回は実現できなかったが,将来的には『源氏

物語(絵入) 〔承応版本〕』データベースともリンクさせて,被注本文の参照に供すること

も視野に入れている｡

本文データの入力作業は,もともと大部な作品であり,かつ振り仮名や割注,漢文の返
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り点などの多い表記が煩雑な資料であることと.整版本と古活字本との間の異同をデータ

ベースに反映させることにしたために膨大な時間を要して,それぞれに多忙な校務や他の

研究課題を抱えた研究分担者にとっては予想以上に困難な仕事になったが,幸いにも多く

の若い研究者が研究補助者またはボランティアとして献身的に協力してくれたため,ノ3年

間でほぼ計画通りのデータベースを完成させることができた｡ありがたいことである｡

データベースは,画像･テキスト情報ともにDVD-ROMl枚に収録した｡検索のた

めに必要な｢散文検索システム(v2.31)｣ (中村康夫開発)も収めてある｡本報告書には,

｢データベースの利用の仕方｣と, ｢資料編｣として, 『源氏物語抄(紹巴抄)』の｢写本

･刊本項目対照表｣, ｢論考編｣として,研究代表者がこの3年間に発表した底本の紹介

と古活字本と整版本の異同に関する書誌学的研究の論文3編を一部補訂して再録した｡

本研究で対象作品に『源氏物語抄(紹巴抄)』を取り上げたのは,前述のように｢翻刻

平安文学資料稿｣において全文を翻刻刊行した実績があることと,底本に採用可能な版本

が研究代表者の勤務校に所蔵されていることとによるが,あくまで『源氏物語』古注釈資

料の1サンプルとして便宜的に取り上げたに過ぎない｡注釈史的には,江戸時代に広く流

布した北村季吟の『源氏物語湖月抄』や,それより古くは中院通勝の『眠江入楚』などの

方が,注釈の水準からも諸注集成的な性格からもはるかに利用価値カ亨高いであろうo本研

究は, 『源氏物語』古注釈資料のデータベース化の方法と形態を模索した成果であると理

解していただきたい｡このような形で『湖月抄』や『眠江入楚』をはじめとする主要な古

注釈書がデータベース化されて,一括処理や相互参照が可能になれば,一大古注集成とし

て『源氏物語』の研究に大きく稗益するものになることは間違いない｡本研究がそのため

の第一歩となることを願うものである｡　　　　　　　　　(研究代表者　妹尾好信)

研究組織

研究代表者　　妹尾　好信(広島大学･大学院文学研究科･助教授)

研究分担者　　西本　寮子

黒木　　香

古瀬　雅義

森下　要治

中村　康夫

交付決定額(配分額)

平成15年度

平成16年度

平成17年度

総　　　計

1,200,000円

800,000円

1,100,000円

3,100,000円

(直接経費のみ)

(県立広島大学･人間文化学部･教授)

(活水女子大学･文学部･助教授)

(安田女子大学･文学部･助教授)

(広島文教女子大学･人間科学部･助教授)

(国文学研究資料館･文学形成研究系･教授)
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研究発表

(1)学会誌等

妹尾好信　広島大学蔵刊本『源氏物語抄(紹巴抄)』とその書き入れについて

広島大学大学院文学研究科論集　第63巻　2003年12月

妹尾好信　広島大学蔵刊本『源氏物語抄(紹巴抄)』算木巻の書入れについて

古代中世国文学(広島平安文学研究会)　第20号　2004年1月

妹尾好信　『源氏物語抄(紹巴抄)』の古活字本と整版本

広島大学大学院文学研究科論集　第64巻　2004年12月

妹尾好信　『源氏物語抄(紹巴抄)』の古活字本から整版本へ

一項目異同から見た改訂の様相一

広島大学大学院文学研究科論集　第65巻　2005年12月

(2)その他

な　し

※本研究には,研究代表者および研究分担者のはかに,次の方々の協力を得た｡ここに

お名前を記して.厚く御礼申し上げる次第である(所属･身分は平成17年度現在)｡とり

わけ,安道･小川両氏には,データの入力･点検,異同調査からプログラム処理にい

たるまで,さまざまな分野で多大な貢献を得たことを特記しておきたい｡

田野　慎二(広島国際大学･専任講師)

安道百合子(国文学研究資料館･研究支援員)

松本　智子(国文学研究資料館･非常勤研究員)

猪川　優子(弓削商船高等専門学校･助教授)

小川　陽子(広島大学･大学院文学研究科博士課程後期修了)

新居　和美(広島大学･大学院文学研究科博士課程後期在学)
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データベースの利用の仕方

はじめに

本研究で作成した『源氏物語抄(紹巴抄)』のデータベースは,添付のDVD-ROM l枚に収めてあります｡

DVD-ROMの内容は以下の通りです｡

フォルダ名

〔散文検索システム〕 ･･･- ｢散文検索システム｣のインストールに必要なファイル類｡

〔整版本『紹巴抄』データベース〕日日｢散文検索システム｣に登録して利用できる整版本『紹巴抄』の

マスタデータ｡

〔広島大学蔵整版本画像〕日日｢散文検索システム｣に登録して利用できる広島大学蔵整版本『紹巴抄』

の全見開き画像｡ rjpg｣ (ジェイペグ･精細画[%)とIBmp｣ (ビットマップ･簡易画l%)というフ
ォルダ内に､それぞれの種類の画像データが1冊ごと1フォルダに収められています｡

｢Index｣は検索システム上でテキストデータとリンクさせるために必要なデータです｡

〔｢資料稿｣画像〕　　噛捌平安文学資料稿｣第二期全10冊所収の翻刻本文の全見開き画像｡ ｢資料稿

第1分冊｣ - ｢資料稿第10分冊｣というフォルダ内に､各冊の翻刻本文部分の全画像がJpg

画像で収められています｡また｢画像と項目番号対照表.csv｣というファイルを開くと, ｢資

料稿｣の画像ファイル名と項目番号との対応関係が一覧できます｡

〔｢写本･刊本項目対照表｣データ〕 ･--研究成果報告書(冊子)の｢資料編｣に収めた｢写本･刊本項

目対照表｣のデータと凡例です｡

〔利用の仕方〕日日･この｢データベースの利用の仕方｣の文書データです｡

データベースをお使いになるには,はじめに｢散文検索システム｣をインストールしてください｡ ｢整版

本『紹巴抄』データベース｣と｢広島大学蔵整版本画像｣は, ｢散文検索システム｣に登録して利用できる

形に整えてあります｡システムのインストールのあと,これらのデータを登録していただくことになります｡

1. ｢散文検索システム｣のインストール

*セットアップ前の確認事項*

すでに｢散文検索システム｣がインストールされているかどうか,ご確認ください｡

･ ｢散文検索システムVl.100｣ (｢国文学研究資料館データベース古典コレクション｣ 『歴史物語』以降に添付のシス

テム)またはV2.☆☆をインストールされている場合は,新たにシステムをインストールする必要はありません｡

そのまま｢整版本『紹巴抄』データベース｣を登録してお使いいただけます｡また, ｢整版本『紹巴抄』デ

ータベース｣を登録しても,すでに登録されているデータベースが消えることはありません｡ 1緒に利用

することができます｡

vI.** (小数点以下2桁)のバージョンのものがインストールされている場合は,本報告書添付の｢散文検索シ

ステム｣を新たにインストールしてください. ｢コントロールパネル｣の｢プログラムの追加と削除｣から,す

でに入っている旧バージョンの｢散文検索システム｣をアンインストールした上で,インストール手順へお進

みください.なお,アンインストールしても登録されたデータベースが消えることはありません｡新しいシス

テム上で一緒にお使いいただけます｡

*インストール手順

1) ｢マイコンピュータ｣をダブルクリックして開きます｡

2) ｢DVD｣ドライブをダブルクリックします｡

3) ｢散文検索システム｣をダブルクリックします｡

4) ｢SETUREXE｣ファイル(/てソコンの絵のアイコン)をダブルクリックするとインストールが始まります｡

指示に従って｢次へ｣を押し順に進んでください｡
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5)セットアップが完了すると｢セットアップの完了｣画面になります｡

6)ただちにプログラムを開始するときはチェックを付け｢終了｣ボタンを1回クリックします｡これでセット

アップ完了です｡チェックを付けた場合はすぐに｢Sa血bun｣画面になります｡

･セットアップ終了後ひきつづいて【マスタデータの登録】【画像データの登録】【画像ビューアの登録】を行います.

｢3. ｢整版本『紹巴抄』データベース｣の登録｣に登録手順を説明してあります｡

2. ｢散文検索システム｣について

｢国文学研究資料館データベース古典コレクション｣シリーズという電子出版物があります｡電子出版物は,

データとそれを利用するソフトウェアとが一体になっているのが一般的ですが,この｢古典コレクション｣シリ

ーズは,応用自在なソフトウェアと,それに登録できる構造のデータが販売されている,というかたちです｡デ

ータ記述仕様(データフォーマットと呼びます)がすべて公開され利用者によるデータの改変や追加を許容する

という,開放型･参加型のシステムとして他に例を見ないソフトウェアとなっています｡したがって,シリーズ

既出版のものに添付のシステムは,発売当時のパソコンのOSに合わせてバージョンアップはされていますが,

基本的に同じシステムです｡既出版のデータベースのうち, ｢散文検索システム｣で利用できる作品は, 『源氏物

請(絵入)』 『吾妻鏡』 『歴史物語(栄花物語･大鏡･今鏡･水鏡･増鏡)』 『兼永本古事記･出雲国風土記抄』があり

ます｡このシステム上では,複数の作品を登録できるため,複数の作品を横断的に検索することが可能で,しか

も登録作品を増やしていくことができるのです｡

本研究で作成した｢整版本『紹巴抄』データベース｣においても,このシステム上で利用できるフォーマ

ットのデータを作成しました｡システム開発が,本研究の研究分担者の一人である中村康夫(国文学研究資料館

教授)の科研費(平成10年度-13年度科学研究費基盤研究(心(2) ｢古典籍原本データベースにおけるテキストと絵図

の構造的検索の研究｣)で行われたものであることと,既出版の『源氏物語(絵入)』と同時に登録することで,本

データベースの利用価値がより高まると判断されることが主な理由です｡また､今後, 『源氏物語』古注釈資料の

データベース化を継続していくにあたり,同じフォーマットで作成することは,作成作業の効率が高いシ劫､りで

なく,諸作品と同時に利用できることで個々の注釈書の研究を深めることが期待できます｡将来的に, 『源氏物語』

古注釈固有のデータベース利用環境を整えること(固有のシステム開発)を視野に入れても,テキストデータで,

応用利用可能な状況で作成してあるということの利点は大きいと思われます｡

では,次に, ｢散文検索システム｣に登録できるデータのフォーマットについて,簡単に説明します.基本は,

原本の状態を再現できるということにあるため,イメージデータとテキストデータの2種類のデータを,本の位

署情報(冊･ページ･行)で管理する構造になっています｡さらに,テキストデータは作品･巻･小見出しとい

うように内容によって階層構造になっており, 1行のデータごとに｢本文嶺域｣ ･ ｢標準額域｣ ･ ｢注記領域｣ ･ ｢メ

モ嶺域｣という4敵城のデータを持っています｡底本にある文字情報をすべてテキストデータにするだけでなく,

全体を通して検索の便宜のために表記を整えた嶺域や,参考資料とのリンク情報などを盛り込むことができるよ

うになっているわけです｡汎野性の高いシステムであるため,各領域の内容は,底本の性質や利用者の用途に応

じて,自在に作りこむことが可能です｡

『紹巴抄』の場合,その本文の性質から,項目とそれ以外の情報とを分けること,整版本に見えるふりがな情

報や訓点の情報を生かすこと,検索の便宜を優先して付訓情報にさえぎられない白文の本文も必要であること,

『源氏物語』の本文に戻って確認するために『源氏物語』本文データベースとのリンク情報が必要であること,

などをまず重視しました｡さらに『紹巴抄』諸本の比較研究のために,写本との比較は,本研究の研究代表

者である妹尾好信が現在代表をしている広島平安文学研究会刊の｢翻刻平安文学資料稿｣第二期に活字翻刻さ

れている写本『紹巴抄』 (故稲賀敬二先生蔵本)の版面を利用して翻刻本文部分の全見開き画像を収めることで

可能ならしめ,本データベースでも同書の項目番号と同番号を採用して対照の便宜をはかることとしました｡

そして,古活字本との比較については,本データベースにその異同情報を盛り込むことにしました｡さらに, ｢写

本･刊本項目対照表｣を作成して, 3本の項目異同を一覧できるようにしてあります｡その結果, ｢本文嶺域｣で

は, 『源氏物語(絵入)』データベースの｢本文蘭域｣にかなり近いかたちの白文を, ｢標準額域｣には返り点･送

り仮名･連辞符なども残して底本の状態を再現できる本文を, ｢注記嶺域｣には,これも噸ミ氏物語』データベー

スと同じふりがなや行間情報を,そして｢メモ蘭域｣には項目番号と『源氏物語大成』の頁･行情報とを入れるこ
とにしました｡
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*データフォーマットと, ｢整版本『紹巴抄』データベース｣の記述内容です.下図は｢散文検索システム｣に登録し

たときの画面の状態です.基本フォーマットは階層構造をわかりやすく示すためにタグ(テキストデータの中にある｢¥ (ア

ルファベット)｣の目印)の開始位置をずらして記しています｡実際のテキストデータには空白は作らないので,開始位

置がずれることはありません｡

【｢整版本『紹巴抄』データベース｣のデータフォーマット】

¥A　作品名(¥A源氏物語紹巴抄(整版本))

¥T　巻名　(¥T源氏物語抄巻第一)

¥M　見出名　(¥M桐壷)　日日ここには『源氏物語』の巻名が入ります｡

¥B本文嶺域　(作品本文を白文で示す)

Ⅴ　何冊目にあたるかを示す｡全角2桁｡ ･･･-V - P　いお転文の場所を示すタグ｡

P　頁　全角3桁

L　行　全角2桁

¥c標準額域( i送り仮名/返り点･連辞符(-音読･ -訓読)などを原本通りに再現する｡古活字本と

の異同を示す)

Ⅴ　　冊

P　頁

L　行

¥D注記領域　(原本にあるふりがな･傍記などを示す｡下図の場合(1 1)文字目に｢ラウ｣とふりがな

があることを意味する)

Ⅴ　　冊

P　頁

L　行

¥Eメモ嶺域　(項目【項目番号】大成【頁･行】)

Ⅴ　　冊

P　頁

L　行

壷壷壷毒血元r】ー`~~`■=~■=■-　　　　　　】一山`~=~~…L■=■=■】山】山】】山仙仙仙　▲~=~=…L=山■=　垂由由
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i:汐源氏物語抄巻第九

♂源氏物語抄巻第十
遥声源氏物語抄巻第十-
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士′汐源氏物語抄巻窮十匹
+,拶源氏物語抄巻第十五
.+　3?源氏物語抄巻第十六
羊′こ夢源氏物語抄巻第十七
/+ ♂源氏物語抄巻窮十八
1'こ夢源氏物語抄巻第十九
◆, dP源氏物語抄巻第二十
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3. ｢整版本『紹巴抄』データベース｣の登録

*マスタデータの登録

1 ) 【スタートトナ【すべてのプログラム]-撒文検索システム招.31】-[散文検索システムv2｡31]の順にクリックし.

システムをスタートさせます｡

2) ｢Sanbun｣画面が開きます.

3) ｢保守｣ - ｢マスタ登録｣をクリックします｡

4) ｢マスタ登録｣の画面が中央に出ます｡

5) 《ドライブ》をDVD-ROMドライブに設定し, 《フォルダ》に表示されるなかから｢整版本紹巴抄データベ

ースフォルダ｣をダブルクリックします｡

6) 《ファイ;i/サに表示される｢紹巴抄マスタデータ｣を1回クリックして反転表示させます.

7) 【0Ⅸ】ボタンを1回クリックします｡ 【マスタ登録刊という画面が表示されます｡しばらくお待ちください｡

8) ｢マスタ登録が終了しました｣と表示されたら, 【0Ⅹ】を1回クリックします｡

8)
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*画像データの登録

1) ｢保守｣- ｢画像データの登録｣をクリックします｡

2)画面中央に'r画像データの登録｣画面が出ますo作品名に｢源氏物語紹巴抄｣とあることを確認します｡

3)見出し《画像フォルダ》の[参照】をクリックします｡

4) ｢フォルダの選択｣画面が出たら, 【ドライブ】を選びDVD-ROMドライブにします｡

5) 【フォルダ】名のなかから｢広島大学蔵版本画像｣をダブルクリックします｡

6) rjpg｣フォルダをダブルクリックし,最上欄に｢e:¥広島大学蔵版本画像wpg｣と表示されたら【OE]を1回
クリックします｡

7)見出し《簡易イメージフォルダ》の【参照】をクリックします｡

8) 4)-6)と同じ手順でre:¥広島大学蔵版本画像¥Bmp｣と表示させ, 【OK]を1回クリックします｡
9)下枠｢一括登録/出力｣内の((Yげフ州ダ名》の[参照】をクリックします｡

10) 4)-6)と同じ手順でre¥広島大学蔵版本画像¥Index｣と表示させ, 【OK]を1回クリックします｡

ll) 【実行】を1回クリックします｡画面中央に｢対応表登録｣と表示され,処理されます｡

12) ｢終了しました｣と出たら[OK]を1回クリック｡ ｢画像データの登録｣画面に戻ったら一番下の[OK]を1回

クリックします｡

1回クリック

闘 ボタンを1回クリックすると 悩 乱 という画面

が出て処理されます○■

【oK]ボタンは登録処理後,一番最後にクリックします｡
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*画像ビューアの登録

1) ｢保守｣- ｢画像ビューアの登録｣をクリックします｡

2) ｢画像ビューアの登録｣画面が表示されます｡

3) windowsXPをお使いの場合は｢自動生成(WindowsXP用)｣ボタンを1回クリックすると,枠内にパスが

表示されます｡ 〔 -5)へ進む〕

4) wIndowsMe - 9 8 - 9 5をお使いの場合は【参照】ボタンを1回クリックします｡ ｢ファイル選択｣画面が表

示されますので, ｢Imaging｣ソフトが入っている場所を選択します｡ファイル名はiWanging.exe｣または

｢Ⅸod血g.exe｣となっている場合もあります｡

5) 【OK]ボタンを1回クリックします｡

*以上で｢整版本『紹巴抄』データベース｣の登録-ま完了です｡

4. ｢整版本『紹巴抄』データベース｣の利用

*縦覧画面をひらく

1 ) ｢散文検索システム｣をスタートさせると,最初の画面には何も表示されません｡
2) ｢ファイル｣- ｢ブラウザ｣を1回クリックするか,あるいは,メニュー表示の下にあるアイコンと呼ばれる

ボタンの左端の｢本を開いている絵｣のボタンを1回クリックすると画面があらわれます｡最初に表示される

画面は｢ブラウザ｣という画面で,データベースを縦覧するためのものです｡
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*ブラウザ画面の説明

指定したⅤ･

P･Lにジャン

プします｡

ブラウザ画面をシス

テムの画面いっぱい

よりやや小さくして

おくと,画像を開いて

縦覧する時に便利

です｡
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と夕源氏物語抄巻第十田
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*検索の手順

1) ｢ファイル｣ - ｢検索｣を選択します｡またはメニュー表示の下にある｢双眼鏡の絵｣のボタンをクリックし
ます｡

2)画面中央に｢検索条件入力画面｣が表示されます｡

3) ｢検索対象｣にチェックを入れると｢作品選択｣画面が表示されます｡左の枠内から対象にしたい作品を一回
クリックして反転表示させます｡

4) ｢選択｣をクリックすると,選んだ作品が右の枠内に移動します｡

5) [OK]ボタンを押すと,ふたたび｢検索条件入力画面｣に戻ります｡次に｢検索文言入力｣にチェックを入れ
ます｡

6 ) ｢検索文言入力｣画面が表示されます｡各領域に検索文言を入れることができます｡ひとつの枠内に文言を一

文字あけて入力すると, ｢OR｣検索をします｡ふたつの枠にそれぞれ文言を一語入れてrAND｣をチェックす

ると, TAND｣検索をします｡複数の敵城にまたがる場合はいったん文言入力をしたあとで,噸‡索条件入力画

面｣に戻り｢複合検索条件の入力｣をチェックして検索方法を指示します｡また,一致文言に｢かなし｣不一

致文言に｢はかなし｣と入れると, ｢はかなし｣をのぞいて｢かなし｣を検索します｡

7)噸【索を正常に終了しました｣の表示のあと, ｢検索結果縦覧表示｣が出ます｡

8) ｢ヒット文言一覧表示｣や｢本文表示｣ができ,ファイル出力して利用することもできます｡
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て
ほ
ナ

【
御
し
に
の
さ
に
お
爪

し
か
と
突
け
る
正
め

つ
た
事
△
ひ
し
無
し

汐源氏物語紹巴抄く邦書善用)
:-由本文領域
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向
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n
些
回
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且
垣
l
回
l
回
E
且
一
回
｣
�
"
)
(
�
"
且

V伸一印B7HJ田

VI 0-P1 36-LO3

VI 0-P1 37-109

VI O-PI HHO2

V1 3- PO70- LO8

V1 4- PO86- LO5

V1 4-PO86-LO7

¥f1 5-POO7-LO4

VI 5- PO29-Ll 1

V1 5- PO39- 108

V1 7- PU9-LOB

V18-PO71-Lll

V20-PO84-LO9托畑ゝけ】 a)

た
女
み
六
あ
乙
き
△

り
ま
ゎ
ソ
を
△
心
上
へ
ー

な
あ
へ
々
ー
△
看
る
波

と
も
紺
色
た
は
明
と
の

ん
て
の
も
ま
き
△
も
看

ち
に
て
に
あ
し
】
を
明

た
へ
"
博
由
T
き
ま
に
ゐ
も

か
う
を
ぬ
か
る
町
ぬ
と

か
の
事
は
ふ
さ
の
い
机
ソ

何
人
云
忠
心
り
北
に
さ

ば
【
と
や
‥
な
ー
北
ー

*

奪準額域野

】
の
し
像
さ
女

上
た
　
け
に
と
　
ほ

か
ま
　
の
と
ゐ
　
上

わ
あ
　
物
な
ぬ
　
石

の
+
り
鮎
川
S
用
い
　
明

滅
+
な
息
夕
は
　
△

△
心
と
御
き
に
　
詞

と
に
　
と

さ
と
　
な

S

K

H

^

　

瓦

を
み
　
に
や
あ

数多みし

し紙ひし

と夕はあちしと也

匪準: 【心ふかきあまた】 △六俵御息所物の妙に成なと
メモ:項目【201】大成【747-4】

】
】
】
に
】
】
と
ま
例
治
よ

心
ひ
も
苛
ん
し
鮮
す
△
字
と

け
け
け
け
け
け
け
け
け
け
け

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物

△
△
△
も
△
△
也
ゝ
も
黒
も
'

た
つ
】
△
ゝ
を
人
　
る
し
房

れ
い
も
ー
た
ー
と
　
さ
ば
女

ほ
【
て
は
【
也
き
　
‥
し
る

△
也
ま
れ
し
事
し
　
り
り
た

】
と
今
ぬ
へ
き
ま
し
な
け
知

り
ゝ
【
成
成
へ
や
へ
と
に
を

た
か
り
に
き
る
な
る
し
ひ
事

け
い
な
と
し
ゝ
も
な
り
緒
の

ほ
は
と
こ
ほ
か
宮
ぬ
あ
入
夜

一
時
し
道
ま
ふ
に
は
事
え
の

り
ん
ひ
‥
か
ば
き
給
し
た
日

な
ら
始
り
き
罪
し
れ
ひ
て
発

ろ
あ
し
た
と
も
ろ
そ
紬
ひ
△

こ
れ
過
ち
な
て
そ
を
人
指
】

き
乱
て
は
封
ら
ぉ
も
絶
煩
き

な
の
に
の
の
な
の
に
に
に
し
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*　｢整版本『紹巴抄』データベース｣に付加されている情報

1 )本文嶺域と標準嶺域において,和歌の冒頭と末尾に｢@｣がつけられています｡和歌の一部を含みます｡

たとえば本文街域で検索文言｢@｣と.｢夢｣をrAND｣検索すると, ｢夢｣の語を含む和歌がヒットします.

00002:

00003:

00004:

ロ0005:

00006:

00007:

00008:

00009:

可
も
る
宿
△
と
也
説
お
+
ふ

て
る
ぬ
に
△
こ
下
御
と
十
に

に
く
【
山
内
達
卑
仇
物
う
袖

製
あ
り
の
之
@
△
雪
き
や
@

御
簾
な
ふ
首
△
@
穂
な
【
△

の
玉
と
ち
三
△
行
△
色
◎
△

院
@
へ
く
事
△
り
也
　
は
し

子
△
さ
に
恋
後
ふ
下
　
へ
ヘ

亭
△
す
た
蓑
崩
そ
卑
　
居
る

は
】
め
ひ
内
院
裁
△
　
と
な

れ
す
　
よ
月
条
も
@
　
り
封

に
ら
な
か
△

有
し
夜
も
△

今
聴
夢
ひ
葦
さ

も
△
【
も
志
け
-

や
て
け
な
△
は
雪
か
け
】
そ

あ
と
何
@
ぬ
つ
△
か
秋
も
ふ

れ
し
を
と
せ
い
】
夢
く
と
息
･

た
み
さ
ぬ
り
て
そ
ば
零
れ
し

す
も
し
覚
と
ら
と
て
に
ふ
み

玉
に
恋
や
や
な
か
忘
身
こ
も
.

@
夢
@
夢
@
夢
夢
@
@
@
夢

は
を
△
ぬ
家
の
【
△
@
}
の

首
物
】
ち
定
ね
説
】
な
今
ね
.

一
し
ば
し
△
き
御
そ
か
舌
旅
.

今
ね
れ
境
△
な
例
と
る
く
な

る
も
つ
膚
ら
は
志
そ
小
ふ
た

く
ゎ
に
建
く
か
@
と
の
あ
か

も
ま
も
内
の
き
き
署
人
さ
△
･

に
さ
に
之
な
な
ひ
て
し
に
△

夢
あ
夢
首
か
@
も
分
に
路
@

を
猶
ん
三
は
き
お
踏
り
夢
せ

物
【
め
事
ゝ
へ
息
雪
ふ
葺
か

し
@
さ
恋
つ
る
そ
や
に
忘
浦

ね
や
く
裏
恨
み
と
き
へ
は
ふ

て
き
な
内
を
は
か
ひ
な
き
よ

ち
け
か
月
山
又
夢
も
吹
な
か
.

し
か
て
三
の
を
は
お
鳳
の
り

も
ひ
け
三
ふ
看
て
息
夜
よ
よ

み
'
1
　
.
､
′
　
.
.
▲
　
　
　
　
　
　
　
l
た
●
一
.
.
､
一
レ

つ
み
△
春
ね
や
を
の

2)標準嶺域には* (アステリスク)の記号を用いて古活字本との異同情報を付しています｡

" *整版本の本文(*古活字本の本文) "という形式で,語句をさえぎらない単位で記しています｡

00331エ

ロロ332:

00333:

00334:

00335:

00336:

00337:

00338:

00339:

00340:

0ロ341:

00342=

知
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な
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を
し
朝
△
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ふ
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と
て
柁
選
ぬ
さ
本
を
1
い
い
の
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△
そ
ひ
し
龍
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と
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@
煮

た
i
し
ぅ
ゆ
へ
軟
き
△
人
△
云

き
/
へ
さ
中
る
字
う
へ
た
也
と

め
ク
威
ほ
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な
作
る
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あ
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人
{
き
つ
き
と
の
き
を
な
ん
△

と
事
ぬ
る
〉
定
共
也
程
穣
る
}
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か
}
り
を
河
卜
*
地
*
御
け
/

何
/
な
ほ
く
*
禾
霧
の
*
*
二

*
ノ
と
つ
△
△
賢
*
近
△
△
{

や
{
こ
*
り
】
真
一
右
は
て
河
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は
橘
*
を
へ
た
△
/
表
名
材
△

共
△
【
袖
い
ま
之
二
て
ふ
汝
△

れ
*
也
小
*
は
書
ー
よ
て
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あ
り
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△
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宮
と
商
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ひ
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△
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へ
様
】
る
斉
木
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る
ふ
し
り

△
い
書
く
た
【
眼
ん
を
あ
悔
へ
･

今
)
ぬ
る
)
有
【
よ
わ
に
淫
実

)
△
り
た
り
)
)
)
杏
)
)
)

と
事
と
ほ
へ
定
共
也
)
■
り
△

何
橘
こ
つ
い
下
△
蕪
辞
御
け
川

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
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＼
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∴
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^

サ

J

m

'

【
}
く
て
る
へ
上
す
ル
の
水
語

也
/
の
き
た
ふ
突
き
{
下
の
物

き
ユ
ゝ
を
き
紬
と
は
立
天
井
花

な
{
さ
ぬ
す
入
六
を
△
は
の
栄

も
用
‥
き
と
に
△
得
手
と
山
△

う
を
り
に
な
司
】
}
て
人
ゝ
何

や
橘
な
豊
富
}
て
/
と
茂
る
如

ん
は
る
は
△
/
ち
ノ
屋
十
ぬ
々

は
に
あ
女
】
ノ
か
{
串
八
み
云

い
辛
事
市
て
{
し
上
△
△
の
と

と
女
神
△
み
門
+
は
り
@
細
か

れ
△
△
り
け
衛
+
ね
な
し
は
父

そ
勘
】
な
す
左
は
つ
る
せ
れ
の

更
1
)
)
 
【
て
そ
の
た
そ
け
上

3)項目は【 】でくくり,項目のある行のメモ領域に項目番号と源氏物語大成の対応頁･行を示してありま

す｡書式は"項目【201】大成【747-4】 "というかたちです｡この項目番号は,資料稿の

項目番号と十致しますので,資料稀画像を参照したいときは,この項目番号で対応画像を参照してくださ
m
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4)入力に際しての記手引お藍本的に『源氏物語(絵入)』に準じましたが,訓点や連辞符については以下の基準

で入力してあります｡

《全領域に使われる記号》

++　ヲドリ字(2字以上を繰り返す符号)

△　　原本のスペース

*ただし, ｢本文領域｣については語句をさえぎらないことを優先し,改行直後の△はとってあります｡

( )　割書き

《標準額域(原本の再現領域)に使われる記号》

S　　漢字に濁点が付されている場合,当該漢字の後

音読みを意味する連辞符(字間中央にあるもの)

訓読みを意味する連辞符(字間左側にあるもの)

☆　文字でない記号･系図部分の線など

(/)　訓点を再現するために用いた記号

*訓点については, " (送り仮名/返り点) "のかたちで入力してあります｡

《注記嶺域(傍記情報)に使われる記号》

#　　　　ふりがなでない傍記がある場合,当該傍記の頭

･ (ナカグロ)傍記が左右にある場合,左右の傍記を分ける記号

* "右側の傍記･左側の傍記"のかたちで入力しています｡

(左線) (右線)　音読符･訓読符の傍線

*読みを再現してありません｡

5 )漢字をま原則として原本通りを優先しましたが,異体字を通行の字体に改めた場合があります｡異体字の統

一,新旧字体の統一処理を施しておりませんので,字体の別を問わず検索したい場合には, DVD-ROM内

の｢異体字表｣を別途｢散文検索システム｣に登録し,検索オプション｢異体字テーブルの選択｣をチェ

ックしてご利用ください｡詳細はシステムの｢ヘルプ｣を御覧ください｡

6)テキストデータに入力できない特殊な漢字は,やむなく■で表してあります｡当該文字については｢広島

大学蔵整版本画像｣によって確認していただきたいと思います｡

(※本稿の作成には,安道百合子氏の全面的な協力を得ました｡記して御礼申し上げます｡妹尾好信)
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写本･刊本項　目　対照表

〔凡　　例〕

1, 『源氏物語抄(紹巴抄)』は, 『源氏物語』本文から1語ないしは連続した数語から成

る表現を抜き出し,その語句について注釈を加える体裁をとる｡その際, 『源氏物語』

から抜き出した語句を行頭から書き始め,その下に1字分の空白を置いて注釈を書いて

おり,注釈文が2行以上にまたがるときは2行目以下は行頭を1字分下げて書きつない

でいる｡ 『源氏物語』からの抽出語句一つとそれに施された注釈文を1単位として｢項

目｣と呼ぶことにする｡とくに,行頭から書き始められる『源氏物語』からの抽出部分

を｢項目の見出し｣,それ以外の注釈部分を｢注釈本文｣と呼んで区別する｡

2,本対照表は､テキストデータベースの底本とした広島大学蔵の整版本『源氏物語抄

(紹巴抄)』の項目の見出しを,故稲賀敬二先生蔵(現安田女子大学図書館蔵)の写本を

底本とする広島平安文学研究会刊｢翻刻平安文学資料稿｣第二期『永禄奥書源氏物語紹

巴抄』の活字翻刻本と古活字本(国文学研究資料館蔵の東洋文庫蔵本と陽明文庫蔵本の紙

焼写真を参照した)の項目の見出しを対照して,相互の異同を示す目的で作成したもの

である｡以下,それぞれの本を｢整版本｣ ･ ｢資料稿底本｣ ･ ｢古活字本｣と略称する｡

3,項目の見出しは｢整版本｣を基準とする｡ ｢整版本｣の項目と同じ場合には｢資料稿

底本｣ ･ ｢古活字本｣の楠は空白とし,異なる場合のみ各本の項目の見出しを掲げた｡

ただし,濁点や声点･合点などの記号の有無については異同とは認めなかった0 ｢資料

稿底本｣については,漢字のあて方や送りがなの付け方の相違,単純な仮名遣いや漢字

の字体の相違なども異同と見なしていない｡

4,項目の見出しの認定については,書式の相違も判断基準とする｡すなわち,行頭から

書き始められていること,見出しの下に1字分の空白があることをもって｢見出し｣と

認定する｡ 1字分の空白は｢△｣で示し,空白の有無に異同がある場合,その違いを明

確にするために,見出しの下に｢△｣を入れて示した場合がある｡

5､項目となっているが誤りと見なされるものには項目番号の前に｢×｣記号を付し,

｢資料稿底本｣と刊本との間で項目の順序が前後している場合には｢*｣記号を付した｡

なお,見出しとなるべき語句が存在しない場合は｢(欠)｣とし,前後の項目に埋没し

ている場合は｢(ナシ)｣として状況を( )内に補記した｡

6,項目番号は,既刊の｢資料稿｣との対応を図って, ｢資料稿｣の翻刻本文に施された

項目番号をそのまま用いることとした｡ ｢資料稿｣に使われているダッシュ記号(∫)

や丸括弧( )で囲んだ項目番号なども,その表記に従う｡なお, ｢資料稿｣では基本

的に項目番号の連番のミスを補う場合にダッシュが使用され,版本などによって補った

場合に丸括弧を使用しているが,とくに説明が必要と思われる場合は適宜｢備考｣欄に

補記した｡また, ｢資料稿｣において項目番号の与えられていない項目がある場合は,

直前の番号に｢+｣記号を加えて区別し.連続して複数ある場合には, ｢+｣ ｢++｣

｢+++｣のように｢+｣記号の数で区別することとした｡

7,項目の見出しに2字以上繰り返す符号が使われている場合は｢++｣で表し,見出し

が空白なく下に続く場合は｢-｣で示した｡また,傍書を( )内に記した場合がある｡

8,参考のために,項目の見出しに掲げられた『源氏物語』の席句の所在を『源氏物語大

成』校異篇のページと行数で示した｡
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写本･刊本項目対照表

r̂ -m m>̂ --Osmsm O&gigmm $$?&^ ?inffi{$ 0 ;;.'十掛
士盟

# #撃碧■索■1当■±､"基､､媒≒■▲■{…▲貸
ー

'"?&^= 箸 ;I; 八 一

いつれの御時

▼諒頚鞘 ,i.顎護
いつれの

一打>'0 i ー
御時にか

,̀≡n ⊆
5●1

士壁 2 女御更衣 5■1

士望 2+ 更衣 5■1

桐壷 3 やんことなき 5■ー

桐壷 4 時めく 5■2

桐壷 5 はしめより 5■2
■桐壷 6 めさましき 5■2

桐壷 7 まして 5■3

士ヨE 8 恨をおふ 5●4

士望 9 あつしく 5■4

桐壷 10 かんたちめうへ人なとも 5■7

桐壷 ll あいなく あひなく 5■7

桐壷 ー2 目をそはめ 目をそはめつ ゝ 5■7

桐壷 ー3 もろこしにも 5■8

桐壷 ー4 はしたなき 5-10

,桐壷 15 父大納言 5-ll

桐壷 ー6 よしあるにて 5-12

桐壷 ー7 はか + + しき 5-14

桐壷 18 よりところ 5■ー4

桐壷 ー9 玉のおのこ 6■ー

桐壷 20 みかたちなり 6 ■3

桐壷 2 1 いちのみこは いちのみこ 6 ■3

桐壷 22 右大 臣 6 ■3

桐壷 23 よせおもく 6 ■4

桐壷 24 まうけの君 6 ■4

桐壷 25 はしめより 6 ■7

桐壷 26 みえし 6 -ll

桐壷 × 27 あらさりき 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ■26注ノー部 )

桐壷 28 おほとのこもり 6 -10

桐壷 29 まつはす 6 18

桐壷 3 0 はうにもようせすは 6 ■ー2

桐壷 31 人よりさき 6 -13

桐壷 32 かしこきみかけ 7 ■1

桐壷 ■ 33 中 + + 7 ■3

桐壷 34 みつほねは桐壷也 みつほねは 7 ■3
桐壷 35 うちはしわた殿 7 ■6
桐壷 36 あやしきわさ 7 -6

桐壷 37 まさなき 7 ■6

桐壷 38 をくりむかへ 7 -7

桐壷 39 はしたなめは 7 ■8

桐壷 40 こうらうてん 7 -10

桐壷 41 さうじ 7 - 0

桐壷 4 2 まして 〈ナシ〉(4ー注ノー部 ) 7 -1

桐壷 43 このみこみつに 7-ll
桐壷 44 くらつかさおさめとの 7-12

士望 4 5 をよすけ ■ 7tー4
I 士竺E 4 6 五六 日 8 ■5

士望 4 7 まかてさせと書て まかてさせ と書て‖■ 8 ■6
士盟 48 ことにいてゝ 8-10

桐壷 4 9 たゆけ 8 ■ー2

桐壷 50 われかの 8 -13

桐壷 5 ー てくるまのせんし 8●ー3

桐壷 52 かきりとての寄 9■3
士望 53 いとかく思 9●3

I 士望 54 けふはしむヘき 9■5
士∃王 55 みこはかくても 9-ll
■=-=■竺E 56 なにことかあらん 9●ー2
士空 57 よろしき 9-14
士買E 58 をたき 10 -3

桐壷 59 むなしき御から 10 -4
桐壷 60 いまは 10 -5

桐壷 6 1 さは
さはされはこそと人 + + 云

也
ー0 ■7

桐壷 62 みつのくらゐ 10 -8
桐壷 63 せんみやう 10 -9
桐壷 64 いま■きさみ 10 ●ー0
桐壷 65 給ひしか ー0 ●ー3
桐壷 66 さまあしき 10 -13
桐壷 67 心はせ 10 -12
桐壷 68 すげなふ ー0 ●ー3
桐壷 69 なくてそ 10 ■ー4
桐壷 70 野分 野分たちてはたさむき ート7

士望 7ー ゆけい ll-8
士望 72 ■ や みのうつ■ゝには 1ー●ー2

桐壷 73 門引いるゝ ll -12
桐壷 74 やもめ ー1 ■ー3

士ヨ冨
75 荒たる心ちして 12 -1

m -±≡■望 76 や′＼むくら 12 ■ー
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頼義 群莞77 内侍 の- 内侍 の 内侍の - 汰1
12 -5

桐垂 78 思ひしつまる ー2 ■7

桐壷 79 めもみえ 12 -13

桐壷 80 ほとヘは ー2 -14

桐壷 8 ー ためらふ 12 -14

桐垂 82 いはけなき ー3 ■ー

桐垂 83 宮城野の歌 宮きのゝ 13 -5

桐垂 84 命なかき ー3 ■5

桐壷 85 松のおもはん ー3 ■6

桐壷 ■

桐壷

桐壷

桐壷

桐壷
桐壷

桐壷

桐憂

桐壷

桐壷

86 も しゝき 13 -6

87 ゆゝしき 13 ■ーー

88 くれまとふ ー3-14

8 9 わたくし ー3■ー4

90 かヘすかヘす 14 -2

9 ー すか + + 105 ト重複○ 16 -2

92 思ひくつおる 14-5

93 よこさまなる ー4 ■9

94 人の心をまけたる 14 ■ー3

95 かたくなに 15 -2

桐壷 96 いたう 15 -3

桐壷 97 むしの声 ー5 ■5

桐壷 98 す むゝしの寄 15 -7

桐壷 99 いとゝしく寄 15 -9

桐憂 100 かことも 15 -9

桐壷 10ー 御さうそく- くたり 御さうそくーくたリー領 御さうそくーくた ー5 -ll

桐壷 ー02 み くしあけ み くしあけの ー5 ■1ー

桐壷 ー03 わかき人 + + 15 ■ー2

桐壷 ー04 さう十 + しき 15 -13

桐壷■ 105 すか + + 91ト重複○ ー6 ■2

桐壷 106 つほせんさい 16 -3

桐壷 107 ていしのゐん ー6 ■6

桐壷 108 長恨歌の御ゑ 16 -6

桐壷 ー09 まくらこと 16 -7

桐壷 ー10 あらき風歌 あらきかせ ー6■ーー

桐壷 ー11 みたりかはしき 16■ーー

桐壷 1ー2 故大納言 17-1

桐壷 1ー3 さるヘき ー7■3

桐壷 1ー4 命なかく 17-4

桐壷 1ー5 なき人の 17-5

桐壷 ーー6 尋行まほろし寄 17 -7

桐壷 1ー7 ゑにかける 17 -7

桐壷 ー18 大液の- 大液の ー7 ■8

桐壷 119 花とりの色にも音にも 17 ■ー0

桐壷 ー20 ことくさ ー7 -ll

桐壷 ー21 あそひをそ ▲ 17 -14

桐壷 122 月もいりぬ 18 -3

桐壷 123 雲のうヘも歌 雲の上も ー8 ■4

桐壷 124 ともし火を ー8 ■4

桐壷 125 右近のつかさ 18 -5

桐壷 126 よるのおとゝに 18 -6

桐壷 127 あくるもしらす 18 -7

桐壷 128 猶あさまつりこと 18 -7

桐壷 129 朝かれゐ 18-9

桐壷 130 大床子の 大床子のおもの 18-9

桐壷 13 1 はいせん 18-10

桐壷 132 この御事に 18-13

桐童 133 たいだいしき 19-1

桐壷 134 さ めゝく ー9■ー

桐壷 135 坊さたまり 19-3

桐壷 136 かきりこそ 19-5

桐壷 137 世 の人 19 -5

桐壷 138 御おは北の 御 おは北方 19 -6

桐壷 ー39 年比から返 + + の給ひけるまて ー9 ■9

桐壷 ー40 文はしめなと 19 -ll

桐童 14ー らうたし らうたうし 19 -13

桐垂 ー42 女み こ 20 ■ー

桐壷 ー43 なまめかしく 20 -3

桐壷 144 うちとけぬ 20 -4
桐壷 ー45 人の御さま也 20 -5
桐壷 146 こまうと 20 -6

桐壷 147 宮のうちに 20 -7

桐壷 ー48 こうろくはん 20 -8

桶壷 ー49 右大弁 20 -9

桐壷 150 国のおや 20 -10

20 -ー3

21-3

21-5 ′

21-7

桐壷 151 ざヘ
桐壷 152 いみ しきをくり物
桐壷 153 やまとさうを
桐壷 154 むほん親王
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桐壷 155
た cゝfcxSx ､■■Y〟く､､ 取J舶W ■̂祝一 ▲P̂ ､n､■ -

2 1-7
桐壷 156 げさく 2ト 8
桐壷 157 いよ+ + みち + + 2ト 9
桐壷 158 きはことに 21 ■ー0
桐壷 159 すくよう 2トー2
桐壷 ■ 160 源 氏に 21 -12
桐壷 161 先帝の四君 22 -
桐壷 ー6ー+ 四君 22 -2
桐壷 162 三たいの 三だい 22 -5
桐壷 ー63 きさい 22 -6
桐壷 164 みかたち人 22 -7
桐壷 ー65 すか + 十 22 ■ー0
桐壷 166 みうしろみたち 22-12
桐壷 ー67 御せうとの兵部卿 22-12
桐壷 ー68 うけばりて 23-2
桐壷 169 あかぬことなし 23-3
桐壷 170 かれは 23-3
桐壷 17 ー こよなく 23-4
桐壷 ー72 おほしなくさむやう ● 23 -5
桐壷 173 うちおとなひ 23-7
桐壷 ー74 なつさひ 23 -1ー
桐壷 175 うヘも 23 -ll
桐壷 176 よそヘつヘき 23 -12
桐壷 177 なめし 23 -12

士盟 ー78 にけなからす 23 -13
士盟

179 そは + + 24 -1
桐壷 ー80 もとより 24 -2
桐壷 18ー 名たかふ 24 -3
桐壷 182 ひかる 24 -4
桐壷 ー83 かゝやく日の宮 24 -5
桐壷 ー84 いとかヘまうく 24 -6
桐壷 ー85 十二にて 24 -6
桐壷 186 ゐたち 24 -6
桐壷 187 南殿 24 -7
桐壷 ー88 所十 + ■ 24 -8
桐壷 ー8 9 くらつかさこくさうゐん 24 -8
桐壷 190 おはします殿 24 ■ー0
桐壷 19 1 いしたてゝ 24 ■ー1
桐壷 ー92 くはんさ 24 -ll
桐壷 193 ひきいれ 24 -
桐壷 194 大蔵卿蔵人 24 -13
桐壷 ー95 かうふりし給ひて御やすみ所 25 -1
桐壷 ー96 御そたてまつりかヘて 25 -1
桐壷 ー97 みな人なみた 25 -2
桐壷 ー98 きひは 25 -4
桐壷 199 あげおとり 25 -4
桐壷 200 ひきいれの大 臣のみこはらに 25 -5

士玉E 200+ 〈ナシ〉(200注ノー部 ) みうしろみ 注釈ナシ○ 25 -8
士望 20ー さふらひ 25 -9

桐壷 202 みき 25 -9

桐壷 203 けしきぱみ
注釈ナシ O ､ 写本ハ付毒ニ

テ注ヲ補ウ○
25 -10

桐壷 204 もの つゝ まゝしき 25 -10
■桐壷 20 5 おまへより 25 -12
桐壷 206 うヘ の命婦 25 -13
桐壷 207 自大うちき 25 -13
桐壷 208 御さかつきの 25-13
■桐壷 209 いときなき寄 26■ー

士王E 2 10 むすひつる寄 26-3
士盟

21 ー なかはし 26-3
桐壷 2ー2 ひたりの 26-4
桐壷 2ー3 くらうと所の 26 -4
IE lゴ=■冨E: 2ー4 おりひつもの 26 -5

士宝E 2ー5 どむ食 26 -7
桐壷 ■ 2ー6 さほう 26 -9
桐壷 217 女君はすこしすくし 26 -10
桐壷 2 ー8 このおとゝ 26 -1ー
担壷

■:∃=,
2 19 四の君 27 -3

禰望 220 御あはひともになん 27 -3
桐壷 22 ー おほゐとの 君ゝ 27 -6
桐壷 222 おとなに成給て 27 -8

桐壷 223 五 日六 日△二三 日 五 日△六 日△二 日△三日 注釈ナシ○ 27 -ll
桐壷 224 こ らゝ 27 -6
桐壷 ■ 224+ く欠〉 おほな + + 27 -14
桐壷

士
225 おほしいたつく 27 ■ー4

桐望

●士

226 しげいさ 28 ■ー
桐冨

士

227 さとの殿は さとのとのは二条院也 28 -1
廻望 228 修理職 28 -2
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2 29

JL ≡ s&Ki aE>: ≡ ■l一■1 =

桐壷 になふ …､′ 亘8 -2

桐憂 230 いけの心 28 -3
桐憂 2 3ー おもふやうならん 28 -4

桐壷 (23 2)
源 氏生給て日数いか ほとをヘて禁

中二入給ふへき哉
写本ハ付毒ニテ文意ヲ補
ウ○

桐壷 (233 )
又源氏君の元服に録給ふ事 は東

宮御元服の時の儀を表する也

算木 1 ひかる源氏 35 ■ー
葉木 2 名のみこと+ + しく 35 -1
算木 3 すきことともを 35 -1
●草木 4 人の物いひ 35 -3
葉木 5 ■ まめたち 35 -4
算木 6 なよひか なよひかに 35 -4
草木 7 かたの 少ゝ将 35 -4
葉木 ■ 8 また中将 35 -5
幕末 9 さふらひようして 35 -5
葉木 10 しのふの 35 -6

算木 ll めなれたるとは 35 -7

算木 ー2 うちましりけるまて 35 -9

算木 ー3 なか雨 35 -10
算木 ー4 御物いみ 35 -10
算木 15 なかゐ 35 ■ー0
算木 ー6 御 よそひ 35 ■ー1
算木 ー7 なにくれ 35 -1ー
葉木 ー8 宮はら 35 -13
算木 19 右 のおとゝのいたはり 35 -14

幕末 20 この君も 35 -14

草木 2 ー しつらひ 36 -2
葉木 22 おさ+ + 36 -3

幕末 23
かしこまりもえをかす△と

云本もあり
かしこまりもえをかすと云本もあり 36 -4

草木 24 こゝろのうちに● 36 -5
算木 25 殿上にもおさ+ + 人 36 -6
帯木 26 とのゐ所は 36 -6
草木 27 おほとのあふらちかくては 36 -7
葉木 28 色 + + は 36 -7
草木 29 をのかしゝ 36 -ll
算木 30 えんすれ は 36 -12
算木 3 ー やんことなくせちに 36 -12
算木 32 大そう 36 -13
葉木 33 ニ町 ニの町 36 ■ー4
算木 34 よくさま+ + 37 ■ー
寄木 35 そこに 37 -3
算木 36 御覧し所から 37 -4
葉木 37 女の是はしもとなん付ましき 37 -6
葉木 38 はしりかき 37 -7
寄木 39 そもは 37 -8
草木 40 まことにそのかたを 37 -8
算木 41 わか心得 37 -9
寄木 42 おやなと 37 ■ー0
草木 43 あかめて 37 -ll
葉木 44 おひさき 37 -ll
葉木 45 おほとき 37 -12
算木 4 6 はかなき 37 -13
算木 4 7 ■ ゆヘづけて 37 -14
葉木 ◆4 8 をくれたる 37 -14
幕末 4 9 さてありぬへし 38 -1
算木 50 くたさん 38 -2
葉木 51 うめきたる 38 -3
算木 5 2 そのかたかと 38 -4
算木 53 いとさはか り 38 -5
葉木 54 すかされ 38 -6
葉木 5 5 とるかたなく 38 -6
寄木 5 6 みみた ずゝか し 38 ●ー0
葉木 5 7 そ の品 + + や 38 -ll
幕末 58 もとのしなたかく 38 ■ー2
寄木 59 くらゐみ しかく 38 -12
幕末 60 又なを人のかんだちめ 38 -12
寄木 6 ー 左の馬のかみ 38 -14

寄木 62 藤式部 38 暮ー4
葉木 63 物よくいひとをる 39 -1
草木 64 中将まちとりて 39 ■ー
葉木 65 なりのほれとも 39 -3
青木 66 もとはやんことなく 39 -4

葉木 67 すりやうといひて人の くナシ〉(66注ノー部 ) 39 -7

葉木 68 けしうは 39 -8
舞木 69 なま + + の 39 -9
青木 70 非参議 39 -9
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葉芽 鮒 ■yLガ I 一 ==
7ー 円,. 一▲

もとの根さし
M .4EUメ ←jnvi甲W.Sトト , ■

39 -9
算木 72 かはらかなるや かわらかなりや 39 ●ー0
草木 73 家のうちに 39■ー0
葉木 74 宮つかヘ に 39■ーー
葉木 75 はふかす 39 ■ー2
葉木 76 すヘてにきは しゝきに すヘてにきはゝしき 39-14
幕末 77 こと人の 3 9-14
算木 78 もとの品 40 -1
葉木 79 うちあひすくれたらん 40 -3
算木 80 なにかしか 40 -5
算木 8ー 世に有と 40 -5
算木 82 たかヘる 40 -8
算木 83 ちゝの年おひ 40 -8
葉木 84 いてや 40 ■ー4
葉木 85 しろき御そとも 4 トー
葉木 8 6 なよゝかなるに 4 1-1
幕末 8 7 しとけなく 4 1-1
葉木 88 女にて 4 1-3
葉木 89 大かたの世に 4 ー●4
幕末 90 うつは物 4 1-7
葉木 91 かみはしもに 4 ト9
葉木 92 せはき家 4 ト9
幕末 93 とあれ はか りゝ 4 1-1ー
幕末 94 なのめに 4 ト 1ー
葉木 95 かならすしも かならすしも我おもふにかなはね 42 -1
幕末 96 されと 42 -4
算木 97 かたちきたなけなく 42 -5
葉木 98 をのかしゝ 42 -6
幕末 99 文をか けと 42 -6
算木 100 ことえり 42 -7
算木 10 1 又さやかに 42 -8
算木 102 声きく 42 -8
算木 103 女しと 42 -9
算木 104 ことかなかに 42 -l l
算木 ■ ー05 なのめなるましき 42 -l l
草木 ー06 物のあはれ知すくし 42 -ll
葉木 ー07 す めゝる 42 -13
葉木 ー08 みみ はさみかち 42 -13
葉木 ー09 ひさうなき 42 -14
葉木 ーー0 よきあしき P 43 -1
算木 ー1ー さしくみ 43 -4
葉木 1ー2 大やけはらだ しゝく 43 -4
葉木 113 なに かゝは 43 -5
葉木 ーー4 あはつか に 43 -6
算木 115 ひたふるに 43 -7
葉木 ーー6 こめき 43 -7
寄木 117 ひきつくろひ 43 -7
算木 118 けにさしむかひ 43 -9
算木 119 立はなれて 43 -10
寄木 ー20 わか心と 43 -ll
算木 ー21 たのもしけなきとかや 43 -12
葉木 122 つねはすこしそは + + しく 43 -12
算木 123 さためかね 43 -13
算木 124 今 はたゝ品にもよらし 43 -14
算木 ー25 ねちけかましき 44 -1
幕末 ー26 物まめやかに 44 -1
葉木 127 あまりのゆヘよし 44 -3
葉木 128 もとめ 44 -4
葉木 129 えんに物 はちして 44 -6
葉木 130 うらみいふへき事をも 44 -6
算木 ー3 1 うヘはつれなく 44 -6
幕末 ー32 海つらなとに 44 -9
草木 ー33 わらはに侍し 44 -9
葉木 134 心かろし 44 -10
算木 ー35 ことさらひ 44 -1 ー
算木 ー36 見る目のまへに 44 -12
算木 ー37 いてあなかなし 45 -2
幕末 ー38 ひたすらに 45 -3
幕末 ■ ー39 君の御心は 45 -3
算木 ー40 ひたいかみ 45 -5
葉木 ー4 ー うちひそみぬ 45 -5
葉木 142 にこりにしめる くナシ〉(△ 1 字下ゲ) 45 -7
寄木 143 たえぬすくせ 45 -8
算木 144 又なのめに 45 -12
葉木 145 をこかましかりなん をこかましかりなん句 45 ■ー2
葉木 146 たえぬヘき 45 -14
葉木 ー47 すヘてよろつのこと 45 -14
垂木 ー48 えんずへき 46 -1
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{= ≡……d

149

�"-4--SE息 w*= 十+I+▲十+

幕禾

葉木
算木

盤木

おほくほ 諭〟◆■､ウ宗■rl､ 一房夢 ■汽≠
46 -3

150 あまりむけに 46 -3

ー5 ー つなかぬ舟の 46 -5

152 中将うなつく 46 -5
l吊■
算木 153 さしあたりて 46 -6

善木 154 たのもしけなき 46 -6
fff
仝i 155 わか心あやまちなくて 46 -7
節
蕃木 156 それさしも 46 -8
市
生木 ー5 7 ともかくも 46 -8
00
g * ー58 わかいもうとの 46 -9
市●
m * 159 こ ろゝやましと 46 -1ー
節
g * 160 はかせ 46 -ll

帝-
0 *

ー61 ぴびらきゐたり 46 -12

市
m *

162 あベしらひゐたり 注釈ナシ○ 4 6-13

一帯
g *

163 木のみちの 4 6-13

市■
m *

164 りんし くナシ〉(△ 1字下ゲ) 4 6ー14
市-
m * 165 そはつき 4 7-1
市■
m * ー66 されはみ 4 7-1
■市■
m * ー67 うるはしき 47-2
-吊一
m * 168 又ゑ所 47-4
一帯■
算木 169 すみかき 47-5

S P-+-m ^ 170 つき+ + は 47-5

市
* *

ー7ー ほうらいの山 47-6

冊
葉木

172 すくよかならぬ 47 ■ー1

葉木 173 心しらひ 47 -1ー

寄木 174 てをかきたるにも 47-13

算木 175 はかなき事 48 -2

算木 ー76 見るめの 48 -3

算木 ー77 そのはしめのこと 48 -3

草木 ー78 つらつえ 48 -5

葉木 179 法の師の 48 -5

算木 180 はやうまた下らうに 48 -7

草木 18 1 きこえさせつる くナシ〉(△ 1 字下ゲ) 48 -8

草木 182 まほ 48 -8

葉木 ′ 183 よるヘとは 48 -10

葉木 184 おいらかならまし 48 -ll

算木 185 かくかすならぬ 48 -12

算木 ー86 あるやう 48 -1ヰ

算木 187 この人とは 48 ■ー4

算木 ー88 す めゝる 49 -3

葉木 189 とかくになひきて 49 -3

幕末 190 うとき人 49 -5

算木 19 ー おもてふせ 49 -5

葉木 192 ′ー､1 みさほに 49 -6

寄木 193 たえぬヘき 49 -10

葉木 194 をそましく をそましくは 4 9-ll

葉木 195 人なみ+ + 人みな+ + 50 -1

寺本 196 いひそし 50 -3

草木 ー97 みたてなく 50-3

葉木 198 つらき心 つらき心を 50-4

葉木 199 あひなたのめ 50-5

草木 200 はらた しゝく 50 -7

葉木 20 1 世をそむき 50 -10

葉木 20 2 手をおりて寄 手をおりての寄 手をおもての寄 50 -13

算木 203 えうらみし 50 -13

,葉木 204 憂ふしを寄 憂ふしの寄 51 ■ー

算木 20 5 いひしろふ 51 -1

葉木 20 6 せうこそ 51 -2

算木 20 7 りんし 51 -3

葉木 20 8 みそれふる夜 5 ー■4
葉木 20 9 あかるゝ 5 1-4
葉木 2 ー0 家路と思はん 家ちと 5 1-4

幕末 2 ー1 けしきはめる ● 5 ト5
幕末 2 ー2 そ ろゝさむく 5 1-6

幕末 2 ー3 人わろく 5 1-7

算木 2 14 爪くはるゝ 5 ト7

幕末 2 15 火ほのかに 5 1-8

草木 2 16 あつこヘ 5 1-8

幕末 2 17 おほひなるこ 5 1-9

草木 2 18 ひきあくへき 5 1-9

幕末 ■ 2ー9 こよひはかりやと 51-9

幕末 220 さうじみはなし 51-10

葉木 221 おやの家に 5 1■ーー

寄木 222 えんなる 5ー■1ー

算木 223 ひたやこもり 51-12

算木 224 きるヘき物 5い 14

52 -1

52 -3

幕末 225 われみすてん

葉木 226 そむきもせす
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写本･刊本項目対照表

汁/;ォ十J+十+▲1+十∴十�"�",vca>il一一十 十 什 r琵 ,
葉木 227

かゝやか し ■P-胡爪≧■M 相̂和刊○l< 顎類参 虫
52 -4葉木 228 た 有ゝし 52 -4

葉木 229 こらさん 52 -6
草木 230 いたくつなひきて 52 -7
幕末 23ー たはふれ 52 -8
葉木 232 ひとへに 52 -8
葉木 233 立田姫 52 -10
算木 234 七夕 52 -ll
算木 23 5 うるさく 52 -1ー
幕末 23 6 七夕のたちぬふ 52 ■ー2
算木 23 7 あヘましは 52 -13
算木 23 8 その龍田姫■ 52 -13
算木 23 9 はかなき 52 ■ー4
寄木 24 0 露のはへ 52 -14
幕末 24 1 さておなし比 53 -2
算木 24 2 打よみ 53 -3
葉木 243 はしりかきは 53 -3
寄木 244 見るめもこともなく 53 -4
算木 24 5 このさかな物 53 -5
葉木 24 6 しは + + 53 -7
幕末 24 7 まはゆき まはゆきは 53 -7
葉木 248 大納言 53 -10
草木 249 こよひ人まつらん 53 ■ー1
草木 250 よきぬ 53 -ll
葉 木 25 ー 水か け 53 -12
葉木 252 おり侍ぬかし 53 ■ー3
幕末 252' すゝろきて 53 ■ー4
算木 253 廊のすのこ 53-14
算 木 254 かけもよし 54-3
算木 254' つゝしり 54-3
幕末 255 わこん 54-3
葉 木 256 りちのしらへ 54-4
算木 257 いまめきたる 54 -5
算木 258 庭の紅葉こそ 54 -6
葉木 259 ねたます 54 -7
幕末 260 ことの青も寄 54 -9
算木 261 わろかめり 54 -9
幕末 262 いま一声 54 -9
幕末 263 あされ 54 -10
算木 264 木からしに寄 54 -12
算木 265 さうのこと 54 ●ー3
幕末 ■ 266 まはゆき 54 -14
算木 267 さしすくひたり 55 -3
草木 268 此ふたつ 55 -4
草木 269 わかき時 55 -4
算木 270 御心の 55 -6
葉木 27 ー おらはおち 55 -6
算木 272 あヘか あへる 55 -8
幕末 273 七とせ 55 -8
算木 274 中将 55 -ll
葉木 ■ 275 おはさうす 55 ■ー2
算木 276 しれものゝ 55 -13
幕末 277 うらめしと 56 -2
葉木 278 おやもなく 56 -6
算木 ■ 279 をだしく 56 -7
葉木 280 この見給ふる 56 -8
算木 28 ー むけに 56 ー10
算木 282 なみたくみ 56 ■ー2
葉木 283 いさやことなる 56 -13
幕末 284 山かつの寄 56 -14
葉木 285 むかし物かたり 57 -2
幕末 286 咲ましる寄 57 -4
葉木 ■ 287 ちりをたに 57 -5
算木 288 うちはらふ 57 -6
算木 289 さすらふ 57 ■ー0
幕末 290 哀と 57 ■ー0
葉木 291 おもひまとはす 57 -ll
幕末 292 これこそ 57 -14
■葉木 2 93 つれなくて 57 -14
算木 294 今やう+ + 58 -1
算木 29 5 えたもつ 58 -3
葛 木 ■ 2 96 されはかの 58 -4
葉木 29 7 おもひ出ある 58 -4
青 木 29岳 あきたき 58 -5
葉木 299 この心もとなき 58 -6
草木 300 くらヘくるしき 58 -8
葛 木 30 ー なんすヘきくさはひ 58 -8
算木 302 吉祥 天女 ( 58 -9
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写本･刊本項目対照表

t= - ▼I
ほう一子つき

0 * 喜■J▲"■､廻′遷惑

303

観 二▼■蔓転

58-10研
金木 303+ 〈欠〉 くすしからん 58-10
研
蕃木 304 式部か 58●ー0
■市-
If * 305 何事をか 58-13
一行ヲ
$1 * 306 もんしやう 58-13
一再宇
隻木

307 かしこき 58-13
市
m *

308 なま + + の 5 9-2
一所■
幕末

309 わかニの道 5 9-5
幕末 3 10 おさ+ + 59-6
算木 3 ー1 むヘ + + しく 59-10
算木 3 ー2 こしおれ文 59■ー1

算木 3 ー3 むさい 5 9-12

葉木 3 14 したゝかなる した かゝなり した かゝなる 59-14

葉木 3 15 はかなし口おし 5 9■ー4

算木 3 ー6 すくせのひくか た侍めれ は 6 0-1

算木 3 17 をのこしもなん 60-1

葉木 3 18 すかい給 60-2
幕末 3 ー9 心はえなから ー 60-2
青木 320 をこつきて 60-3
算木 32 1 ふすふるか 60 -5
算木 322 さかし人 60 -6
葉木 323 ふひやう 60 -
葉木 324 さうやく 60 -8
幕末 325 ざうじら 60 -9

葉木 326 むヘ + + 60 -10
寄木 327 うけ給ぬとて 60 -1ー
幕末 328 すヘなくて すヘなく 60 ■ー3
幕末 329 さゝかにのふるまひ寄 6 1-1
草木 330 をひて 6 ー●2

算木 33 1 あふ事の寄 6 1-3

算木 332 おいらかに 6 1-5
幕末 333 君達あさまし くナシ〉(△ 1字下ゲ ) 6 い4
葉木 334 つまはしきをして 6 1-6
幕末 335 あはめ 6 ー■6
算木 336 をり 6 -7
■幕末 337 すヘて 6 1-8
算木 338 三史五きやう 6 1-9
幕末 339 なとか女と 6 1●ー0

算木 340 かきすくめる 6 ー■ー3
葉木 341 上らうの中にも 6 2-1
草木 342 おかしき 62 -3
葉木 343 五月のせち 62 -4
幕末 344 おもひしつめられ ぬ 62 -5
算木 345 えならぬ 62 -6
算木 346 九日のえんに 62 -6
幕末 347 菊の露 6 2-7
葉木 348 さならても 62 -7
幕末 349 あべかり 6 2-8
幕末 350 よろつのことに よろつのことに句 62 -9
算木 351 心にしれらん 6 2-1ー
葉木 352 ひとつ ■ ひとつー 6 2-12
幕末 353 人ひとりは 62 ●ー3
幕末 354 是にたらす 62 ■ー4
寄木 355 あやしきことゝも 63 ■ー
葉木 356 からうして 63 -2
幕末 357 大かたのけしき 63 -3
幕末 358 中納言中務 中納言 63 -7
算木 3 59 にかみ 63 ■ー0
幕末 3 60 人 + + 63 -10
葉木 361 なか神 63 -ll
葉木 3 62 さかし 63 -12
葉木 3 63 二条院にも 63 -13
算木■ 3 64 紀のかみ 63 -14
算木 3 65 中川のわたり 64 -1
算木 ■ 3 66 よかなり 64 -2
算木 36 7 いとおしきなるヘし 64 -5
幕末 368 うけ給はりなから 64 -5
幕末 369 なめけなる 64 -6
葉木 370 人ちかゝらん 人ちかゝらん■ 64 -7
幕末 37 1 けによろしき 64 -9
幕末 372 こと+ + し 64 -9

幕末 373 あるし あるしも 65 -2
幕末 374 おもひあかれ る 65 -4
幕末 375 衣のをとなひ 65 -5
葉木 376 ゑわらひ 65 -6
草木 377 ことさらひ 65 -6

幕末 378 かうし 65 -7

舞木 379 むつかりて 65 -7
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写本･刊本項目対照表

f0 0<K ▼一 ハ ≡�"SZKSB ハ ≡ ilHSS ≡ n -
幕末 380 きうしぁかみ 65 -7

算木 381 わか御うへ わか卸うへ 65 ■ー0

算木 382 よすか 65 -10

算木 383 おほすことP 65 -12

草木 384 式部卿 65 -14

葉木 385 ほ ゆゝかめて 66 -1

算木 386 くつろき くつろきすきま有て 66 ■ー

算木 387 かみいてきて 66 -3

算木 388 とはりちやうもいかにそと とはりちやうもいかにそは 66 -3

算木 389 何 よけん 66 -4

葉木 390 わらはなる 66 `6

葉木 39ー こゑもん 66 -9

算木 392 あね 66 -10

幕末 393 さえ 66 ■ー0

葉木 394 殿上なとも 66 -10
葉木 395 すか + + 66 -ll
算木 396 まうと 66 -12
草木 397 をよすけ 67 ■ー
幕末 398 ふゐにかく 67 -1
算木 399 女のすくせ 67-2
算木 400 かしつくや 67-3
算木 40ー 君とおもふらん 67-3
草木 402 わたくしの 67-4
算木 40 3 なにかしより 67-4
葉木 404 つき+ + ■ つき+ + しく 67-5
算木 40 5 おろしたてんやは おろしおてんやは おろしたてんやは 67 -6
算木 40 6 けしきはめるをや 67-6
帯木 40 7 いつかたにそ 67-7
葉木 40 8 しもやヘ 67 -7
算木 40 9 ものけたまはる 67 -ll

算木 4 ー0 いつくにおはし 67 -12
葉木 4 ーー こ にゝ 67 -12
幕末 4 12 けどをき 67 -14
葉木 4 13 いもうとゝ 67 -14
草木 4 14 ひさし 68 -1
葉木 4 ー5 ひるならましかは 68 -2
草木 ■4 ー6 ねたうは 68 -3
寄木 4 17 まろは 68 -4
算木 4 ー8 女君はたゝ 68 -5
算木 4 19 中将君 68 -6
算木 420 なけしの 68 -
草木 42 1 ゆにおりて 68 -7
葉木 422 さ やゝか 68 -ll
幕末 423 もとめつる 68 -12
算木 424 中将めし 68 -13
算木 425 人たかヘ 69 -5
葉木 426 たかふヘくも 69 -6
算木 427 おほめくは 69 -7
算木 428 やゝと 69 -9
葉木 429 おもひよりぬ 69 -10
算木 430 とうもなく 69 -13
草木 43ー とうて 70 -3
算木 432 おほしくたし 70 -4
算木 433 いか あゝさくは 70 -4
寄木 434 きは きゝはと 70 -5
算木 435 きは + + を 70 -7
算木 436 中 + + 70 -8
草木 437 さるヘきにや 70 -9
葉木 438 あばめらるゝ 70 -9
草木 43 9 すくよか 70 -12
算木 44 0 さるかた 70 tー3
葉木 44 1 人から 70 -14
葉木 44 2 まことに心 7トー
葉木 443 心くるし 7ト2
葉木 444 おほえなき 71-4
幕木 445 世をおもひ 71-5
葉木 445' おほ れゝ 7 1-5
幕末 446 うき身の 71-6
葉木 447 ありしなから 71-6
算木 448 みなをし 7ト7
葉木 449 うきね 7ト8
幕末 450 みきとなかけそ 7ト9
幕末 45 1 をろかならす 71-9
幕末 452 いきたなき 71-ll
幕末 453 御かたたかヘ こそ 71-ll
幕木 454 さしはヘて ■ 71- ー3
葉木■ 455 鳥もしは + + 72 -3
葉木 456 つれなきを寄 ■ 72 -5
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写本･刊本項目対照表

rォォS H≡■′窪■■■室脚 雛壁∈▲■′◆
身あうきを寄＼撃J:Lこ､.P

4 57 茨､■岳渡蓋Z ■類▲/瑚 き,■◆■
72-9

l市■
n * 4 58 ことゝ 72-9
�"ffT
m * 4 59 へたつる関 72■ーー
帝
算木 4 60 そ きゝ 72-12
客木 46 ー すのこの 72-12
市
算木

462 月は有明 72-14
算木 463 みる人から 73 -2
算木 464 殿にかヘリ 73 -4
算木 465 中の品 73 -6
算木 466 中納言 73 -9
葉木 467 うへにも 73 -10
算木 468 あそむ 一 73 ■ー2
葉木 469 おやのをきて 73 -13

■算木 470 心ゆかぬ 73 -13 ､

寄木 47 1 世のたとひ 74 -1

幕末 472 あて人 74 -3

算木 473 さるヘき事は 74 -4

算木 474 いひしらせ給ふ 74 -6
葉木 475 おもかくし 74 -8
葉木 476 いとおほくては 74 -9
葉木 477 見し夢を寄 みし夢を 74 -10
幕木 478 ぬる夜なけれ は 74 tー0
葉木 479 めもきりて 74 ■ー1
葉木 480 心えぬ こゝろえぬ 74 -ll
葉木 48ー 臥給へ りは 74 -12
葉木 482 いておよすけ 75 -1
算木 483 さば 75 -2
算木 484 むつかられて 75 -2
幕木 485 ついせうし 75 -3
草木 486 あひおもふましき 75 -4
算木 487 いつら 75 -5

算木 488 又もたまヘリ 75 -6
算木 489 あこは 75 -6
算木 490 くひほそし 75 -7
草木 49ー かのたのもし 75 -9
算木 492 わかみくしけ殿 75 -ll
算木 493 かろ + + しき名 75 ■ー3
算木 494 めてたき 75 -14
葉木 495 おかしきさま 76 -2
寺本 496 れいの 76 -7
葉木 497 めいほく 76 -8
幕末 498 女もさる 76 -10
算木 499 夢のやうにて 76 ■ー2
算木 500 けちかく 注釈ナシ○ 76 ●ー4
算木 50ー うちた かゝせ 77 -1
草木 502 いかにかひなし 77 -4
算木 50 3 いひおとし いひおとして 注釈ナシ○ 77 -7
蕎木 504 さけす 77 -7
草木 50 5 見 けつ 77 ■ー0
算木 50 6 とてもかくても 77 -12
葉木 50 7 むしん 77 -12
幕末 50 8 ふよう 77 -14
m * 50 9 身もいと 78 ●ー
算木 5 10 いと+ + おし 78 -1
葉木 5 11 は きゝゝの寄 78 -4
葉木 5 12 かすならぬ寄 78 -6
葉木 5 13 れいの 78 -7
寄木 5 ー4 一所は 78 -8
幕末 5 ー5 人に似ぬ■ 人ー土似ぬ 78 -9
幕末 5 ー6 さばれ 78 -10
葉木 5 ー7 かしこけに 78 -12
葉木 5 18 わかく 78 -13
幕末 5 ー9 つれなき 78 -14
葉木 520 とそ ナ9 ■1

空蝉 1 わられ 85 -1
空蝉 2 我はかく人に 85 -1
空蝉 3 なみたをさヘ 85 -2
空蝉 4 まめやかに目さまし 85 -5
空蝉 5 の給ひまつはさす 85 -6
空蝉 6 やかてつれなくて 85 -8
空蝉 7 かくてどぢめ 85 -10
空蝉 8 わつらはし 85 -14

空蝉 9 紀守国に 86 ●ー

空蝉 ー0 夕やみの 86 -2

空蝉 1ー ついせう 86 -6
空蝉 12 なそかう 86 -8
空蝉 13 西のかた 西の御かた 86 -9

空蝉 14 こうたせ 86 -9 ∴
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写本.刊本項目対照表

■● ▲L 三r'SSSBIISE S ≡ I".､ ▼L ≡
a

i元
コ⊂ニ

m ー5 にしさまに 即 ■ 雷 q 父 ′′､蛙■郵霧■u7○▲ ′ W JJ1 +
86 -1ー

空蝉 ー6 木丁なとも 86 ●ー3
空蝉 ー7 そはめる人や 86 -14

空蝉 ー8 こきあやの 串6 -14

空蝉 19 なに かゝあらん 87 ■ー

空蝉 20 物 けなき 87 -2

空蝉 21 ひきかくし 87 -3

空蝉 22 いまひとり 87 -3

空蝉 23 白うす物 87 -4
空蝉 24 ニあひ 87 -5
空蝉 25 くれなゐのこし 87 -5
空蝉 ■26 はうそく 87 -6
空蝉 27 そ ろゞかなる 87 -7
空蝉 28 さかりは 87 -9
空蝉 29 ねちけたる 87 -9
空蝉 30 むへこそ 87 -9
空蝉 31 かとなきには 87 -ll
空蝉 32 けちさす 87 ■ーー
空蝉 33 さうとけ 87 -12
空蝉 34 おくの人は 87 -12
空蝉 35 ちにこそ 87 -13
空蝉 ■ 36 こうをこそ 87 -13
空蝉 37 いてこのたひ 87 ■ー4
空蝉 38 まけにけり 87 ■ー4
空蝉 39 とをはたみそよそ 87 -14
空蝉 40 いよのゆのゆ けた 88 -1
空蝉 41 たとしヘなく口おほひて 88 -1
空蝉 42 すこしはれたる 88 -2
空蝉 43 ねひれて 88 -4
空蝉 × 43+ 〈ナシ〉(43注ノ■部 ) 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ■43注ノー部 ) 軒はの荻 は見事なから

空蝉 44 ほこりかに 88 -6
空蝉 45 く欠〉 そをるれは 資料稿ハ版本ニヨリ補ウ○ 88-6
空蝉 46 あはつけし 88-8
空蝉 47 見給ふかきり 88-9
空蝉 48 れいならぬ OQ .1100 10
空蝉 49 しつまれるは 89-2
空蝉 50 あがるゝ 89 -4
空蝉 5ー わか君 89-4
空蝉 52 きのかみのいもうと 89-
空蝉 53 さか し さかし御領状也 89-9
空蝉 * 54 さうし こたひ 89-1ー
空蝉 * 55 こたひ さうし 89-ll
空蝉 ■ 56 風吹とをせ 89-1ー
空蝉 57 た みゝひろけて 89-12
空蝉 58 戸 はなちつるP 89-13
空蝉 59 やはらかなるしも 90-3
空蝉 60 いたに 90-5
空蝉 61 ひるはなかめ 90-5
空蝉 62 うちみじろく 90-9
空蝉 63 ゆかのしもに 90●ー2

空蝉 64 物 + + しく
｢く｣ノ字母 ､ 整版本 ｢久 J､

古活字本 ｢具 ｣○ 90 -13

空蝉 65 わろき御心あさゝ 9い4
空蝉 66 世中 91-6
空蝉 67 あヘかにも 91-6
空蝉 68 たとらん人 は 91-9
空蝉 69 さこそさし過たる 91-10
空蝉 70 人知たる 92■ー
空蝉 7ー あひおもひ給ヘ よ 92-2
空蝉 72 又さるヘき 92-3
空蝉 73 なを+ + しう 92-4
空蝉 74 人のおもひ侍らん 92-4
空蝉 75 ぬきすヘし 92-8
空蝉 76 戸をやをら 92-9
空蝉 77 まろそと 92-10
空蝉 78 とさまヘく とさまへ 92-1ー
空蝉 79 あらす 92-1ー
空蝉 80 民部のおもと 92-13
空蝉 81 けしう ■ 92ーー3
空蝉 ■ 82 今はたゝいま いまたゝいま 93-1
空蝉 83 をしかヘさて 93-2
空蝉 84 わた殿のくち 93-2
空蝉 85 おもとは 93-3
空蝉 8 6 いらヘもきかて 93-6
空蝉 8 7 いよ+ + 93-7
空蝉 88 いとふかうにくみ 93-10
空蝉 ■ 8 9 おもひはつまし 93-14
空蝉 90 わられ 94-1
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写本･刊本項目対照表

ー▼■4I
買 藤◆′∧､ 9ー 訂.

きしはへ
蔽 ■ 各駅 . 蛋

94 -2コニ
舛蝉 92 うつせみ の寄 94 -4
コニ
"0 0 × 92+ くナシ〉(92注ノー部 ) くナシ〉(△ 1 字下ゲー92 注ノー部 ) うつくしきと云心もあり

3 i
巾蝉 93 かの人も 94 -5
コニ
如蝉 94 かつはいかに 94 -9
コニ
空蝉

95 ひたりみき 94 -10

空蝉 96 いせおの 94 -1ー
空蝉 97 又しる 94 -13
空蝉 98 されたる 95 -1
空蝉 99 しつむれ と 95 -1
空蝉 100 ありしなから 95 -2

空蝉 10ー しのひ 95 -2

空蝉 ー02 うつせみの寄 うつせみの 95 -5

夕顔 ー 六条わたり ー0ト 1

夕顔 2 大武のめのと 101 -1

夕顔 3 御車入へき ー0ト 2

夕顔 4 むつかしけなる 10 -3
夕顔 5 ひがき 10ー■4
夕顔 6 はじとみ 101 -5
夕顔 7 すたれなとも ー0ト 5
夕顔 8 立さまよふらん ー01 -6
夕顔 9 たけたかき ー01 -7

夕顔 ー0 やうかはりて ー0ー■8

夕顔 ーー さきも 101 -9

夕顔 ー2 程なく ー01 -10
夕顔 13 いつこかさして ー01 -1ー
夕顔 14 玉のうてなも 10 1-l l
夕顔 15 きりかけたつ ー01 ■ーー
夕顔 16 をのれひとりゑみのまゆ 101 -13
夕顔 17 をちかた人 ー0トー3

夕顔 18 御ずい人 101 -13

夕顔 19 夕かほ 10ー■ー4
夕顔 20 このもかのも ー02 -2
夕顔 21 むね + + しからぬ ー02 -2
夕顔 22 されたる ー02 -4
夕顔 23 いたうこかしたる 102 -6
夕顔 24 枝も 102 -6
夕顔 25 かきを きゝ かげを きゝ 102 -7
夕顔 26 ふびんなる 102 -8
夕顔 27 あやめ ■ 102 書9
夕顔 27+ く欠〉 らうかはしき 102 -9
夕顔 28 むこの● むこの むこのー 102 -ーー
夕顔 29 たゆたひし 102 -14
夕顔 30 いむ事 ー02 ■ー4
夕顔 3ー よみかヘり 102-ー4
夕顔 32 あみた仏 ー03 -1
夕顔 3 3 日比 ー03 -2
夕顔 34 くらゐたかく 103 -4
夕顔 3 5 こ のゝしな ー03 -4
夕顔 3 6 かたほ ー03 -6
夕顔■ 3 7 子どもは 103 -9
夕顔 ■ 38 おもふヘき人 + + 103-1ー
夕顔 39 は くゝ む 103-ー2
夕顔 40 人と成て 103-ー3
夕顔 4 ー さらぬ 104-ー
夕顔 42 す ほう すをう ー04 -4
夕顔 43 ■ ありつる 104 -5
夕顔 44 心あてに寄 心あてに ー04 -8
夕顔 45 ゆへづき 104 -9
夕顔 46 うるさき うるさきは 104 -ー0
夕顔 47 にくしと 104 -13
夕顔 48 やうめいのすけ 105 -ー
夕顔 49 わかく ー05 -2
夕顔 50 さらはは 105 -4
夕顔 5ー このかたには ー05 -6
夕顔 52 た うゝかみ 105 -6
夕顔 53 あらぬ 105 -6
夕顔 54 よりてこその寄 105 -8
夕顔 55 またみぬ ー05 -9
夕顔 56 御さきの火 ー05 -12
夕顔 57 ほたる 105 -13
夕顔 58 心に くゝ ー05 -14
夕顔 59 うちとけぬ ー06 -1
夕顔 ■ 60 ありつるは 106 -2
夕顔 6ー - ふし■ 106 -5
夕顔 62 いとしのひて五 月の比 106 -9

夕顔 63 しひら 106 -ー1 +

夕顔 64 昨 日夕 日 106 -12
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写本･刊本項目対照表

■■

古 壷 十ォt十m m
65

文かく ;{ 鮎ヨ隠仇Y肺 三m s妻蔓妄､曽覧､抜モtJl至m▼ウX仲､一■ , 也
106 -ー3

夕顔 66 おほえをもかる思ひをり おほえをもかる△からおもひをりま ー07 -

夕顔 67 もし見給ヘ ー07 -5

夕顔 68 かの下か 107 -8

夕顔 69 おひらかならましか は ー07 -10

夕顔 70 うらもなく 107 -ー4

夕顔 7ー ゆげたは 108 -5

夕顔 72 むまのかみ ､ー08 -8

夕顔 73 人のため ー08 -

夕顔 74 かろらかは かろらかに ー08 -12

夕顔 75 さるヘき ー09 -1

夕■顔 76 令 - かた ー09 -4

夕顔 77 秋 にも成ぬ 109 -5

夕顔 78 ひきかヘ し 109 -8

夕顔 79 され と余所なりし ー09 -9

夕顔 80 御 よはひの程も ー09 -10
夕顔 8ー そゝのかされて ー09 -12
夕顔 82 -* サ tt "C 注釈ナシ○ ー09 -14

夕顔 83
しをん色の折にあひたる

△句 ‥
しをん色のおりにあひたる句 しをん色のおりに 110 -2

夕顔 84 かみのさかりは 110 -5
夕顔 85 さく花に寄 さく花に ーー0■7
夕顔 86 朝顔の寄 朝霧の寄 ーー0 ●9
夕顔 87 大やけ 1ー0 ■9

夕顔 88 さふ らひわらは 110 -ー0
夕顔 89 山かつも ー10 -13
夕顔 90 明暮 ー11-4
夕顔 9ー 是みつかあつかり ー11 -5
夕顔 92 中屋 111 -8

夕顔 93 しゆう ーー1 ■9

夕顔 94 右近の君こそ ー11 -ll

夕顔 95 てかく ー11 -12

夕顔 96 うちはしたつ ー11 -13

夕顔 97 いそきくる物は 111 -13

夕顔 98 いてこのかつらきの神 1ー2 ■ー
夕顔 99 むつかりて ー12 -1
夕顔 100 なにがしくれが し ーー2 ■3
夕顔 10 1 ことね り 112 -3
夕顔 102 たしかに 1ー2 ●4
夕顔 ー03 もしかの 112 -4
夕顔 ■ 104 はかられ 112 -8
夕顔 105 おはしまさせ初てけり 1ー2 -14

夕顔 ー06 けさう人 113 -4
夕顔 107 けさのほと ー13 -13
夕顔 108 かほをも ー14 -6
夕顔 109 むかし有けん ー14 -6
夕顔 1ー0 大夫をうたかひ 114 -9
夕顔 11ー あされ 注釈ナシ○ 1 ー4 ●ー0
夕顔 * 112 かくれか たゆめて 114 -ーー
夕顔 * ー13 たゆめて かくれか 1 14 -ー3
夕顔 ー14 なのめにおもひなし 1ー4 ●ー4
夕顔 ーー5 世つかぬ御もてなし 115 -6
夕顔 1ー6 いつれかきつねならん 1 ー5 ■7
夕顔 1ー7 世 になく 115 -8
夕顔 1.18 心なから 1 15 -13

夕顔 ーー9 八月 (一 日) 八 月

写本ノr一 日｣ハ講釈ノ進

行ヲ表スモノ0 見出シデハ

ナク行間書キ入 レト思ワレ
115 -14

夕顔 120 なりはひ ー16 -3
夕顔 ー2ー ゐ中の ■ ー16 -3

夕顔 122 北殿 ーー6 ●4

夕顔 ー23 そゝめき ー16 -5

夕顔 ー24 おもひいれたるさまならて ー16 -8
夕顔 ー25 こめか しう 116 -8
夕顔 ー26 こほ + + と 1ー6 -10
夕顔 ー27 か らうす 116 -12
夕顔 128 まくらかみ ーー6 -12
夕顔 ー29 しろたへの衣 ー16 -14
夕顔 ー30 されたる ■ 117 -2
夕顔 ー31 かヘのなかのきり+ + す 117 -4
夕顔 ー32 自あはせ しろきあはせ 117-7
夕顔 ー33 こ ろゝばみたる 1ー7-10
夕顔 134 世なれたる人も 世なれたる人とも ーー7-14
夕顔 ー35 このある人 + + ーー8■2
夕顔 ー36 みたけさうしにやあらん ー18-4
夕顔 ー37 ぬかつく ぬるつく ー18-4
夕顔 138 あしたの露に ー18-5
夕顔 139 南無を ー18-6
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写本･刊本項目対照表

=)■▲ lis^pEIK '̂ =5||

うはそくか寄

∨匡 ■菱■慧聾栄 職 ■■■一 1 }広 叫=0f*!<K-̂ ,-̂i,,0

140 ー■ー8 ●9
夕茜

夕顔

ー41 長生殿 1ー8 ■9
ー42 こちたし ーー8 -10

夕顔 143 さきの世の寄 1ー8 -12
夕議 144 心もとなか 心もとなかめり 118 -ー3
夕議 145 いさよふ月に ー18 -13

夕顔 146 ゆくりは
｢は Jノ字母 ､ 整版本 ｢八 ｣､

古活字本 ｢盤 ｣○ 1ー8 ■ー3

夕顔 147 雲かくれて ー18 -14

夕顔 148 なにかしの院 1ー9 ●2

夕顔 149 あつか り 1 19 -2

夕顔 150 こくらし ーー9 -3

夕顔 15ー すたれをさヘ ーー9 ■4

夕顔 ー52 またかやうなる ー19 -4

夕顔 153 いにしヘも寄 ー19 -7

夕顔 154 山のはの寄 119 -9

夕顔 155 かのさし 119 -ー0

夕顔 ー56 おましなと ー19 ●ーー
夕表 ー57 右近えんなる 119 -ll

夕顔 ー58 けいめい 119 -13

夕顔 159 このみあり このみありさま 119 -13

夕顔 ー60 とのにも 120 -1

夕顔 16ー さるへき ー20 -2

夕顔 162 ロかため 注釈ナシ○ ー20 -4

夕顔 163 とりつく 120 -4

夕顔 ー63, おき中川 120 -5

夕顔 164 けちかき ー20 -7

夕顔 ー65 秋 の野ら 120 -8

夕顔 166 けうとげに 120 -9

夕顔 167 へちなう 120 -9

夕顔 168 夕霞にひもとく寄 夕霞にひもとく 120 -14

夕顔 169 露のひかりや ー20 -14

夕顔 170 ひかりありとの寄 ひかりあるとの寄 12 1-2

夕顔 ー7 1 つきせす 12 ー■4

夕顔 ー72 あまの子 - あまの子 ー2 1-5

夕顔 ー73 あひたれたり ー2 1-5

夕顔 ー74 我から 12 1-6

夕顔 175 うこんか 12 ト7

夕顔 ー76 ゆつりきこえて■ ー2 ト 10

夕顔 177 あやしき心ち ー2 1-13

夕顔 ー78 名残なく成にたる 122 -1

夕顔 ー79 内にいかに 12 2-2

夕顔 ー80 ＼＼■
′
六条わたり 12 2-4

夕顔 ー8 ー あまり心ふかき ■ 12 2-6

夕顔 ー82 ことなる事なき 122-9

夕顔 ー83 時めか し ー22-9

夕顔 ー84 山ひこ ー23tー

夕顔 ー85 ひるも ー23-4

夕顔 186 うヘわらは 123-9

夕顔 187 人はなれ 注釈ナシ○ 123-ー1

夕顔 ー88 瀧口 123-13

夕顔 189 火あやうしと ー23-14

夕顔 ー90 内をおほし ー24-

■夕顔 ー9 1 なたいめん ■ ー24-1

夕顔 ー92 女君はさなから ー24-3

夕顔 ー93 けおそろしう ー24-5

夕顔 194 おまヘにこそ ー24-7

夕飯 195 ケトラレ けとられ 注釈ナシ○ 124 -9

夕顔 196 なけし 124 -ー2

夕顔 197 所にしたかひて 124 -12

夕顔 198 むかし物語 ー24 ●ー4

夕顔 198+
くナシ〉(欄外二｢キケト△ひ

えひえJトアリ)
きけとー△たゝひえにひえて

きけと申△た ひゝえにひえ

て
見出シ候補ノ語嚢 2 例力○ ー24 ■ー4

夕顔 199 けはひ物うく ー25 -7

夕顔 200 南殿のをにの ー25 -8

夕顔 20 1 夜の聾 ー25 -10

夕顔 202 むく+ + しさ 126 -3

夕顔 203 けしきある鳥のから聾 126 -4

夕顔 204 わなゝきしぬへし ー26 -7

夕顔 205 くま+ + ー26 -9

夕顔 206 あしをとひし+ + 126 -10

夕顔 207 ありかさためぬ 126 -ー1

夕顔 ■ 208 かゝるすちに 126 -14

夕顔 209 あり+ + て ー27 -3

夕顔 2 ー0 右近大夫 ー27 -7

夕顔 2 ー1 いきをのヘてそ 127 -9 ノ

夕顔 2 ー2 ずぎやう 127 -1ト

127 -ー4 二夕顔 2 ー3 かねて

-31-



写本･刊本項目対照表

エ ≡ ;…I 顎ノ■ぢ告婆■■…;[鮎 i蛸 丁■■く ーJ▲■〉碍 ¥〟 雅 ■崇√■慧 ■維,;■岩プ 棚r■■廿■■′J▼m ノ慧!.■摂s m ○I;l≡葛繋 1&=′ ■賀毒鎧■■各紙 ■L≡IS :…漕 連繋 ガ▼よLV �"K-ii'-t.-i 紡■妻■1"淡 ′◆▲" ■ 1
夕顔 2ー4 よゝとなきぬ I. , 玩

128 -2夕顔 2ー5 しほ しみ ー28 -2
夕顔 216 この 人 ひ とり 128 -4
夕顔 217 くゑん そく ー28 -5
夕顔 2ー8 か の 古郷 ー28 -7
夕顔 219 む か し見給 ヘ し ー28 ●ー0
夕顔 220 み つわ くみ て ー28 -1ー

夕顔 221 か こか ー28 ●ー2

夕顔 22 2 えいた き ー28 ●ー3

夕顔 223 うはむ しろ 128 -ー3

夕顔 ■ 224 さゝや か ー28 -14

夕顔 225 くゝ り 129 -4

夕顔 226 我 も ー29 -1ー

夕顔 227 に はか に ー30 -6

夕顔 228 神事 ー30 -8
夕顔 229 む らい ー30 ●ー0
夕顔 23 0 いか なるいきふ れ ー30 ■ー2
夕顔 23 1 むね つふ れ ー30 ■ー3
夕顔 23 2 た い + + しく たい + + しき ー30 -14
夕顔 23 3 蔵 人 の弁 131 -2
夕顔 234 日暮 注 釈 ナシ ○ ー3ト 4
夕顔 235 なか + + と ー3ト 7

夕顔 23 6 けさは 谷 けさは谷 に ー3ー■10

夕顔 23 7 こしらへ をき 13 1-12
夕顔 23 8 さるヘきに こそ 13ト ー4
夕顔 239 うか ひ たる 132 -2
夕顔 24 0 か こと 132 -3
夕顔 24 1 少 将 の命 婦 132 -3
夕顔 24 2 か ゝり給 ヘ る 132 -5

夕顔 24 3 さらにことなく ー32 -8

夕顔 24 4 鳥 へ 野 ー33 -4

夕顔 24 5 女 ひとり 133 -7
夕顔 24 6 との かた に は 133 -7
夕顔 24 7 聾 たてぬ 133 -8
夕顔 24 8 清 水 のか た そ 133 -9
夕顔 24 9 大 とこ 133 -10
夕顔 25 0 いひ さぱ かれ ー34 -6
夕顔 25 ー 別 といふ 物 134 -8

■夕顔 252 か くいふ 134 -ー0
夕顔 253 わ か紅 の ー34 -14
夕顔 254 つ みゝ の ほ と 135 -2
夕顔 255 か るゝ道 の 空 に て 135 -4
夕顔 25 6 わ かは か + + わ か はか + + し 135 -5
夕 顔 25 7 まことに 臥 ー35 -12
夕 顔 258 しゆ ほう ー35 -14
夕 顔 25 9 ふ くい と ー36 -6
夕 顔 260 年 比 のた のみ ■ 136 -8
夕 顔 26 ー 立 そひ ー36 -9
夕 顔 262 いふ か ひ 136 -ー0
夕 顔 263 雨 の 足 136 -12
夕 顔 264 け いめ い し(付 毒 ニヨル ) く欠 〉 ー36 -14
夕 顔 265 ひとつ に ー37 -2
夕 顔 26(∋ 内 の御 とのゐ 所 ー37 -3
夕 顔 267 あらぬ世 に ー37 -5
夕 顔 268 九 月 ー37 -5
夕 顔 269 あまの こ ー37 -9
夕 顔 270 いつ の ほ と 137 -ll
夕 顔 27 ー 御 名 かくしも 137 -13
夕 顔 272 人 にゆ るされ ぬ 138 -2
夕 顔 273 なか るゝましき 138 -7
夕 顔 274 七 日+ + 138 -8
夕顔 275 みつ か ら ー38 -9
夕顔 276 お やか ら おや たち おや たちか ら云 出 せ り 138 -10
夕顔 277 こその 秋 比 138 -ー4
夕顔 278 ま てとあるを ー39 ■ー
夕顔 279 す み わ ひ給 ひ て ■ 139 -3
夕顔 280 ふたか り ー39 -4
夕顔 ■ 28ー とても くナ シ〉(280注 ノー 部 ) 139 -5
夕顔 282 きこゆ ー40 -2
夕顔 283 ありし院 ー40 -6
夕顔 284 な く成 に ける 140 -9
夕顔 285 いとしも 140 -ーー
夕顔 286 はか なひ たるこそ 140 -13
夕顔 287 み つ か ら ー40 -14
夕顔 288 女 は た やゝ は らか に ー40 ●ー4 ■
夕顔 289 あさむか れ ぬ ヘきか ー41 -1
夕顔 290 この御 か た の 14 1-3
夕顔 ､ 29ー み し人 の 寄 ー41 -6
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写本･刊本項目対照表

< 環■､■父挽 輔≡雀鎌PL.譜◆■▼qll◆践B SEヰ′■■L 三m ay,小≡

みみかし
■=Ⅷ

一
9 0 292 ㌔

J■P還■ほ■
1ヰ1-7

夕顔 293 うしと 14 1-10
夕顔 294 とをく 14 1'ー1
夕議 295 ことに出ては ー4 1■ー2
夕顔 296 とはぬをも寄 とはぬをも ー4 トー4
夕顔 297 ます田はまことに ます田はことに ー4 トー4
夕顔 298 いけるかひなきや ー42 ■ー
夕顔 2 99 空蝉の寄 , 142 -3
夕顔 300 もぬけ もぬけを 142 -5
夕顔 30 ー けちかく 142 -5
夕顔 302 いふかひ 142 -6
夕顔 303 かたつかたは かたつかた 142 -6
夕顔 304 ほのかにも苛 142 -1ー

夕顔 305 とりあやまちても ■ とりあやまちてもくるしかる

ましきとなり ー42 -12

夕顔 305+ く欠〉 見すれは△句 142 -ー4
夕顔 305++ く欠〉 かことにて ー43 ●ー
夕顔 306 ほのめかす寄 ー43 -2
夕顔 307 打とけて 143 -3
夕顔 308 こりすま 143 -5
夕顔 309 かの人の四十九 日 143 -6
夕顔 3 ー0 法花を 143 -6
夕顔 3 ーー さうぞく ー43 ー6
夕顔 3 12 もんさうはかせ ー43 -9
夕顔 3 13 なく+ + も寄 くナシ〉(△1 字下ゲ) 144 -2
夕顔 3 14 この程まては ー44 -2
夕顔 3 15 かことに ー44 -5
夕顔 3 16 右近は 144 -6
夕顔 3 17 住けん物の 145 -3
夕顔 3 18 くしは くしはとゝこほる 145 -6
夕顔 3 19 あふきは 145 -6
夕顔 320 逢まての寄 145 -8
夕顔 321 うるさけれ は ー45 -9
夕顔 322 せみのはも寄 145 -ーー
夕顔 323 冬たつ ー45 -12
夕顔 324 過にしも寄 146 -1
夕顔 325 おほししり給ヘと 146-2
夕顔 326 くた+ + しき事 146-2
若紫 1 わらはやみ くナシ〉(△1 字下ゲ) 15ー■1
若紫 2 ましなひかち 151-1
若紫 3 北山 151-2
若紫 4 ましなひわつらひしを 15ト3
若紫 5 しゝこらかし 151-4
若紫 6 めしにつかはし めしにつかはす ー51-5
若紫 7 山のさくらは ー51-8
若紫 8 げんがたの ー51-13
若紫 9 さるべきもの ー52 tー
若紫 10 つ らゝをり 152 -3
若紫 1ー おなし小柴 152 -3
若紫 12 やらう 152 -4
若紫 ー3 なに人 152 -5
若紫 ー4 き もゝこそ 152 -7
若紫 15 きよけなるわらは ー52 -8
若紫 ー6 まきらはさせ給て 152 -12
若紫 17 うしろの山 152 -ー3
若紫 18 御ゑいみしう 153 -2
若紫 19 ふしの山なにかしのたけ 153 -3

若紫 20 ちかき所 ー53 ⊥5

若紫 21 ゆほびか 153 -7
若紫 22 さきのかみ しほち ー53 -7
若紫 23 いゑいといたし 153 -8
若紫 24 大臣の ちゝにて ー53 -8
若紫 25 いてたち 153 -8
若紫 26 こんゑの 中将 ー53 -9
若紫 27 おくまり 153 -1ー
若紫 28 さいつ比 153 -ー4

若紫 29 所えぬ 154 -1

若紫 30 さはいヘと 154 -2
若紫 31 けしうはあらす けうはあらす ー54 -5
若紫 3 2 たい+ + 〈欠〉 154 -6
若紫 33 さる心はヘ く欠〉 154 -6
若紫 3 4 海 にいりね 154 -6

若紫 3 5 かいりう王 かいりう､ 154 -9

若紫 3 6 いつきむすめ 154 -ー0 +

若紫 3 7 くら人よりことし 154 -ーー

若紫 3 8 いとすきたるから 154 -ーー

若紫 3 9 したかひたらんは ー54 ■ー2 ′■

若 ､ 40 は こゝそゆへ ー55 -1
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;as^ 三 -!X.rア>0ir十∴寸+■心+十 ∴ふ ←十JI :十**.-**�" う桝
0 0-1し警 紫 コ{幣琵{f､▲視崇､､■蓋■▲､放≒父◆■P

41 るいにふれて 弼壬､■■1餅 ∧Jl淡■構七 ◆≡洗J■■済 ■仙■振韓茶苛薫 6
155 -1

若紫 42 なさけなき人 155 -2

若紫 43 そこの見るめ 155 -3

若紫 44 かすみたるにまきれて 155 -4

若紫 45 ちふつ ー55 ■ーー

若紫 46 そかれたる ー55 ■ー3

若紫 47 山吹 ー56 -3

若紫 48 かみは扇を ー56 -5

若紫 49 あかくすりなして 156 -7

若紫 50 わらはヘとはらたちて 156 -8

若紫 5ー すこしおほえたる 156 -8

若紫 52 いぬき 56 -9

若紫 53 ふせこ 156 -10

若紫 54 さいなまるゝ 156 -ー0

若紫 55 つみうることゝ ー56 1ーー

若紫 56 こちやと ー57 -3

若紫 57 打けふり ー57 -3

若紫 58 かいや り ー57 -4
衰紫 59 かんさし ー57 -4

若紫 59+ 〈ナシ〉 ねひゆかん△調行△ねひゆく

写本見出シヲ欠クガ､ 整版

本 ■古活字本ノ注内容ハ 57

注ノー部ニアリ0

157 -5

若紫 60 さるはかきり 157 -5

若紫 61 こ姫君 こ姫君は 157 -9

若紫 62 ふしめ ー57 -12

若紫 63 つや + + 157 -13

若紫 64 おひた んゝ寄 158 -ー
若紫 65 又ゐたる ー58 】1

若紫 66 はつ革の寄 158 -3

若紫 67 此すき物 158 -ll

若紫 68 かの御かはり 158 -ー4

若紫 69 よぎり 159 -2

若紫 70 おとろきなから ー59 -3

若紫 71 いぬる ー59 -5

若紫 72 かやうなる人の 159 -7

若紫 73 かる+ + しき 159 -ー1

若紫 74 すゝしき 159 -12

若紫 75 かのまたみぬ ー59 - 3
若紫 76 ほとにも なとにも 160 -2
若紫 77 名がう 160 -3

若紫 78 そうつ 160 -5

若紫 79 おそろしう 160 -5

若紫 80 夢を見給ヘし 160 -9

若紫 81 兵部卿 16 1-5

若紫 82 物おもひに 16 1-7

若紫 83 かの人 16 1-8
若紫 84 人のほと ー6 1-10
若紫 85 さかしら心 16 1'ー0
若紫 86 かたみもなきかと 16 1-ll
若紫 87 なく成侍 し ー6 1-13
若紫 ▲88 それにつけて 16 1'ー3
若紫 89 思ふ心ありて おもふ心ありて句 ー62 -2

若紫 90 また また又も同

整版本デハ 90項ノ2 行 目∃

リ古活字本丁変リニッキ行
頭位置ニズレアリ0

162 -3

若紫 9ー いと ー62 -4
若紫 92 かの御おは 162-6
若紫 93 すくよかに 162-7
若紫 94 そや 162 -8
若紫 95 山風ひや ゝ 162-ー0
若紫 96 ねふたけなる ねふたけなり ー62-1ー

若紫 97 ず のゞ 162 -14

若紫■ 98 おほえなき 163 -2

若紫 99 すこししりそきて すこし ー63 -4

若紫 100 くらきにいりても 〈ナシ〉(99注ノー部 ) ー63 -5

若紫 10 1 はつ草の寄 ー63 -9
若紫 ー02 しろし 163 -10
若紫 103 さるやう 163 -1ー
若紫 104 よづいたるさるにてはかの若草 163 -12
若 紫 ー05 まくらゆふ寄 ー64-2
若 紫 106 ひかたう 164-2
若紫 107 かうやう 164-3
若 紫 ー08 かたしけなくとも ー64-3
若 紫 ー■09 ひかこと ー64-5
若 紫 ーー0 仏は ー64-9
若 紫 11ー とみにも ー64-9
若 紫 112 けにおもひ給ひ ー64 -10
若 紫 ー13 あはれに 164-ーー
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{- = =.L .<こ 功
し､ふ fr U なき

�"アZ0 !$ *rt;千++ ∴加瀬 +

若妻 l#ll,
1 14 164 -12

若紫 ー15 おなしさま 164 -ー4
若紫 ー16 かたくてなん かたりてなん句 ー65 -1

若紫 117 あやしき 165 -3

若紫 ー18 いとにけなき ー65 -7

若紫 ー19 をしたて 165 -9

若紫 ー20 法花三昧 ー65 -9

若紫 ー2 ー 吹まかふ寄 吹まよふ苛 165 -12

若紫 ー22 さしく(○ )み寄 165 -13

若紫 123 名もしらぬ 165 -14

若紫 ー24 にしきを ー66 -1

若紫 125 鹿ヲ 鹿の くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) ー66 -2

若紫 126 ひしり ー66 -2

若紫 ー2 7 こしん 166 -3

若紫 128 すきひかめる 166 -3

若紫 12 9 ぐうつきて 166 -3

若紫 ー30 谷 のそこまて 166 -6

若紫 13 ー ことしはかり ー66 -6

若紫 13 2 宮人に寄 166 -ll

若紫 133 うとんけの寄 166 -13

若紫 ー3 4 時ありて- たひ 166 -13

若紫 ー3 5 おく山の寄 167 -2

若紫 ー3 6 とこたてまつる 167 -3

若紫 ー3 7 さうとく ー67 -3

若紫 13 8 くたら 167 -3

若紫 138+ くナシ〉(138 注ノー部 ) ごんがうじ ー67 -3

若紫 138++ くナシ〉(138 注ノ■部 ) さうぞく 167 -

若紫 138++ + くナシ〉(138 注ノー部 ) すきたる袋 167 -4

若紫 ー39 御薬 167 -5

若紫 ー40 どきやう 167 -7

若紫 14ー みずぎやう 注釈ナシ○ 167 -9

■若紫 142 四五年 167 -ー0

若紫 143 さなん ー67 -1ー

若紫 144 夕ま暮の寄 夕まくれ寄 167 -13

若紫 ー45 まことにや寄 ー68 -1

若紫 146 打すて 168 -2

若紫 147 弁の君 168 -8

若紫 148 とよらの寺の 168-9

若紫 149 僧都きんを 僧都きんを■■■ 168-12
若菜 150 山の鳥をも 168-13
若藁 ー51 日のもとの末の世に 169-5

若紫 ー52 宮の 169-6

若紫 ー53 あさりなとにも あさりなとも 169-ー2

若紫 ー54 さしも 70 -2

若紫 ー55 殿にも ー70 -5

若紫 ー56 とはぬはつらき 170 -ー4

若紫 ■ 157 まれ + + は■ 171 ー

若紫 158 とはぬなと ー71 -2

若紫 159 いのちたにとて 171 -4

若紫 160 なまこ ろゝつきなきにや ー71 -6

若紫 ■ 16ー ねぶたけ 171 -6

若紫 16ー+ 〈ナシ〉(162注ノ■部 ) あてに 171 -10

若紫 162 ひとぞう ー71 -1ー

若紫 163 ーきさいはら ー7 1-ll

若紫 164 中にちいさく 172 -2

若紫 165 おもかけは身をも おもかけは ー72 -3

若紫 166 よのまの風も ー72 -3

若紫 167 はかなくをしつ みゝ はかなくをしつ みゝて 172 -4

若紫 168 さたすき 172 -4

若紫 169 ゆくては 172 -6

若紫 170 ふ りはへさせ ー72 -6

若紫 171 また難 波津を 172 -7

若紫 172 あらし吹寄 172 -9

若紫 ー73 うしろめたう 172 -9

若紫 174 まほなら まほならね と ■ ー72 -12

若紫 175 つぎ + + しう 注釈ナシ○ 173 -I

若紫 ー76 はなちかき はるちかき 173 -3

若紫 ー77 あさか山の寄 あさか山寄 173 -5

若紫 ー78 くみそめての寄 くみそめて寄 173 -6

若紫 179 これみつも 173 -6

若紫 180 藤つほの宮 173 -8

若紫 ー8 ー いと+ + おしう ー73 -9 ▲

若紫 ー82 王命婦 ー73 -12

若紫 ー83 いか はゝたはかり いかゝたはカホ㌻■ー■【■■ 173 -ー2+

若紫 184 宮もあさまし 173 -ー3 ∴

若紫 185 心うくていみしきから 174 -ー

174 -3 ∴

174 -3 ∴■

若紫 186 なとかなのめに

若紫 187 何ことをかは なにをかは
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｣■′<～◆ こ≡､′ 妄≡J■室事■■■転=【コ≡謹…煤手当鎚■喜喜■J■ミP■=葦■篭萄∴1■桜■■顎Si謹書■欠■■∧◆妄∃膳 ≦毒■>芦S I も■L≦皇=■誉琶■■ .'ア*t'?:.ヤ串 +
套義

188
1■▲■◆m ■ 今治…■∧兇ご､､■■■"､ ◆≒ソ松村M *ォ毒襟1 -■欲〉
くらふの山に

▲耗′ー.l▼■◆■ 碍J-Y愚妻X .J▼■こ哉▼≒■l暖 ■≧､■■馳■潔{鮒●地誌転′覧叢蒙
ー74 -4

若紫 18 9 みても又寄 ー74 -6
若紫 190 さすか 174 -7
若紫 19 ー 世かたりに寄 ー74 -8
若紫 192 なきね に 174 -ー0
若紫 ー93 又いかなる 174 -12
若紫 194 人しれす ー75 -1
若紫 195 み月 ー75 -2
若紫 196 あさましき■ ー75 -4
若紫 197 人は 175 -4
若紫 198 御めのとこの弁 御めのと此弁 175 -7
若紫 199 うちには ■ 175-9▲
若紫 200 中将君も 175-12
若紫 20 1 その中にたかひめ 175-ー3
若紫 202 此夢あふまて 176-1
若紫 203 まねぶな 176-1
若紫 204 文 月 ー7 6-5
若紫 205 こなたにのみ ー76 -8
若紫 206 みあそひも ー76 -9
若紫 207 有しにまさる ー76 -13
若紫 208 月のおかしき夜 177 -ー
若紫 209 一 日もの ､ ー77 -4
若紫 210 いとむつかしけに ー77 -1ー
若紫 211 ゆくりなう ー77 -12
若紫 212 けにか ､ る所は 177 -13
若紫 213 つね に 177 -ー3
若紫 2ー4 いとちかけれ は ー78 -6
若紫 215 この君たに 178 -7
若紫 216 この世の ー78 -10
若 紫 2ー7 うヘこそ ー78 -13
若紫 2ー8 いさ 178 -ー4
若紫 2ー9 いはけなき寄 ー79 -7
若紫 220 おなし人にや 179 -7
若紫 22ー とはせ給へるは 179 -9
若紫 22 2 秋の夕はまして ー79 ⊥1ー
若紫 223 きえん空なき 179 -13
若紫 224 てにつみていつしか寄 てにつみていつしか 180 -ー
若紫 225 神無月 十月 180 -ー
若紫 226 まゆうど くナシ〉(△ 1 字下ゲ) ー80 -2
若紫 227 たちぬる月 ー80 -
若紫 228 せけんのたうり 180 -6
若紫 229 こみやす所 180 -8
若紫 230 ちこならぬ 18ー■1
若紫 23 1 中空なる 181-2
若紫 232 あまた 181-2
若紫 233 過給ひぬるも ー8 い3
若紫 234 のちの ー8 1-5
若紫 235 つ みゝ給ふらん ー8 1-8
若紫 236 あしわかの寄 ー8 1-ll
若紫 237 めさまし ー8 い 11
若紫 238 よる波 の寄 ー8 1■ー～3
若紫 239 わりなきは ー8 1■ー3
若紫 240 なそ恋さらん 18 1-14
若紫 24 ー あそひかたき共 あそひかたきとも‥■ 182 -2
若紫 ■ 242 いさかし ■ 182 -6
若紫 243 手をさし入て 182 -9
若紫 244 思ふへき人 おもふヘき人句 ー82 ■ー3
若紫 245 さりともかゝる程 183 -ー
若紫 246 そ ろゝさむけに そゝろきさむけに ー83 -9
若紫 247 ひとヘはかりを 183 -9
若紫 248 この四十九 日 184 -6
若紫 249 たのもしき 84 -7
若紫 250 まことの 184 -10
若紫 ■ 25ー いとしのひて 184 -ー0
若紫 252 朝ほらけ苛 朝 ほらけの寄 184 -ー4
若 紫 253 ふたかヘ リ ふたりかヘリ 184 -14
若紫 254 立とまり寄 185 -2
若紫 25 5 とのヘ 185 -3
若紫 2 56 おかしかりつる ー85 -3
若紫 ■ 2 57 れいならねは 185 -5
若紫 25 8 御そはなへて 注釈ナシ○ ー85 -ー2
若紫 25 9 あつしく ー85 -13
若紫 260 かしこに ー85 -14
若紫 26 ー 人もこ ろゝ ー86 -1
若紫 262 か るゝおりにしも 186 -1
若紫 263 なにか ー86 -2
若紫 264 めしあれはなん△句 めしあれはなん句 ー87 -1
若紫■ 265 あちきなうもある哉 ■ ー87 -2
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若紫

★
=■" ;淵■▲た なゝるよりはJ■■yIX

266 m 0 & XP■187 -10
若紫 267 ことありかほに 187 -10
若紫 268 おさ+ 十 188 -5
若紫 269 あつまをすが きヾて 188 -7
若紫 270 ひたちには田をこそ 188 -8
若紫 27 1 もときをひ 188 -ーー
若紫 272 車のさうそくさなから 車のさうそく ー88 -12
若紫 273 をきたれ ー88 ■ー2
若紫 274 すきかましきこと すきかましきへと 注釈ナシ○ 188 -14
若紫 275 人のほとたに ー88 -14
若紫 276 さてはつしてん ー89 -2

若紫 277 さふらふ人 + + ー89 -5

若紫 , 278 物のたより ー89 -10

若紫 279 またおとろい またおとろかひ ー89 -13

若紫 280 か るゝ朝霧 189 -ー4

若紫 28 ー 大ゆふ少納言 190 -4
若紫 282 さへき 190 -9
若紫 283 をのつから ー90 -9
若紫 284 ひきさけて 190 -ー3

若紫 285 そは心なり 19ー●2

若紫 286
み帳み犀風なとあたり+

+ し
み帳見犀風なとあたり+ +

み 帳み犀風なとあたり+

+ しゝはやすめ字にや
ー9ー■7

若紫 28 7 おとゝ 191 -14

若紫 288 おましなと ー91 -8

若紫 28 9 まらうとの 192 -2

若紫 290 ゆふつけて 192 -5
若紫 29 1 たいに ー92 -5
若紫 29 2 す ろゝ成人は す ろゝ成ヘは 192 -8

若紫 293 をんなは心やはら ー92 -8

若紫 294 さしはなちて ー92 -9

若紫 29 5 にぴ色 ー92 -1ー

若紫 29 6 てならひ てならひ句 193 -4

若紫 ■ 29 7 四位は くナシ〉(296注ノー部 ) 193 -ー

若紫 29 8 むさし野と 193 -5

若紫 29 9 ね は見ねとの寄 ねはみねと寄 193 -8

若紫 * 300 心なからは よからねと 193 -ー0

若紫 ■* 30 ー よからねと , 心なからは 193 ー12

若紫 302 かこつヘき寄 193 -ー4

若紫 303 ひ なゝの ひゐなの 194 -2

若紫 304 おいらかに 194 -9

若紫 30 5 跡はかなくて 194 -1ー

若紫 306 のちのおや 195 -4

若紫 30 7 物より 195 -5

若紫 308 さるかた 195 -6

若紫 309 さかしら 195 -7

若紫 3 10 むすめ ■ 195 -9

末摘花 ー おもへとも 20 1-1

末摘花 2 露にをくれし 20 い 1

末摘花 3 こ､ もかしこも 20 1-1

末摘花 4 御いとましさに 20 ト2

末摘花 5 らうたけならん 20 1-4

末摘花 6 ゆへつきて 20 1-5

末摘花 7 さてもやと 20 1-5

末摘花 8 つれなう 20 い8

末摘花 9 大かたなこり 20 1-13

末摘花 10 左衛門 20 1-13

末摘花 ーー わかんとをり 202 -1

末摘花 12 母ちくせん 母はちくせん 202 -3

末摘花 13 こひたちのかみ 202 -3

末摘花 14 ふかきかた ふかきかたは 202 -6

末摘花 15 ひそめ ひかめ 202 -7

末摘花 ー6 さヘき 202 -7

末摘花 ー7 きんをそ 202 -7

末摘花 18 三の友 202 -8

末摘花 ー9 いまーくさ 202 -9

末摘花 20 てつかひ 202 -10

末摘花 2 1 けしきはましや く欠〉 202 -ー2

末摘花 22 あはれしる 203 -9

末摘花 23 も しゝきに 203 -9

末摘花 24 すち; となる 203 -ー2

末摘花 25 むかし物語 203 -ー4

末摘花 26 - かとある物 にて かとあるものにて 204 -3

末摘花 27 まらうと まううと 204 -4

末摘花 28 いとひかほにもこそ ■ 204 -4

末摘花 28+ くナシ〉(28注ノー部 ) おもヘは 204 -7

末摘花 29 ほのめかせ 204 -ー1

末摘花 30 うヘのまめに 204 -12

末摘花 3 ー こと人の 204 -14
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末摘 花 32 か りきぬす か た ■● l 岳
205-ー0末摘 花 33 き つゝ いて 〈欠 〉 205 -ー1

末摘 花 34 ぬ き足 205 -12
末摘 花 35 もろともに 句 もろともに寄 206-ー
末摘 花 36 さとわ か ぬ 寄 206 -4
末摘 花 37 か うした ひ 206 -4
末 摘 花 38 す いしん か らこそ す い しんか うこそ 206 -5
末摘 花 38+ 〈欠 〉 か の なてしこ 206 -8
末摘 花 38++ 〈欠 〉 をもきこう 206 -8
末摘 花 39 あまへ て 206 -9
末摘 花 40 御 なをし く欠 〉 206 -12
末摘 花 4 ー いまくるや う 206 -12
末 摘 花 4 2 中 つか さ 206 -14
末 摘 花 4 3 君 たち 207 -5 ノ

末 摘 花 4 4 あらましことに 207 -7

末 摘 花 4 5 この 君 207 -9 ､

末 摘 花 一 4 6 こなた かなた 207 -10

末 摘 花 4 7 お ほつ か なく 207 -1ー

末 摘 花 4 8 しか + + の 208 -ー

末 摘 花 4 9 いさ見 ん とし いさみ ん としも 208 -3
末 摘 花 50 人 わきしけり 208 -4
末 摘 花 5 ー 君 は 208 -4
末 摘 花 5 2 こと葉 お ほき 208 -6
末 摘 花 53 もとの 心 を 208 -7
末 摘 花 54 み しか き 208 -9

末 摘 花 5 5
心 やす か らんと云 に あた り

て いさや か さや とり
心 やす か らん と云 にあ たり△ 208 -ー2

末 摘 花 5 6 つきなけ に 208 -14
末 摘 花 5 7 らう+ + しう 209 -1
末 摘 花 5 8 こめ かしうは こめ か しう 209 -2
末 摘 花 5 9 わ らは や み 209 -3
末 摘 花 6() 人 しれ ぬ 209 -3
末 摘 花 6 1 きぬた 209 -5
末 摘 花 62 いか なるや うそ 209 -7
末 摘 花 63 てをえさし 209 -10
末 摘 花 64 か やゝ か し 209 -ーー
末 摘 花 6 5 おもひ しつま り 209 -12
末 摘 花 66 おなし心 に 209 -ー3
末 摘 花 67 心 いられ 2 10 -ー
末 摘 花 68 猶 よに ある 2 10 -2
末 摘 花 69 ゑみ ま けて 2 10 -ー0
末 摘 花 70 父君 に も 2 10 -ー4
末 摘 花 7 1■ は 月廿 よ 日 は 月 はつ か あま り 2 11 -1
末 摘 花 72 み た れた る 2 11 -7
末 摘 花 73 おとろきか ほ に 2 1ー■8
末 摘 花 74 かき りなき人 も 2 12 -1
末 摘 花 75 いらへ きこえて 2 12 -3
末 摘花 76 二 間 2 12 -6
末 摘花 77 さうしに 入 臥て 2 12 -9
末 摘花 78 さうしみ く欠〉 2 ー2 -12
末 摘花 79 物 お もひ 2 13 -2
末 摘花 80 され 覆 され 2 ー3 ■3
末 摘花 ■ 8ー えひの 香 2 13 -5
末摘 花 82 いくそ たひ 寄 2 13 -9
末摘 花 82+ くナシ 〉(△ 1 字下 ゲ ) 玉 梓 2 13 -10
末摘 花 83 か ね つきて歌 かね つ きて の 寄 2 13 -ー2
末摘 花 84 あまヘ ては 2 13 -13
末摘 花 85 口ふ たか る 2 13 -14
末摘 花 86 い は ぬをも寄 2 4 -2
末摘 花 87 おもふ か たことに 2 14 -3
末摘 花 88 をときゝ 注 釈 ナシ○ 2 ー4 ●6
末 摘 花 89 さる心 も 2 14 -8
末 摘 花 90 思 ふ に かな は ぬ 2 ー4 -14
末 摘 花 9ー しか 2 ー5 ■3
末 摘 花 92 朱 雀 院 2 15 -4
末 摘 花 93 ひ きつ けゝた れ と 2 15 -7
末 摘 花 94 か さや とり 2 ー5 ■ーー
末 摘 花 95 夕霧 の 寄 2 ー6 ■ー
末 摘 花 96 雲 ま待 2 ー6 ■1
末 摘 花 97 はれ ぬ 夜 の 寄 2 ー6 ■6
末 摘 花 * 98 〔は ひをくれ 〕 は いをくれ 写 本 ハ 付董 ニヨル 見 出シ ○ 2 16 -7
末 摘 花 * 9 9 中央 2 16 -7
末 摘 花 100 か るゝ事 くナシ 〉く△ 1 字 下 ゲ ) 2 16 -9
末 摘 花 ー0 ー ひ かれ て 2 16 -1ー
末 摘 花 ー02 おほ ひち りき大 こゑ お ほひ ちりき 2 ー6 -14
末 摘 花 ー03 大 こをさヘ 2 17 -1
末 摘 花 ー04 ぬす まは れ 給 ヘ ぬ すまれ 給 ヘ 2 17 -3
末 摘 花 ■ 105 心 にくゝ もてなし 心 にく もゝてな し‥ ■ 2 17 -7
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醜■◆■

ー06
■W ▲■
いとまなきほとそや

■lg莞噸 莞難 事 ■､ ■′Prl ' & f ~'.~'*3si 瀦○ ∫東蒜.7E
2 17-9

末摘花 ー07 ころさん 2 17-1ー
末摘花 ー08 われもうちゑまるゝ 2 17-ーー

末摘花 * ー09 この (一日)御いそき
うらみられ給ふ御よばひやと被遊

也

写本ノ｢一日｣ハ講釈ノ進 ■

行ヲ表スモノ○見出シデハ

ナク行間書キ入レト思 ワレ
2 17-12

末摘花 * 110
恨 られ給ふ御よはひやと

被進也
この御いそき 2 17 -13

末摘花 11ー 紫のゆかり 2 17 -ー4
末摘花 112 所せき 2 18 -2
末摘花 ーー3 御たいひそく 2 ー8 ●8
末摘花 ーー4 くさはひ 2 18 -9

末摘花 ー15 まかてゝは 2 18 -10

末摘花 ー16 くしをし 218 -ll

末摘花 117 内教坊 2ー8 -12

末摘花 118 あるはや 218 -13

末摘花 119 かけても 2 18 -13
末摘花 120 いのち 218 -14
末摘花 12 1 とひたちぬへく 219 -2
末摘花 12 2 斎院 219 -5
末摘花 ー23 かの物に 2 ー9 ■8
末摘花 ー24 いさとさ 2 19 -10

末摘花 125 ほのくら

写本ノ注内容ハ整版本 ■古

活字本ノ126注内容ニアタ

ル○

220 -2

末摘花 ー26 くらけれと雪のひかりに をせなかに

写本ハ付董ニヨル項 目○写

本ノ注内容ハ整版本■古活
字本ノ125注 内容ニアタ

220 -8

末摘花 127 ふけんほさち ふけんほさつ 220 -9

末摘花 128 さほに 220 -ー1

末摘花 129 さらほひて 220 -13

末摘花 130 ひたい 220 - ー

末摘花 13ー いたけなる 220 -ー3

末摘花 132 かみのかゝりは 22ー■ー

末摘花 133 き給へる く欠〉 221 -3

末摘花 134 みさうそく く欠〉 22い 5

末摘花 135 ゆるし色 221 -5

末摘花 136 くろきうちき 22ト 6

末摘花 ー37 ふるきのかはきぬ 221 -6

末摘花 ー38 こたいのゆヘつき 注釈ナシ○ 221 -7

末摘花 ー39 われさヘ 221 -10

末摘花 140 ぎしきくはん 22ト 12
末摘花 ー41 ずゞろひ 22ーtー3

未摘花 ー42 たのもしき人なき 22ト 14

末摘花 ー43 もてはやされは 〈欠〉 22 1-8

末摘花 144 朝 日さす寄 222 -3

末摘花 145 た むゝ ゝ 222 -3

末摘花 146 松の雪のみ 222 -6

末摘花 147 かの人 + + 222 -7

末摘花 ー48 あるましき 222 -9

末摘花 149 うらやみか ほ 222 -13

末摘花 ー50 名 にたつ末の 222 -14

末摘花 ー51 はしたなる 223 -3

末摘花 ー52 す けゝたる 223 -4

末摘花 ー53 袖く■ゝみ 223 -5

末摘花 ー54 ふ りにける寄 223 -8

末摘花 ー55 わかきものは 223 -8

末摘花 ー56 よのつねなる 223 -ll

末摘花 ー57 をとるへき 224 -5

末摘花 158 うちのとのゐ所 224 -7

末摘花 ー59 御 けつりくし 224 -8

末摘花 ー60 けさう 224 -8

末摘花 ー61 何ざま 2 24 "ー1

末摘花 ー62 先こそは 22 4 -ー3

末摘花 163 れ いのえん 2 24 -13

末摘花 ー64 みちの固かみのあつこえたる 2 25 -1

末摘花 ー65 いとよう いとようかさ 2 25 -2

末摘花 ー66 から衣の寄 225 -3

末摘花 167 ひきこめ 225 -7

末摘花 168 袖まき 225 -8

末摘花 169 御筆 のしりとるはかせ 225 -ー0

末摘花 ー70 かしこきかたとは是をも かしこきかたとは△ 225 -1ー

末摘花 17ー 今やう色のえゆるす 225 -13

末摘花 ー72 なつかしき色 とは寄 226 -3

末摘花 173 色こき花と くナシ〉(ー72 注ノー部 ) 226 -3

末摘花 ー74 月影なとに 226 -5

末摘花 ー75 くれなゐの寄 226 -6 二

末摘花 176 かいなで かいなく
iiiiiiiiiiiiiiiiiiii i-

226 -7
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15■

とりかくさんや
n=.; l ■

東叢 誤､■

末摘花

○<～-熱願 5r､

ー77

斗+＼サォォ;**�"
2 26-9

末摘花 178 か るゝわさ 2 26-9

末摘花 179 たいはん所 2 26-ー1

末摘花 180 くはや 226-ーー

末摘花 ー81 た うゝめの花の色のこと 226-12

末摘花 ー82 みかさの山 ■ くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 226-ー3

末摘花 ー83 あらすは 2 27-I

末摘花 ー84 かひね りは かねねりは 227-ー

末摘花 185 あなかちなる 2 27-2

末摘花 186 さこんの命婦ひこのうねめ 227-3

末摘花 187 あはぬ夜を寄 2 27-6

末摘花 ー88 ひとく 227-8

末摘花 189 ゑひ染 2 27-8

末摘花 ー90 山吹か くナシ〉(△ 1 字下ゲ ｢山吹か ‥■｣) 2 27-9

末摘花 ー91 ありし色 あひ 227-9

末摘花 192 ものに くナシ〉(△のに) ものに 227-ー1

末摘花 193 おとこたうか 227-ー■4

末摘花 194 七 日 2 28-2

末摘花 ー95 生なをり ■ 2 28 -10
末摘花 ー96 みかうしてつから みかうし 2 28 -ー0
末摘花 197 ひんくき 2 28 -ー1
末摘花 198 きやうたい 2 28-ー2
末摘花 199 ありし箱の 228 -ー4

末摘花 200 さもおほし P 2 29-1

末摘花 201 またる 物ゝは 2 29-2

末摘花 202 さヘつる春 2 29-4

末摘花 203 夢かとそ 2 29-4
末摘花 204 かたおひ 229-7
末摘花 205 くれなゐは 229-7
末摘花 206 むもんの桜 229-8
末摘花 207 はくろめ 229-10

末摘花 208 かう憂世を 229-1ー

末摘花 209 物を見てゐたらてと 物をもみてゐたらてと 229-12

末摘花 210 うたてこそ く欠〉 230 -5

末摘花 21ー へいちう へうちう 230-7
末摘花 212 あヘなんは ､ 230-8
末摘花 213 ほ ゑゝみ 230-10
末摘花 214 はしかくし 230-1ー
末摘花 215 紅の寄 230-12

末摘花 (2 16

- ､ た 梅ゝのはなの色のこ

とみかさの山のをとめをは

すてゝ

く欠〉 226-13

紅葉貿 I 朱雀院の行幸 ■ 237-ー

紅葉賀 2 行幸 237 -ー

紅葉貿 3 試楽をおまヘにて 試楽を 237-3
紅葉賀 4 青海波 P 237-3
紅葉貿 5 花のかたはらの太 山木也 237-4
紅葉貿 6 ゑいなと 237-6
紅葉貿 7 御かれうひん 237-7
紅葉貿 8 待とりたる 237-9
紅葉貿 9 東宮の女御 237 -ー0
紅葉貿 ー0 神なと 237 -ー1
紅葉貿 ll おほけなき 237 -12
紅葉貿 12 宮はやかて 237-13
紅葉賀 13 けしう 238 -2
紅葉賀 ■ 14 家の子 238 -3
紅葉貿 ー5 こ しゝう 238 -4
紅葉貿 ー6 いかに御らんしけん 238 -6
紅葉賀 ■ ー7 物思ひに寄 物おもふに寄 238 -8
紅葉貿 ー7+ く欠 〉 めもあや 238 -8
紅葉貿 18 から人の寄 238 -10
紅葉賀 19 大かたにはと 238 -10
紅葉貿 20 御后ことは 御后ことき 238 -ー1
紅葉貿 2ー みすきやう 239 -2
紅葉貿 22 かいしろ 239 -3
紅葉貿 23 宰相両人は 239 -4
紅葉貿 24 四十人のか いしろ 239 -7
紅葉貿 25 散すきて 239 -10
紅葉貿 26 左大将 239 -ll
紅葉貿 27 かさしの紅葉 239 -10
紅葉賀 28 入あや 239 -ー3
紅葉賀 29 しよきやうてん 240 -I
紅葉貿 30 秋風楽 240 -2
紅葉賀 3 ー ことさまし 注釈ナシ○ 240 -3
紅葉貿 32 正三位 240 -4
紅葉貿 33 正下△正四位 ■■■ 正下正 四位下の △ 正△正四位 ‖● 240 -4
紅葉貿 34 むかしの世 240 -6
紅葉賀 35 ■ 宮は 240 -6
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紅葉貿 3 6
放靖■◆仙､■;壱l∨転琵■≡■讃≠岩u■■萱崇55̂史書#-旗 1▼■L宅琴繋謎▼#

きわがれ
P■◆1弓岩礁､J;転 敵表音Ms毒1崇毒圭…¥美≒YJ

注釈ナシ○■ 240 -7
紅葉貿 3 7 うち+ + の 240 -9
紅葉賀 38 れいの人のやうに 240 -ー0
紅葉貿 39 人よりさき 240 -ー3
紅葉貿 40 見つい 24 1-3
紅葉貿 41 御こと もゝ 24 1-5
紅葉貿 42 ほかなる 24 ト6
紅葉賀 43 まん所けいし 24 い7
紅葉貿 44 あやしき物から 242 -1
紅葉賀 45 かの御法事 242 -1
紅葉賀 46 けさやかに 242 -4
紅葉貿 47 この君 242 -5
紅葉賀 48 女にて 242 -6
紅葉貿 49 茸に 24 2-9
紅葉賀 50 しは + + 24 2-ー3
紅葉貿 5ー こそそと ことそと 24 2-ー3
紅葉貿 52 すく+ + 24 2-14
紅葉貿 53 かたみにつきせす 243-3
紅葉貿 54 御ふく母かたは 243-8

紅葉貿 55 又おやもなくておひいて 243-9

紅葉貿 56 まはゆき色には 243 -9

紅葉貿 57 地のかきり 243 -ー0

紅葉貿 58 てうはい 243 -ー1

紅葉貿 59 そ きゝ 243 -ー3

紅葉賀 60 なやらふ とて 244 -1

紅葉貿 61 いぬき 244 -2

紅葉貿 62 ひ なゝの ひいなの 244 -5

紅葉賀 63 さはいへと 244 -ー2

紅葉賀 64 うるはしき 245 -ー

紅葉貿 65 しゐて見知ぬ 245 -5

紅葉貿 66 よとせ 245 -7

紅葉貿 67 おなし大臣 245 -10

紅葉貿 68 名高き御おひ 246 -1

紅葉貿 69 内えん 246 -3

紅葉貿 70 さんさ 246 -7

紅葉貿 7 1 内 246 -7

紅葉貿 72 青宮 くナシ〉(71注ノー部 ) 246 -7

紅葉貿 73 ■院 〈ナシ〉(71注ノ■部 ) 246 -7

紅葉貿 74 この御 ことのしはすも 246 -ー0

紅葉貿 75 つれなくて 246 -ー2

紅葉貿 76 身のいたつらに 246 -13

紅葉貿 77 中将の君 246 -14

紅葉貿 78 世 中の 247 -

紅葉貿 79 うけはしけに 247 -4

紅葉貿 80 さはやい 247 -5

P紅葉賀 81 うつしとり 247 -10

紅葉貿 82 御心のをに 24 7-10

紅葉貿 83 いかさまに寄 248 -6

紅葉貿 84 宮のおもほしみたれたる 248 -7

紅葉貿 85 見てもおもふ寄 見てもおもふ 24 8-9

紅葉貿 86 こゝろゆるt^ 248 -9

紅葉賀 87 人の物いひから 248 -ー0

紅葉架 88 命婦をも 24 8-ー2

紅葉貿 89 思ひの外なる 24 8-ー4

紅葉貿 90 卯月に 24 8-14

紅葉貿 91 ならひなきとちは 249-2

紅葉貿 92 みこたち 249-9

紅葉貿 93 おもての色 249-12

紅葉貿 94 うつろふ心ちして 249 -13

紅葉賀 95 物かたり 249-14

紅葉貿 96 似たるかとおほしめす 似たるとおほしめす 250 -1

紅葉賀 97 わか御かた 250 -3

紅葉貿 98 よそヘつゝ寄 250 -7

紅葉貿 99 花にさかなん 250-7

紅葉貿 100 た 塵ゝ はか り 250 -8

紅葉貿 10 1 袖ぬる 寄ゝ (一 日) 袖 ぬる 寄ゝ

写本ノ｢一 日｣ハ講釈ノ進

行ヲ表スモノ○見出シデハ

ナク行間書キ入レト思ワレ

250 -1ー

紅葉貿 ー02 うちふくたみ 25ー■1

紅葉貿 103 あされたる あまれたる 251 -1

紅葉賀 ■ 104 ありつる 251 -2

紅葉架 10 5 おはしなから 251 -4

紅葉賀 10 6 はしのかたに 251 -5

紅葉貿 10 7 入ぬる磯の 251 -5

紅葉賀 10 8 見るめにあくは 25ー■7

紅葉賀 ー0 9 さうのことは中のほそを 251 -8

紅葉賀 ーー0 平醜にをしくたして 平調 にをしくたして等ノ柱をさけて

たつる也

平調にほしくたして琴柱を

さけてたつる也
251 -9
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三 ≡……一 鵜 群韓 ◆′脚 慧 ′′ I-=lf .-
紅葉貿 11ー ゆしは ゆしは■1● ゆし■I■ 25 1-10

紅葉貿 ーー1+ くナシ〉(ーー0注ノー部 ) ほそろくせ りは 写本ハ付蔓ニテ注ヲ補ウ○ 25 1 ー4

紅葉貿 1ー2 一 日も ● 白も‥■ 252 -5

紅葉貿 1ー3 くね + + くね + + しく 注釈ナシ○ 252 -7
紅葉貿 1ー4 おもの 252 -ー2
紅葉貿 115 あやうけに 252 -ー4
紅葉貿 1ー6 まつはし 253 -4
紅葉貿 117 こゝろなけに 253 -6
紅葉貿 ー18 物けなかりし 253 -7
紅葉賀■ 1ー9 にまれは 253 -9
紅葉架 120 うね女蔵人 うねめ 253 -13
紅葉貿 12 1 内侍のすけ 254 -4
紅葉貿 122 御 けつりくし 254 -9
紅葉貿 123 みうちきの人 254 -ー0

紅葉貿 124 かはほり 254 -14
紅葉貿 ー25 まかわ 255 -I
紅葉貿 126 はつれ 255 -2
紅葉賀 127 ぬりかくし 255 -4
紅葉貿 128 かたはらにては かたつかたにては 255 -4
紅葉貿 129 もりの下草 255 -4
紅葉貿 ー30 もりこそ夏の 255 -5
紅葉賀 ー3 ー 君しこは寄 255 -8
紅葉賀 ー32 篠わ けは寄 255 -10
紅葉貿 ー33 またか るゝ 255 -ーー
紅葉賀■ 134 橋 はしら 255 -ー3
紅葉架 135 にくか らぬ 256-2
紅葉賀 ー36 頭 中将 256-4
紅葉貿 137 このみご ろゝ 256-5
紅葉貿 ー38 かきりあり 256-7
紅葉賀 ー39 うたての好や 256 -7
紅葉貿 140 温明殿 256-10
紅葉貿 ー4ー 物のうらめしう 256-13
紅葉貿 142 うりつくり 256-13
紅葉貿 143 かくしう 256-14
紅葉賀 ー44 あつまを あつまやを 257-2

■紅葉賀 145 立ぬるゝ苛 257ー4
紅葉貿 ー46 我ひとり くナシ〉(△ 1字下ゲ ) 257-4
紅葉貿 147 人つまは寄 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 257-7
紅葉貿 ー48 人にしたかひ 257-8
紅葉貿 ー49 たゆめは 257-ー3
紅葉貿 150 すりのかみ 258-2
紅葉貿 ー51 くものふるまひ 258-3
紅葉賀 152 すかし 258-4
紅葉貿 * 153 ふるう+ + こほ + + ｢こほ + + ｣注釈ナシ○○ 258 -5
紅葉貿 辛 154 ごほ + + ふるう+ + 258-9
紅葉貿 ー55 ほど+ + はと+ + 258-ー3
紅葉貿 ー56 あか君 258-13
紅葉架 157 はたち 258-14
紅葉貿 158 をこに 259-3
紅葉賀 15 9 うつし心 259-5
P紅葉賀 160 つ むゝめる寄 259-9
紅葉貿 ー6 ー うヘ にとりきは 25 9-9
紅葉貿 162 かくれなき寄 25 9-1ー
紅葉貿 163 うらやみなき 25 9-ll
紅葉貿 164 恨てもいふ かひ寄 260 -1
紅葉架 165 そこも 260 -1
紅葉貿 ー66 あらたちし寄 260 -4
紅葉貿 ー67 帯は 260 -4
紅葉貿 ー68 端袖 260 -5
紅葉賀 169 中たえは寄 260 -10
紅葉賀 170 君にかく寄 260 -12
紅葉貿 ー71 そうしくたす 260 -14
紅葉貿 172 うしや世中 26 1-3
紅葉貿 173 とこの山なる 261-3
紅葉架 174 いひむかふる 261-5
紅葉貿 175 やんことなき 261-8
紅葉貿 ー76 去は さりきこえ 26 1-9
紅葉賀 ー77 此君ひとりそ この君ひとりそ 26 1-10
紅葉貿 178 おとるヘき く欠〉 26 1-13
紅葉貿 ー79 うるさくてなんまて うるくてなんまて 262 -ー
紅葉架 ー80 七月 七月■■■ 262 -ー

紅葉賀 18 1
(廿よねん )△廿よねんと

よみ■‥
廿よねんとよみ給ヘ リ

資料稿ハ ( )デ見出シヲ立

テル○写本ニナク私ニ補ツ
タモノ力○

262-7

紅葉貿 182 玉のひかり 262-ー0
紅葉貿 ー83 御こしのうちも 26 2-ー2
紅葉架 ー84 す ろゝはしき そ ろゝは 写本ハ欄 外ノ書キ入レ○ 262 -12
紅葉賀 ー85 つきもせぬ寄 262 -ー4
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≒表白艇 半安貞I 室妻潟 P;蓮■▼童≡■1暫■〉 親 瀧 室■毒
●読三毛X ^けにいかさまも

ー 一喜転著書欝
紅葉賀 186 所 tt iかさまに 母野 2 63 -2

2 69 -I

2 69 -1

269 -4

花宴 1 きさらきのはつか

花宴 2 みつほね

花宴 3 そのみち

花宴 4 たんいん
写本 ､ 見出シト注ノ先頭 1

文ハ行間ニ書キ入レ○マタ

付董ニテ注ヲ補ウ○
269 -ヰ

花宴 5 宰相の中将春と云 宰相 の中将 269 -5
花宴 5+ 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ ) さての人は 269 -7
花宴 6 をくしかちに 269 -7
花宴 7 はなしろめる 269 -7
花宴 8 やすきことなれと 269 -ーー
花宴 9 年おひたるはかせ 269 -ーー
花宴 10 かくともはさらにも 269 -ー2
花宴 1ー 春の鴬 269 -ー3
花宴 ー2 春宮 269 -ー4
花宴 ー3 けしきはかり 270 -2
花宴 14 左おとゝ 左のおとゝ 270 -3
花宴 ー5 いますこしすこして 270 -4
花宴 ー6 めつらしきことに 270 -5

花宴 17 源氏の君の御をは
源氏の君の御をはてにを

は也 270-7

花宴 18 大かたに寄 270-ー2
花宴 19 御心のうちなり 270-12
花宴 20 なをあらしに 271-4
花宴 2ー ほそ殿 27ト 4
花宴 22 さんのくち 271-4
花宴 23 かやうにて 271-6
花宴 24 おほろ月夜ヒ 271-8
花宴 25 こなたさまにはくる物か 27ト 9
花宴 26 ふかき夜の苛 271'ー2
花宴 27 まろは 27ー■ー4
花宴 28 なんてう 271-14
花宴 29 憂身世に寄 272 -8
花宴 30 聞えたかヘたるも 272 -9
花宴 3 1 いつれそと寄 272 -10
花宴 32 すかい 272 -ー1
花宴 33 扇 はかりを 272 -13
花宴 34 桐壷には 272 -13
花宴 35 五六 273 -2
花宴 36 帥宮の北方 師宮の北方 273 -2
花宴 37 すさめぬ 273 -3
花宴 * 38 大君 中 + + それ 273 -4
花宴 * 39 中 + + それ 六君 273 -4
花宴 40 たえなんとは 273 -5
花宴 4 1 おくまりたるはや 273 -8
花宴 42 後宴 273 -9
花宴 43 かの有明 273 -′1ー
花宴 44 おまヘよりまかて 273 -12
花宴 45 北の陣 273 -13
花宴 46 四位ノ少将右 中弁 四位少将右中井 ■■t 四位少将 273 -14
花宴 47 あかれ 274 -ー
花宴 48 姫君いかに 274 -6
花宴 49 桜の三重かさね 桜 の三かさね 274 -7
花宴 50 めなれたれ と 274 -8
花宴 51 よにしらぬ寄 274 -ー1
花宴 52 おとこの御をしヘ 275 -1
花宴 53 れいのと 275 -3
花宴 54 まさくりて まさくり 275 -5
花宴 55 やはらか にぬる夜 は 275 -5
花宴 56 - B CD 275 -6
花宴 ■ 57 めいわうの御代四たい 275 -7
花宴 58 文ともきやうさく 275 -7
花宴 59 みち + + の 275 -9
花宴 60 おきなもほど+ + おきなもはと+ + 275 -10
花宴 6ー そしうなる 275 -ー1
花宴 62 よろつの事 275 -12
花宴 63 こうたい 275 -ー2
花宴 64 ましてさかゆく春に ましてさかやく春に 275 -13
花宴 65 弁の中将 275 -ー4
花宴 66 春宮に 276 -3
花宴 67 弓のけち 276 -6
花宴 68 ほかの散なん 276 -7
花宴 69 宮たちの御もき 276 -9
花宴 70 我宿の花し寄 我か宿の花 し 我か宿の花 276 -13
花宴 7 ー したりかほなるやとわらはせ 276 -14
花宴 72 女みこたち 276 -14

花宴 73 御よそひ ■ 277 -2
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i-.. ll =
毎ゐ唐の椅 は花妻 74 ▲■■七戎■.m ー■莞 ., B

桜ゐ鳶の椅
277 -2

花宴 75 しりいとなかくひきて しりいとなかくひけて 277 -3
花宴 76 うヘのきぬ 277 -3
花宴 77 あされたる大君すかた 277 -3
花宴 78 女一宮 277-7
花宴 79 みかうしとも みかうしともあけわたし 注釈ナシ○ 277-8
花宴 80 袖 口なと 277-9
花宴 8ー かしこけれ 27了■12
花 宴 82 か けにもかくさせ 277-12
花宴 ■ 83 引き給ヘは 277-12
花宴 84 よからぬ人こそ 277-ー3
花宴 ■ 85 けふたくくゆり 278 -I
花宴 86 さしも有ましき 278 -4
花宴 ■ 87 あふきをとられて 278 -5
花宴 88 おほとけ 278 -6
花宴 89 あやしくも 278 -6
花宴 90 あつさ弓寄 278 -ー0
■花宴 91 心いるかた寄 278 -ー2
花宴 92 いとうれしき物から 278 -13

■葵 ー 世中かはりて 283 -1
■葵 2 よろつ 283 -ー

葵 3 御身のやんことなさもそふにや
御身のやんことなきもそふ

るや 283 -ー

葵 4 むくひにや 283 -2
葵 5 た 人ゝのやう 283 -4
葵 6 今きさき 283 -4
葵 7 立ならふヘき 立ならふ人なふ 283 -5
葵 8 春宮をそ 283 -7
葵 9 大将 の君に 283 -8
葵 ー0 まことやかの 283 -9
葵 ■ ー1 前坊 283 -9
葵 ー2 斎宮は 斎宮に 283 -9
葵 ー3 古宮 283 -12
葵 ー4 このみこたち 283-14
葵 15 人のため 〈欠〉 284-3
葵 ー6 けしからぬ心の 284 -4
葵 ー7 女もにけなき 284-8
葵 18 それ にしたかひたるさまに 284 -8
辛 19 桂の姫君は 284 -ー1
葵 20 ■ あまりつ まゝぬ 284 -ー4
葵 21 心くるしきさまの 285-1
葵 22 とたえおほかるへし 285-4
葵 23 其比斎院も 28 5-5
葵 24 女三宮 285 -5
辛 25 すちことに 2 85 -6
葵 26 見所こよなし 285 -8
葵 27 御疎の El上達 め 285 -9
葵 28 下かさねの色 285 -10
■葵 29 大将の君 285 -1ー
葵 30 御心ちさヘ 286 -1
葵 3 ー おほよそ人 286 -2
葵 32 大宮 286 -4
莱 33 にはかにめくらし 286 -6
葵 34 よそほしう 286 -7
葵 35 によはうぐるま ■ 286 -7
葵 36 あんしろ 286 -9
葵 37 かざみ 286 -10
葵 38 さないはせそ 287 -2
葵 39 さはか りにては 287 -2
葵 40 かうけ 287 -2
葵 4 ー そのかたの 287 -3
葵 42 人たまへ 287 -5
葵 43 楊事 くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 楊事 287 -7
莫 44 すゝろなる車のどう 287 -7
葵 45 とをりいてん 287 -8
葵 45+ <�"*--サ (4 5a / H tt ) ことなりぬ ことりぬ 287 -8
葵 46 さ のゝくまに 287 -10
葵 47 大殿のは 287 -13
辛 48 影をのみ 寄 288 -2
葵 49 めもあやなる 288 -3
葵 50 大将のか りの随 身 288 -6
葵 5ー 草木もなひかぬは 288 -9
葵 52 つほさうそく 288 -9
葵 53 すけて すけみて 288 -ーー
葵 54 かみきこめたる 288 -ー2
葵 55 てをつくりて 288-12
葵 ■ 56 やう+ + の 289-2
葵 57 式部卿宮 289-4

-44-



写本･刊本項目対照表

gl′■′■〉S0

58

: 境■■{頴鋭■毎▼馨ヨ≒m 讃◆===窒室妻≡■◆〉Jノ一/■■‖〟′

神なとめもこそ貰 ‥脚 ● 芳■■▲犠
289 -4

葵 59 姫君 は年比 289 -5
葵 60 まつりの 日は 289 -8
葵 61 あたらをもりかに 289 -9
葵 62 斉宮はまた 289 -ー4

葵 63 榊 のは かゝりにことつけて 2 90 -I

葵 63+ くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) そは + + しからて 2 90 -2

葵 64 うきもんのうヘ の袴 2 90 -10

葵 65 はかりなき寄 2 9ー■1
葵 66 千ひろとも寄 2 9ー■3
葵 67 むまはのおとゝ 291-5

葵 68 あふきのつまを 291'ー0

葵 69 はかなしや寄 291'ー1

葵 70 しめのうち 291'ー1

葵 7ー かさしける寄 291 -14

葵 72 悔しくも寄 292 -2

葵 73 人とあひ 292 -2

秦 74 いとましからぬ 292 -5

葵 75 かやうに 292 -6

秦 76 釣する海士の 292 -ー1

秦 77 数ならぬ身を 292 -ー4

葵 78 みそきかはら 御蔽河原 293 -2

秦 79 さはいヘ と 293 -5

莱 80 いきずだま 293 -7

葵 8 1 人にもさらに 293 -9

秦 82 二条の君 293 -12

葵 83 親の御方 294 -ー

葵 84 院より 294 -5

葵 85 かの殿には 294 -9 ′

葵 86 かゝる御物思ひのみたれ 294 -10

秦 87 ■ なやみ給ふ 294 -13

莱 88 うちとけぬ朝ほらけ うち拝ぬ朝ほらけ 295 -4

莱 89 おほしかへさる 295 -5

葵 90 いと 心ゝさし いと心さし 295 -5

葵 9 ー れいの 295 -9

葵 92 袖ぬる こゝひちと寄 袖ぬるゝこひちと 295 -ll

薬 93 山の井の水 295 -1ー

葵 94 いかにそやもから 295 -13

葵 9 5 袖のみぬるゝやいかに 295 -ー4

葵 96 あさみにや寄 296 -2

葵 97 おほろけ 296 -2

葵 98 御いきすたま 296 -3

葵 99 おほしつ くゝれは 296 -5

葵 一oo 御夢には 296 -10

葵 ー0 1 たけくいかき たけく 296 -ll

莱 10 1+ くナシ〉 身を捨て也

写本ハ見 出シヲ欠クガ､ 整

版本■古活字本ノ注 内容ハ

写本 10 1注ノー部ニアリ○■

296 -12

葵 10 2 いと名た しゝう 297 -1

葵 ー0 3 つれなき人 297 -3

葵 10 4 思ふも物を 297 -4

葵 ー0 5 斎宮 はこそうちに入 297 -5

葵 ■ ー0 6 ニたひの御 はらへ 二たひの御硬 297 -6

辛 10 7 まさる方の 297 -9

葵 ー0 8 またさるヘき 297 -10

葵 ■ 10 9 ほくゑ経 298 -3

葵 ーー0 うちそヘたるも 298 -8

葵 ■ 1ー1 涙のこほるゝ 298 -ll

葵 1ー2 ロおしう 298-ー2

葵 1ー3 かならすあふせ 298 -ー4

葵 ーー4 おとゝ宮なと 298 -ー4

莱 ー15 いてあらすや 299-2

莱 1ー6 物思ふ人の 299 -3

英 ーー7 歎わひ寄 29 9-6

葵 1ー8 御ゆ 299-12

葵 ー19 めちの事 300 -ー

莫 ー20 御かしつきに 300 -5

薬 ー2ー うふやしなひ 300 -7

葵 122 御ゆする 300 -1ー

葵 123 御そなともたゝけしのか 300 -1ー

葵 124 御心かは りも 300 -ー4

葵 125 人の御ため 30 ー■3

葵 126 猶いとなやまし 301 -5

葵 127 れいのさまにて 301 -5
葵 128 ことあひたる 301 -7
葵 ー29 内なと 301 ー2

葵 130 すこし 301 -13

葵 ー31 けにた 一ゝ人に けにたゝ- ヘに 302 -I
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葵 132 あか ぬ事 ▲ ､ ′∴ こ{■､甥祇■=寸■拭､ ガ光■■ 四 T 一L 盈 6

3 02 -ーー葵 133 宮 のつ と 302-ー3
葵 134 おまし所 にこそ句 3 03-1
葵 ー35 あまりわか く 3 03-ー
莱 136 つ ね よりはめ と めゝ て 3 03-3
葵 137 秋 の つ か さめ し 3 03-3
葵 138 君達 3 03-4
葵 139 いたは りの そむ 303 -4
辛 140 ゆす り 303 -12

葵 ー4 1 物 にそあたる 303 -ーー
葵 ー42 御 枕 なと 303 -ー3
葵 ー43 た なゝ らぬ 304 -2
葵 ー44 鳥遠 野 に 304 -7
葵 145 もこよふ 304 -12
辛 ー46 いともはか なきか は ね 304 -13
葵 147 人ひ とりか 304 -14
葵 148 八 月廿 日あま り 305 -1
莱 ー49 の ほ りぬ る寄 305 -4
葵 ー50 我 先 た まゝし 305 -9
葵 151 か きりあ れ は の寄 限あ れ は寄 305 -ll
葵 ー52 法 界 三 昧 305 -ー2
葵 ー53 な に ゝ 305 -ー4
葵 154 又た くひ 306 -4
葵 155 袖 の 上 の 玉 306 -5
葵 ー56 さゑ ものつ か さに 306 -8
莱 157 いつくしき 306 -9
葵 ー58 うしとおもひしみ にし世 も 306 -10
葵 159 時 しもあれ くナ シ〉(△ 1 字 下 ゲ ) 306 -14
葵 160 念 俳 の 暁 方 307 -ー
辛 ー6 1 身にもしみ けるか な 307 -ー
莱 ー62 菊 の けしきは め る 307 -2
葵 ー63 こきあをに ひの 紙 307 -3
葵 ー64 さしをきて 307 -3
莱 165 聞 えぬ 程 は 307 -4
葵 166 人 の 世を寄 307 -6

■葵 167 つれ なの 御 訪 や つ れ なの御 訪 や ■■■ 307 -7
葵 168 久 しくおもひ わ つ らひ 307 -12
莱 ー69 む らさきの 307 -ー3
葵 170 こよなく 307 -13
莱 17ー とまる身 も寄 308 -2
葵 172 か つ は 308 -2
葵 173 御 らん せす もや とて 308 -2
葵 ー74 里 に 308 -3
葵 175 こせ ん 坊 308 -5
莱 176 その か は りに 308 -7
葵 177 大 か たの 世 につ けて 308 -12
葵 178 野 の 宮 の御 うつ ろひ 308 -12
葵 179 正 日 309 -3
秦 180 三 位 中将 309 -4
葵 ー8ー か の いさよひ のさやか な らさりし ー 309 -7
葵 18 2 は て+ + は 309 -9
葵 183 時 雨 うちして ■ 309 -ー0
辛 184 中将 君 にひ 色 のなをし 中 将 もにひ 色 のな をし 中将 君 にひ色 のなをし 309 -10
葵 185 雨 となり 309 -ー4
葵 186 ひもは か りを 3ー0 ●3
葵 ■ ー87 これ は すこし 310 -3
葵 188 紅 の つや ゝか なる 3ー0 ●3
葵 189 雨 となり 3 0 -6
莱 ー90 ひとりことの 310 -6
莱 ー9 ー み し人 の寄 3ー0 -8
葵 192 あや しう 310 -9
葵 193 くんしい たか り くつ しいた か り 310 -ー4
莱 194 枯 たる下 草 3ー0 -14
葵 195 革枯 の寄 311 -3
葵 196 木 の葉 よりけに 311 -5
辛 197 いまもみ て 中 + + 寄 3ーー●7
葵 198 たえまとをけれ と 311 -9
葵 ー99 空 の 色 し 空 の色 したる 311-10
葵 200 わきてこの は 3ート ー2
葵 20ー いつも時 雨 311 -12
葵 202 おほ うち山 を 31ト 14
葵 203 えや は とて 311 -14
葵 204 秋霧 に寄 3ー2 ■2
辛 20 5 何事 につ けても 312 -3
辛 20 6 つらき人 しも 3ー2 ■3
辛 20 7 猶ゆ ヘ つき 3ー2 ■6
葵 20 8 さは おふ し さは おほ し 312 -7
秦 20 9 みぬ ほと 3ー2■8
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霧鮮 碧■宣越

葵

=>■【コ苓

めおやたちたれ共

∩,

くナシ〉
′岳鮮員頭▲､､Y■L

2ー0

■J〉二±■r勝 ■≡ヾ■槻 一′J"
.Y韓磯 ◆ lソ

写本ミセケチ前ノ本文ガ版
本209注ノー部ニアリ0

jjf?rj

312-8

葵 2 ー1 中納言 中納言君 3ー2■ー0

葵 2 ー2 みなれ + + て 3ー2-14

秦 2 13 聞えもやらす 313-3

葵 2 14 いのちこそ 313 -5

葵 2 15 火をうちなかめ 313-5

葵 2 16 とりわきて 313 -6

秦 2 17 程なきあこめ 313 -8

葵 2 ー8 くわざう 313 -9

葵 2 ー9 むかしを 313 -10

葵 220 待とを 313 -12

葵 221 すこしひま有つる 3 14 -4

葵 222 けふにしも 3 14 -6

葵 223 をくれ 3 ー5 ■7

葵 224 暮ぬほとに 3 15 -9

莱 225 をしこりて 3 ー5 -ll

葵 226 おほしすつましき 3 15 -12

葵 227 けにこそ 3 16 -4

葵 228 いと浅 はかなる 3 16 -4

葵 229 中 + + 今 は 3 16 -6

秦 230 うつせみの 3 16 -8

葵 231 からのもやまとのも 3 16-10

葵 232 なき玉その寄 なき玉そ寄 3 17-ー

葵 233 霜の花しろし 3 17-1

莱 234 一日の花なるヘし 3 17-3
秦 235 宮に御 らんせ 3 ー7■4

葵 236 いふかひなき 317-4

秦 237 かく心まとはす 317-5

莱 238 おとな+ + しき 317-ー0

葵 239 殿のおほし 317-12

葵 240 中宮 318-4

葵 24 ー 常なき世は 318 -6

葵 24 2 めにちかく 318 -7

葵 ■ 243 けふまてもとて 3ー8 ●8

■葵 244 むもんのうヘの御そに 3ー8 t9

葵 245 ゑいまき 318 -10

莱 246 いなみ 3 8 -13

葵 247 御さうそく ■ 3 ー8 -14

葵 248 衣かヘ 3 19 -1

莱 249 しはしことかた 3 19 -9

葵 250 猶あやしく思ひきこゆ 3 ー9 -ll

葵 251 中将君といふ■■■ 3 ー9 -13

葵 252 わか君 3 19 -13

葵 253 にけなからぬ 3 20 -3

葵 254 ヘんつき 320 -5

葵 255 おほしはなちたる 320 -7

葵 256 君 は 320-9
葵 257 御硯 320-ll

莱 258 あやなくも寄 32トー

莱 259 うらなく 32 -2

莫 260 ゐのこのもちい 321-13

葵 261 か るゝ御恩ひの 32ト 13

莱 262 かす + + 322 -2

葵 263 けふはいま+ + しき 322 -2

葵 264 子 のこはいくつ 322 -5

葵 265 みつか一にても 322 -6

葵 266 こゝろしらひ 322 -13

葵 267 むすめの弁 322 -ー3

辛 268 かうこの はこ 322 -14

葵 269 あなかしこあたになといヘは
あなかしこあなたになとい

ヘは
3 23 -1

■葵 270 あたなる事は 3 23 -I

葵 27 1 いまはさるもし 3 23 -2

莫 272 君それいの 3 23 -4

葵 273 したしき 323-5

葵 274 けそく 323-6

葵 275 さてもうち+ + に 323-8

葵 276 夜をや 323-ー■3

葵 277 世中のいと 323-14

秦 278 いまきさきは 324 -ー

葵 279 この大将 324 -2

葵 280 いとにくしと 324 -3

葵 28ー 君もをしなヘて 324 -5

葵 282 御もきの 324 -13

325 -4

325 -5

325 -14

葵 283 なれ はまさらぬ

葵 284 年もかヘ リぬ■

葵 285 みそかけ
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琵 琶■■姪⊇* ■=琵莞■: 椀til/i▲■■;畿■′礁■至≦■P<星■■テ望■l?鷲L■親 ′■■■藷■■<▲■◆滞: L■苧■≦遠l=■慧■斜賓■# l姦′∨〉■r′■梯 ′蕪■′譲 ,蓮岩■■慧 ▲護P■竿TIT+ a sfc i十､十←C*:千
tl

葵 286
けn=Sこ.* lか y iま■rA､㍍∨茨《■Z珊芯～i■′沖▲〉､ P. 訟 ■■ l 巨

326-3辛 287 こさらまし 326-6
秦 288 春や きぬる 326-7
葵 289 あまた年 寄 326-ー0
葵 290 あたらしき寄 326-12
葵 29 ー をろかなる 326-12

莱 292
いま はさる文字 い ませ給

ヘ よもま しり侍 らしまて
くナ シ〉(27 ー注ノ■ 部 ) 323 -2

葵 293 忍 ひか たく成て くナシ 〉(255 注ノー 部 ) 320 -8

葵 294

- ､ いとましか らぬ か さし

あらそひ か なとさう+ + し

うお ほせ とか や うにおもな

か らぬ 人 はた人 あ ひ乗 給

く欠 〉
75ニ ｢私 此 心 不分 明末 二注

之｣ト記 スノト対 応 スル ○ 292 -5

葵 295
- ､私 心 なか き人 たにあ ら

は
〈欠 〉

2 13行 間ニ ｢私 △こ ろゝなか

き人た に此 心 奥ニ 注 之｣ ト

記 スノト対 応 スル ○
3 ー3 ■5

葵 296
ー ､御 まヘ にて物 な とま い

らせ給 て
く欠 〉

239行 間ニ ｢私 △御 まへ に

てものなと△ 別 に悉 □末 に

注 之 ｣ト記 スノト対 応 スル 0
3 ー8 ■3

賢 木 I 斎 宮 の御 くた り 333 -ー
賢 木 2 世 人も 333 -2
賢 木 3■ まことにうしと 333 -4
賢 木 4 ひたみ ち 333 -5
賢 木 5 おや そひ て 333 -5
賢 木 6 人 は心 つ きな し 333 -9
賢 木 7 もとの殿 に は 333 -ll
賢 木 8 まうて給 へ き 333-12
賢 木 9 院の うヘ 333-ー3
賢 木 10 九 月七 日 334-2
賢 木 ー1 いてや とは 334-3
賢 木 12 松 風 す こく 〈ナ シ〉(△ 1 字 下 ゲ) 334-6
賢 木 ー3 そのこと もゝ 334 -6
賢 木 14 こせ ん 3 34-8
賢 木 15 しの ひ給 ヘ れ と しの ひ 給つ れ と 334 -8
賢 木 ー6 こ柴を大 か きに 334 -1
賢 木 17 くろ木 の 鳥 ゐ 334 -13
賢 木 ー8 か んづ か さ 334 -14
賢 木 ー9 ひ たきや 335 -ー
賢 禾 20 北 の たい 335 -3
賢 木 21 アソヒハ あ そひは 写 本 ハ欄 外 ノ書 キ入 レ○ 335 -4
賢木 22 か うやうの 335 -6
賢木 23 か うしめ の 外 335 -7
賢木 24 こ のゝ 人 目 335 -9
賢木 25 か の おほ さん 335 -ー0
賢 木 26 出 ゐん 出 ゐん か 335 - 0
賢 木 27 こなた は 335 -12
賢 木 28 月 比の 335 -14
賢 木 29 か は らぬ色 を か は らぬ 宮を 336 -2
賢 木 30 いか きもこえ 336 -2
賢 木 3ー 神 かきは 寄 336 -4
賢 木 32 をとめ 子 か 寄 336 -6
賢 木 33 大か たの けは ひ 336 -6
賢 木 34 ひき てゝ 336 -6
賢 木 35 人もしたひさま 336-8
賢 木 36 きす ありて 336-9
賢 木 37 お ほ しとま る 336-ー3
賢 木 38 月も入 ぬ 336-14
賢 木 39 こ らゝおもひ 337-ー
賢木 40 殿 上 の わ かきん たち 337-2
賢木 41 まね ひ や らん 337-5
賢木 42 ことさ■らにつ くり出 33 7-5
賢 木 43 暁 の あか つ きの 寄 33 7-7
賢 木 44 中 + + ことも 33 7-10
賢 木 4 5 大 か たの 寄 337 -ーー
賢 木 4 6 くやしきこと 337 -1ー
賢 木 4 7 あや まちも 337 -14
賢 木 48 又うちか ヘ し 338 -3

賢 木 49
男 は か らお ほ しな やむ ヘ

しまて
おとこはか ら 338 -3

賢 木 50 ほ とちか く は とちか く 338 -9
賢 禾 5ー 斎 宮 斎宮 は 338 -9
賢木 52 もときも 338 -ll
賢木 53 何 事 も人 にもとき 338 -ll
賢木 54 十 六 日 338 -ー3
賢木 55 長 奉 送 使 くナ シ〉(△ 1 字 下 ゲ) 338 -ー4
賢木 56 れ い の 339 -1
賢木 57 か けまくもか しこ か け まくも△ か しこ 339 -2
賢木 58 ゆ ふ につ け て 339 -2
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まY

59 なろ神たにこそ

++十fX'-Ktr'ILC~ ー++∴[Oil十+

璽津 鍔 = r■

賢木

汀,
くナシ〉(見出シヲ欠クガ注内容六

58注ノー部ニアリ)

l仰麟蒙蒸
339 -3

賢木 60 やしまもる寄 339 -4

fiS 6 ー おもひ給ふるに 339 -4

(tf 62 宮の御をは 339 -5
賃 木 63 女別菖 339 -5
賢木 64 くにつかみ くにつかみ寄 339 -7
賢木 65 御かヘリおとな+ + しき 339 -9
賢木 66 れいにたかヘる 339 -ー1
賢木 67 世中不定 339 -13
賢木 68 御息所御こしに 340 -ー
賢木 69 ち おゝとゝ 340 -1
賢木 70 そのかみを寄 ■ そのかみ寄 340 -5
賢木 7 ー 御心うこきてわかれのくし 340 -7
賢木 72 八省 340 -8

賢木 73 洞院のおほち 340 -10

賢木 74 ふりすて 寄ゝ 340 -13

賢木 75 す かゝ河寄 34 1-2

賢木 76 哀なるけを 34 1-3

賢木 77 霧いたう 34 1-3
賢木 78 行かたを寄 34 1-6
賢木 79 たひの空 34 1-7
賢木 80 まつりこたん 34 いー2
賢木 8 1 かきりあれ は 342 -4

賢木 82 何心もなくうれしと 342 -7

賢木 83 ■ この宮 342 -ー1

賢木 84 おほきさき 342 -13
賢木 85 中宮のかく 342 -14

賢木 8 6
わか御世のおなし事にて

△‥■

わか御世のおなし事 にて位をさり

て■■■
343 -3

賢木 87 おほきおとゝ 343 -4

賢木 88 きうに 343 -4

賢木 8 9 けうし 343 -6

賢木 90 藤の 343 -8

賢木 91 去年今 年 去年△今年△ 343 -9

賢木 92 御ほたし 343 -ー1

賢木 92, 我も+ +
資料稿 ｢ちり+ + Jノ誤写

力､ ト注記アリ○
343 -12

賢木 93 しはすの廿 日 343 -12

賢木 94 宮は三条の宮に 宮は三条の官に■■■ 〈ナシ〉(93注ノー部) 344 -3

賢木 95 かけひろみ寄 344 -7

賢木 96 なにはかりの 344 -7

賢木 97 さえわたる寄 344 -10

賢木 98 わか + + しう 344 -10
賢木 99 王命婦 344 -ll
賢木 10 0 其ついてに 344 -12
賢木 10 ー ふるき宮は 古宮は 344 -13

賢木 10 2 たえたる年月 344 -14

賢木 10 3 としかヘリぬれ と 344 -14

賢木 ー0 4 いまめかしき 345 -1

賢木 10 5 みかとのわたり 345 -3

賢木 10 6 むまくるま 345 -3

賢木 ー0 7 とのゐ物 のふくろ 345 -3

賢木 ー0 8 みくしけとの 34 5-5
賢木 ー0 9 院の御 おもひにて 34 5-6
賢木 1ー0 后はさとかちに 345 -8

賢木 1ー1 登花澱 345 -10

賢木 112 おもひの外なりし 345 -ーー

賢木 ー13 こ姫君を 346 -4

賢木 114 おと のゝ 34 6-5

賢木 ー15 そは + + しく 346 -6

賢木 ー16 かきりなき御おほえの 346 -ー0

賢木 ー17 むかひはら 34 7-2

賢木 ー18 むかし物かたり 347 -3

賢木 119 斎院は御ふくにて 347 -4

賢木 ー20 そんわう 347 -5

賢木 ー2 ー 中将 347 -8

賢木 ー22 むか しに 34 7-8

賢木 123 みかとは院の 347 -10

賢木 124 わりなくても 347 -14

賢木 ー25 五だん 34 7-14

賢木 ■ 126 中納言 348 -2

賢木 ー27 いかてかは 34 8-5

賢木 ー28 たゝこ にゝしも 348 -8

賢木 129 こ かゝしこ尋ありきて 34 8-ー0 ■■

賢木 ー30 心から寄 348 -ー2

賢木 13 1 なけきつ 寄ゝ 348 -ー4

賢木 132 御ありさまにて 3ヰ9-2
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I ▼ i-=-i=S-::ォ= +,トJ十*:*�"!SStnS∴十十け ∴十1山十( ■■■■～～■ n
衰禾 ー33 せよきやうてん L lよきやう壱AJ 打幼′■H■√▲■描こ 輔.- l◆桝 せよきやうてん 349 -2
賢木 134 つれなき人 349 -5
賢木 ー35 内にまいり 349 -6
賢木 136 いとおそろしきに 349 -10
賢木 137 御いのりをさヘ 349 -ー2
賢木 138 まねふヘきやうもなく 350 -ー
賢木 ー39 明はてにけれ と出給はす 350 -5
賢木 ー40 ぬりごめに 350 -6
賢木 ー4 ー 御けあが り 350 -8
賢木 ー42 大夫 350 -9
賢木 ー43 こもりゐ 350 -10
賢木 144 宮もまかて 350 -12
賢木 145 猶くるしうこそ 35ト 3
賢木 146 世やつきぬらん 351 '
賢木 147 年比すこし 351 -9
賢木 ー48 すこし物 おもひの 351 -10
賢木 149 猶かきり 351 'ーー
賢木 150 さすかにいみしと聞給ふふし 352 -7
賢木 15 1 あらさりし 352 -8
賢木 152 したかひ 352 -10
賢木 ー53 明はつれはふたりして 352 -13
賢木 ー54 世中にありと 352 -14
賢木 ー55 あふ事の苛 353 -4
賢木 ー56 御 ほたし 353 -4
賢木 ー57 なかき世の寄 353 -6
賢木 158 いつくをおもてに 353 -8
賢木 159 此女君 353 -ー2
賢木 160 宮も 353 -14
賢木 16 1 大后のあるましき事 に 〈ナシ〉(160注ノー部 ) 354 -4
賢木 162 せきふしんの見けんめ 354 -6
賢木 163 おもか はりせん 354 -9
賢木 164 宮はいみしう 354 `13
賢木 ー65 みたれて おもほしみたれて 355 -4
賢木 ー66 御 らんせて久しからん 355 -4
賢木 ー67 式部かやうにや 355 -6
賢木 168 よひの僧 JJ:ゐの僧 355 -8
賢木 ー69 ぬきすゑなり ■ 注釈ナシ0 355 -12
賢木 170 女 にて 355 -13
賢木 17ー 玉 のきす 355 -14
賢木 ー72 雲林ゐん 356 -3
賢木 173 こは 宮ゝす所 356 -4
賢木 ー74 秋のの いゝとなまめき 356 -6
賢木 ー75 うき人しもそ 356 -8
賢木 ー76 か ら+ + 356 -9
賢木 177 りし 356 -12
賢木 ー78 念俳衆 = 生 356 -13
賢木 ー79 行 はなれぬヘし 357 -2
賢木 ー80 き さゝしつるは 357 -3
賢木 181 みちのくにかみ 357-3
賢木 182 浅茅生の寄 357 -5
賢木 ー83 風ふけは寄 357 -7
賢木 184 中将の君 中将君 357 -ll
賢木 185 かけまくは寄 か けまくも寄 かけまくは寄 357 -ー4
賢木 ー86 むかしを今に 357 -14
賢木 ー87 とりかヘされん 358 -1
賢木 188 中将まきるゝ 358 -3
賢木 189 そのかみや寄 358 -6
賢木 ー90 ちかき世 358 -6
賢木 19ー あさかほ 358 -7
賢木 ー92 おそろしや 358 -8
賢木 ー93 やうの物と 358 -9
賢木 194 わりなう 358 -10
賢木 195 院 は 院も 358 -ー1
賢木 ー96 あいなきこと ◆ 358 -13
賢木 ー97 六十巻 358 -13
賢木 ー98 人ひとり 359 -3
賢木 ー99 しはふる人 しぼふるい人 しはふる人 359 -6
賢木 200 くろき御車 359 -7
賢木 20 ー 世中いか あゝらん 359 -ー0
賢木 202 色かはる 359 -1ー
賢木 203 おほつかなさも 359 -ー3
賢木 204 命婦のもとに 命婦のもとに句 359 -14
賢木 205 宮のあひた 宮のあひこ 360 -1
賢木 206 日数を心ならすやとてなん 日かすを心ならすやとてなん句 ■ 360 -2
賢木 207 にしき 360 -3

賢木 208
あたら思ひやりふかう物し

給ふ人のゆくりなう
あたら あたしおもひやり 360 -7

賢木 209 宮の御幸にふれたる 360 -9
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十+心++※sa-ife-t**'サ后�"�""*出 IW Iモ ▲蔓■:萱妄一端 謝 意 0-｣ 0m0 Si0 賀 ′繋 ■■溝{こ廿00!f8≠∵一味ーr+≠
g * 210 まかて 口ふ 360 -ー2
≡
貿木
覧木

貿木

賢木

担木

21 ー 先内の 360 -13

2 12 けしき御覧する 36ト 2

2 ー3 中宮のこよひ 361 -9

2 ー4 春宮をは今の御子に 36 1-12

2 15 とてこそ とてこそ句 36 1-14
≡
賢木 2 16 大かた 362 -I

好木 2 ー7 れいけいてん 362 -4
良

賢木 2 18
白こう白をつらぬけり太子

をちたり
白こう日をつらぬけり太子をちたり 白こう 362 -5

賢木

賢木

賢木

賢木

賢木

笹木

219 おまヘ に 3 62-ー0

220 月はなやか 362-10

221 九重に寄 362-14

222 月影の寄 363-3

223 霞も 363-3

224 例 は 363-5
良
但木 225 かれより 363 -10
良
軽木 226 木枯の寄 363 -ll

負
軒木

227 筆なと心 ことに 363 -14
良
賢木

賢木

賢木

賢木

賢木

賢木
毘木

228 聞えさせても 364 -1

229 身のみ 364 -1

230 あひ見すて寄 あひすすて寄 364 -3

23 ー 心のかよふ 心のかよふならは 364 -3

232 しまさるヘし 364 -6

233 御八講 のいそき 364 -6

234 みこき 364 -7

良
軽木

23 5 宮に聞え 364 -8

良
賢木

23 6 別にし寄 364 -9

賢木 23 7 なからふる寄 364 -ーー

中本 238 すちかはり 3 64 -ー2

良
賢木

239 けふは 3 64 -13

取木 240 十二月十よ日 364-14
良
賢木 241 玉の軸 注釈ナシ○ 365 -ー

賢木 242 ちす 365 -2

質 243 花つく 注 ナシ○ 365 -3

取木 244 先たい 365 -4
良
仁木 245

五毒 365 -5

良
賢木

246 つねに 365 -9

賢木 247 みこはなかはの 古活字本ノ｢か ｣ハ ｢り｣ニモ

見エル○

365 -ーー

賢木 248 御をちの 365 -13

賢木 249 いまはしめて 366 -ll

賢木 250 みやう香 367 -2

取木 25 1 月のすむ寄 367 -7
良
賢木

252 大かたの寄 大かたの 3 67-ー1

賢木 253 かつにこりつゝ 3 67-ll

賢木 254 かたヘは 367-ll

賢木 255 殿にても 367 -13

367 -14m
良

256 やけ ま

賢木 257 さう+ + しや 368 -6

賢木 258 おもひしめてし 368 -7

賢木 259 としもかはり 368 -8

賢木 260 内宴踏寄 内宴 △踏寄 368 -9

賢木 26ー むつかしかりし 368 -10

賢木 262 宮のうち 368 -ー3

賢木 ■ 263 あを馬はかりそ 369 -ー

賢木 264 むかひの 3 69 -2

賢木 265 ちひと 3 69 -3

369 -6m
良

266 み のはし

賢木 267 きしの柳 369 -8

369 -9二ユ■良 268 むヘ 心

賢木 269 なかめかる寄 369 -ーー

賢木 270 有し世の寄 369 -14

賢木 27 1 さるひとつ物にて 370 -3

賢木 272 老しらへる 370 -6

賢木 2 73 つかさめし 370 -7

賢木 274 たうばり 370 -8

賢木 2 75 みふ 370 -9

賢木 276 人しれす く欠〉 370 -14

賢木 277 このとのゝ 37 1-2

3 71-4賢木 278 ち のゝへう

賢木 279 かヘさひ 申 3 7ト7

賢木 280 - そう 3 71-8

3 71-10

3 7ー■ー4

372-4 ′
372 -ふ ■

372 -8 ′

賢木 281 御子とも

賢木 281+ く欠〉 このたひのつかさめし

賢木 282 春秋のみ とつきやう

賢木 283 ゐんふたき

真木 284 人 + + あるへし 1̂ ^ ^ ^ ^ ^ ^ �"
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28 5
=S､と器1L 耶■■l"■

■■f lir三 -
372 -10衰栄 憩､

賢木 2 86 こまとり 372 -12

賢木 2 87 つゐに 3 73 -2

賢木 288 はしのもとのしやうひんと 373 -5

賢木 289 中将の子 の 373 -6

賢木 290 たかさこを 373 -10
賢木 2 91 それもかと寄 374 -2
賢木 292 時ならて寄 374 -4
賢木 293 さうとき 374 -5
賢木 294 おほかんめりし 374 -5
賢木 295 貫之かいさめたふるゝ. 貫之かたふるゝ 374 -7
賢木 296 たうる はゝ くナシ〉(2 95 注ノー部 ) 374 -7
賢木 297 わか御心ちにも 3 74 -8

賢木 298 文王の子武 王のおとうと 注釈ナシ○ 374 -9

賢木 299 成王のなにとかや 374 -10

賢木 300 兵部卿 とも 兵部卿とも帥とも異本 兵部卿 とも帥とも 374 -10
賢禾 301 宮には 3 75 -5
賢木 302 殿の 3 75 -7
賢木 303 中将 375 -14
賢木 304 したとに 3 75 -14
賢木 305 あはつけきを 375 -ー4
賢木 306 入はてゝも 3 76 -2
賢木 307 うす二あひ 376 ^5
賢木 308 我も見付 376 -6

賢木 309 た うゝかみを 3 76 -9

賢木 310 みてなり 3 77 -2
賢木 3ー1 むかしも心ゆるされて 3 77 -8
賢木 312 人からに 3 77 -8
賢木 313 斎院 3 77 -8
賢木 314 このかみの 3 78 -1

賢木 3ー5 おこかましかりし 3 78 -7

賢木 3ー6 あやしとやは あやしとや 3 78 -8

賢木 317 その ほいたかう 3 78 -9

賢木 318
さはかりねたけなりし人の見る所も

あり
3 78 -10

賢木 319
しゐてわか心の入かたに

なひき給にこそは
しゐて 3 78 -ー1

賢木 320 大やけの御かたに 378-ー3

賢木 321 すくすくしう 注釈ナシ○ 378 -14

賢木 322 さすかに 379 -ー

賢木 323 あまヘて 379 -2

賢木 324 ろうせ らるゝ 379 -4
賢木 325 此ついてに 379 -7

賢木 326

ー ､ 斎院はわかき御心に

不定なりつる御いてたちの
かくさたまり行をうれしとお

ほしたり

く欠〉

5ー末尾ニ ｢私聞出す事在

之奥二注之 ｣ト記スノ卜対応

スル○

338 -ー0 ■

賢木 327 ー ､ なる神たにこそ く欠〉
59末尾ニ ｢私此引寄の心

奥二法也｣ ト記スノト対応ス 339 -3

賢木 328 - ､ 御八かう 〈欠〉

233行間ニ ｢私八講ノ作法

人ニたつぬヘし｣ト記スノト

対応スル○
364 -7

賢木 3 29 - ､ かゝい く欠〉 370 -9
■賢木 33 0 ー ､ 致仕のヘう く欠〉 278注ヲ補ウモノ○ 371 -4

花敬呈 ー
大かたの世につけてさへわつらは

しう
387 -ー

花散里 2 れいけいてん 387 -3
花散里 3 御おとうとの三宮 御おとうとの三君 387 -5
花散里 4 わさとも 387 -7
花散里 5 くさはひ 387 -9
花散里 6 さ やゝかなる 387 -1ト
花散里 7 あつまにしらへて 387 -12
花散里 8 さしいてゝ 387 -13
花散里 9 まつりの比 387 -14
花散里 ー0 た ■ゝめ 388 -1
花散里 ーー もよほしきこえ 388 -2
花散里 12 をちかヘ リ寄 388 -5
花散里 13 おほめくは 388 -7
花散里 14 郭公寄 388 -9
花敬呈 15 ■ ことさらに 388 -9
花散里 ー6 うヘし培ね 388 -ー0
花散里 17 人しれぬ心には 388 -ー0
花散里 18 つくしの五せち 388 -12
花散里 ー9 中+ + 388 -ー4
花散里 20 廿 日の月さし出る 389 -3
花散畢 2 1 ありつるかきね 389 -
花散里 22 いかにしりてか 389 -9
花散里 23 橘の寄 389 -ll

-52-



写本flj本項目対照表

撃警 ■■▲■≡鞘24 いにしヘの +ナノ十十滋トJ心★JtLM VJMg 順≠■■≡ ■■庶■崇
389 -ll

花散里 25 こよなう 389 -ー2

花散里 26 いとさら 390 -ー

花散里 2 7 人めなく 390 -4

花散里 28 さはいへ と 390 -5

花散里 29 つらさも忘 ぬへし 390 -7

花散里 3 0 にくけもなくて にくけもなくして 390 -

花散里 31 それをあいなしと 3 90 -1ー

花散里 32 ありつるかきねも 3 90 -12

花散里 33 あたりなりけり 3 90-ー2

花散里 34 とにかくに 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ) 390-ーー

花散里 × 35 橘古辛 くナシ〉(△ 1 字下ゲ ｢橘古事■‥ J)

須磨 1 世 中いとわつらはしく 395 -ー
藁磨

2 かのすまは 395 -2

須磨 3 ひた けゝ 395 -4
X
須磨 4 姫君 395 -7

須磨 5 あふをかきり 395 -12

須磨 6 かとてにもやと 395 -ー2
藁磨 7 入道の宮 396 -7

須磨 8 やよひ廿 日 396 -ー0

須磨 9 そのおりの心ち 396 -14
義磨 10 よにかくれ 397 -1

須磨 ll あんしろ車 397 -2

頭磨 ー2 わか君は 397 -4

須磨 ー3 つれ + + にこもらせ 397 -9

須磨 14 こしのへて 397 -ーー
衰磨 15 いちはやき 397 ⊥ー3

須磨 ー6 いのちなかき 397 -ー4

須磨 17 あめの下を 3 97 -14

須磨 18 とある 3 98 -2

須磨 ー9 さしてくはんさく 3 98 -4

須磨 20 あさはかなる 398 -4

須磨 21 うつしさまにて 398-5

須磨 22 昔の御 物かたり むかしの物かたり 398 -9

須磨 23 過侍にし 398 -12

須磨 24 をかしあるにても をかしあるにてしも 399 -3

須磨 25 人のみかとにも 399 -4

須磨 26 され と 399 -4

須磨 27 いへはえに 399 -8

須磨 28 とまり給ふなるヘし 399 -10

須磨 29 さまかはり 400 -5
藁磨

30 とりヘ山寄 400 -8

須磨 3 ー あかつきの別は 400 -9

須磨 32 いつとなく別 と 400 -9

須磨 33 きこえさせま 400 -1 ー

須磨 34 とらおうかみ 40 1-2

須磨 35 なき人の寄 40 1-5

須磨 36 殿に 40 1-6

須磨 37 さふらひには 40 1-8

須磨 38 ましていかに荒 ゆかん 40 1-12

須磨 39 よへは 40 2-3

須磨 40 ひたやこもり 40 2-5

須磨 4 1 かゝる世を 40 2-7

須磨 42 父御子 は 40 2-9

須磨 43 人の見るらん 40 2-10

須磨 44 思ふ人かた + + に おもふ人かた + + に 4 02-12

須磨 45 物くるをしき世にて 403 -6

須磨 46 そちの宮 403 -7

須磨 4 7 むもんのなをし 403 -8

須磨 48 身はかくて寄 身はかくて 403 -14

須磨 4 9 殿のうち 404 -10

須磨 50 いはほの 中 404 -12

須磨 5 1 かうしも 404 -ー2

須磨 5 2 ことなし 405 -2

須磨 53 〔よにつ みゝて〕■ 夜につ みゝて

古活字本丁変リニッキコノ

1行ノミ整版本ノ行頭位置

ヤヤ低イ○写本見出シヲ欠

クガ ､ 資料稿デハ版本二ヨ

405 -5

須磨 54 れいの月 405 -5

須磨 55 ぬるゝかほなれは 405 -6

須磨 56 月影寄 405 -8

須磨 ■ 57 行めくり寄 405 -10

須磨 58 たゝしらぬ 405 -ー0

須磨 59 文集 406 -ー

須磨 60 西のたい 406 -4

須磨 6ー りやうし 406 -4

須磨 62 〔みさうみまき〕 <:H /> C6ia / H 写本見出シヲ欠クれ 資料

稿デハ私ニ補 ウb

406 -5
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写本･刊本項目対照表

▲′1▲■■喜■漉 轟藁葦 賦 ■■●′緋 線 描 0 -

須磨 6ぎ けん 406 -5

須磨 64 わか御かたの 中務 406 -7

須磨 65 つれなき御もてなし 406 -8

須磨 66 こなたに 406 -ー0

須磨 67 あふせなき寄 407 -2

須磨 67+ く欠〉 つみのかれ つみのかれ 407 -2

須磨 68 涙河寄 407 -6

須磨 69 うしとおほしなすゆかり 407 -8

須磨 70 あすとての 407 -9

須磨 71 北山 407 -10

須磨 72 暁かけて 407 -ー0

須磨 73 先入道の 407 -ー0

須磨 74 - ふし 408 -3

須磨 ■ 75 御山に 408 -6

須磨 76 みしはなく寄 408 -9

須磨 77 えそつゝけ
｢え ｣ノ字母 ､ 整版本 ｢衣 ｣､

古活字本 ｢盈 ｣○■
408 -ー0

須磨 78 わかれ し寄 408 -l l

須磨 79 月待出て 408 -1 ー

須磨 80 さらなる 408 -12

須磨 81
右近の丞の蔵人△中

川 ■t■

右近の蒸の蔵人中河紀伊 {ノ/ }

守が弟
408 -14

須磨 82 ひきつれて寄 409 -4

須磨 83 まかり申 409 -6

須磨 84 うき世をは寄 409 -7
須磨 85 かきりなきにても 409 -9
須磨 86 御はかは 409 -ー2

須磨 87 そ ろゝさむき 4 10 -1

須磨 88 ▲ なき影や寄 4 10 -3

須磨 89 王命婦を御かはりにとて 4 ー0 ■4

須磨 90 又まいり侍らす 4 10 -5

須磨 9ー いつか又寄 いつる〆寄 4 10 -8

須磨 92 ちりすき 4 10 -8

須磨 93 あちきなき 4 10 -ー1

須磨 94 御かヘリはさらに 4 11'ー

須磨 95 御まヘには 4 ー1■ー

須磨 96 そこはかと 4 11-2

須磨 97 さきてとくの寄 4 11-4

須磨 98 時しあらは 4 11-4

須磨 99 おさめ 4 1ト7

須磨 100 みかはやうと 4 1ー■7

須磨 101 世ゆする 世△ゆする 4 11-9
須磨 102 その日は 412-3
須磨 103 れいの 4ー2●3
須磨 104 おほし入たる 412-10
須磨 105 いとゝし 412 -10
須磨 106 いける世の寄 412 -ー2
須磨 107 おしからぬ寄 4ー2 -14

須磨 ー08 さるの時 413 -3

須磨 ー09 大江殿 4ー3 暮5

須磨 110 から圃に寄 413 -7
須磨 11ー うら山しく 413 -8

須磨 1ー2 〔三千里の ほか〕 三千里外随ヒ行李二十九年ノ間タ
写本見出シヲ欠クガ､ 資料

稿デハ私二補ウ○
4ー3 -10

須磨 ーー3 かひの雫も 413 -10
須磨 ■ 1ー4 古卿を寄 古郷を寄 413 -12
須磨 ーー5 つらからぬ物なく 4ー3 -12
須磨 1ー6 おはすヘき所から 413 -ー3

須磨 ーー7 もしほ 4ー3 -13

須磨 ーー8 かややともゝ 4ー4 ■ー
須磨 ー19 か るゝおりならすは 4ー4 ■2
頚磨 ー20 うヘ木とも 414 -6 .
須磨 ー2ー 心ちうつゝ 414 -6
須磨 ー22 わか君 414 -l l
須磨 ー23 かきもやり 4ー4 ●ー3
須磨 124 松嶋寄 415 -1
須磨 ー25 みきはま■さりて 415 -2
須磨 126 中なるに 4 ー5 ■3
須磨 127 つれ + + か ら 4 ー5 ■3

須磨 ー28 こりすまの寄 4 ー5 ■5
須磨 ー29 大殿にも 4 ー5 ■6
須磨 ー30 みてうと もゝ 4 15 -ー0
須磨 ー3 ー ニかた 4 15 -ー2
須磨 132 かとり■ 4 ー5 -14

須磨 133 出入給しまき柱
出いり給ひし出給ひ真木柱文鉢又

一也
出いり給ひし出給 ひ 416 -2

須磨 ー34 やう+ + 忘革 416-6
須磨 135 いつまてと 416 -7
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ー36 すくせあa s鮮■
M S

市 ≡ 9 a
416 -8

須磨 137 すく+ + と すく+ + 4ー6 -ll

須磨

須磨

須磨

須磨
須磨

須磨

138 うき世の人こと 4ー6 -12

139 やみぬるはかり 416 -13

ー40 しほたる 寄ゝ 4 ー7 ■3

ー4 ー 浦にたく寄 4 ー7 ■5

142 浦人の寄 4 17 -ー0

143 もの 色ゝ もの 色ゝ句し給へるし給ふ衣裳 もの 色ゝ句し給へる 4 ー7 ■ー0

須磨 144 やかて御さうしにて 4 18 -ー

須磨 ー45 中+ + この 4 18 -4

須磨 ー46 もらしてけり 4 18 -4

須磨 147 猶うつゝ 4 18 -7

須磨 148 あけぬ夜の あけぬ夜の夢となり 4 18-8

須磨 149 罪ふかき身 4 18-9

須磨 150 うきめかる寄 418-ll

須磨 15ー 伊勢嶋や寄 418-14
■̀
須磨

須磨

152 あはれに 419 -2

153 かき給ことのは 419 -8

須磨 ー54 かく世を 4ー9 -8

須磨 155 いせ人の寄 4ー9 ■ーー

須磨 ー56 あまかつむ寄 4ー9 -12

須磨 157 あれまさる寄 あれまさり寄 ■ 420 -3
X
須磨 ー58 むくら 420 -3

須磨 15 9 かんの君 420 -7

須磨 160 宮にも 420 -7

須磨

須磨
ー6ー かのにくかりし 420 -9

162 心しみにし 420 -10

須磨 163 いみしかりし 420 -ーー

須磨

須磨

須磨

164 御さまかたち 420 -ー3

165 心のうちそ 420 -14

166 その人の 4 20 -14

須磨

須磨

須磨
須磨

須磨 ●

須磨

須磨

167 院のおほしの絵 はせ 院のおほしの給はせし 4 2ー■2

168 えねんし くナシ〉(△えねんし) こんねんし 42ー■3

169 あちきなき 421-4

170 ちかきほとの ちかきはとの 421-5

ー71 いける世に 421 -6

ー72 ほろ+ + と 421 -8

173 いま てゝ 421 -8

須磨 174 東宮を院の 421 -9

ノ
須磨 ー75 よからぬ 421 -10

須磨 176 海はすこし 42 1'ー2

須磨 177 行平の中納言 42 1-12

須磨 ー78 まくらをそはたてゝ 422 -1

須磨 ー79 まくらうく 422 -3

須磨 180 恋侍ての寄 こひわひて寄 422 -5

須磨 18ー あひなふおきゐつゝ あいなうおきゐつ ゝ 4 22 -6

須磨 182 ちえたつねのり 4 23 -1

須磨 ー83 つくりゑ 423-1
X
須磨 184 しろきあやの 423-6

須磨 185 釈迦牟尼仏弟子 釈迦牟尼弟子 423 -7

須磨 ■ ー86 ちいさき鳥 423 -9

須磨 187 初か りは寄 423 -13

須磨 188 かきつらね かきつらね寄 424 -1

須磨 189 民部大輔 424 -ー

須磨 190 心から寄 424 -3

須磨 191 とこよ出て歌 とこ世いてゝ 424 -5

須磨 ー92 友まとはしてはいかゝ 友まとはしてはいか にゝ 424 -5

須磨 193 おやのひたちに成て 424 -6

須磨 ■ 194 月のかほのみ 424 -10

須磨 195 二千里ノ外古人ノ心と 二千里ノ外古人ノ心 424 -ー0

須磨 ー96 △霧やヘたつる 霧やヘたつる 424 -ll

須磨 197 夜ふけ侍ぬと 424 -12

須磨 198 見るほとそ寄 424 -14

424 -14須磨 199 その夜うヘの

須磨 200 おんしのきよい おんしのきよいは 425-2

425-4須磨 20 1 うしとのみ寄

須磨 202 その比 425-4

425 -5

425 -8

425 -10

須磨 203 北方は舟にて

須磨 204 五節は

須磨 ■ 20 5 そち

須磨 20 6 まてきむかひ 425 -14

須磨 207 子 のちくせ ん 426 -
須磨 208 聞えをおもひて 426 -3

426 -6

426 -8
須磨 209 まか + + しう

漢 2ー0 ことのねに歌 ことの音に

須磨 21ー 人なとかめそ 42 6-8

須磨 212 いとはつかしけなり 42 6-9

須磨 2ー3 心ありて歌 心ありての寄 4 26-10
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<$=,l #
いさりせんとは嶺 崇纏 l,.∨

須磨

▲̂m &喜<勝 完

2 14

ね
4 26 -ー0

須磨 2 15 罵屋のおさにくし 4 26 -ー1

須磨 2 16 ましてハ まして 426 -1ー
須磨 2 ー7 きさいの宮 427 -4
須磨 2 18 大やけのかうしなる人 427 -5
須磨 2 19 あちはひ 427 -5
須磨 220 かのしかを馬 と 427 -7
須磨 22 1 ひんかしのたい 427 -9
須磨 222 かたしけなくは 428 -3
須磨 223 〔私 ､これや あまの〕 く欠〉 写本ハ行間書キ入 レ○ 428 -4
須磨 224 山かつの寄 428 -7
須磨 224+ く欠〉 たゆふ たゆふ 428 -8
須磨 225 むかし胡の圃に 428 -ー0
須磨 226 わかおもひ 428 -1 ー

須磨 227 霜の後の夢 と 428 -12

須磨 228 た こゝれにしにゆく 428 -14
須磨 229 いつかたの寄 429 -2
須磨 230 友千鳥寄 429 -
須磨 23 ー 家に 429 -6
須磨 232 明石浦 明石浦 は 429 -7
須磨 233 かの入道 429 -8
須磨 234 くつしいたうて 429 -ll
須磨 235 かみのゆか りのみ 429 -ーー
須磨 236 あこの あこの我子 430 -ー
須磨 237 御めをさヘ 430 -3
須磨 238 えしり給はし思心こと也 えしり給はし 430 -5
須磨 239 もろこしにもわか御 門にも 430 -10
須磨 240 いかに物 し給ふ君そ 430 -ll
須磨 241 は みゝやす所は 430 -ll
須磨 242 かうさく 430 -ー2
須磨 243 身のありさまをくちおしき 431 -3
須磨 244 年かヘ リて 43ト 8
須磨 245 うちのうヘ の 431 'ー2
須磨 246 いつとなく いつとなく寄 431 -14
須磨 247 ひとつなみた 432 -4
須磨 248 竹あめるかき 432-5

須磨 249
ゆるし色の貴かちなるに青 にひの

かりきぬさしぬき

ゆるし宮 の貴かちなるに

青にひのかりきぬさしぬき 432 -7

須磨 250 たんき 432-10
須磨 25ー かいつ物 432-12
須磨 252 心の行ゑ は 心の行ゑ 432-14
須磨 253 いねとも取いてゝ 433-2
須磨 254 あすか井すこし あすかゐ 433-3
須磨 255 つきせすも つきもせす 4 33-5
須磨 256 さいヘとも ■ さいヘと 433-6
須磨 257 ゑいのかなしみ 43 3-7
須磨 258 古里寄 43 3-1
須磨 259 あかなくに寄 43 3-13
須磨 260 都のつと 433 -13
須磨 261 かたしけなき送にとて 43 3-ー4
須磨 262 くろこま 434 -1
須磨 2 63 風にあたりては 434 -ー
須磨 264 雲ちかく寄 43 4-7
須磨 2 65 かつはたのまれなから 434 -7
須磨 266 たつかなき寄 434 -1ー
須磨 267 いとしも 434 -12
須磨 268 やよひの一 日 434 -ー3
須磨 269 せんじやう 43 5-1
須磨 270 この国にかよひける 43 5-2
須磨 27 1 しらさりし寄 43 5-4
須磨 272 さるはれに 435 -4
須磨 273 やをよろつ寄 435 -7
須磨 274 の給ふに俄に 43 5-7
須磨 275 ひちかさあめ 435 -8
須磨 276 ふすまをはりたらん 435 -1ー
須磨 277 けしきつきて 435 -13
須磨 278 たかしほと云 436 -3
須磨 279 さは海の中の 436 -7
須磨 280 このすまゐたへかたう 436 -8
明石 1 なを雨風 44 1-1
明石 2 心つよう 写本ハ欄 外ノ書キ入レ○ 44 ト2
明石 3 まだ世にゆるされも 44 1-3
明石 4 波風にさはかされて 44 ー■4
明石 5 た おゝなし 44 ト6 ■
明石 ■ 6 空のみたれ 44 1-8
明石 7 あやしきすかた 44 1-9
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写本･刊本項目対照表

◆

みちかひにてたに人か何そ みちかひもとに人か何そ明石

■lEJ

8 みちかひにて

写本ハ注ノ衰鳶ニ r人か荷

そ｣トアリ(古活字本 ●整版
本ニハナシ)○

鞄 l苧

441 -9

明石 9 かたしけなく 441 'ー1

明石 10 空さヘ 441 -13
明石 1ー 清かせや寄 441 -14
明石 ー2 みきは 442 -1
明石 ー3 任王会 442 -2
明石 ー4 れいの雨ふ り 442 -5
明石 ー5 そほち そをち 441 -10

明石 16 ひふり 442 -7

明石 17 住 よしの神 443 -2

明石 18 色 + + の 443 -ー

明石 19 とよみ 443 -5

明石 20 ていわう 443 -6

明石 2 1 大やしま 443 -7

明石 22 〔天地〕 天地 443 -9

明石 23 家をはなれて 443 -9

明石 24 さかひをさり 443 -9

明石 25 かくかなしき 443 -ー0

明石 26 おほいその おほゐとの 444 -ー

明石 27 空はすみ 444 -3

明石 28 ちかきせかひ 444 -9

明石 29 うみ にます寄 445 ー2

明石 30 ■ さこそいへ 445 -3

明石 3 ー ごうじ給に 445 -3

明石 32 住吉の神の 445 -5

明石 33 いさ かゝなる 445 -9

明石 34 をかしありて 445 -10

明石 3 5 その罪をおふる 445 -10

明石 3 6 いとまなくて 445 -1ー

明石 3 7 奏すヘき 445 -ー2

明石 3 8 月のかほのみ 445 -ー■4

明石 3 9 よくそか るゝ 44 6-

明石 4 0 又やみえ 446 -7

明石 4 1 しんぼち 44 6-10

明石 4 2 源少納言 44 6-10 ◆

明石 43 とくい 44 6-12

明石 44 わたくしにいさ かゝ わたくしに 44 6-12

明石 45 いぬるついたち 44 7-2

明石 46 人のみかとにも 44 7-6

明石 47 うつ のゝ人の 44 7-ー4■

明石 48 我よりよはひ 44 8-1

明石 49 しりそきて 44 8-2

明石 50 はふくとても 448-4

明石 5ー うれしき 448-8

明石 52 とふやうに 448 -ー1

明石 53 けふをさかすヘき 448-14

明石 54 三まい 449 -2

明石 55 残 りよはひ 残りのよはひ 449 -2

明石 56 〔おいもわすれ〕 老忘れ也

写本ハ注ニ r老忘れ也 ｣ト

アリ○整版本 ■古活字本トモ

ニ注釈ナシ○○写本見出シ
ヲ欠クガ ､ 資料稿デハ私ニ

449 -6

明石 57 月 日のひかり 449 -7

明石 58 入江 449 -10

明石 59 文とも 449 -ー4

明石 60 御いのりの 450 -2

明石 61 かヘす + + いみしきめ 450 -5

明石 62 かゝみをみても 450 -6

明石 63 はるかにも寄 450 -ー0

明石 64 夢のなか 夢のなかと 450 -ー0

明石 6 5 そはなるを そはめなるを 450 -12

明石 6 6 あさりするあま 450 -14

明石 6 7 御心ちにも 451 -4

明石 68 いひしにたかふ 451 -7

明石 6 9 おさ+ + まいらす 451 ー0

明石 70 さらばひて 451 ー3

明石 7 1 さこそいひしか 452 -4

明石 72 さうしみ く欠〉 452 -7

明石 73 みちやうのかたひら 452 -ー0

明石 74 す ろゝなりと 452 -ll

明石 75 あはとはるかに 453 -2

明石 76 あはとみる寄 453 -4
明石 77 かうれう 453 -6

明石 78 柴ふる人 453 -9

明石 79 かせをひきありく 453 -9

453 -9明石 80 くやうぼう

-57-



写本･刊本項目対照表

明石 81

�"m iー一ー≡ 軌 八≡ ■′仁謙 漸 m ≡範

X ,n後の世に �"m iー一ー≡ 1 し←+++一郎掛 →∵t,̂ iJI&#St. lift 453 - 0

明石 82 かきならし給へる声 454 -ー

明石 83 入道ひわ の法師 454 -2

明石 84 花紅葉の 花紅葉の■■■ 454 -6

明石 85 たか門さして 454 -7

明石 86 これは女の 454 -9

明石 87 延喜の御てより 454 -ー1

明石 88 かのせん大わう 454 -ー4

明石 89 山ふしのひかみみ 454 -14

明石 90 君ことをこと もゝ 455 -2

明石 91 嵯峨天皇△女五官 ■■■ 嵯峨天皇女五官 455 -4

明石 92 〔かきなて〕 かいなてともよむへし

写本ハ注ニ ｢かいなてとも

よむヘしJトアリ○整版本 ■

古活字本トモニ注釈ナ

シ○○写本見 出シヲ欠クガ ､
資料稿デハ私ニ補ウ○

455 -6

明石 93 こ にゝ 45 5-6

明石 94 おまヘにめしても 45 5-7

明石 95 あき人の中にてたに 4 55-7

明石 ■ 96 いかにたとるにか 4 55-10

明石 97 あらき波の あら波の 455-ー0

明石 98 すきゐたれ は 455-ー2

明石 99 さうのこと 455-ー2

明石 100 けにいとすくして 455 -ー2

明石 101 ゆのねふかう 455 -ー4

明石 102 いせのうみ 455 -14

明石 103 こゑよき 456 -1

明石 104 そつしなり 456 -3

明石 105 十八ねん 456 -ll

明石 ー06 おや大臣 457 -1

明石 107 つぎ + + 457 -3

明石 ー08 むまれし ､より 457 -3

明石 109 ほと+ + につけて はと+ + につけて 457 -5

明石 110 せはき衣にも 457 -6

明石 1ー1 すヘてまねふヘくも 457 -8

明石 112 よこさま 457 -10

明石 113 いたつら人 458 -1

明石 ーー4 ひとりね は歌 ひとりねは入道寄 ひとりねは 整版本 ｢は ｣ノ字ハ後補 ○ 458 -4

明石 ー15 されと浦なれ 458 -6

明石 116 旅衣 寄 458 -7

明石 117 入道の心 はヘまて 458 -ー0

明石 118 こまのくるみ色 458 -ー3

明石 ーー9 遠近の歌 遠近のもイ寄 遠近のもイ寄 458 -ー4

明石 120 おもふに 458 -14

明石 121 ゑはす 4 59-′1

明石 122 たもとにつゝみ 4 59-5

明石 123 さるは 459-6

明石 ー24 なかむらん寄 4 59 -7

明石 125 すき+ + しや 459 -7

明石 126 玉もかつけたり 459 -10

明石 127 せんしかき 459 -10

明石 128 いふせくも寄 459 -ー1

明石 129 このたひは 459 -1ー

明石 130 とうなき 460 -I

明石 13ー しめたる 460 -1

明石 132 思ふらん寄 460 -3

明石 ー33 二三 日ヘたてつゝ 460 -5

明石 ー34 良清か 460 -8

明石 ー35 関ヘたゝりては 460 -12

明石 ー36 たはふれにくゝ たはふれ にくゝ も 460 -13

明石 137 忍ひてや 460 -14

明石 ー38 やよひ十さん日 46 ト2

明石 ー39 きさきに 46 1-5

明石 ー40 御めにわつらひ 御 目わつらひ 46 1-8

明石 141 宮にも 46 1-9

明石 142 おほきおとゝ 46 1-9

明石 143 大宮も 4 61-10

明石 ー44 三とせをたに 4 6トー4

明石 ー45 れいの秋は 4 62 -3

明石 146 こち 462 -5

明石 147 ゐ中人なとこそ 462 -6

甲石 148 世こもりて
整版本 ト古活字本デハ

｢世 ｣ノ字体ガ若干異ナル○
462 -9

明石 ー49 ■まほならねとも 462 -13

明石 ー50 よろしき日 463 -8

明石 15 ー でしとも 463 -8

明石 152 十三 日 463 -9
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写本･刊本項目対照表

明石 153

漆 ' ."0 s0 ･JSL$ 0 .i& Li軽 挙車

あたら夜の

m綾毒書棚

rあ｣ノ字毎: 整版本 r安 ｣､

古活字本 ｢阿 J○ 463 -10

明石 154 おもふとち 463 -13 ≡

明石 ー55 まつ恋しき 463 -14

明石 ー56 やかて馬引すきて やかて△馬引すきて 463 -14

明石 157 秋の夜の寄 464 -2

明石 158 いたきは 464 -3

明石 15 9 海つらはいかめしう 464 -3

明石 ー60 岩に生たる 464 -6

明石 ー6 1 月いれたる 464 -7

明石 162 うちとけぬ 464 -9

明石 163 やつれたるに 464 -12

明石 ー64 物思ひから 物おもひしらん 464 -13

明石 ー65 ちかき木丁 のひも ちかきる丁のひも 464-14

明石 ー66 ひきならされたる 464-ー4

明石 ー67 ことをさへや 465 -2

明石 ー68 むつことを 465 -4

明石 169 あけぬ夜に寄 465 -5

明石 ー70 さうしのうちに 465 -7

明石 ー71 そひえて 465 -9

明石 172 夜のなかさも 465 -ー0

明石 173 御文 465 -ー2

明石 174 こ ろゝのをに 465 -ー2

明石 175 宴にも 465 -13

明石 176 物いひさかなき 466 -ー

明石 177 されはよと■ 466 -2

明石 178 まつことにす 466 -3

明石 179 あなかちなる 466 -6

明石 180 まことやから 4 66 -9

明石 18 1 かうきこゆるを かうきこゆる 466 -ll

明石 18 2 ちかひしことも 4 66-ー2

明石 183 何事に付ても 466-12

明石 ー84 しほ + + と寄 466-ー4

明石 185 おもひあはせらるゝ 467-ー

明石 186 うらなくも寄 467 -3

明石 187 おいらか 467 -3

明石 188 今そまことに 467 -5

明石 ー89 やんことなき 467 -10

明石 ー90 ゑをさま + + 467 -12

明石 ー91 日記の- 日記 の 日記の● 468 -ー

明石 ー92 いかなるへき 468 -2

明石 193 としかはりぬ 468 -2

明石 ー94 内に 468 -2

明石 195 たうたいの御子 468 -3

明石 196 ニに成給ヘる ニに成給へは 468 -4

明石 ー97 東宮にこそ 468 -5

明石 ー98 つゐのことゝ 468 - 1

明石 ー99 みな月はかり 469 -I

明石 200 あやしう物おもふ 469 -3

明石 20 ー おもひの外に 469-4

明石 202 月もたちぬ 469-8

明石 203 ほとさヘより はとさヘ より 469-9

明石 204 むつかるめり 469 -10

明石 20 5 少納言 469 -ー2

明石 20 6 あさつてはかり 469 -ー4

明石 20 7 めさましう 470 -ー

明石 20 8 しほやく 470 -8

明石 20 9 このたひは寄 470 -ー0

明石 2 ー0 かきつめて寄 470 -12

明石 2 ーー 真にうちなきて 470 -12

明石 212 ーこと 47 1'ー

明石 213 さし入たり 47 ト3

明石 214 みつから 47 1-3

明石 215 入道の宮 47 1-5

47 1-7

47 1 ー1

47 いー3
472 -1

4 72 -I

明石 2ー6 これはあくまて

明石 2ー7 きんは又

明石 218 なをさりに寄

明石 219 あふまての寄

明石 220 此音たかはぬ

■明石 221 打すて 寄ゝ 4 72-5

明石 222 年へつる寄 4 72-6

明石 223 打思ひける 472 -6

472 -7

472 -ーー

472 -ー3

473 -1
473 -3

473 -5

明石 224 心しらぬ人は
■明石 225 されと何かは

明石 226 みそひつあまたかけ

明石 227 ゆヘづきて

明石 228 よる波に寄

明石 229 かたみにそ寄
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写本･刊本項目対照表

I ｣

4 73 -ll
萌■着

23 0 n>
世をうみに寄

▲き1

明石 23ー 心のやみ 4 73-1
明石 23 2 うちあかみ 4 73-14
明石 233 おもひすてかたき 4 73 -14
明石 234 た こゝの栖 4 74 -1
明石 235 都いてし寄 4 74 -3
明石 236 よろほふ 4 74 -4
明石 23 7 わりなき事 474 -6
明石 23 8 ひか + + しきに 474 -8
明石 23 9 おほしすつましき 474 -8
明石 ■ 240 いつしかいかて 474 -ll
明石 24 ー ほけられ て 474 -ー3
明石 24 2 行道する物 は 475 -2
明石 243 所せう 475 -9
明石 244 かひなき物と 475 -8
明石 24 5 ヘがれたる 475 -9
明石 24 6 又かのあかす別し 475 -ー0
明石 24 7 身をはおもはす 475 -13
明石 24 8 かつみる 476 -ー

明石 24 9 もとの位に 476 -2

明石 250 かすより外 かすの外 476 -3

明石 25ー かれたりし木の 476 -4
明石 252 ねかひまさりて ねひまさりて 476 -6
明石 253 十五夜の月 476 -ーー
明石 254 物心ほそう 476 -12
明石 255 あそひから 476 -12
明石 25 6 わたつうみに寄 476 -ー4
明石 257 宮柱寄 477 -2
明石 ■ 258 院の御ため 477 -3
明石 259 春宮 東宮 477 -3
明石 2 60 かヘるなみ 477 -7
明石 26 1 なけきつゝ寄 477 -10
明石 262 そちの女五せち 477 -10
明石 263 あひなう 477 -10
明石 264 まくなき 477 -ll
明石 265 すまのうらに寄 477 -13
明石 266 見おほせては 477 -ー4
P明石 267 かヘ りては寄 478 -ー
明石 268 花散里なとに 478 -3
…零標 ■ 1 さやかにみえ給ひし 483 -I
浮標 2 み八講 三八講 483 -3
浮標 3 おほきさき 483 -4
浮標 4 心やみ 483 `4
…零標 5 ものゝむくひ 483 -5
…零標 6 あひなくは ■ 483 -10
浮標 7 人に思ひおとし 483 -ー4
浮標 8 契ふかき 484 -6
浮標 9 みかたち 484 -8
滞積 10 なとて 484 -ー0
清標 1ー 東宮 484 -ー3
浮標 12 ■ うちにも■ 485 -2
浮標 ー3 国ゆつり 485 -ヰ

浮標 14 かひなき
くナシ〉(ー3注ノ後半ニ ､ 写本 ー4注ノ

一部ヲ含ム )
485 -5

清標 ー5 坊には 485 -6
浮標 ー6 かすさたまりて 485 -7
清標 ー7 そくには 485 -9
浮標 ー8 ちしのおとゝ摂政 ち のゝおと △ゝ摂政 4 85 -9
…零標 19 ゆつりきこえ 485 -ー0
浮標 20 人の国にも 4 85-ー1
淳標 2 1 去ためし 4 86-1
浮標 22 六十三 486 -2
浮標 23 四君 4 86-4
浮標 24 高砂うたひし君も 4 86-5
浮標 25 大殿 はら 大殿ばらの 4 86-8
…零標 26 内〈旬〉春宮 内句春宮 48 6-8
浮標 27 こ姫君 48 6-8
浮標 28 幸人 48 6-13
薄標 29 中将 中務 中将△△中務 48 7-ー
清標 30 ひんかしなる宮 48 7-3
清標 3ー 御せうぶん 48 7-3
清標 32 心くるしけ 48 7-5
汚標 33 わする■ゝ時なけれと 48 7-6
薄標 34 三月十六 日 487 -8
浮標 35 すくよう 48 7-ll
浮標 ■ 36 中のおとりは大政 中のおとりは△大政 48 7-ー1
…零標 ■ 37 中のおとりはらは 487 -ー2
薄標 38 かみなき位 48 7-ー3
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写本･刊本項目対照表

述 ▲J
世 の わ つ らわ しき

a
蕎 護 ■◆=やr◆

3 9 4 8 8 -1
1, 亦
浮 標 4 0 当 代 4 8 8 -ー
1, 不

濡 標 4ー み つ か ら 4 8 8 -2
l1 刀く
淳 標 4 2 あ ま た の 御 子 4 8 8 -2
1丁不
浮 標 4 3 さう人 の こと 4 8 8 -5
=0 V f0
浮 標 4 4 せ ん じ 4 8 8 -1 2
l, 柿
浮 標 4 5 この あ た り 4 8 9 -2

1つ,i;
浮 標 4 6 忍 ひ ま き れ て 4 8 9 -4
■｢】不
浮 標 4 7 さは い へ と 4 8 9 -4

710
浮 標

4 8 あ や しう 4 8 9 -6

=?>V R
浮 標

4 9 さす か に 4 8 9 - 1ー
1, 罪
浮 標 5 0 と りか ヘ し 4 8 9 -ー2
1ラボ
浮 標 5 1 か ね て よ り寄 4 90 - 2
1】7S0
浮 標 5 2 うち つ け の 寄 4 90 -4

lT, 罪
浮 標 5 3 な れ て は 4 90 - 4

W f
浮 標 54 い た し 4 90 - 4

1, 罪
浮 標 55 御 は か し 4 9 0 - 6

｢, 罪
浮 標 56 か ヘ す + + 4 9 0 - 1 0

f iW
浮 標 5 7 い つ しか も 寄 4 9 0 -ー2

11 不
浮 標 5 8 そ な た ヘ む き て ■ 4 9 0 -1 3

JK
浮 標 5 9 け に か し 4 9 1 -2
lT7 不
浮 標 60 こもち の 君 4 9 1 -4

^ IU l=
浮 標 6ー 御 を き て の 4 9 1 -6

1丁不
浮 標 6 2 とくま い り 4 9ト 7

1丁7T;
浮 標 6 3 ひ と りして 寄 4 9 1 -9

lT7 刀く
浮 標 6 4 さこそ あ れ 4 9 1 -l l

"TIU lォ
浮 標 6 5 ね ち け た る 4 9 1 - l l

｢つ不

浮 標 6 6 さもお は せ ん と
写 本 6 5注 ノー 部 デ ア ル ガ ､

資 料 稿 デ 仮 ニ 立 項 ○
4 9 1 'ー2

浮 標 6 7 打 ゑ み て 4 9 2 -3

1,
浮 標 6 8 そ よ た か な ら は し 4 9 2 -3

1, 不
浮 標 6 9 人 の 心 よ り外 4 9 2 -3

1, 不
浮 標 7 0 年 比 あ か す 4 9 2 -5

TサT K
浮 標 7 1 す さひ に く欠 〉 4 92 -7

-n V F
浮 標 7 2 お も ひ や りこと く欠 〉 4 9 2 -7
｢】不
浮 標 7 3 ひ か 心 え く欠 〉 4 9 2 -8
TiU l*
浮 標 7 4 あ は れ な りし く欠 〉 4 9 2 - 10
-n V K
浮 標 7 5 まの み し ほ の 見 し句 く欠 〉 4 9 2 -ー1
1】不
浮 標 7 6 我 は 又 な く 4 9 2 -ーー

｢丁′､
浮 標 7 7 わ れ は 我 と 4 9 2 -1 3

T>I=T:
浮 標 78 心 わ け 4 9 2 -1 3

｢】′
浮 標 7 9 あ は れ な りし 4 9 2 -ー3

浮 標 8 0 思 ふ とち 昔 4 9 3 -ー

浮 標 8 1 何 とか や
古 活 字 本 ハ 7 0一→( 8 1- 8 6 )

"7 6ノ順 二 ア リ
4 9 3 -1

浮 標 8 2 た れ に よ り寄 4 9 3 -3

浮 標 8 3 命 こそ か な ひ 4 9 3 -3

清 標 8 4 心 を か れ しとす る もた ゝー 故 と は
心 を か れ しと△ す る もた ゝ

- 故 とは ‖ ■

4 9 3 -5

浮 標 8 5 か の す くれ 4 9 3 -6

汚 毒 8 6 い か に 4 9 3 -9

一�"g&W E& m 8 7 何 事 も い か に か ひ 4 9 3 -9

浮 標 8 8 わ か 御 す くせ 4 9 3 -ー3

清 標 8 9 うみ 松 や 寄 4 9 4 -3

浮 標 × 8 9 + くナ シ 〉(8 9注 ノー 部 ) くナ シ 〉(△ 1字 下 ゲ ●8 9注 ノー 部 ) 何 の あ や め も

浮 標 9 0 い け るか ひ 4 9 4 -5

清 標 9 1 女 君 4 94 - 8

浮 標 9 2 岩 ほ の 中 4 94 -ー0

浮 標 9 3 これ は 4 94 -ーー

清 標 9 4 こめ き 4 94 - l l

浮 標 9 5 き ゝ所 あ る き く所 有 4 94 -ーー

浮 標 9 6 名 残 とゝめ 4 9 4 - 13

4 9 4 - 1 4浮 標 9 7 心 の うち に

浮 標 9 8 数 な らぬ 寄 4 9 5 - 4

4 9 5 -4

4 9 5 -7

4 9 5 -7

4 9 5 -8

4 9 5 -9

4 9 5 -1 0

4 9 5 -l l

4 9 5 - 12

4 9 5 - 14

4 9 6 -ー

4 96 -5

4 96 -6

4 96 - 7

4 96 - 10

浮 標 9 9 よ ろつ に お もふ 給 ヘ

浮 標 1 0 0 な か や か に

浮 標 ー0 ー うらよ りを ち に

浮 標 ー0 2 ま ことは か くま て

浮 標 1 0 3 か は か り

浮 標 10 4 よ うこそ

淳 標 10 5 手 な との い とゆ ヘ づ き て

浮 標 ー0 6 か くこの

浮 標 ー0 7 御 め お とろ く

浮 標 ー0 8 五 月 雨 つ れ + +

浮 標 ー0 9 女 御 君

清 標 1 10 えん な る

滞 積 1ー1 は しち か う

…零標 ーー2 水 鶏 た に 寄
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= 茅JP≡li■‥浩E]垂 偲 :2S｣.M * ォ ≡ 半キー:.ォ*v=t-;i 仁LU I十 ㌧* ケ
a斉 藤 ー13 とy + + ic 屯 一 一▲ B 蒜●■′ =真 ■■謀甑 ■ゝ望J柴

496 -ll
浮 標 ー14 をしなヘ て寄 496 -ー3
清 標 ー15 空 なゝか めそ 497 -2
…零標 116 なとてたくひ あらし 497 -2
浮 標 ーー7 れ いの 497 -3
清 標 118 いとか たきことにて 497 -6
浮標 1ー9 おや は よろつ に 497 -7
浮標 ー20 さる人の 497 -8
浮標 ー2 1 かの 院 の 497 -9
…零標 122 す りや うな とを 497 -10
清標 123 中 + + 497 -ー2
…零標 124 東 宮 の 御 母 498 -ー
浮標 ー25 幸 に て放 いて ゝ 4 98 -2
…零標 P ー26 この御 との ゐ所 4 98-3
浮 標 127 入 道 后 の 宮 4 98-5

浮 標 128 太 上 天皇 になすらヘ て 太 上 天 皇 に 4 98-6
浮 標 ー29 よの 人 も 4 98 -12

■浮 標 ー30 兵 部 卿 の 御子 498 -ー2
浮 標 ー31 入 道 の 宮 は 499 -ー
浮 標 132 世 中 499 -2
清 標 133 権 中 納 言 499 -3
浮 標 134 なか の 君 499 -4
浮 標 ー35 いか しゝ給 は ん とす らん 499 -5
浮 標 13 6 その 秋 住 吉 に 499 -6
清 標 ー3 7 願 とも 499 -6
浮 標 13 8 ことしさは る 499 -9
浮 標 13 9 岸 にさし 499 -ー0
汚 標 140 かん たか ら 499 -ll
浮 標 14 ー が くにん とをつ ら 499 -ll
浮 標 142 す くせな か ら 500 -ー
浮標 ー43 色 ふ しに 500 -2
浮標 ー44 何 の つ み ふ かき 500 -3
浮 標 145 うへ の きぬ 500 -6
浮 標 ー46 六 位 の 中 にも 500 -6
浮 標 147 か の 賀 茂 の み つか き 500 -6
浮 標 148 右 近 の せ うもゆ けい 500 -7
薄 標 149 おな しす け 500 -8
浮 標 150 あか ぎ ぬ 500 -9
浮 標 15ー 河 原 の おとゝ 500 -ー3
浮 標 152 馬 ぞひ 50 ト3
薄 標 ー5 3 れ いの 大 じん 50 1-6
清 標 15 4 神 も見 いれ 50 1-7
清 標 ー5 5 あか らさま に 50 ー■13
浮 標 ー5 6 住 吉 の寄 50 ト 14
清 標 15 7 あらか りし寄 502 -2

■清 標 158 神 の しるへ 502 -4
浮標 159 難波 の は らヘ 502 -6
清標 ー60 七瀬 502 -6
浮 標 16 1 ほ り江 502 -7
清 標 162 いまは たおな し 502 -7
浮 標 163 つ か み しか き 502 -9
浮 標 164 み お つくし寄 502 -12
清 標 ー65 露 は か り 502 -13
…零標 166 か す ならて寄 503 -2
清 標 167 田蓑 嶋 にて 503-2

浮 標 168 夕しほ みち て 50 3 -3

浮 標 169 露 けさの 寄 50 3-6

浮 標 170 みち のま ゝ 503 -6

浮 標 17 1 あそ ひとも 503 -7
き零標 172 され といて や 503 -9
清標 173 なの めな る 503 -9
浮標 ー73+ く欠 〉◆ をのか 心 をや りて 503 -ーー
浮 標 ー74 又 中 + + 503 -13
清 標 ー75 いまや 京 に 503 -14
清 標 176 鳴 こきはなれ 504 -2
淳 標 ー77 斎 宮 斎 宮 御 代 一 度 に 504 -5
浮 標 ー78 む か した に 504 -7
浮 標 179 わ た り 504 -8
清 標 ー80 わ か 心 なか ら 504 -9
滞 積 ー8 ー い か にね ひ ■ 504 -ll
浮 標 ー8 2 み や ひ か 504 -12
浮標 ー83 す いたる 504 -ー3
薄標 184 か け + + 505 -2
■浮標 ー85 お とろきなか ら 505 -4
浮標 186 たえ ぬ心 さしの 505 -7
浮標 187 斎 宮 の ことを 505 -9
浮標 ー88 とさまか うざま 505 -ーー
浮標 189 か ゝる御 幸 なくて 505 -12
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′■≠■<くirsSa 祭ロY▲{◆､ ぎ泣L■…Sli′◆=■ゴ■ニーm *r宍廿 蓮 X1舶篭

薄 穣

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

● 標

■■■熊■■≠恵±)■■､◆■V漂覇
19 0

"
い とか た き こ と

心 } 5 0 6 - 1

ー9ー ま して お も は し 50 6 -3

1 9 2 うき 身 を 50 6 - 4

ー9 3 あ ひ な くも 50 6 - 6

1 9 4 よ しを の つ か ら 5 0 6 - 8

1 9 5 宮 な らん か し 5 0 6 -ー3

ー9 6 け た か き物 か ら ひ そ び や か に 5 0 7 -1

1 9 7 い とくるしき 5 0 7 -3

滞 不

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

､ 標

ー9 8 ち か く参 た る 5 0 7 -4

ー9 9 思 ひ 侍 る事 を 5 0 7 -7

2 0 0 か ゝる 御 ゆ い こん の 5 0 7 -9

2 0 ー 古 院 の み こた ち 5 0 7 -9

2 0 2 お な しみ こ の 5 0 7 - 10

2 0 3 あ つ か ふ 人 も 5 0 7 -ー2

2 0 4 ふ るき 斎 宮 5 0 8 -2

2 0 5 御 み つ か ら 5 0 8 -3

20 6 な に 事 も 5 0 8 -4

20 7 に よ別 当 して 50 8 -4

清 不

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

20 8 た の も しけ に 5 0 8 -6

20 9 み す お ろ して 5 0 8 -8

2 1 0 み つ か ら くナ シ 〉(2 0 9注 ノー 部 ) 5 0 8 -ー0

2 1ー ふ りみ た れ 苛 5 0 8 -ー4

2 1 2 空 の 色 の か み 5 0 8 -1 4

2 1 3 消 か て に 寄 5 0 9 -5

2 1 4 よ に つ ゝま し よ に つ ゝま し△ よ は よ に つ ゝま し
整 版 本 ､ 見 出 シ ト注 記 ノ間

ガ 狭 クホ ボ 連 続 シテ ィル ○
5 0 9 -5

浮 標 2 ー5 下 絵 ひ し 下 絵 ひ し△ 斎 宮 の 下 絵 ひ し 整 版 本 ､ 見 出 シ ト注 記 ノ間

ガ 狭 クホ ポ 連 続 シテ ィル ○
5 0 9 -6

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

清 標

浮 標

浮 標

清 標

浮 標

浮 標

浮 標

浮 標

2 1 6 か た しけ な くとも 5 0 9 - 13

2 1 7

2ー8

は な れ 奉 らぬ 5 10 -4

この 人 しれ ぬ こ の 人 しれ ぬ も 5 10 - 5

2ー9 御 お や 心 5 10 - 7

2 2 0 わ か 御 心 もい か ゝ 5ー0 ■7

2 2ー あ か れ 5 10 - 1 0

2 2 2 下 つ か た 5 1 0 -l l

2 2 3 山 寺 の 5ー0 ●ーー

2 2 4

2 2 5

高 下 人 に 5 1 1 -2
I
院 に も 5 1ー■5

2 2 6 い つ か しか りし は 5 1 1 -5

2 2 7 斎 院 5 1 1 -7

l1 不
清 標 2 2 8 うヘ は い とあ つ しう 5 1 1 -9
-n i?K
浮 標 2 2 9 入 道 の 宮 に そ 5 1ト ー4

■■ー】不
浮 標 2 3 0 か う+ + か ら 5 1 1 'ー4

-ralTJ*
清 標 2 3 1 心 に も の こす ま しう 5 12 -5
｢1 不
浮 標 2 3 2 か の 恨 の か の 恨 5 12 - 7
1】不

浮 標 23 3
物 の 心 しる 人 は さふ らは

れ て も よ くや

物 の 心 しる 人 は さふ ら は れ て も よく

や ‥ ■
物 の 心 5 1 2 -9

清 標

浮 標

23 4 御 定 な と 5ー2 ●9

2 3 5 い とよう 5ー2 -1 0

浮 標 2 3 6 ゆ い ご ん 5ー2 -1 0

浮 標 2 3 7 態 も
iiiiiiiiiiiiiiiii ii-

5 1 2 -1 2

5 1 2 -1 4
I 2 3 8 ほ しー ､ t の ほ ー ､し
yjO

清 標 2 3 9 とさ ま か うさま 5ー2 ●ー4

｢, 柿
清 標 2 4 0 よ の 人 や 5 13 -2

浮 標 2 4 1 女 君 5 13 -3

5 13 -4
- 2 4 2 ､ ふ v > (2 4 ia / - g

｢, 罪
清 標 2 4 3 入 道 の み や 入 道 の 宮 5 13 - 5

1313K
清 標 2 4 4 大 殿 の 御 子 に て 5 13 - 7

-n iJF
浮 標 2 4 5 み あ そ ひ 5 1 3 - 9

- 2 4 6 宮 の な ､の 5 1 3 -9
lT7 不
清 標 2 4 7 お とな しき 5 1 3 -1 0

�"m ?it
浮 標 2 4 8 い とうれ し 5 1 3 -1 0

1つ不
清 標 2 4 9 あ つ しく 5 1 3 -1 3

TI 不
清 標 2 5 0 す こしお とな ひ て 5 1 3 -1 4

l1 *
蓬 生 ー も しほ た れ つ ゝ 5 1 9 -ー

5 1 9 - 1

5 19 -2

5 ー9 ■4

5 19 -4

5 19 -5

蓬 生 2 さて も わ か 御 身 の
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-蓬 生 3 な りしか
iiiiiiiiiiiiii iiiiiiiii ii-

注 釈 ナ シ ○

蓬 生 4 竹 の こ の よの

蓬 生 5 とき + +

蓬 生 6 中 + + か ら ひ た ち ま て 中 + + か ら

蓬 生 7 ひ た ち の み や の - ひ た ち の 宮 の ひ た ち の 宮 の ■ 5ー9 ■7

蓬 生 8 い か め しき
iii iii ii iiiii-

5 1 9 -9

5 1 9 -ー1
蓬 生 9 大 空 の

蓬 生 ー0 な ヘ て の よ うく 5ー9 -1 2
蓬 生 1ー 打 わ す れ た る や うに て 5 1 9 -1 3

蓬 生 ー2 さる か た に 5 2 0 -5

蓬 生 13 中 + + 5 2 0 -7

蓬 生 14 す こしもさ て あ りぬ ヘ き人 5 2 0 -7
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蓬生 15 おも示なけくへ し■∧ 玩
520 -7蓬生 ー6 もとより 520 -10

蓬生 ー7 狐の栖に 520 -10
蓬生 ー8 こたまなと 520 -ー2
蓬生 ー9 はなち給はせてんや 521 -1
蓬生 20 あないみしや 52ト 4 ■
蓬生 2 ー 御てうど 521 -6
蓬生 22 さる物ようして 521 -7
蓬生 23 れいは 521 -9
蓬生 24 そこそは 52トー0
蓬生 25 かろ+ + しき人の 52トー2
蓬生 26 おなしき 522 -2
蓬生 27 よもきふと云本 522 -4
蓬生 28 あけまき 522 -7
蓬生 29 は月野分 522-8
蓬生 30 ぬす人なと 522-ー0

蓬生 3ー ふよう
｢ふ｣ノ字母 ､ 整版本 ｢不 ｣､

古活字本 ｢婦 ｣○
522-1ー

蓬生 32 のらやふ 522-12
蓬生 33 つや かゝにかひはき 522 -13
蓬生 34 ちりは 522 -ー3
蓬生 35 御心をそく 523 -2
蓬生 36 わさとこのまし 523 -2

蓬生 37
からもりはこやのとし△か

くやひめ
からもり△はこやのとし△かくやひ

め 523 -6

蓬生 38 まさくり 523 -8
蓬生 39 題をもよみ 523 -8
蓬生 40 かんやかみ 523 -9
蓬生 4ー みちのくにかみ 523 -ー0
蓬生 42 せめて 523 -ー0
蓬生 43 今の世 523 -ll
蓬生 44 うるはしくそ △うるはしくそ (半字分下ゲ) うるはしくそ 523 -13
蓬生 45 斎院 △斎院 (半字分下ゲ ) 斎院 524 -
蓬生 46 すりやうの北方 524 -2
蓬生 47 ■しらぬ所よりは 524 -3
蓬生 48 をのれをは 524 -5
蓬生 49 もとよりありつきたる 524 -8

■蓬生 50 侍従も 524 -ー4
蓬生 5ー こちたきは 525 -1
蓬生 52 家あるし 525 -2
蓬生 53 ことよかる 525 -6
蓬生 54 やぶはら 525 -7
蓬生 55 えんじうけひけり 525 -8
蓬生 56 さるほとに 525 -8
蓬生 57 おもひ出給ふけしきみえで 525 -ー2
蓬生 58 年比あらぬ 525 -13
蓬生 59 もえ出る 525 -14
蓬生 60 かなしかりし 526 -2
蓬生 6 ー たひしかはら 526 -1
蓬生 62 わか身ひとつ 526 -3
蓬生 63 仏ひしりも 526 -5
蓬生 64 宮うヘ 526 -6
蓬生 65 みえぬ 526 -8
蓬生 66 ひたふるに 526 -9
蓬生 67 くつしたる 526 -10
蓬生 68 たけき事も たけき事に 526 -1ー
蓬生 69 たてたる 526 -1ー
蓬生 70 おいたつ 526-12
蓬生 71 猶かくかけはなれて 526-14
蓬生 72 わか身の 527-2
蓬生 73 山人のあかきこのみ 527-6
蓬生 74 ゆるすヘきにも 527-8
蓬生 75 かきつかん 527-10
蓬生 76 古院の御れう 527-10
蓬生 77 このぜんじ 527-12
蓬生 78 いける浄土 52 7-13
蓬生 79 仏ほさち 仏ほさつ 528 -I
蓬生 80 おも ちゝ 528 -7
蓬生 8ー ひたりみき 528 -9
蓬生 82 みつの道 528 -ーー
蓬生 83 いと はゝしたなく 528 -12
蓬生 84 かたちなと 528 -13
蓬生 P 85 ついヘにたれと 528 -13
蓬生 86 とりかヘつ 528 -14
蓬生 87 この人 529 -3
蓬生 8 8 なとかうか ら なとかう 529 -3
蓬生 1 89 年比も何かは 年比も 529 -6
蓬生 90

- ■■■■■■■■■■■■■
大将殿 529 -6
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写本･刊本項目対照表

■虫滋 窮秘1謹賀▲■J◆Y■P′ 左M SSS ▼≠こ榊 だ守さ■■
P■毒 .a

9 ー
1弊煎男■■右■拭◆f-:-~0"L■▼■▼賀≡ミ′J■′#l=妻毒◆m妻≒■就くPJ=≒▲■至■Xrた■1一l<J坊顎◆
かすならぬ身 識 ノ満 票薦■■■ ■耕L Y529 -9

蓬生 92 世に似ぬ 529 -ー3 ■
蓬生 93 いける身 529 -14
蓬生 94 兵部卿 530 -3
蓬生 95 さらは先 530 -ー0
蓬生 96 中に見給ふ 530 -ー2
蓬生 97 みなれ衣も 530 -14
蓬生 98 ■ 年ヘてなれし 530 -14
蓬生 99 九尺よ 53 ト 1
蓬生 100 くのゑ 53 1ー3
蓬生 10ー 一重ぐして 53 1-3
蓬生 102 たゆましき寄 53 1-5
蓬生 103 こま のゝ 53 1-5

蓬生 104 この人も 此人も(半字分上ゲ) 此人も 53 1-8

蓬生 ー05 遺言は 遺言は (半字分上ゲ) 遺言は 53 1-8
蓬生 106 玉かつら歌 玉かつら寄 (半字分上ゲ) 玉かつら寄 53 ー 11
蓬生 107 都人さへ 老人さヘ 53 ト 14

蓬生 108 をのか 532-1

蓬生 109 こしのしら山 532-4

蓬生 ー10 まきらはしつる 532-6

蓬生 ー11 ちりかましき 532-6

蓬生 ーー2 めつらし人に 532-7

蓬生 113 としか はりぬ 532-ーー

蓬生 114 かたもなく 532-14

蓬生 115 風につきて 533-2

蓬生 1ー6 〔橘 にはかはりて〕 橘ならね と 云ゝ心欺

写本ハ注ニ｢橘ならねとゝ

云心欺｣トアリ○見出シヲ欠
クガ､ 資料稿デハ私ニ補

533-2

蓬生 117 はやう 533-5

蓬生 ーー8 さしいてゝ 533-3

蓬生 119 しか侍と 533 -6
蓬生 ー20 尋よりてを 533 -8

蓬生 ー2ー ひるねの夢 533 -10

蓬生 122 なき人を寄 533 -ー4

蓬生 123 人住気も 人位 げも 注釈ナシ○ 534 -2

蓬生 ー24 されとおほしわくましき 534 -6

蓬生 ー25 もしきつね 534 -9

蓬生 ー26 かはらさまならは か はらぬさまならは 535 -9

蓬生 ー2了 ゆへある 535 -ー1

蓬生 128 尋てもの寄 536 -2

蓬生 ー29 むまのむちして 536 -3
蓬生 ー30 みかささふらふ 536 -4
蓬生 13ー むとく 536 -6
蓬生 ー32 かうのからひつ 536 -10

蓬生 ー33 とし比 から 536 -12

蓬生 ー34 さしもおとろかひ 536 -13

蓬生 135 杉ならぬ 536 -14

蓬生 136 か るゝ葺かくれ 537 -3
蓬生 ー37 おほしゆるすらんは 537 -5
蓬生 138 いひしにたかふ 537 -6
蓬生 ー39 つき+ + 537 -9
蓬生 140 ひきうヘし 537 -9

蓬生 141 御 身の 537 -ーー◆

蓬生 142 藤なみの寄 537 -12

蓬生 143 ひなの 537 -ー3

蓬生 144 又年へ給ひつらん ■ 538 -ー

蓬生 ー45 かつはあやしく 538 -2
蓬生 146 としをヘての寄 538 -3
蓬生 147 あたり+ + 538 -6

蓬生 ー48 うへのみるめよりは 538 -7

蓬生 149 塔こほち 538 -8

蓬生 150 さるかたにて 538 -10

蓬生 151 御 目うつし 538 -13

蓬生 152 まつり御 けい 538 -ー4

蓬生 ー53 かうたつね 539 -4

蓬生 154 二条院 539 -5

蓬生 155 をき所なきまて 539 -8

蓬生 156 なけの御すさひ 539 -9

蓬生 157 心はへなとはた 540 -1

蓬生 158 物の思ひやり 540 -4

蓬生 ー59 みとりて ■ 540 -9

蓬生 160 二とせはかり 540 -9

蓬生 161 大武北方 540 -13

蓬生 ー62 いますこし 540 -14

蓬生 × ー63 上陽人ヲ新楽府ニ作
〈ナシ〉(写本ノ注内容ヲ162注ノー

部ニ含ム)
関屋 ー 古院かくれさせ 547 -1

関屋 2 つくはね 547 -3
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写本･刊本項目対照表

ユ ≡……- ∨◆▲放■■■ 鈷窪 臓 岸′ ▼V轍 洋渡 ≦◆◆

書謝■■目礼､Ll
関屋 3 ーー tm

京にかヘ リ
玩

5 47 -5関屋 4 関入 日 54 7 -5
関屋 5 石山 54 7 -6
関屋 6 この殿 54 7-7
関屋 7 あはた山 54 7-10
関屋 8 車 ともかきおろし 車ともかきおろし‥● 547 -ー1
関屋 9 をくらかし 547 -ー2

関屋 ー0 斎宮の 547 -ー4

関屋 1ー 何そやう 547 -14
関屋 12 関屋よりさとはづれ 548 -3
関屋 13 負 + + のあをの 548 -4
関屋 ー4 御車 はすたれ おろし 548 -5
関屋 ー5 かのむか しの小君 548 -5
関屋 16 けふの御関迎 548 -6
関屋 17 ゆくとくと寄 548 -10
関屋 ー8 家人 549 -
関屋 ー9 とけて 549 -3
関屋 20 �"H lア 549 -6
関屋 21 わくらはの寄 549 -8
関屋 22 せきもり 549 -8
関屋 23 にくまれん 549 -ー0
関屋 24 おほしのく 549 -ー■ー
関屋 2 5 えしのはれすや 550 -ー
関屋 26 あふ坂の関や歌 あふさかの関屋 550 -3
関屋 2 7 たゝこの君 550 -6
関屋 28 のこしをく玉しゐ 550 -10
関屋 2 9 情つくれと 550 -13
関屋 30 身ひとつ 550 -ー4
関屋 3 1 いとあさましき 551 -3
関屋 3 2 いかてか 5■5い 6
関屋 33 あひなのさかしらやなとそ 55ー■7
絵合 1 せん斎宮 557 -ー

絵合 2 中宮 557 -ー
絵合 3 とりたてたる 557 -1
絵合 4 二条院に 557 -2
絵合 5 御くし 557 -6
絵合 6 百ぶ 557 -7

絵合 7 さしくし
くナシ〉(写本ノ注内容ヲ8 注ノー部

二含ム )
557 -12

絵合 8 たゝくしの はこのかたつかた
注ノ後半 ､ 整版本 ■古活字

本ト写本 トデ異ナル○
557 -10

絵合 9 心 は 557 -12
絵合 10 別路 に寄 557 -13
絵合 ll 御覧 しつけて 557 -ー3
絵合 12 か るゝたかひめ 558 -2
絵合 ー3 つらしともおもふ 558 -5
絵合 14 とはか りは 558 -6
絵合 15 又御せうそこは 558 -7
絵合 16 いとあるましき 558 -10
絵合 17 しるしはか り 558 -ll
絵合 18 いにしヘを 558 -ー2
絵合 ー9 わかるとての寄 559 -2
絵合 20 とはか りや 559 -2
絵合 21 院のみありさま 559 -4
絵合 22 内はまた 559 -5
絵合 23 にくき事をさヘ 559 -6
絵合 24 すりの宰相 559 -8
絵合 25 よき女房 559 -ー0
絵合 26 あはれ 559 -ー1
絵合 27 さこそは 559 -13
絵合 28 中宮△薄雲 ‖■ 中宮うす雲 560 -ー
絵合 29 宮も 560 -3
絵合 30 人しれすおとな 560 -4
絵合 3 1 まうのほり 560 -5
絵合 3 2 こきてん 560 -6
絵合 33 あなたかち 560 -10
絵合 34 権中納言 560 -ll
絵合 35 その比 その比院ヘ 560 -13
絵合 36 斎宮の事を 560 -14
絵合 37 ■ おと もゝ 56 1-2
絵合 38 めてたしと 56 1-4
絵合 39 見奉り給ふまゝに 56ー■■7
絵合 40 兵部卿 56 ト9
絵合 4 ー ニ所 56 トー0
絵合 42 うへはよろつ 56 1-ll
絵合 43 ましてをかしけなる 56 1-14
絵合 43+ 〈ナシ〉(43 注ノー部 ) 筆うちやり 562 -1
絵合 44 いましめて 562 -5

-66



写本･刊本項目対照表

■講■≦
4 5

rー;.3t :∴ 十4*1* ▲㌧+ + ■L蕪毒1賀■J■事■遠童琵■■亭SSteasS'i≒〉覧■一～ ■ ■忙 & M .̂ -0 :^ ^ J,$ & & 'M
≦J■書

縫 合

絵 合

絵 合

絵 合

絵 合

絵 合

絵 合

絵 合

絵 合

絵 A

n ‖
月 な み の ゑ 5 6 2 -8

4 6 又 こな た に て も 5 6 2 -8

4 7 心 や す くも 1 5 6 2 -9

4 8 な や ま し 5 6 2 -1 2

4 9 女 君 5 6 2 -ー4

5 0 長 恨 歌 王 昭 君 長 恨 歌 △ 王 昭 君 5 6 3 -ー

5 1 ことの い み 5 6 3 -2

5 2 こだ ひ 5 6 3 -2

5 3 か の た ひ の 5 6 3 -2

5 4 御 心 ふ か ゝらて 御 心 ふ か ゝらて い ま み ん 御 心 ふ か ゝらて 5 6 3 -4

5 5 とりか ヘ し 5 6 3 -5

5 6 ひ とりゐ て 寄 5 63 - 8

ーコ
n t

5 7 うきめ み し寄 5 63 - 1 0

■コ
絵 A

5 8 中 宮 は か り 5 63 -10
ーコ

絵 A 5 9 か た わ 5 6 3 -ーー

■コ
絵 A 6 0 さす か に 5 6 3 -1ー

■コ
0 -A -0 .03 6 1 弥 生 の ー や よ ひ の や よひ の ー 5 6 3 -1 4

ロ
絵 ム 6 2 梅 つ ほ 5 6 4 -5

ーコ
絵 A 6 3 い ま め か しき 5 6 4 -7

■コ
& ｣ 64 こよな くま され り 5 6 4 -7

■コ
絵 ム 6 5 左 み き と 5 6 4 -1 0

ーコ
絵 A 6 6 へ い な い しの す け 5 6 4 -1ー

【コ
絵 ム 6 7 ゆ うそ く 5 6 4 -1 3

■コ
絵 ム ■ 6 8 た け とりの お き な 5 6 4 -ー4

ーコ
絵 ム 6 9 うつ ほ 5 6 5 - 1

【コ
絵 合

絵 合

絵 合

絵 ム

7 0 か くや ひ め か くや ひ め - 5 6 5 -2

7 1 お も ひ の ほ れ る 5 6 5 -2

7 2 か しこき ひ か り 5 6 5 -6

7 2 + くナ シ 〉(7 2注 ノ■ 部 ) 安 陪 5 6 5 ⊥6

■コ
絵 ム 1 2 0 〈ナ シ 〉(7 2注 ノー 部 ) 火 鼠 5 6 5 - 7

■コ
絵 ふ × 7 2 + + + くナ シ 〉(7 2 注 ノ- 部 ) か くや 姫 の も の か た り可 { / レ}見

ーコ
絵 ふ 7 3

′ ゑ は こせ の 56 5 - 9

【コ
絵 ム 7 4 か ら の き を は い し 5 6 5 - 9

【コ
絵 A 7 5 した ん の ち く した ん の ち ゝ 5 6 5 -1 0

■コ
給 血 7 6 としか け 5 6 5 -ー0

n
絵 ム 77 行 け る か た 5 6 5 -ー2

ロ
絵 ふ 78 つ ね の りみ ち か せ 5 6 6 -1

【コ
絵 ム 79 ひ た りに は 其 理 な し ひ た りに 其 理 な し 5 6 6 -2

■コ
絵 ム 80 正 三 位 5 6 6 -2

ーコ
絵 ム 8 1 平 内 侍 5 6 6 -4

【コ
絵 合 ■ 8 2 伊 勢 の 海 の 寄 5 6 6 -6

絵 ム 8 3 撃 の うヘ の 歌 雲 の うヘ 寄 5 6 6 -9

【コ
絵 ム 8 4 ■コF 兵 衛 の 大 君 5 6 6 -9

03
絵 合 8 5 宮 5 6 6 -ー0

5 6 6 - 12.A . 8 6 み め こ そ 寄
【コ

絵 合 ■ 8 7 うへ の も 宮 の も 5 6 6 -14

絵 合 8 8 お ま ヘ に て この 5 6 7 -2

絵 合 8 9 え りと ゝめ 5 6 7 -

絵 合 9 0 紙 給 5 6 7 -6

絵 合 9 1 院 に も 5 6 7 -8

5 6 7 -9令 9 2 とし の うち の

絵 合 9 3 延 書 の 御 て つ か ら 5 6 7 -1 0

絵 合 9 4 き ん もち 5 6 7 - 12

絵 合 9 5 え ん に 透 た る 5 6 7 - 13

5 6 8 - 1絵 合 9 6 右 近 の 中 将 くナ シ 〉(△ 1 字 下 ゲ ｢左 近 の 左 近 の 中 将

絵 合 9 7 身 こそ か く歌
くナ シ 〉く△ 1 字 下 ゲ ｢身 こそ か くの

寄 ｣ )
身 こそ か くの 寄 5 6 8 -3

絵 合 9 8 昔 の か ん さし 5 6 8 -4

絵 合 9 9 しめ の うち 寄 5 6 8 - 6

56 8 - 9絵 合 10 0 お と ゝ も ■

絵 合 ー0 ー 院 の 御 給 5 6 8 - 9

絵 合 10 2 内 侍 の か ん 5 6 8 -l l

絵 合 10 3 そ の 日 と定 て 5 6 8 -1 2

5 6 8 -1 3

5 6 8 -1 3
絵 合 1 0 4 ひ た りみ き

絵 合 ー0 5 女 は うの さふ ら ひ

絵 合 ー0 6 左 した ん の は こ 蔓6 9 -1

5 6 9 -2

5 6 9 -3
絵 合 ー0 7 わ ら は 六 人

絵 合 ー0 8 あ か 色 に 桜 か さね の か さ あ か 色 に 桜 か さ ね の か ざ み 汗 杉

絵 合 1 0 9 右 は ち ん の は こ に 5 6 9 -4

5 6 9 -5絵 合 1ー0 わ ら は 青 色 に

絵 合 ーー1 山 吹 か さね
該 当 本 文 ナ シ ○資 料 稿 ニ

ハ 大 成 の 所 在 ニ ッ イテ ｢五

六 九 4 ■5 要 記 j トア リ○

5 6 9 -6

絵 合 1ー2 此 色 + +

絵 合 ー1 3 お ま ヘ に お ま ヘ に か き た つ 5 6 9暮6

絵 合 1ー4 うへ の 女 房 5 6 9 - 7

■7絵 合 ーー5 そ の 日 そ ち の 宮
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii -

5 6 9

暮ー3絵 合 ーー6 か み ゑ は か き り 5 6空
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写本.刊本項目対照表

{= : :: .
人の心に作たて

SHiTi▼JL ≡ ､斗ゞ怒､▲ir,!芋�"!=!:* キH LLlI n=-; - ▼〟琵▲●き完es*≡㍑
絵筈

ーー7 人ゐ心に作たてゝ 569 -14
絵合 1ー8 あさかれい 570 -3
絵合 ーー9 ふかう 570 -3
絵合 120 左は猶かすひとつ 570 -6

絵合 12ー さうのてに 570 -ー2

絵合 ー22 まほのくはしき 570 -ー2

絵合 123 こと+ + 570 -ー3

絵合 124 左のかつに 571 -1
絵合 ー25 物いとあはれ 571 -1
絵合 126 いはけなき 571 -3
絵合 127 院のゝ 57ー■4
絵合 128 いのちさいはひ 57ト 5
絵合 129 品たかく 57 -6
絵合 ー30 筆の行かきり 57トー1
絵合 13 ー かうすき+ + しき 571'ー3
絵合 132 何のさえも 571'ー4
絵合 133 碁うつことゝ 572 -2
絵合 ■ー34 をれもの をのれもの 572 -3
絵合 135 家のこの中 572 -4
絵合 136 文さい 5 72 -7

絵合 ー36+ くナシ〉 しやうのこと
注記ナシ○写本ハ 136注ト

ー3 7ノ行間ニアリ○
5 72 -8

絵合 ー37 まさなき 5 72 -ーー
絵合 ー38 廿あまり 廿日あまり 572 -ー3■
絵合 ー39 こなたはまた 572 -ー3
絵合 140 ふんのつかさ 572 -14
絵合 14 1 さはいへと 573 -1
絵合 142 うへ人 573 -2
絵合 143 又かさねて 573 -5
絵合■ 144 かのうら+ + 573 -6
絵合 145 是かはしめ 573 -7
絵合 ー46 かうもて 573 -9
絵合 ー47 うへの御心さし 573 -ー1
絵合 ー48 この御時より 573 -ー3
絵合 ー49 おとゝ 574 -ー
絵合 150 むかしのためしを 574 -2
絵合 151 此御世には 574 -4
絵合 152 しつみたりし 574 -4
絵合 153 御たうつくらせ 574 -8
絵合 154 末の君たち 574 -8
絵合 155 いとしりかたし 574 -10
松風 1 ひんかしのゐん 579 -1
松風 2 西のたい 579 -.1
松風 3 ま所 579 -1
松風 ■ 4 しんてん 579 -5
松風 5 やんことなききはのにさへ 579 -8
松風 6 ひたすらにも 579 -ー4
松風 7 昔はゝ君の 580 -ー
松風 8 さるヘき 580 -7
松風 9 すり 580 -7
松風 10 この春 この春比 580 -10
松風 1ー 御かけにかたかけて 580 -13
松風 12 をのつから 580 -ー4
松風 ー3 をひ + + 580 -14
松風 ー4 みつから 581 -
松風 15 かこか 581 -2
松風 16 御さう 581 -3
松風 ー7 民部 大輔 581 -3
松風 ー8 つなしにくき 581 -5
松風 ー9 はちふき 581 -6
松風 20 けん ▲ 58い 7
松風 21 いまーきは 58ト 12
松風 22 しか + + の 58ー■13
松風 23 いろひつかうまつる 582-1
松風 24 海つらに 582-3
松風 25 よしなからす は 582-4
松風 26 つくらせ給ふ御堂 582-5
松風 27 臆殿 の心 はへなとおとら 瀧殿の心はヘなとおとらす 582 -5
松風 28 これは 582-6
松風 28+ 〈ナシ〉(28注ノ. 部) いたはりは 582-7
松風 29 露のか らゝぬ 582-ーー
松風 30 おなしことのみ おなしことをのみ 注釈ナシ○ 582-ー4
松風 3ー ましてたるにより ましてたれにより 583 -2
松風 32 みなれそなれて 583-4
松風 33 もてひかめたる 583 -4

松風 34 〔ありはてぬ〕 くナシ〉(注内容ノミ33注ノー部 )
写本見 出シヲ欠クガ､ 資料

稿デハ私ニ補ウ○ 583-6

松風 3 5 わかき人 ■ 583 -7
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写本･刊本項目対照表

56 かヘる波 に よするなみに かヘるなみに松嵐 /Jヾl 583 -9

,

松風

37 こといみ 583 -ー2

松風

松風

松風

38 よるひかる よるひかりけん史記 日 よるひかる 583 -13

39 後夜より 583 -ll

40 入道にも 583 -ll

松風 4ー かく人に 583 -14

松風 42 行さきを寄 584 -3

松風 43 もろともに寄 584 -5

松風

松風

44 かう浮たる 584 -6

45 いきて又歌 いかで又寄 584 -8
ム
松風

46 をくりにたに 584 -8

松風 47 世中を 584 -ー0

松風 48 人の圃 584 -10

松風 49 身のつたなかり 584-12

松風 * 50 其かた おやの御かけを 585-3

松風 * 5 1 おやの御かけを 其かた 585 -1

松風 52 君のやう+ + 585 -3

松風 53 にしきをかくし にしきをかへし 585 -4

松風 54 うれしき 585 -7

松風 55 世をてらし 585 -ll

松風 5 6 山かつの心を 585 -12

松風 5 7 天にむまるゝ 585 -13

松風 5 8 うちひそみぬる■ 586 -3

松風 59 むかしの人も 586 -6

松風 60 住はつましき 住はつましく 586 -7

松風 6ー おもひつきせす 586 -8

松風 62 かの岸に歌 その岸に寄 かの岸に寄 ｢そ｣ノ字母 ｢ 曽｣○ 586 -10

松風 63 いくかヘり寄 586 -ーー

松風 64 むかしのこと 586 -ー4

松風 65 また 587 -

松風 66 御まうけの事 587 -3

松風 67 おほしたはかる 587 -3

松風 68 中 + + 587 -4

松風 69 御かたみのきん 587 -5

松風 70 身をかヘて 身をかへて寄 587 -9

松風 7ー 古郷に寄 587 -10

松風 ■ 72 中 + + しつ心 58 7-1

松風 73 かつらにみるヘき 587-ー3

松風 74 ■ かつらのゐんといふ所 588-2

松風 75 おの えゝさヘ ■ 588-3

松風 76 れいのくらヘ 588-5

松風 77 か りの御そ 588-7

松風 78 大とのはら 588 -1ー

松風 79 猶時よ 588 -12

松風 80 山くち 588 -13

松風 8 1 こゝにもいとさとはなれ 589 -3

松風 82 かのほいある 589 -3

松風 83 つくろふへき所 589 -5

松風 84 桂 院にわたり給 桂院にわたり給ひし 589 -6

松風 85 か るゝ所 か るゝ所ありはてすして■■■ 589 -10

松風 86 あかの具 590 -1

松風 87 つみかろく 590 -3

松風 88 御すみかを 590 -5

松風 89 又かしこには 590 -5
松風 90 すて侍し世を 590 -6

松風 9ー あら磯かけ 590 -9

松風 92 ふた葉の松も 590 -9

松風 93 あさき根さし 590 -10

松風 94 よしなからねは 590 -ll

松風 95 みこの住給ひける 5 90 -ll

松風 96 水 の音なひかことかましう 5 90 -ー2

松風 97 住なれし寄 5 90 -ー4

松風 98 いさらゐは寄 59 ー■2
松風 99 みてらに 591-3

松風 一oo 十四日五 日晦 日 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 59ー■3

松風 ー0 ー 月のあかきに 591-6

松風 ー0 2 有し夜 の 591-6
松風 103 おりすくさす 591 -7

松風 10 4 またしらへも 591 -8

松風 10 5 契しに寄 591 'ー0

松風 106 かはらしと寄 591 -ll

59ー■12

592 -ー

592 -1
592 -5 ‥

592 -7

592 -ー1
592 -12 ､

松風 ー07 にけなからぬこそは
松風 ー08 つみまぬかれなん

松風 109 又おもはん

松風 110 すくせこよなし

松風 1ー1 こ にゝも
松風 ー12 里遺しや

公風 113 はるかに
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襲癖 翻 棄鯉 義楽 観 強襲 :■群 *M .;ォf0--¥◆■

いつら句なと

蕪簸莞や 犠葬鵬 辞韓
m O

松風

r継 ウY

ーー4

l 盲
593 -1

松風 115 人心ち 593 -2

松風 116 上すめかし 593 -3

松風 1ー7 みこ 593 -5

松風 1ー8 さこそしつめつれ 593 -7

松風 1ー9 そぴやぎ 593 -8

松風 ー20 あなかちなる 593 -10

松風 121 かのとけたりし 593 -10

松風 122 やへたつ山は 594 -ー

松風 ー23 松もむかし 594 -1

松風 124 こよなしや 594 -2

松風 125 今ことさらに 594-3

松風 ー26 頭中将兵衛督 594-5

松風 ー27 山のにしき 594-7

松風 128 何かしの朝臣 594-8

松風 129 あまのさへつ り 594 -ーー

松風 ー30 小鳥しるしはかり 594 -ーー

松風 ー3 ー すん 594 -13

松風 ー3 ー+ くナシ〉(ー3 ー注ノー部) 絶句 ■ 594 -ー4

松風 132 おほみあそひ 594 -ー4

松風 ー33 けふは六 日の御物いみ けふは六日の物忌 595 -4

松風 134 いかなれはと 595 -5

松風 ー3 5 月のすむ寄 595 -8

松風 13 6 まうけの物 595 -10

松風 ー3 7 わさとならぬ 595 -ーー

松風 ー3 8 久かたの寄 595 -14

松風 ー39 所からかも みつねか所からかも 596 -ー

松風 140 めくり来て寄 596 -4

松風 141 うき雲に寄 596 -5

松風 ー42 左大弁 596 -5

松風 143 雲のうヘの寄 596 -7

松風 144 うるさくてなん 596 -7

松風 145 すこし打みたれて 596 -8

松風 146 おの えゝ 596 -9

松風 ー47 ものとも 596 -10

松風 ー48 近衛つかさの 596 -ー1

松風 ■ー49 その駒 59 6-12

松風 150 しゐとゝめて 59 7-4

松風 ー51 なすらひ 5 97-5

松風 152 我はわれとおほしめせと われはわれ とおほしなせと 5 97-5

松風 153 かしこヘ 5 97-7

松風 154 是やりかくし 5 97-ll

松風 155 せめてみかくし 597-14

松風 156 思ひなんわつらひ 598-3

松風 157 おなし心に 598 -3

松風 158 ひるの子か 598 -4

松風 159 つみなきさま 598 -5

松風 160 いはけなけなる下つかたも 598 -6

松風 ー6 1 おもはすにのみ 598 -7

松風 162 いはけなからん 598 -8

松風 163 ちこか ら 598 -9

松風 164 年のわたり 598 -12

薄雲 1 うはの空 603 -1

薄雲 2 君も 603 -2

薄雲 3 つらき所 603 -2

薄雲 4 いかにいひてか 603 -3

薄雲 5 かくてのみはひなき 603 -4

薄雲 6 はかまきの事 はかまきの事は 603 -5

薄雲 7 さおほすらん 603 -7

薄雲 8 中 + + にやつくろひ 603 -8

薄雲 9 うしろやすから 603 -9

薄雲 10 かしこには 603 -10

薄雲 1ー せん斎宮 603 -ー1

m m 12 けにいにしヘ 603 -ー3

薄雲 ー3 かの御心 に 60 4-4

薄雲 ー4 さりとならは 604-5

薄雲 ー5 何 心なき 604 -5

薄雲 ー6 はゝかたからこそ 604 -ll

薄雲 17 なりおとり給て 604 -13

薄雲 18 猶さしむかひたるは 605 -I

薄雲 ー9 かゝる人いてものし 605 -3

薄雲 20 思ひよはりにたる 思ひよはりにたり 605 -8

薄雲 2 ー とのも ■ 605 -8

薄雲 22 かひなき身に 605 -10

薄雲 23 日なととらせ 605 -12

薄雲 24 いみ しくおほゆヘき 606 -2

薄雲 25 つゐには 606 -4

薄雲 26 君もなく 606 -2
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rOi#0 ≠'�"&O300≡ニ ≡く■X芸WSSS1,ヨ000.-i.逆;iitiぢや故Jt竃甜ータ■■た≧■L r■撰■議 槻 ■こ

�"SH I
◆衰■W
27 さる人きー3 -･> ∵

606 -3
薄雲

薄雲

薄雲

28 きぬともの 606 -ー0
29 雪深み歌 雪ふかき寄 606 -14

607 -230 雪まなき寄

vm 3 ー れいは待 607 -3
薄雲 , 3 2 いなひきこえは 607 -4
薄雲 3 3 いとうつくしけ 607 -5
薄雲 34 此春よりおふす 607 -7
薄雲 35 あまそき 607 -7
薄雲 36 よ所の物に 60ラ●8

薄雲 3 7 何かかく 607 -ー0
薄雲 38 の給ひあかすを くナシ〉(37注ノー部) 607 -10
薄裏 39 みつからいたきて 607 -ー2
薄雲 40 かたことの萱 607 -12
薄雲 4ー 末 とをき歌 末とをき 607 -14
薄雲 42 おひ初し寄 608 -2

薄暮 43 さることゝは 608 -3

薄雲 44 めのと少将 608 -3

薄雲 45 御はかしあまかつ 608 -3
薄雲 46 人たまひに 608 -4

薄雲 47 いかにつみ 608 -5

薄雲 48 西おもてを 608 -

薄雲 49 物あひたる 608 -14

薄雲 50 いかにそやきすなき 609 -1

薄雲 51 心やすき 609 -2

薄雲 52 又やんことなき 又やんことなき人のちある 609 -5

薄雲 53 まいり給ヘるまらうと まいり絵ヘるまううと 609 -7

薄雲 54 たすきゆひ 609 -9

薄裏 55 身のおこたり 609 -10

薄雲 56 さこそいひしか 609 -10

薄雲 57 よになき色あひを 609 -12

薄雲 58 まちとをか ら 609 -13

薄雲 59 年もかヘリぬ 〈ナシ〉(△一字下ゲ) 6 ー0 ●3

薄雲 60 七 日御よろこひ 6 10 -5

薄雲 81 わかやか 6 10 -6
薄雲 62 東の院のたい 6 10 -8

薄雲 63 よる立とまり 610 -1ー

薄雲 64 うしろやすく 610 -ー2

薄雲 65 おなしこと 611 ー

薄雲 66 別 当 611-1

薄雲 67 さくらの御なをし 6ーー■4

薄雲 68 とに 6ー1●7

薄雲 69 あすかへりこん 611-8

薄雲 70 舟とむる寄 611'ー0
薄雲 7ー 行て見て寄 611-12
薄雲 72 遠かた人 611'ー3
薄雲 73 いてやなと 612-3
薄雲 74 たゝよのつねの 612 -6

薄雲 75 ■ 夢のわたり 6ー2 ■9

薄雲 76 引すくし 引すくし■■■ 引すくし 6 12 -ll

薄雲 77 こゝはか るゝ所 6 12 -13
薄雲 78 ちかきみてら 6ー3 ■1
薄雲 79 又いとけさやか 又いとけさやかに 6 13 -1
薄雲 80 女もか るゝ 613 -2
薄雲 8ー たけき 613 -8
薄雲 82 さこそいひしか 6ー3 ■8

薄雲 83 おほきおとゝ 613 -ーー▲

薄雲 84 しはしこもり 613 -ー2
薄雲 85 しつかなる しつかなり 614 -3
薄雲 86 こまかに 614 -4
薄雲 87 その年 6▼ー4 ■5
薄雲 88 内のおとゝ 6 ー4 ■8

薄雲 89 ことしは 6 14 -13

薄雲 90 命のかきり 6 14 -14

薄雲 9ー くとく 6 15 -ー

薄雲 92 いとよはけに 6 15 -3

薄雲 93 つゝしませ 6 15 -5
薄雲 94 はれ + + し 6 15 -6
薄雲 95 つねよりことに 6 ー5 ●7
薄雲 96 かきりあれは 6 15 -10

薄雲 97 あかす思事 欠 6 ー5 -12

薄曇 98 うヘの夢のうち 上の夢のうちに 6 15 -ー3

薄雲 99 とし比 6 16 -3

≡二s 一oo かうじ 6 ー6 ■7
薄垂 ー0ー 院の 6 16 -9

薄雲 ー02 御いらへ 6 16 -13

S=ii 103 はか+ + し 〈ナシ〉(102注ノ●部) はか+ + し 6 17 -2

簿裏 ー04 ともし火なとの 617 -6
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ー05

‖一一打 JL ≡ 洪繊 1J樋 惑書
薄萱 1{r ′モ 氏ニ碓■■■〉yIM需▲､■lL､掘 雀≡万′′▲=茄Xウ*i与▲t心■稚■発≡帯■■宥琶く■かしこき

Wく 即実■ソ◆′ ◆■■l叫V 売､■◆聯u l､"J1 ◆=# 荊 忘
617 -7

薄雲 106 かうけ 617 -8
薄雲 107 す むゝるによりて 6ー7 ●ーー
薄雲 ー08 殿上人 618 -ー

薄雲 109 ことし(△一 日)計 は ことしはか りは

写本ノ｢△一日｣ハ講釈ノ

進行ヲ表スモノ○見出シデ

ハナク行間書キ入レト思 ワ

6ー8 ■3

薄雲 110 山きはの梢 618 -5
薄雲 ーーー 入 日さす寄 6ー8 ■8
薄雲 112 古入道の宮の母后 618 -10
薄雲 113 御おほえにて△句 ■■■ さおほえにて句 6 18 -1ー
薄婁 × 1ー4 ともたてゝ 〈ナシ〉(113注ノー部 )

薄雲 ーー5 よひなと 6 19 -
薄雲 ー16 こたい こたひ 6 19 -4
薄雲 117 てんの眼 6 19 -6
薄雲 118 法師はひしりと 6 19 -9
薄雲 ーー9 よからぬ事 にや 620 -2
薄雲 ー20 仏てんのつけ 620 -3
薄雲 121 わが君 620 -3
薄雲 122 ことくはヘおほせ 620 -8
薄雲 123 とはかり△しはし■■■ とはかりしはし 620 -10
薄雲 ー24 てんヘん 621 -2
薄雲 ー2 5 おやのむくひ 621 -5
薄雲 12 6 とひ給ヘ けちてし おもひ給へけちてし 621 -6
薄雲 12 7 その 日式部卿 62ト 13
薄雲 128 世はつきぬる 622-2
薄雲 ー29 さかしき世にも 622-6
薄雲 ー30 ひしりのみかと 622-7
薄雲 ー3 1 もろこしにも 622-8
薄雲 ー32 かたはらいたしや 622-ー0
薄雲 ー33 つねよりも 622 -ー0
薄雲 134 かしこき 623 -2
薄雲 ー35 御かくもん 623 -7
薄雲 136 もろこしには 623 -9
薄雲 137 日のもとには 623 -9

薄雲 ー38 一世の源 氏又なうこん
古活字本 ､ 注ノ末尾ニ行ハ

行頭 1 字上ガリ､ 別項二見

エル○

623 -ll

薄雲 139 人からの くナシ〉(ー38 注ノー部 ) 623 -ー2
薄雲 ー40 大政大臣 くナシ〉(138注ノー部 ) 623 -ー4
薄雲 14ー しはしとおほし 〈ナシ〉(138注ノ- 部 ) 624 -8
薄雲 142 御位そひて 624 -8
薄雲 143 牛車 624 -8
薄雲 144 権中納言 624 -ー0
薄雲 ー45 みくしけ殿 625 -ー

薄雲 ■ 146 いみしき事 146- 20 一束洋文庫本乱

丁 ､ 松風巻ニ紛ル○ 625 -4

薄雲 147 やんことなき 625 -7
薄雲 ■ ー48 かたしけなき物 かたしけなき物に 625 -8
薄雲 149 おまヘのせんさい 625 -ll
薄雲 150 女御の 625 -12

薄雲 ー5ー にひ色 にひ
整版本 ､ 見出シト注記ノ間

ガ狭クホボ連続シティル○ 625 -12

薄雲 ー52 世 申さはかしき 625-ー3
薄雲 153 念珠引かくし 625-ー4
薄雲 154 ひもとき 626-2
薄雲 155 かくれはとにや 626 -5
薄雲 ー56 見たてまつらぬ 626 -7
薄雲 157 過にしかた 626 -8
薄雲 ー58 さるましき 626 - 0
薄雲 ー59 先 - は 626 -1ー
薄雲 160 かうまても 626 -ー3
薄雲 ー6 ー もえし 626 -ー3
薄雲 162 今ひとつは 626 -I
薄雲 163 中比 626 -1
薄雲 164 東のゐんに 627 -2

薄雲 ー65 われも人も 627 -4
薄雲 ー66 立かヘ リ 627 -4
薄雲 ー67 しつめかたう 627 -6
薄雲 168 おもひしのひたる 627 -6
薄雲 ー69 さりやあな心うと 627 -8
薄雲 ー70 おさなき人 627 -1
薄雲 17ー 此かと 627 -12
二薄雲 ー72 聞つきて 627 -1
薄雲 ー73 はか + + しき 627 -ー
薄雲 174 年のうちの行かはる 628 -1
薄雲 ー75 もろこしには 628 -5
薄雲 176 やまと 628 -5
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177

- ff ≡
くナシ〉(見出シヲ欠クガ写本ノ注

内容ハ 176注後半ニアタル )薄雲 × やまと
四 ■ ハ≡ X 〝■､Y

薄雲 ー78 いつれも時 + + に 628 -6
薄雲 179 色をも音をも 628 -6
薄雲 180 あやしときゝし 628 -ー1
薄要 18 1 君もさは寄 628 -14
薄雲 ー82 物ふかうは 物ふかう 629 -4

薄雲 183 やはらつゝ 629 -6
薄雲 184 まことに心ふかき 629 -6
薄雲 ■ 185 つらか らんとてこそ 629 -8
薄雲 186 御 しとね 629 -9
薄雲 187 柳 の枝に 629 -9
薄雲 188 これはいとにけなきと也 これはいとにけなきこと也 629 -14
薄雲 189 猶この道は 630 -2

薄雲 190 女御 は 630 -3

薄雲 ー9 ー おやかり おやがる 630 -5

薄票 ー9 2 春の曙に 630 -6

薄雲 × 193 世を政事は 世を政事△は ‥■

rは｣ノ字母 ､ 整版本 r波 ｣､

古活字本 r盤 ｣○古活字本

ハ rは ｣ノ前ワズカニ空 自ヲ
置キ ､ 注本文ヘ空 白ナク続

薄雲 ー94 世中をあちきなくうしと思ひしるけ 630 -10

薄雲 ー95 おほけなくは 630 -12

薄雲 196 所のさま 630 -ー4

薄雲 197 中 + + にて 63 1-2

薄雲 198 こしらヘかね 63 1-3

薄雲 199 か るゝすまゐ 63 1-4

薄雲 200 いさりせし影寄 63 1-5

薄雲 201 おもひこそ 63 1-6

薄雲 202 あさからぬ寄 63 1-7

薄雲 203 たれうき物と 63 1-8

薄雲 204 たうとき事とも 63 1-8

朝顔 ー 斎院は御ふくにて 639 -

朝顔 2 宮はわつらはし 宮わつらはし 639 -2

朝顔 3 いと口おし 639 -3

朝顔 4 長月に成て 639 -3

朝顔 5 女五の宮 639 -4

朝顔 6 = しひんかし 639 -7

朝顔 7 程もなく 63 9-7

朝顔 8 このかみに 63 9-9

朝顔 9 さるかたなり さるかた 63 9-ー1

朝顔 ー0 かしこくもは 63 9-14

朝顔 ー1 院かくれ 640 -ー

朝顔 ー2 又とりみたり 640 -3

朝顔 ー3 いとも+ + 640 -5

朝顔 14 いつかたにつけても 640 -5

朝顔 15 見さして 64 0 -8

朝顔 16 ゆゝしう 640 -ll

朝顔 ー7 内の ■ 640 -12

朝顔 ー8 ことにかくさしむかひ 640 -ー3

朝顔 ー9 あやしき御をしはかり 641 -2

朝顔 20 時 + + 641 -3

朝顔 21 いと しゝき 641 -3

朝顔 22 さるヘき御ゆかり 64ー15

朝顔 23 すこし耳とまり 64ー■7

朝顔 24 さもさふらひ 641 -7

朝顔 25 にひ色のみすに くナシ〉(△ 1 字下ゲ) 641 'ー3

朝顔 26 亡b旦 日 642 -ー

朝顔 27 神さひに 642 -2

朝顔 28 内外 注釈ナシ○ 642 -3

朝顔 29 有し世は 有し世は皆 642 -4

朝顔 30 らうなとは 642 -5

朝顔 ■ 3ー けにこそ 642 -6

朝顔 32 人しれす寄 642 -8

朝顔 33 いまは何の 642 -8

朝顔 34 世にわつらはしき 642 -9

朝顔 35 思ひあつめし 思ひあつめしかな 642 -10

朝顔 36 かたはしをたに 642 -10

朝顔 37 御ようい 642 -ー0

朝顔 3,8 いたうすくし 642 -ll

朝顔 39 一 なヘて世の寄 642 -13

朝顔 40 しなとの風に 642 -14

朝顔 4ー みそきを神 は 642 -14
朝顔 42 かたはらいたし 643 -2

朝顔 43 世つかぬ 643 -2

朝顔 44 すき + + しきやうに 643 -3

朝顔 45 よはひのつもりには 643 -4

s-fa? 46 世にしらぬ 643 -5
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<*
義 tf̂ Kj""fi｣."3!S=Idlsfe liH

47
大かたの空 ■大成軒十年+

643 -6朝顔 48 心やましくは 643 -8
朝顔 ■49 まして寝覚かち 643 -9
朝顔 50 けさやかなりし 643 -12
朝顔 5ー み しおりの寄 644 -ー
朝顔 52 かつは 644 -2

53 ､となひたる 644 -3

644 -5
朝顔 54 秋はてゝ寄
■朝顔 55 につかはし につかはしき 644 -5
朝顔 56 何のおかしき

644 -6
朝顔 57 そのおりは

644 -8
朝顔 58 もてはなれぬ御けしきなから

644 -1ー
朝顔 59

60

さらかヘリ
644 -ー3

の = い 644 -13
朝顔 6 1 さふらふ人 + + 644 -14

× 6 ー+ ソ 81; ノーロ △ し へ …字分下 し ヘ
朝顔 62 宮は 645 -1

朝顔 63 草木に付たる 645 -2
m m 64 ふ L ､ ニ 645 -4
朝顔

朝顔

65 給ヘはなん句 645 -6

65+ ソ 65; ノー P ニーな ､ら 64 5-7

64 5-9
朝顔 66 打つけに

朝顔

朝顔

67 心うく句 645 -10
68 いひな ロ ー い な ロ 645 -ーー

645 -ll
朝顔 69 おなし筋には

朝顔 70 年比 645 -ー3
朝顔 71 よろしきことこそ 646 -2

646 -4
朝顔
朝顔

72 やくとは

73 人のことは 646 -5
朝顔 74 神 わさ 646 -6
朝顔 75 心よはからん人は 646 -10
朝顔

朝顔

朝顔

76 まか り申 646 -10
* 77 わさととたえをく 塩やき衣の 646 -ー3
辛 78 塩やき衣の とたえをく 646 -14

朝顔

朝顔

朝顔

朝顔

79 なれゆくこそ 64 6 -ー4
80 宮に御せうそこ 64 7-2
81

82

か りゝける事 も 647 -2

､ 647 -4
朝顔 83 見出して 647 -5
朝顔 84

たヒ▼
内より外の 647 -6

朝顔 85 呂には△北おもての女五

宮也 ■■t
宮には北おもての女御 宮 647 -ーー

朝顔

朝顔

86 うす きゝて
647 -13

87 こほ + + と 648 -ー
朝顔

朝顔

88 ■

89

しやうのいといたく 648 -1
みそとせ 648 -2

朝顔 90 かりそめのやとり 648 -3
朝顔 9ー 木葦の 648 -3
朝顔 92 ■ いつのまに寄 648 -5
朝顔 93 ひこしろひ 64 8 -5
朝顔 94 御耳もおとろかす 64 8-7
朝顔

朝顔

95

95+
いひきとか 64 8-8

〈ナン〉(95注ノー部 ) よろこひなか らはつゝなり 648 -9
朝顔 96 かしこけれと 648 -ー0
朝顔 97 その世のこと 649 -1
朝顔 98 此宮の御てし 648 -ー3
朝顔 99 おやなしに 649 -2
朝顔 100 すけみ 649 -4
朝顔 ー01 されん 649 -5
朝顔 ー02 いひこし程 に 649 -5
朝顔

朝顔

103 今しもきたる 649 -6

ー04 入 の宮なとの 649 -8
朝顔 105 心はヘ 649 -9
朝顔 106 物哀なる

649 -ー1
朝顔 107 年ふれと寄 649 -ー3
朝顔 108 身をかへて寄 650 -1
朝顔 ー09 ありつる老らく 650 -4
朝顔 ー10 人伝ならて 650 -6
朝顔 1ーー 我も人も われも人も 650-8

朝顔

朝敵
朝顔

朝顔

112 さた過 650 -10
ー13 まことに 650 -ー3
114 をしのこひて 650 -14
ーー5 つれなさを寄 65 トー

朝顔 1ー6 心つか b 65 1-1

朝顔 117 あb ためて寄 くナシ〉(△一字下ゲ ) 65 1-3

朝顔
朝顔

ーー8

1ー9

つと いと いとつと 65 1-5
世のためし 65 -5

朝 顔 ー20 いさら河 65 1-6
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撃版本見出し+

かるらかにをしたちて鷲 竺◆r▲■
■◆×■=

ー2 1 65 1-8

朝顔

朝顔

ー22 おほししらぬには 65 1-9

ー23 よ所の 65 いー3
tfi 124 しつみつる罪 65 1'ー4

朝顔 12 5 中+ + 652 -2
ォI i 126 さふらふ人にも 652 -3

朝顔 ー2 7 御はらから 652 -5

朝顔 ー28 さはかりめてたき 652 -6

朝顔 ー29 まけてやみなんも 652 -9

朝顔 13 0 むかしよりあまた句へ むかしよりあまた むかしよりあまた句ヘ 652 -10
朝議 131 あだ気 注釈ナシ○ 652 -ll

朝顔 ー3 2 たはふれ 652-13
IfII ー33 御くしを 653 -ー

朝顔 134 宮うせ 653-2

朝顔 135 まろかれ ま ろゝかれ
｢ろ｣ノ字母､ 整版本 r路 ｣､

古活字本 ｢呂｣○ 653-7

朝顔 ー36 たかならはし たかならはしおさあひより 653 -8

朝顔 137 けとをき御心はヘ 653 -ll

朝顔 138 かくなんあるとしも 653 -ー3

朝顔 ー39 ひかりまさりてみゆ 654 -3

朝顔 140 とき+ + 654 -3

朝顔 14ー 冬の夜の 654 -4

朝顔 142 この世の外 654 -5

朝顔 ー43 すさましきためし 654 -6

朝顔 ー44 みすまきあけさせ 654 -6
朝議 ー45 雪まろはせ 654 -9

朝顔 ー46 おほきやかに 654 -ー0

朝顔 ー47 さま+ + のあこめみたれき 654 -10
朝議 148 とのゐすかた 654 -ll

朝議 ー49 わらはげて 654 -12
朝議

150 扇 扇冬も女 はもてり 654 -13
朝議

15 ー ふくつけ 654 -ー3
朝議 152 中宮のおまヘに雪の山 655 -1

朝顔 153 うしろやすき物には 655 -5
朝議 ー54 らう+ + しき 655 -6

朝顔 ー55 君こそはさはいヘと 655 -9

朝顔 156 さう+ + しきに 655 -ー2
朝議 157 た こゝのひと所 655-13
朝議 158 内侍のかみ こそ 655-13

朝顔 159 さかし 656 -1

m m 160 くやしきことの 656 -3

朝議 161 此かすにも 656 -6

朝顔 ー62 人よりことなることは 人よりことなるとは 656 -7

朝顔 163 いふかひなき 656 -8
g u i

164 ひんかしのゐん 656 -9

朝顔 165 世をつ まゝしけに 656 -ー1

朝顔 166 氷とち寄 656 -14

朝顔 167 かんさし 657 -ー

朝顔 ー68 こひきこゆる 657 -1

朝顔 ー69 わくる御心ち △わくる御 心ち(半字分下ゲ) わくる御心ち 657 -2

朝議 170 かきつめて寄 657 -4

朝顔 171 宮の御事 657 -4

朝顔 172 もらさしと 657 -6

朝顔 173 いみしく口おしき 657 -9

朝顔 174 いまも 657 -9

朝顔 ー75 うちもみしろかて 657 -ー0
朝議

ー76 とけてねぬ寄 657 -ー2
朝議

ー77 つみかろけに 658 -1

朝顔 ー78 何わさをして 658 -3

朝顔 179 内にも心のおにゝ 内にも御心のおにゝ 内にも御心のおにく 6 58-5

朝顔 × 179+ 〈ナシ〉(ー79注ノ■部) 薄雲 の事をわさとは思 召

朝顔 180 おなし蓮 658-6

朝顔 ー8 ー なき人を寄 658-8

658-2朝顔 ー82 すゝい 〈欠〉

乙女 1 としかはりて 665-1

665-ー乙女 2 衣かヘ

乙女 2+ くナシ〉 まつりの比
写本ハ見出シヲ欠ク力､ 整

版本 ■古活字本ノ注内容ハ

2 注ノー部ニアリ○

665 -2

乙女 3 大かたの空 665 -2

665 -2

665 -2

665 -6

乙女 4 せん斎院

乙女 5 おまヘなる桂の下かせ

乙女 6 かけきやは寄

乙女 7 むらさきの紙 665 -6

乙女 8 すくよかに 665 -6

乙女 9 おりの哀 あれは 665 -7 ′

665 -9
665 -9

乙女 10 藤衣の寄

乙女 1ー はかなくと
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665 -10
乙女 13 おほしやれる 665 -ー0
乙女 14 もてわつらふヘ し 665 -14
乙女 ー5 こなたにも 666 -4
乙女 ー6 なにか なにか■■■ 666 -5
乙女 17 古宮の くナシ〉(△ 1 字下ゲ) 666 -6
乙女 18 え見奉り 666-6
乙女 ー9 もてはなれ 666 -7
乙女 20 三宮 666 -9
乙女 21 やんことなく 666 -9
乙女 22 さやうにて 666 -ー0
乙女 23 さらがヘ リて 666 -ll
乙女 24 宮人 667 -ー
乙女 25 世中いとうしろ 667 -2
乙女 26 かの御みつから 667 -3
乙女 27 大とのはら 667 -5
乙女 28 やかてかの殿 667 -7
乙女 2 9 右大将 667 -7
乙女 30 四位 に 667 -10
乙女 3 1 ゆくりなからん 667 -ー2
乙女 32 あさきにて あさきにて殿上にかヘ リ 667 -12
乙女 33 大宮 は 667-13
乙女 34 御たいめん 667-14
乙女 35 をひつかすまじう をいつるすましう 667-ー4
乙女 36 大がくの道 に 6 68 -1
乙女 37 いたつらのとしに 6 68 -2
乙女 38 わつかになん 668 -5
乙女 39 もんさいイ 文のさえ ■ 668 -6
乙女 40 はかなきおやに 668 -7
乙女 4ー はなましろき 668 -ー3
乙女 42 たかき家として 668 -10
乙女 43 人と覚て 668 -ー3
乙女 44 やまとたましゐ 669 -2
乙女 45 さしあたりては くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) さしあたりては (丁境 ) 669 -3
乙女 46 せまりたる大かく 669 -5
乙女 47 けにかくも 669 -7
乙女 48 大将左衛門督 669 -
乙女 ■ 49 うちわらひて 669 -ll
乙女 50 いとうつく いとうつくし 669 -ー3
乙女 5ー あざなつくる 669 -14
乙女 52 ひんかしのゐん 669 -14
乙女 53 はかせともゝ はかせとも をゝく 670 -2
乙女 54 は かゝる所なく 670 -2
乙女 55 家より外に 670 -4
乙女 56 かたくなしき 670 -5
乙女 57 ■ むヘ + + しく 6 70 -5
乙女 58 ならひ 6 70 -5
乙女 59 すくしつゝ 670 -8
乙女 60 ヘいし 670 -8
乙女 6ー すちことなる 670 -8
乙女 62 民部卿 670 -9
乙女 63 おふな + + 670 -9
乙女 64 おろすは 670 -ー0
乙女 65 おほしかいもとあるし 670 -ー0
乙女 × 65+ くナシ〉(65注ノー部 ) あるしは

乙女 66 たうふ 670-ll

乙女 67 かくはかりのしるし 670 -ー1

乙女 68 なりたかし 670 -ー2

乙女 69 さをひきてたちたうひなん さをひきてたちたうびなんなとをと さをひきてたちたうぴなん
670-ー3なとをとしいふに しいふも なとをとしいふも曳 " -

乙女 70 したりか ほ 671'ー
乙女 71 なめ げ 671-3

乙女 72 けちえんなる 67ト 4

乙女 73 さるかうかましく さるからかましく 6 7ーt5
乙女 74 いとあされ 67 1-6
乙女 75 けうさうし 67 1-7
乙女 76 まとはされなん 67 1-7
乙女 77 はかせさいじん 67 1'ー0
乙女 78 四ゐん 67 トーー
乙女 79 けふある題 67 1-12

乙女 80 左中弁 67 1-13

乙女 8ー 神 さひ 67 1-14

乙女

乙女

乙女
乙女

乙女

82 まとのほたる 672 -2
83 おと のゝ御 は 672 -5
84 女 のえしらぬ 672 -6
85 にうがく 672 -8
86 サ ウシ さうじ ● 注釈ナシ○ 672 -8

乙女 87 かしこにては 672 -ー1
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i ,女

乙女

88
P茜豆 3 ◆､Y■■▲▼▲ 村■"■濁W J､増 ○

673 -3

89 史記といふ 673 -3

乙女 90 れうし 673 -3

乙女 × 90+ くナシ〉(90注ノー部 ) 擬

乙女 9 1 ■ 左大弁 673 -4

乙女 92 かへさうヘき 673 -6

乙女 93 つましるし 673 -7

乙女 94 さるへきにこそ 673 -8

乙女 95 人のうへにて 673 -ー0

乙女 96 身まつくして 身をまつしくて 673 -ー4

乙女 97 行さき 674 -3

乙女 98 大学に参り 674 -3

乙女 9 9 れうもん 674 -3

乙女 10 0 くわざ 6 74 -5
云女 10 1 か るゝましらひには 674 -6 ′

■乙女 102 座の末に 674 -7

乙女 ー03 おろす 674 -8

乙女 104 むかしおほえて 674 -9

乙女 ー05 もんにんぎさう 674 -ーー

乙女 × 105+ くナシ〉(105注末尾ニアリ) く欠〉 宴迄△一 日の講尺也

項末ニコノ1 行アリ､ 1 字上

ゲ○講釈ノ進行ヲ示スモノ○

整版本ハ 1 行空 白○

乙女 106 かくてきさきゐ給 674 -ー4

乙女 ー07 は 宮ゝに は 宮ゝも 675 -ー

乙女 108 源 氏の 675 -ー

乙女 109 兵部卿と聞えし今は式部 卿にて くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 675 -4

乙女 I一o おなしくは御母かた 675 -6

乙女 111 梅壷ゐ給ひぬ 675 -9

乙女 112 御さいはひ 675 -9

乙女 1ー3 太政 大臣 太政大臣に 675 -9

乙女 ー14 ゐんふたきには 675 -ー2

乙女 ー15 わかんとをりはら 676 -ー

乙女 116 さしむかひたる 676 -2

乙女 ーー7 のちのおやにゆつらん 676 -3

乙女 ー18 おもひおとし 676 -4

乙女 119 をの + + 十にあまり 6 76-6

乙女 120 御かた 6 76-6

乙女 121 みうしろみとも 676-10

乙女 122 おとこは 676-13

乙女 ー23 いかなる御なからひにか 676-13

乙女 124 よそ + + になり よ所 + + になりて
よ所 + + になりてへた りゝ

ては
676-14

乙女 125
よそ + + にそ思ふへきくよ

り〉皆あるへし〈まて〉

くナシ〉(ヤヤ異ナルガ 124注ノー部

ニアリ)
676 -ー4

乙女 126 たいきやう 677 ⊥3

乙女 127 おきの上風 677 -5

乙女 128 ひわこそ 677 -7

乙女 129 なにのみこくれの源氏 なにのみこ なにのみこ 677 -9

乙女 ー30 山里に 677 -10

乙女 ー3 ー 物の上手の後 677 -ー1

乙女 132 糸竹は くナシ〉(131注ノ■部 ) 糸竹は
資料稿ハ汀ひとりことに

て ｣六七七 14ノ注 ｣ト記ス○

乙女 133 ちうさす 678 -ー

乙女 134 さいはいに打そへて 678 -2

乙女 ー35 女はた 心ゝはせからこそ 678 -5

乙女 136 おもはぬ人に 678 -7

乙女 137 この君をたに 678 -8

乙女 ー38 かういう 6 78 -10

乙女 ー39 后かね 6 78 -10

乙女 140 おひすがひ 678 -10

乙女 14 ー さとかさしもあらん 678 -ll

乙女 142 この事 にてそ この御幸にてそ 678 -14

乙女 ー43 いときひわに P いときびはに

古活字東洋文庫本乱丁○

166→ (ー48後半～ー55)→
(143- ー48前半 )→ 167ノ順

ニアリ○

679-1

乙女 144 さう さうしやうとよむへ し 679 -ー

679 -3乙女 145 とりゆ

乙女 14 6 作たる 679 -4

679 -6

679 -8

679 -9

679 -9

乙女 14 7 りち

乙女 ー4 8 風のちか らけだし

乙女 ー4 9 きんのねならね と 写本ハ注内容異ナル○

乙女 150 秋風楽

乙女 15ー きむのねならね と
くナシ〉(写本ノ注内容ハ 149注ニア

リ)
679 -9

乙女 152 さうか 679 -ー0

679 -ll

679 -13
乙女 153 いとゝそヘん

乙女 ー54 おさ+ +
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^ 9 = サ::ォ= ■1 岩音■=慧≡議■雛 喜=蔚 m 喜=宅＼=笥 ≡L≠書き■減 :f$ t よt) h 警鮎 ■L<n,V ■
乙 女

'*S3>*∴* * Hト
ー5 5

J.I◆ ●■拙 # 触 媒 蓑搬 襲 摂 津 顔
6 79 - ー3

乙 女 15 6 ことわ さと 6 8 0 -2
乙 女 ー5 7 ふ え の ね 6 8 0 -2
乙 女 ー5 8 お と ゝは うし 6 8 0 -4
乙 女 1 5 9 萩 か 花 す り 6 8 0 -5
乙 女 ー6 0 大 との 6 8 0 -5
乙 女 ー6 1 人 と 6 8 0 - 1

6 8 0 -ー2
乙 女 1 6 2 忍 ひ て

乙 女 ー63 か しこ か り 6 8 0 - ー4

6 8 1 -
乙 女 1 64 を れ た る

乙 女 1 65 子 を しる とい ふ は 6 8 1 ' ー
乙 女 1 66 け しき を つ ふ + + と 6 8 1 -3
乙 女 ー6 7 あ だ げ

6 8 ト 6
乙 女 ー6 8 しりうご と や

6 8 1 -8
乙 女 16 9 め つ ら しけ な き 6 8 1 -9

乙 ー7 0 ､ こに ー ､ ､ 6 8 1 'ー2

6 8 1 'ー4
乙 女 ー7 1 人 + + の い ひ し

乙 女 ー7 2 お ゝしくあ さや き お か しくあ さや き 6 8 2 -2
乙 女 17 3 ま ほ な らす 6 8 2 -5
乙 女 17 4 こゝに さふ らふ 6 8 2 -6
乙 女 ー7 5 よか ら ぬ 物 の うヘ 6 8 2 -8
乙 女 1 7 6 宮 け さうし 6 8 2 -1 0
乙 ー7 7 口ヘ ､ 口へ ､ ヘ ､ 6 8 2 -1 4
乙 女 1 7 8 ま こ とに 6 83 -2

乙 1 7 9 な ■ニー ､ L 6 83 -4
乙 女 18 0 か の 人 68 3 -4

乙 女 ー8 ー か ゝる事 な ん と 6 8 3 -8

乙 女 ー8 2 こ ゝに こそ 6 8 3 - 12

乙 女

乙 女

18 3 見 た て ま つ り 6 8 3 - 13

18 4 そ こ に 6 8 3 - ー3
乙 女

乙 女

18 5 よ か らぬ 人 の 6 8 4 -2
18 6 きわ 6 8 4 -3

乙 女 ー8 7 む な しき 事 に て 6 8 4 -3

6 8 4 -1 2
乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女 ■

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

ー8 8 い つ きむ す め

1 8 9 さし過 して も 6 8 4 -ー4

ー9 0 何 か は い は け な き 6 8 5 -1

1 9 1 よししは しか ゝる 6 8 5 - 4

ー9 2 今 か しこに 6 8 5 - 5

ー9 3

ー94

ー9 5

ー9 6

ー9 7

19 8

19 9

そ こ達 は 6 8 5 - 6

大 納 言 殿 6 8 5 -8

か ゝる 心 の 6 8 5 - ー3

も とよ り 6 8 6 - 1

此 君 よ り 6 8 6 -3

御 心 の つち を

◆
6 8 6 -6

か くさ ば か る らん 6 8 6 -7
2 0 0 一 夜 も 6 8 6 -7
2 0 ー い とゆ か しけ な き 6 8 6 - ll

2 0 2 ､つ ｣ ス■ 6 8 6 -ー2
乙 女

乙 女 ,

2 0 3 申 さうし 6 8 7 -5

2 04 風 の を と竹 に 風 の を との 竹 に 6 8 7 -7
Z .&

乙 女

乙 女

乙 女

20 5

∫

雲 井 の 鷹 も 6 8 7 -9

20 6 小 侍 従 や 小 侍 従 也 6 8 7 -ー1

2 0 7 に くき や 6 8 7 -ー3
2 0 8 さ夜 中 に 友 よ ひ 6 8 8 -1

乙 女 2 0 9 荻 の 上 風 荻 の つは か せ 身 に も しみ け る哉

と ■‖
6 8 8 -1

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女 ■

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女

2ー0 ■

2 1ー

2ー2

2ー3

2ー4

思 ひ つ ゝけ て 6 8 8 - I

らつた け に て 6 8 8 -6

つヘ つ とさふ らは せ 給 て 68 9 - ー

あ る 人 + + も 6 8 9 - I

ゆ るされ か た きを 6 8 9 -3

2 1 5

2 16

姫 君 わ た して 6 8 9 -4

さ くじ り 6 8 9 -
2 17 女 な く 6 8 9 -8

2 ー8 くし 6 8 9 -ー4

乙 女 2 ー9 お も ふ 給 ヘ らる ゝ事 は しか な ん
お も ふ 給 ヘ らる ゝ事 は しり

な ん 6 8 9 -1 ー

乙 女

乙 女

乙 女

乙 女 ■

乙 女

乙 女

2 2 0 もの し侍 とて も の し侍 とて 句 6 9 0 -2
2 2 ー は くゝみ くナ シ 〉(2 2 0 注 ノー 部 ) 6 9 0 -2

2 2 2 又 さもこそ は 6 9 0 -5

2 2 3 此 比 は しけ う 6 9 0 -8

2 2 4

2 2 5

左 少 将 ●少 納 言 左 少 将 少 納 言 6 9 0 -ー0

左 衛 門 督 ■権 中 納 言 左 衛 門 督 △ 権 中 納 言 6 9 0 -l l

乙 女 22 6 この 君 6 9 0 -ー3

乙 女 22 7 夕 つ か た 6 9 1 -3

乙 女 22 8

2 2 9

い ふ か ひ な き 事 を 6 9ト 4

乙 女

+乙 女

人 の 御 程 の 6 9ト 5

2 3 0 お もむ き をも 6 9ト 6
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写本･刊本項目対照表

一､

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

■L覧l㌫g腰 J

2 3ー
方城わた し籍 ふ な りけ り■L ≡■ 毒 ; -L ≡ 責L1煤無実藁 H ffi 篭製ま,-

6 9 1 -9

2 3 2 宮 の御 文 にて 6 9 1 -1 0

2 3 3 十 四 になん 6 9 1 -1 2

2 3 4 こめ か しう 6 9 1 'ー3

2 3 5 いつちな らん 6 9 2 -2一

2 3 6 との は ことさま に 6 9 2 -6

2 3 7 いてむ つ かしき 6 9 2 -8

2 3 8 いて や物 けな し いてや 物 けなしめ の との 6 9 2 -8

2 3 9 わ か 君 や 6 9 2 -9

24 0 さは れ 6 9 3 -ー

24 1 まろもさこそ 6 93 -3

24 2 そ ゞや 注 釈ナ シ○ 6 93 -5

24 3 わ な ゝき 6 93 -6

乙女

乙女

乙女

乙女

24 4 さもさは かれ さもさはれ 6 9 3 -6

2 4 5 六 位 す くせ 6 9 3 - 9

2 4 6 紅 の 寄 6 9 3 -ー4

2 4 7 色 + + の 寄 6 9 4 -2

乙女 2 4 8 霜氷 の 歌 霜 氷 寄 6 9 4 -l l

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

2 4 9 大殿 には ことし
是 まて一 日講尺 △大 殿 に

はことし五 節 と‥ ●

古 活 字 本ノ ｢是 まて一 日講

尺 ｣ハ 講 釈 ノ進 行 ヲ示 スモ

ノ○整 版 本デ ハ 除 カレテイ

ル ガ ､ 写 本 ハ 前 項 注 ノ末 尾

ニア リ○

6 9 4 -ーー

× 2 4 9 + くナ シ〉(2 4 9注 ノ■ 部 ) をとめ とも

2 5 0 まい りの 夜 6 9 4 -1 3

2 5 1 中 宮 よりも 6 9 4 -1 4

2 5 2 過 にし年 6 9 5 - 1

2 5 3 按 察 大納 言 6 9 5 -3

2 5 4 とゝめさせ 6 9 5 -4

2 5 5 か らい 6 9 5 -7

2 5 6 か しつき 69 5 - 10

2 5 7 おまへ の試 は 69 5 -ー4

2 5 8 うへ の御 か た には 6 9 6 -6

2 5 9 こたちな とも 6 9 6 -

2 6 0 か しつ きお ろす 6 9 6 -

2 6 1 た ゝかの 人 た ゝかの 人 惟 光 か女 6 9 6 - 10

2 6 2 あめ にます寄 6 9 7 -1

乙女

乙 女

× 2 6 2 + くナ シ〉(2 6 2注ノー 部 ) み てくらは

2 6 3 けさうし 6 9 7 -3

乙 女 2 6 4 あさきの 6 9 7 -4

乙女

乙 女

2 6 5 色 ゆるされ て 6 9 7 -5

2 6 6 五 節 のまい るきしきは 6 9 7 -8

乙女

乙女 ■

2 6 7 その 物 とも 6 9 7 -ー1

2 6 8 御 文 のうち 6 9 8 -1

乙女 2 6 9 をとめこも寄 6 9 8 -2

乙女

乙女

27 0 お かしうお ほゆるも 6 9 8 -3

27 1 か けてい ヘ は寄 6 9 8 -5

乙女 27 2 あをす りの か み 6 9 8 -5

乙女 × 2 72 + くナシ 〉(2 7 2注 ノー 部 ) 臨 時 祭

乙女 × 2 7 2+ + くナシ 〉(2 7 2注 ノー 部 ) 大 草 曾 の時 は

乙女 2 7 3 こず み うす 墨 6 9 8 -

乙女 2 7 4 け ゝしう 6 9 8 -8

乙女 2 7 5 か たちは しも 6 9 8 -9

乙女 2 7 6 や か てみ なとゝめ て や か てみ なとゝめ 6 9 8 'ー0

乙女 2 7 7 あ ふ み の は ■ 6 9 8 -l l

乙女 2 7 8 そ の 人な らぬを 6 9 8 -1 3

乙女 2 7 9 内侍 の す けの あきたる 6 9 8 -ー4

乙女 2 8 0 か の 人 6 9 9 -ー

乙女 2 8 1 せ うとの わ らは 6 9 9 -3

■乙女 2 8 2 ま しか 6 9 9 -6

乙女 2 8 3 おの こは らか らとて 6 9 9 -8

乙女 2 8 4 さき + + も 6 9 9 - 10

乙女 2 8 5 み とりのうす やう 6 9 9 -ー2

乙女 2 8 6 日影 にも寄 6 9 9 - 14

6 9 9 - 14乙女 2 8 7 ち ゝぬ し

乙女 2 8 8 な ぞ の 70 0 - 1

乙女 2 8 9 きんし きんち きん ちうは 7 0 0 -4

7 0 0 - 6乙女 2 9 0 との ゝ御 心

乙 女 2 9 ー いそき立 に けり
ii iiiiiiiiiiiiiiiii ii-

7 0 0 -8

乙 女 2 9 2 か の 人 文を 7 0 0 -8

7 0 0 -9

7 0 0 -ー2

7 0 0 -ー2 ■

乙 女 2 9 3 立 まさるは

乙 女 2 9 4 さとさヘ は

乙 女 2 9 5 こもりおは す こもりおは す は

乙女 2 9 6 ほの か に 7 0 1 -2

乙女 2 9 7 かたちの まほ か たちま ほ 7 0 1 -2

乙女 2 9 8 あちきな しや 7 0 1 -4

乙女 2 9 9 み るか ひ 7 0 ー■5

乙女 3 0 0 いとをしけな り 7 0 1 -5
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写本･刊本項目対照表

J､≠#ガ■■
え衰 〟 岩6J.写■■■､∴■■′′■y ■な■■召 訂, 虎

殿 の
swr.isz .̂ <��"�*'"ー<.<､古I:冊…蓑 ′ト､3l藍◆ ◆輔◆f托■∧r ⊆

701-6乙女 302 は まゆ ふ は か り 701-7
乙女 303 大 宮 の か たちことに 70 ー■8
乙女 304 宮 は た ゝ 70 1-12
乙女 3 05 もの うくのみ 物 うくの み 物こくの み 70 1-13
乙女 306 老 くつ おれ 702 -1
乙女 307 か の事

702 -3
乙女 308 六位 な と

702 -6

702 -8
乙女 309 けけ しう

乙 女 3 10
ひん か しの ゐ んに ての みなん おま

へ ちか く 702 -9

乙 女 3 ー1 か き りなき御 か け
703 -ー

乙 女 3 12 つ いたち
703 -5

703 -7
703 -8

703 -9

乙 女 313 よしふ さ
乙女 3ー4 い つか しき いつ か しさ
乙女 315 朱 雀院 ニ行 幸 朱 雀 院 行 幸
乙女 × 315+ くナ シ〉(3ー5注 ノー 部 ) 朝 親
乙女 3ー6 き月 703 -ー0
乙女 3ー7 人 + + み なあを色 703 -ー2
乙女 3 ー8 わ さとの もん にん 70毒●2

704 -3

704 -4

乙女 3 19 式 部 省
乙女 320 をくた かき
乙女 32 1 つな か ぬ舟 704 -5

704 -5
乙女 322 か くの舟 ともにて
乙女 323 又さは か りの事 704 -9
乙 女 324 おと 院ゝ に 704 -10
乙 女 325 うくひす の 寄 704 -12
乙 女 × 325+ くナ シ〉(325注 ノー 部 ) む つれ しは
乙 女 326 九 重を歌 九 重 を ■ 704 -ー4
乙 女 327 い にしヘを歌 いに しヘ を 705-2

乙 女 328 鴬 の 寄 70 5-4
乙女 329 御 わ たくし 70 5-5
乙女 330 か く所 70 5-6
乙 331 ` ヘ に` こ 705 -7
乙女 332 てづ か ひ 705 -9

乙女 333 しやつか あなた つと しや うか 705 -9
乙女 334 桜 人 705 -ー0
乙女

乙女

3 35 大 きさいの 宮 705 -ー2
33 6 こ宮 706 -1

706 -3乙女

乙女

乙女

乙女

乙 女
乙 女

乙 女

乙 女

乙女

乙女

乙女

乙女
乙女

乙女

乙女

乙女

乙 女

乙 女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女

乙女
乙女

乙女

乙 女

乙 女

乙女

乙女

乙女
乙女

乙女

乙女

33 7 いま はか く

338 さるへきみ か け 706 -4
339 ことさらに 706 -6
340 むね うちさは きて 706 -8
34 1

I
くひ お ほす 706 -9

342

343
た足さるへ し た えさるへ し双 706 -10

后 は 706 -ll
344
345

御 たつはり 706 -12
御 心 に かな は ぬ 706 -ー2

346 とりか へ さま 706 -13

347 いん もくらヘ ゐ んもくらヘ 706-ー4
34 8

349

350

35 ー

352
353

354

355

356

357

358

359

進 士 に 進 士 70 7-I
きつた いの 人 70 7-2

秋 の つ かさめし 秋 の つか さめ しに 70 7-3
六 条 京極 707 -8
式 部 卿 宮 707 -8
年 かヘ リて は■ 707 -ll
御 としみ 707 -ーー
ひん か しの ゐ ん 707 -13
み や ひ か に 707 -ー4

あ まね き 708 -2
はしたな め 708 -3
北 方 は 708 -8

3 60

3 61

女 御 の 708 -9

はつ き は つ きにそ 708 -10
362

363

ひつ しさる 70 8 -ll
つしとら 70 8-12

364 もとあ りける 70 8-13

365 わさとうヘ て 709 -4
366 さか の 大 井 709 -7
367

368

369

くだ に 709 -ー2
むま はの お とゝ 709 -13
じやつめ 7 ー0 ■1

370 わ れ はか ほなる 7 10 -3
乙女

乙女
371 けしきはま ぬ 7 10 -5

372 御 車 十 五 7 ー0 ■7
■乙 女 373

四位 五 位 かち 也 四 位 五 位 が ち 7ー0 ■7
乙 女 374 こちたき 710 -8
乙 女 375 今 - か た 710 -9
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写本岬j本項目対照表

. {I = " .
し うゝ乙女 376 ,'V> 0K岳媒

710 -ー0
乙女 377 あて+ + 710 -ー2
乙女 378 こまけそ 710 -ー2
■乙女 379 五六 日 710 -ー2
乙女 380 さはいヘ と 710 -13
乙女 38ー こなた 711-4
乙女 382 かさみ 71ト 6
乙女 383 うるはしきけしき 711-7
乙女 384 心から寄 711-10
乙女 385 風 に散紅葉は 風にちる紅葉は寄 711'ー3
乙女 386 えならぬつくりことゝも 71トー3
乙女 387 おまヘなる 712 -ー
乙女 388 いとねたき 712 -ー
乙女 389 たつたぴめ 712 -2
乙女 390 さししぞきて 712 -3
乙女 391 数ならぬ かすならぬ 712-6
玉掌 ー 年月へた りゝぬれ とあかさりし 719-1
玉髪 2 あらましかは 7ー9■2

玉宴 3 かいひそめ 7ー9■5

玉掌 4
おはせましかはより思ひけ

りまて
おはせましか は 7ー9■6

玉掌 5 あかしの御かた 7ー9●7
玉掌 6 おとしあぶさず 719-8
玉窒 7 口かため 7ー9-12
玉掌 8 わか名 7ー9-12

玉掌 9 ち 君ゝ 720 -4

玉掌 ー0 まだよくも ◆ 720-5

玉誓 1ー ことなることなき 720 -8

玉掌 12 むすめともゝ 720 -1ー

玉覧 ー3 おはせましかは 720 -13
玉葦 14 かヘる波も 720 -13
玉掌 ー5 舟ことも 720-14
玉掌 ー6 舟人も寄 721-3
玉掌 × ー6+ くナシ〉(ー6注ノー部 ) 神無月時雨ふる日の■■t

玉掌 ー7 こしかたも寄 721-4

玉掌 ー8 ひなの別に 721-4

玉掌 ー9 かねのみさき 721-5

玉掌 20 かしこに 721-5

玉雲 21 夢なとに 721-7
玉掌 22 小鼓任はてゝ 72ー■9
玉蔓 23 ことなるいきほひ 72 �"ー0
玉掌 24 やまひして 721-ll
玉蔓 25 さるヘき人 721'ー4
玉聖 26 命たヘす 722-3
玉聖 27 わか身のけう 722-4

玉掌 27+ く欠〉 すか + + 注釈ナシ○ 721-ll

玉蔓 28 たちの人 722-5

玉豊 29 むまこのかしつく 722-5

玉掌 30 きゝついつゝ き つゝいつ くゝ 722-ーー
玉豊 3ー せうそこがる 注釈ナシO 722-ー1
玉窒 32 所に付たる 723-4
玉警 33 ねさう 723-6
玉掌 34 大夫の監 723-10
玉宴 35 あまに 724-ー

玉髪 36 このおのことも 724-ー

玉葦 37 めぐらひ 724-5

玉掌 38 まけじ玉しゐ / 724-9
玉葦 39 中のと云は 中のこのかみとは 724-ー0

玉霊 40 せぬわさ 724-9

玉掌 4ー あげ 724-ー1

玉葦 42 詞 そいと 詞そいとたみたり 詞そいとたみなり 725-2

玉掌 43 けさう人 725-6

玉聖 44 さまかへたるの首尾に秋ならね と 725-7

玉葦 45 おはおとゝ 725-7

玉掌 46 古 小鼓 古少式 725-8

玉葦 47 いかう 725-10

玉掌 48 すちことに 725-ll

玉章 49 わたくしの 725-ー2

玉章 50 おとゝしぶ + + 725-ー3

玉葦 51 すやつぱら 725-ー4

玉掌 52 后の位 726-1

玉掌 53 いか はゝかく 726 -2

玉蔓 54 すくせつたなき 726 -3

玉葦 55 さらに 726 -5

玉葦 56 天かに 726-5

玉章 57 やめてん 726 -6 ､

玉豊 58 その 日はかり 726-6
玉蔓 59 おりて 726-8
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君にしも歌
〔■

726 -ー0溝 鞍 二■◆

玉掌

■▼､●限 ノ∧～■◆プ

60

/#鵬蝶蓑■環抑 ■､■■▲さ◆{､P{X⊆■三√m ≒≦m幾■▲J{≒■′惑J{◆r ■㍑L■≧淑■r喜■
君にもし寄

esgST- 八一尋瞥
君もしい寄

十- < i ~ti'サm ... i十IJ1㌫∵+ ㌧j(+す

玉掌 6 ー 此和音は 726 -10
玉蔓 62 あれにも 726 -1ー
玉掌 63 年をヘての寄 726-ー4
玉掌 64 こはいかに 727-ー
玉掌 65 さはいヘと 727-2
玉掌 66 此人のさまことに 727-2
玉掌 67 おい 727-4
玉豊 68 たへすや 72 7-7
玉葦 69 あたまれ 727-10
玉警 70 あてき 727 -14
玉掌 ■71 宮のまへ 728 -4
玉掌 72 うき嶋を寄 728 -7
玉掌 73 行さきもの歌 行さきも寄 728 -8
玉蔓 74 あやうきまて 728 -ーー
玉警 75 ひ きゝのなた 728 -ーー
玉豊 76 海賊 728 -ー2
玉掌 77 うき事に寄 729 -ー
玉警 78 川しり 729 -ー
玉蔓 79 からとまり 729 -3
玉掌 80 豊後介 729 -3
玉窒 81 われをあしと 729 -6
玉警 82 このちのせいしをは このちのせいしとは P 729 -8 ▲
玉掌 83 た 一ゝ所 の 729 -ー2
玉髪 84 いそき入ぬ 729 -14
玉掌 85 いちめあきひと 730 -3
玉誓 86 水鳥のくかに 730 -5
玉豊 87 松浦箱崎 730 -ー3
玉掌 88 ごしとて 73 1-2
玉髪 89 ほとけの御中には 73ト 3
玉窒 90 ■ はつせ 73 1-3
｣ ァ 9ー もろこしにたに 731 -4
玉掌 92 年へ給ひつれは 731 -5
玉掌 93 かちよりと 731 -7
玉髪 94 かくさしあたりて 731 -1
玉聖 95 つばいち 731 'ー2
玉葦 96 あゆむともなく 73ー■ー3
玉蔓 97 三四人 732-2
玉聖 98 あるかきり三人 732-2
玉聖 99 つほさうそくして 732-2
玉掌 100 ひすましめく ■ 732-2
玉害 ー0 ー 家あるし 732-4
玉掌 102 これもかち 732-6
玉掌 103 かしらかきありく 73 2-9
玉髪 ー04 人 + + はおくにいり 732-10
玉豊 ー05 ぜじやう 732-ll
玉掌 ー06 はしたなき 732-ー■3
玉掌 ー07 のそけは 733 -4
玉覧 108 三てう 733 -6
玉掌 ー09 御かたに 733 -7
玉髪 110 兵とうだ 733 -ー0
玉葦 111 中へたて 733 -ー1
玉掌 ーー2 かいねり 733 -14
玉聖 113 まつおとゝは 734 -5
玉聖 114 君の御ことは 734 -6
玉豊■ 115 おい人 734 -10
玉掌 ー16 またゝき 735 -1
玉蔓 ーー7 むかしそのおり 735 -1
玉雲 1ー8 三人なから 735 -3
玉蔓 1ー9 卯月の■重めく 735 -8
玉掌 ー20 きこめ 735 -9
玉葦 ー2 1 そや 735 -ー1
玉聖 122 右近か局は 735 -ー2
玉窒 ー23 あやしき身なれと 736 -ー
玉掌 ー24 大ひさ 736 -ー0
玉掌 ー25 大武の北方 736 -1ー
玉葦 ー26 中将殿は 中将殿をは 736 -14
玉蔓 ー27 あめの下を 736 -14
玉蔓 ー28 あなかま給へ 737 -3
玉葦 ー29 しみつのみてら 737 -3
玉宴 × 129+ 〈ナシ〉(129注ノ■部 ) とふさたて足柄山に■■■
玉蔓 130 あなむくつけ 737 -4
玉蔓 131 みあかしぶみ 737 -6
玉掌 ー32 るり君 737 -8
玉蔓 ー33 との うゝへ 737 -14
玉葦 ー34 又おひいて 738 -1
玉宴 135 たう代の御母后 738 -5
玉掌 136 姫君 738 -6
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r= = ;; - 〟 0 0R 0 ≡C ■J琵議§≧棚 堅* &サ;*& 0?: ▼■､L玉筆 叶■特l
ー37 うぺrの■みかたち 芙克p

73 8-8
玉掌 ー38 ことに出ては

73 8-9
73 8-ー3 ■■

73 9-1

73 9-3

739 -4

玉章 ー39 いたたきをはなれ

玉要 140 ほと+ +

玉掌 14ー しらぬよの

玉章 ー42 あがおもと

玉宴 143 いてや身こそ 739 -7
玉掌 ー44 われいかて 739 -8
玉掌 ー45 おと のゝ 739 -9
玉掌 ー46 ありしさまなと 739 -ll
玉掌 147 心のおさな 739 -13
玉掌 148 まかり申に 740 -1
玉蔓 149 あないみしや

740 -3
玉髪 150 見くたさるゝ 740 -6
玉掌 151 二もとの寄 740 -8
主宰 ー52 うれしきせにも 740 -8
玉掌 ■ ー53 初瀬川 はやくの寄 740 -ー0
玉蔓 ー54 こち+ + しくは 740 -ーー
玉掌 155 おとゝ 740 -ー3
玉蔓 156 さとひ 74ー■1
玉宴 ー57 か るゝ下草 74ー■6
玉窒 ー58 いつとても 741 -6
玉掌 159 六条院ちかきとあるは 六条院ちかき 74ー■8
玉豊 160 みかとひきいるゝ 74ー●ー0
玉宴 ー61 よんヘ 741 'ー3
玉掌 ー62 めしいつれは 74トー3
玉掌 ー63 おと 御ゝ覧して 741 'ー4
玉掌 ー64 こまがヘリ 742 -I
玉掌 165 なぬかに過ぬれと 742 -2
玉蔓 ー66 女君 742 -7
玉掌 ー67 思ひなしにや 742 -ー0
玉蔓 ー68 御足参る 742 -ll
玉掌 169 わかき人は 742 -12
玉掌 ー70 年ヘぬるとち 742 -12
玉蔓 17 ー さるましき心と 743 -1
玉掌 ー72 あなみくるしや 743 -7
玉蔓 173 昔の人も 743 -9
玉掌 ー74 よし知給ぬ 743 -1ー
玉掌 175 此君 744 -1
玉掌 176 したりかほにこそ 744 -2
玉掌 177 めしはなちつゝ 744 一3
玉宴 ー78 聞出なから 744 -5
玉掌 ー79 おほえぬ 744 -8
玉髪 ー80 た 御ゝ心に 744 -ー0
玉葦 ー81 いたつらに 744 -ー1
玉警 ー82 かのおりの 744 -14
玉髪 ー83 そこはかり 745 -2
玉掌 184 かくきこゆるを 745 -6
玉蔓 185 しらすともの歌 しらすとも寄 745 -8
玉葦 186 うヘにも 745 -9
玉掌 187 みくしけとの 745 -10
玉葦 ー88 かことはかりにても 745 -ー2
玉掌 189 人だち 746 -ー
玉豊 ー90 数ならぬ 746 -2
玉葦 ー91 かずならぬ寄 746 -7
玉掌 192 よろほはしけれ 746 -8
玉葦 193 御心おちゐにけり 746 -8
玉章 ー94 げそう 746 -10
玉掌 ー95 うしとらの町 746 -ー2
玉章 196 さふらふ人 746 -1
玉葦 ー9 7 ふとの 746 -12

玉掌 ー98 うちかたらひても 746 -ー4
玉蔓 ー99 世にある人の 747 -2
玉葦 200 人のうヘにてもあまた 747 -3
玉章 20 ー 心ふかきあまた 747 -4
玉葦 202 北の町に 747 -7
玉蔓 203 さりとも明石の波 747 -10
玉葦 204 猶北のおとゝ 747 -ー0
玉葦 205 すか + + しくも 747 -13

玉掌 206 いちめなとやうの物 748 -2

玉蔓 207 神無月 748 -5

玉葦 208 ひかしの御かたに 748 -5
玉蔓 209 をんなに成まて 748 -7
玉葉 210 中将を 748 -9

玉葦 21ー けにか るゝ 748 -1ー

玉葦 2ー2 かのおやなり かのおや成 し 748 -13
玉章 2ー3 つき+ + しく 748 -ーヰ■
玉堂 2ー4 ふる物あつかひ 749 -3
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■▼桝l■

むかしのひかる蓋萱〝●■′■" 215 昔ひかる
b

749 -4
玉掌 2 16 右近かいはなては 右近か いはなちては 749 -8
玉宴 2 17 この戸口 749 -8
玉葦 2 ー8 火こそいと 749 -9
玉掌 2 19 おもなの人や 749 -13
玉掌 220 けにとおほゆる 749 -ー3
玉葦 22 ー 又たれかはとてまて 又誰か はとて 750 -9
玉髪 222 めやすく物し給ふ 750 -10
玉掌 223 兵部卿の宮 750 -ー4
玉警 224 此まかきのうち 750-14
玉掌 225 うるはしたち 750 -ー4
玉聖 226 猶うちあらぬ 75ト 2
玉葦 227 あやしの 75ー●3
玉雲 228 まことに君をこそ 751-3
玉掌 229 恋わたる寄 ■ 751-7
玉聖 230 あはれとやかて 75 ト 7
玉掌 ● 23 1 こなたにまうて 75 1-9
玉葦 232 御わたりの 75 トー0
玉掌 233 心しれる人 75 1'ー2
玉葦 234 こ ろゝのかきり 75 ト 12
玉空 235 大武をあなつらはしく 752 -1
玉掌 236 監のいきさし 監かいきさし 752 -2
玉警 237 君も 752 -3
玉葦 238 おほぞう 752 -3
玉嘗 239 人をしたかヘ 人したかヘ 752 -7
玉掌 240 てうしたるも 752 -ー1
玉掌 241 われも+ + 752 -12
玉蔓 242 こなたに 752 -ー4
玉雲 243 とうて 752 -ー4
玉宴 244 うちとのより 753 -2
玉掌 245 つれなくて人の 753 -7
玉掌 × 245+ くナシ〉(245注ノー部 ) やうにてしらんとの心■■■
玉掌 246 いつれをかはとおほす 753 -9
玉掌 247 それも鏡 にては 753 -9
玉葦 248 こうはい 753 -9
玉掌 249 かの御れう 753 -ー0
玉葦 250 さくらのほそなか 753 -10
玉霊 251 あさ花田のかいふ 753 -12
玉警 252 くもりなくあかき 753 -13
玉髪 253 いろには 754 -2
玉葦 254 いてこの御かたち いてこのかたち 754 -3
玉窒 25 5 人のかたちは 754 -4
玉掌 256 すゑつむ 754 -4
玉髪 25 7 柳 の織物 754 -5
玉掌 258 人しれす 754 -6
玉警 259 しろきこうちき 754 -7
玉警 260 あをにひ色 754 -8
玉掌 26 1 につい 754 -10
玉掌 262 いたくす けゝたる 754 -13
玉葦 263 としヘ 755 -1
玉掌 264 中 + + にこそ 755-ー
玉警 265 きてみれは寄 755-3
玉髪 266 あふよりにたり あふよりにたる 755-3
玉豊 267 さかしらに 755-7
玉掌 268 はつか しきまみ 7 55-8
玉掌 269 こだいの寄よみ は 7 55-8
玉警 270 ゆるき給はぬこそ 755 -ー0
玉葦 27ー 人の中なる事を 755 -ー1
玉警 272 やすめ所に 755 -12
玉豊 273 よろつのさうし くナシ〉(△一字下ゲ ) 755 -ー4
玉髪 274 かうやかみ 756 -2
玉雲 275 わかすいなう 和音のずいなう 756 -2
玉掌 276 うこきすヘくも 756 -3
玉掌 277 よくあないしり 756 -5
玉宴 278 めなれてこそ 756 -5
玉聖 279 いとおしきや 756 -6
玉窒 280 差にもの ゝ 756 -7
玉董 281 みぬ人はた 756 -8
玉聖 282 たゝ心のすちを 756 -10
玉宴 283 これよりをし返し 756 -ー3
玉掌 284 かヘさんとの寄 757 -I
玉掌 ■ × 284+ 〈ナシ〉(284注ノー部 ) いとせめて恋しき時は■■t
初音 ■ ー とし立 763 -1
初音 2 くもらぬ 763 -1
初音 3 かすならぬ 763 -1
初音 4 まして玉を 763 -3
初音 5 まねひたてん 763 -5
初音 6 いける悌 の 763 -6
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諾 7 汁,
うちとけて

▼′■淋 lJ▼毎 払̂■〝▲圃 JX､
★÷岱SfflBS十m ア
763 '6

初音 8 中 + + よし+ + しく 763-8
初音 9 はがためのいはひして 763-ー0
初音 10 年の内の 763-ll
初音 ー0+ 〈欠〉 そほれ 763-ll
初音 ーー ふところて 763-12
初音 12 いとはしたなき 763-ー2
初音 13 いとした かゝなる 763-ー2
初音 14 かねてそ見ゆる 764-1
初音 15 御かた + + さんざ 764-4
初音 16 うヘにはわれ 764-6
初音 17 みたれたる 764 -6
初音 18 うす氷寄 764-8
初音 ー9 けにめてたき 764-8
初音 20 くもりなき寄 764-ー0
初音 21 聞えかはし給ふも きこへかはし給ふ きえかはし給ふ 764-1ー

初音 22 ナふは子 日 764-ll

初音 23 わらは下つか わらは下つかヘ 764-13

初音 24 おまへの山 764-13

初音 25 ひけことも 764 -14

初音 26 五えうの枝 765 -ー■
初音 27 うつれるは 765 -1
初音 28 年月を寄 765 -3
初音 29 をとせぬ 765 -3

初音 30 けにあはれ と 765 -3

初音 3ー こといみ 765 -4

初音 32 初音おしみ 765 -5

初音 33 いままて 765 -7
初音 34 ひきわかれ歌 ひきわかれ 765 -9
初音 35 くた + + しくそ 765 -9

初音 36 わさと 765 -ーー

初音 37 ちかやかなる 765 -12

初音 38 又さておはす 766 -1

由音
39

花田はけに匂ひおほからぬ御あ

はひにて
766 -ー

初音 40 やさしき方に 766 -2
初音 41 えびかつちして 766 -2
初音 42 われならさらん 766 -3
初音 43 聞え給ひて 766 -7
初音 44 またいたくも 766 -7

初音 45 さるかたに さるかたに‥● 766 -10

初音 46 くもれるとみゆる 766 -12

初音 47 さはらかに 766 -ー3

初音 48 えしも見過し えしも見返し 767 -1
初音 49 かくいと 767 -2
初音 50 猶思ふ に 76 7-2
初音 5 ー 年比に 767 -4
初音 52 あなた 7 67 -5
初音 53 さも有事そかし 767 -8
初音 54 ′ ものよりことに 76 7-ー0

初音 55 とうきやうき 767 -12

初音 56 物ことに 76 7-ー3

初音 57 ゑひかうなり ゑひかう 767 -13
初音 58 すちかはり 767 -14
初音 59 ざヘがらす 7 68 -ー
初音 60 めつらしや寄 768 -4
初音 61 声待出たり こゑまち出たる 7 68 -4
初音 62 さける 768 -4

初音 63 引かへしなくさめ 768 -5

初音 64 はつかしけ也 7 68 -6

初音 65 筆さし 7 68 -6

初音 66 かしこまりをきて 7 68 -7

初音 67 しろきに 7 68 -8

初音 68 さはかれもや 7 68 -10
初音 69 かくしも 768 -12
初音 70 待 とり給へるはた 768 -14

初音 7ー なまけやけし 768 -14

初音 72 あやしき 7 69 -1

初音 73 りんしきやく 7 69-3

初音 74 おもか しく給ふ 769-4

初音 75 取はなちては 769-6

初音 76 つねの年よりも 769-10

初音 77 花 の香さそふ 769-ー0

初音 78 やう+ + ひもときて 769-ーー､

初音 79 たれときなる 769-ーー

初音 80 ものゝしらヘ ▼769-ー2 ､
初音 81 この殿 769-ー2

初音 82 物へたて きゝ 給ゝふ 物隔て聞給ふ 770-ー
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嶺 覧恕 ■

初 音 ■■●男‖､
賀*馳

n詮 妻転竃a､ 触霞..i壬̂(方義X蒙ヨぢ慧■l■､〈■ ゼ ミ桁■■■､仙､轍 蝉 療諺

初 音 84 またひ らけさらん l〈ナ シ〉(83注 ノー 部 ) - 770 -2初 音 85 卜やましは ■ 770 -3初 音 86 ほ してひ んか しの ゐ ん I 770 -3初音 87 卜世 の うきめみ え ぬ山 ちになす らヘ
770 `初 音 88 - は ひ しき事 は た 4

初 音 89 ∫ ーおこなひ 770 -6
初 音 90 I ■かな の よろつ 770 -6
初 音 f91 すま ゐ也 すまゐ 770 -6
初 音 f92 御わ か みゞ も 770-9

■初 音 93 まして瀧 の ま して滝 の 770 -ll
初 音 94 柳 は けに こそ 770 -ーー
初音 95 くろきか いね り 770 -ー2
初音 96 か さね の うちき H g H iH U

初音 97 み きちや う 77 ト1
初音 98 なか き御 心 の程 も 77 ト3
初 音 ■99 をしなヘ ての 人 ならす して 771 -4
初 音 一oo か く心 やす き御す まゐ 77ト 5

771初 音 ー0ー こち+ + しく 8
初 音 102 か はきぬをさへ 77ト 10
初 音 ー03 心 うつくしといひ なか ら 771 ーー
初 音 ー04 か はきぬ はいとよし 77ト ー3
初 音 ー05 み の しろころも 77 ト ー4
初 音 106 い たは りなき 772 -ー
初音 ー07 な へゝ にも 772 -1
初 音

ゴこ
108 おれ + + しく 772 -ー

772 -3
初 日

土

109 をのつ か b なん 772 -4
■ヨ ､ ､

初 音
土

ーーー すみ 給 は ぬ 772-4

772-5
初 日

初 音

名 立

ーー2 古郷 の 寄 772-8
113 うけは りたる 772 -9

ーヨ
初音

初土
ーー5 松 か 浦 772 -ー2

772 -ー4fヨ ● ヘ ､
初音

名士
1ー7 さす か に 772 -14

773 -ー
a i
毒血

ー18 あさくは

､

773 -3

are
毛 土

ー19 お り+ + かさね て 773 -3

S B
名 立

ー20 お ほししるや 773 -5

a l
名 立 ■

ー2ー すな ほに しもあb ぬ 773 -5

a s
名 立

122
I

か るゝ
か のあ さま しか りし 773-7

刀日
名 立

ー23 〈ナ ン〉(ー22注ノー 部 ) 773 -8

刀日
毒 血

124 はか なき事 773 -10

刀日
初立

125

1

あなたを 773 -ーー
日

初 音
初 土

26 か や つにも 773 -ー2
127

12

ーた かゝ きり

A ､
773 -ー4

日
初 土 8

1

印そしb ぬ 773 -ー4
H

初 土 29

ー30

年 をヘ けL 774 -4
■ヨ

初 土 13
しとし男 たつか

●- 占

774 -4
日

初 立 I

13

｣ の 院 へまい る 774 -5
H

初 土 2

13

ひた りみ きの

■●､

774 -9
日

初土 3 ｣ なたの 姫君 774-ー0
日

初 音 ■

初 土 】

134 み つ むま屋 にて 774 -12
ー35

13

｣ とくはヘ 〈欠 〉
774 -13

ーヨ
初 出 6

I

あ を色 の 775 -1
日

初 土 37 か さしの わた

Tt,

775 -2
ー∃

初 土 138

ー3

殿 の 中将 君 775 -3
-ヨ
土 9 竹 川 つたひ て 775 -し5
-∃

初土 ー
か よれ る 775 -5

ーヨ
初出 4 ー

14

ゑ にもか き 775 -5
f∃

初音

初 土

2

143

袖 くちとも 775 -7

ー4
春の に しき

､ ■■■

775 -8
日■

初 音
初 音

初 音

ユ!こ

4
ー45

ことふきの
さるは か つ｣ し

ー ､◆

775 -9

146
L と/>､き 775-9

ー47

148

何 は か りの 775-ー0

れ いの たか つき 775 -ー1
初 日

土

弁 少将
7 75 -13

初 日

初音

土

ー49

ー50

情 たち

､
776 -I

ー5 ー
ー52

お ほや け人 に おほ や け人 776 -2
初 日

初 音

立

もてしつ め
776 -5

いとうつくしと
776 -5

初 日

初 音

初 土

I
ー53

54

Iまん すむ らく 776 -5

わ た くしの こえん 776 -7
■ヨ

初 音
初音

胡蝶

胡蝶

胡蝶

ー

1

55

5

′b､くろともして 776 -8

I 6
57

ひ めをく 776 -8

ー
ゆ るヘるは 776 -8

2
つね よりことに ■78ー■ー

3
,まか の里 に は

■､

I78ト 2
∫L1もとなく -78ト3
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JH =IS3K :1ミ昌=ウ■▲ 雄1三■■P芹■,′ ′⊇萱l純 一′ プ■P▲伽■r

胡旗
謁喜衰仰浦m

4
藍= ハ = t5 ゴRS33BS.T. n. 8

さうぞ か せ ■徽 r-■騒{t"郡 ■槻 ◆■◆J
781 -4

胡蝶 5 うた つか さ 781 -5

781 -6胡蝶 6 か の 春待 その は と

胡蝶 7 か るらか に 78ト 8
胡蝶 8 わ かき女 房 たち

781 -9
781-1ー胡蝶 9 ヘた ての 関

胡蝶 10 つ り殿 781 -12
■胡蝶 ーー 龍 頭 鶴 首 に 781-12
胡蝶 ー2 みなみ つ らゆ ひて 781-13
胡蝶 ー3 しらぬ 国 に 781'ー4
胡蝶 ー4 ′ た ゝゑ に 782-2
胡蝶 15 柳 えた を 782-4
胡蝶 ー6 ほか には さか り 782-5
胡蝶 ー7 らうをめ くる 782-6
胡蝶 18 おの ゝえも 782-ー0
胡蝶 19 をしの波 の あや 782-9
胡蝶 20 風 ふ けは 寄 782-ー2
胡蝶 2 ー 亀 の うヘ の 寄 782-ー4
胡蝶 2 2 春 の 日の 寄 783-ー
胡蝶 23 ■ ゆく方 もか ヘ らん 783-2
胡蝶 24 わ うしや う 783-3
胡蝶 25 心 にもあ らす 783-4
胡蝶 2 6 釣 殿 783-4
胡蝶 2 7 花 をこきませ 783-6
胡蝶 2 8 かく人 め して 783-9

胡蝶 2 9 もの ゝ師 783-10
胡蝶 30 うへ に待 とる 783-1ー
胡蝶 3 ー あなたうと 783-12
胡蝶 3 2 春 の しらへ ひ ゝき 783-ー4
胡蝶 33 かヘ リこゑ 7 84 -2
胡蝶 34 青 柳 お り返 し 78 4-2
胡蝶 3 5 中宮 ものヘ たて ゝ 784-4
胡煉 3 6 春 の ひ か りをこめ 784-4
胡蝶 3 7 心 をつ くる 784 -5
胡蝶 3 8 こともなき くナシ 〉(△ 1 字 下 ゲ) 784 -6
胡蝶 3 9 お ほ し もゝし おほ し もゝしるく 784 -7
胡蝶 40 わ か 身 さは か り 784 -8
胡蝶 4 1 中 の おもひ 中の 思 ひ に 784-9
胡蝶 42 そ のうちにことの 784-ー0
胡蝶 43 空 み たれ して 784-13
胡 蝶 44 さうとき 784 -13
胡 蝶 45 おとゝもお ほしゝ 784-14
胡 蝶 46 思 ふ こ ろゝ 785-ー
胡 蝶 47 む らさきの 寄 785-3
胡 蝶 48 お なしか さしを 785-3
胡 蝶 49 ふ ちに 身を寄 785-5
胡 蝶 50 中宮 の み ときやう 785-7
胡 蝶 5 ー 日の よそひ■ 785-7
胡 蝶 52 さは りあ るは 785-7
胡 蝶 53 あ なた は 785-8
胡 蝶 54 春 の うヘ の御 心 さし 785-ーー
胡蝶 55■ とりに は 白か ね の 花 785-ー3
胡蝶 56 お まへ にわ たれ る 786-3
胡蝶 57 あ くら 786-4
胡蝶 58 ぎや うが う 786-5
胡蝶 59 花 園 の 寄 786-7
胡蝶 60 昨 日の 女 房 786 -8
胡蝶 61 花 に おれ つ ゝ 786 -8
胡蝶 62 うくひ す の 786-9
胡蝶 63 鳥 の か く 786 -10
胡蝶 64 てふ は まして 786 -ート
胡蝶 65 宮 の す け 786-ー3
胡蝶 66 か ね てしも 786 -14
胡蝶 67 白キ ー かさね 787-ー
胡蝶 68 こしざ し 787 -1
胡蝶 69 藤 の ほ そなか 787 -ー
胡蝶 70 音 にな きぬ へ くこそ 787 -3
胡蝶 7ー こてふ にも寄 787-4
胡蝶 72 す くれ たる 787 -4
胡蝶 73 か の 見 もの 女ゝ房 787 -6
胡蝶 74 西 の たい の 787 -ー0
胡蝶 75 ふ か き御心 もちゐ や 787 -ー0

胡 蝶 76 らうあ りて 787 -ー2

胡 蝶 ■ 77 聞 え給 ふ 人 787 -13

胡 蝶 78 お やか りはつましう 787 -ー4
胡 蝶 79 す く+ + しくて 丁88 -3
胡 蝶 80 この 君 に 788 -4

ョ & 81 その か たの あ はれ 788 -5
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82 ■ さやうにも らゝし 788-7
胡蝶 83 これは 788-9
胡蝶 84 たいの御かた 78 8-ll
胡蝶 85 いられかましき 788 -14
胡蝶 86 たゝかやう 78 9-3
胡蝶 87 右大将 789 -8
胡蝶 88 恋の山にはくしの 789 -8
胡蝶 89 おもふとも寄 789 -13
胡蝶 90 そをれ くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 789 -13
胡蝶 9ー おのこのとか 790 -2
胡蝶 92 むしんなるにや 790 -4

胡蝶 93
もしはめさましかるヘきゝ

はゝけやけう
もしはめさましかるヘきゝはゝ 790 -4

胡蝶 94 花てふにつ けたる 790 -5

胡蝶 95
心たつ也 (行間ニ｢女ノ実

法の ｣ト)
くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 790 -6

胡蝶 96 物のたよりはかり 790 -7
胡蝶 97 なてしこのほそなか 790 -13
胡蝶 98 さはいへと 79ト 1
胡蝶 99 こと人と 79ト 4
胡蝶 100 おやと聞えん ■ 79い 5
胡蝶 ー01 さらに人の 791 -6
胡蝶 ー02 御かヘリはさらに 791-9
胡蝶 ー03 さて此わかや さてこのわかやかに 79ト 10
胡蝶 104 かれはしうねく 791-ll
胡蝶 105 みるこ 791'ー3
胡蝶 106 をのつから 792 -2
胡蝶 ー07 けつゑん 792 -3
胡蝶 ー08 かうなにやかや 792 -4
胡蝶 109 や まゝしき 792 -5
胡蝶 ーー0 御なかにさし 792 -6
胡蝶 ー11 なをよの人の 792 -7
胡蝶 1ー2 めしうと P 792 -10
胡蝶 ーー3 みなをい給 はん人は 792 -ーー
胡蝶 ーー4 あンヘき也 あヘき 792 -13
胡蝶 ー15 いたうねひ過 792 -ー3
胡蝶 116 かうざま 793 -ー
胡蝶 ーー7 わ い 793 -4
胡蝶 ーー8 御心にあかさらん 793 -4
胡蝶 ー19 くるしうて 793 -5
胡蝶 120 何事も 793 -6
胡蝶 ー21 世のたとひの後の親 793 -8
胡蝶 ー22 おほすさまの事 793 -9
胡蝶 ー23 たちとまり 793 -ー3
胡蝶 124 ませのうちに寄 793 -14
胡蝶 ー24+ く欠〉 ゐざりいてゝ 794 -1
胡蝶 ー25 今さらに寄 ■ 794 -2
胡蝶 ー26 中 + + にこそ 794 -2
胡蝶 12 7 さるは心のうちには 794 -3 ､
胡蝶 128 むかし物語 794 -6
胡蝶 129 心としられ 794 -7
胡蝶 ー30 物の心えつへくは 794-12
胡蝶 13 ー なとたのもしけ 794 -13
胡蝶 132 いてや我にても いてや我たにも 794-14
胡蝶 ー33 あな心どゝ 795-2
胡蝶 ー34 いと見しらすしも 795-2
胡蝶 135 心のうちには 795-3
胡蝶 136 わして又きよし 795-8
胡蝶 137 先この 795-9
胡蝶 ー38 なこやか くナシ〉(ー37注ノ■部 ) 795-1ー
胡蝶 139 見そめたて 795-ー2
胡蝶 ー40 中将のさらに 795 -14
胡蝶 ー4ー 橘の寄 796 -4
胡蝶 142 袖の香を寄 796 -9
胡蝶 ー43 あさくも 797 -1
胡蝶 ー44 をとつれ 797 -2
胡蝶 145 いとかう 797 -3
胡蝶 ー46 いとさかしら 797 -3
胡蝶 ■ 147 風の竹に 797 -4
胡蝶 148 御そともの 797 -8
胡蝶 ー49 いと心うく 797 -9
胡蝶 ▲ ー50 まことのおや 797 -10
胡蝶 151 かうおほすこそ 797 -12
胡蝶 152 しらぬ人たに 797 -13
胡蝶 153 むかしの心ち 798 -3
胡蝶 ー■54 かうほれ + + しく 798 -6

胡蝶 ー55 そこゐしらぬ 798 -7
胡蝶 ー56 いとさはかりには 798 -9
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▲胡蝶 iTJlslr;;
157

ゆめ いめ 798 -1ー
胡蝶 158 - 世の中をしり 798 -12

胡蝶 159 人の有さま 798 -ー3

胡蝶 ー60 兵部 799 -3

胡蝶 ー6 1 たくひなかりし くナシ〉(160注ノ■部) 799 -8

胡蝶 162 うちとけて寄 799 -10

胡蝶 163 聞えさらん 799 -ー2

胡蝶 164 うらみ所ある 799-14

胡蝶 ー65 大田の松 800 -1

胡蝶 ー66 うき名にも 800 -4

胡蝶 16 7 まめ + + しき御心 800 -6

胡蝶 ー68 宮大将なとは 800-7

胡蝶 16 9 おとゝの御ゆるしを 800-9

栄 1 ■ いまはかくおも+ + し 805-1

栄 2 たゝよはしからす 805-2

栄 3 おもひの外なる 805 ⊥3

壁 4 か るゝすち 805 -5

蛍 5 母君の 805 -7

栄 6 わららか 805 -ー3

蛍 7 らうのほとは 806 -ー

栄 8 五月雨に 806 -1

蛍 9 ■ 殿は御 らんして 殿御覧して 806 -3

栄 10 ∫ 人 + + もことに 806 -6

栄 ll 母君の御おち 806 -6

栄 ー2 物なとの給ふさま 806 -10

蛍 13 物なけかしさの後 806 -ー2

栄 14 なにかとおもふには 806 -13

栄 15 されたる 806 -14

栄 ー6 とのはあひなく 806 -14

栄 ー7 つまとの間 807 -2

栄 18 むつかしきさかしら 807 -4

栄 ー9 おほつかなき 807 -6

栄 20 うちよりほのめく 807 -8

栄 2 1 打出て 807 -9

栄 22 いとあまり 807 -13

栄 23 あつかはしき 807 -ー3

蛍 24 より給て 808 -6

栄 25 ひとへ打かけ 808 -

栄 26 ほたるをうすきかたに 80 8-7

蛍 27 わか姫君 80 8-13

栄 28 ことかたより 80 8-14

栄 29 人のおはするほと 80 9-1

栄 30 えならぬうす物の 809-2

栄 3 1 そひやか 809-6

栄 32 あのこと くナシ〉(3ー注ノー部) 809-7

栄 33 なくこゑも寄 809-

蛍 34 おもひまはさん 809 -9

栄 3 5 声 はせて歌 こゑはせで 809 -ー1

栄 3 6 軒のしつく 809 -13

栄 3 7 ほと きゝす 809 -14

栄 38 御けはひ 8 10 -1

栄 3 9 めおやたちて 810 -2

栄 4 0 さるまことにゆかしけなき 810 -7

蛍 4 1 御心くせ 8 ー0 ●8

蛍 4 2 うるはしくやは 8 10 -8

栄 4 3 をよひなきに をよひなさに 8 ー0 -10

栄 44 この君は 8 10 -1ー

蛍 45 むまはのおとゝ 8 10 -ー4

蛍 46 ならはしきこえじ 8 11 -1

蛍 47 いけみころしみ 8 1ー●3

壁 48 つやも色も 8 11-3

隻 49 いつこに 8 11 -4

蛍 50 あやめの あやめも 8 ー1■5

栄 5ー しろきうすやう 8 ー1■7

8 11-8蛍 52 まなひいつれ は

蛍 53 けふさへや寄 8 11-10

8 11-10
8 11-ll

8 11'ー3

8 11 ー3

8ー2 ■ー

栄 54 ためしにも

蛍 55 これかれも

蛍 56 あらはれての歌 あらはれて寄

蛍 57 わか + + しく

蛍 58 くす玉なと

蛍 59 おほししつみつる 812-2

蛍 60 おなしくは 812-2
蛍 61 中将のけふの 812 -4

蛍 62 しのふる 812 -6

蛍 63 こなたのらう 812 -8

蛍 64 官人 812 -10

堂 65 ■ たいの御かた 812 -ll
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66
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栄 67 さうふ かさね 8 12 -13
栄 68 西のたい 8 ー2 ●ー4
栄 69 あふちのすそこ 8 ー3 ■1
栄 70 からきぬ 8 13 -2
栄 7ー こなた 813 -2
栄 72 こきひとヘかさね 813 -3
栄 73 けにみこたち 813 -5
栄 74 おほやけことに 8ー3 ●6
栄 75 す けたち 8ー3 ■6
蛍 76 女はなにの 813 -7
蛍 77 とねりとも 8ー3 `7
蛍 78 身をなけたるてまどはし 813 -8
栄 × 78+ くナシ〉(78注ノー部 ) 長和二年五 月十二 日■■■

蛍 79 あなたにもかやう 813-9
栄 80 たぎうらく 8ー3-10
栄 8 ー らんさう 8ー3 -10
蛍 82 おと はゝこなたに 8 3 -12
蛍 83 よしといへと 813 -14
蛍 84 御 おとうとに 814 -1
栄 85 昔 のうちわたり 8 ー4 ■3
蛍 ■ 86 そちのみこ 8 14 -4
栄 87 大君 げしき 8 14 -5
蛍 88 ふと 8 14 -5
栄 89 なをあるをは 8 14 -6
蛍 90 右大将 8 ー4 ●7
栄 9ー ちかきよすか 8 14 -8
栄 92 おましなともこと+ + 8 14 -9
栄 93 殿 はくるし 8 ー4 ■ー1
栄 94 そはみ聞え給はて 8 ー4 ■1ー
栄 95 おりふしに付たる 8 14 -ーー
栄 96 その駒もの歌 その駒も寄 8ー5 ●1
蛍 97 にほ鳥に寄 8ー5 ●3
栄 98 あいたちなき 8 15 -3
栄 99 かくても見たて 8ー5 ■4
蛍 100 ゆかをは 815 -6
栄 101 かきよみ 8ー5 - 2
蛍 102 わかみありさま 815 -13
栄 103 住吉の姫君 815 -14
栄 10 4 さしあたりけんとは 815 -14
蛍 10 5 ほと+ + し 816 -ー
蛍 10 6 女こそ物うるさからす 8ー6 ●3
栄 10了 あつかはしき 816 -5
栄 108 さみたれのかみ 8ー6 ●6
栄 109 いたつらに心うこき 8ー6 ▼9
栄 ーー0 らうたけなる姫君 8ー6 -10
蛍 ー1ー かた心つくかし かた心つくし 816 -ー0
栄 ーー2 しつかに又 8ー6 -ll
栄 113 おさなき人の 8ー6 -12

蛍 114 そ こゝと
そ ごゞと(見出シ頭ヨリサラニ 1 字

上ゲ ) 8 6 -13

蛍 115 さしもあらしや 817 -1
蛍 ーー6 けにいつはり 817 -1
蛍 117 こちなくも 817 -3
栄 ー18 神代より 817 -3
栄 119 日本紀 日本記 8ー7 ■3
栄 120 その人のうヘとて 817 -5
栄 ー2ー よきもあしきも 8 7 -6
栄 ー22 人のみかと 817 -10
蛍 123 おなしやまと 817 -ー0
栄 ー24 悌のいとうるはしき 817 -12
栄 125 はうヘんといふ事 817 -13
栄 126 さとりなき物は 817-14
栄 127 ひとつむねに 818-ー
栄 ー28 ほたいとほんなう 818-ー
栄 129 人のよきあしき 8ー8■2
蛍 130 しほうなる 8 18-4
栄 ー3 ー しれもの 8 ー8■4
蛍 ー32 けとをきもの ゝ 8 ー8■4
蛍 133 さらすともかく 8 18-7
栄 134 けにこそ 818-8
蛍 ー35 いとあされたり 8 18-9
壁 ー36 ■ おもひあまり寄 8 ー8■ー0
栄 137 ふけうなるは俳 8ー8-10
蛍 ■ ー38 ふるき跡を寄 818-13
栄 ー39 かくしていかならん かくしていかなるヘき 818-14
蛍 ー40 姫君■ 姫君 818-14
蛍 141 こまの 物ゝ語 ◆8ー9 ■1
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ちいさき 8 19 -3

蛍 ー43 かゝるわらはとちいかに 8 19 -4

蛍 144 けにたくひおほからぬ 8 19 -5

蛍 145 このみあつめ 819-6

栄 146 みそか心 8ー9■7

栄 147 おかしとはあらねと 819-了

餐 148 たいの御かた聞給 はゝ 819-8

蛍 149 うつほの藤原君 819 -ー0

蛍 150 いひ出たるしわさ 819 -12

栄 15 1 うつゝの人も 819 -12

栄 152 人 + + しく 819 -ー3

栄 153 よきほとにかまへぬやよしなから 8 ー9 -14

蛍 ー54 こめかしきを 8 19 -ー4

栄 15 5 なにわさをして 820 -1

餐

蛍

156 けにさはいヘと 820 -2

157 ことはのかきり 820 -3

栄 158 すへてよか らぬ 820 -5

栄 159 ほめさせし 8 20 -5

蛍

栄

160 ま はゝ のゝはらきたなき 820 -6

161 中将の君 820 -8

蛍 162 わか世の 820 -10

栄 163 大はん所 820 -12

栄
蛍

164 あまたおはせぬ 820 -ー2

165 まめやかに 820 -14

栄 166 かの人 821 -2

栄

蛍

167 さもありぬヘき 821 -3

ー68 猶かのみとりの 猶かのみとり 821 -5

栄

栄

169 やんことなき 82ト 7

170 たふるゝ 821 -7

栄 ー71 つらしと 82 1-8

栄 172 人にもことはら 82 1-8

栄 173 せうとの 82 1-10

栄 174 右中将 82 1'ーー

栄 ー75 この君をそ 82 1-12

栄

蛍

176

177

人のうヘにては 8 21-13

むかしの父おとゝ 821'ー4

栄 178 と こゝほる 822-3

栄 179 かのなてしこ 822-4

栄 180 すヘて 822 -6

栄 ー8 ー さかしらに我か子と 822 -7

蛍
栄

182 君たちにも 822 -9

183 耳とゝめ 822 -ー0

蛍 184 心のすさひに 822 -ー0

栄 18 5 物うんし 822 -l l

栄 186 中比 822 -12

栄 187 夢見給て 822 -ー4

栄 ー88 とし比 823 -1

壁 189 人の物に 823 -2

常夏 1 つり殿 829-1

常夏 2 中将の君 829-ー

829-2
829 -2

829 -3

常夏 3 西川
i i iiiiiiiiiiiiiiiiii-

常夏 4 ちかき河

常夏 5 大殿 の君たち

常夏 6
I

ひみづめして
829 -5

常夏 ■ 7 すいはん 829 -5

常夏 8 さうどき 829 -5
栄 9 せみの 82 9-6
常夏 10 水の上むとく 8 29-7

常夏 ー1 むらいの むらい 829-7

常夏 12 あそひなとも 829-8

常夏 ー3 宮つかへする 宮つかへ 829 -9

常夏 ー4 おきなひたる 829 -1ー

常夏 ー5 めつらしきこと 829 -ー2

常夏 16 いかてき しゝことそや 830 -1

常夏 ー7 弁の少将 830 -2

常夏 ー8 この春の比ほひ夢かたり 830 -3

常夏 19 かこつヘきこと 830 -4

常夏 20 中将 のあそむ 830 -4

常夏 21 ふれ ぱひ 830 -5

常夏 22 けそん 830 -7

常夏 23 おほかんめる 830 -8

常夏 24 をくる かゝりを 830 -8

常夏 25 ふくつけきそ 830-9

830 -9
830 -10

830 -ー1

常夏 26 いと もゝのしきに

常夏 27 名のりも

It"! な 一
吊夏

点望-

28 J■ ､
らうかはしく

そこきよくすまぬ水

830 -1ー

吊夏
常夏

2 9

3 0

830 -ll
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中将君も鷲夏

3 1 頂 - 8 ,- 830 -ー3 ■
常夏 32 藤侍従 830 -ー3
常夏 33 あそんやさやうの 830 -14
常夏 34 おなしかさし 83 ー■1
常夏 × 34+ くナシ〉(34 注ノー部 ) おなしかさしの事
常夏 35 ろうし給ふやう 831 -2
常夏 36 うはヘは 83ト 2
常夏 37 なまねたしとも 831 -4
常夏 38 かくき 給ゝふに 831 -5
常夏 39 たいの姫君 831 -5
常夏 40 ■ もてなされなんはや 83い 6
常夏 4ー 又もてけち 831 -7
常夏 42 おほえぬさまにて 831 -8
常夏 43 夕つけ 831-9
常夏 44 おなしなをし 831-12
常夏 4 5 おとゝ 831-14
常夏 4 6 といで 83トー4
常夏 4 7 しのひて 831'ー4
常夏 48 いとかけりこまほしけに 831'ー4
常夏 4 9 なを+ + しき 83 2-2
常夏 50 この豪のおほえ 83 2-3
常夏 5 ー すきごと 注釈ナシ○ 83 2-5
常夏 52 かくてものし 832 -5
0 1 53 なてしこの色を 832 -9
常夏ノ 54 心のま にゝ 832 -ー0
常夏 55 いふそく 832 -1
常夏 56 右の中将 832 -12
常夏 57 中将 の君は 832 -ー4
常夏 58 中将をいとひ 832 -ー4

常軍 59
ましり物なくきら+ + しか

める
ましりもなくきら+ + しかめる 833 -ー

常夏 60 おほきみたつ 833 -2
常夏 61 きまさはといふ人も 833 -2
常夏 62 もてはやされん 833 -3
常夏 63 こゝにまかせ 833 -5
常夏 64 さはかゝる御心の 833 -6
常夏 65 か りゝ火のだい 833 -ー0
常夏 66 りちに 833 -ー1
常夏 67 思ひおとし 833 -ー2
常夏 68 いとおくふかくはあらて 833 -13
常夏 69 こと+ + しきしらヘ 833 -14
常夏 70 このものよ 833 -14
常夏 7ー いとかしこきやまとこと 834 -2
常夏 72 はかなくみせて 834 -2
常夏 73 ひろくことくにの 834 -2
常夏 74 ものなとに 834 -4
常夏 75 すがゞき 834 -6
常夏 76 ほの + + 834 -7
常夏 77 いかてとおほす 834 -7
常夏 78 このわたりにて 834 -8
常夏 79 山かつ 834 -9
常夏 80 さかし 834 -ll
常夏 8ー ふんのつかさ 834 -12
常夏 82 おやと- おやとし 834 -13
常夏 83 ておしますなと 835 -ー
常夏 84 ことつひ■きひう ことつひきひう 835 -3
常夏 85 ぬき川 835 -6
常夏 86 おやさくるは おやさくる 835 -6
常夏 87 さうぶれん 835 -9
常夏 88 おもなくて 835 -ー0
常夏 89 しはしもひき 835 -ー2
常夏 90 いかなる風の 835 -13
常夏 9 ー みゝかたからぬ 836 -
常夏 92 いと心やまし 836 -2
常夏 93 世もいとつねなき 836 -4
常夏 94 いにしヘも 836 -5
常夏 95 なてしこの寄 836 -7
常夏 96 この事の この事の■■■ 836 -7
常夏 97 まゆこもり 836 -
革夏 98 山かつの寄 836 -10
常夏 99 こさらましかは 836 -ーー
常夏 一oo さるヘき 836 -14
常夏 ー01 なそかくあひなき 837 -ー
常夏 102 春のうへ 837 -4
常夏 103 さてそのおとり 837 -5
常夏

r"*.

ー04 人よりことなれ 837 -6
吊夏

I*".

105 納言の 837 -7

吊夏 106
■■■■- ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

いさなひとりて 837 -9
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常夏 "*%10 7 た見なんや 837 -9
常夏 ー08 うしろめたき 837 -ー2
常夏 ー09 さは 838 -1
常夏 110 こ なゝから 838 -1
常夏 11ー また世なれぬ 838 -3
常夏 112 をのつから関守 838 -4
常夏 113 思ひ入なは 838 -5

常夏 114 いとけしからぬ 838 -5

常夏 115 いよ+ + 838 -6

常夏 ー16 むつかしき 838 -7

常夏 117 このいまの御むすめ 838 -8

常夏 ー18 との 人ゝ 838 -8

常夏 119 ほざたる 838 -9
常夏 120 少将 少将弁 838 -9
常夏 121 さかし 838 -10

常夏 ー22 もとき給はぬ もとき給ぬ 838 -ー2

常夏 ー23 これそおほえある これ にそおほえある 838 -13

常夏 ▲ー24 いとこともなき いともこともなき 838 -14

常夏 125 いてそれは 839 -2

常夏 126 人 + + しき程ならは 839 -4

常夏 ー27 塵もつかす ■ 839 -4

常夏 128 おもた しゝきはらに 839 -5

常夏 ー29 今ひめ 839 -9
常夏 ー30 しちの御子にも 839 -9

常夏 131 え給 はん 839 -ー1

常夏 132 なをひめ君 839 -ー2

常夏 133 位さはかり 839 -14

常夏 134 くちいれかヘさい くちいれかヘさは 840 -I

常夏 135 かるらかに 840 -3

常夏 136 うた ねゝは 840 -ー1

常夏 137 人 + + もちかく 840 -12

常夏 138 心やすく 840 -13

常夏 ー39 身かためて 840 -ー4

常夏 ー40 ふとう 840 -ー4

常夏 ー4 1 うつゝの 841 -1

常夏 142 きさきかね 841 -3

常夏 143 こと+ + しきゆへも 841 -3

常夏 144 けにさも 84ー■5

常夏 145 たて なゝひくかた 84ー■5

常夏 146 この君の人と 841 -6

常夏 147 おもふやうに 841 -8

常夏 148 心見ことに 841 - 0

常夏 149 ねきことに 84ー■10

常夏 150 おもふさま侍る 841 -10

常夏 ー5 1 むかしはなに事をも 84 1-ll

常夏 ー52 中 + + さしあたりて 8ヰ1-12

常夏 ー53 大宮よりも 84 1 ー4

常夏 154 この北のたい 842 -1

常夏 155 女御 842 -4

常夏 156 さるおこの 842 -5

常夏 157 いとさいふはかりにや いとさいふはか りにや■■■ 842 -5

常夏 158 老しらへる 842 -7

常夏 159 なとかいとさことの 842 -9

常夏 160 中将なとの 842 -10

常夏 16 1 かたヘはか やゝかしきにや 842 -ll

常夏 162 この御ありさま 842 -12

常夏 163 すみたる 842 -13

常夏 ー64 ほうゑみ給へる ほ ゑゝみ給ヘる 843 -ー

常夏 165 中将のいとさいへと 843 -ー

常夏 ー66 すたれたかく 843 -3

常夏 167 五せち 843 -3

常夏 ー68 せうさい + + 843 -4

常夏 ■ 169 先をふをもてかき 843 -5

常夏 ー70 御かヘしや + + 843 -7

常夏 17 ー とうをひね り 843 -7

常夏 ー72 中に 843 -8

常夏 ー73 あさえも 843 -8

常夏 ー74 ひち かゝに 843 -9

常夏 ー75 つみかろげ ■ 843 -9

常夏 ー76 か みゝに 843 -1ー

常夏 ー77 かくて物し 843 -12

常夏 ー78 てうたぬ 844 -2

常夏 179 けに身にちかく 〈ナシ〉(ー78注ノー部) 844 -2

常夏 180 なヘてのつかうまつり人 844 -ヰ

常夏 ー8 1 まして 844 -7

常夏 182 何そはこと+ + しく 844 -8

常夏 ー83 ◆おほみ大壷 おほみ 844 -9

常夏 ー84 けうぜん 844 -ー1
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…慕喜書-;紫■■叫m買掛■ゝ
185

宅y■鷲菱 おごあい ､ 訂ンハ黙礼+"■媒､､■L戦■ 玩
844 -12

常夏 186 舌 の本上 844 -13

常夏 187 めうほうし 844 -13

常夏 188 たうひし たうびし給ひし也 845 -1

常夏 189 たゝそのつみのむくひ■ 845 -3

常夏 ー90 大ぞう 845 -3

常夏 ー9 1 こなから 845 -4

常夏 ー9 2 さても有ぬヘし 845 -8

常夏 ー93 水をくみたき をゝ 845 -ー2

常夏 194 あへ物に 845 -14

常夏 195 おこごとに 846 -1

常夏 ー96 よろしき日 846 -3

常夏 197 打みしろき 846 -5

常夏 ー98 はつかしけにそおはする 846 -7

常夏 ー99 れいの君 846 -9

常夏 200 そほれたる 注釈ナシ0 846 -ーー

常夏 201 た ひゝなひ 846 -12

常夏 202 聾つかひ 847 -1

常夏 203 詞たひて 847 -5

常夏 204 いといふかひ 847 -6

常夏 205 こそおほせ 847 -8

常夏 206 よさりまうてん 847 -8

常夏 207 おとゝの天下に 一847 -8

常夏 208 あしかきの 847 - 1

常夏 209 かけふむはかり 847 -12

常夏 210 しらね とも 84 7-12

常夏 21 ー てんかちに 84 7-ー3

常夏 2 12 いとふに 84 7-14

常夏 213 水無瀬川 84 8-1

常夏 ■ 2 ー4 草わかみ歌 一章わかみ 84 8-2

常夏 2 ー5 おほ川水 84 8-2

常夏 2 16 しもしなかに 84 8-3

常夏 × 2 16+ くナシ〉(216注ノ■部 ) なと長 + + としたるなり

常夏 2 17 ゆヘはめる 84 8-4

常夏 2 ー8 ひすまし 848 -6

常夏 2 ー9 さうのもしは 848 - ー

常夏 220 えみしらね はにや 848 -ー1

常夏 22 1 返事かく 848 -ー2

常夏 222 おかしき事の 849 -ー

常夏 223 せんじかき 849 -1

常夏 224 ちかきしるし 849 -2

常夏 225 ひたちなる寄 849 -4

常夏 226 それ はきかむ人 され はきかん人 ‥■ それはきかん人 ‥■ 849 -5

常夏 227 をしつゝみて 849 -6

常夏 228 御 かたみて 849 -6

常夏 22 9 まつとの給ヘは 849 -7

常夏 230 御たいめん 849 -ー0

薫 火 1 おほいとの
(古活字本ハ前 巻末ニ追

イ込ミ〉
855 -1

薫 火 2 なをさりの 855 -2

薫 火 3 ものめかし 855 -3

薫火 4 けによくこそと けによくこそおやと聞えなからも句 855 -7

薫火 5 看近も 855 -9

葦火 6 にくき御心こそ 855 -9

葦 火 7 ふかき御心のみ 85 5-ー0

薫 火 8 せこか衣も 8 55-ーー

業 火 9 御こと 8 55-ー3

薫 火 ー0 いつかむゆか 855-ー3

葦 火 ーー かゝるたくひ 856-ー

葦 火 ー2 わたり給はん 856 -2

薫火 13 右近 856 -3

薫火 ー4 やり水のほとり 856 -4

葦 火 ー5 うちまつ 856 -4

薫 火 16 夏の月なき 856 -9

薫 火 ー7 かゝり火に歌 かゝり火寄 856 -12

葦 火 ー8 ふすふるならても 856 -ー2

薫 火 ー9 ゆくゑなき歌 行ゑなき 行ゑなき玉の寄 857 -1

箕 火 ■ 20 くはや 857 -2
箕火 2 ー ひんかし 857 -2
葦火 22 わさとふきなる 857 -4

箕火 23 御せうそこ 857 -4

薫火 24 風の音 857 -6

箕火 2 5 御ことひき 857 -7
箕火 2 6 源 中将 857 -8
箕火 2 7 いたしたてかたう 857 -8
葦火 28 すゝむしに ▼857 -9
葺火 29 心してを 心してを句 注釈ナシ○ 857 -ー2
葦火 ■ 30 ゑいなきのついてに 8 57 -13
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一=Y=エ .g 3ー if .こあほれと 857 -13

章火 32 さたに 858 -1

章火 33 え忍ひ 858 -2

章火 34 さまよくもてなし 858 -3

野 ∠ゝ ー 色草 863 -ー
刀

野∠ゝ
2 くろきあかき くろぎ△あかき 8 63 -2

刀
野 ∠ゝ

3 春の 山 8 63 -4
刀

野分
4 春秋のあらそひに 863 -5

野分 5 名た るゝ 863 -6

野分 6 こせんばうのきつき 863 -

野分 7 野分れいの年より 863-9

野分 8 まして草むらの 863 -ー1

ア
野∠ゝ

9 しぬヘくは 863 -12

7】
野分

10 おほふはかりの 863 -ー2

野分 ー1 本あらの 864 -2

野分

野分
野分

野分

野分

野分

野分

野分

野分

野分

野分

野分
野分

野分

野∠ゝ

12 おとゝは姫君 864 -3

13 中将君 864 -4

14 こさうし 864 -4

15 ものにまきる 864 -7

ー6 か はさくら 864 -9

ー7 にほひちりて 864 -9

18 いかにしける いかにしつる 864 -ー1

19 かくみる人 864 -ー■4

20 西の御かた 865 -2

2 1 いとうたて 865 -3

22 ものきこえて 865 -4

23 たてる所 865-8

24 露なかりつる 865-ll

25 風 こそけにいはほも 風こそ 865 -ーー

26 心丑をさはかして 心ともをさはか して‥■ 865 -ll

刀
野分

野∠ゝ

27 ′､ = 条の宮に 866 -1

28 まいり侍つる 866 -2

刀
野分

29 おもひ給ヘゆつりて 866 -7

野分

野分
野分

野分

野∠ゝ

30 = 偉官と 866 -

31 おと のゝかはら 867 -ー

× 31+ くナシ〉(3 1注ノー部) 三井

32 中 + + 中 + + 夕より内大は 867 -4

33 心にかけて 867 -6

刀
野分

34 きしかた 867 -8

野分 35 たとしヘ 8 67 -10

野分 36 人からの 867 -ーー

野∠ゝ 37 人 + + はたおはします 868-1

一刀
野分

38 おもひくは れゝる 868-5

野分 39 おちごうして 868 -7

野分 40 またみかうし 868 -9

野分 4 1 あたれるかうらん 868 -9

野分 42 いにしヘたに 869 -2

野分 43 ゆるいなき ゆるひなき 869 -4

野分 44 みかうし 869 -5

野分 4 5 しかはかなき 869 -7

野分 4 6 おおしきかた 869 -ー0

野分 47 まことにしみて 869 -ll

野分 48 うるさなから 869 -13

野分 49 かく かく難 也 869 -13

野分 50 おこりあひて 870 -2

野分 51 かうらんにもをしかゝり かうらんにをしかゝり 8 70 -6

野分 52 しをんなてして しをんなてしこ 870 -9

野分 ■ 53 をみなヘし 870 -ー0

野分 54 しほに しをに 870 -ー3

野分 55 こと+ + にとある時は こと+ + にとある時は ■■■ 870 -13

野分 56 ふれ ばひ 870 -14

野分 57 おとろきかほには 871 -2

野分 58 御参 りのほと 871 -2

野分 59 宰相の君 87ー■4

野分 60 これはた
iiiiiiiiiiiiiiiiii-

871 -4
野分 61 あらき風をも 871 -8

8了1-10野分 62 あヘかに
iiiiiiiiiiiiiiiiii-野分 63 あやしくから 87 1-9

野分 64 やかてまいり 8 71'ーー
野分 65 むねつぶ+ + となる 8 71-13

872 -1

872 -2
872 -2

野分 66 中将の

野分 67 心のやみに

野分 68 わか御かほ

野分 69 宮に 872 -3
野分 70 けしきつき 872 -5

872 -6
872 -10

野分 71 心とき
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii -野分 72 みすのうちに

野分 73 さうのこと 873 -3
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JL ▲一 丁0 サA ≡ 【iiSfif ≡ J､ ≡ R■ , n
野分 ■補 74

Y+f 弓ちき
873 -4

野分 75 いたし 873 -5
野分 76 大かたに寄 873 -7
野分 77 けざ+ + 873 -10
野分 78 あくかれなまほしく 873 -ー3
野分 79 ほうづき 874 -3
野分 80 わら かゝに 874 -4
野分 8ー 露なん 874 -5
野分 82 いとこまやか に 874 -6
野分 83 こと なゝれ + + しき いと なゝれ + + しき 874-ー4
野分 84 もとよりみなれ 875-1
野分 85 八重山吹 875-5
野分 86 おりにあはぬ 875-了
野分 87 花は 875-7
野分 88 いか あゝらんまめ立て 875-10
野分 89 吹みたる寄 875-ー1
野分 90 くはしくも 875-ll
野分 9ー 下露に寄 876-I
野分 92 なよ竹を 876-1

野分 93 ひかみみにや 876-2

野分 94 きゝよくもあらすそ 876-2
野分 95 ほそひつめく 876-4
野分 96 打たる 876-5
野分 97 中将の下葉か 中将下襲か 876-5
野分 98 けもんれう 876-9
野分 99 かゝまほしき 876-ー3
野分 100 姫君の御かた 876-14
野分 ー0 1 またあなたに 876-14

野分 10 2 宮のいとも 877-2

野分 ー03 なん なん旬 877-3
野分 104 ほと+ + しくこそ 877-4
野分 ー0 5 みつほねの 877-5
野分 10 6 みつしによりて 877-6
野分 ー0 7 北のおと のゝ 877-7
野分 ー08 さたまりて 877-10
野分 10 9 風さはき寄 877-12
野分 ー10 かたの 少ゝ将 877-13
野分 ■ 11ー さはかりの 877-13
野分 112 かやうの人 + + にも 878-1
野分 113 又もかい給ふて 878-1
野分 ーー4 馬のすけ 878-2
野分 ーー5 わたらせ給とて 878-4
野分 ー16 見つる花のか ほ 878-4
野分 ー17 うす色 878-8
野分 118 さもありぬへき 878-14
野分 119 をは宮 879-1
野分 120 姫君を 879-6
野分 ー2 1 くちおしう 879-8
野分 122 猶心とけす ■ 879-9
野分 ー23 心うくて 879-ー0
野分 124 ふでう 879-ーー
野分 ー25 むすめといふ名はして 879-12
野分 ー26 とや 879-14
行幸 1 かくおほしいらぬ かくおほしいたらぬ 879-12
行幸 2 このをとなし 885-
行幸 3 みなみのうヘ 885-2
行幸 4 かのおとゝ 885-2
行幸 5 ナさやかなる 885-5
行幸 6 大原野の行幸 885-6
行幸 7 すさかより 885-7
行幸 8 馬ぞひ 885-10
行幸 9 あを色のうへのきぬ 885-ーー
行幸 10 ゑひ染 885-12
行幸 ll たかにかゝつらひー たか ひゝにかゝつらひ たかひにかゝつらひ 885-13
行幸 12 このゑ青 (｢青 ｣小字 ) このゑ青 886-1
行幸 ー3 足よはき 886-3
行幸 ー4 うきはし 886-3
行幸 ー5 みかとのあか色 886-
行幸 ー6 かきりありかし 886-
行幸 17 御 こしの内 886-9
行幸 ー8 おもひなし 886-13
行幸 19 おと 中ゝ将 886 -ー4
行幸 20 右 大将 887-2
行幸 2 1 いかてかはつくろひ 887 -4
行幸 22 見おとし給ひて 887-6
行幸 23 おほしよりての給ふ 887-6
行幸 24 なれ + + しき 887-8
行幸 25 御さうそくともなをし 887-10
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行幸 26 訂,
六偉院より

和 一 尽
887 -ーー

887 -ーー

887 -ー3

887 -ー4
888 -2

888 -2

行幸 27 けふつかうまつらせ

行幸 28 くら人の左衛門そう

行幸 29 何とかや

行幸 3 0 雪ふかき寄

行幸 3 ー 太政大臣

行幸 3 2 をしほ山寄 888 -5
行幸 33 その比ほひ 888 -5
行幸 34 かの事 はおほし 888 -7
行幸 3 5 しろきしきし 888 -8
行幸 3 6 あひなのことや ■ 888 -9
行幸 3 7 うちきらし寄 888 -1ー
行幸 38 おほつかなき御ことゝ 888 -ー1
行幸 39 ■ うへも見給ふ 888 -12
行幸 40 しか + + イ しか+ + 888 -ー2
行幸 4 1 こ なゝからのおほえ 888 -ー2
行幸 42 わかき人の 888 -14
行幸 43 あなうたて 889 -2
行幸 44 いてそこにしも 889 -3
行幸 45 あかねさす歌 あかねさす 889 -5
行幸 46 猶おほし 889 -5
行幸 47 御もきのこと 889 -6
行幸 48 よだけく 889 -8
行幸 49 二月にもと 889-10
行幸 50 女はきこえたかく 889 -ー0
行幸 5 ー このもしおほしよる 889 -ー2
行幸 52 つゐには 889-ー4
行幸 53 なを+ + しき 890-ー
行幸 54 この御こしゆひ 890 -3
行幸 55 心の空なく 890-6
行幸 56 宮もうせ 890-7
行幸 57 けしうはおはし 890-14
行幸 58 なにかしのあそん 890-ー4
行幸 59 うちなとにも 891-2
行幸 60 うゐ + + しくよたけく 891-3
行幸 6 ー おれ+ + しき 891-5
行幸 62 おほつかながり 注釈ナシ○ 89ト2
行幸 63 年のつもり 891-6
行幸 64 さヘき 89ー■9
行幸 65 人のうヘ 891-10
行幸 66 いてたち 89ト 1ー
行幸 67 さること もゝなれ さること もゝなり 891-14
行幸 68 日ヘたてす 8 92-1
行幸 69 大やけごとのしけきにや 892-4
行幸 70 いまはけにくゝ いまはき にゝくゝ 892-7
行幸 7ー 物し侍れとたてたる所 892-9
行幸 72 打わらひて 892-ll
行幸 73 いふかひなきに 892-ll
行幸 74 こ にゝさヘ ■ 892-1ー
行幸 75 くい思 8 92-13
行幸 76 す いゝ 8 93 -I
行幸 77 にこりの末に 8 93 -ー
行幸 78 さるはかの 8 93 -4
行幸 ■ 79 ふい 8 93 -4
行幸 80 そのおりは 8 93 -4
行幸 8ー むつひも 8 93 -7
行幸 82 女官なとも 8 93 -9
行幸 83 こらうのすけ 8 93 -ーー
行幸 84 猶いへたかく 8 93 -ー3
行幸 85 かしこきかたの 893 -ー4
行幸 86 らうになりのほる らうになりのほり 893 -ー4
行幸 87 宮つかヘはさるヘきすち 894 -3
行幸 88 おほやけざまにて 894 -4
行幸 89 なとか又さしも 894 -6
行幸 90 よはひの程なと 894 -7
+行幸 9 1 御なやみ に 894 -10
行幸 92 いかに+ + 894 -13
行幸 93 此年比 895 -1
行幸 94 さるやう侍ること也 895 -2
行幸 95 御せんとも 御前なとも 895 -8
行幸 96 まうちきみ 895 -ー0
行幸 97 六条のおとゝ 895 -ー2
行幸 98 つれなくておもひいられぬ 896 -4
行幸 99 人の御ことに 896 -5
行幸 100 おほす おほす旬 896 -6

行幸 ー0ー さしもあらんと 896 -7

行幸 × ー0ー+ くナシ〉(ー01注ノー部) おと のゝ御心あやにくなる
行幸 ー02 しうとく 896 -12 ､
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8 96-ー3
行幸 104 御さしぬき桜の下かさね 8 96-ー3

行幸 ー0 5 さくらのからのき 8 97-1

行幸 ー0 6 光こそまさり給ヘ 光こそまさり給へ句 8 97-2

行幸 ー0 7 藤大納言春宮の大夫 8 97-5
行幸 ー0 8 御子十人あまり 8 97-5
行幸 ー0 9 物かたりに 8 97-ー0
行幸 ー10 御かうしや 898 -ー
行幸 ー1ー かんたうは 898 -ー
行幸 112 昔より 898 -4
行幸 112+ くナシ〉(ー12注ノー部 ) たいせう 898 -5
行幸 1ー3 はねをならふる 898 -5
行幸 1ー4 うち + + のわたくしことにこそは 898 -7
行幸 ーー5 よたけき 898 -10
行幸 1ー6 ひきし めゝ P 898 -ー1
行幸 ー17 いにしへはけに いにしへにけに 898 -12
行幸 118 たい+ + しき 898 -13
行幸 119 そのつゐてに 899 -4
行幸 120 おとゝ 899 -4
行幸 12ー なにの 899 -6
行幸 122 すこし人かす にも 899 -7

行幸 ー23 かたくなし 899 -

行幸 124 姫君の御事を 900 -2
行幸 125 有しにまさる 900 -2
行幸 126 しほ + + 900 -3
行幸 ー27 中将の 900 -4
行幸 ー2 8 - ふし 900 -5
行幸 ー2 9 かのおとゝ 900 -6
行幸 ー3 0 こよひも御ともに 900 -7
行幸 13 1 きこえし日 900 -10
行幸 ー3 2 又いかなる 900 -ー2
行幸 ー3 3 さためて心きよう 90 1-1
行幸 13 4 やんことなきかた + + 90 1-2
行幸 13 5 かの御あたり 90 1-4
行幸 13 6 十六 日 90 1'
行幸 ー3 7 かうがヘ 90 1-9
行幸 13 8 むヘなりけり 90 1-13
行幸 13 9 かのつれなき 90 1'ー4
行幸 ー40 なをもあらす 90 1-14
行幸 ー4 ー しれ + + しき 902 -ー
行幸 142 ねちけたる 902 -2
行幸 143 かくてその 日 ■ 902 -3
行幸 144 御くしのはこ 902 -4
行幸 145 きこえんも ■ 902 -4
行幸 ー46 いま+ + しさ いま + + しき 902 ー5
行幸 ー47 なかきためし 902 -6
行幸 148 御けしきにしたかひて 902 -7
行幸 ー49 ニかたに寄 902 -9
行幸 ー50 いたしや 902 -1ー
行幸 ー5 ー よくも玉くしけ 902 -ー3
行幸 152 みくしあけ 903 -ー
行幸 ー53 かのたき物 からのたき物 903 -2
行幸 ー54 ひんかしの院 903 -5
行幸 ー55 あをにひのほそなか 903 -9
行幸 ー56 おちくりとかや 903 -10
行幸 157 あはせのはかま 903 -ー1
行幸 158 紫のしらきり 903 -ー1
行幸 ー59 しらせ給ヘき 903 -ー3
行幸 160 おいらかなり おいらか 903 -14
行幸 161 おなしすちの寄 904 -5
行幸 162 わか身こそ寄 904 -7
行幸 163 ゑりふかう 904 -8
行幸 ー64 しゝかみ くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 904 -8
行幸 ー65 まして今は 904 -9
行幸 166 から衣又か ら衣寄 ● 904 -ー3
行幸 167 若いと匂ひやかに 904 -ー4
行幸 ー68 ろうしたる 905 -1
行幸 ー69 ようなしこと よしなしこと 905 -2
行幸 ー70 さしも 905 -2
行幸 ー7ー きしきいとあへい きしきなとあヘい 905 -4
行幸 ー72 けにわさと 905 -4
行幸 173 やうかはりて 905 -6
行幸 174 いれ奉り給ふ 905 -6
行幸 ー75 うちのおまし 905 -7
行幸 176 御 とのあふら 905 -8
行幸 ー7 7 いとゆくりか 905 -ー0
行幸 ー78 引むすひ給ふ程 905 -ー0
行幸 17 9 えしのひ 905 -10
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905 -ー0行幸 18ー 人めをかさりて 905 -ー2
行幸 ■ 182 けにさらに 905 -ー2
行幸 ー83 うらめしや寄 906 -2
行幸 184 ひめ君は 906 -3
行幸 185 よるヘなみ寄 906 -5
行幸 186 人しれす思ひし 906 -ー0■
行幸 ー87 おとゝの御このみともなめ り 906 -ー1
行幸 188 中宮の 906 -ー1
行幸 189 世にそしりなき 906 -13
行幸 190 さま + + の人 907 -1
行幸 19ー た みゝもてなしに 907 -3
行幸 192 かヘさいそうし 907 -8
行幸 193 かの御夢も 907 -12
行幸 194 女御はかりには 907 -13
行幸 ー95 しねん 908 -ー
行幸 ー9(; ニかたにもてなさるらん 908 -3
行幸 197 あふなけに 908 -4
行幸 ー98 あなかま 908 -7
行幸 ー99 宮つかヘにと 908 -8
行幸 200 おまヘの 908 -ー0

行幸 201 なにかしこそ 908 -10

行幸 202 さかしらに 908 -ー3

行幸 203 しりヘざまにしぞきて 908 -14
行幸 204 少将はか るゝ方にても 少将はか るゝ方にても‥■ 909 -3
行幸 205 かたきいはほをも 90 9-4
行幸 206 あまの岩 戸 909 -6
行幸 207 たゝおまへ 90 9-7
行幸 208 いそしく 909 - ▲
行幸 209 おといとけさやかに 909 -14

行幸 210 いとつかヘ 90 9-14

行幸 211 ふくれて 9ー0 ■4
行幸 2ー2 夢にとみしたる 910 -4
行幸 2ー3 むねにてを 9ー0 ■5
行幸 2ー4 舌ぶ り 注釈ナシ○ 910 -6
行幸 215 いとあやしく 910 -6
行幸 216 申文とて 申文 910 -9
行幸 217 ぴゞしく 9ー0 ■9

行幸 218 うへは 9ー0 -10

行幸 219 つまごゑのやう 910 -ー3

行幸 220 世人ははちかてら 世人ははちかてらに 911-3

藤袴 ー 内侍のかみ 917-I

藤袴 2 たれも+ + 917-ー

藤袴 3 いかならん 917-I
藤袴 4 おやと 917 -1
藤袴 5 ましていまは まして 9 7 -2
藤袴 6 我身はかくはかなき わか 身はかく 917 -ヰ
藤袴 7 おもひとゝめられ 917 -4
藤袴 8 うけい 9ー7 ■6
藤袴 9 物なけかし 917 -8

藤袴 10 さりとてか るゝ有さまもあし さりとてか るゝあしき さりとてかゝるし 917 -8

藤袴 1ー 人のをしはかり 917 -10
藤袴 12 かけ+ + 917 -12
藤袴 ■ 13 ことに 9ー7 -13
藤袴 14 女おや 9ー8 ー1
藤袴 ー5 いつかたも+ + 9ー8 ■2
藤袴 16 にひ色の 9ー8 ■5
藤袴 ー7 宰相 中将 9ー8 ■7

藤袴 18 いますこし 9ー8 ■7

藤袴 19 いまあらさり 918 -10

藤袴 20 内よりおほせ事 918 -ー2
藤袴 2ー うたてある 9ー9 ●ー
藤袴 22 き あゝきらめて 919 -I
藤袴 23 おほしはなたし 919 -2
藤袴 24 さはかり見所ある 919 -2
藤袴 25 人にきかす 919 -5

藤袴 26 空せうそこ 919 -7

藤袴 27 た なゝらぬすち 9 19 -7

藤袴 28 猶えしのふましく 919 -9

藤袴 29 御ふくも此月に 御ふくも此月には 919 -9
藤袴 30 十三 日には 919 -ーー

藤袴 31 人にあまねく 9ー9 -14

藤袴 32 もらさしと 919 -14

藤袴 ■ 33 かたみ 920 -2

藤袴 34 あやしうもてはなれぬ 920 -2

藤袴 35 あらはしころも 920 -3

藤袴 36 何事も 920 -4
藤袴 37 らに 920 -7
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藤袴
38
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らんすヘき 海蛍室額韓樹 叢中 海 轟療920 -7

藤袴 39 うつたヘに 920 -9
藤袴 40 おなしのゝ寄 920 -10

藤袴 4ー みちのはてなるとかや 920 -10
藤袴 42 たつぬるに寄 920 -13
藤袴 43 かやうにて 920 -13
藤袴 44 あさきもふかきも 920 -14
藤袴 45 まめやかには 92 1-1
藤袴 46 今はた 92 ト3
藤袴 47 頭 中将 92 1-3
藤袴 48 か ぬゝなり 92 -8
藤袴 49 かんの君 92 1-8
藤袴 50 いますこし身に 92 ト 12
藤袴 5ー おまヘに 92 1-14
藤袴 52 いて給ひける 92 ー 14
藤袴 53 この宮つかへをしふ + + この宮つかヘを 922 -1
藤袴 54 宮なとのれんじ 922 -1
藤袴 55 さても 922 -6
藤袴 56 わさとさるすちの 922 -9
藤袴 57 かたしや 922 -10
藤袴 58 かの母きみ 922 -13
藤袴 59 山さとに 922 -14
藤袴 60 かのおとゝはた 922 -14
藤袴 6ー つき+ + しう 923 -2
藤袴 62 宮の御人にて 923 -3
藤袴 63 いとなまめきたる 923 -3
藤袴 64 の給ふ のたまふ句 923 -7
藤袴 65 年比から 923 -7
藤袴 66 大将 923 -9
藤袴 67 かた + + いと 923 -9
藤袴 68 女は三に 923 -ー1
藤袴 69 ついてをたかヘて 923 -ー2
藤袴 70 うち+ + にも 923 -ー2
藤袴 71 ろうせんと 923 -ー4
藤袴 72 かとある事なりとよろこひ 924 -1
藤袴 73 けにさは 924 -3
藤袴 74 まか + + しき 924 -3
藤袴 75 いつかたに 924 -5
藤袴 76 おもひくまなしや 924 -5
藤袴 77 猶うたかひは 924 -6
藤袴 78 おと もゝさりや 924 -6
藤袴 79 あんにおつる 924 -6
藤袴 80 宮つかヘ 宮つかへ の 924 -8
藤袴 8ー 月た はゝ 924 -10
藤袴 82 きこえ絵ふ人 + + 924 -ll
藤袴 83 よしの 滝ゝを 924 -12
藤袴 84 中将も 924 -14
藤袴 85 宮つかヘの ほとの 宮つかヘ ほとの 925 -4
藤袴 86 うちつけなる 925 -5
藤袴 87 桂のかけ 925 -7
藤袴 88 みき いゝるへく 925 -7
藤袴 89 宰相の君 して 925 -9
藤袴 90 たえぬたとひ たえぬたとひー 925 -12
藤袴 9ー こだい 925 -12
藤袴 92 物しと■ 925 -13
藤袴 93 かくまてとかめ 926 -
藤袴 94 まいり給はん程 の 926 -5
藤袴 95 中 + + 926 -6
藤袴 96 いてやおこかまし 926 -7
藤袴 97 いつかたにつけても 926 -
藤袴 98 北おもてまつめしいれて 北おもてだつしめしいれて 926 -9
藤袴 99 かくなんときこゆ 926 -ー2
藤袴 一oo けに人き をゝ 926 -13
藤袴 10 1 いと中+ + 926 -14
藤袴 102 妹せ 山寄 927 -2
藤袴 103 人やりならす 927 -2
藤袴 ■ 104 まとひける寄 927 -4
藤袴 105 いつかたの故 と 927 -4 ､
藤袴 ー06 何事もわりなき 927 -5
藤袴 ー07 をのつから 927 -6
藤袴 ー08 よしなかゐ 927 -7
藤袴 ー09 やう+ + らう 927 -7
藤袴 ー10 かくごん 927 -7
藤袴 111 御なからひ 927 -ー1
藤袴 112 大将 はこの中将 927 -12
藤袴 113 御うしろみと 927 -13
藤袴 114 さるやう 928 -I
藤袴 115 春 宮の女御 928 -2
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+ こ成所 十
928 -5

928 -6
藤袴 117 おほなとつけて

藤袴 118 そのすちに
928 -7

928 -9
藤袴 119 かのおとゝ

藤袴 120 御おもむけの
928 -ーー

藤袴 ー21 弁のおもと 928 -ー2
藤袴 ー22 かすならは寄 929 -3
藤袴 ー23 いふかひなき 929 -4
藤袴 ー24 朝 日さす寄 929 -6
藤袴 125 下おれ 929 -7
藤袴 ー26 打あひたるや 打あひたりや 929 -7
藤袴 127 わすれなんと寄 929 -ー2
藤袴 128 おほしたえぬ 929 -ー3
藤袴 129 こ ろゝもて寄 930 -2
藤袴 130 みつからは 930 -3
藤袴 ー31 女の御心はヘ 女の御心 はヘ ■■■ 930 -5
真木柱 1 内にきこしめさん 935 -ー
真木柱 2 しはし人には 935 -ー
真木柱 3 さしもえつゝみ 935 -I
真木柱 4 程ふれと 935 -2
真木柱 5 いみしう 935 -3
真木柱 6 よその物に 935 -5
真木柱 7 いし山のほとけ 935 -5
真木柱 8 こもりゐにけり 935 -7
真木柱 9 心あさき 935 -8
真木柱 10 おと もゝ■ 935 -8
真木柱 ー1 たれも+ + 935 -10
真木柱 12 きしきいとになく 935 -ーー
真木柱 ー3 かしこに待とり 935 -13
真木柱 ー4 いつかたにも人の 935 -14
真木柱 15 中 + + めやすかめり 936 -2
真木柱 ー6 心さしはありなから 936 -4
真木柱 17 いか もゝて 936 -4
真木柱 18 けにみかとゝ 936 -5
真木柱 19 みかの夜の 936 -7
真木柱 20 ありかたき世かたり 936 -10
真木柱 2 ー くちおしく 936 -ll
真木柱 22 かけ + + しく 936 -ll
真木柱 23 しも月に 936 -13
真木柱 24 内侍所にも 936 -ー3
真木柱 25 兵衛のかみ 937 -2
真木柱 26 女はわら かゝに 93 7-7
真木柱 27 ■ 心もて 93 7-8
真木柱 28 おとゝの 937 -9
真木柱 29 宮の御心さま 93 7-9
真木柱 30 殿も 93 7-1
真木柱 3ー 今さらに人の心 93 7-13
真木柱 32 物のくるしう 93 7-14
真木柱 33 すくよか 93 8-2
真木柱 34 けけしきさま 938 -4
真木柱 35 すくよかなる世のつね 938 -5
真木柱 36 おもひの外なる 938 -6
真木柱 37 やう+ + 938 -6
真木柱 38 らうたい 938 -8
真木柱 39 おりたちて寄 938 -ー1
真木柱 40 おもひの外 938 -ー1
真木柱 4 ー みつせ川の寄 938 -ー4 ■
真木柱 42 心 おさなの 938 -14
真木柱 43 よきみち 939 -1
真木柱 44 御てのさきはかり 939 -1
真木柱 45 おほししる事も 939 -2
真木柱 46 しれ + + しさ 939 -3
真木柱 47 又うしろやすさも 939 -3
真木柱 48 きゝくるしと 939 -4

真木柱 49 内にの給 はする 内々の給はする 939 -5

真木柱 50 をのか物と 939 -5

真木柱 51 思ひそめ 939 -7
真木柱 52 二条のおとゝ 939 -7
真木柱 53 おほすさまにも 939 -9
真木柱 54 かしこに 939 -ー0 ■

真木柱 54+ く欠〉 ゆるしきこえ給ふ 939 -ll

真木柱 55 女君人に 940 -5

真木柱 56 なのめにたに 940 -ーー

真木柱 57 かのうたかひ し 940 -1ー

真木柱 58 人き やゝさし 940 -14 ､
真木柱 59 をのかあらん 94 1 -1

真木柱 60 今はかきりの身 94 ー■4

宮木柱 61 すまゐなと 94 ー●7
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真木柱 62 玉をみかける 十 y>acチh>>~ ㌧+十∵一十!十十十 ●､▼瓶■■霞窮rL■′l顎■輔穎■■r 6
941-8

真木柱 63 昨日けふの 94ト 9
真木柱 64 さしもありはつましき 941'ー3
真木柱 65 おほしうとむな 94 1 ー4
真木柱 66 ひとわたリ見はて給はぬ 942 -2
真木柱 67 まことにおほしをきつる 942 -4
真木柱 68 しはしかうじ 942 -5
真木柱 69 御めしうと 942 -6
真木柱 70 もくの君 942 -6
真木柱 71 うつし心 942 -8
真木柱 72 ほけたり 942 -9
真木柱 73 みみなれ 942 -l l
真木柱 74 こまかににほヘる 943 -ー
真木柱 75 宮の御ことを 943 -3
真木柱 ■ 76 おほきおと のゝ 943 -6
真木柱 77 人のつらさは 943 -ー2
真木柱 78 いかてかみえ奉らん 944 -1
真木柱 79 こと人にやは 944 -ー
真木柱 80 かれはしらぬさまにて 944 -ー
真木柱 80+ く欠〉 人のおや達とは 944 -2
真木柱 81 こ にゝはともかくも 944 -3
真木柱 82 れいの御心たかひ 944 -4
真木柱 83 いつきむすめのやう 944 -5
真木柱 84 おもひおとされたる 944 -5
真木柱 85 人のおやけなくこそ 944 -6
真木柱 86 むかへ火作て 944 -ll
真木柱 87 かうしなともさなから 944 -ー2
真木柱 88 とゝむとも と むゝとて ■､ 944 -ー4
真木柱 89 かゝるにはいかてかと 945 -I
真木柱 90 人のいひなし 945 -2
真木柱 91 立とまり給ても 945 -5
真木柱 92 袖のこほりも 945-7
真木柱 93 みつからは 945-8
真木柱 94 空なけきを 945 -12
真木柱 95 かのならひなき 945-14
真木柱 96 おおしき 946-ー
真木柱 97 中将もくなとあはれの世 や 946 -3
真木柱 98 おほきなるこの下 946-5
真木柱 99 いかけ 946-6
真木柱 一oo みあふる程もなく 946-6
真木柱 10 1 心たかひとは 94 6-ー3
真木柱 ー02 よばひ 94 7-2
真木柱 ー03 うたれひかれ 947-3
真木柱 ー04 身さヘひえて 947-5
真木柱 105 きすくに 947-6
真木柱 106 心さヘ音 947-8
真木柱 107 づしやかに 947-9
真木柱 ー08 この比はかりたに 94 7- 3
真木柱 ー09 けうときかな けうとさかな 947-14
真木柱 1ー0 めやすくしなし給はす 94 8-ー
真木柱 11ー 人もうし 94 8-5
真木柱 ー12 御ゆとの 94 8-5
真木柱 113 ひとりゐて寄 94 8-7
真木柱 ー14 くちおほひて 94 8-8
真木柱 ー15 なさけなき事 よ 94 8-9
真木柱 116 うき事を寄 94 8-ll
真木柱 ーー7 ことの外なる 94 8-1ー
真木柱 1ー8 いと 心ゝをわく いと 心ゝもわく 94 8-ー4
真木柱 ーー9 こもりゐ 94 8-14
真木柱 ー20 こちたく 94 9-1
真木柱 121 女ひと所 94 9-4
真木柱 122 立ならふかたなく 94 9-5
真木柱 123 今はかきり 94 9-6
真木柱 ー24 心つよう 94 9-8
真木柱 125 くつおれ 94 9十9
真木柱 126 中将侍従民部 大輔 中将侍従 民部太輔 94 9-13
真木柱 127 旅住に 950 -2
真木柱 128 しつまらせ 950 -3
真木柱 ー29 此世に跡と むゝヘく ー 此世に跡ととむヘくも 950 -7
真木柱 130 男君たちは 950 -9
真木柱 13 ー 宮のおはせんほと 950 -ー1
真木柱 132 かのおと たゝち 950 -12
真木柱 ー33 さすかにしられて 9 50 -12
真木柱 ー34 さりとも さりとて 950 -ー3
真木柱 135 みなふかき心は 950 -14
真木柱 136 むかし物語 95 1-1
真木柱 ー37 ましてかたのやう 95ト 2
真木柱 ー38 名残なき 95 ト3
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=ガ
､当ユ .P.

ー3 9
■ 打>S8S

亡■､まなともきこえで
童m事譲■崇■■謡′､ ≡封■JP淵揃 l■■-LJA. Ĵ% LJ

95 ー■7
琶木柱 ー40 たゝいまもわたり 95 ト9
!C* ft 14ー ひわた色 951-12
筈木柱 142 今はとて寄 95ー■14
筈木柱 143 いてやとて 952-I
i * l 144 なれきとは寄 952-2
冒木柱 ー45 あさけれと寄 952-5
s * e 146 ともかくも ともかくも寄 952-7
1 * 1 147 かくるゝまてそ 952-8
冒木柱 148 君かすむ 952 -9
冨衰柱 149 は 北ゝ方 952 -ー1
冒木柱 150 女御をも 952 -12

Jl* tt ー5ー 御中のうらみ 952 -14
冒木柱 ー52 人ひとりを 953 -1
筈木柱 153 ほとりまても匂ふ ほとりまても 953 -1
冒木柱 ー54 心えさりし 953 -2

E * ｣ ー55 をのれふるす 953 -2
筈木柱 156 ふかう 953 -7
富木柱 157 うかへしつめ 953 -8
冒木柱 158 家よりあまる 953 -9
冒木柱 159 このしやう 953 -ー2
富木柱 160 かくわたり給にけるを 953 -14
,I
真木柱 ー6 1 しかひき りゝ 954 -1

宮木柱 162 中 + + 心やすく 中 + + 心やすくは 954 -2

[# ft 163 さてかたすみに 954 -4

m * ft 164 打 ほのめきて 954 -4
冒木柱 165 柳の下かさね 954 -5
富木柱 ー66 きのさしぬき 954 -6
冒木柱 167 なとかにけなからん 954 -7
I

真木柱 168 身の心つきなう 954 -ll

真木柱 169 あやしき事とも ■ 954 -ー2

真木柱 ー70 今まても 955 -ー

真木柱 ー7ー たいめんし給ふヘくも 955 -2

真木柱 ー72 なにかた 時ゝにうつ なにかたゝ時にうつる 955 -3

真木柱 ー73 年比おもひうかれ 95 5-4

真木柱 174 いとゝひか + + しき 955-4

真木柱 175 いさめ 95 5-5

真木柱 ー7(; いとわか + + しき 955-6

真木柱 ー77 人 + + も侍れは 955-8

真木柱 ー78 つみさり所 955-ー0

真木柱 179 十なるは 955-ー2

真木柱 180 姫君におほえたれは 955-13

真木柱 18ー あこをこそ恋 しき 955 -ー3

真木柱 ー82 宮にも 956 -4

真木柱 183 ひか + + しき 956 -5

真木柱 184 よろつに 956 -5

真木柱 185 はしたなかりし 956 -8

真木柱 186 かたきことなり 956 -8

真木柱 187 内にも 956 -9

真木柱 188 さいヘ と 956 -13

真木柱 189 此まいり 956 -14

真木柱 190 内にもなめく 957 -2

真木柱 191 年かヘリて 95 7-2

真木柱 192 おとこたうか 95 7-6

真木柱 ー93 西に宮の女御 957-6

真木柱 194 めだう 957-8

真木柱 195 みたりかはしき 957-9

真木柱 196 中宮 中宮秋好中宮 ■ 957-10

真木柱 ー97 中納言宰相 95了■12

真木柱 ー98 春宮の女御 958-1

真木柱 ー99 はふき給 958-3

真木柱 200 四五人はかり 958-5

真木柱 20 ー 八郎君はむかひ腹 958-5

真木柱 202 大将殿の大部君 大将との 太ゝ郎君 958 -8

真木柱 203 おなしもの 色ゝあひ 958 -9

真木柱 204 さうしみも女房 958 -12

真木柱 205 かきりあるみあるし 959 -2

真木柱 206 さふ らふ人 + + そ 959 -2

真木柱 207 おとゝの心 959 -4

真木柱 208 いとつらしと 959 -5

真木柱 209 心にかなはぬ 959 -7

真木柱 2 10 大将 はつかさのさうし 959 -9

真木柱 2 ーー 太 山木に寄 959 -9

真木柱 2 12 さヘつる ■ 959 -12

真 木柱 2 ー3 又もおはし 959 -13

真木柱 2 14 かの御心 はヘは 959 -ー4

真木柱 2 15 これはなとか 960 -1

真木柱 2 16 おもてをかん おもてをかむ ■‥ 960 -2
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一▲ノ = = ■妻韓 萱無 0s-顛 諾毒蒸意境謀 鞍
r:+トTS ilJ^
真木柱 2 17

乃, ,L
あやしう

SJXX岬 卿り堆
960 -2

真木柱 2 ー8 よろこひなとも 960 -3
真木柱 2 ー9 御くせ 御くせ■本すくせ 960 -5
真木柱 220 なとてかく寄 960 -5
真木柱 × 220+ くナシ〉(220注ノー部 ) はひあひかたきは ■■■ 960 -5
真木柱 22 1 こくなり 960 -6
真木柱 222 たかひ給ヘる 960 -6
真木柱 223 宮つかへの労もなくて 宮つかヘのらうもなくてと 960 -9
真木柱 224 いかならん寄 960 -9
真木柱 225 今より 960 -10
真木柱 226 うれふへき人あらは 960 -13
真木柱 227 むつかしき世の 961-1
真木柱 228 大将はかく 961'ー
真木柱 229 まとはし給ふは 961-2
真木柱 230 みつからも 961-5
真木柱 231 又いたしたてぬ 96ト 6
真木柱 232 昔のなにかし 96ー●8
真木柱 233 ちかまさりを 96トー1
真木柱 234 御てくるまよせて 961-12
真木柱 235 えおはし 96 1-13
真木柱 23 6 ちかきまもり 962 -1
真木柱 23 7 九重に寄 962 -ー
真木柱 23 8 ことなる事なき 962 -2
真木柱 23 9 野をなつかしみ 962 -3
真木柱 240 なん 962 -5
真木柱 24 ー かはかりは歌 かはか りは 962 -6
真木柱 242 かへ りみかちにて 962 -6
真木柱 243 かねてはゆるされ 962 -8
真木柱 244 みたり風 962 -9
真木柱 245 おひらかに 962 -10
真木柱 246 ち おゝとゝ 962 "1ー
真木柱 247 しだい 962 -12
真木柱 248 六条殿 962 -ー3
真木柱 249 しほやくけふり 962 -14
真木柱 250 ぬすみもていてき 963 -1
真木柱 25 ー かの入ゐさせ 963 -
真木柱 252 心つきなし 963 -2
真木柱 253 なを+ + しき心ちして なを+ + しき心ちして句 なを+ + しき 963 -2
真木柱 254 よには 963 -2
真木柱 255 いよ+ + けしきあし 963 -2
真木柱 256 かの宮にも 963 -4
真木柱 257 大殿はさても 963 -
真木柱 258 おかしやかにわら かゝなる 963-ー0
真木柱 259 ねんし給を 963-ー2
真木柱 260 かつはおもはん 964-I
真木柱 26ー かきたれて寄 964-4
真木柱 262 えの給はぬおやにて 964-6
真木柱 263 この人にも 964-7
真木柱 2 64 ほのけしき見けり 964-8
真木柱 2 65 おほつかなくやはとては 964 -ー0
真木柱 266 なかめする寄 964 -ー0
真木柱 267 程ふる比は 964 -ll
真木柱 268 いや + + しく 9 64 -ーー
真木柱 269 玉水の 9 64 -ー4
真峯柱 270 さしあたりたる さしあたりて 965 -1
真木柱 271 よつかすそ哀 よつかす哀 965 -2
真木柱 272 にけなき心のつま にけなき志のつま 965 -4
真木柱 273 あつまのしらへ あつましらヘ 965 -4
真木柱 274 玉もはなかりそ 965 -5
真木柱 275 御さまなり 965 -6
真木柱 276 あかもたれひき 965 -8
真木柱 277 かやうのすさひ事 965 -9
真木柱 278 ありかたか りし 965 -9
真木柱 2 79 おもひしみ給へる 965 -13
,真木柱 280 色に衣を 966 -1
真木柱 28 ー おもはすに寄 966 -
真木柱 282 かほにみえつゝ 966 -2
真木柱 283 もてはなれたる 966 -3
真木柱 284 かりの子の 966 -3
真木柱 285 かんじ 966 -
真木柱 286 御 心ひとつにのみは 966 -9
真木柱 ■ 287 おなしすに寄 966 -9
真木柱 , 288 なとかさしも 966 -10
真峯柱 289 女 はまことの 966 -13
真木柱 290 えきこえしと 967 -1
真木柱 ■ 29ー すかくれて寄 967 -1
真木柱 292 よろしからぬ御けしきに 967 -3

真木柱 293 わ らひ給ふ ■ 967 -5
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ミ真菜 種 294 ほけしれて J羊 ､顔磯 ■■ ◆1穣 喜$m テ彩

967-5真木柱 295 大かたのとふ らひ 967-8
真木柱 296 姫君をそ 967-8
真木柱 297 わかき御心 967-10
真木柱 298 つねにまいり 967-ー3
真木柱 299 うらやましう 968-1
真木柱 300 おはしける ■ 968 -1
真木柱 30 1 其 年の十一月 968 -2
真木柱 30 2 おもひやりつヘき 968-3
真木柱 303 ち おゝと もゝ 968 -4
真木柱 304 わさとかしつき給 968 -6
真木柱 30 5 さすかなる 968 -6
真木柱 30 6 このわ か君の 968 -8
真木柱 30 7 大やけことは 968 -9
真木柱 30 8 ありぬへきこと 968 -13
真木柱 309 色めかしう くナシ〉(308注ノー部 ) 色めかしう 969-2
真木柱 310 なましらひそと 969 -4
真木柱 311 宰相 中将 969-5
真木柱 3 ー2 もとめつる 969-5
真木柱 3 13 はりゐ 969-6
真木柱 314 あふなきことや 969-9
真木柱 315 この世 にめなれぬ 969-9
真木柱 316 おきつ舟寄 969 -ー0
真木柱 3 17 たなゝしを舟 969-10
真木柱 3 18 あなわるや あなわかや 969 -ー1
真木柱 3 19 この御かたには 969 -13
真木柱 320 このきく人なりと 969 -ーー
真木柱 32 1 よるへなみ 969 -13
梅枝 1 御もきの事 975 -1
梅枝 2 春宮も 975 -1
梅枝 3 御まいり 975 -2
梅枝 4 正月 975 -2
梅枝 5 大武のたてまつれる 975 -3
梅枝 6 おほひ 975 -7
梅枝 7 はしとも 975 -7
梅枝 8 こまうと 975 -7
枯枝 9 ひこんき■■ 975 -8
枯枝 10 このたひのあやうすもの 975 -9
枯枝 ll かうとも 975 -9
梅枝 12 うちにもとにも 975 -1ー
梅枝 13 かなうす 975 -ー3
梅枝 14 そんわう 975 -ー4
梅枝 15 御いましめ 975 -14
梅枝 16 うヘはひんか しの 中のはなちいて 976 -1
梅枝 17 八偉の式部卿 976 -2
梅枝 18 かうこのはこ 976 -6
梅枝 ー9 兵部卿 976 -9
枯枝 20 前斎院 976 -ー2
梅枝 21 ちりすきたる 976 -ー2
梅技 22 宮きこしめす 976 -13
梅枝 23 す ■ゝみまいれる す みゝまいれ り 976 -14
枯枝 24 いとなれ + + しき 976 -14
梅枝 25 ちんのはこに 977 -2
梅枝 25+ くナシ〉(25注ノ■部 ) るりのつき 977 -2
梅枝 26 心は 977 -2
枯枝 27 こんるりのには 977 -2
梅枝 28 花の香は寄 977 -6
梅枝 29 ■ 宰相 の中将 977 -7
梅枝 30 こうはいかさね 977 -7
枯枝 3 ー その色 のかみ 977 -9
梅枝 3 2 くま十+ しく 977 -1ー
梅枝 33 御硯のついてに 977 -12
梅枝 34 花のえに寄 977 -13
枯枝 35 とや有つらん 977 -ー3

梅枝 36 まめやかには 977 -14

梅枝 37 いと見にくき いと見にく 978 -ー
梅枝 38 うとき人 978 -1
梅枝 39 ふかうおはする宮 978 -3
梅枝 40 あえ物も 978 -4
梅枝 4 ー 此夕暮の 978 -6
梅枝 42 たれにかみせん 978 -7

梅枝 43
す みゝをくれたるか - くさ

なとか 句

す みゝをくれたるか - くさなとか

句 ■■■
978 -8

梅枝 44 いさ かゝのとかをわき給ふて句 978 -9
梅枝 45 右近の陣のみか は水 978 -10
梅枝 46 惟光宰相 978 -12
梅枝 47 いとけふたしや 978 -14
枯枝 48 おなしう 978 -ー4
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義療 婆 ■ リ■≒室継 ■1
かきあ はせ

蕪 雑 l■■護◆■■簸額 襲義 ■茸
篇 琵■rl､≒Ⅵ

4 9 か きあ はせ 也 也
979-I

梅 枝 50 さいヘ ど 979-3

梅 枝 51 侍 従 はお とゝの御 は 979-3

梅 枝 52 梅 花 979-5

梅 枝 53 は やき心 979-5

梅 枝 54 此 比 の風 979-6
梅 枝 5 5 かす + + にも 979-8
梅 枝 5 6 冬 の御 か た 979-ー0
梅 枝 5 7 さきのしゆ しや くゐ ん 979-1ー
梅 枝 58 きん た のゝ朝 臣 979-12
梅 枝 59 おと のゝ あた り くナ シ〉(△ 1 字 下ゲ ) 980 -2
梅 枝 60 蔵 人所 980 -3
梅 枝 6ー あす のみ あ そひ 980 -3
梅 枝 62 御 こととも 980 -3
枯 枝 63 げん ざん はか り 980 -5
梅 枝 64 梅 か枝 980 -9

梅 枝 65 高 砂 うたひし 高砂 うたひ し‥ ● 高 砂 うたひ し 980 -9

梅 枝 66 鷺 の 寄 980 -ー3

梅 枝 67 色もか も寄 98 ー■1
枯 枝 68 うくひす の 寄 P 981-3
梅 枝 69 心 ありて寄 981-4
梅 枝 70 なさけなく 981-4
枯 枝 71 霞 たに寄 98 1-6
梅 枝 72 まことに 981-6

梅 枝 73 御れ う 981-7

梅 枝 74 手 ふれ 給 は ぬ 981-7

梅 枝 75 花 の香 を寄 981-9

梅 枝 76 くん した るや くつ したるや 981-9
梅 枝 77 御 車 かくるほ と 981-10
梅 枝 78 め つらしと寄 981�"ー1
梅 枝 79 又 なきと 又な きこと 981'ー1
枯 枝 80 か らか り給 981-12
梅 枝 81 か くて にしの おとゝ 981'ー3
梅 枝 82 宮 の おは します 981 ー4

梅 枝 83 御 くしあ け 981'ー4

梅 枝 84 うヘも 982-1

梅 枝 85 お ほしす つましき 982-3
梅 枝 86 なめ けなる 982-4
梅 枝 87 す みゝ 982-4
梅 枝 88 後 の世 の ため し 982 -4
梅 枝 8 9 しの ひ とは とは 心 せ はくしの ひとは 982-5
梅 枝 90 いか なる事 とも 982 -5
梅 枝 91 は 君ゝ 982-9
梅 枝 92 か るゝ所 982 -1
梅 枝 93 , きさす 982 -14
枯 枝 94 ひた りの お と 左ゝ 大 将 983 -1
梅 枝 95 たい + + しき 983 -2
梅 枝 96 きやうざく 983 -3
梅 枝 97 の ひぬ 983 -4
梅 枝 98 左 大 臣の 三 の 君 983 -5
枯 枝 99 この 御 かた 983 -6
梅 枝 一oo しけいさ 983 -6
梅 枝 10 ー 宮 にも 983 -7
枯 枝 102 物 の下 か た 983 -8
梅 枝 ー03 や かて ほん 983 -10
梅 枝 104 よろつ の こと 983 -12
梅 枝 ー05 かん なの み なん 983 -13
梅 枝 106 ゆた かな らす 983 -ー4
枯 枝 107 たへ に 983 -ー4
梅 枝 108 とより 984 -ー
枯 枝 109 女て を 984 -2
梅 枝 1ー0 きはことにお ほえしはや 984 -3
梅 枝 ー11 さしもあ らさりけり 984 -5
梅 枝 ーー2 宮 の御 て 984 -6
梅 枝 1 13 よはき所 984 -8
梅 枝 114 そをれ 984 -10
梅 枝 115 さいへ と 984 -10
梅枝 116 す くし給そ 984 -ー2
梅枝 117 まんなの す みゝ 984 -ー3
梅枝 118 またか ゝぬ ヘうしひ もと またか ゝぬ ま たか らぬ 984 -13
梅 枝 119 兵部 卿 984 -14
梅 枝 120 ひとよろひ 985 -1
枯 枝 12ー けしきは み いますか り 985 -ー
梅 枝 122 まめ やか に 985 -4
梅 枝 123 うす や うたちたるか 985 -4
梅 枝 ー24 式部 卿 宮 の 兵 衛督 985 -5
梅 枝 ー25 あしてうた 985 -6
梅 枝 ー26 れ いの 985 -7
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�"X00C 分､■ m .tx $m 書m…ヨm m ▲≡竃 ､麹 離 ■■老 ◆L済′■■
重みとりなる

襟半農▲▲■塗巨鯖送 犠■弓m 召 J■■ハ現;
梅護■人 ー2 7 985-8

985-ーー特技 128 いかにそや

梅枝 ー29 しろきあかき 古活字本ハ12 9注2 行 目ヨ

リー40注 3 行 目マデ欠○ 985-ー3

梅枝 ー30 そはみたる く欠〉
986-

枯枝 ー3 ー 三くたりはかり く欠〉
98 6-9

枯枝 ー32 筆なけすてつヘし く欠〉
98 6-ll

梅枝 133 か るゝ御中におもなくくたす く欠〉
986 -ー1

梅枝 134 かき給ヘる 〈欠〉 986 -ー2
梅枝 135 唐のかみ く欠〉 986 -ー3
梅枝 136 はたこまかに く欠〉 986 -14
枯枝 ー37 なこう く欠〉 987 -1
枯枝 ー38 さうかき さうにかき く欠〉 986 -ー4
枯枝 ー39 女て 〈欠〉 987 -1
枯枝 ー40 見給ふ人の涙さヘ く欠〉 987 -2
梅枝 ー4 ー こ のゝかんやの 987 -3
枯枝 142 のこりともに 987 -5
梅枝 ー43 すまぬ 987 -7
梅枝 144 いたはりくはヘ 987 -7
梅枝 145 寄なとも 987 -8
梅枝 ■ ー46 水のいきほひ 987 -ー0
枯枝 ー47 もしやう 987 -12
梅枝 ー48 いとま入ぬへき 987 -ー3
梅枝 ー49 物このみしゑんかり 物このみしゑじがり 987 -13
梅枝 150 つきかみ 988 -1
梅枝 ー5ー 御子 のー 御子の 988 -2
梅枝 152 さかのみかとの古万葉集 さかのみかとの 988 -3
梅技 153 延書のみかと 988 -3
梅枝 154 こきもん 988 -4
梅枝 155 おなしき玉のちく 988 -4
梅枝 156 たんのからくみ 988 -5
枯枝 157 御てのすちを 988 -6
梅枝 ー58 おほとのあふら 988 -6
梅枝 ー59 女子なと 988 -8
梅枝 × 159+ くナシ〉(ー59注ノー部) 無器用にては■■■ くナシ〉(159注ノー部)
梅枝 ー60 侍従に 988-10
梅枝 16ー 上 中下 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ) 上 中下 (T 境) 988-ー2
梅枝 162 此御はこ 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ) 此御はこ(丁境 ) 988-13
梅枝 ー63 こ ろゝうこき 989-2
梅枝 164 かのすまの 989-3
梅枝 ー65 うちのおとゝ 989-4
梅枝 ー66 かの人 989-7
梅枝 167 - かたに 98 9-9
梅枝 168 たはふれ 98 9-ー2
梅技 169 おと あゝやしく 98 9-ー3
梅枝 170 右 のおとゝ中務 98 9-ー4
梅枝 ー71 かやうの事 は 990 -2
梅枝 ー72 つれ + + と 99 0-4
梅枝 ー73 しりひに 990 -6
梅枝 174 いはけなくより 990 -7
梅枝 ー75 世 にはしたなめられ 990 -10
梅枝 ー76 位 のあさく 990 -ー0
梅枝 ー77 とりあやまりつゝ 990 -14
梅枝 177+ 〈ナシ〉(177注ノー部) ならひて 99 ト 1
梅枝 178 もしはおやの心 99 1 ー
梅枝 ■ ー79 ほかさまの 99 1-5
梅枝 180 女も 99 ト6
梅枝 ー8 1 うヘはつれなく 99 1-7
梅枝 ー82 御文は 99 1-8
梅枝 ー83 たかまことをか 99 ト9
梅枝 184 世なれたる 99 1-9
梅枝 185 大殿にも 99 1-ll

梅枝 186 御むねふたかるヘし 99 トー2

梅枚 ー87 しのひて 99 ー■ー2

梅枝 188 おと のゝ 991 -13

梅枝 ー89 猶やす みゝ 992 -3

枯枝 ー90 立給ぬる名残も 992 -3

梅枝 ー9ー 心をくれて 992 -4
梅枝 192 つれなさは寄 992 -7

梅枝 193 けしきはかりも 992 -7

梅技 194 恨とて忘かたき歌 かきりとて忘かたき寄 992 -9

梅枝 195 あやしと 992 -9

梅枝 196 見給ヘリとそ 992 -10

枯枝 (ー97)

御裳奉ルおほとなふらほ

のかなれと御けはひいと
めてたしと宮 は奉り給

く欠〉 982 -2
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l# ー≡ 一 ‥ -

梅 枝

■●縦､ 仙mm∧､▲L古J◆"◆◆題

(ー98)

況､漁P■▼駆■■■対鍔Wl､槻 芸当{郵 ､書J_l鎚

さてあ るま しき御 名をもた

て聞 えしそか しくやしきこと

に おもひ しつみ 給 ヘ リしか
と■さしもあ らさりけり

く欠 〉

8誠■､､ 目端 ≡転､∈護〟J/頃i鵜挺‖■r′妻1T=≠≠転､ヒ<0=◆■煤■■諏モ■■■

984 -4

梅 枝 (ー99)
か らの か み のい とす くみ た

る
く欠 〉 986 -ー3

梅 枝 (200)
見 給 人 の涙 さへ 水 くきにな

かれ そ ふ
く欠 〉 ■ 987-2

藤 裏菓 1 御 いそきの 程 にも

3藤 のうら ■■
葉 〈△ 十 九

△詞 を名 と

せ り〉
藤 裏葉 2 ほれ + + しき 997 -
藤 裏葉 3 関 守 の 997 -1
藤 裏葉 4 人 わ ろか らぬ 997 -2
藤裏 菓 5 おと のゝ 997 -3
藤裏 葉 6 そむき + + 997 -4
藤裏 葉 7 御 もろこひ 997 -5
藤裏 葉 8 た けか らぬ に 997 -6
藤 裏 葉 9 かの 宮 にも 997 -7
藤 裏 葉 10 あや まりも 997 -7
藤 葦 葉 ll うヘ は つれ なくて 997 -ー0
藤 暴 葉 ー2 三 月 廿 日 997 -1ー
藤 裏 葉 ー3 ■ こくらくし 997 -ー4
藤 裏 葉 ー4 この おと をゝ 997 -ー4
藤 裏 葉 15 つ ね よりは 998-3
藤 裏 葉 ー6 み すきや う 998-5
藤 裏 葉 ー7 む か しおほ し 998-5
藤 華 葉 18 あま げ 998-
藤 蓑 葉 ー9 心 ときめきに 998 -9
藤 裏 葉 20 か うし 998 -ー0
藤 裏 葉 2ー 過 にし御 おもむ け 998 -1ー
藤 裏 葉 22 ゆ るしなき 998 -13
藤 裏 葉 23 心 あは た しゝき 998 -ー4
藤 裏 葉 24 君 いか に 999 -ー
藤 裏葉 25 よと もゝに 999 -ー
藤 裏葉 26 つき + + しか らん 999 -2
藤 裏葉 27 つい たち 比 999 -5
藤 裏葉 28 ひ とひ の花 のか け ひとい の花 の か け 999 -6
藤裏 葉 29 わ か宿 の 寄 999 -
藤華 美 30 けに いと面 白 き 999 -1
藤蓑 3ー まちつ け 口ヘ るも 999 -1ー
藤裏 菓 32 中 + + に寄 999 -12
藤裏 葉 33 おくしに おくしに ‥ ● 999 -14
藤 裏 葉 34 わ つ らは しき 1000 -
藤 裏 葉 35 けうな か りし 1000 -1
藤 裏 葉 36 ね た けなり 1000 -4
藤 裏 菓 37 さしも侍 らし 1000 -4
藤 裏 葉 38 わ さとつ かひ さ れゝ 1000 -
藤 裏 葉 3 9 いか な らんと 1000 -6
藤 裏 葉 40 か ろひ たなれ 1000 -7
藤 裏 葉 4 1 非 参 議 の程 ー000 -
藤 裏葉 42 ぐして ー000 -
撃妻 葉 43 心 やま しき 1000 -10
勝 景 葉 ■ 44 か うさく 1000 -1ー
撃 葦 菓 45 かれ は 10 01-2
堅 塁 葉 46 あされ 100 1-4

撃 垂 葉 47 春 の花 100 1-5

撃 垂 菓 48 夏 に咲 か るゝ 100 ト8

撃 暴 葉 49 な つか しきゆ か り 100 ト 10
撃 葦 葉 50 月さし ー00 1'ー1
撃 華 菓 51 文 籍 にも家 礼 100 1-12
堅 塁菓 52 な にか しの をしへ 1002 -3
埜 曇葉 53 い かて か むか しを ー002 -3
勝 景葉 54 御 時 よく ー002 -5

藤 裏葉 54+ くナ シ〉 藤 の うら葉
写 本 ハ 54注 内容 ト54+ 見 出

シ ヲ欠 キ､ 54見 出シ ト54+

注 内容 デ 1 項 目 トシテ成 ■
ー002 -8

藤 曇 葉 55 紫 に寄 ー002 -8
藤 暴 葉 56 け しきは か り 1002 -ー1
藤 裏 菓 57 いくか ヘ リ寄 1002 -12
藤 裏 葉 58 たをや め の寄 1002 -ー3
藤 裏 葉 59 すん なか るめれ と 1003 -1
藤 裏 葉 60 松 の 木 たか さ 松 の木 た かき ー003 -I
藤 葦 葉 6 ー あしか きをうたふ ー003 -4
藤 暴 葉 ,

■■▲■一ー

62 け や けうも けや けう 1003 -6
勝 垂 葉 63 年ヘ に ける ー003 -6
藤 島 葉 64 ほ と+ + しう ー003-6
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｣*!!^ サf-"H=&"サ=s slrJISISSiEs

65

花のかけゐ
冗+■ ⊆方 等=■H

ー003-9
藤募集 66 松にちきれるは 1003-ー2
藤裏葉 67 ゆゝしやと 1003 -ー2
藤裏葉 68 中将は 1003 -ー3

藤裏葉 69 いつかしくそおほえ給 1003 -13

藤裏葉 70 世のためしにも 1004 -2

藤裏葉 7 ー いたきぬし哉 1004 ー3

藤裏葉 72 川 口のとこそ 1004 -6

藤裏葉 73 あさき名を寄 ー004 -7

藤裏葉 74 こめきたり ー004 -9

藤裏葉 75 もりにける寄 1004 -10
藤裏葉 76 年月の ー004 -ー1
藤裏葉 77 あくるもしらす 1004 -ll
藤裏葉 78 明しはて そゞ ー004 -12

藤裏葉 79 中 + + けふは ー004 -ー4

藤裏葉 80 つきせさりつる ー005 -ー

藤裏葉 8ー 又もきえぬへき 又もきえぬへきも 1005 -3

藤裏葉 82 とかむなよ歌 とかむなよ ー005 -3

藤裏葉 83 むかしの名残 1005 -5

藤裏葉 84 御かへり 1005 -6

藤裏葉 85 右近のそう 1005 -6

藤裏葉 86 けさは文なと 100 5-10

藤裏葉 87 わか方たけう 1005-ー2

藤裏葉 88 さこそおいらかに 1006-2

藤裏葉 89 おおしか らす ー006-2

藤裏葉 90 こと打あひ ー006 -3

藤裏葉 9 1 御こともみえす 1006 -5

藤裏葉 92 ほか + + にては 注釈ナシ○ 1006 -5

藤裏葉 93 うすき御なをし 1006 -5

藤裏葉 94 宰相とのは 1006 -7

藤裏葉 95 ちやうしそめのこかるゝ ちやうしそめのこかるゝ‥● 1006 -9

藤裏葉 96 しろきあや 1006 -9

藤裏葉 97 くはんふつ 1006 -ー0

藤裏葉 98 わらはヘいたして わらはへいたし 1006 -10

藤裏葉 99 ふせなと ー006 -1ー

藤裏葉 一oo おまヘのさほう 1006 -ll

藤裏葉 10 ー わさとならねと 1006 -12

藤裏葉 10 2 水も らゝんやは 1006 -14

藤裏葉 ー03 女御△こきてん也 女御こきてん ー007 -2

藤裏葉 104 北方 ー007 -6

藤裏葉 10 5 あせちの北方 ー007 -7

藤裏葉 106 かくて六条院 ー007 -8

藤裏葉 107 たいのうヘみあれに 1007 -9

藤裏葉 108 中 + + さしも ー007 -10

藤裏葉 109 御さしき 1007 -10

藤裏葉 ー10 ■ かれはそれと 1007 -14

藤裏葉 11ー おもひけちたりし 1008 -1

藤裏葉 112 の給ひけちて 1008 -5

藤裏葉 ー13 なけきおふ 1008 -4

藤裏葉 ーー4 宮はならひなき 1008 -5

藤裏葉 115 のこり給はん 1008 -6

藤裏葉 ー16 そなたに 1008 -8

藤裏葉 ーー7 近衛つかさの使 は 1008 暮10

藤裏葉 ーー8 いてたつ所より 1008 -ー0

藤裏葉 1ー9 藤内侍のす け ー008 -ll

藤裏葉 120 あはれをかはし ー008 -ll

藤裏葉 121 何とかや寄 1008 -14

藤裏葉 122 おり過し給 はぬ 1009 -3

藤裏葉 123 かさしても寄 1009 -4

藤裏葉 ー24 葉風 也 葉風 1009 -6

藤裏葉 125 給ふヘき 1009 -6

藤裏葉 126 北方そひ 1009 -7

藤裏葉 127 かのみうしろみをや ー009 -

藤裏葉 ー28 この御心にも ー009 -9

藤裏葉 ー29 かた + + 心をかれ ー009 -10

藤裏葉 ー30 見をよふ 1009 -12

藤裏葉 ー31 あなたにも 1009 -14

藤裏葉 ー32 その夜うへそひて 1010 -2

藤裏葉 133 わかかく 10 10 -6

藤裏葉 134 人にゆつる ー0 10 -8

藤裏菓 135 この事ひとつ 10 ー0 -12

藤裏葉 136 三 日すくして 10 10 -13

藤裏葉 ー37 残ましう ー0 10 -ー4

藤裏葉 ー38 物語なとし給 10 11-1

藤裏葉 ー39 むへこそは 10 11-2

藤裏葉 ー40 又いとけたかう ー011 -3

藤裏葉 ー4 1 御てくるま ー0ー1-3

藤裏菓 142 ひとつ物とそ 10ー1 ■7

-109-



写本･刊本項目対照表

▲>x sw K siElr=l s｣"* =affl aK 3BSS* 5*'I だ ≡
宮も 10 11-10 二護≡､

還裏葉
ー43

藤裏葉 ー44 きすに云なし 10 11-14
藤裏葉 ー45 うへもさるへき 10 12 -1
藤裏葉 ー46 あなつらはしかるヘき 10 12 -5
藤裏葉 147 いまはほいも 10 12 -7
藤裏葉 148 たいのうヘの 10 ー2 -ll
藤裏葉 ー49 其秋太上天皇 その秋大上天皇 10 12 -ー1
藤裏葉 150 れいをあらためて 10 13 -3
藤裏葉 151 いんし ゐんし 10 13 -4
藤裏葉 152 内大臣あかり給 10 13 -4
藤裏葉 153 御よろこひに 御よろこひに■■■ 10 ー3 ■8
藤裏葉 154 あるしのおとゝ 10 13 -8

藤裏葉 155 浅みとり寄 10 ー3 -10

藤裏葉 × 155+ 〈ナシ〉(△■1 字下ゲ 155注ノ●部 ) 紫の色こきまては暮‥ 10 13 -13

藤裏葉 156 二葉より寄 ■ 10 ー4 ■2

藤裏葉 ー57 三条殿 には 三保殿に ー0 14 -4

藤裏葉 ー58 ちいさき木とも 10 14 -6

藤裏葉 ー59 - むらす きゝも ー0 ー4 ■6

藤裏葉 160 恋しき事も 10 14 -9
藤裏葉 161 さうしさうじ 10 14 -ll
藤裏葉 162 なれこそは寄 ー0 ー4 -13
藤裏葉 163 なき人の寄 ー0 14 -14

藤裏葉 164 おはさいし 10 15 -2

藤裏葉 ー65 かほすこし 10 15 -ヰ

藤裏葉 166 女は又か るゝ 10 15 -5

藤裏葉 ー67 この水の心 10 15 -7

藤裏葉 168 そのかみの寄 ー0 ー5 ■ー0

藤裏葉 ー69 いつれをも寄 10 15 -ー2

藤裏葉 ー70 神無月 10 ー5 -13
藤裏葉 ー7ー 左右 10 ー6 ■4
藤裏葉 172 せしやう 10 16 -6
藤裏葉 173 みづし所 10 16 -8

藤裏葉 174 西のおまヘ 10 16 -ー0

藤裏葉 175 いや + + しさをつくして 10 16 -ー3

藤裏菓 176 蔵人所 10 16 -ー4

藤裏葉 177 左右の 10 17 -2

藤裏葉 178 おものに 0 17 暮2

藤裏葉 179 みこたち上達部 10 17-3
藤裏葉 180 大かく■ 10 ー7■5
藤裏葉 181 かわうおん 10 17-7
藤裏葉 182 おほきおとゝ 10 17-7
藤裏葉 183 うちのみかと 10 17-8
藤裏葉 184 おほきおとゝ ー0 17-8
藤裏葉 185 色まさる寄 ー0 17-ー0

藤裏葉 ー86 おとゝそのおりは 10 17-10

藤裏菓 187 猶このきはゝ 10 17-ー2

藤裏葉 188 紫の雲寄 1017 -13

藤裏葉 ー89 時こそ 10ー7 -13

藤裏葉 ー90 にしきをしきたる 10ー7 -14
藤裏葉 ー91 あをきあかきしらつるはみ ー0 18 -2
藤裏葉 192 れいのみつらにひたいはか り れいのみつらにひたいけ 10ー8 ●3
藤裏葉 ー93 かく所 ー018 -4
藤裏葉 194 ふんのつかさ 1018 -5
藤裏葉 ー95 うだの法師 1018 -6

藤裏葉 ー96 秋をへて寄 1018 -8

藤裏葉 197 うらめしけにて うらめしけにそ 1018 -8

藤裏葉 198 よのつねの歌 よのつねの ー0ー8 ■ー0
藤裏葉 199 たゝひとつ 1018 -ll
藤裏葉 200 中納言△こと+ + 中納言こと+ + 10ー8 -ll
藤裏葉 201 笛 10ー8 -13
藤裏葉 202 中に ー0ー8 -14
藤裏葉 203 御なからひなめり ー0ー9 ●1
藤裏葉 × (204) 如△頭中詞 く欠〉 写本ハ兼如ノ注記 ○

若菜上 I ありしみゆきの ちゝ ー025 -1

若菜上 2 あつしく ー025 -1 '

若菜上 3 きさいの宮 ー025 -2

若菜上 4 猶そのかたに 1025 -3

若菜上 5 四ところ ー025 -6

若菜上 6 藤つほと 1025 -7

若菜上 7 帝も御心 ー025 -1ー
若菜上 8 十さう四 1025 -14
若菜上 9 たれをかは たれを 1026 -
若菜上 10 こし山なるみてら ー026 -3

若菜上 ll 御ぞうぶん 1026 -7

若菜上 12 は 女ゝ御も 1026 -8
若菜上 13 御うしろみ 1026 -12
若菜上 14 この世に 1026 -13
若菜上 15 女御 にも心うつしき 女御 にも心うつくしき ー027 ｣7
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写本･刊本項目対照表

蕊 I l l★十r *3-:;

ー6

n, ど
されとほ 女ゝ御の ー027-7

若采
* 上

17 うしろみんとまては 1027 -▼ー0

若菜

若菜上

ffi ア.

18 まいりつかう ー028 -ー

19 古院のうへ 古院 のうへー ー028 -4

若采
m ア.

20 大やけと ー028 -6

若采

若菜上

｣ ?m ア

21 はかなきことの ー028 -7

22 春宮なとにも 1028 -12

若菜
ー上

23 この道のやみに 1028 -ー4

若采

m ア

24 かたくな るゝ 1029 -I

若采

& m ア.

25 かく末の世 1029 -2

若菜
m ア.

26 この秋の行幸 ー029 -4

若采

ffi ア

27 年まかりいり 10 29-7

若采

若菜上
28 大小 く欠〉

写本 ､ 見出シノミ､ 注記ナ

シ○
10 29-9

ffi ア 29 古院のみゆい のことも 古院のみゆいこんのことも 写本 ､ 傍書二 ｢如也 ｣トア 1029-12

若菜

ーー上
30 身のうつはもの 身のうヘはもの 1029-ー3

若采
■ー上

31 廿にもわつか 1030 -4

若菜

若ー上
32 年比心得ぬ 1030 -7

莱
& m ア.

33 さすかにねたく 1030 -8

石采
若～上

34 かのいんの 1031 ー

莱
若ー上

35 きこしめして ー031 -3

莱
若ー上

36 はか + + しき 103ー●5

莱
若ー上

37 さきの世 ー031 -8

莱
若～上

38 廿 1031 'ーー

莱
若ー上

39 ひとつあまりてや ー03 1'ー1

莱
若～上

40 つき+ + の子の ー03 1'ー3

莱
若菜上

若菜上

若菜上

若菜上
若菜上

若菜上

4 1 あやまちてもをよすけ 103 1-14

4 2 内には中宮 1032 -7

43 きやうざく 103 2-10

44 中納言 1032-10

45 御ねかひふかく ー032-ー4

46

47

前斎院 ー032-ー4

若 l～上 あたけこそは 1033 -1

采
若菜上

｣ S U

48 ふれば せゝ 1033 -5

49 われ女ならは 1033 -7

莱
若菜上

若菜上

50 あさむかれん 1033 -8

5 ー おほし出らるヘし ー033 -9

若菜上 52 左中弁 1033 -10

若菜上 53 ま心 ー034 -ー

若菜上

若菜上

若菜上

54 か心ひとつにしも 1034 -2

55 かしこきすち 1034 -5

56 ちりも ー034 -8

103 4-ll若菜 57 こ な シ △ 1 字下 ◆ こ な

若菜上 58 いみしき人と ー034-ー3

若菜上 59 は かゝ らるゝ 1035-1

若菜上 60 さるはこの世の 1035 -1

若菜上 6ー けにをのれか 1035 -4

若菜上 62 院の御ありさま 1035 -6

若菜上 63 しか + + なん 1035 -8

若菜上 64 いかなるヘきと いかなるへきこと ー035 -10

若菜上 65 ありかたき 1035 -12

若菜上 66 た 人ゝたに ー035 -ー2

若菜上 67 めさましき 1035 -ー3

若菜上 68 いまの世 のやうとては 1036 -ー

若菜上 69 ほからかは ほからかには ー036-ー

若菜上 70 御 心とすくし 1036-2

若菜上 7 1 さふらふ人 ー036 -3

若菜上 72 かし 下人 ー036 -4
若菜上 73 御子たちの 1036 -7

若菜上 73+ く欠〉 昔は人の 1036 -ll

若菜上 74 かけをはつかしむる ー037 -1

若菜上 75 いひもてゆけは ′ 1037 -ー

若菜上 76 あしくもよくも 1037 -3

若菜上 7 7 ありヘて ー037 -5

若菜上 78 心つからの しのひわさ ー037 -8

若菜上 79 みつからの心よりはなれ みつからの心より放て ー037 -9▲

苦莱上 80 あやしく物はかなき 10 37-ll

若菜上 81 いよ+ + 1037-14

1038-2若菜上 82 ふかきほい

苦莱上 83 もよほされてなん■句 もよほされてなん ー038 -3

若菜上 84 こよなか りなんを■句
くナシ〉く83注ノー部 t｢こよなからな

んを句 ｣)
1038 -4

■若菜上 85 かた + + にあまた 1038 -4

1038 -5

1038 -5

1038 -8

1038 -ー0
ー038 -12

若菜上 86 人の心から也

若菜上 87 のとかに

若菜上 88 おなしすち

若菜上 89 又大納言
iiiiiii iiiiiiiii -

若菜上 90 昔もかやうに ■
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写本･刊本項目対照表

ォォP feォB +F=鹿 甘 十*十十�"* ㌧摺 ←帆柱鹿ヰ:V m :l ′1▲抹 ■l̂域故意親 ■▲■宍▼≦莞一L◆表芸胸 =… ■<■､◆■瑞 字■r ■等∧■≠さ■■■害毒J■三菱壁◆■器■J当M l欄 J≡宅淋毒J<"▲■■ノノガく,▲ ¥ 肇蔓頴仙汁M s**

若菜上 9 1■ 支な <若̂琶右^ 捌■◆" ウ:l坂 ー■鎌P､ ー S
ー038-ー3 ■■若菜上 92 右衛門督 103 9-ー

若菜上 93 かきりそあるや 1039-6
若菜上 94 あね宮たち 103 9-7
若菜上 95 かの北方して ー03 9-12
若菜上 96 左大将 ー03 9-14
若菜上 97 藤大納言 ー040 -1
若菜上 98 にはかに 1040 -9
若菜上 99 なのめならすは 1040 - 0
若菜上 一oo 御た せゝ 104 ト5
若菜上 10ー 此宮の御こと ー04 い6
若菜上 102 心くるしき 104 1-6
若菜上 103 こ にゝ又 こゝに又源 104 1-7
若菜上 104 けに次第を ー04 1-9
若菜上 105 とり分て とりはきて 104 1-ll
若菜上 106 不定といひて ー04 1'ー2
若菜上 107 まつの人 1042 -9
若菜上 108 いきまき 1042 -ーー
若菜上 109 かの宮の御はらから 1042 -ー2
若菜上 110 いふかし 1043 -1

■若菜上 ーー1 年も暮ぬ ー043 -1
若菜上 ーー2 御もきのこと 1043 -3
若菜上 ー13 いつくしく 1043 -3
若菜上 ーー4 かヘとの ー043 -4
若菜上 1ー5 もろこしの后 ー043 -5
若菜上 ー16 御こしゆひには 1043 -6
若菜上 1ー7 ふたところ ー043 -8
若菜上 ー18 蔵人所 1043 -12
若菜上 119 そんじや ー043 -14
若菜上 120 中宮より ー043 -14
若菜上 12ー かの昔の 044 -ー
若菜上 ー22 宮の権のすけ 1044 -3
若菜上 ー23 姫君の御かたに 1044 -4
若菜上 124 さしなから寄 1044-6
若菜上 125 あえ物 あは物 1044-7
若菜上 126 さしつきに寄 1044-10
若菜上 127 こしらヘかね ー04 5-ー
若菜上 ー28 子を思ふ道 104 5-1
■若菜上 ー29 山のさすより ■ ー04 5-3
若菜上 ー30 ほいたかひて 104 5-7
若菜上 13 1 御たうはり 104 5ーー0
若菜上 132 れいのこと+ + しからぬ ー04 5-12
若菜上 133 うるはしきさま ー04 6-
若菜上 134 くれてかなしく ー04 6-2
若菜上 ー35 こ院にをくれ 104 6-3
若菜上 136 このかたのほい ー04 6-4
若菜上 137 身にとりては 1046 -7
若菜上 138 なくさめかたく 1046 -8
若菜上 ー39 けふかあすか 1046 -10
若菜上 ー40 ほいのはしにても 104 6-ー1
若菜上 ー4ー たゝこの心さし ー046 -14

■若菜上 ー42 まほにはあらぬ ー047 -4
若菜上 ー43 御 心のうちにも ー047 -4
若菜上 ー44 けにた 人ゝより ー047 -5
若菜上 ー4 5 ーこと しゝて ■ことして ー047 -8
若菜上 14 6 女の御ため 1047 -ー1
若菜上 14 7 猶さるへきすち 1047 -ー3
若菜上 ー48 さやうにおもひよる 1048 -2
若菜上 ー49 いにしへのためし 1048 -3
若菜上 150 月日の過 ゆけは 1048 -7
若菜上 ー5 1 (内親王一人 ) 内親王一人 写本ハ行間ニ書キ入レ○ 1048 -8
若菜上 ー52 せんせられて ー048 -ll
若菜上 153 またあさく ー048 -12
若菜上 ー54 ふかき心 ー048 -ー3
若菜上 ー55 御あるしの 1049 -2
若菜上 ー56 うるはしからす 1049 -3
若菜上 157 せんかうのかけはん 1049 -3
若菜上 158 御はち ー049 -3
若菜上 ー59 うるさけれは ー049 -5
若菜上 ー60 別嘗の大納言 1049 -5
若菜上 161 なま心くるし 1049 -8
若菜上 162 前斎院 1049 -ー0
若菜上 163 中 + + ふかき 1049 -13
若菜上 ■ ー64 その夜は ー050 -2
若菜上 65 つけし 1050 -6
若菜上 166 いなひす 1050 -6
若菜上 167 すく+ + 1050 -9
若菜上 ー68 御さためあるよに 1050 -ll
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写本･刊本項目対照表

■■一■1 =
光<′苛

蕃葉上
I 中一…

169 けにカ､の御ためこそ ■填L■
1050 -12

若菜上 170 はかなき御すさひ ー050 -ー3

若菜上 17ー かくてはなととかめらる 1051-2

若菜上 172 女御 母女御 1051-3

若菜上 ー73 すへて ー051-7
若菜上 ー74 心ひとつに ー05ーt8
若菜上 175 こ ろゝのうちにも 1051 -10

若菜上 176 空より ー051 'ー0

若菜上 177 我心にはゝかり ー051 'ー1

若菜上 178 うけはしけなる 105トー4

若菜上 ー79 大将の御事にてさヘ 1052 -1

若菜上 180 いちしるく ー052 -1

若菜上 ー81 おいらか おいらか双 1052 -2

若菜上 ー82 人わらはれならん 1052 -3

若菜上 183 年もかへりぬ 1052 -4

若菜上 184 きこえ給ヘる 1052 -6

若菜上 ー85 ことのわつらひ 1052 -9

若菜上 ー86 正月廿三 日 ー0 52-10

若菜上 ー87 さはかり 1052-ー3

若菜上 188 南のおと のゝ西の ー052-14

若菜上 ー89 かべしろ 1052-ー4

若菜上 ー90 いしなと いしなとは 1053-ー

若菜上 19 1 御地しき 1053 -1

若菜上 ー92 らてん ー053 -2

若菜上 ー93 夏各の御 さうそく 夏冬のさうそく 1053 -3

若菜上 194 くすりの箱 1053 -3

若菜上 195 ゆするつき ー053 -4

若菜上 19 6 かさしのたい 1053 -4

若菜上 197 おなしきかねも おなしきかねをも 1053 -5

若菜上 ー98 みやひふかく 1053 -6

若菜上 ー99 かんの君に ー053 -8

若菜上 200 ひか そゝヘ 1053 -10

若菜上 201 打つ きゝても 1053 -13

若菜上 202 ふりわけかみ 1054 -ー

若菜上 203 過るよはひ 1054 -1

若菜上 204 未 + + の 1054 -3

若菜上 205 人よりことに 1054 -5

若菜上 206 しはしは 1054 -6

若菜上 207 もの + + しき 1054 -7

若菜上 208 わか葉さす寄 ー054 -9

若菜上 209 せめて ー054 -9

若菜上 210 さまはかり 1054 -ー0

若菜上 211 小松原音 小松原 1054 -ー2

若菜上 2 ー2 式部卿 式部卿宮 ■ 1054-ー3

若菜上 2 13 御むまこの君 ー055-2

若菜上 2 14 こものよそえた 1055-3

若菜上 2 ー5 あつもの 1055 -4

若菜上 2 16 おほんつき 1055 -5

若菜上 2 ー7 朱雀院の御くすり 1055 -6

若菜上 2 18 たいらき 1055 -6

若菜上 2 ー9 御ふえなと ー055 -7

若菜上 220 第一 第一に 1055 -ー0

若菜上 221 右衛門督 1055 -ll

若菜上 222 上手のつきと 1055 -13

若菜上 223 あとあるてとも 1055 -ー4

若菜上 224 すかゝき すかくき 1056 -2

若菜上 225 ゆるにはりて 1056 -3

若菜上 226 わらゝかに 1056 -4

若菜上 227 のほる音の のほる昔の 1056 -4

若菜上 228 あひきやう 1056 -5

若菜上 229 きんは兵部卿 ー056 -6

若菜上 230 ぎやうでん ー056 -6

1056 -7若菜上 23 ー 古院

若菜上 232 一品宮 1056 -7

若菜上 233 おと のゝ 105 6-8

若菜上 234 きんはおまヘ 105 6暮ー0

ー0 56-ー2若菜上 235 しやうがの

苦莱上 236 青柳 1056-14

若菜上 237 わたくしことの わたくしことの賀 は 1057-1

若菜上 238 かうかそへ かうかそヘ しらせ 1057暮4

1057 -4

ー057 -10

1057 暮ー2

1057 -13

若菜上 239 時 + + は老やまさる 時 + + は老やまさると 時 + + は老やまさるゝ

若菜上 240 世にすみはて
若菜上 24 1 わかなまいりし

若菜上 242 内にまいり

若菜上 243 いヘはさらなり 1057 -14

1058 -ト

1058 -2

ー058 -4

若菜上 244 けいし

若菜上 245 御車よせたる所に 御車かせたる ■
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-若菜上 * 246 御 中のあはひともになん むこの大君
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写本･刊本項目対照表

24 7 むこの大君
謝 >K '｣ ≡ 軌 ハ≡

御中のあはひともになん

■■茂m m 1■■穣 鰯 ;一

若菜上 * i
1058 -4

若菜上 24 8 たいのうヘも 1058 -6
若菜上 24 9 はなやかに ー058 -8
若菜上 250 いとらうたけなる 1058 -ー0
若菜上 25 ー ひたすちに ひたみちに 1058 -ー2
若菜上 252 にくけに ー058 -ー4
若菜上 253 さもならひ 1059 -2
若菜上 254 御そともなと 1059-3
若菜上 255 なとてよろつの事 ー0 59-4
若菜上 256 すこしほ ゑゝみて ー0 59-9
若菜上 257 なにもいつこに 105 9-ll
若菜上 258 いふかひなけに ー05 9-ll
若菜上 259 めにちかく寄 ー05 9-ー4
若菜上 260 いのちこそ寄 ー060 -2
若菜上 261 もてはなれ 1060 -5
若菜上 262 かたさり 1060 -10
若菜上 263 かくこれかれ あまた ー060 -ー1
若菜上 264 御心にかなひて 106 1-2
若菜上 265 われもむつひ ー06 1-4
若菜上 266 ひとしき程 106 1-5
若菜上 267 中務中将 106 ト7
若菜上 268 いふヘし 106 1-8
若菜上 269 こと御かた + + より ー06 1-10
若菜上 270 かくをしはかる人 + + ー061 ーー
若菜上 27ー 我身まての ー062 -3
若菜上 272 あけくれ 明くれの 1062 -ll
若菜上 273 やみはあやなし 1062 -13
若菜上 274 猶のこれ る雪 1062 -ー4
若菜上 275 人 + + も ー063 -I
若菜上 2 76 をちきこゆる ー063 -3
若菜上 2 77 打とけて 1063 -5
若菜上 278 かきりなき人と ー063 -6
若菜上 279 よろついにしヘ の よろついにしヘ 1063 -6
若菜上 280 さはおもひし事そかし 1063 -ー2
若菜上 28 ー 女君 ー063 -12
若菜上 282 御筆なと 1063-14
若菜上 283 中道をヘたつる寄 10 64-2
若菜上 284 やかて見出して ー0 64 -3
若菜上 285 友まつ雪 10 64 -4
若菜上 286 花をまさくり 10 64 -4
若菜上 287 袖こそにほへ 10 64 -6
若菜上 288 女君に■ 1064 -8
若菜上 289 これもあまたに ー0 64 -ー0
若菜上 290 あさやかに ー064 -ーー
若菜上 291 むねつふれて ー064 -12
若菜上 292 しはし ー064 -13
若菜上 293 はかなくて寄 1065 -2
若菜上 294 さはかりの程 に 1065 -3
若菜上 295 こと人のうヘならは ー065 -4
若菜上 296 今見たて ー065 -6
若菜上 297 この御ありさま 1065 -8
若菜上 298 よだけく よたふく 1065 -10
若菜上 299 御そかち 1065 -1 ー
若菜上 300 院のみかと ー065 -13
若菜上 30 ー おいらかに ー066 -ー
若菜上 302 昔 の心ならは 1066 -4
若菜上 303 きははなるゝ 1066 -6
若菜上 304 とり+ + にこそ 1066 -6
若菜上 305 よ所の思ひは 1066 -6
若菜上 306 ゆ しゝきまて 1066 -ー0
若菜上 307 月のうちに ー066 -ー0
若菜上 308 わつらはしく 1066 -12
若菜上 309 おさなき人の 1067 -1
若菜上 310 たつね給ヘき 1067 -2
若菜上 3 ー1 そむきにし寄 ー067 -4
若菜上 3 ー2 やみをはるけて ー067 -4
若菜上 3 13 心をのヘて ー067-8
若菜上 3 ー4 そむく世の寄 ■ ー0 67-9
若菜上 3 15 ないしのかんの君 1067-13
若菜上 3 16 仏の御幸 悌の御事 1068-2
若菜上 3 16+ く欠〉 世のさはきなと 0 68-6
若菜上 3 ー7 とき+ + ー0 68 -ー0
若菜上 3 ー8 御けはひを見給ふにも 1068 -ーー
若菜上 319 中納言 1068 -12
若菜上 320 昔よりつらき 106 9-4
若菜上 �"I32ー あはれにかなしき ー06 9-5

114-



写本t刊本項目対照表

f環◆=撃≦* 史▲ 雑 井 桁 葉*≡■▲､槻 {鞘 芦■ {そV.m ++一朝 E H W iliSS

秦野 主l ■■"旅競m 尽■芋■:X帯紙◆≡J■▲坤 ¥畝 照 ′､ W 敬tT+叩ナ転義ォBS3K MAiKS 曹 蓑 版 ∧璽 ～ ●

若菜上 3 22 心のとはん なき名そと 写 ト 本丁見出ン力異ナ

ルガ､ 注内容ハ同ジ○物語
本文トシテハ写本ガ正シ

ー0 69-6

若菜上 3 23 きよまはりて ー0 69-9
若菜上 3 24 たちにしわか名 ー069-ー0
若菜上 325 しのた ー0 69 -ー0
若菜上 326 女君 に 1069 -ー1
若菜上 327 束のゐん 1069 -ーー
若菜上 328 おもひあはする 1070 -1
若菜上 329 あしろ車 ー070 -5
若菜上 330 おもひめくらして ー070 -8
若菜上 331 されはよと 1070 -ーー
若菜上 332 みさうしのしり 1070 -ー3
若菜上 333 玉もにあそふ 1071 -1
若菜上 334 平仲 107ー●3

若菜上 335 これをかくて 1071 -5

若菜上 336 年月を寄 107 1-6

若菜上 337 なみたのみ寄 1071 -7

若菜上 338 おほうは 1071 -8

若菜上 339 つしやか 107 1-10

若菜上 340 大やけわたくし 107 ト1ー

若菜上 341 【花はみな〕 花はみな 花はみな散過也 写本ハ行間ニ書キ入 レ○ 1072 暮3

若菜上 342 この藤よ 1072 -6

若菜上 343 さるかたにても ー072 -ーー

若菜上 344 御宮つかヘにも ー072 -12

若菜上 345 古宮 ー072 -ー2

若菜上 346 御物語のとちめは ー072 -14

若菜上 347 やう+ + さしあかり 1073 -2

若菜上 348 しつみしも寄 1073 -6

若菜上 349 花のかけは猶 1073 -8

若菜上 350 身をなけん寄 ー073 -9

若菜上 35 ー いとわかやかなる ー073 -9

若菜上 352 関守 1073 -10

若菜上 353 哀もすくなからん 1073 -12

若菜上 354 さはか りならんと 1073 -13

若菜上 355 又もらすヘき 1074 -2

若菜上 356 むかしを今に ー0 74 -6

若菜上 357 中空なる 10 74 -6

若菜上 358 引つみなとして ー0 74-8

若菜上 35 9 何事も ー0 74 -10

若菜上 360 わつらはしう 1074-12

若菜上 36 ー 桐壷の御方 1074-14

若菜上 36 2 めつらしき 1075 -3

若菜上 363 姫 宮の ー075 -5

若菜上 3 64 姫 宮にも中の戸 1075 -7

若菜上 3 65 あかしの君 1075 -ll

若菜上 3 66 しけいさ 1075 -ー3

若菜上 3 67 はつかしう ー076 -2

若菜上 368 人のいらヘ ー076 -3

若菜上 369 何 の心もなき ■ なに心もなき 1076 -5

若菜上 370 我よりかみの人やは有ヘき 1076 -7

若菜上 37ー さらはわか身は ー076 -10

若菜上 372 官女御 の君 1076 -10

若菜上 ■ 373 猶たくひなくこそ 1076 -ー3

若菜上 374 てなと 1077 -5

若菜上 375 身にちかく寄 1077 -7

若菜上 376 水鳥の寄 1077 -9

若菜上 377 ことにふれて 1077 -9

若菜上 378 こよひは 1077 -ll

若菜上 379 東宮の御かたは 1077 -13

若菜上 380 むかしの 10 78 -3

若菜上 38ー おなしかさしを ー0 78 -4

若菜上 382 かたしけなけれと句 ー0 78 -5

若菜上 383 たのもしき 10 78 -7

若菜上 384 そむき 10 78 -9

若菜上 385 かくなん 10 78 -ー0

若菜上 386 うち + + にも 10 78 -ll

若菜上 387 いとかたしけなか りし ー078 -12

若菜上 388 ひいなのすてかたき 1078 -14

若菜上 389 かはかりに成ぬる ー079 -3

若菜上 390 いますこし ー079 -6

若菜上 391 かくにくけなく ー079 -7

若菜上 392 神無月にたいのうへ 1079 -8

若菜上 393 さかのゝ御堂 ー079 -9

若菜上 394 薬師俳 ー079 -9

若菜上 395 ほとけ○経○はこ○ちす ほとけ経 はこちす 1079 -10

若菜上 396 ゆたけき 1079 -ーー

若菜上 397 かたへ はきほひ 1079 -ー■3 ■
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若菜上
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398 御とし■み ㌢ b
ー080 -2

若菜上 399 この院はかくすきまなく
くナシ〉(見出シヲ欠クガ写本ノ注

内容ハ 398注ノー部ニアリ) 1080 -2

若菜上 400 たい共 たいともは 1080 -5
若菜上 40ー 院司 ー080 -6
若菜上 402 らてんのいし 1080 -7
若菜上 403 御そのつくゑ ー080 -7
若菜上 404 内の心は 1080 -9
若菜上 405 かさしのたい 1080 -ー0
若菜上 ■ 406 あかしの御かた 1080 -ーー▲
若菜上 407 れいの四季のゑ 1080 - 3
若菜上 408 せんすいたん ー080 -13
若菜上 409 四十つ けゝて ー08ー■3
若菜上 410 万さいらく△○わうしやう 万ざいらくわうじやう 1081 -4
若菜上 411 こまのらんしやう 108ー■4
若菜上 412 権中納言 108ー■5
若菜上 * 413 つかさ位 入あや 1081 -6
若菜上 * 414 入あや つかさ位 1081 -9
若菜上 4ー5 立つきたる ー081 -10
若菜上 4ー6 北の政所 108ー■ー2
若菜上 4ー7 人 + + ひきゐて 人 + + ひきて ー081 -13
若菜上 4ー8 千とせをかねて ー082 -1
若菜上 4ー9 こ入道の宮 この入道の宮 1082 -5
若菜上 420 この院 このゐん 1082 -9
若菜上 421 七大寺に御す行 10 82 -ー4
若菜上 422 御は くゝ みを ー0 83 -ー
若菜上 423 ち 官ゝ は 御ゝ息所 ー0 83 -2
若菜上 424 四十賀 1083 -4
若菜上 425 大やけさまに ー083 -7
若菜上 426 宮のおはします町 ー0 83 -7
若菜上 4 27 さき + + も さき+ + に ー083 -8
若菜上 4 28 たいきやう たいきやうに ー083 -9
若菜上 4 28+ く欠〉 まうちきんだち ー083 -10
若菜上 4 28++ く欠〉 こしさし 1083 -ーー
若菜上 4 29 名たかきおひ 1083 -12

若菜上 42 9+ く欠〉 こせんはう
写本 ､ 見出シ■注内容トモ

ニ欠クガ､ 当該箇所ニ 1 行
分ノ空 白アリ0

ー083 -12

若菜上 430 むかし物語にも ー083 -13
若菜上 43 1 こちたき 1083 -14
若菜上 432 中納言にそつけさせ ー084 -2
苦莱上 433 右大将 1084 -2
若菜上 434 猶かたことに 1084 -7
若菜上 435 うしとらの町 1084 -5
若菜上 436 所 + + のきやう 1084 -7
若菜上 437 けふはおほせ 1084 -ll
若菜上 438 しうとく ー084 -13
若菜上 439 うちの御てか せゝ ー084 -14
若菜上 440 うすたんに ー085 -1
若菜上 44ー 御馬四十疋 御馬四十疋■■■ ー085 -5
若菜上 442 りくようノ官人 りくよう官人 ー085 -6
若菜上 443 まんさいらく まんさいらく賀王恩 ー085 -6
若菜上 444 けしきはかり 1085 -6
若菜上 445 琵 琶は ひわはれゐの 1085 -8
若菜上 446 年比そひ 1085 -ー0
若菜上 44 7 わこん 1086 -ー
若菜上 448 御馬むかヘとりて 1086 -2

若菜上 449 ろくとも ろくよう共

整版本 ■古活字本トモニ注

釈ナシ 0 O 写本ノ注内容ハ
整版本 ■古活字本ノ449+注

内容ニアタル○

1086 -3

若菜上 449+ 〈ナシ〉 ろくとも 写本ハ 449傍書ニアリ○ ー086 -3
若菜上 450 内東宮ーチいん 内東宮 - ゐん 1086 -5
若菜上 45 ー きさいの宮 ー086 -5
若菜上 452 かのは 北ゝのかた ー086 -
若菜上 453 こなたのうヘ ー086 -ー0
若菜上 454 三条の北方 1086 -ー0
若菜上 455 よ所の事に 1086 -12
若菜上 456 としかヘリぬ 1086 -ー4
若菜上 457 ちかつき 1087 -ー
若菜上 458 ゆゝしきことを 1087 -2
若菜上 459 さること 1087 -3
若菜上 460 所をかヘて 1087 -6
若菜上 46ー かのあかしの御 町 1087 -7
若菜上 462 みすほう 1087 -9
若菜上 463 ほけ人にて 1087 -ll
若菜上 464 この母君は 1087 -ー3
若菜上 4 65 わか君 1088 -5
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汚■▼Jl ≡ ■l ≡

警 ISi 466 世人 世ノ人 11く■;i'サ-,k
ー088 -ll

若菜上 467 おほとき給ヘる 1088 -14
若菜上 468 仙人の 1089 -ー

若菜上 469 御かたまいり 1089 -2
若菜上 470 風なと ー089 -5
若菜上 * 47ー よしめきそして もう+ + に ー089 -
若菜上 * 472 もう+ + に よしめきそして ー089 -7
若菜上 473 あ とゝ あゝ 1089 -9
若菜上 474 さいふはかり 108 9-9
若菜上 ■ 475 かはらかに 108 9-ー0
若菜上 476 むねうちつふれて ー08 9-ーー

若菜上 477 きつらんはや ー089-13

若菜上 478 御位をきはめ ー090-2

若菜上 479 おほしすつましき おほしすつヘき 1090-3

若菜上 480 これはかりをたに 1090-5

若菜上 4 8ー めくはすれ と 1090 -8
若菜上 4 82 老のなみ寄 ー090 -9

若菜上 4 83 むかしの世にも 1090 -9

若菜上 4 84 しほたるゝ寄 ー090 -ー2

若菜上 485 世をすて 寄ゝ 世をすてし寄 1090 -14

若菜上 486
夢のなかにおほしいてら

れぬを
夢のなかに ー09 1-1

若菜上 487 かくれのかたにて 109 1-4

若菜上 488 けちかき l 109 ト5

若菜上 489 かひあるうらと 109 1-6

若菜上 490 たいのうヘも 109 1-6

若菜上 491 しろき御さうそく ー09 1-7

若菜上 492 みつからか るゝ ー09 1'

若菜上 493 むつかしけに 109 1-10

若菜上 494 をは君 109 1-10

若菜上 495 春宮のせんしなる 109 1-ll

若菜上 496 御むかへゆに 109 い 11

若菜上 497 うち+ + のことも ー09 1-12

若菜上 498 六 日といふに ー0 92-I

若菜上 499 七日の夜内より ー0 92-2

若菜上 500 内々のなまめかしさは ー0 92-7

若菜上 501 今まて見せぬか 1092-9 ▲

若菜上 502 御かたの御心をきて ー092-12

若菜上 503 さはかりゆるしなく ー093-ー

若菜上 504 らう+ + じく 注釈ナシ○ ー092-ー3

若菜上 505 宮の御とくに 1093-2

若菜上 506 あまがつ 1093 -3

若菜上 507 そゝくり ー093 -3

若菜上 508 わかみ やを見奉らぬ わか宮を見たてまつらぬ ■■■ 1093 -4

若菜上 509 く欠〉 あしこ

509ヨリ510注途中マデ写本

欠○資料稿ハ版本ニヨリ補
ウ○

1093 -ー0

若菜上 5 10 く欠〉 すこしのおほつかなき 1093 -ll

若菜上 511 今はさりともと いまはさりとも ー093 -12

若菜上 512 ことなる事ならては ー093 -13

若菜上 5 13 この年此は この年比は ー094 -2

若菜上 5ー4 身をかヘたるやうに 1094 -2

若菜上 515 目0)いとまL ー094 -4

若菜上 5 16 わかおもとむまれ給 はん ー094 -9

若菜上 517 ちからをよはぬ 1095 -4

若菜上 518 わか君を 1095 -7

若菜上 5 19 かヘリ申たいらかに 1095 -7

若菜上 520 圃のは とゝ 1095 -8

若菜上 52 ー このひとつのおもひ 1095 -10

若菜上 ■ 522 はるか に酉のかた 1095 -10

若菜上 523 むかふるはちす むかふるはち ー095 -ーー

若菜上 524 水草きよき 1095 -ー2

若菜上 525 光いてん寄 ー095 -ー4 ■

若菜上 526 月 日かきたり 1095 -ー4

若菜上 527 いにしへより人のそめをける ー096 -1

若菜上 528 さはの外の岸に ー096 -4

若菜上 529 十四 日 1096 暮7

若菜上 530 くまおふかみも 1096 -7

若菜上 53 1 せし侍なん 1096 -8

若菜上 532 あきらかなる所 ー096 -9

若菜上 533 たえたる嶺 ー096 -ll

若菜上 534 いまはと 1096 -13

若菜上 535 せにう 1097ー2

若菜上 536 しよぶん ー097-3

若菜上 537 雲霞 ー097-4

若菜上 538 仏の御てしの 悌の御てしの‥■ 悌の御てしの仏経滅と 1097-7

若菜上 539 御かた 1097-10

若菜上 540 おも+ + しく
ii i iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-

1097て11
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■衰≠祝●■汰◆≡淋
ー0 97-ーー

若菜上 542 ゐ給ヘリ 10 97-ー3
若菜上 543 めとゝむましき 10 97-ー4
若菜上 544 ひが心 にて我身を ー0 98 -3
若菜上 545 君の御とくには ー098 -6
若菜上 546 いふせきおもひも ー098 -7
若菜上 547 都をすてゝ ー098 -
若菜上 548 そむきにし世に 1098 -ーー
若菜上 549 かひある 1098 -ーー
若菜上 550 かたつかた ー098 -12
若菜上 55ー 世にヘし時たに ー098 -ー4
若菜上 552 わかきとち ー099 -ー
若菜上 553 かすならぬ身には 1099 -4
若菜上 554 やみなんこそ 1099 -6
若菜上 555 よろつのこと 1099 -6
若菜上 556 昨 日もおと のゝ 1099 -9
若菜上 557 かくそひ給ふ ー099 - 0
若菜上 558 わか宮 は 1099 -ーー
若菜上 559 いま見たてまつり ー099 -ー3
若菜上 5(∋0 ゆ しゝきかねこと ー099 -ー4
若菜上 56ー いかにおほす 1100 -1
若菜上 562 さま+ + ためしなき 1ー00 -2
若菜上 563 宮よりとく 1100 -3
若菜上 564 めつらしきことさへ ー100 -4
若菜上 565 害す所 1100-5
若菜上 566 程なき御身に 1100-7
若菜上 567 ためらひかたく 1ー00 -8
若菜上 568 たいのうヘなと 1ー00 ●ー0
若菜上 569 御まヘ に ー100 -ー2
若菜上 570 おもふさまに 1100 -ー2
若菜上 5 7ー 今 はのとちめを 110 1'ー
若菜上 572 むつかしくあやしき 110 ー■2
若菜上 573 御願ふみとあり 110 1-3
若菜上 574 か はかりと見たて ーー0 1-5
若菜上 ■ 575 身にはこよなく 110 1-8
若菜上 576 ゆつりきこえ ゆづりきにえ ーー0 1-9
若菜上 577 I いとかうしも ー10 1 ー0
若菜上 578 かくむつましかるヘき 110 1-12
若菜上 579 御ひたいかみ ー102 -ー
若菜上 580 姫君の御かた 1102 -3
若菜上 581 みつからは 1ー02 -4
若菜上 582 おとろき給ヘリや おとろき給へる也 ーー02 -5
苦莱上 583 御かた 1ー02 -6
若菜上 584 きぬも皆 1102 -8
若菜上 585 こなたにわたりて ーー02 -9
若菜上 ■ 586 おもふくまなき ー102 -ー0
若菜上 587 女におはし 1102 -10
若菜上 588 さかしらかり 注釈ナシ○ ー102 -ー2
若菜上 589 御中ともに ーー02 -13
若菜上 590 ヘたてゝ 1102 -ー4
若菜上 59 1 まつはかやうに ー103 -I
若菜上 592 いときよけに 1ー03 -2
若菜上 593 なぞの箱 注釈ナシ○ ー103 -4
若菜上 594 なりかへ らせ給 める 1103 -5
若菜上 595 御けしきともしるけれ は ー103 -7
若菜上 596 御心にもしらせ ーー03 -9
若菜上 597 またしき 1103 -9
若菜上 598 こゝらの年比 1103 -ー2
若菜上 599 さかしきかた + + 1103 -ー3
若菜上 600 ひしりだち ■ 1104 -ー
若菜上 60ー あらぬ世に ー04 -2
若菜上 602 今 はかの 1 ー04 -4
苦莱上 603 鳥のね 1 104 -4
若菜上 604 あま君いかに 1104 -6
若菜上 605 あやしく恋しき 1 ー04 -8
若菜上 606 ふかき契 1ー04 -9
若菜上 607 いとあやしきぽんじ 1104 -10
若菜上 608 御らんじと むゝへき ー104 -10
若菜上 609 あはれ はのこる 1 ー04 -12
若菜上 6 10 この世ふる ー104 -ー4
若菜上 6 1ー せんそのおとゝ 1105 -ー
若菜上 6 12 女ごのかたに 1105 -3
若菜上 6 ー3 いとつきなし いと△きなし(版木欠損 ) 1105 -3
若菜上 6 ー4 この夢のわたり 1ー05 -4
若菜上 6 15 ひか + + しく 1105 -5
若菜上 6 16 さるましきふるまひ 1105 -6
苦莱上 6 17 この君のむまれ この君むまれ 1ー05 -7
若菜上 6 18 おほつかなく おほつかなくこそ ーー05 -8
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′′Ym▲■■< Y山喜鮮L喜毒'2X0.程■≡■■旗=′l妻=試‰■■くm 恵∃■"■■■室員業≒菊■さ■三途≡∃,■耕◆ 慣■誕 課≒芋 ■就◆ BS-tr∴-r七±り一斗 ?U l十+ ^ r-* ｣ ｣ S ○P 汚■
嘗 saサsサ00 ‥■W′ 挺覇､

619
窃ノよこさま 取 t 餅 1105 -9

若菜上 620 心のうちに ー105 -10
若菜上 62ー これは又くして ー105 -1ー
若菜上 622 あなたの御 心はへを 1105 -ー3
若菜上 623 もとよりさるヘき 1105 -14
若菜上 624 よこさまの人のなげの 1ー05 -14
若菜上 625 ましてこゝになと ー106 -ー

若菜上 626 いにしヘの世の ーー06 -3

若菜上 627 らう+ + しきは ーー06 -3

若菜上 628 むかしの世 のあたならぬ人
むかしの世のあたならぬ

人 ‥■ ー106 -6

若菜上 629 ひとり+ + 1ー06 -7

若菜上 630 おもひくま 1106 -9

若菜上 631 ゆヘよし 1ー06 ●ー0

若菜上 632 えたるかたありて 1ー06 -1 ー

若菜上 633 よしとて 1106 -14

若菜上 634 ひたゝけて ー106 -ー4

若菜上 635 かたヘの人は ーー07 -1

若菜上 636 そこにこそ 1107 -2

若菜上 637 のたまはせねと 1ー07 -4

若菜上 638 めさましき物に 1107 -5

若菜上 639 かすならぬ身の 1107 -7

若菜上 640 もてかくされ 1ー07 -8

若菜上 64 1 その御ために ー107 -8

若菜上 642 ゆつりきこえ 1107 -10

若菜上 643 それも又とりもちて 1ー07 ■ー0

若菜上 644 めやすくなれ は 1107 -ー2

若菜上 645 うれしき 110 7-ー2

若菜上 646 なをし所なく 110 7-ー3

若菜上 647 さりやよくこそ 1ー0 7-14

若菜上 648 たいヘ 110 8-1

若菜上 649 さはいと さはいへと さもいと ーー0 8-1

若菜上 650 おなしすちには 110 8-4

若菜上 65ー しりうこち ー10 8-5

若菜上 652 我すくせは ー10 8-6

若菜上 653 山住を 山住を入道 1108-8

若菜上 654 ふくちのそのに 1108 -9

若菜上 655 大将の君 1108 -ー0

若菜上 656 かたち人 1109 -2

若菜上 657 物思ひなけなる 1109 -3

若菜上 658 みしおもかけ ーー10 -1

若菜上 659 わか御北方 ー110 -1

若菜上 660 らう+ + しき 1ー10 -2

若菜上 661 とり+ + におか しき 11ー0 ■4

若菜上 662 おほけなき 1ー10 -6

若菜上 663 院にもめさましき 院にもめさましと ーー10 -10

若菜上 664 かたしけなくとも 11 11 ー

若菜上 665
たくひなき御身にこそあた

らさらば
たくひなき御身にこそあたらさらめ ーーー1暮1

若菜上 666 小侍従といふ ーー11-2

若菜上 667 まいありて 111ト3

若菜上 668 ことなしや 1111-7

若菜上 669 こゆみいさせて ーー11-9

若菜上 670 うしとらの町 11ー1-10

若菜上 671 めさめて 1111 ー1

若菜上 672 まりは まり 1ーー1■ー2

若菜上 673 しんてんのひむかし しんてんのひかし 1ーー1-14

若菜上 673+ く欠〉 とうの弁 1112-2

若菜上 674 すくしたる ー112暮3

若菜上 675 弁官も 1112 -5

若菜上 676 わかきゑふつかさは 11ー2 ■6

若菜上 677 かはかりのよはひ ー112 -6

若菜上 678 きやうぎやう きやう ー112 -7

若菜上 679 所から人か ら ー112 -ー0

若菜上 680 もえき くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) ーーー2 ■ー1

若菜上 68 1 さすかにみたりかはしき さすかにみたりか はしき句 ーー13 -1

若菜上 682 み はしの間 ーー13 -1

若菜上 683 おと もゝ宮も ーー13 -2

若菜上 684 かうふりのひたい 1ー13 -3

苦莱上 685 さくらのなをし ー1ー3 -6

1 113 -6
1ー13 -8

ーーー3 ､9

1113 -ー2

1ー14 -3

1114 -6
ー114 -7

1114 -8

若菜上 686 さしぬきのすそ

若菜上 687 をしおりて をしおりて是も心なし

若菜上 688 さくらはよきて

若菜上 689 ぬさ袋

若菜上 690 ひこしろふ ひうしろふ

若菜上 69 1 はしよりにしのふたつ間 はしよりにしのふたつのま

若菜上 692 すきすき

若菜上 6 93 さうしのつま
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写本･刊本項目対照表

一▼ Y>〉P■§■:!二;:蒙口重S fE -,"宗至◆■′室繋■′完ー■1■笥■■紺王 室壬∃{▼}=弓竃m ≡劉モn1≡■■儀 ■■一､ ■ー = 否完/出城■̂ 加0*~r≡濫岩 野{ ■:弓L1字■識 ◆■醜
Ib

若菜上
∫: ■̀+

694 ▲ ATE'SK ;
身をなくる

k
1114 -13 三■■:

若菜上 695 人 + + あらはを 1114-14 ､二≡､‥
■若菜上 696 さるはわか 1115-4
■若菜上 697 わりなき 1ー15 -9
若菜上 698 たいの南おもて ーーー5 ■1ー
若菜上 699 宮も ー1ー5 ■ー2 ∴
若菜上 700 わ らうた 1ーー5 -13

若菜上 701 つはいもちい
つはいもちい椿葉をヘたてにした

る餅也 1115 -13 ′…■

若菜上 702 からもの 1ー16 ■ー
若菜上 703 いてやこなたの ーー16 -4
若菜上 704 ぬるき様には有けれと 1116 -6
若菜上 70 5 うちのようい うちとのようい 11ー6 -6
若菜上 70 6 宰相を 宰相を‥■ ーー 6 -8
若菜上 70 7 はかなきことは はかなきとは 1116 -ー2
若菜上 708 こうこそみえつれ 1116-13 し
若菜上 70 9 はか + + しき 1116-ー4
若菜上 7 ー0 家のつたヘなとに 1117-2
若菜上 7 ー1 か るゝ人にならひて 1ー17-4
若菜上 7 12 宮の御事 ーーー7 ●ーー
若菜上 7 13 中の御おほえの 申の御方ほえの 1117 -12
若菜上 7 ー4 たい + + しき たい + + しき‥● ーー17 ■ー4 ▲
若菜上 7 ー5 こなたはさま く欠〉 1ー18 -1
若菜上 7 ー6 あなかま給ヘ く欠〉 ー1ー8 ■3
若菜上 7 ー7 いかなれは寄 〈欠〉 ー118 -6
若菜上 718 あちきなの く欠〉 ーー18 -8
若菜上 7ー9 太 山木に寄 く欠〉 1118 -9
若菜上 720 ひたおもむき く欠〉 ー118 -9
若菜上 72ー かんの君 は く欠〉 ーーー8 ■ー0
若菜上 722 わか身かはか り く欠〉 11ー8 -13
■若菜上 723 くしいたく く欠 〉 1ーー8 ■ー4
若菜上 724 ふかきまとのうち ーー19 -4
若菜上 725 小侍従かり 1119 -6
若菜上 726 みかきか はら 11ー9■6
若菜上 727 みおとし ーーー9■6
若菜上 728 あ やなくけふ は 1119 -8
若菜上 729 よ所にみて寄 ー119 -9
若菜上 730 ひとひの ひといの ー119 -ー0
若菜上 73 ー 見給ヘあまる 1119 -12
若菜上 732 みつからの心なから 1ーー9 -13
若菜上 733 みもせぬ 1120 -1
若菜上 734 かたりきこえ 1ー20 -4
若菜上 735 心のうちそをさなかりける ー120 -5
若菜上 736 れ いのかく 1120 -7
若菜上 737 一 日つれなしかほをなむ 1120 -7
若菜上 738 今さらに寄 1ー20 -10

若菜上 739
(こと御かた )+ + よりもい

か おゝほすらん
く欠〉

写本 ｢こと御かた｣ 虫損○

269注ヲ補 ウモノ0
106ト 10

若菜下 1 ことはりと思へとも ーー25 ■ー
若菜下 2 院の御ため ーー25 -4
若菜下 3 つこもりの 日とは 1ー25 -4
若菜下 4 てんしやうののりゆみ 1ー25 -5
若菜下 5 三月はた御きつき ーー25 -7
若菜下 X 5+ くナシ〉(△ 1字下ゲ■5 注ノー部 ) 礼記唐には
若菜下 6 左右の大将 さうの大将 1ー25 -8
若菜下 6+ く欠〉 すけたちなと ーー25 -8
若菜下 7 かちゆみ ーー25 -9
若菜下 ■8 つき+ + 注釈ナシ○ 1125 -ー0
若菜下

+ l+
9 こまとり ーー25 -ll

石采下

■●=◆一一トー

10 けふにとちむる ー125 -ll
石采下

+ +

ー1 柳 の葉を 1ー25 -14
右采下

+ +

ー2 とね りとも 1ー25 -14
石黒下

-fc+-一ー

13 こゝしきてつき 1126 -ー
右采下
→℡一一■

ー4 われさへおもひ 1126 -4
石采下

l+ +

15 この君たち ーー26 -4
右采下

一ー
ー6 てんつかる 1126 -8

若采下 17 女御の御かたに 1ー26-ll
若菜 下 ー8 あやしく ーー26-14
若菜下 1■9 おほろけに ー26 - 4
若菜下 20 春宮に参り 112 7-ー
若菜下 21 さはかりの 1127 -3
若菜下 22 うちの御ねこ ーー27 -3
若菜下 23 はらからとも ー127 -4
若菜下 24 たつねんと ーー27 -12
若菜下 25 又此宮にも ー127 -ー4
S U T 26 いつらこのみし人は ー128 -ー
若菜下 27 わきまヘ 1128 -4
若菜下 28 まさるともさふ らふめるを ーー28 -6
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うたてもす むゝる一三.P -}#l､J控 ､ ▼≒蓑′′ー■宝#L■≒′宝器き
29 1ー28 -12

石
若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

30 恋わふる寄 1128 -13

31 むかしの契にや ー128-ー3 ､

32 こたち 1128-14

33 宮よりめすにも 1129-1

34 左大将の北方 1129 -3

35 しげいさ ー129 -6

36 おとこ君 ーー29 -7

37 この御はら■ 1ー29 -9

38 御子のおほえ ー129 -ーー

39 この院大殿 1ー29 -14

♯菜下 40 大将も 1ー30 -1
石
g m T

41 ま 母ゝの 1130 -6

石
若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

｣ S T

42 あまへて 1ー30 -9

43 ▲ 大宮何かは 1130 -ー0

44 宮つかヘにつきて ー130 -ーー

45 大宮は女子 あまた 113 トー

46 てつから ー13 1-5

47 宮 はうせ給ひ 1131-6

石采

若菜下
48

こなたかなたいかにおほし見給 は

ましと
ー131-14

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下
若菜下

若菜下

49 いとはうかしく 1132 -3

50 か るゝあたりにて 1132 -4

51 せうと君たち 1132 -5

52 か るゝ御けしきもしらすかほ ー132 -6

53 みこたちは 1132 -7

54 むかしいと 1ー32 -9

55 た さゝるかたの ー132 -13

56 内のみかとの御位に 1132 -14

57

58

世中はかなく 1133 -I

心やすくおほゆる ー133 -2

59 をもく 1133 -4

若菜下 60 ちしのヘう 113 3-7

若菜下 6 1
年ふかき身のかうふりを

かけ
年ふかき身のかうふ りをかけん 1133-8

若菜下 62 左大将右大臣 1ー33-9

若菜下 63 女御の君 1133-10

若菜下 64 かきりある かきりある御位 ーー33 ■ーー

若菜下 65 物ノうしろ 1133 -ー1

若菜下 66 六条 の女御 ー133 ー1ー

若菜下

若菜下
6 7

68

大納号 に成給てれいのひたりに 1ー33 - 4
口

冷泉院
1134 -1

若菜下 69 おなしすちなれと ー134 -2

若菜下 70 春宮女御 1ー34 -4

若菜下 71 源氏の打つゝき 1ー34 -5

若菜下 72 院のみかと ーー34 -8

若菜下 73 姫宮の御こと ー134 -ー0

若菜下 74 御門御心と めゝて ーー34 -10

若菜下 75 いさ かゝあかぬ 1134 -12

若菜下 76 おこなひにもと 1134 -14

若菜下 77 あるよにかはらん ー13 5-3

若菜下 78 ■ 御かたはかくれかの 113 5-6

若菜下 79 た しゝて ー135-8

若菜下 80 すみよしの御願 1ー35-9

若菜下 8 ー 年ことの春秋に 1ー35-ll

若菜下 82 さりけり ー135 -13

若菜下 83 さえさえ 1135 ?13

若菜下 84 むかしの世の 1ー36 -2

若菜下 85 たゝいんの ー136 -4

若菜下 86 物さはかしかりし 1136 -4

若菜下 87 たいのうへもぐし 1ー36 -7

若菜下 88 無人 マユウトたけたち 舞人 舞人まゆうと ーー36 -10

若菜下 8 9 -I みかくらのかたには 1137 -1

若菜下 90 むまそひの随身 ー137 -3

1137 -5若菜下 91 女御の御めのと 女御の御めのと‥■

若菜下 92 人たまい ー137 -6

113 7-7若菜下 93 あかれ

若菜下 ▲ 94 おもふやうならん 1ー3 7-10

若菜下 95 もとより 113 7-ー2
若菜下 96 神のゐかき 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ) 1137-ー4

1137-14若菜下 97 をとにのみ秋を

若菜下 98 あつまあそひの 1ー38 ■ー

若菜下 99 つ みゝをはなれて ー138 -4
若菜下 一oo 山あゐに 1ー38 -5
若菜下 10ー 松のみとり ーー38 -6
若菜下 102 かさしの花の色+ +

注釈ナシ○
ー138 -6

若菜下 103 わかれて
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-

1138 -6

若菜下 104 まかひいろふ 1138 †7
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l̂ -S SE W W I

若菜下 ー0 5 >�"サ>' ハl
もとめこはつる

二岩■就岩▼■霧萎■▲■≡譲{▲､章媒農■■諾業■■■◆▲ 窄■ ★ I
1 38 -7若菜 下 ー08 引ほころはし ー 38 -9

若菜下 ー0 7 松 はらを忌て 1138 -ー0
若菜下 108 かれたる萩を ーー38 ■ーー
若菜下 109 致仕の 1138 -14
若菜下 ーー0 二のくるま 1139 -1
若菜下 11ー 誰か又寄 1ー39 -3
若菜下 112 よをそむき ーー39 -5
若菜下 ー13 すみの江を寄 ー139-8
若菜下 1ー4 むかしこそ寄 1139 -ー0
若菜下 1ー5 御門より外の 113 9-14
若菜下 ーー6 住吉の寄 ーー40 -3

若菜下 ー17 たかむらの朝 臣の ー140 -3

若菜下 1ー8 かみ人の寄 1140 -6
若菜下 ー19 はふりこか寄 1ー40 -8
若菜下 120 もとすゑ ーー40 -ll
若菜下 12 1 かくらおもて 1ー40 -12
若菜下 122 まんさい + + 1ー40 -13
若菜下 123 千世を一夜 に 1ー4 ー■ー
若菜下 ー24 色 + + のけちめ 1ー4 ー■4
若菜下 ー25 青にひのおもてをりて ー14 ー17
若菜下 126 かけはなれたうヘる ーー4 1-ll
若菜下 127 かたき事 なりかし ー14 1-1ー
若菜下 ー28 あさみ ー14 1 ー3
若菜下 ー29 入道のみかと 1142 -1
若菜下 130 春秋の行幸 1 ー42 -2
若菜下 13ー この院をは 1ー42 -3
若菜下 ー32 うち + + の御心よせ ーー42 -4
若菜下 ー33 二品になり給て ーー42 -5
若菜下 ー34 みふなと 1ー42 -5
若菜下 135 まさり給ふ ーー42 -6
若菜下 136 我身はたゝ一所 1142 -6
若菜下 137 さらんよを 1142 -8
若菜下 138 内の御かとさへ 1142 -9
若菜下 ー39 ひとしきやうに 1142 -1ー
若菜下 ー40 猶つれなく 1142 -ー2
若菜下 ー4ー 女一宮 1142 -ー3
若菜下 ー42 こなたにとり分て ー142 -13
若菜下 ー43 おもひきこえ ー143 -ー
若菜下 144 内侍のすけはら ー143 -2
若菜下 145 すくなき御つきと■ ー143 -4
若菜下 146 右 の大との 1143 -6
若菜下 147 今 は北方 1143 -7
若菜下 148 姫君のみそ ーー43 - 0
若菜下 ー49 女御の君 1ー43 -10
若菜下 150 この宮をは 1143 -1ー
若菜下 ー5 ー む けに世ちかく 1143 -12
若菜下 152 たいめんなん ーー43 -13
若菜下 153 まいり給ヘく 1144 -2
若菜下 154 ついてなる 1ー44 -3
若菜下 155 たりたまはん年 ーー44 -5
若菜下 ー56 御心しらひ共 114 4 -7
若菜下 ー57 右の大とのゝ 1ー4 4-9
若菜下 ー58 七よりかみ は ー144 -ー0
若菜下 159 宮はもとより ーー4 4-14
若菜下 160 おほつかなく 1ー4 5-1
若菜下 ー61 さりともことはかりは さりともことはりは ーー4 5-4
若菜下 162 たいこく 14 5-10
若菜下 163 空のさむさぬるさ 114 5-ll
若菜下 ー64 ゆしあんする 114 5-14
若菜下 165 御子二ところ 114 6-5
若菜下 166 十● 日過 して 14 6-6
若菜下 ー67 冬の夜の月 114 6-9
若菜下 ー68 か のかた このかたに 114 6-10
若菜下 ー69 をんなかく 114 7-4
若菜下 ー70 このわたり 114 7-4
若菜下 ー7 ー はか + + しくつたヘ 114 7-5
若菜下 172 m

■▼
114 7-ー0

若菜下 173 此御 ことのね ー14 7-ー0
若菜下 ー74 廿- ニ はか り ー14 7-ー2
若菜下 175 ゐんに ー14 7-ー4
若菜下 ー76 月たゝは ー14 8-5
若菜下 ー77 しんてんにわたし 1148 -7
若菜下 ー78 こなたに ーー48 -8
若菜下 ー79 わらはヘ ーー48 -9
若菜下 ー80 あか色 ーー48 -10
若菜下 ー8ー うす色 ーー48 -10
若菜下 ー82 紅のうちたる ーー48 -1ー
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ii=iBisガロ=■ =L"こL:<ウ 不'z｣sS***~0i0 0t0%$S0き■■凝 ■じlJ ガ̂
lL､とゝ

若菜下

183
ナ架夏n1 籾ajs-JssHas 十 ■■蛇■

ーー48 -12

ー148 -14 ′

1148 -14

1ー49 ■ー

184 青色 に

若菜下 ー85 山吹なるからのきを

若菜下

若菜下

若菜下

186 こうはい

ー8 7 あをし
1ー49 -2

ー88 うちめ ーー49 -2
若菜下 ■ ー89 宮の御かたに 宮の御かた ーー49 -2
若菜下 190 あをきに 1149 -4
若菜下 ー9 1 さはいへと ー149 -8
若菜下 192 右の大ゐとの 三ゝ郎 ー149 -8
若菜下 ー93 左大将 ーー4 9 -9
若菜下 194 御こととも ー 49 -ー0
若菜下 ー95 こんちの袋 1149 -ll
若菜下 ー9 6 こと+ + しきことは 1ー49 -13
若菜下 19 7 ゆるに ゆるふ 1ー49 -14
若菜下 ー98 猶大将を 1ー50 -2
若菜下 19 9 明石君 1ー50 -4
若菜下 200 うヘのきこしめす 1ー50 -6
若菜下 20 1 和こんこそ 1150 -7
若菜下 20 2 春のことの音 ーー50 -8
若菜下 203 心けさうして ー150 -9

若菜下 204 花はこその古雪に ー150 -13

若菜下 20 5 うくひすさそふ 1150 -1ヰ

若菜下 20 6 おとゝ ー15トー

若菜下 20 7 すこしさし出て 1ー5ト 2
若菜下 208 いちこつてうの声にはち 115ト 4
若菜下 209 猶かきあはせ はか り 1ー51 -5
若菜下 2ー0 さしいらヘにましふ 1ー51 -7

若菜下 210+ く欠〉 さもある 1ー51 -7

若菜下 211 神さひたるてつかひ 115い 13

若菜下 212 ふかきらう 1ー52 -3

若菜下 213 物のひま + + 1152 -4
若菜下 214 ふつ かゝに 1152 -9
若菜下 215 月心もとなき 1152 -ll
若菜下 216 宮の御かた ー152 -ー2
若菜下 2ー7 うくひすの ーー53 -1
若菜下 218 夏にさき 1153 -5

若菜下 219 ふくらかなる 1153 -6

若菜下 220 をよひたる ーー53 -8

若菜下 22ー ほかけの御すかた ーー53 -10

若菜下 222 花といはゝ ー153 -13

若菜下 223 ことさら 〔こ〕とさら ことさら 整版本 ､ ｢こ｣字版木欠損○ ー153 -14

若菜下 224 はちのもてなし ー154 -6

若菜下 225 さ月まつ 1ー54 -7
若菜下 226 みしおりよりも 1ー54 -9
若菜下 227 院はたひ + + 1154 -1ー
若菜下 228 此御かた ー154 -14

若菜下 229 臥まちの月 臥まち月 1155 -4

若菜下 230 春の臨月夜 に 春のおほろ月夜句 ー55 -4

若菜下 23ー 虫の声 むしの声句よりあはせ 1155 -5

若菜下 232 つくりあはせたる 1 55 -8
若菜下 233 かきりこそ侍る 1155 -9
若菜下 234 かすみ の間より 1ー55 -9

若菜下 235
吹あはせたるやうにはい

かてか
吹あはせたるやうには 1155 -10

若菜下 236 女は春をあはれふ 1ー55 -10

若菜下 237 いなこのさためよ 1155 -12

若菜下 238 いにしへより ーー55 -13

若菜下 239 こくの物 1155 -14
若菜下 240 りちをはつきの物にしたる ー155 -14
若菜下 241 そのこのかみ 1ー56 -3
若菜下 242 このかく 1156 -3
若菜下 243 年比から 1ー56 -5

若菜下 244 まさる所なる 1156 -6

若菜下 245 をよすけてやはと 1ー56 -9

若菜下 246 のほりての世の 1ー56 -9

若菜下 247 かたはらなきを ーー56 -1ー

若菜下 248 わさともあらぬ 1ー56 -12

若菜下 24 9 和琴- 和琴 ー156 -14

若菜下 250 おさ+ + きははなれぬ 1ー5 7-1

若菜下 251 いとさこと+ + しききは 1ー5 7-2

若菜下 252 ひははしも 1ー5 7-4

若菜下 253 われかしこ 1ー57-7

若菜下 254 たとりふかき人の 115 7-ー0

若菜下 ■ 255 さるかたかとに 1157-ーー

若菜下 256 きんは 1ー57 -12

若菜下 257 跡のま にゝ 1157-ー3

若菜下 258 あめつちをなひかしきしん ■ 1157-1萱
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a;, "*琵′L.A
よろつの物の音/i,若菜下 ■l≡

259
藁や ■ 由

1ー57 -13若菜下 260 この国にひき 1ー58 -2

若菜下 261 しらぬ国に 1ー58 -3

若菜下 262 空のほしをうこかし ーー58 -5

若菜下 263
そのかみのかたはしもな

きそと也

そのかみのかたはしもなきそと

也■‥
ーー58 -7

若菜下 264 鬼神のみみ 1158 -8

若菜下 265 よからすとか ーー58 -9

若菜下 266 うるさきまゝに ーー58 -10

若菜下 267 世の中にひとり 1158 -12

若菜下 268 しらヘ一にてを ーー59 -1

若菜下 269 こゝにつたはるふと 1ー59 -3

若菜下 270 師とすへき 1ー59 -4

若菜下 271 猶あかりての人 1ー59 -5

若菜下 272 つたはるヘきすゑもなきと 1159 -6

若菜下 273 そも 1159 -8

若菜下 274 ニの苦いまより ー159 -9

若菜下 275 うヘにゆつり 1159 -ーー

若菜下 276 かつらきの寄は

古活字本 ､ 東洋文庫本 276

注釈2行 目以降 ?89マデ

欠 ､ 陽明文庫本ハ整版本

ニ同ジ○

1159 -12

若菜下 277 は 君ゝの 1ー60 -2

若菜下 278 ゆの音 1160 -2

若菜下 279 この御てつかひ 1ー60 -2

若菜下 280 りんのて 1ー60 -4

若菜下 28 1 かヘリ声 ■ 1ー60 -5

若菜下 282 きんは五かの 1160 -5

若菜下 283 五大のはち ■ ー160 -7

若菜下 284 春秋よろつの物に 1160 -8

若菜下 285 この君たち ー160 -10

若菜下 286 耳とまらぬ 耳とからぬ ー160 -13

若菜下 287 さうの笛 1160 -14

若菜下 288 こなたより ー161'ー

若菜下 289 御ふゑをたてまつる 1ー61-4

若菜下 290 つたヘ + + 1161-8

若菜下 29 ー 恋しくおほゑ 1ー61-ll

若菜下 292 つき+ + 1162 -1

若菜下 293 院はたいヘ ー162-3

若菜下 294 うヘはとまり ー■ー62 -3
若菜下 295 うるさく 1162 -5
若菜下 296 宮の御 ことは 1ー62 -5
若菜下 297 こと+ + なく 1162 -5

若菜下 298 さかし ー162 -7

若菜下 299 てをとる+ + ー162 -7

若菜下 300 むかしよつかぬ ー162 -ー2

若菜下 30 ー かやうのすち 1163 -2

若菜下 302 くし 1163 -5

若菜下 303 ことしはナ什七 1ー63 -7
若菜下 304 おほきなる事 1ー63 -1ー
若菜下 305 こ憎都 こ僧都 ーー63 -ll
若菜下 306 みつからは 1163 -13

若菜下 307 かなしきめを 1164 -ー

若菜下 308 かのーふし 1164 -5

若菜下 309 きさきといひ 1164 -6

若菜下 3 10 おほししるや ーー64 -ll

若菜下 3ーー :<D S 1ー64 -1ー■

若菜下 312 御みつからのうへ 1ー64 -12

若菜下 313 の給ふやうに ー164 -14
若菜下 3ー4 物なけかしきは 物なけかしさは 1164 -14
若菜下 3ー5 しらすかほにて ー165 -3
若菜下 3ー6 それはしも 1165 -4
若菜下 317 何となくて ー165 -5
若菜下 3ー8 おほくは 1 65 -9
若菜下 3ー9 大将の母君 大将母君 ー165 -ー1

若菜下 320 さかし ーー66 -2

若菜下 32ー 人みえにくゝ ーー66 -4

若菜下 322 身のあは + + しく 1166 -9

若菜下 323 けに人から 1166 -10
若菜下 324 中宮をさるへき 1ー66 -ll

若菜下 325 かの世なから 1166 †12

若菜下 326 内の御 かたの御うしろみ ー166 -14

若菜下 327 こと人はみね は ーー67 -3

若菜下 328 たとしヘなき たとへなき 1ー67 -5

若菜下 329 女御は 1167 -6 ∴
若菜下 330 めさましと心をき 1ー67 -7
若菜下 ■ 33ー 君こそ 1167 -9
若菜下 ■ 332 二すち 1167 -10
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登訟◆ =IKSe= ,L ≡■ 芸 ; ^ ≡ ss a*1ー一ー≡ *サj'M "-00 *0覇1≦≡義≠莞■至転a s 当;矧頚藷■■ L■■三尭■
嘗 菜下 5 53 口I q

いとけしきこそ
●

1167 -ll
若菜下 334 われに心をく 1167 -13
若菜下 335 心ゆかせてこそ ー168 -1
若菜下 336 よひゐなと 1 168 -3
若菜下 337 世のたとひ 1168 -4
若菜下 338 むかしかたりとも ーー68 -4

若菜下 339 つゐによる ーー68 -

若菜下 340 けにの給ひつる 1168 -6

若菜下 34ー 御身もぬるみ ー168 -ー1

若菜下 342 女御の御かたより 1168 -ー2
若菜下 343 御かゆ 1169 -3
若菜下 344 そこ所とも 1169 -6
若菜下 345 かのゐん 1169 -10
若菜下 346 きこゆることを 1ー70 -3
若菜下 347 人ひとり ーー70 -12

若菜下 348 はやくまいり ーー70 -13

若菜下 349 わか宮の 1170 -ー4

若菜下 350 ゆ しゝくかくな 1171-3

若菜下 35 ー をきてひろき ー171-4

若菜下 352 きうなる人は久しく ー171-6

若菜下 × 353 御心のいとまもなけ也迄 く欠〉

写本 ､注 内容ナク､ ｢又 -

日の御講尺｣トアル○講釈

ノ進行ヲ示スモノ○

1172 -ー

若菜下 354 いと時の人 1172 -2

若菜下 355 おもふ事かなはぬ 1172 -2

若菜下 356 二宮をなん ーー72 -3

若菜下 35 7 もとよりしみにしかた もとよりしみしかた 1 172 -5

若菜下 358 なくさめかたきをはすて 1 172 -6

若菜下 3 59 こ侍従といふかたらひ人は宮の 1ー72 -7

若菜下 3 60 はやくより はや+ + より 1172 -9

若菜下 361 おもひも付そめたるなり ー172 -ー1

若菜下 3 62 院のうへたに 1ー73 -2

若菜下 363 いとおしくもは 1ー73 -7

若菜下 364 それはそれと 1173 -8

若菜下 365 それをそれと 1173 -9

若菜下 366 さこそは 1ー73 ■ー0

若菜下 367 なとてかは 1ー73 ●ー2

若菜下 368 御いたはり 1173 -13

若菜下 369 いとかたき御こと ー173 -14

若菜下 370 かのいんの 1173 -14

若菜下 371 この比こそすこし 1174 -2

若菜下 372 はちふく ー174 -8

若菜下 373 こちたく こちなたく ー174 -9

若菜下 374 給フべ けれ也 ◆1ー74 -9

若菜下 375 女御后 1174 -9

若菜下 376 ありさまに 1174 -ー0

若菜下 377 うち+ + は ーー74-10

若菜下 378 つきゝり ー174-14

若菜下 379 人におとされ ー175 -1

若菜下 380 世になき御ありさま 1ー75 -6

若菜下 381 なれすかた 1175 -6

若菜下 382 物ふかゝらぬ ー175 -ー0

若菜下 383 こうして 1175 -10

若菜下 384 よろこひなから ーー76 -1

若菜下 385 けちかく中 + + ーー76 -2

若菜下 386 おもふ事をも 1176 -5

若菜下 387 みそきあすとて 1176 -7

若菜下 388 上臆にはあらぬ 1176 -8

若菜下 389 あせちの 1 176 -10

若菜下 390 さまても 1 176 -13

若菜下 39ー ゆかのしもに 1176 -14

若菜下 392 かすならねと ーー77 -5

若菜下 393 心にくたして 1ー77 -7

若菜下 394 院にも 1177 -8

若菜下 395 うこかし 1177 -ー0

若菜下 396 せきかねて ー177 -ー2

若菜下 397 つみをもき ー177 -ー4

若菜下 398 ひたふるなる心も ーー78 -3

若菜下 399 よ所の思ひやり 1178 -4

若菜下 400 ゐてかくして ー178 -9

若菜下 401 てならししねこの 1178 -1ー

ー178 -12若菜下 402 何しにたてまつりつらん

若菜下 403 おほしおほるゝ ー178-ー4 ■

若菜下 404 院は 院は源氏 1ー79-4

若菜下 405 人の涙をさへ 1ー79-5

1ー79 ■ー0 ■

1ー79 -1ト

1179 -ー■3 ■

若菜下 406 ふよう

若菜下 407 こよひにかきり こよひにかきる

若菜下 408 これ にかヘつるにても それにかへつるにても
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蝉+ ■■ーiM S :*.-M 恵+十←←.∴ =■◆m t ー≡ 忙 ● コ
若菜下 409 ∩,

夢かたりも
玩

180 -6若菜下 4 10 おほしあはする 1180 -7
若菜下 4 1ー 心つくしなり ーー80 -
若菜下 4 ー2 おきて行寄 ーー80 -9
若菜下 4 13 明暮 の寄 1ー80 -ll
若菜下 4 14 玉しゐは 180 - 2
若菜下 4 ー5 女官の御もと ーー80 -13
若菜下 4 16 しかいちじるき ーー8ー●6
若菜下 4 ー7 かきりなき 1ー81 -8
若菜下 4 ー8 世つきたる 1ー8ト 8
若菜下 4 ー9 うヘはゆへあり ー181 -9
若菜下 420 これはふかき 1181 -10
若菜下 42 ー 心をつくし給ふ ー18ト 14
若菜下 423 かの御心ちの 資料稿項 目番号422ナシ ー182 -3
若菜下 424 かくけしきも ーー82 -7
若菜下 425 まつりの 日 1182 -9
若菜下 426 女君をは 1182-ll
若菜下 427 くやしくそ寄 1183-ー
若菜下 428 女宮か るゝ 1183 -3
若菜下 429 今ひときは ー183-7
若菜下 430 もろかつら寄 ー183-9
若菜下 431 いとなめけなるしりうこと ーー8 3-9
若菜下 432 かのゐん 1183 -13
若菜下 433 まか + + しき ー183 -13
若菜下 434 めしあつめて 1ー84 -6
若菜下 435 かきりある 1184 -6
若菜下 436 不動尊のもとの 1184 -7
若菜下 437 とまり給ヘき ーー84 -12
若菜下 438 てうせられて 1185 -1
若菜下 439 月比てうし ーー85 -2
若菜下 440 おほししらせん ーー85 -3
若菜下 441 いまこそかく 1ー85 -4
若菜下 442 たぶれたる ー18 5-9
若菜下 443 わか身こそ寄 1ー8 5-14
若菜下 444 さすかに ー186 -1
若菜下 445 道ことに成ぬれは 118 6-3
若菜下 446 心のしう 118 6▼4
若菜下 447 こ ろゝよからす 1ー86 -6

若菜下 448
はふきかヘし給ヘとこそお

もヘは
はふきかヘ し給へとこそ思ヘと

はふきかヘし給 ヘとこそ思

へと省
ー18 6-8

若菜下 449 打おもひし 1186 -8
若菜下 450 かくいみしき ーー86 -
若菜下 451 所せき也 ーー86 -8
若菜下 452 まもりつよく 1186 -10
若菜下 453 よし今は 1ー8 6-ll
若菜下 4 54 斎宮におはせし ーー87 -14
若菜下 4 55 ふんじこめ ーー8 7-3
若菜下 4 56 かくうせ ーー8 7-4
若菜下 4 57 けふのかヘさ見に けふのかヘさに 1187 -5
若菜下 4 58 さいはひ人 ーー87 -6
若菜下 * 4 59 ニ品官 何をさくらに ーー87 -8
若菜下 * 4 60 何を桜に ニ品宮 118 7-10
若菜下 ■ 4 61 もとの御おほえ 1187 -10
若菜下 462 何か憂世に ーー87 tー3
若菜下 463 式部卿宮 1ー88 -2
若菜下 464 大将の君 1ー88 -4
若菜下 465 ゆゝしき 1ー88 -4
若菜下 466 いとをもく 1188 -6
若菜下 467 をもきひやうさ 1ー88 -12
若菜下 468 ことさらに 1ー88 -14
若菜下 469 か るゝおりのらうろう 1ー89 -
若菜下 470 はらきたなき 1189 -2
若菜下 471 うつし人にてたに ーー8 9-3
若菜下 472 このおりは ーー89 -5
若菜下 473 おなしつみふかさ おなしつみふかき 1189 -6
若菜下 474 五かいはかり 1ー89 -10
若菜下 475 もろ心 ーー89 -12
若菜下 476 まくらがみ ーー90 -5
若菜下 477 おり+ + かなしけなる 1190 -6
若菜下 4 78 なきやうなる 1190 -8
若菜下 479 ゆ しゝうて 1190 -13
若菜下 4 80 六条院にはあからさま 1190 暮13
若菜下 4 8ー 夢のやうに 119 ト2
若菜下 4 82 ひとしくたに 119 1-4
若菜下 483 めさましうのみ ー19 1 丁
若菜下 484 衷なる御すくせ ー19 1-7
若菜下 48 5 みたてまつりとかめて ー19 1-8
若菜下 48 6 つふやき恨 ー19 1-8
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=11ォ%K Îfŝ :TJ3�"ia=;3&5. ◆さ
イ

ョォ｣ ｣ T _ .. ■■-I
487 m

わたり給

■■Lt5I■■
ー19 1-9

若菜下 488 女君はあつく 119 1-9

廿菜下 489 さをに白く 1ー91-12

石
若菜下

490 あれたりつる院の ー192-ー

若菜下 49 ー 哀に今まて ー192-3

♯菜下 492 あれ見給ヘ 1ー92-5
看
若菜下

493 かくて見たてまつるも かくて見たても 1192▼6

若菜下 4 94 みつからもあはれに 1192 -8

若菜下 4 95 きえとまる寄 1192 -9

若菜下 4 96 契りをかん寄 ー192 -ー0

若菜下 497 めにちかき 1ー92 ●ーー

若菜下 498 か るゝ雲ま 1192 -12

若菜下 499 あやしく 1193 -4

若菜下 500 ふちやう也 ー193 -5

若菜下 501 いかに+ + ーー93 -8

若菜下 502 我君の ー193 -10

若菜下 503 かの人 ーー93 -ll

若菜下 504 またいとた よゝはし 1ー94 -4

若菜下

若菜下

505 ゆめ心 1ー94 -6

506 月待てとも ー194 -12

若菜下 507 夕露に寄 ーー95-1

若菜下 508 待さとも苛 1195-4

若菜下 509 しつ心なく ーー95-5

若菜下

若菜下

若菜下

510 よヘのか はほり 1195-7

5ー1 風ぬるくこそ ーー95-7

512 すこしまよひたる 1195 -9

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下 ■

若菜下

若菜下

若菜下

若菜下

513 鏡なと開て 1ー95 -13

514 めも見やらす ー196 -ー

5ー5 すこしあかれ 1196 -5

5ー6 さはかりのいみを 1196 -9

517 いさとよ ー196 -ーー

518 いつくのかは ー196 -13

5 19 人にもみえさせ ー197 -2

520 かくまておもひ ーー97 -2

若菜下

若菜下

■若菜下若菜下

52 ー なれきこえ 1ー97 -4

522 かくなやましく 1197 -5

523 かの中納言 ーー97-9

524 青かやうに ー197-ー3

若菜下 52 5 めつらしきさま ー198-2

若菜下 526 わか身なからも ー198 -3

若菜下 527 みかとの御めをも 1198 -6

若菜下 528 宮つかへといひて 1ー98 -8

若菜下 529 又なきさま 1198 -13

若菜下 530 みかと きゝこゆると みかと きゝこゆれと ーー99 -1

若菜下 531 ねきこと 1199 -2

若菜下 532 我身なからも 1199 -4

若菜下 533 古院のうヘも ーー99 -

若菜下 534 薮の山ち 恋の山ちは ー19 9-9

若菜下 535 ′UA 女君 1ー9 9-10

若菜下 536 心ちから 1199-ー1

若菜下 537 内よりはたひ + + 1199-14

若菜下 538 こなたかなた ー200-2 一

若菜下 539 内のきこし 1200-3

若菜下 540 われ はおほし ー200 -ヰ

若菜下 54 ー けにあなかちに 1200 -6

若菜下 542 ほ ゑゝみて ー200 -8

若菜下 543 わたり給はんことは 1200 -9

若菜下 544 日比ヘぬ 1200 -ー2

若菜下 545 今はわか 1200 -12

若菜下 546 空にめつき 120 1-4

若菜下 547 給てけん 〈欠〉 写本 ､注釈ナシ○ ー20 ー●5

若菜下 548 あさ夕 ー20 1-5

若菜下 549 身もしぬる心ちして 身もしむる 身もしつむる 120 1-6

若菜下 550 かの御心にも 120 1-9

若菜下 5 51 身のいたつらに 120 い 12

若菜下 552 いてやしつやか 120 1-13

若菜下

若菜下
553 なんつけ らまほし なんつけたてまつらま 120 2-2

554 さふ らふ 120 2-3

1202-14

ー202-5
1202 -6

ー202 -7

若菜下 555 よきやうとても

若菜下 556 かの御事の

若菜下 557 かくおもひはなち

若菜下 558 うきに

若菜下 559 くるしかりけり 1202 -12

1203 -ー
ー203 -2

1203 -4

ー203 -7

1203 -8 _

若菜下 560 女御のあまり

若菜下 561 かうはるけ所

若菜下 562 右のおと のゝ北方

若菜下 563 にくき心

若菜下 564 このおと のゝ
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■VP■■■ 項 目番皇1 享奉 (資料稿底本 )見出し義政 籍韓蜜撫養饗継 親 韓瑞琴 讃 申 ■ 八≡
頚継 1■L

若菜下
565 ゆるされたる ー203 -9

若菜下 566 契ふかき中なりけれ は 1203 -ー0 ､

若菜下 567 おなしこと ー203 - 2

若菜下 568 二条の内侍 1203 -14

若菜下 569 かの御心よはさも ー204 -1

若菜下 570 つねに御ほいの事 つゐに御 ほいのの事 ー204 -I

若菜下 571 いまなんと ー204 -3

若菜下 572 あまの世を寄 ー204 -5

若菜下 573 おほしすてつとも ー204 -6

若菜下 574 とくおほし立 にし ー204 -8

若菜下 575 御文のとちめ ー204 -ー1

若菜下 576 をくれぬと 1204 -12

若菜下 577 あま舟に寄 ー204 -ー4
若菜下 578 あまねきかたにても ー204 -14

若菜下 579 女君 にも ー205 -3

若菜下 580 斎 院と 120 5-6

若菜下 58ー 斎 院はた 1205 -8

若菜下 582 かの人の 120 5-9

若菜下 583 よくこそあまた ー20 5-ー2

若菜下 584 わか宮を 120 5-14

若菜下 585 みこたち 120 6-2

若菜下 586 たゝ人は た 人ゝとはをのつから ー20 6-4

若菜下 ● 587 はか + + しきさまの ー206 -6

若菜下 588 いかならんとて ー20 6-7

若菜下 589 また ちゝなれぬ 120 6-9

若菜下 590 けさ 120 6-ー0

若菜下 59 1 六条の東の君 1206-10

若菜下 5 92 うるはしき 1206-ll

若菜下 5 93 つくも所 1206-13

若菜下 594 は月は大将 ー207-1

若菜下 595 なか月 1207-2

若菜下 596 ひめ宮 1207-3

若菜下 597 その月には 1207-4

若菜下 598 かんの君 1207-5

若菜下 599 病つきて ー207-7

若菜下 600 宮打はヘて ー207-7

若菜下 6()ー いとくるしけに 注釈ナシ○ 1207-8

若菜下 602 ことしはまきれ 1207-ー0

若菜下 603 御やまにも ー207-ll

若菜下 604 ほか + + にて ー207-ー1

若菜下 605 ひんなきことや ー208-1

若菜下 606 内わたりなと ■ 打わたりなと ー208-3

若菜下 607 みやひをかはすへき 1208-3

若菜下 608 此みち 1208-5

若菜下 609 いと+ + おしく 1208-ーー

若菜下 6ー0 おもはす におもひ 1208 -ー4

若菜下 6ーー はちらひて 1209 -2
若菜下 6ー2 今より後 ー209 -4
若菜下 6ー3 御心にそむく ー209 -5
若菜下 6ー4 こ にゝたにも ー209 -6

若菜下 6 15 いたりすくなく 1209 -7

若菜下 616 さた過たる 1209 -8

若菜下 6 17 院のおはし ー209 -10

若菜下 6 ー8 いにしヘよりほい 1209 -12

若菜下 619 たとりうすき女かた 1209 -ー2
若菜下 620 みつから心には みつか らの心 には 1209 -13
若菜下 62 1 またしはかりに 12 10 -3
若菜下 622 みつか らの世たに 12 ー0 ■4
若菜下 623 その外は 12 10 -5

若菜下 624 御心みたり ー2 10 -8

若菜下 625 古ひとの ー2 10 -12

若菜下 626 身にか はる ー2 10 -ー2

若菜下 627 二宮 二宮落葉 注釈ナシ○ 12 1い4

若菜下 628 かのこまかなりし 12 1'ー

若菜下 629 ふるめかしき 12 11-4

若菜下 630 霜月は 12 11-5
若菜下 631 やはにて やはにて句 12 11-7
若菜下 632 何さま 12 11-9
若菜下 633 みんにつけても 12 ート11

若菜下 634 なやみわたり 12 11-14

若菜下 635 すき物は すき物は相也 12 12 -1

若菜下 636 女御の君も 12 12 -5

若菜下 637 このたひのみこは 1212 -6
若菜下 638 すき + + ー2ー2 ■7
若菜下 639 過るよはひ ー212-7
若菜下 640 てうかくのやうに 12ー2 ■9
若菜下 64ー かの御かたは 12ー2-10
若菜下 642 おまヘの物は見給 はす おまへの物 は見給はす句 1212-10
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J野 要一ツ琵望■去1蒙▲■毎書萱毒萱■1:湾≡E=:讃SS * <ナウ2f*iモi 1士十→ト+)(† 1⊥‖ ".l討a ss ≡ ℡ ー JL ≡ 惜
嘗 菜下 643 れいのけちかき ■光洋 ■況,̂瑞 ○◆◆m ◆汁 ■

12 13 -3若菜下 644 只ことのさまの ー2 13 -8
若菜下 645 そのこと なゝくて ー2 ー3 tー0
若菜下 646 みこのほうし ー2 ー3 -12
若菜下 647 年もせめ 〈ナシ〉(646注ノ■部 ) ー2 13 -13
若菜下 648 いもゐの御鉢 ー2 ー3 -13
若菜下 649 家におひ出る 12 ー3 -14
若菜下 650 そのことを そのことをせめて 12 ー4 ー1
若菜下 651 月比 月比柏詞 12 ー4 ■2
若菜下 652 みたりかくひやう 12ー4 ■6
若菜下 653 かうふりをかけ ー2 14 -10
若菜下 654 つく所なし ー214 -1ー
若菜下 655 をもきやまひを 12 14 -ー2
若菜下 656 いかめしき事をは ー2 ー4 ■ー4
若菜下 657 いかめしくきゝし御賀の 12 15 -2
若菜下 658 た かゝく 12 15 -4
若菜下 659 されはよと ー2 15 -5
若菜下 660 もとよりしまぬ 1215 -6
若菜下 66ー 大将 大将柏と 12 15 -9
若菜下 662 ひんかしのおとゝ 12 15 -14
若菜下 663 おこなひくはヘ 12 16 -1
若菜下 664 けにこのみちは ー2 16 -2
若菜下 665 あかきしらつるはみ 12 16 ⊥4
若菜下 666 けふ はあを色 ー2 16 -5
若菜下 667 かく人 12 16 -5
若菜下 668 せんゆふか ー2 16 -7
若菜下 669 春のとなり 1216 -8
若菜下 670 右のおとゝ ー216 -9
若菜下 671 兵部卿 1216 -12
若菜下 672 右の大との ー216 -ーー
若菜下 673 源中納言 1217 -1
若菜下 674 わうしやう ー217 -I
若菜下 675 御むまこの 217 -4
若菜下 676 あるしのいん 1217 -8
若菜下 677 ゑいなき 1217 -9

若菜下 678 衛門督 12ー7 -9
若菜下 679 さかさまに 12ー7 暮10
若菜下 680 空ゑひ 空ゑひを ー2ー7 -13
若菜下 681 もたせなから 1218 -1
若菜下 682 ゑいにもあらぬを 12ー8 ■3
若菜下 683 けの ほゝり ー218 -4
若菜下 684 よ所 + + にて ー218 -7
若菜下 685 かとてにやと かとにてやと 1218 -10
若菜下 686 世のこと しゝて 1218 -ー2
若菜下 687 ことはりや 1219 -2
若菜下 687+ く欠〉 とまりかたき 1219 -6
若菜下 688 えゆきやるましき 12ー9 ■6
若菜下 689 まつ見えんとは ー2ー9 ■8
若菜下 690 人より先 ー2ー9 -ll
若菜下 69ー いと忍ひて 1219 -ーヰ
若菜下 6 92 たゆく 1220 -2
若菜下 693 なく+ + ー220 -4
若菜下 694 かうじ 1220 -7

若菜下 695 女官の御心 1221 -3
若菜下 696 五十寺 1221 -3
若菜下 697 又か のおはしますみてら ー221 -4
若菜下 698 まかひるさなの 122ー■4

若菜下 × 698+
くナシ〉(△ 1字下ゲ 698注

ノー部 )
後漢書列俸

若菜下 × 698++ くナシ〉(698注ノ■部 ) 〈ナシ〉(698+注ノ- 部 ) 韓

若菜下 6 99 ■たかき心さしありて く欠〉 103 9-3

若菜下 700
- 北のかヘにそへてをき

物のみつし
く欠〉 ー0 80-14

若菜下 70 1)

●いにしヘの朱雀院の御

幸に青海波のい申しかり

しゆふヘ思出ぬ人々は権

中納言衛門督の又をとら

〈欠〉 108 1-7

若菜下 (702)
■大将の君の御ゆか りに

いとよくかすまヘられ給へ
〈欠〉 108 6-14

若菜下 (703)

- かのこたいの尼君はわ

かみやをえ心のとかにみ
たてまつらぬなむあかす

おほえける

く欠〉 109 3-4

若菜下 (704)

一心あらむけさう人のなか

うたよみてふんしこめたる

心ちこそすれとの給ヘは
あなうたてやいまめかしく

なりかヘらせ給める御心

〈欠〉 1ー03 -4
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一身に人しれぬ思そひた

らんも又まことに心ちゆき

○けにと ○ゝこほりなかる

ヘにし打ましれはかたヘ
の人にひかれつゝおなし
気はひにもてなしになたら

∫+ 整版 # JiaiL

く欠〉

■■▼

ー109 -5

葛藤弐■li≒､r

若菜下
(705)

牒 ◆■鞭■一暖汀 喜●<ウ

柏木 1 おとゝ北方 ー227 -
柏木 2 つみおもかる ー227 -2
柏木 3 思ひのほりにし おもひの ほりし 1227 -5
柏木 4 ひとつふたつ ー227 -6
柏木 5 なへての世中 ー227 -7
柏木 6 野山にも ー227 -8
柏木 7 物思ひの - かたならぬ ー227 -ー0
相木 8 さるヘきに 1227 -ー2
柏木 9 たれもちとせ 1227 -ー3
柏木 ー0 なけの哀をも ー227 -14
柏木 ーー ひとつおもひに 1228 -ー
柏木 12 せめてなからへは ー228 -ー
柏木 13 なめしと ー228 -2
柏木 ー4 いとあちきなし ■ ー228 -6
柏木 15 枕もうきぬ ー228 -7
柏木 ー6 今は 1228 -8
柏木 ー7 今はとて寄 1228 -ー3
柏木 ー8 心のとめて 1228 ーー3
柏木 ー9 侍従 にも ー229-1
柏木 20 こりすまに一 くナシ〉(19注ノー部 ) 1229-ー
柏木 2 ー この人も 1229 -2
柏木 22 われもけふか ー229-5
柏木 23 御心木上 1229-7
柏木 ■ 24 はつかしけなる ー229-7
柏木 25 かつらき山より■ ー229-ー1
柏木 26 おんみ やうじ 注釈ナシ○ 1230 -2
柏木 27 このひしりも 1230 -4
柏木 28 まぶしつべたましく 1230 -5
柏木 29 だらにのこゑ たしにのこゑ 1230 】6
柏木 30 おとなひ 1230 -9
柏木 3ー か るゝ物共と 1230 -ー0
柏木 32 ■ 何の罪とも 何の罪にてもなし ー230 -ー2
柏木 33 むかしの世にも 123 1-2
柏木 34 御光なるヘし ー23 -4
柏木 35 ふかきあやまちも ー23 ト5
柏木 36 まとひ初にし 123 1-5
相木 37 むすひと めゝ 123 1-6
柏木 38 さて打しめり ー23 1-8
柏木 39 なかき世のほたし 123 ト 12
柏木 40 心くるしき御こと 123 1 ー2
柏木 41 みし夢を 123 ー●13
柏木 4 2 心くるしう聞なから 1232 -2
柏木 43 立そひて寄 1232 ー5
柏木 44 をくるヘう ー232 -5
柏木 45 鳥の跡のやう ー232 -8
柏木 46 行ゑなき寄 ー232 -10
柏木 47 夕はわきて ー232 -10
柏木 48 むごにむかへすへて 1233 -2
柏木 49 何か 1233 -5

一柏木 50 思ひましる 1233 -9
柏木 5ー けしきもらさしと 1233 -10
相木 52 はん僧 1233 -ll
柏木 53 生給 ぬ ー233 -12
相木 54 又かく心くるし ー234 -ー
柏木 55 をそろしと ー234 -2
柏木 56 むかはりきぬれ は 1234 -4
柏木 57 ついかさね 1234 -7
柏木 58 中宮 1234 -8
柏木 59 きは + + 〈ナシ〉(58注ノー部 ) ー234 -10
柏木 60 御かゆどむじき 1234 -10
柏木 6 1 ちやうのめしつぎ ー234 -1ー
柏木 6 ー+ くナシ〉(6ー注ノ■部 ) 大夫より 1234 -1ー
柏木 62 さばれ 1235 -3
柏木 63 むつかしけに 1235 -6
柏木 ■ 64 さのみこそは ー235 -ー0
柏木 65 さやうにみたて ー236 -6
柏木 66 心をれ給 はんか 心をかれ給 はんか ー236 -8
柏木 67 ためし 1236 -13
柏木 68 年比みたて ー237 -6
柏木 69 よにかくれ よにかくれて 1237 -9
柏木 70 このみちのやみ ー237 -ー2
柏木 7ー たうりの ー237 -ー3
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72
三与●汀▲, JL ≡題 ■

柏木 みかたち 一 考
1238 -ー

柏木 73 うら山しく
1238 -2

1238 -3
柏木 74 わつらひ給ふ

柏木 75 よひのかちの僧
ー238 -8

柏木 76 さなから
1238 -ー0

柏木 77 そしらる やゝう 1238 ー14
柏木 78 日比もかくなん ー239 -2
柏木 79 ざけ 1239 -2
柏木 80 それにまけぬとて ー239 -4
柏木 8 ー 御心のうち ー239 -6
柏木 82 何かは 1239 -ー0
柏木 83 あつけをき奉 りししるしには ー239 -ー2
柏木 84 そうふん そうふんに 1239 -ー3
柏木 85 かつは 1240 -7
柏木 86 つれなくてうらめしと ー240 -8
柏木 87 みゆき 124 ト6
柏木 88 世中 ー241 -7
柏木 89 又しる人 ー241 -8
柏木 90 きこえつけて 1241 -9
柏木 91 さらにかく ー24トー3
柏木 92 ごや ー242 -ー
柏木 93 とりかヘしつと ー242 -2
柏木 94 今はかヘリなん ー242 -3
柏木 95 くやしう 1242 -5
柏木 96 女官の 一 1242 -9
柏木 97 今ーたひ 1242 -12
柏木 98 此宮 此宮の 1242 -14
柏木 99 ニ品の宮 1243 -2
柏木 100 たへぬ契 り ー243 -5 ▼
柏木 ー01 母うヘにも ー243 -7
柏木 102 右大弁 1243-9
柏木 ー03 よろこひに 1243-ー3 ■
柏木 ー04 えためらひ 243-14
柏木 105 大将の 1244-2
柏木 ー06 みたれなから ー244-6
柏木 107 けふはよろこひ ー244-1ー
柏木 ー08 なとかく ー244-12
柏木 * 109 えほしはか り いとくちおしう 1244-14
柏木 辛 110 いと口おしう ゑ ほしはかり 1244-ー4
柏木 111 さらばひ 1245一5
柏木 112 をくれ先たつ ー245-9
柏木 1ー3 心 にはをもくなる ー245-ーー
柏木 1ー4 君につかうまつる 1246-4

柏木 1ー5 はか + + しからぬ
陽明文庫本 1 丁分 (1ー5一

131)落丁 0
ー246-4

柏木 ー16 これかれあまた 1246-8
柏木 117 病づき 注釈ナシ○ 1246-ー0
柏木 1ー8 院の御賀 ー246-ーー
柏木 ーー9 ざうけん 1247-1
柏木 120 ろなう 1247-3
柏木 12 1 かうじ 1247-4
柏木 ー22 さらにさやう ー247-7
柏木 ー23 けにいさ かゝ 1247-ーー
柏木 124 今 日あすとしも 1247-12
柏木 125 とくに
柏木 ー26 みつからなから ー24 7-ー2
柏木 127 てかき ー24 8-4
柏木 128 女御をは ー248-5
柏木 129 大将の御かた ー24 8-6
柏木 ー30 右の大との 北ゝ方 ー24 8-7
柏木 ー3ー やむ薬 124 8-9
柏木 132 あはのきえいる 1248 -10
柏木 133 下の心こそ 124 8-10
柏木 134 たゝかくみしか 1248 -13
柏木 135 おと 北ゝ方 124 9-2
柏木 136 あま宮 124 9-3

柏木 137 わか君 1249 -5

柏木 13 8 物かたり 124 9-9

柏木 13 9 れいの御さま 124 9-ー0
柏木 140 御いかにもちい 124 9-13
柏木 ー4 1 かたちことなる 124 9-13
柏木 ー4 2 女にものし給はゝこそ 124 9-14

柏木 ー43 もとの心を 1250 -3

柏木 ー44 心くるしう 1250 -4
柏木 145 御くしのすゑ 1250 -5 ′
柏木 146 すぎすぎ 1250 -8 ′■
柏木 ー47 いまやう色 1250 -9

柏木 ー48 また有つかぬ 〈欠〉 1250 -10
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ー250 -ー0議木 ー4 9 子どもの 事●

柏木 ー50 めもくるゝ 1250 -ーー

柏木 ー51 ふりかたう 1250 -ー2
柏木 ー52 とりかへす 1250 -14
柏木 ー53 今 はとて 今はとておなし ー25 トー
柏木 154 か るゝさま 125 1-4
柏木 155 かひなの事 や くナシ〉(154 注ノ- 部 ) 125 ト9
柏木 156 女御の宮たち 125 ト9
柏木 ー57 この君いと 125 トー0
柏木 158 た いゝまなから 125 トー2
柏木 ー59 まなこゐ 125 1'ー3
柏木 ー60 五十八 1252 -4

柏木 ー6ー しつかにおもひて ー252 -3

柏木 ー62 この事の心しれる 1252 -5

柏木 163 あヘなん ー252 -7

柏木 ー64 ふたついはんには ー252 -7

柏木 ー65 物かたりして ー252 -8

柏木 ー66 おや達の ー252 -ー0
柏木 ー67 はかなきかたみ 1252 -ー1
柏木 ー68 たか世にか寄 ー253 -3
柏木 ー69 た にゝはと ー253 -5
柏木 ー70 すこし物おほえたる ー ー253 -7
柏木 ー71 又去共 1253 -12
柏木 172 猶むかしより ー253 -14
相木 ー73 いとよう 1254 -ー
柏木 174 むかしの契と ー254 -5

柏木 175 女君にたに ー254 -7

柏木 × 176 見まほしかりける迄 く欠〉

写本 ､ 注内容ナク､ ｢● 日

御講尺也 ｣ トアル○講釈ノ
進行ヲ示スモノ○

ー254 -9

柏木 177 みわさ く欠〉 写本 ､ 注釈ナシ○ 1254 -10
柏木 ー78 ほうふく ー254 -ーー
相木 ー79 我等なきかせそ われになきかせそ 1254 暮13
柏木 ー8 0 中 + + みちさまたけ 1254 -ー3

柏木 ー8 1 おほつかなくて 1254 -ー4

柏木 ー8 2 このみ給ひし 1255 -2

柏木 ー83 音をたてぬも ー255 -5
柏木 184 さき花やかに 1255 -8
柏木 18 5 大将とのゝおはし ー255 -10
柏木 18 6 弁の君宰相 1255 -10
柏木 18 7 いみ しき ー255 -ー4
柏木 ー88 さるへき人 + + にも ー255 -14
柏木 18 9 神わさ 1256 -4
柏木 190 立なからはた ー256 -5
柏木 19 1 おやこの道の ー256 -8
柏木 ー92 か るゝ御なからひの 1256 -8
柏木 ー93 哀なることをや 蓑なることをは 1256 ○ーー

柏 木 194 又たくひなき 1256 -ーー
柏 木 195 おほし入 りたり おほしいりたる 1256 -13
柏 木 ー96 かた + + に 125 7-1
柏 木 ー97 をのつからちかき 1257 -2
柏木 ー98 はしめつかたより 1257 -3
柏木 199 身つからの心をきて 1257 -5
柏木 200 みつからの 125 7-6
柏木 * 20 ー おほろけの事ならて みこたちは 1257 -8
柏木 * 202 みこたちは おほろけの事ならて 1257 -8

柏木 203 けふ りにも 125 7-ll
柏木 204 御とふらひ度 + + 1257 -13
柏木 205 さらはかの 1257 -14
柏木 206 これかれ 1258 -1
柏木 207 うれ しきも うれ しきせは 1258 -3
柏木 208 いとこよなう ー258 -4
柏木 209 に三ねん ー258 -5
■柏木 210 あまりよの理を 1258 -5
柏木 2ー1 心うつくしからす ー258 -6
柏木 , 2ー2 かのおほしなけく ー258 -9
柏木 213 かの君は 1258 -ー0
柏木 2ー4 ことしはかりは 1259 -ー
柏木 2ー5 いま + + しきすち 125 9-1
柏木 216 あひみん 125 9-1
柏木 2ー7 時しあれは寄 ー25 9-3
柏木 218 わさとならぬは 125 9-3
柏木 219 この春は歌 この春はの罫 125 9-5
柏木 220 いとふかきよし 125 9-5
柏木 22 ー 出ゐのかた 125 9-8
柏木 222 おやのけうよりも 125 9-ー0
柏木 223 見たて 125 9-ll
柏木 224 御中よく ー25 9 -12
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# lLJ% a s 莞P■1妻L､■>至≡溝ii≡4',-喜ヨ 遠;/■鴛J■=達 m 名■妻 こM ti, ハ≡
柏木 nJ

た んゝ
A-̂父等■■

1260 -1

1260 -5

ー260 -6

柏木 226 此玉はぬく 此玉いぬく

柏木 227 君の御はゝ君の

柏木 228 みる人すくなう 1260 -7
柏木 229 はか+ + しからねと■ ー260 -9
柏木 230 あひたのむ人+ + ー260 -9
柏木 23 ー ふかきおもひは 1260 -ーー
柏■木 232 なかめ給ヘる ー260 -14 一
柏木 233 けふそ ー260 -14
柏木 234 このた んゝ紙に ー26ト 1
柏木 23 5 木の下の寄 1261 -2
柏木 236 なき人も寄 126 1-4
柏木 237 弁の君 126 1-4
柏木 23 8 うらめしや歌 うらめしや ■ ー26 1-5
柏木 23 9 殿は心ことに 126 1-6
柏木 240 すなこのうすき物のかくれ ー26 ー●ー1
柏木 241 ーむら薄 ー26 ト13
柏木 242 いよすかけ 126 ト 14
柏木 243 猶めおとろかるゝ 1262 -2

柏木 244 けふはすのこ ー262 -2

柏木 245 とかく 1262 -4

柏木 246 いと物あはれ也 1262 -6

柏木 247 物よりことに 1262 -6

柏木 ■ 248 枝さしかはし 1262 -6
柏木 249 ことならは寄 1262 -9
柏木 250 柏木に寄 1262 -13
柏木 25ー あさう 1262 -ー4

柏木 252 おほしなけく ー263 -4

柏木 253 此宮こそ ー263 -6

柏木 254 人わらはれ ー263 -6

柏木 255 た なゝらねは 1263 -7

柏木 256 かたちそいと ー263 -8

柏木 257 みるめにより ー263 -10

柏木 258 さるましきは ー263 -10
柏木 259 今 は猶昔に ー263 -ーー
柏木 260 そ ろゝか 1263 -14

柏木 261 かのおとゝ 1263 †14

柏木 262 いふしやうぐん ー264 -3

柏木 263 それもいとちかき 1264 -4

柏木 264 むヘ+ + しき 1264 -6

柏木 265 うヘには ー264 -8

柏木 266 御心ひとつ 1264 -ll

柏木 267 いさりなと 1264-ー3

柏木 (268)
- おとゝ北のかたなとはま

していはんかたなく
く欠〉 124 9-2

横 笛 ー 故権大納言 1269-1
横笛 2 いかにそや ー269-4

横笛 3 御 はてにも ー269-6

横 笛 4 よろつもしらす 1269-6

横笛 5 こかね百 りやう 1269-7

横笛 6 おとゝは心もしらて ー269-7

横 笛 7 なき跡にも 1269-ーー

横笛 8 おなし道をこそ 1270-I
横笛 9 たえす ー270-3

横笛 10 たかうな ー270-4

横笛 1ー ところなと 1270-4

横笛 12 春の山かすみも 1270-5

横笛 13 世をわかれ寄 1270-7

横笛 ー4 いとかたきわさになん ー270-7

横笛 15 らいしともを ー270-8

横笛 ー6 けふかあすか 1270-ー0

横笛 ー7 おなし所なとは ー270-ー1

横笛 18 われさへ ー270-ー2

横笛 19 かきかヘ 127トー

横笛 20 うき世には寄 127ト 3

横笛 2 ー うしろめたけ 1271-3

横笛 22 ? みえぬヘく 1271-7

横笛 ■ 23 からのこもん 1271-10

横笛 24 うしろのかきり 127ト 12

横笛 25 柳をけつり ー271-13

横笛 2 6 ことさらに ことさらには ー27ー■13

横笛 27 かれはいと ー272 -ー
横笛 28 あならうかはし 1272 -6
横笛 29 女官ものし給める ー272 -10
横笛 30 花のさかりは ー272 -12

横笛 3 ー 雫もよゝ ー272 暮14 ､

横笛 32 いとねちけたる ー272 -14 ′■

横笛 33 うきふしも寄 ー273 -2 二
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エ ー fe1 =K :ォ= ハ 【 てII* ; ≡ gasm ! ≡ JL ≡ a
横 笛 34 'jfmm nsK 口◆ ¢ 槻 ､批難 ▼′▲ヨ■K.

1273-2横 笛 35 いとそ かゝ しう ー273-3
横 笛 36 うきふ し 1273 -4
横 笛 37 身 つか らの 御 すくせ も猶 あか ぬ 1273 -6
横 笛 38 過 にしつみ ー273 -9
横 笛 39 えとりや らて 274 -2
横 笛 40 わか 御 との ー2 74 -6
横 笛 4ー す たき ー274 -7
横 笛 42 む しの ね 1274 -8
横 笛 43 りちに しらへ 1274 -9
横 笛 44 こ君 ー274 -13
横 笛 45 貢 い とめつ らか なる 1274 -ー3
横 笛 46 この御 ことにも 1274 -14
横 笛 47 琴 の をたえに し ー275 -1
横 笛 48 わ らはあ そひ ー275 -2
横 笛 49 女 官 たち ー275 -3
横 笛 50 あ らぬ さまにか ら ー275 -4
横 笛 5ー 世 の うきつ ま ー275 -5
横 笛 52 い と理 の ー275 -6
横 笛 53 か きりた に 1275 -6
横 笛 54 ことはをしや り 1275 -7
横 笛 55 か れ 猶 1275 -7
横 笛 56 聾 につ たは る ー275 -7
横 笛 57 み み をた に ー275 -8
横 笛 58 しか つた はる 中の を 1275 -9
横 笛 59 は ね うちか は す 1275 -12
横 笛 60 さうの ことを 1275 -13
横 笛 61 さうぶ れ ん 1276 -1
横 笛 62 おもひをよひか ほ 1276 -1
横 笛 63 まして 1276 -3
横 笛 64 ことに いて 寄ゝ 1276 -5
横 笛 65 末 つか たをいさ かゝ 1276 -5
横 笛 66 ふ か き夜 の 寄 1276 -7
横 笛 67 古き人 の 1276 -8
横 笛 68 すき+ + しき ー276 -10
横 笛 69 ひきたか ふ る ー276 -12
横 笛 70 こよひの 御 すきに は こよひ御 す きには ー276 -ー4
横 笛 7 ー こよひか らあ りける くナ シ〉(70注 ノ■部 ) 1276 -ー4
横 笛 72 あは す は何 を 1277 -2
横 笛 73 御をくり物 に笛 を 1277 -2
横 笛 74 ふるきことも 1277 -3
横 笛 75 か るゝよもきふ に 1277 -4
横 笛 76 御 さきにき ほは ん 1277 -4
横 笛 77 につか はしか らぬ 1277 -5
横 笛 78 これ かね に ー277 -7
横 笛 79 むか しをしの ふ 1277 -9
横 笛 80 露 しけき苛 1277 -12
横 笛 8ー よこ笛 の寄 1277 -14
横 笛 82 いもとわ れ と 1278 暮4
横 笛 83 み ぬ さとも ー278 -6
横 笛 84 か るゝ夜 の 月 1278 -7
横 笛 85 こ君 ー278 -7
横 笛 86 み をとりせ んこそ 1279 -ー
横 笛 87 大 か た の世 につ けてもかきりなく ー279 -ー
横 笛 88 わ か 御 中 1279 -2
横 笛 89 打 け しきはみ ー279-3
横 笛 90 お こりならひ ー279 -4
横 笛 9ー 笛 竹 に寄 1279 -8
横 笛 92 お もふ か たこと 1279-8
横 笛 93 つ たみ 1279 -10
横 笛 94 み み は さみ 1279-ll
横 笛 94+ く欠 〉 か は らか なる 1279-14
横 笛 95 うちまき ー279-14
横 笛 96 なつ みて ー280 -8
ォ tr 97 なきむ つか り ー280一8
横 笛 98 行 ヘ きか た ー280 -10
横 笛 99 - ね ん ー280 -ー1

横 笛 一oo をた きにすきや う 1280 -14
横 笛 ー0ー 心 よせ の 1281-1
横 笛 102 俳 の みち に 1281-2
横 笛 ■ ー03■ 女 御 の御 か た 1281-3
横 笛 ー04 三 宮 1281-3
横 笛 ー05 こなた にそ 1281-4
横 笛 ー06 大 将 こそ苦 いたき奉 りて 1281-5
横 笛 107 か しこまりて 1281-6
横 笛 108 みす の まへ をは 1281-6
横 笛 ー09 きや うきや う ー281-7
横 笛 ー10 われ か ほは 128ー■7
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警 ■′

横笛

横笛

横笛
横笛

横笛

ゝ ◆11ー 三なた.f も二宮の若宮と ■
ー28 ト9

1ー2 院も ー28 1'ー2
1ー3 大やけの御ちかきまもり ー28ー■12
1ー4 所さり ー282 -1
ーー5 うちゑみて 1282 -3

ーー6 公卿のみさや 1282 -4

1 17 わたり給はん ー282 -4

横笛 1 ー8 宮のわか君 1282 -5

横笛 1ー9 心のくせ 1282 -7

横笛 120 大将のこの君を ー282 -8

横笛 ー2 1 なをしのかきりをきて
整版本､ 注ノ2 行 目以下 1

字上ゲ○ ー282 -ー0

横笛 122 なまめとまる 1282 -12

横笛 123 をかしうか ほれる 1282 -ー3

横笛 124 いとよくおほえて 1282 -14

横笛 ー2 5 ち おゝとゝの 1283 -4

横笛 126 いていかて ー283 -7

横笛 ー27 たいへ ー283 -9

横笛 ー28 おはせし 1283 -ll

横笛 129 ほゝゑみて 1283 -ーー

横笛 ー30 昔のことかゝりたる むかしのこと△か りゝたる 1283 -ーー

横笛 13ー かのさうぶれん 1283 -12

横笛 132 もらすましう ー28 3-14

横笛 133 過にしかたの 12 84-ー

横笛 134 みたれなからんや 1284-3

横笛 135 さかし さかしさと也 1284-4

横笛 136 すきは 1284 -4

横笛 ー37 何のみたれか 1284 -5

横笛 138 つねならぬ 1284 -6

横笛 139 みしかく■
くナシ〉(△ 1 字下ゲ ｢みし

かく●1■｣)
1284 -6

横笛 140 中 + + けんぎ 1284 -6

横笛 ー4 1 けんぎ有か ほに侍 らめとてこそ 1284 -7

横笛 142 心とさしすきて いとさしすきて ー284 -7

横笛 ー43 あされすき+ + ー284 -1ー

横笛 144 かの夢かたり 1284 -13

横笛 ー45 その笛は その笛 1284 -14

横笛 14 6 陽成院 の御笛 1285 -1

横笛 14 7 末の世 の ー285 -5

横笛 14 8 さやうに思ふなりけん ー285 -5

横笛 14 9 この君も 1285 -6

横笛 150 そのみけしきを■ 12 85 -7

横笛 151 いましもことのついて 1285-8

横笛 ー52 されはよと 1285-13

横笛 153 しか人の 1285 -14

横笛 154 かの夢は ー286 -1

横笛 155 よるかたらすとか ー286 -2

横笛 156 おほしけりとそ ー286 -4

横笛 × (ー57) 毒 く欠〉

横笛 (158

■ ､なま 目とまる心もそひ

て見れ はにやまなこゐなと

これはいますこしつようか
とあるさましたれとましりの

とちめおかしうかほれ るけ

しきなといとよくおほえ給

く欠〉 1282 -ー2

鈴 虫 1 夏比 129 1'ー

鈴 虫 2 此たひはおと のゝ君 129 1-1

鈴 虫 3 やかてしつらはせ給 129 1-3

鈴虫 4 はなつくゑのおほひ ー29 1-4

鈴虫 5 めそめ 12 91-4

鈴 虫 6 よるのみちやうのかたひら ー2 91-6

鈴虫 7 まんたらと ー29 1-6

鈴虫 8 四おもて ー2 91-8

鈴虫 9 花の色を ー2 9ー■8

鈴虫 ー0 からの百歩のゑかう 1291-8

129い 8
1291-9

ー29ー●11

1291 -1ー

鈴虫 1ー けうじのほさつ

鈴虫 12 うつくしけなり
■■■■■■■- ■鈴虫 13 荷菓のほう

鈴虫 ー4 みちをかくしほろゝけて みちをかくしほゝろけて

鈴虫 15 ひとりか ほり ひとつかほり ー29ー■ーー

1291 -13

1291 ー3
ー292 -3

1292 -4

1292 -6

ー292 -6

1292 -7
1292 -ー1 ■′

鈴虫 16 みつからの御 持経は

鈴虫 ー7 これをたにこの世の

鈴虫 ー8 はしを見給 ふ

鈴虫 19 けかけたる

鈴虫 20 ちんの花そく

鈴虫 2ー 俳のおなしちやうのうへに

鈴虫 22 きやうがう

鈴虫 23 火とりとも
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A . {- = 1, . . l f= = 汀■▼ ≡ = ■■5′J1甥

ー292 -ll鈴虫
好▲
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鈴虫 25 大かたのなり 1292 -13
鈴虫 26 れいの物ふか らゝぬ ー293 -1
鈴虫 27 ひれふし ー293 -3
鈴虫 28 宮 にも 1293-4
鈴虫 29 おましをゆつり ー293-5
鈴虫 30 もろともにいそかん 1293-7
鈴虫 3ー かの花の 中の ++ 12 93-7
鈴虫 32 蓮葉を歌 蓬莱を云 ー2 93 -9
鈴虫 33 かう染の ー2 93-ー0
鈴虫 34 へたてなく寄 ー2 93 -ーー
鈴虫 3 5 七僧法服 ■ 12 93 -ー4
鈴虫 36 みしる人は 12 94 -2
鈴虫 ● 37 むつかしうこまか 1294 -2
鈴虫 3 8 たゝいまの世にざえ 1294 -5
鈴虫 39 ゆたけきさきら 1294 -6
鈴虫 40 みすきやう ー294 -8
鈴虫 4 1 ことひろこり 1294 -9
鈴虫 4 2 夕の寺に ー294 -ーー
鈴虫 4 3 今しも 1294 -12
鈴虫 44 御そうぶんの宮 1294 -ー3
鈴虫 4 5 よそ + + にては 1294 -ー4

鈴虫 4 6 有はてぬ
くナシ〉(△ 1 字下ゲ ｢有は

てぬ■1●｣)
ー295 -2

鈴虫 4 7 かの宮をも 1295 -3
鈴虫 48 院の御そうふん ー295 -5
鈴虫 49 わか御あつかひ わか御あそひ ー295 -8
鈴虫 50 西のわた殿 ー295 -9
鈴虫 5 ー ふる人 ー295 -ー2
鈴虫 52 かたちことにて ー296 -2
鈴虫 53 れいの御心 1296 -5
鈴虫 54 人 目にこそ 1296 -5
鈴虫 55 うちには ー296 -6
鈴虫 56 十五夜の月の ー296 -10
鈴虫 57 あかつき ー296 -1ー
鈴虫 58 そ きゝあヘる ー296 -12
鈴虫 59 あみたの大す 1296 -ー4
鈴虫 60 ほの + + きこゆ ほの + + きこゆ句 1296 -ー4
鈴虫 6 ー 中宮 1297 -2
鈴虫 62 しるく鳴つたふるこそ 1297 -3
鈴虫 63 人きか ぬ ー297 -5
鈴虫 64 いとヘたて心 ー297 -5
鈴虫 65 大 かたの寄 1297 -8
鈴虫 66 いかにとや ー297 -9
鈴虫 67 心もて寄 ー297 -ll
鈴虫 68 す をゝをこたりて ー297 - 2
鈴虫 69 月さし出て ー297 -13
鈴 虫 70 れ いよりも ー297 -ー4
鈴 虫 71 大将 の君 ー298 -2
鈴 虫 72 こなたに ー298 -3
鈴 虫 73 いとつれ + + 1298 -3
鈴虫 74 内の おまへ ー298 -6
鈴虫 75 むしのね の定を 1298 -8

鈴虫 76 いつとてもー いつとても ナシ
古活字本ハ 75注ニ追イ込

ミ1 首ノ歌 トスル○
1298 -9

鈴虫 77 こよひのあらたなる ー298 -10
鈴虫 78 故権大納言 1298 -ll
鈴虫 79 いとうるさかりし 1298 -ー3
鈴虫 80 御ことのね にも 1298 -ー4
鈴虫 , 8 1 みすの内にも 1298 -14
鈴虫 82 かたつかたの御心 1299 ▲ー
鈴虫 83 内なとにも 1299 -2
鈴虫 84 鈴虫のえむ ー299 -2
鈴虫 85 左大弁 ー299 -5
鈴虫 86 きこしめしてなりけり ー299 -6
鈴虫 ′87 雲のうへを寄 ー299 -7
鈴虫 88 おなしくは ー299 -7
鈴虫 89 月影は寄 1299 -12
鈴虫 90 ことなる事 1299 -ー2
鈴虫 91 みこ 13 00 -ー
鈴虫 92 左衛門督藤 宰相 左衛門督△藤宰相 13 00 -ー
鈴虫 93 下かさねはかり 13 00 -3
鈴虫 94 ふえなと 13 00 -4
鈴虫 95 うるはしかるへき 13 00 -5
鈴虫 96 ねひとゝのひ 13 00 -8
鈴虫 97 いよ+ + こともの 13 00 -8
鈴虫 98 その夜の寄 13 00 -10
鈴虫 99 明かた ■ 13 00 -ll
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ssss轟袈裟 自宅■■窺書蔑 JL ≡ 蒜｣a*iサl=

中宮の御かた
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f& * 166
1300 -

鈴虫 ー0ー なににもつかぬ ー2 ､
ー30ー■ト鈴虫 102 残りの人 + +
ー301 -4 一

鈴虫 ー03 きこえつけし きこえつけし付也
整版本ハ rきこえつけしJト
｢付也 ｣ノ間ニワズカニ空 白

アリ0
ー30 ト5

鈴虫 ー04 れいのいとわかう ー301 -6
鈴虫 ー05 こ のゝヘのヘたて ー30ト 7
鈴虫 106 思ひの外に 1301 -8
鈴虫 107 みな人の ー301 -9

鈴虫 108
その心のうちもうけ給はら

ねは
その心のうち ー30ト 9

鈴虫 109 けに大やけさまに ー301 -1ー
鈴虫 ーー0 さしていとはしき 130 1'ー3
鈴虫 ーーー 心やすかるヘき +ー30 1-14
鈴虫 112 をしはか り ー302 -2
鈴虫 ーー3 ふかうもくみはかり ー302 -3
鈴虫 114 かのの給ひけん ー302 -8
鈴虫 1ー5 たゝなき人 ー302 -9
鈴虫 116 さるしるし ー302-ー0
鈴虫 1ー7 をくれし ー302-ーー
鈴虫 118 ものゝあなた 1302-12
鈴虫 119 みつからたに 1302-ー3
鈴虫■ ー20 やう+ + つもるになん 1302-ー4
鈴虫 ー2ー けにさもおほし ー302-ー4
鈴虫 ー22 朝露のか れゝる ー303-2
鈴虫 ー23 もくれんか 1303 -3
鈴虫 124 俄にちかき ー303 -3
鈴虫 125 えつかせ 1303 -4
鈴虫 126 やう+ + ー1303 -5
鈴虫 ー27 しか思ひ給ふる しかおもひ給ヘる ー303 -6
鈴虫 128 物さはかしき様 に 1303 -6
鈴虫 129 みつからのつとめにそへて ー303 -7
鈴虫 130 猶やつし ー303 -9
鈴虫 ー3ー 御をくり 1303 -1ー
鈴虫 132 春宮の女御 1303 -ーー
鈴虫 ー33 人にことなる 1303 -ー2
鈴虫 134 院もつねに 1303 -14
鈴虫 135 いそかされ給て ー304 -2
鈴虫■ 136 中宮そ中+ + 1304 -2
夕霧 ー さかしがり ー309 -1
夕霧 2 みつか らなと 1309 -9
夕霧 3 をのといふ 1309 -10
夕霧 4 御いの りの師に 1309 -1 ー
夕霧 5 ちかきゆかり ー309 -14
夕霧 6 弁の君はた ー3 10 -1
夕霧 7 ことの外なる ー310 -2
夕霧 8 浄衣 注釈ナシ○ 13ー0 ■5
夕霧 9 こと+ + しき御さま 13 0 -6

,夕霧 ー0 宮そ ー310 -7
夕霧 1ー 北のかたけしきとり 1310 -10
夕霧 ー2 は月十 日はかり 1310 -ーー
夕霧 ー3 なにかしりし 1310 -ー2
夕霧 ー4 松か崎のを山も 松か崎のを山 松か崎のを山しさる岩 13ートー
夕霧 ー5 けうもまさりて 13ート 2
夕霧 ー6 いとかたしけなく ー311 -9
夕霧 17 今しはし 今しはし命也 1311 -ll
夕霧 18 わたらせ給ひし 1311 -12
夕霧 ー9 旅の御しつらひ 1312-2
夕霧 20 さはか りな りゝ く欠〉 13ー2■4
夕霧 2ー あなたの 13 ー2■4
夕霧 22 れいの少将 13 ー2■5
夕霧 23 年比と ー3 12-6
夕霧 24 又こそならはねいかにふるめかし 13 12-8
夕霧 25 かるらかなり かるらかなりし 13 12 -10
夕霧 2 6 ほのすきたる ー3 12 -10

夕霧 2 7 すくずくしうをれて 13 12 -ll

夕霧 28 けにいとあなつり 13 12 -ー2
夕霧 2 9 みつから聞え 13 13 -ー
夕霧 30 こは宮の ー3 ー3 暮3
夕霧 3 1 身にかふはかり ー3 13 -4

夕霧 32 たゝあなたさま ー3 13 -7

夕霧 33 しかはりて六時にかはれ り しかはり ー3 13 -ー3

夕霧 34 ひとつに ー3 ー3 -14
夕霧 35 まかてんかたも 13 ー4 -5

夕霧 36 山里 の寄 13 ー4 ■7 ′

夕霧 37 山かつの寄 13 ー4 -9

夕霧 38 中空なるわさ哉 13 14 -10
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ー1 = 親鞍▲≒宇◆≡｣za$毒■ノ■◆鞄

瀞 ?0

夕串

10 0 *00*Tl-サ̂:=m5pサ

3 9

怒灘 拭

家路 は

00 S OI∵★�"rr,;ナ∵:+→り+十り←キ郎 棚 粋
みえす

¥姻J 玩l､ れy.-VsfixX-W j}'--* A
13ー4 -10

m
夕霧

40 やらはせ 1314 -ー1

夕霧 4ー つきなき人は ー314 -1ー

■夕霧 ▲ 42 見知給 はぬには ー3ー4 ■ー3

夕霧 43 なさけなう 1315 -2

夕霧 44 つかさのぜう 1315 -3

夕霧 45 此律師 此律師 に 13ー5 ■4

夕霧 46 ごしん 13ー5 ■4

夕霧 47 くるす野■■ 1315 -7

夕霧 48 みちたと+ + し ー3ー5 -9

夕霧 49 はひわたらん 13ー5 -13

夕霧 50 みかヘりたるに ー316 ー2

夕霧 5ー いとようたとりて いとようたとり 1316 -3

夕霧 52 水のやうに 1316 -5

夕霧 53 さすかね 1316 暮6

夕霧 54 なきぬはかりに ー316 -8

夕霧 55 かはかりにて ー3 16 -8

夕霧 56 いと心うくわか + + しき 13 ー6 -13

夕霧 57 いかはか り 13 17 -1

夕霧 58 いひしらぬ御 けしきの 13 17 -4

夕霧 59 さはいへと ー3 17 -8

夕霧 60 た あゝりの 13 17 -13

夕霧 61 猶かう , ー3 17 -14

夕霧 62 しれ + + しき 13 ー8 ■2

夕霧 ■ 63 世を知たる 13 18 -6

夕霧 ー 64 めさましう ー3 18 -7

夕霧 65 憂みつから 憂みつからの ー3 8 -8

夕霧 66 我 のみや寄 ー3 18▼ーー

夕霧 67 わ か心につ けゝて 13 18-ーー

夕霧 68 いかにいひつる 13 ー8-12

夕霧 69 けにあしう 13 18-13

夕霧 70 大かたは寄 1319-1

夕霧 7ー こ君の 13 19-8

夕霧 72 おほしおとすとは 1319 -9

夕霧 73 御心のうちにも ー319 -ー0

夕霧 74 めさましき心のなりにし ー319 -12

夕霧 75 よ所にきく 1319 -12

夕霧 76 大との 13ー9 ●ー3

夕霧 77 院にも ー3ー9 -14

夕霧 78 御息所 1320 -2

夕霧 79 おほししれよ 1320 -5

夕霧 80 かしこうすかしや りつと かしこうすかしやりつと‥● ー320 -6

夕霧 8ー あされたる ー320 -8

夕霧 82 わかみつからも 1320 -9

夕霧 83 萩わらや寄 1320 -12

夕霧 84 ぬれころもは 1320 -12

夕霧 85 御心つからこそはと 1320 -13

夕霧 86 心のとはん 1320 -14

夕霧 87 わけゆかん寄 132 1-2

夕霧 88 年比人に ー32 1-3

夕霧 89 おもひかヘしつ ゝ 思ひかヘしつゝ句 13 2ト5

夕霧 90 六条院の束 のおとゝ 13 21-9

夕霧 91 ましてかしこには 13 21 ー0

夕霧 92 夏冬と 13 21-ll

夕霧 93 おまヘに 1321 -12

夕霧 94 かしこに 132ー■ー3

夕霧 95 た なゝらぬふしにても 1322 -2

夕霧 96 ヘたてける ー322 -3

夕霧 97 きこえもらさなん 1322 -3

夕霧 98 昔物かたりにも 1322 -6

夕霧 99 人 + + 何かはほのかに 1322 -7

夕霧 100 人にかはか り■ ー322 -ll

$ m 10 1 思ひやりなかりし ー322 -12

夕霧 102 さるはにくけもなく 1322 -13

夕霧 103 玉しゐを寄 1323 -1

夕霧 104 ほかなる物は 1323 -1

夕霧 ー05 行かたしらす 1323 -2

夕霧 106 れ いのけしきなる

古活字本 ､東洋文庫本ハ

損傷アリ不鮮明○陽明文庫

本ニヨル○

ー323 -3

夕霧 107 何事 につけても 1323 -5

夕霧 108 か るゝかた 1323 -6

夕霧 109 こうしやう 13 23 -12

夕霧 110 すぐ+ + しきりつし ー323 -13

夕霧 ー11 そよや 13 23 -ー4

夕霧 ー12 さる事も 13 23-14

夕霧 ー13 いとあやしく 13 24-2

夕霧 ーー4 いてあなかたは 13 24-3
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;■◆､0>: ハ≡ 中 一 LL 蓑 8

夕霧 , 115 "
みわい

一 府 } 即
ー324-6

夕霧 1 ー6 せちにも ー324-10
夕霧 1 17 ーかうに ー324-ーー
夕霧 1 18 やくなし ー324-ー2
夕霧 1ー9 ほんさい ー324-ー2
夕霧 120 そうるい 1324-ー3
夕霧 121 みこの君 ー324-ー3
夕霧 122 ぢやうやのやみ ー324-ー4
夕霧 ー23 人のいかり 1325-ー
夕霧 ー24 いとあやしき 1325-3
夕霧 125 打やすみて 1325-4
夕霧 ー26 さやうにて 1325-5
夕霧 ー27 いとまめやかに 1325-6
夕霧 128 はふきすて ー325-8
夕霧 ー29 心 ゆるさぬ事は ー325-9
夕霧 ー30 宮もほのかに ー325-14

夕霧 ー3 1 とてもかくても ー326 -6

夕霧 132 心おさなきかきりこ にゝ 1326 -10

夕霧 ー33 えの給 ひ ー326 -10

夕霧 134 よつかはしう 1326 -12

夕霧 135 わたらせ給ヘ 1326 -ー4

夕霧 136 ほころひたる 1327 -3

夕霧 ー37 この人 + + ー327 -4

夕霧 ー38 あしのけ ー327 -7

夕霧 139 をしくたさせ ー327 -8

夕霧 140 けそ ー327 -8

夕霧 14ー みさうしかため みさうしのかため ー327 -ー0

夕霧 142 なけひ絵ヘるけしき なけい給ヘるけしき ー327 -ー2

夕霧 143 この事にのみもあらす ー327 -ー3

夕霧 ー44 まいていふかひなく人のことに ー328 -2

夕霧 ー45 かはか りに 1328 -4

夕霧 146 ぬりこめ 1328 -5

夕霧 147 あけあはせて ー328 -6

夕霧 148 ふつかみつか ー3 28 -8

夕霧 ー49 のちかならす ー3 28 -9

夕霧 150 又めくり ー328 -10

夕霧 15ー あなかちに ー3 28 -ll

夕霧 ー52 物きこしめさすと ー3 29-2

夕霧 153 た 御ゝ心ちの ー3 29-3

夕霧 ー54 胸すこしあき給ふ ー3 29-3

夕霧 ー55 おほしよはる御心も下にそひて ー3 29-7

夕霧 ー56 猶きこえ給へ 1329-8

夕霧 ー57 底に ー329-8

夕霧 ー58 あまへたる 1329-ー0

夕霧 159 ひたふる心も付也 ひたふる心も ひたふる心も付也 1329-12

夕霧 160 せくからに寄 ー329-ー4

夕霧 ー61 心ちよかほにて くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 1330-2

夕霧 162 こなたにちから ー330-4

夕霧 ー63 しほり 1330-6

夕霧 164 たのもしけなく 1330-7

夕霧 165 をみなヘし寄 ー330-10

夕霧 ー66 たゆめける 1330 -1ー

夕霧 167 猶わたらせ ー330 -13

夕霧 168 ひるつかた 1330 -ー4

夕霧 169 ちヘに 133ー■2

夕霧 170 六条のひんかし 133い 8

夕霧 171 なを + + しの 133 1-1ー

夕霧 ー72 おもはん所を ー33ー■12

夕霧 173 年月にそふる 133い 13

夕霧 174 よのつねの事 ー332 -2

夕霧 ー75 まだあらじかし 1332 -2

夕霧 ー76 とりのせう とりのせうの

古活字本 ､ 東洋文庫本ハ

損傷アリ不鮮明○陽明文庫

本ニヨル○

1332 -4

夕霧 177 あまたか中に 1332 -5

夕霧 178 おきなのなにかし ー332 -7

夕霧 179 おれまとひ 1332 -7

夕霧 180 をこつりとらん ー332 -9

夕霧 ー81 あざむき ー332 -9

夕霧 182 古ぬる人 1332 -ー0

夕霧 ー83 かねてより
古活字本 ､ 東洋文庫本ノミ

1 丁錯簡○183~ 195 ト196

~ 2 10 ガ前後スル ○

ー332 -ll

夕霧 184 にはかに 1332 -12 ノ

夕霧 ー85 まろをは ー332 -14

ー333 -1

ー333 -ー

1333 -2 ∴

夕霧 ー86 ことつけて

夕霧 ー87 ことつけては くナシ〉(ー86注ノー部 )

夕霧 188 あひなき人の Î ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ S
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三 .C
夕霧

189
′◆■■大ゆふの ち

ー3 33-3
夕霧 190 あさり ー3 33-5

夕霧 19 1 むねはしりて ー3 33 -5

夕霧 192 われも今 ー3 33 -9

夕霧 193 かくもとめんとも ー3 33-10

夕霧 194 ちらしてげり ー3 34 -1

夕霧 ー95 おこかましうとりて おこかましうて 13 34-5

夕霧 196 古山風 太 山風 13 34ー7

夕霧 197 何のおかしき 13 34-8

夕霧 198 よの人に 13 34-8

夕霧 ー99 此女房 13 34-9

夕霧 200 おまし 133 5-ー

夕霧 20 ー かう心くるしき 13 35-3

9 # P 202 かき給ヘるさまにて ー3 35-6

夕霧 203 あたヘ あたゑ ー3 35-8

夕霧 204 いてや ー3 35-8

夕霧 205 人もかくは ー3 35-ー0
夕霧 206 いかならん いかならん句 ー3 35-ー0
夕霧 207 玉さかに ー3 35-ーー
夕霧 208 猶よからん 13 35-ーー
夕霧 209 いとめつらしき 133 5-ー2
夕霧 2 10 秋の野の歌 秋 の 寄ゝ ー33 6-ー
夕霧 2 1ー よへのつみは ー33 6-2
夕霧 2 ー2 足とき馬にうつし ー33 6-2
夕霧 2 13 後のきこえをも 13 36-5

夕霧 2 ー4 さうしみの ー33 6-8

夕霧 2 ー5 かくいみしう ー3 36-ー0

夕霧 2 16 いと心くるしう ー3 36-12
夕霧 2 ー7 ■ 今さらに ー33 6-ー4
夕霧 2 ー8 みすくせ ー33 6-ー4
夕霧 2 19 そなたさま ー33 7-4
夕霧 220 人ふたり ー33 7-7

夕霧 22 1 思ひの外に ー33 7-9

夕霧 222 院よりはしめ 13 37-10

夕霧 223 来の世まて 末の世まて ー33 7-12

夕霧 224 大空をかうちて 大空をかこちて ー3 37-ー3
夕霧 225 よその御名をは ー33 8-1
夕霧 226 こよなう ー33 8-3
夕霧 227 をしこめて ー3 38-3
夕霧 228 人にをとり ー3 38-5
夕霧 ll 229 契ふかかりけん 13 38-6
夕霧 230 くるしう 133 8-7
夕霧 23 1 傭もつらく ー3 38-ll
夕霧 232 打き 給ゝ 13 38-13
■夕霧 233 さることの葉を ー3 38-14
夕霧 234 やかてたえ入 13 39-1
夕霧 235 れいのこと 13 39-2
夕霧 236 さるヘきかきり 13 39-9
夕霧 237 いつの間にかと 13 39-10
夕霧 238 日比 日比をもく ー3 39-13
夕霧 239 つねにさこそ 1340-3
夕霧 240 やまとのかみ 13 40-4
夕霧 241 けふよりのち 1340-7
夕霧 242 ひきへたてめくらし ひきヘたてめつらし 1340 -10
夕霧 243 心つよさなれと 心つよさ 心つよさなれと 13 40-14
夕霧 244 夢もさむるほと 134ト 3
夕霧 245 おほしたりしさま 134ト 4
夕霧 246 いかに聞え 1341-6
夕霧 247 只今はなき人と 1341 -9
夕霧 248 わたらせ 1341 -10
夕霧 249 きこえやるヘき ー341 ー1
夕霧 250 かのおほしたりし 1341 -13
夕霧 251 かこちきこえさするさまに ー341 ー4
夕霧 252 かきりある事にて 1342 -2
夕霧 253 の給ひ出る事も ー342 -4
夕霧 2 54 猶きこえ 1342 -5
夕霧 2 55 こよひしも 1342 -6
夕霧 256 みたてまつる人 + + ー342 -ー2
夕霧 257 みねのけふ り 1343 -1
夕霧 258 西のひさしを ー343 -3
夕霧 2 59 ひるまもなく 1343 -6
夕霧 2 60 いのちさへ 1343 -6
夕霧 26 1 とりてたに 1343 -ーー
夕霧 2 62 うたかひなく 1343 -ー1
夕霧 263 後の世の御つみに 1343 -12
夕霧 2 64 むねにみつ ー343 -ー3
夕霧 265 見知給はすは 1344 -2
夕霧 266 こと事 の 1344 -3
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. {I : .I . 一､ ≡一 m ste ! ≡ ▼ ≡ 中 '<0 =sSPy* rrl . ■

禦 ■巨e■P
l妻邦̂

267 uJ謬′J脚 1L て室賀■P■▲HffiBB*≡l{講 和享h輔■◆完納 ◆
我心に哀と

中 ■ 一 ▲P槻史■▼ Pl√◆■愚5描■独､■1 ■､=■○ジ
1344 -4

夕霧 268 大宮 1344 -5

夕霧 269 ことはりの世の 1344 -7

夕霧 270 大やけ + + しき ー344 -7

夕霧 271 わか方 1344 -8

夕霧 272 左衛門督 こ衛門かみ ー344 -9

夕霧 273 文かよはし 注釈ナシ○ ー344 -ー3

夕霧 274 はかなき ー345 -ー

夕霧 275 あはれをも寄 1345 -2

夕霧 276 おほつかなき ー345 -2

夕霧 277 にけなの ー345 -3

夕霧 278 いつれとか寄 134 5-5 ◆

夕霧 2 79 猶かくヘたて 134 5-6

夕霧 2 80 又わたり ー34 5-7

夕霧 281 たゝよつきて ー345-9

夕霧 282 かの一夜 ー345-ll

夕霧 283 す きゝはて ー345-12

夕霧 284 九月十 日あまり 1345-ー3

夕霧 285 峯のくす 1345 -ー4

夕霧 286 うれヘかほ也 1346 -4

夕霧 287 より所なけに 1346 -5

夕霧 288 うちめ 1346 -9

夕霧 289 ゑましき 1346 -12

夕霧 290 すのこの ー346 -13

夕霧 291 猶ちかくてを 1346 -ー4

夕霧 292 霧もいとふかしや 1347 -1

夕霧 293 なを+ + と 1347 -2

夕霧 294 すそをひき ー347 -3

夕霧 295 つるぱみ ー347 -5

夕霧 296 かくつきせぬ 134 7-6

夕霧 297 みる人ごとに 134 7-7

夕霧 298 この人 この人少将 134 7-9

夕霧 299 過にし ー3 47-ー2

夕霧 300 ほと+ + 134 7-12

夕霧 30 1 おまヘには 13 47-14

夕霧 302 そよやそも 1348-2

夕霧 303 たれをかは ー348-4

夕霧 304 御 山住も 1348 -4

夕霧 305 さるヘきにこそ 1348 -5

夕霧 306 有ヘしと 1348 -6

夕霧 30 7 か るゝ御別の ー348 -7

夕霧 308 われをとらめや 1348 -9

夕霧 30 9 里とをみ寄 1348 -10

夕霧 3 10 藤衣寄 1348 -ー2

夕霧 3 11 おりあらは 1348 -14

夕霧 3 12 十さん日 1349 -2

夕霧 3 13 をくら山も をくらの山も 1349 -3

夕霧 3 14 大納 言 1349 -6

夕霧 3 15 みし人の寄 ー349 -8

夕霧 3 16 あかさりし 1349 -9

夕霧 3ー7 うヘ は 1349 -10

夕霧 318 六条院の人 + + を 1349 -ll

夕霧 3ー9 世のためし 1349 -13

夕霧 320 そむき+ + に ー350 -2

夕霧 321 いと心つきなし ー3 50 -3

夕霧 322 はひ絵 はす 1350 -4

夕霧 323 いつとかは寄 13 50 -6

13 50 -6夕霧 324 うヘよりおつる

2 ョ 325 御かヘリをたに 13 50 -7

夕霧 326 目には見給ひてけりと 13 50-12

夕霧 327 人わろかりける 13 50-12

夕霧 328 見つゝけ給ヘれは 1350-ー3

夕霧 329 あさゆふ に寄 13 50暮ー4
夕霧 330 とや取なすヘからん ー350 -14
夕霧 331 古ことなと 1350 -14

夕霧 332 あされ 1351 -6

夕霧 333 いつかたにも 1351 -10

ー351 -12
1351 -1ヰ

ー351 -14

ー352 -3

1352 -4

ー352 -4
ー352 -5

ー352 -5

ー352 -6
13 52 -9∴■■

13 52 -10

夕霧 334 かやうのためし

夕霧 335 をくらかし

夕霧 336 女 はかり

夕霧 337 そは大かたもの 心ゝ

夕霧 338 おふしたてけん

夕霧 339 物 にはあらすや

夕霧 340 無言太子

夕霧 34 1 小法師 はら

夕霧 342 わか心

夕霧 343 みやす所いみはてぬらん 御 息所のいみはてぬらんな

夕霧 344 みとせ
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●一 ハ 【 m !0 0i ≡
a写 轟 3 45 ▲ n>' ハI

夕の露
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1352 -ー0
夕霧 346 いかてこのかみそり 1352 -ーー
夕霧 347 まことに 1352 -12
夕霧 3 48 いけるよのかきり ー353 -1
夕霧 ■ 3 49 院よりも 1353 -2
夕霧 3 50 かのみ こ 1353 -2
夕霧 3 5ー さてもありぬヘき 1353 -5

夕霧 3 52 かのみ ここそ 1353 -6

夕霧 3 53 みやす所は 1353 -8
夕霧 3 54 宮の御 こともかけす 1353 一9
夕霧 3 55 いとつれなし 1353 -ー0
夕霧 356 すくよけ心 ー353 -ー0
夕霧 3 57 女かたの心あさき ー353 -14
夕霧 3 58 かの日は かの昔は 1354 -1
夕霧 3 59 時の人 ー354 -2
夕霧 3 60 おほしたつこと ー354 -3
夕霧 3 6ー けにあまた ー354 -4
夕霧 3 62 こゝにかく 1354 -7
夕霧 363 末なきは ー354 -8
夕霧 3 64 やうの事 ー354 -9
夕霧 3 65 この浮たる ー354 -ーー
夕霧 3 66 うむし ■ 1354 -ー2
夕霧 3 67 はつかしと ー354 -ー4
夕霧 368 大将もとかく 1355-1
夕霧 3 69 かの御心に 1355-2
夕霧 3 70 なき人に 1355 -3
夕霧 37 ー さこそいヘ女とちは さこそいへとも女とちは 1355-7
夕霧 3 72 かべしろ 1355-9
夕霧 573 さらにうけ給 はらし 1355-12
夕霧 374 たゆるに 1355-13
夕霧 3 75 くにのことも ー355-14
夕霧 376 このかたに ー356-2
夕霧 377 御心にかなはぬ 1356-3
夕霧 378 - m 1356-4
｣ ! 379 かつはあるましき 1356-8
夕霧 380 さこ■少将 さこ少将 1356-9
｣ H 38 ー みつからの御心には ー356-ー3
夕霧 382 夜も更ぬヘし ー356-14
夕霧 383 の ほりにし寄 ー357-3
夕霧 384 かくもてさはかさらんにたに 1357-4
夕霧 385 ほいのことも 1357-7
夕霧 386 かたはら 1357-9
夕霧 387 御心ちのくるしきにも 1357-ー0
夕霧 388 めもきりて ー357-1ー
夕霧 389 御はかし ー357-ー1
夕霧 390 恋しさの寄 1357-ー4
夕霧 39ー くろきもまたしあヘさせ ー357-ー4
夕霧 392 す経 に ー358-I
夕霧 3 93 浦島の子か ー358-2
夕霧 3 94 ふるさとゝおほえす 1358-4
夕霧 3 95 年へにける 1358-9
夕霧 3 96 御ためこそ 1358-1ー
夕霧 3 97 御まうけなとさまかはりて 1358-ll
夕霧 398 わたり給ふて 135 8-12
夕霧 399 けふあすを 1358-13
夕霧 400 身のため 1359-2
夕霧 40 1 あやしく 13 59-3
夕霧 402 いてやた いゝまは ー359-5
夕霧 403 あか君 ー359-6
夕霧 404 いとまたしらぬ 1359-7
夕霧 405 人にもことはらせん ー359-8
夕霧 406 さすか にいとおしう 1359-9
夕霧 407 またしらぬはけに またしらぬはけに句 135 9-ー0
夕霧 408 おましひとつ ー3 59-14
夕霧 409 いつまてにかは かはか りにいつまてにかは句 ー3 60 -ー■
夕霧 410 もてはなるゝ 13 60 -3
夕霧 4ーー 山鳥の 1360 -4
夕霧 4ー2 ことゝいヘは 1360 -5
夕霧 4ー3 恨わひ寄 ー360 -8
夕霧 4ー4 かの大殿わたり ー360 -10
$>m 4ー5 もとの心さしも 1361-1
夕霧 4ー6 何かは 何か は句こなたかなたに 136 ト5
夕霧 4ー7 けんぎ 136 い5
夕霧 418 院のわたらせ ー3 6ー■7
夕霧 419 人のいつはり ー3 6ト 10
夕霧 4 20 みなよのつね の ー36 ー■ーー
夕霧 4 21 鬼しう侍るさかな物をとて 鬼しう侍るさかな物をとて句 注釈ナシ○ 136 1-13
夕霧 4 22 かしこけれと 136ト 14
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4 23

ル m i ≡tu t 払*∴st sr;埠 弐*e;H *u

l 妻 .I *l..
きかなくことかましき ,ォ ;¥M ."ォ;十+景 <十辞s*ォsォ$

1362 -2

ー362 -4夕霧 424 みなみの

夕霧 4 25 身の人わろき

夕霧 4 26 さておかしき事は 1362 -7
夕霧 4 27 さかしたつ ー362 -9
夕霧 428 さなん ー362 -ー1
夕霧 429 かの事 ー362 -ー2
夕霧 430 ねひまさり ー362 -14
夕霧 43 ー すきすき ー363 -ら
夕霧 432 いつことて ー363 -8
夕霧 433 心やましうて 1363 -ーー
夕霧 434 かんか はしき ー364 -3
夕霧 435 をいらかに ー364 -3
夕霧 436 さても契ふかくなるせを ー364 -6
夕霧 437 契りしかと ー364 -7
夕霧 438 なをさりことは なをさりことゝは ー364 -9
夕霧 439 かれもいと 1364 -ー0
夕霧 440 けふも御 かヘ リ 1364 -ー3
夕霧 44 ー 昨 日けふ 1364 -ー4
夕霧 442 おと のゝつらく 13 65 -2
夕霧 443 女たに 1365 -4
夕霧 444 いにしヘたに 1365 -6
夕霧 445 人 + + いと所せき 人々いと所せき御子達也 136 5-6
夕霧 446 なるゝ身を寄 13 65 -14
夕霧 447 うつし人にては ー365 -14
夕弄 448 松嶋の寄 ー3 66 -3
夕霧 449 打いそきて ー3 66 -3
夕霧 450 過 にしかたをも ー366 -7
夕霧 45 ー うらめしかりける 1366 -8
夕霧 452 いとあやにくに 1366 -12
夕霧 453 思ふ心は又ことさま 1366 -ー3
夕霧 454 みたれにそへて 1367 -2
夕霧 455 つらき句 1367 -3

夕霧 4 56 御心かまヘなれと 136 7-4
夕霧 457 又いひかヘし ー367 -4
夕霧 458 さりとてかくのみやは 13 67 -5
夕霧 459 こ のゝ人めも 1367 -6
夕霧 460 うち + + の御心つかひは 1367 -7
夕霧 46 ー 又かゝりとて 1367 -8
夕霧 462 この人を 13 67 -10
夕霧 463 けにとも思ひ けにとも思ひ句 1367 -ー0
夕霧 464 見たてまつるも ー367 -10
夕霧 465 これよりまさる ー367 -ー2
夕霧 466 いとかういはんかたなき 13 68 -1
夕霧 467 あるましき心 13 68 -3
夕霧 468 とりかヘす 1368 ー3
夕霧 469 たけき御名にか は 1368 -4
夕霧 470 身をなくる 1368 -5
夕霧 47 ー たけきことゝは ー3 68 -7
夕霧 472 岩木より ー3 68 -9
夕霧 473 契とをうて ー3 68-9
夕霧 474 三条君 ー3 68-ーー

夕霧 475 わか心もて ー3 68-13

夕霧 476 かうのみ 13 69-1
夕霧 477 こ君 ー3 69-1
夕霧 478 わ か御心をこしらへ ー3 69-13
夕霧 479 こゝもかしこも ー3 69-14
夕霧 480 おりさヘ ー3 69-14

夕霧 481 御 てうつ御かゆ ー3 70 -1

夕霧 482 色 ことなる ー3 70 -1

夕霧 483 ちんのにかい 13 70 -3

夕霧 484 山ふき ー370 -5

夕霧 485 女 所 ー3 70 -6

夕霧 486 まらうとのおはするとき てゝ ー3 70 -9

$ n 487 世を心みはつる ー3 70 -ー3

夕霧 4 88 女御 13 70 -14

夕霧 4 89 れいのわたり給かた ー3 71-ll

夕霧 4 90 さるヘきにや 13 71-1ヰ

夕霧 4 91 あやしき人+ + ー3 72-4

夕霧 4 92 たか名かおしきとて ー3 72 -5

夕霧 4 93 か しこに又 ー3 72 -7

夕霧 4 94
かきりもの給はてはさて心

み む
かきりとの給ひはてはさて心みん 13 72-10

夕霧 4 95 か しこなる人+ + も 13 72-ー0 ■′

夕霧 4 96 えり残し給ヘる えり残 し給へ り 13 72-ll
? m 4 97 すか + + しき御心にて 13 72一13

夕霧 4 98 いざ給へ ー3 72 -ー4 ∴■■

夕霧 4 99 おもひとるかた 13 73 -3 ∴､

143



写本･刊本項目対照表

■▼ ■■一a sate* ≡ ≡
夕霧 500 しはしは ■■ h

13 73 -5
夕霧 501 をのつから思所 13 73 -5
夕霧 502 よしかくいひそめつと かくいひむすひてからは ー3 73 -7
夕霧 503 蔵 人少将 ー3 73 -8
夕霧 504 契あれや寄 13 73 -10
夕霧 505 猶えおほしはなたし 1373 -10

夕霧 × 505+ くナシ〉(505注ノ●部 ) 中となり

古活字本 ､ 東洋文庫本ノミ

1 丁錯簡○505 + ~ 5 19ト

520- 53ーガ前後スル○
夕霧 506 物きこえにくし ー373 -ー2
夕霧 507 中に 1373 -ー3
夕霧 508 御覧しゆるさすや 1374 -ー
$ m 509 御心さしもへたて ー374 -2
夕霧 510 古うヘ 1374 -3
夕霧 51ー つみをかくい給はまし ー374 -4
夕霧 5ー2 何ゆヘか寄 1374 -7
夕霧 5ー3 よすかある 1374 -ー0
夕霧 5ー4 いとゝしく心よからぬ 1374 -1ー
夕霧 515 大殿の君 ー374 -ー2
夕霧 516 ないしのす け 1374 -13
夕霧 5ー7 かくあなつりにくき 1374 -ー4
夕霧 5ー8 文なと 1375 -1
夕霧 519 よと もゝ 1374 -14
夕霧 520 かすならは寄 1375 -2
夕霧 521 なまけやけしとは 1375 -2
夕霧 522 物衷なる 1375 -3
夕霧 523 かれもたゝには 1375 -3
夕霧 524 人の世の寄 1375 -5
夕霧 525 あはれにみる 1375 -6
夕霧 526 御 中たえの程 ー375 -6
夕霧 527 ことあらためて 1375 -7
夕霧 528 この御 はら 1375 -8
夕霧 529 大君 1375 -9
夕霧 530 ひんかし ー375 -12
夕霧 53ー 此御中らひ ー375 -ー3

夕霧 (532 )

心くるしき御なやみを身を

かふ計なけきすくさせ侍る

もなにゆへにかかたしけな

けれとものをおほししる御
ありさまなとはれ + + しき

かたにもみたてまつりなを

し給まてはたいらかに過 し
給 はむこそたか御ために

もたのもしきことに侍 らめ

とをしはかりきこえさする

になん○た あゝなたさまに

く欠〉 13ー3 ■3

$>m (533)

あさましうおもふ給ヘよら

さりける御心の程になむと
なきぬはかりきこゆれと

く欠〉 13ー6 ■8

夕霧 534)

心うつくしきやうに聞えか

よひて猶 ありしま なゝらむ

こそよからめ

く欠〉 1329 -10

夕霧 (535)

としつきにそふるあなつら

はしさは御心ならひなへか
めりとはかりかくうるはした

ち給ヘるには かゝ りてわか

やかにおかしきさましての

く欠〉 1331 -14

御法 1 しはしにても 1381 -4
御法 2 みつからの 1381 -5
御法 3 あかぬ事なく 1381 -5
御法 4 なけかせたてまつらん 1381 -7
御法 5 ほいある 1381 -8
御法 6 わか御心にも 138 1'ー0
御法 7 もよほされて 1381 'ーー
御法 8 おなし蓮と ー381 'ー3 ■
御法 9 おなし山なり 1382 -1
御法 10 あさヘたる 1382 -4
御法 1ー つみかろかるましき ー382 -7
御法 12 内東 宮后宮 内侍宮后宮 1383 -2
御法 13 ほうもち 1383 -2
御法 ー4 けに磯上 1383 -5
御法 ー5 さうじ 1383 -8
御法 ー6 俳のおはすなる所 1383 -9
御法 ー7 薪こるさんたん 1383 -10
御法 ー8 打やすみたる 1383 -12
御法 19 三宮して 1383 -ー3
御法 ■ 20 おしからぬ寄 1384 -1
御法 2ー ■ 心ほそきすちは 1384 -1
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御法 mjE{ - m sO｣
22
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1384-4
御法 23 霞のまより ー384-5
御法 24 猶春に 1384-6
御法 25 れうわう 1384-8
御法 26 ぬきか けたる 1384 -9
御法 ■27 夏冬なと 1385-2
御法 28 なまいとましき ー385-3
御法 29 たえぬヘき寄 1385 -8
御法 30 むすひをく寄 ー385 -9
御法 3 1 むつかしけに ー385 -ー4
御法 32 中宮此院に 1386 -2
御法 33 ひんかしのたいに 1386 -3
御法 34 この世の有さま ー386 -3
御法 3 5 名だいめん ー386 -5
御法 3 6 久しき御たいめん ー386 -6
御法 3 7 み物かたり 1386 -7
御法 3 8 すはなれたる ー386 -7

御法 3 9 おきゐ給ヘるを ー386 -9

御法 40 かた + + におはしましては ー386 -9

御法 ■ 4ー 宮たちを ー387 -2

御法 42 ゆ しゝけになとは ー387 -6

御法 43 ことなるよるへなう 1387 -7

御法 44 みときやう みとつきやう ー387 -9

御法 45 うちのうヘよりも 1387 -ー2

御法 46 は をゝこそ 1387 -12

御法 47 備にもたてまつりたまヘ 1388 -2

御法 48 ひめ君とをそ ー388 -4

御法 49 さるは さるはさうあつて也 1388 -6

御法 50 露 けきおりかち 1388 -7

御法 51 さかしき様 ー388 -8

御法 52 官そわたり ー388 -9

御法 53 けにみたて ー388-ー0

御法 54 やせほそり 1388 -1ー

御法 55 あさ+ + と ー388-13

御法 56 この世 の花 1388-13

御法 57 いとかりそめに ー388-14

御法 58 このおまヘにては ー389-3

御法 59 御 けしきを 1389-5

御法 60 をくとみる寄 1389-7

御法 6 1 けにそ 1389-7

御法 62 や もゝせ は寄 1389-9

御法 63 秋風 に寄 1389-ーー

御法 64 いふかひなく ー389-14

御法 65 みやも帰結 はて 宮もかヘり給はて くナシ〉(△ 1 字下ゲ) 1390-6

御法 66 明くれの夢に 1390-9

御法 67 年比ほいありて 1390-12

御法 68 この世には 1391'ー

御法 69 くらきみちの ー391 'ー

御法 70 かしらおろすヘき ー391 -2

御法 7 1 かくのみ物は ー391 -6

御法 72 とてもかくても ー39 1-6

御法 73 一 日●夜 139 1-6

御法 74 いふかひなく成はてさせ 139ト 8

御法 75 おほけなき おほせなき 1391 -12

御法 76 有しはかりも 1391 'ー2

御法 77 御萱をたに ー39ー■13

御法 78 ほの + + と明行 1392 -4

御法 79 この君は 1392 -6

御法 80 しほり 1392 -9

御法 8 ー 御 くしのた 打ゝやられ 1392 -10

御法 82 つや + + と ー392 -1ー

御法 83 ひのいと ー392 -12

御法 84 玉しゐの 1393 -2

御 法 85 いにしヘも 1393 -4

御法 86 おりたちて 1393 -6

御 法 87 からをみつ もゝ 1393 -8

御法 88 空をあゆむ心ちして人にかゝりて ー393 -10

御法 89 いつかしき御身 1393 -1ー

御法 90 かれ は猶 ー393 -14

御 法 9 ー 十四日 1394 -ー

御法 92 むかしのこと ー394 -9

御 法 93 又かきりの程の ー3 94 -ー0 ■

御法 94 涙の玉をは 13 94 -12

御 法 95 いにしヘの苛 13 94 -14 ∴

13 94 -14 ≦■
13 95-ー

13 95-2 ､

13 9与�"3 二

御法 ■96 名托さへ

御法 97 さたまりたる

御法 98 臥ても
iiiiiiiiiiiiiiiii iiiiiiiiiiiiii-御法 99 か みゝ に
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▼ r≡ JL ≡ 'SlsSE S ≡
いはけなき程より
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御法
100

■≡̂滑■■ 札苅モ一▲■′七■■■妻am喜=.醐 煩l集JJ■

ー395 -4御法 ■ 10 1 悌なとの ー395 -5

御法 ー0 2 やゝましき 1395 -9

御法 103 おほしめしたる 1395 -ll

御法 10 4 身を心に 1395 -14

御法 105 をくれ先たつ 1396 暮5

御法 ー0 6 いにしへの寄 ー396 -9

御法 ー0 7 露けさは寄 露 けきは寄 1396 -ー0

御法 ー0 8 もの みゝかなしき ー396 -ー0

御法 10 9 うす墨と 1396 -13

御法 1ー0 す ろゝなる人にもうけられ 1397 -ー
御法 ーー1 年比むつましく ー397 -5
御法 112 枯 はつる寄 ー397 -10
御法 ー13 物おほえぬ御心にも ー397 -1ー
御法 ー14 えかき 1397 -13
御法 115 のほりにし寄 1398 -ー
御法 116 女かたに 1398 -3
御法 117 蓮の露もこと+ + に 1398 -6

御法 1ー8
人き をゝからあちきなかり

けり迄
人き をゝから 1398 -7

御法 119 けふやとのみ 1398 -9

御法 120 はかなくてつもりにける ー398 -9

御法 121 中宮

古活字本 ､ 東洋文庫本ハ

損傷アリ不鮮明○陽明文庫

本ニヨル○
1398 -ー0

御法 X (122 ) 不入事也●t■ く欠〉

御法 × (123 採菓汲水■■■ く欠〉

幻 1 春のひか りを ー403 -1

幻 2 外には ー403 -2

幻 3 兵部卿 くナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 1403 -3

幻 4 わか宿は寄 ー403 -6

幻 5 香をとめて寄 ー403 -8

幻 6 あゆみ出給ヘる あゆみ出給ヘリ ー403 -8

幻 7 これより外に 1403 -9
幻 8 年ヘにけるは 1403 -ll

幻 9 あらためかたく ー403 -12

幻 10 まきれなく ー403 -ー3

幻 1ー まめやかに ー403 -ー4 ■

幻 12 中 + + よく立たり 注釈ナシ○ 1404 -ー

幻 12+ くナシ〉(12注ノー部 ) おほそうに

くナシ〉(△ 1 字下ゲ ｢おほ

そうにあたりちかく引さけ

ては｣)

1404 -2

幻 ー3 御ひじり心 ー404 -4
幻 14 さしもありはつましき ー404 -5
幻 15 ■わたりつゝ 1404 -9
幻 16 雪ふりたりし 雪ふりたりし‥■ 雪ふりたりし 1405 -1
幻 ー7 夢にても 140 5-4

幻 ー8 曙にしも 明ほのにしも■‥ 1405 -4

幻 19 さうじにおるゝ 140 5-ヰ

幻 20 憂世には寄 140 5-8
幻 2 ー ひとりねつねよりも 140 5-ー0
幻 22 袖 のしからみ 140 5-ー4
幻 23 この世につけては 140 6-2
幻 24 人よりことに 140 6-3
幻 25 世 のはかなく ー40 6-4
幻 26 心のきは ー40 6-6

幻 27 人 + + の ー40 6-8

幻 28 わろかりける わろかりけり ー40 6-9
幻 29 明ほの ー4 06-ー3
幻 30 をしなヘては ー40 6-13
幻 3 ー かたはらいたき ー4 07-2
幻 3 ー+ くナシ〉(3 1注ノー部 ) 人よりことに くナシ〉(3ー注ノー部 ) ー40 7-3
幻 32 うなひ松 ー40 7-5

幻 33 うとき人には 140 7-6

幻 34 かく心 はかり かく心か はり 140 7-ー3

幻 35 御 かた+ + に ー4 08-I

幻 36 なみたの雨のみ 14 08-2

幻 37 きさいの宮 14 08-3
幻 38 母 のゝ 14 08 -4

幻 39 かの御かたみ ー4 08 -7

幻 ■ 40 鴬の花やかに 1408 -7

幻 4ー うヘてみ し寄 1408 -9
幻 42 此世の外のやうに この世の外やうに 1408 -ll
幻 43 ほかの花は 1408 -ー4
幻 44 かばざくら 1408 -14
幻 45 木のめくりにちやうを 1409 -3
幻 46 おほふはかりの 1409 -5
幻 空7 君に く欠〉 1409 -6
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托■たし■､めんは
▲▼■■宍､ 丁≦く○■q.○1 1蓬‖≠=◆官▼)

■巷各 +

幻

幻
幻

幻

!?*SS?S
4 8

く# ) 蛙P賢妻■≠ 1付文､{洲淋■"A
1409 -7

4 9 まか + + しう く欠〉 ー409 -9
50 御その袖を く欠〉 ー409 -9
51 いろかヘぬもあり く欠〉 1409 -ーー

幻

幻

52 みつか らの御なをし く欠〉 ー409 -ー2
53 今はとて寄 く欠〉 1410 -2

幻 54 入道の宮に く欠〉 ー4 10 -3
幻 55 あさヘ く欠〉 ー410 -8

幻 56 あかの花の く欠〉 1410 -9

幻 57 たいのおまへの く欠〉 1410 -ll
幻 58 品たかう 1410 -12
幻 59 うへし人なき 1410 -ー3

幻 60 たにには呑もと 14 11-1
■幻 61 そのことのさらても ■ 14 11-2

幻 6ー+ くナシ〉(6 1注ノI 部 ) くナシ〉(△ 1 字下ゲ■6ー注 ノ■部) さらても 14 11-2

幻 62 やみにしかな 14 11-3

幻 63 又かうさま 14 ー1-10

幻 64 人を哀と 14 11-12

幻 65 身をいたつらに ー4 ー2 ■1

幻 66 いのちをも ー4 12 -ド

幻 67 野山のすゑに ー4 12 -2

幻 68 ひとつのすちの ー4 12 -5

幻 69 おほしたるさまから おほしたかさまから ー4 12 -5

幻 70 大かたの 14 12 -6

幻 7 1 おしけなき人たに 14 12 -6

幻 72 中 + + なる事 14 ー2 ●9

幻 73
にぶきやうに侍 らんやつゐにすみ

はて
ー4 12 -9

幻 74 侍てこそ 侍てこそ句 ー4 12-1ー

幻 75 おもふよりたかふ ー4 ー2,1ー

幻 76 わろき わかつき ーヰ12-12

幻 77 うこきなかるヘき 1412-ー3

幻 78 さまておもひのとめん 1413-2

幻 79 こきさい 14ー3●3

幻 80 心あらはと 1413-4

幻 8 1 みつからとりわく ー4ー3●6

幻 82 年ヘ ぬる人に ー4ー3■6

幻 83 たゝかゝる中の 1413-8

幻 84 ひろふ ひろふこなたかなたへ ‥● 1413 -ーー

幻 8 5 女も 1413 -ー3

幻 8 6 なく+ + も寄 1414 -3

幻 8 7 よヘ のみありさまは ー414 -3

幻 88 贋かゐし寄 14ー4 ■6

幻 8 9 なまめさましき 1414 -7

幻 90 又さりとて 1414 -9

幻 9 ー 人はさしも 1414 -9

幻 9 2 夏衣寄 1414 -14

幻 一 93 羽衣の寄 1415 -1

幻 94 ふくたみたる髪 14 15 -6

幻 95 紅のきはみ 14 15 -6

幻 9 6 此名こそ 14 15 -10

幻 97 さもこそはよるヘの水に寄 ー4 ー5 ■1ー

幻 98 大方は寄 ー4 15 -ー3

幻 9 9 ひとりはか りは 14 15 -ー3

幻 一oo 十よ日の月 14 ー6 ■1

幻 ー0 1 千世をならせる 14 ー6 ■2

幻 P ー0 2 まとをうつ聾 14 16-5

幻 103 妹か垣ねに ー4 16-6

幻 104 独住は 1ヰ16-7

幻 ー0 5 くた物 ー4 ー6■9

幻 10 6 心には 14 ー6-10

幻 10 7 かくのみ おほし 14 16-ll
幻 10 8 ほのかにみ し 14 16-12

幻 10 9 ちかう成侍 にけり 14 16-13

幻 1ー0 何はかりよのつねなら ー4 ー7-1

幻 1ー1 なにかし僧都 なにかし ー4 17-2

幻 ーー2 もとよりとりたてゝ 1417-5

幻 ーー3 うしろやすきわさなれと うしろやすきわさなれと句 14 17-5

幻 ー14 それ はか りそめならす 1417 -7

幻 ー15 かとひろけ ー4ー7 ■8

幻 116 いたうもの給ひ 14ー7 -10

ー417 -1ー

ー417 -ー2
ー417 -ー4 ■■

ー4ー8 ■ー

14ー8 -3

1ヰ+ー8 -4

1418 -fr ∴■

幻 117 いかに知
幻 ー18 なき人を寄

幻 1ー9 時鳥寄

幻 ー20 と めゝつ

幻 ー21 立 はなれぬ
幻 ー22 いけの蓮の
幻 ー23 いかにおほかる
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●l.■ = = R- . a
篭L■ヰ一 ◆LVJ､■■騨■J<
幻

-l{. %
124

十∴;I+ご斗れ十十+､▲E^WS:㌧｢心十+イL小A4-5-*.;?;:.y;-?十√∴ミ‥イ*十+秘
先おほし 両 ー JL

ー418 -5

幻 125 ひとりのみ ー418 -6

幻 126 つれ + + と寄 14ー8 ■8

幻 127 せきてんに 14ー8 ■9
幻 128 よるをしる寄 14 8 -ー1
幻 ー29 七夕の寄 ー419 -2
幻 130 風のをとさへ ー4 19-2
幻 ー31 しやうにち ー4 ー9■4
幻 ー32 君こふる苛 ー4 19-7
幻 ー33 人こふる寄 14 19 -9
幻 ー34 わたおほひたる菊 14 19 -9
幻 135 もろともに寄 ー4 ー9 ●1ー
幻 136 ふりしかと ー4 ー9 ■ー2
幻 137 大空菩 ー420 -ー
幻 ー38 頭中将 1420 -4
幻 ー39 小忌にて ー420 -4
幻 ー40 いにしヘあやしかりし ー420 -6
幻 ー41 宮人は寄 1420 -8
幻 ー42 今はと 1420 -9
幻 143 やれはおし 1420 -14
幻 144 少つゝ 1420 -14
幻 145 ちとせのかたみに 142 1-4
幻 ー46 過にし人の 142 1-6
幻 147 ふりおつる御なみた くナシ〉(146注ノー部 ) ー42 1-7
幻 148 しての山寄 142 1-10
幻 149 この世なから ー42 ト1ー
幻 150 めめしく ー42 トー3
幻 ー51 かたはらに ー422 -ー
幻 152 かきつめて歌 かきつめて 1422 ー2
幻 153 御俳名も 1422 -3
幻 154 しやくちやう 1422 -3
幻 155 行末なかきことを 1422 -4

幻 ー56 だうしのまかつる 1422 -5
幻 ー57 さかつきなと ー422 -6
幻 ー58 録なと 1422 -6
幻 ー59 色かはりて 1422 -8
幻 160 時によりたる ー422 -ーー
幻 ー6 ー まことや ー422 -12
幻 ー62 呑まての苛 1422 -13
幻 163 千代の春寄 ー422 -14
幻 ー64 もらしつ 1422 -14
幻 165 その 日そ 1423 -
幻 166 なやらはんに 1423 -3

幻 166+ く欠〉 若宮 若宮三宮なり
写本ハ見出シヲ欠クガ ､整

版本 ■古活字本ノ注内容ハ

ー66注ノー部ニアリ○
1423 -3

幻 167 物おもふと寄 ー423 -6
幻 168 ついたちの ついたち ー423 -6

幻 × 169)
三数尊ナト云外道ノ経ヲ焼

たると云古事欺
くナシ〉(△ 1 字下ゲ )

匂宮 1 ひか りかくれ ー429 -1
匂宮 2 かの御 かけに ー429 -1
匂宮 3 そこら 1429 -1
匂宮 4 おりゐのみかと 1429-2
匂宮 5 かたしけなし かたけなし 1429-2
匂宮 6 おなしおとゝ 1429-2
匂宮 7 宮のわか君 14 29-3
匂宮 8 いとまはゆき ー429 -4
匂宮 9 さる御なか らひ 1429-5
匂宮 10 や 立ゝまさり ー4 29-7
匂宮 , ーー おほえからなん 14 29-7
匂宮 ー2 宮なれ は ー4 29-8
匂宮 13 古郷に ー4 29-ll
匂宮 14 �"fc - s 14 29-12
匂宮 15 二宮も 14 29-ー3
匂宮 16 次の坊かね 143 0-1
匂宮 17 おほいとの ー430 -2
匂宮 ー8 ついてのまゝ 1430 -4
匂宮 ー9 この兵部卿 1430 -4
匂宮 20 何か はやうの物 ー430 -6
匂宮 2 ー うるはしう 1430 -6
匂宮 22 六君 1430 -8
匂宮 23 さま + + つとひ 1430 -9
匂宮 24 ひんかしの院 みかしの院 1430 -1ー
匂宮 25 御そふ所 御そふ所より 1430 -ll
匂宮 26 今后 1430 -12
匂宮 2 7 この院を 143 1-2
匂宮 28 うしとらの町 143 1-3
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+触▲‖L.-5ES8S' fiP lraii 訂!>ォS ≡ n l 八≡8

匂宮 29 一条宮 ■ m喜簸 ′■一)■篤

ー43ト3

ー431-4
ー431-5

1431-12

匂宮 3 0 三条殿 三条殿も

匂宮 3 ー たゝひとりの
匂宮 3 2 とにかくに

匂宮 33 火をけちたる 1431-12
匂宮 34 まして殿のうち 143トー3
匂宮 3 5 かきりなき 143ー■ー4
匂宮 3 6 春の花の 143 2-1
匂宮 3 7 ニ品宮の ー43 2-2
匂宮 38 后 の ー43 2-3
匂宮 3 9 院にて ー43 2-5
匂宮 40 十四にてやかて 143 2-5
匂宮 4 1 おはしますおとゝ 143 2-7
匂宮 42 女の御けしき 1432-9
匂宮 43 こちしのおほい殿 ー43 2-1ー
匂宮 44 きさいの宮の 1432-ー3
匂宮 4 5 みねん俳と也 1433-1
匂宮 4 5+ くナシ〉(45注ノー部 ) 御 あそひかたき故 1433-4
匂宮 4 6 ほのきゝ 1433-6
匂宮 4 7 ぜんけう太子 1433-9
匂宮 48 おほつかな寄 143 3-1ー
匂宮 4 9 ことにふれ 143 3-1ー
匂宮 50 つ がゝある 143 3-12
匂宮 5ー はちすの霞も 143 4-3
匂宮 52 いつ のゝなにかし 1434-4
匂宮 53 かのすき給にけん 143 4-5
匂宮 54 世をかへても 世をヘても 世をかひヘても ー43 4-6
匂宮 55 物うかり 注釈ナシ○ ー43 4-6
匂宮 56 内にも 143 4-8
匂宮 57 きさいの宮はた 1434 -9
匂宮 58 末 にむまれ ー43 4-ー1
匂宮 5 9 右 のおとゝ 143 4-ー2
匂宮 60 そね み給ふ 143 4-ー4
匂宮 6 ー もてしつめ 143 5-2
匂宮 62 いみしき世の ー43 5-3

匂宮 63
後の世の御つとめもをくらかし給

はすとは
143 5-3

匂宮 64 この君は 143 5-4
匂宮 65 か りにやとれる 143 5-6
匂宮 66 このよのにほひ ー43 5-9
匂宮 67 やつればみ ー43 5-ー1
匂宮 68 かくかたわ 143 5-13
匂宮 69 とりもつけ 143 5-ー4 ■
匂宮 70 御からひつに 143 6-ー
匂宮 7 1 細かけ給ふ 143 6-2
匂宮 72 ぬしなき 143 6-3
匂宮 73 おりなしからなんまさりけ おりなしからなんまさりける■‥ ー43 6-4
匂宮 74 人のとかむる ー436 -5
匂宮 75 うつしを ー436 -6
匂宮 76 をみなヘし ー43 6-8
匂宮 77 さをしかのつまに ー436 -8
匂宮 78 御心うつし給はず 1436 -8
匂宮 79 老を忘るゝ 1436 -8
匂宮 80 われもかう 1436 -9
匂宮 8ー 源中将 1436 -13
匂宮 82 いひつゝけて 1437 -1
匂宮 83 やうことなき 1437 -2
匂宮 84 冷泉院 1437 -5
匂宮 85 さしあたりて ー437 -12

匂宮 86 十九になり給年 十九になる●給年

古活字本(東洋文庫本 ■陽

明文庫本共ニ) ｢給 ｣ノ前ニ

点ノヨウナモノアリ○アルイ

ハ｢り(里 )｣ノ版木一部欠
損力○

ー437 -13

匂宮 87 およすけ ー438 -3
匂宮 88 ひとつ院の内に ー438 -5
匂宮 89 大かたこそ 1438 -8
匂宮 90 物馴寄 1438 -ーー

匂宮 9 1 われかく人 1438 -1 ー

匂宮 92 いさなはれつゝ ーヰ39 -1

匂宮 93 参 りあつまる ー439 -ー
匂宮 94 あるましきゝはの 1439 -3

匂宮 95 心にはからるゝ ーヰ39 -5

匂宮 96 宮のおはしまさん 1439 -5

匂宮 97 あまた物し 1439 -6 ‥

匂宮 98 ひとり+ + ーヰ39 -7

匂宮 99 さすかに 1439 -7

匂宮 一oo やんことなき 1439 -9 ∴■;I
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写本･弔)本項目対照表

▲1P{′ f-m -&."StZL ハ ≡ si aK S ≡
l5 膏 ≠ ▲繋詫■ lー- ==

10ー
m ▲ー八 ≡

ことだ こそあ るへ けれ
�";*v - w 柵 喋 軒十+ケ++
三とに こそ

∩:li 一
ー439 -ー4

匂 宮 ー02 いつ くしく 1439 -ー4
匂 宮 ′ ー03 の り弓 のか ヘ リあるし ー440 -2
匂 宮 ー04 れ いの 1440 -6
匂 宮 ー05 大将 まか て給 1440 -7
匂 宮 ー06 ま けが た ー440 -9
匂 宮 107 をしと めゝさせて をしと めゝ させ て ■■■ ー440 -9
匂 宮 ■ ー08 ､ 道 の や ゝ 1440 -ー2
匂 宮 ー09 み なみ む きに ー441 ー
匂 宮 110 ゑ か の み こたち 144ト 1
匂 宮 111 もとめ こまひ てか よれ る袖 もとめ こまひて 1441-2
匂 宮 112 や み は あ や 14 41-5
匂 宮 ーー3 香 に こそ ー4 41-5
匂宮 1ー4 み たれ ぬ さまに ー44 1-7
匂 宮 ーー5 右 の す け ー44 1-7
匂 宮 ー16 まらうとだ ゝしや ー44 1-8
匂 宮 1ー7 神 の ます 144 1-9
匂 宮 ーー8 なと 144 い9
紅 梅 1 その 比 1447 -1
紅 梅 2 さしつき さしつ きよ ー447 -ー
紅 梅 3 後 の おほ きお とゝ 1447 -5
紅 梅 4 式 部卿 宮 1447 -5
紅 梅 5 御 子 は ー447 -7
紅 梅 6 おなし おなし子 な り 〈ナシ〉(5 注ノー 部 ) ー447 -ー0
紅 梅 7 をの + + 御 かた の をの + + 御 か たの " - ー447 -ー1
紅 梅 8 す ぎす ぎ 1447 -14
紅 梅 9 南 おもて に 1448 -2
紅 梅 10 宮 の御 か た 1448 -2
紅 梅 ーー けは ひ あらま 1448 -5
紅 梅 12 内春 宮 1448 -6
紅梅 13 右 の 大 との ー448 -8
紅梅 ー4 まい らせ 奉 り ー44 8-ー1
紅梅 15 十 七 八 の ほ とに て 144 8-ー1
紅梅 16 打 す が ひ 144 8-ー2
紅梅 17 す み たる 144 8-ー2
紅梅 18 此 若 君 を ー44 8-14
紅梅 ー9 せ うとを 1ヰ4 9-2
紅梅 20 さなん ー44 9-2
紅 梅 2 ー か す か の神 の 1449 -6
紅 梅 22 殿 は つれ + + なる 1449 -ll
紅 梅 23 西 の 御 かた ー449 -ー2
紅 梅 24 こなたを しの やうに 1449 -ー4
紅 梅 25 物 はちを 1450 -ー

紅 梅 26 わ か 方ざま 1450 -4
紅 梅 27 おな しことゝ おな しかとゝ 1450 -5

紅 梅 28 母君 にも ー450 -6

紅 梅 29 さらにさや うの 1450 -6
紅 梅 30 みす くせ に任 て 1450 -8
紅 梅 31 世 をそむ くか たに ても 1450 -8
紅梅 32 まい りくへ きを 参 りくヘ きを ‥ ■ 1450 暮13
紅梅 33 世 中ひ ろき 45 1-3
紅梅 3 4 さもまね ひ 145 1-7
紅 梅 3 5 なまか た ほ に ー451 -7

紅 梅 3 6 む か しお ほえ 1451 -ll

紅 梅 37 右 の お とゝ 145ト 12
紅 梅 38 源 中 納 言 ■ ー451 -12
紅 梅 39 てづ か ひす こしな よひ 1451 -14
紅 梅 40 ぢうさす 1452 -2
紅 梅 41 女 房 なとは 1452 -4
紅 梅 42 おもふ は しも ー452 -5
紅梅 43 との ゐ すか た ー452 -6
紅梅 44 れ い けいてん に ー4 52-8
紅梅 45 ゆ つ りきこえて 14 52-8
紅梅 4(; ま たい とわ か き ー4 52-ー0
紅梅 47 つまひ きに ー45 2-13
紅 梅 48 か はふ え 145 2-14
紅 梅 4 9 此 ひ ん か しのつ まに ー45 2-14
紅 梅 50 お まヘ の 花 1453 -2
紅 梅 5 ー しる人 そ しる しり人そ しる 1453 -2
紅 梅 52 い は ゆ る 1453 -3
紅 梅 53 わ らは にて 1453 -3
紅 梅 54 は しが +E 10204は しにも ー453 -5
紅 梅 55 心 の なしに や ー453 -7
紅 梅 56 けち かき人 の 1453 -7
紅 梅 57 い か ゝはせ ん 1453 -ー0
紅 梅 58 あな んか ひ か り 1453 -ー1
紅 梅 59 や み にま よふ 1453 -13
紅梅 60 をか さんか し ー453 -13
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写本･刊本項目対照表

jr-HI-gi"SL=1=1sITs=11S 脚 撫触 ■磯 触媒 m. ▲W′賀≠≡套■落■■触 ▲1L■▼≡■■■〟■■■ ^A .'0~f i ー0 î !SS0 '~S･
fi flL

紅梅

6 1 心あ■り◆てゐ専 祝松 山､ ー■
1454-I

62 ふところがみ
1454-2

紅梅

紅梅

63 中宮の ー454-4
64 心やすき所 ー454-7

紅梅 65 かたらひ給ヘは ー454-9
紅梅 66 春宮には ー454 -9
紅梅 67 おまヘには ー454-12
紅梅 68 我をは人けなしと 1454 -12
紅梅 69 古めかしきおなしすち 1454 -13
紅梅 70 うちゑみて ー455 -1
紅梅 ■ 7 1 枝のさま ー455 -1
■紅梅 72 そのに匂ヘる 1455 -2
紅梅 73 紅の ー455 -3
紅梅 74 こよひとのゐ こよひはとのゐ 1455 -5

紅梅 75 この花のあるし 1455 -7

紅梅 76 宮には ー455 -7
紅梅 77 しらす心しらん ー455 -8
紅梅 78 大納言の御心はべは ー455 -8
紅梅 79 聞あはせ給ヘと ー455 -9
紅梅 80 花の香に寄 ー455 -12
紅梅 8ー おきなともにさかしらせさせで ー455 -ー2
紅梅 82 此君も ー455 -13
紅梅 83 れいのはらから 1456 -ー

紅梅 84 かひあるさまに 1456 -2

紅梅 85 春宮の御かた 1456 -2

紅梅 86 ねたけにも 1456 -5
紅梅 87 ゆるしきこえすと 1456 -6
紅梅 88 右のおとゝわれ らか ー456 -7
紅梅 89 あた人と 1456 -7
紅梅 90 けふ参らせ給ふに ー456 -9

紅梅 91 もとつかの寄 ー456 -ー0
紅梅 92 ■ いひなさん 1456 -ll

紅梅 93 花の香を寄 ー456 -13

紅梅 94 猶心とけす 1456 -13

紅梅 95 北方 1456 -14
紅梅 96 人はなをと ー457 -2
紅梅 97 宮のいとおほしよりて 1457 -2
紅梅 98 むヘ我をはすさめたり 1457 -3

紅梅 × 98+ くナシ〉(98注ノー部) くナシ〉(△ 1字下ゲ ■98注ノー部) 北方と

紅梅 99 御そうそこや 14 57 -4

紅梅 100 さかし 1457 -6

■紅梅 10 1 さはえしめぬ哉 1457 -8

紅梅 10 2 梅はおひ出けん根こそ ー4 57 -9

紅梅 ー03 此宮なとの ー4 57 -12

紅梅 ■ 104 さしむかひたる ー4 57 -14

紅梅 10 5 宮は御ふさいのかたは 宮は御ふさひのかたは 14 58 -2

紅梅 ー0 6 御文あれと 4 58 -2
紅梅 10 7 大納言君 14 58 -3
紅梅 10白 いとおしう 14 58 -4
紅梅 10 9 つくし ー4 58 -5

紅梅 1ー0 はかなき ー458 -7

紅梅 ー1ー おひさき遠く おひさきとをき おひさきとを+ + ー458 -9

紅梅 112 八苦 ー458 -9

紅梅 113 御心あた+ + し 1458 -ー0
紅梅 ー14 まめやかには ー458 -ー0

紅梅 115 かたしけなき 1458 -1ー

紅梅 116 さかしらか り 1458 -ー1

竹川 I これは 1463 -ー

竹川 2 源氏の御ぞうにもはなれ ー463 -1

竹川 3 紫のゆかりにも ー463 -2

竹川 4 女ともいひけるか 1463 -2

竹川 5 ひかこととも ー463 -3

竹川 6 我より年の 1463 -4

竹川 7 いつれかまことならむ いつれかまことなるらん 1463 -4

竹川 8 内侍のかみの御腹 1463 -5

竹川 9 あへなく ー463 -7

竹川 10 おほんちかきゆかり 1463 -ー1

竹川 ll ことの 1463 -13
竹川 12 むら+ + しさすぎ 1463 -ー3
竹川 13 えなつかしく ー463 -ー4

竹川 14 猶むかしにかはらす ー464 -1

竹川 15 中+ + ー464 -3

竹川 16 おと のゝそうし 1464 -7

竹川 ー7 中宮いよ+ + 1464 -8

竹川 ー8 むとく 1464 -9

1464 -10

1464 -13

146室�"3

竹川 ー9 目をそはめられ
竹川 20 さたすき

竹川 2 1 このよの末に
ii iiiiiiiiiiiiiiii-
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写本･刊本項目対照表

‥ポ淵､■fJ

右大殿+心 ++川 ■○◆■ソJL1 22 梅軒㈱ 韓碧■ー465 -4
竹川 23 いつかたに 1465 暮6
竹川 24 おかしか りし君 ■ー465 -6
竹川 25 うるさき 1465 -9
竹川 26 北方 ー465 -ー0 ■
竹川 2 7 たゝのさまにも ー465-12
竹川 28 今すこし 1465-12
竹川 29 こよなき ー4 65 -ー4
竹川 30 くたされて 14 66 -3
竹川 3 1 六条院のから ー4 66 -3
竹川 32 四位 1466 -5
竹川 33 三条宮と 14 66 -7
竹川 34 みえしらがひ 1466 -9
竹川 35 この君たち 1466 -9
竹川 36 けになまめいたる 1466 -ll
竹川 37 六条院 ー466 -ーー
竹川 38 なつかしう 1466 -ー4
竹川 39 ゐんの御心はへ 1466 -ー4
竹川 40 はらからのつら ー467 -3
竹川 41 かの君も 〈ナシ〉(40注ノ●部 ) く欠〉 ー467 -3
竹川 42 いひなやましける ー467 -6
竹川 43 む月 む月の ー467-6
竹川 44 御はらからの 1467-6
竹川 45 藤中納言 1467-7
竹川 46 かしつかれたるさま 14 67-ll
竹川 47 おと はゝ ー4 67-ー2
竹川 48 いまはかく世に ー4 68 -2
竹川 49 過 にし御事も 1468 -4
竹川 50 院 より ー468 -4
竹川 51 内におほせらるゝ ー468 -6
竹川 52 女一宮の 1468 -ll
竹川 53 そも+ + は ー468 -ー1
竹川 54 女御なん ■ ー468 -ー3
竹川 55 これかれこ にゝ 1469 -1
竹川 56 すさくゐん 1469 -ー
竹川 57 この殿の ー469 -3
竹川 58 夕つけて 1469 -4
竹川 59 にほひ香 1469 -9
竹川 60 ひめ宕 1469 -10
竹川 6ー 心もとなく 1469 -ー3
竹川 62 すかせ 1469 -14
竹川 63 おりて見は寄 1470 -3
竹川 64 ロはやしと 1470 -3
竹川 6 5 よ所にては寄 14 70-5
竹川 × 66 枯木 くナシ〉(65注ノー部 )
竹 JI 67 さらは袖ふれて さらは 14 70-5

竹川 68 色よりも 14 70-6
竹川 69 おもなけれ ー4 70 -7
竹 }I 70 まめ人と 14 70 -8

竹川 71 あるしの侍従 14 70 -9
竹J∫ 72 おとゝは おとゝ おとゝ夕霧 ー470 -ll

竹J 73 めてくつかへる ー47 トー
竹)I 74 すき物ならはん 147 1-3
竹J1 75 おなしなをし ー47 1-3

竹川 76 つみふか るゝへき ー47 ト6

竹川 77 いさしるへし給ヘ 147 1-7

竹川 78 梅かえを 147 1-9

竹 JJ■ 79 つま戸をしあけて ー471 -9

竹川 80 女のことにて ー47ー■10

竹川 8 1 おりかヘし 147 1-ll

竹 J 82 かたみにゆつりて 147ト 14
竹 J■ 83 こちしのおとゝの こちうのおと のゝ ー471 'ー4
竹川 84 うくひすにも 1472 -2
竹川 85 あまヘて ー472-2
竹川 86 むつひさりし むうひさりし■■■ むつひさり 1472-4
竹川 87 この君 は 1472-6

竹川 88 さき葦うたふ さき葺こたふ ー472-8
竹川 8 9 さかしら ー472-8
竹川 90 こおとゝに ー4 72- 0
仙 ! 9 ー さかつきをのみ 147 2-10
竹川 92 ことふきをたに 14 72 -ll
竹川 93 竹川を 14 72 -12
竹川 94 おなし聾 ー472 -12
竹川 95 うけひかす ー472 -ー4
竹川 96 かつけ給 ふ 1473 -2
竹∫.I 97 しのふることも ー472 -13

竹川 98 なにそもとそ なにそもそ なにそもとそ ー473 -2
竹川 99 水馬屋にて 1473 -3

-152-



写本･刊本項目対照表

I 宇珪琵■ミ浜口■城L■≡■こ音声0-事■名声 …J■棚■慧■■′■■L喋B室妻■誕 ､§′■:さ㌻■=圭預建窺榊 ▼恕f■■▲ ◆搬≒P､■篇 き柔■■恥MS鞍J〉◆■■■､､▼避譲葉耗 …■■▲怨緋憩■独占光二一二幸{ ■薫tllfl頚宅′〟
壱辞甜▼■一
竹) 一oo 少将 1473-3
竹 10 1 人はみな寄 ー473-6 ､
竹 ー02 おりからや寄 1473-8 ′
竹 } ー03 よ/＼はいと 1473-9
竹 J ー04 竹川の寄 ー473-1ー
竹 ー0 5 此君たちの 1473-ー4
竹 J ー06 返事 けに ー474 -ー
竹 J ー07 よヘ は水馬や ー474 -ー
竹 J 108 竹河 に寄 1474 -3
竹 J 109 けにこのふしを ー474 -3

竹 J ーー0 やよひ 1474 -6

竹 ) 1ー1 はしぢかなる 1474 -7

竹 J 1ー2 十八九の程にや ー474 -8

竹一 ーー3 姫君 は ー474 -9

竹 } ーー4 今一所は ー474 -13

竹 J 115 御くし色にて 1474 -ー3

竹川 116
をもりかに心ふかきけはまさり給

ヘれ と

をもりかに心ふかきけはま

さり絵へれと■■■ ー474 -14

竹 ) ーー7 けんぞ ー475 -2

竹 ) 118 あに君たち ー475 -3

竹 , 1ー9 中将は 1475 -6

竹 ) I 120 弁官はまいて 1475 -7

竹 J ー 12ー おはさうする 1475 -8

竹 ) I 122 内わたりなと ー475 -9

竹 } - 123 古殿 ー475 -9

竹 J . 124 廿七八のほと 1475 -10

竹 , - 125 おはしまさうし時 ー475 -ー3

竹 , I ー26 うヘはわかきみ ー475 -14

竹 } - ー27 さは泣の しゝらね と 1476 -1

竹 J - ー28 給へられしはや ー476 -2

竹∫I 129 此桜 の老木に 1476 -2

竹 ) ( 130 身のうれヘも 1476 -3

竹 J I 13ー 人のむこに 1476 -4

竹 ) I ー32 花に心と めゝて ー476 -5

竹 J I ー33 何につけてかはと ､ 1476 -8

竹 J I 134 院ヘ参り給 はん事 1476 -9

竹 , I ー35 時にしたかひて 1476 -10

竹 J I 136 東宮はいかゝ 1476 暮13

竹 J I 136+ くナシ〉(△ 1 字下ゲ) いさや ー476 -13

竹 J I ー37 かたはら ー476 -14

竹 J 1 138 さくらをかけ物に ー477 -5
竹 J ∫ 139 れいの少将 1477 -7

竹 J I 140 桜色の ー477 -1ー

竹 J I 14ー 見わきつ句 147 7-ーー

竹∫I 142 けに藤なん けに散なん 1477 -12

竹∫I 143 こまのらんさう 147 7-ー4

竹∫I 144 右に心よせ奉りて 1478 -ー

竹 , - 145 又かゝる 1478 -4

竹 , I 146 まけかたの ー478 -7

竹 } I ー47 さくらゆヘ音 ー478 -8

竹 J - ー48 宰相の君 ー478 -8
竹 } - ー49 さくとみての寄 1478 -ー0

竹 } I ー50 きこえたすくれは ー478 -10

竹 J I 151 風にちる寄 1478 -12

竹 ) I ー52 心有て歌 心ありて 14 78 -14

竹 J I 153 大空の歌 ■ く欠〉 147 9-2

竹 J I 154 さくら花寄 147 9-3

竹 J I 155 心せはけに 147 9-3

竹 J ー56 かくいふに月 日 1479-4

竹 , 157 女御 うと+ + しう 1479-5

竹 ) 158 うヘはこゝに うヘはこ にゝ■■■ うヘはこゝ 1479一6

竹 , ー59 さるヘきにこそは ー479-8

竹 J ー60 はゝ北方を ー4 79-10

竹 J ー6ー いとかたはらいたき 1479 -1ー

竹 ) 162 おほししるかたも ー47 9-12

竹 } ー63 いかなる事と 147 9-14

竹 J 164 このほとをおほししつめて ー480 -ー

竹 J 165 なくさめきこえむさまをも ー480 -2

竹∫ ー66 この御まいり ー480 -3

竹 J ー67 さしあはせては ー480 -4

竹 ) 168 あさヘたる 1480 -5

竹 ) ー69 思ひうつるヘう 1480 -5
竹 J ー70 れいの侍従の 1480-8

竹 ) ー71 つれなくて寄 1480 -ー1

竹 J ー72 中将 のおもとの 1480 -ー4 ′

ー48 ー■ー,■

1481-3 十二

竹 J■ ー73 此かへりことせんとて

竹) 174 このまヘ 申 このまへ このまヘ中立也

竹) ー75 御玉のけんそせし 1481-3 て■
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1481 -6
D

L1P帯芋i]
封▼謀≒L叶担▲恵JS考■∧■"r′藁転流
176
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竹川 177 哀とて ー48ト 6

竹川 178 なくさめ給はん ー481 -7

竹川 179 けんぞうなりけん ー48ト 8

竹川 ー80 けにかうあやにく ー481 -8

竹川 18ー きこしめさせたらは 1481 -9

竹川 ー82 おいらか 1481 'ー3

竹川 ー83 めくはせ めくわせ 1481 'ー3

竹川 ー84 いてやなそ寄 1482 -ー

竹川 185 わりなしや寄 1482 -3

竹川 186 あはれとて寄 1482 -5

竹川 187 はらからの君たち 1482 -6

竹川 ー88 おと もゝ 1482 -8

竹川 ー89 おふな+ + 1482 -8

竹川 190 くやしう 1482 -8

竹川 19ー 花をみて寄 1482 -ー2

竹川 ー92 いきしにをといひしさまの いきしにをといひしさまの句 いきしにをと 1482 -14
竹川 193 とりかへ有て 1483 -2

竹川 194
さまたけやうに思ふらんは

しも■めさましきこと

さまたけやうにおもふらんはしもめ

さましきこと句■■■
1483 -3

竹川 195 この文とりいれて 14 83 -5
竹川 196 けふそしる寄 ー483 -7

竹川 197 あないとおし 1483 -7

竹川 198 九 日にそ ー483 -8

竹川 199 右の大殿 ー483 -8
竹川 200 此御ことゆ 此御事ゆヘ 1483 -10
竹川 20ー あやしう 1483 -12
竹川 202 うけ給 りと むゝる 1483 -12
竹川 203 つ しゝむ事 ー4 84 -2
竹 ,I. 204 源 少将兵衛佐 源少将 14 84 -3

竹川 205 大納言 ー484 -3

竹川 206 藤中納言はしも 1484 -5

竹川 207 蔵人の君 14 84 -7

竹川 208 いといたうくつし給ヘ り 14 84 一11
竹川 209 との おゝほし 1484-14
竹川 210 とりて見給ふ とりて見給ふ ■‥ ー4 85-1
竹川 2ー1 おと 北ゝ方 1485 -1
竹川 212 あはれてふ寄 14 85 -5
竹川 213 ゆ しゝきかたにてなん 1485 -5
竹川 2ー4 おほしとむる おほしとむる院 ー4 85 -7
竹川 215 たか名はた しゝ ー485 -8
竹川 2ー6 かことかましくて ー485 -8
竹川 217 いける世の寄 1485 -9
竹川 218 つかのうへにも ー485 -9
竹川 2ー9 うたてもいらヘを 1485 -10
竹川 220 書かへて 1485 -ーー
竹川 22 1 女御の御かたに ー485 -ー3
竹川 222 后女御 14 85 -14
竹川 223 た 人ゝだちて 1486 -3
竹川 224 口おしう 1486 -5
竹川 225 此御かたにも 1486 -8
竹川 226 かの御かた 1486 -ー0
竹川 227 てにかくる寄 1486 -ー3 ,
竹川 228 心くるしく ー486 -ー4
竹川 229 我心にもあかぬ わか心にもあらぬ 1486 -14
竹川 230 紫の寄 1487 暮2
竹川 23ー まめなる 1487 -2
竹川 232 いと心まとふ 1487 -3
竹川 233 少将の君をは ー487 -5
竹川 234 院にはかのきみたち 1487 -7
竹川 235 このまいり給て 1487 -7
竹川 236 内にはこおとゝ 内にはおとゝ ー487 -9
竹川 237 中賂 1487 -10
竹川 238 御けしきよろしからす ー487 -10
竹川 239 かたふきぬヘき ー487 -12
竹川 240 かんの君を 1487 -14
竹川 241 思ひた さゝりしを 1487 -14
竹川 242 右のおとゝ 1488 -4
竹川 243 めにみえぬ物なれは 1488 -6
竹川 244 中宮を ー488 -7
竹川 245 うしろみや何や 1488 -8
竹川 246 よし見きゝ 1488 -9
竹 )J■ 247 女御は ー488 -ー1
竹川 248 ふた所 1488 -ー2
竹川 248+ く欠〉 くるしとおほして くるしとおほしてぬい 1488 -ー3
竹川 249 さるは限なき さるはかきりなき‥■ さるはかきりなき 1488 -ー3
竹川 250 けに人のさま+ + 1488 -ー4

竹川 251 侍従も 1489 -3
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竹
■人 ○ 252 "

梅かぇたあはせたりし中将の ー489 -3

竹 253 おとこたうか 1489 -5

竹 254 右のかとう 1489 -7

竹 255 十四にち 1489 -8

竹 256 女御 1489 -8
竹 257 ぞうをはなれて ー48 9-ー0

竹 258 このゐん 148 9-ll

竹 259 わたばな 148 9-ー3

竹 260 竹川うたひて 148 9-14

竹 26 ー 過 にし世の 過にし夜 の 過 にし世の 14 90 -1

竹 262 きさいの宮 14 90 -2

竹 263 さか 月もさして 14 90 -4

竹 264 めいほくなくなん ー4 90 -5

竹 265 よ一夜所+ + かきありきて よ一夜所+ + かさありきて 1490-5

竹 266 寄とうは 1490-7

竹 267 ばんしゆんらく ー490-9

竹 268 みやす所 ー490-9

竹 269 筆問しりたる 1490 -ー2

竹J 270 一夜の月影は ■ 一夜の月影に 1490 -12

竹 27ー 桂のかけにはつるにはあらすや ー490 -13

竹J 272 雲の上ちかきかたにては ー490 -ー4

竹J 273 やみ はあやなき ー491 'ー

竹J 274 すかして 1491 -2

竹, 275 竹河 の寄 1491 -3

竹∫ 276 はかなき事 1491 -3

竹, 277 なかれての寄 1491 -6

竹J 278 心くるしう見ゆる也 ー491 -8

竹) 279 打いて ー491 -8

竹 J 280 こなたにと 1491 -9

竹J 281 女かたにて 1491 -9

竹J 282 物の上手なる女さへ 149 1-1ー■

竹 283 さうは御息所 さうは 149 1-13

竹 , 284 ひわ は ー49 1'ー3

竹∫ 285 わこん 149 1-13

竹 J 286 かの御ことの音 149 1-14

竹 , 287 うたこくの物 1492 -2

竹 J 288 かたちはたからしらすかし かたちはたから 1492 -3

竹 289 卯月に 1492 -6

竹 ) 290 物のはヘも ー492 -7

竹 , 291 いかのほと ー492 -9

竹 , 292 こなたに 14 92 -ー0

竹 , 293 さいヘとも さいヘと 14 92-13

竹 ) 294 かくいひ 14 93 -ー

竹, 295 うヘの御心はヘ 14 93-I

竹 , 296 内には 内には御心 14 93 -3

竹 , 29了 おほやけさまにて 1493-4

竹 J 298 かたう 1493-6

竹 J 299 えじゝ 1493-6

竹 J 300 古おとゝの御心を ー493 -7

竹 J 30 1 久しう成にける昔のれい 1493 -7

竹 J 302 この君 の御すくせにて 1493 -7

竹 J 303 年比 年 ー比 ■.■ ー493 -8

竹 J 304 かくて心やすく ー493 -9

竹 J 305 弁 の君して 1493 -1ー

竹J 306 内のみけしきは 1493 -14

竹 J 307 大やけことに 1494 -1

竹 J 308 はやおほし ー494 -ー

竹J 309 此たひは ー494 -2

竹 J 3 ー0 さきのかんの君 1494 -ー

竹J 3 ー1 かた+ + に 1494 -6

竹 J 3 ー2 院にはわつらはしき 1494 -10

竹 , 3 13 さすかにかたしけなう ー494 -l l

竹 3 ー4 さるいみに ー4 94 -14

竹 J 3 15 我をむかし 1495 -1

竹 } 3 ー6 院のうへはた 1495 -3

竹 J 3 17 年比看て 14 95 -5

竹∫ 3 ー8 女御も 14 95 -ーー

竹 I 3 19 くね + + 注釈ナシ○ 14 95 -ー2
竹 320 もとより ー4 95 -14

竹 I 32 1 此御かたさまを 1496-2

竹 I 322 おほうヘは ■ 1496 -6

竹 I 323 さてもおはせましに ー496-6 ､

1496-8 ､■

1496 -8

1496-9
1496 `11 ∴

1496 -13 ‥こ■

竹 I 324 宰相の中将

竹 , 325 めてさばかるなる

竹 I 326 みこたち大臣の

竹 - 32 7 ねひまさり

竹 I 328 うるさけなる
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-汁 - 32 9 此中将 1496 -14 ∴∴′≡
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左 大 臣 ㌔
ー497-1

≡識≠捕 I
≡詔な､■‖

330
■{宅鼓芸<.#十重宅:′■､W 托≒､公◆■ノ◆1■

竹 , I 331 み ちの は てなる 1497-ー

竹 } ● 332 右 はひた りに 1497-6
竹 J I 333 藤 大 納 言 1497-6
竹 J ■ 334 このか ほる ー4 97-7
竹 J I 335 三 位 の 君 は 149 7-7
竹 ) I 336 は い したてまつ り給 1497 -9
竹 J I 337 よぎ ー497 -10
竹 J I 338 先 むか しの くナシ 〉(337注 ノー 部 ) 1497 -1ー
竹 J I 339 ふ りか たくも ー497 -12 ､
竹 J I 340 ことひ きいて総 てん 1497 -ー3
竹 J I 34ー よろこひな とは 1497 -ー3 ■
竹 ) I 342 をろかな るつ み に打 か へさせ 1498 -ー
価 , 1 343 けふ はさた 1498 -ー
竹 } I 344 たい めん ー498 -2
竹 J I 345 くた + + しき 1498 -3
竹 J - 346 又 きさいの 宮 1498 -4
竹 J I 347 宮 たちは 1498 -6
竹 J - 348 給 ヘ て 1498 -10
竹 J - 349 おさな う ー498 -ーー
竹 , l 350 さらにか う ー498 -12
竹 } I 351 人 は 何 の とか と 1499 -2
竹 , I 352 さは か りの 1499 -ヰ
竹 J - 353 すぐす ぐ ー499 -6
竹 J - 354 あ はの ー499 -7
竹 } - 355 御 息 所も ー499 -9
竹 J - 356 宇 治 の姫 君 ー499 -9
竹 J - 357 大 臣殿 ー499 -14
竹 J ー 358 たいきや う 注釈 ナ シ○ 1499 - 4
竹 J - 359 ゑ か のきん たち ー499 -14
竹 } I 360 か ヘ リたち 500 -1
竹 ) , 361 す まひ は 有 こそしつ らめ 1500 -2
竹 } l 362 けふ の ひ か りと 1500 -2
竹 J I 363 か しつき給 ふ ー500 -3
竹 } ■ 364 害そ 500 -4
竹 J I 365 とな り 1500 -6
竹 J , 366 むか しの事 ー500 -7
竹 J I 367 こ宮 こ宮 蛍 1500 -8
竹 J I 368 おもひ もきえす 1500 -9
竹 J I 3 69 宰 相 中 絡 宰相 の 中将 ー500 -10
竹 J I 3 70 廿 七 八 ー500 -14
竹 J 3 7ー 見くるしの 1501-1
竹 J 3 72 います か らふ や 1501-2
竹 J 373 古 との 放 との 150 1 -2
竹 J 374 侍 従 と く欠 〉 150ト4
竹 } 375 としよはひ の 1501-5
竹 } 376 宰 相 はとか くつ き+ + しく 1501-6
橋 姫 ー そ の比 その 比 八 苦 の 事 t‥ ー50 7-ー
橋 姫 2 母 か た ー50 7-1
橋 姫 3 す ちことなる 1507-1
橋 姫 4 時 うつ りて 1507-2
梧 姫 5 世 には したなめ られ 世 中 に ーょしたな め られ 150 7-2
橋 姫 6 中 + + い と ー50 7-3
橋 姫 7 御 うしろみ な とも ー50 7-3
梧 姫 8 む か しの 大 臣 150 7-5
橋 姫 9 た としヘ なき 150 7-6
橋 姫 ー0 心 もとな か りけれ は 注釈 ナシ ○ 150 7-9
橋 姫 ll 女 きみ 150 7-ー0 ■
橋 姫 ー2 おな しさまにて 150 7-ー2
橋 姫 ー3 哀 なる人 の ー50 8-ー
橋 姫 ー4 か きりある身 ー508 -3
橋 姫 ー5 ほ いも 150 8-4
橋 姫 ー6 いて や 1508 -7
橋 姫 ー7 か きりのさま ー508 -9
橋 姫 ー8 ■ 姫 君 は ー508 -ー4
橋 姫 19 いた は しく ー509 -2
橋 姫 20 つき + + ー50 9-4
橋 姫 2 ー さるさはき に ー509 -5
橋 姫 22 ほ とにつ けたる ー509 -6
橋 姫 ▲ 23 おな し心 に 1509 -ーー
橋 姫 24 持俳 の 150 9-12
橋 姫 25 いまさらにとの み 15 10 -1
橋 姫 26 れ いの 人 15 10 -3
橋 姫 27 わ かる ゝほとの ー5 10 -3 ′
橋 姫 28 よの 人 になす らふ 15 10 -5
橋 姫 29 ヘ ん つ き ー5 10 -6
橋 姫 30 つ き+ + しく 15 10 -7
橋 姫 ■ 3 ー 池 の水 鳥 15 10 -ー■2 ■三1■
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橋姫 3 2 うちすて 寄ゝ 1511 -4
橋姫 33 硯には 1511 -8
橋姫 3 4 いかてかく寄 15ーー■1ー
梼姫 35 なく+ + も寄 15ー1 -14
橋姫 36 いか おゝほさゝらん ー5ー2■2
橋姫 3 7 きやうをかたてに ー512 -2
橋姫 38 おほとかなる女のやうに おほうとかなる女のやうに ー512 -8
橋姫 39 おほちおとゝ 1512 ー8
橋姫 40 うたづかさ ー512 -1ー
橋姫 41 源氏のおとゝ 1512 -ー3
橋姫 42 大后 1512 -ー■4
橋姫 43 あなたさまの 1513 -2
橋姫 44 かの御つき+ + 1513 -3
梼姫 45 山里 1513 -6
橋姫 46 いと しゝくなかめ 1513 -10
橋姫 47 野山の末にも ー513 -ー1

橋姫 48 みし人も歌 みし人も寄 みしくも寄 1513 -13

橋姫 49 く欠〉 山かさなれる

写本､ 48注ノ途中ヨリ56マ
デ欠○資料稿デハ版本ニ

ヨツテ補 ウ○

15 ー3 -14

橋姫 50 く欠〉 下す ー5 13 -14

橋姫 51 く欠〉 嶺の朝う 嶺の朝一
整版本｢う｣ハ記号ノヨウニ

モ見エル○
ー5ー4●ー

橋姫 52 く欠〉 ひしりだちたる ー5 14 -2

梼姫 53 く欠〉 まなひしり ー5 14 -6

橋姫 54 く欠〉 心はかりは蓮の ー5ー4■7

橋姫 55 く欠〉 冷泉院 15 14 -10

橋姫 56 く欠〉 いまたかたちは 15 15 -I
橋姫 ■ 57 ぞくひしり ー5 15 -ー

橋姫 58 このわかき人 + + ー5 15 -2

橋姫 59 我こそ世中をは 15 15 -3

橋姫 60 出秦の ー5ー5■5

橋姫 ■ 6 1 川なみに 15 15 -9

橋姫 62 こくらく 15 15 -9

橋姫 63 さるひしり 15 15 -ー0

橋姫 64 このいんのみかと 15 15 -13

橋姫 ■ 65 中 + + 15 ー6■2
橋姫 66 さてあさり 15 16 -3

橋姫 67 人伝にきくことなと
くナシ〉(△1字下ゲ｢人倖にきくこと

なと■■■｣)
人倖にきくことなと 15 16 -6

橋姫 68 世 をいとふ寄 15 16-7

橋姫 69 跡たえて寄 15 ー6 -ll
橋姫 70 ひしりの 15 16 -ll
梧姫 7 1 はか+ + しくもあらぬ ー5ー7■2
橋姫 72 こ にゝは ー5 17 -9
橋姫 73 托すくなき 15 17-ll

橋姫 74 法の友 ー5 17-13

橋姫 75 さるかたにて 15 ー8 -2

橋姫 76 あされ 注釈ナシ○ ー5 18 -ー1

橋姫 77 うはそくなから 15 18 -ー3

橋姫 78 の給ひしらす ー5ー8 -14
椿姫 79 けとをけなる けとをげなる句 15 19 -ー
橋姫 79+ くナシ〉(79注ノー部) きすくにて 注釈ナシ○ 15 19-1
橋姫 80 いむことたもつ 15 19 -3

橋姫 8ー こと葉だみて 15 19 -4

橋姫 82 こちなげに 15 19 -4

橋姫 83 ものしくて 15 19 -4

橋姫 84 よき人 は ー5 19 -8

橋姫 85 三とせはか り 1520 -ー

橋姫 86
秋 の末つかた(是迄一度

講尺)
秋め未つかた

写本ノ｢是迄一度講尺｣ハ

講釈ノ進行ヲ表スモノ○見

出シデハナク行間書キ入

レト思ワレル○

ー520 -I+

橋姫 87 うつろひては 1520 -3

橋姫 P 88 有明の月の 1520 -6

橋姫 89 河のこなた ■ 1520 -7

橋姫 90 しけきの中を ー520 -8

橋姫 91 ほろ+ + と 1520 -9

橋姫 92 山おろしに寄 ー520 -ー■2

穂姫 93 柴のまかき 1520 -ー3
橋姫 94 ぬししらぬ 152 ー■ー
橋姫 95 ひわの聾 152 1-4
橋姫 96 わうしきてう 152 ー-4 ■

橋姫 96+ 〈ナシ〉(96注ノー部) しやうのこと 152 1-6

橋姫 97 しか+ + なん 152 ト9

152 1-9 二:■､
1522 -ト､

1522 -9 ∴､∴

橋姫 98 何かしか
橋姫 99 事 やめ給て

橋姫 10 0 けになヘての けになヘてに けになくてに
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備■十 一大成瀬 訂
橋 姫 っo l 侍 らん とて 侍 らんとて句 注釈 ナ シ○ 匂

ー52 2-ー0橋 姫 ー02 竹 のす いか ひ ー5 22-ー0 ■
橋 姫 103 をしよせ 奉れ り ー522 -ーー
橋 姫 ー04 あふ きな らて ー523 -3

橋 姫 ー05 いる 日をか へ す
整 版 本 ハ 注釈 末 尾 1 行 1字

上 ゲ ○ 1523 -6

橋 姫 106 さまことに といふ は さまことにといふ は ■■■ ー523 -6
橋 姫 ー07 い ますこしは 1523 暮6
橋 姫 108 これ も月 にはな るゝ ー523 -7
橋 姫 109 む か し物 かた り ー523 -9
橋 姫 ーー0 世 な りけ り ー523 -12
椿 姫 ーーー 又 月 さし出な んと 1523 -ー3
橋 姫 ー12 お りあ しく 1524 -3
橋姫 ーー3 み えや ー524 -4
橋姫 1ー4 うゐ + + しき人な めるを ー524 -9
橋姫 1ー5 山 の か けち 1524 -13
橋姫 ーー6 きえかヘ リ 1525 -1
橋姫 ーー7 わ さとめ いたる 1525 -3
橋姫 118 何 事も ー525 -3
橋 姫 119 か つ知 なか ら 1525 -5
橋 姫 ー20 ー ところしもあま り ー525 -6
橋 姫 12ー 御 心 のうち は 1525-8
橋 姫 122 御 心 の まきらは しさにも 御 心 のまきらは しさも ー525 -13
橋 姫 123 おこしつ る老人 1526 -ー
橋 姫 124 たとしへ なく 1526 -ー
橋 姫 125 み す のうち にて みす の うちに そ句 1526 -3
橋 姫 ■ ー2 6 君たち は 15 26 -5
橋 姫 127 いとたつ ぎも 1526 -10
橋 姫 128 むか しの 御 物 かた り 1527 -ー
橋 姫 129 ま たきに おほ れゝ 1527 -4
橋 姫 130 夜 の まの ほ と ー527 -9
橋 姫 13 ー 三条 宮 ー527 -1ー
橋 姫 132 吉 右 衛 門 督 1528 -1
橋 姫 ー33 人か す にもは 1528 -5
橋 姫 134 か んな ぎや う ー528 -12
橋 姫 ー35 さしくみ 注 釈 ナシ ○ ー528 -ー3
橋 姫 ー36 こち + + ー528 -14
橋 姫 ー37 そ こは か 1529 -ー
橋 姫 138 心 の ほ とよりは 1529 -4
橋 姫 ー39 立 たまふ にか の 1529 -4
橋 姫 ー40 嶺 の 八 重雲 ー529 -5
橋 姫 141 朝 ほ らけ寄 1529 -9
橋 姫 ー42 御 か へ り 1529 -ーー
橋 姫 143 れ いの い と 1529 -ー2
橋 姫 ー44 雲 の ゐる寄 1529 -13
橋 姫 14 5 何 は か り 1529 -14
橋 姫 14 6 心 くるし 1530 -1
橋 姫 14 7 よの 人め いて ー530 -3
橋 姫 148 あ しろは ー530 -5
橋 姫 ー4 9 され と 1530 -6
橋 姫 150 たれ もおもヘ は 1530 -8
橋 姫 15 1 玉 の童 に ー530-9
橋 姫 152 橋 姫 の歌 橋 姫 1530-1ー
橋 姫 ー53 いら ぎゝ ー530-ー2
橋 姫 154 ときこそ は 1530-13
橋 姫 ー55 さしか へ る寄 ー531-1
橋 姫 156 身さヘ 153ト 1
橋 姫 157 ま ほに めや す く 153 い2
梧 姫 ー58 か ヘ リわた らせ 153 ト3
橋 姫 159 思 ひ はなれ か たき ー531-7
橋 姫 ー60 え りて ー53 1-9
橋 姫 ー6ー 打 つ けなる 153 1-9
橋 姫 162 と めゝ 153 1'ー0
橋 姫 163 す ぐよか ー53 ー■13
橋 姫 ー64 さこん の せう 153 1-13
橋 姫 165 うつしきて ー532 -7
橋 姫 ー66 こめ か しきを 1532 -ll
椿 姫 ー67 中 + + うたて 1532 -13
橋 姫 168 ー こと打 ー533 -
橋 姫 169 御 みつ か ら 1533 -1
楕 姫 170 まうてん 1533 -2
橋 姫 ー7 ー 三 宮 1533 -2
椿 姫 172 夕暮 に 1533 -5
椿 姫 ー73 さま+ + 御 覧 す ヘか め る 1533 -9
橋姫 ー74 か のわ た り 1533 -10
橋 姫 175 か やす きほと 1533 -12
橋 姫 ー76 打 かくろへ 1533 -13
橋 姫 ー77 見 おとり ー534 -3

-158-



写本t刊本項目対照表

二､一i3Sーハ≡ 担 -I ≡
■讐P裏芸.? ー78 RI

きはかりならん
^^^^^M^S Ĵ E^^^^ 1534 -4

ー司
橘姫 179 よたけ ー534 -8
ー司
椿姫

橋姫

ー80 ひしりこと葉 ー534 -ll

ー8ー 何かそのひを 1535 -2
ー司
橋姫 ー82 あしろ車 1535 -3
一同
梼姫 183 かとりの御なをし 1535 -3
ー司
橋姫 ー84 文なと 153 5-6
ー司
楕姫 ー85 ぎなと ー535-7
ー司
橋姫 186 きんの音 1535-9
ー司
椿姫 187 しるヘする 1535-14

橋姫 ー88 とりてしらヘ 1536-1

橋姫 ー89 ほのかに聞し ー536-ー

橋姫 190 御ことのひ きゝ 1536-2

椿姫 ー9 1 嶺の松風 1536-5

橋姫 192 此わたり ー536-7

橋姫 ー93 心得たる ー536-7

橋姫 194 川なみ 1536 -9
ー司
椿姫 ー95 ろなう ー536 -10
ー司
橋姫 196 そのつゐてにも ー536 -ー3
r司
橋姫 ー97 人にたに 1537 -1

ー司
橋姫

ー98 おちあぶれて 1537 -3
ー司
梼姫 199 心くるしう 1537 -4
ー司
橋姫 200 わさとのみうしろ 1537 -5
ー司
橋姫 201 やまひつき ー537 -1ー
ー司
橋姫 202 たくひや又も ー538 -4
ー司
橋姫 203 かのみかけに ー538 -6
∫司
橋姫 204 かゝる身には 1538 -ー0

■司
橋姫 205 俳は世に 1538 -12

ー司
橋姫

206 焼もすて 1538 -ー4

■司
椿姫

207 この世の 1539-3
l司
橋姫 208 母に侍 し ー539-5
ー司
橋姫 209 藤衣 ー539-6
■司
橋姫 2 10 よからぬ人の 1539-7
ー司
椿姫 2 ー0 + くナシ〉(2 ー0注ノー部) 人をはかりこちてとは 1539-7
同
橋姫 2 11 ち かゝた 1539-10

ー司
橋姫 2 12 れいせゐん 1539-ll

ー司
橋姫 213 み 山かくれの 1539 -13

ー司
橋姫 214 小待従 1539 -13

橋姫 215 よしさらは 〈欠〉 ー540 -2

橋姫 2ー6 さ やゞかに ー540 -6

橋姫 217 ほぐ ほゝ 1540 -6

橋姫 218 おまヘにて ー540 -7

椿姫 2ー9 つれなくて ー540 -ll

橋姫 220 内の御物いみ 1540 -ー4

橋姫 221 院の女■宮 154 ー●ー

橋姫 222 ふせんれう 154 1-5

橋姫 223 しやう ー54 ト5

橋姫 224 かの御名 ー54 1-6

橋姫 ､ 225 やまひは 154 1-8
橋姫 226 ゆかしう 1541-9
橋姫 227 みかたちも ー541-9

橋姫 228 めのまヘに寄 ー54 -12

橋姫 229 二葉の松 二葉のほと ー541-13

橋姫 230 命あらは寄 1542-1

橋姫 23ー しみといふものゝ ー542-2

橋姫 232 宮のおま 宮のおまヘ 1542-7

橋姫 233 はちらひて 1542-7

橋姫 234 何かは 1542-8

橋姫 235 やかて別 にしかは く欠〉 1540 -10

植木 ー 中やとり ー547 -2

稚本 2 うらめしと 1547 -3

1547 -3

1547 -5

1547 -8

椎本 3 むつましう

椎本 4 六条院より

椎本 5 申たなれは

椎本 6 中+ + ー547 -10

1547 -ーー

1548 -1

経本 7 右大井 右大弁ー

椎本 8 たぎのばん

経本 9 かのひしりの宮 ー548 -5

根本 ー0 むかしの事 1548 -6

1548 -7
ー548 -ー4

1549 -2

1549 -3

ー549-5
ー54 9-ー0 ∴

ー54 9-13 ≡

1549-14 ∴

種本 ーー 笛をいと

椎本 ー2 さしも思ひ

経本 ー3 心や りぬるたひね

経本 14 ちるさくら

椎本 15 川そひ柳

経本 16 山風に霞寄

経本 17 をちこちの寄

椎本 ー8 かんすいらく

椎本 ー9 ゆヘある君なれは ゆへある宮なれ は
iiiiiiiiiiiiiiiiiii-

1550 -1
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椎 本 こゝは 又 南 . . 点 ー550-2
椎 本 2 1 あしろ扉 風 1550-2
椎 本 22 ー こつてうの 心 に 1550-5
椎 本 22+ 〈ナ シ〉(22注 ノー部 ) 〈ナシ〉(△ 1字 下 ゲ ) 桜 人 は ー550-5
椎 本 23 おほ きみ 1550-9
椎 本 24 心つ くす 1550-12
稚 本 25 か の宮 ー550 -13
椎本 26 うへ わ らは ー551-1
椎本 27 山さくら寄 ー551-2
椎本 28 野 をなつ か しみ ー55 -2
椎本 29 か さしおる寄 155 1-6
椎本 30 野 をわ きてしも ー55 ト6
椎本 3 1 藤 大 納 言 155 ー■8
椎本 32 尋 もきか ぬ 也 尋 もき かぬ ー55 ト 1ー
椎本 33 しるヘ なくても ー55 ー■13
椎 本 34 心 ときめ き ー55 1-14
稚 本 35 か るゝ人 1552 -ー
稚 本 36 猶 もあらぬ 1552 -1
椎 本 37 春 の つれ + + ー552 -3
椎 本 3$ ね ひ まさり 1552 -4
稚 本 39 い てたちいそき ー552 -8
稚 本 40 一 所 + + 1552 -13
稚 本 4ー さるへ きにや 1553 -6
椎 本 42 年 比 よりも心 くるしうて ー553 -8
椎 本 43 いち じるき ー553 -9
椎 本 44 宇 治 にまうでゞ 注 釈 ナシ ○ ー553 -10
椎 本 ■45 をとは 山 ー553 -ー2
椎 本 46 猶 たつ ね 1553 -ー3
椎 本 47 - ことにても 1554 -2
椎 本 48 は ふ き 1554 -3
椎 本 49 さるか た ー554 -4
椎 本 50 山 の はち かきは 1554 -6
椎 本 5ー この ころの ー554 -8
稚 本 52 くぢ う ー554 -8
椎 本 53 夜 ふ かき 1554 -ー1
椎 本 54 うヘ は 1555 -2
椎 本 55 女 は かき り有 て 1555 -2
椎 本 56 いか さゝお ほさ らゝん 1555 -4
椎 本 57 すへ てま ことに ー555 -4
稚 本 58 さかしきひ しりたつ ▼ さか しき 1555 -7
椎 本 5 9 うと+ + しか らぬ はしめ 1555 -9
椎 本 60 さうの こと ー555 -10
稚 本 6 1 ならしそ めつ る ー555 -ー2
椎 本 62 よこもれ る 1555-13
稚 本 63 我な くて 寄 ー556 -ー
椎本 64 ひか こと 1556-2
椎本 65 いか ならん寄 1556 -4
椎本 66 す まひ なと 1556 -4
椎本 67 ふ る人 ■ 1556-5
稚本 68 わ か 心 なか ら 1556-9
椎本 69 す くせ ことにて 1556-ー3
稚本 70 秋 ふ か く成 行 ー557-5
椎本 7ー おもひ なくさむ ー557-8
椎 本 ■ 72 な かき世 の や み 1557ー10
稚 本 73 か つ 見 たて ー557-ーー
椎 本 74 過 給 ひ にし 1557ーー2
椎 本 75 ひ たふ るに 15 58-I
椎 本 ■ 76 女 は さるか たに 1558-2
稚 本 77 心 の うち にこそ 15 58-6
椎 本 78 つ らき御 心 ならね と 15 58-7
椎 本 79 さす らヘ ん 契 かた しけなく さすへ らん 契か た しけなく ー5 58-14
椎 本 8 0 にき は しゝき ー5 59-3
椎 本 8 1 よか らぬ か たに ー5 59-4
椎 本 82 なか らん 15 59-5
椎 本 83 ひ とり+ + ー5 59-8
稚 本 84 三 昧 けふ はてぬ らん 三 味 けふ は てぬ らん 155 9-ー0 ∴

経本 85 風 か とて 1559 一12
椎本 86 こと+ + ー560 -5
椎本 87 そなた の しとみ 1560 -ー0
稚本 88 なみ たもいつち 1560 -ー3
稚 本 89 み る 目のまヘ 1560 -14
椎 本 90 か きりある道な りけれ は 156 1-3
椎 本 9 1 日比も ー56 1-6
経 本 92 御 あ りさまをきゝ 156 1-8
椎 本 93 よに心 ほ そき 156 1-10
経 本 94 か きりあ るみちに は 156 1-12
稚 本 95 又 あひ み ること 又 あるみ ること 156 ー14
稚 本 96 あさゆ ふ の 1562 -2
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椎本 97 きのふけかとは W ■ヾX■
ー562 -2

椎本 98 よのつねの ー562 -6
椎本 99 あけぬよの ー562 -10
椎本 一o o 袖の時雨 1562 -ー1 ■
椎本 ー01 かきりあらん御いのち 1562 -13
椎本 ー02 御いみ に ー563 -ー
椎本 103 中納言には 1563 -4
椎本 104 をしか鳴寄 1563 -9
椎本 105 只今のからなんまて た いゝまの 1563 -9
椎本 106 比になんまて 1563 -10
椎本 ー07 けにかきりありけり 1564 -2
椎本 ー08 わかさかしう 1564 -5
椎本 ー09 なみたのみ寄 1564 -7
椎本 ー10 さ のゝくまを 1564 -ー0
椎本 ーーー いそきおきて 1565 -2
椎本 112 朝霧の寄 1565 -4
椎本 1ー3 あまりなさけ 1565 ▼■5

椎本 1ー4 ひと所 ー565 -5

椎本 ーー5 あまたみしり ー565 -ー1

椎本 1ー6 山ぶしだちて 1565 -13

椎本 117 くたりたるかた 1566 -1
椎本 118 むかしの御心むけに 1566 -5
椎本 1 19 ことゝいへは ー566 -9

椎本 120 月火のかけ 月日のかけ 1566 -ー0

椎本 12 ー 行かたもなく 1566-ー1

椎本 122 けにこそ 1566-12

椎本 ▼ ー23 むかしぎま 1567 -1

椎本 ー24 おもひしり給ふへし 1567 -1

椎本 ー25 おほすらんさま 1567 -2

椎本 ー26 おほすらむさま おはすらんさま ー567 -8

植木 127 色かはる浅茅寄 1567 -10

椎本 128 色かはる寄 1567 - 2

椎本 129 はつるゝ 1567 -ー2

椎本 130 ありかたく 1568 -1

椎本 13 ー こゐんに ー568 -3

椎本 ー32 ほたしなと 1568 -8

稚本 133 かの御こと ー568 -9

椎本 ー34 ■ おほほれ おもほれ ー568 -ーー

椎本 ー35 この人は ー568 - ー

椎本 ー36 は 君ゝも 1569 -1

椎本 137 かのとのには ー569 -2

椎本 ー38 むかしの御事は 1569 ▼4

椎本 ー39 中納言は 1569 -7

椎本 ー40 いとはつかしけなる 1569 -8

椎本 ー4 ー 又もてはなれては 1569 -9

椎本 ー42 これやかきりのなと 1569 -ーー■

椎本 143 秋やはか はる 1569 -12

椎本 144 かゝる人の
東洋文庫本乱丁○144~

ー54ハ 174ノ次ニアリ
ー570 -3

椎本 ー45 秋霧の寄 1570 -7

経本 146 人も参りかよひしか 1571 -10

椎本 147 みえみみえすみ 1572 -4

稚本 148 さるかたにて 1572 -5

椎本 149 君なくて苛 1572 -9

椎本 150 おく山の寄 ー572 -ー0

椎本 ー5 1 又もふりそふや 1572 -ー0

椎本 152 れいよりは 1572 -ー3

椎本 ー53 墨染ならぬ ー572 -ー4

椎本 ー54 いか はゝせんとて ー573 -3

椎本 ー55 猶うつりぬヘき ■ 1573 -6

椎本 ー56 もらしきこえたりけん もえしきこえたりけん 1573 -8

椎本 157 こ にゝなん 1573 暮9

稚本 ー58 さとのしるヘ 1573 -ll

経本 ー59 何かは 1573 -ll

稚本 160 すい給へらん 1573 -12

椎本 16 ー なをさりことなとの しをさりことなとの なをさりことなとの 1573 -13

椎本 162 なに事にもあるにしたかひて 1573 -14

経本 163 くつれそめては ー574 -4

椎本 164 心ふかく 1574 -5

枯木 165 ことにそむくこと 1574 -6

経本 166 人のみたて 1574 -8
経本 167 みたりあしこそ 1574 -10 ノ■

椎本 168 わか御みつから ー574 -1ー

椎本 169 いかにとかけかけ いかにかけかけ ー574 -ー3 ∴､

ー575 -ト
1575 -ー∵

157 5-2 ∴∴■二

15 75-3 ^

経本 170 かならす御 みつから

椎本 17 ー それは雪をふみ分て

椎本 172 このかみ心にて

経本 173 ■ かの御心よせは
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ー〉■封■ペ ;sguaE3｣= …′芋蔓∧葺二…■三鮎 :毒■影 甘■!≦完tte xtte 揮莞

ー575 -3稚本 174 ほのかにの給ふ

経本 175 御返事なと ー575 -4

棟木 ー76 雪ふかき寄 1575 -8

椎本 ー77 かきて 1575 -8

椎本 ー78 つら とゝち寄 1575 -ー0

椎本 179 さらばしもかけさヘ 1575 -10

椎本 180 すくみたる ー575 -12

椎本 181 かうこそは ー575 -14

椎本 182 しらすかほなる ー576 -1

椎本 183 山里の ー576 -4

椎本 ー84 中の宮は ■ ー576 -7
椎本 185 かづらひげ ー576 -9
椎本 186 さん十よねんとよむ ◆ 1576 -ー2
椎本 ー87 木のもと ー576 -14
椎本 ー88 花のかさり ー577 -2
椎本 189 立よらん寄 ー577 -4
椎本 190 君もしり 1577 -6

椎本 191 おい人に 出い人 に 1577 -8

椎本 192 ありかたくもと ー577 -ー0

椎本 ー93 雪きえに 1577 -10

椎本 194 君かおる寄 1578 -1

椎本 195 雪ふかき汀の小芹寄 雪ふかき汀のふせ り寄 1578 -2
椎本 196 中納言殿 - 中納言殿 1578 -3
椎本 197 苦かさしを 1578 -5

椎本 198 つてにみし寄 1578 -8

椎本 199 うはヘはかり 1578 -10

椎本 200 いつことか寄 1578 -ーー

椎本 201 さしはなち 1578 -ーー

椎本 202 見あらはす ー578 -ー4 ､

椎本 203 心にかなふ 1579 -2

椎本 204 六君 ー579 -2

椎本 205 おと もゝおほしたり 1579 -3
椎本 206 まめやかなる ー579 -7
椎本 207 あさればみ ー579 -9
椎本 208 にはかに ー579 -ll

椎本 209 猶あらしに 1580 -1

椎本 2 10 ひきかへる 1580 -

稚本 2 11 その御木丁をしいてゝ ー580 -4

稚本 2 ー2 あなたにとをらんと 1580 -7

椎本 213 まつひとり立いてゝ 1580 -7

椎本 2ー4 おひはかなけに 1580 -10

椎本 2ー5 女■宮 1580 -14
椎本 216 又いさり ー58 ト1
椎本 217 いそきてしも ー58 1-4
椎本 2ー8 ■ いみ しうも ー58 1-5
椎本 219 くろきあはせ ー58 1-6
稚本 220 髪さはら ー58 1-8
椎本 221 色なりとか 158 -8
椎本 222 立たる 158 1-ll
総角 ー 御はての事 1587 -1
総角 2 きやうのかさり 1587 -3
総角 3 人のきこゆる 1587 -3
総角 4 みつか らも ー587 -5
総角 5 みやうがうのいと 1587 -6
総角 6 かくてもヘぬる 1587 -7
総角 7 たゝり ー587 -7
総角 8 そのことゝ ー587 -8

総角 9 玉にぬかなん ー587 -9

総角 10 いせのごも ー58 7-9

総角 ll 物とはなしに 1587 -1ー
総角 ー2 願文なと 1587 -12
総角 13 あけまきに寄 1588 -1
総角 ー4 れいのと 1588 -1
総角 ー5 ぬきもあヘす寄 ー588 -3
総角 ー6 あはすは 1588 -3
総角 ー7 みつからの御うヘ 1588 -4
総角 ー8 さしも 1588 -6
総角 19 たかヘきこえしの 158 8-ー2
総角 20 心あらん人は ー589-1
総角 2 1 さるはすこしよこもる 1589-5
総角 22 み山かくれには 1589-5
総角 23 けさやかに 1589-8
総角 24 た 後ゝの世さまの 1589-9
総角 25 物心ほそけに ー589-10
総角 26 契りてしを ー589-1ー
総角 27 おほしをきて奉り給ひし 1589-12
総角 28 いか におほしよそヘと いかにおほし 1589-ー3
総角 29 きゝつたヘ ー589 -ー4
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Lt;5=" "

◆エ .a

総角
mmぺ､潤 筆

30

l̂ 示 モ■■1 〉▲ゾJ州淋九轍■■■､ √■■▲く′r■
なずやう ー590 -2

総角 3 1 宮の御事をも ー590 -5
終角 32 うち+ + に ー590 -6
総角 33 ことよかりなと ことよか りなとも 1590 -8
総角 34 もとよりかく ー590-9
総角 35 かたほならん御有さま かたほならん御ありさまは 1591'ー
総角 36 松の葉をすき ー59ト5
総角 37 いける世の いか ける身の 159 -6
総角 38 わかき御心 ともを ー591-7
総角 39 きこえかよひ給ふめるに ー591'ー2
総角 40 あはれなる- こと 1591 ー4
総角 ､■ 41 いつかたにも ー592-ー
総角 42 なよひかなる 1592-4
総角 43 はらからなと ー592-6
総角 44 きさいの宮 ー592 -10
総角 45 かきりあれは ー592 -ー2

総角 46 みえたてまつらぬ 1593 -2

総角 47 いつかたも 1593 -6

総角 48 あさやかならぬ ー593 -8

総角 49 らうめいたる 1594 -ー

総角 50 打とくヘうも ー594 -3
総角 51 さはり所にて ー594 -5

総角 52 さしも てゝ ー594 -8

総角 53 ヘたてなきとは 1595 -1

総角 54 あばめは 1595 -2

総角 55 ヘたてぬ心を 1595 -2

総角 56 めつらかなりとも ー595 -3

総角 57 人はかくしも ー595 -5

総角 58 しれ物 ー595 -5
総角 ■■ 59 我ならて 1595 -8

総角 60 ゆゝしき袖の色 1595 -ー4

総角 6 ー いとかうしも 1596 -3

総角 62 袖の色をひき ー596 -3

総角 63 さはか りいみをくヘく さはかりのいみをくヘく ー596 -4

総角 64 みやうかうのいと 1596 -ー0

総角 65 墨染の今さら 1596 -12

総角 66 かう成 けりと 1597 -3

総角 67 宮の 給ゝひし 15 97 -4

総角 68 水の音に 1597 -6

総角 69 旅のやとり ー5 97 -7

総角 70 あかう成行 1598 -ー

総角 7 1 今たに 1598-3

総角 72 よに 1598-6

総角 73 いまより後は ー598 -8

総角 74 暁の 1598-10

総角 75 山さとの寄ー 1598-13

総角 76 鳥の青も寄 1598-14

総角 77 名残恋しくて 1599-2

総角 78 つぎ+ + 1599 -5

総角 7 9 この人の 1599 -6

総角 80 身つからのうヘ 1599 -10

総角 8 ー この人の 1599 -ーー

総角 82 わか世はかくて 1599 -13

総角 83 この宮 は 1600 -1

総角 84 御そひきゝ 1600 -3

総角 8 5 すぐ+ + 注釈ナシ○ 1600 -6

総角 8 6 ■ あけまきを ー600 -6

総角 8 7 ひろはか り 1600 -7

総角 8 8 日は残なく 1600 -9

総角 8 9 心 はなと 1600 -ー0

総角 90 かた時も 1600 -ー4

総角 91 うすにひ ー601 -3

総角 92 かみなとあらふ ー601 -4

総角 93 ちかおとり ー601 '

総角 9 4 かの人 ー60 ー■7

総角 9 5 藤の衣 ー60 1-8

総角 9 6 御文にて 160 ト 1､1

総角 97 よにしらぬ ー60 ー■ー2

総角 98 むかし物かたり 1602 -3

総角 99 うちとくましきは 1602 -4

総角 100 此君を ー602 -5

総角 10 ー おとりまさらん ー602 -5

総角 ー02 ことにいてゝは ー602 -7 ′

総角 ー03 ほいになんあらぬと 1602 -8

1602 -9
ー602 -ーー■

ー603 -2 二

1603 -5 _

総角 10 4 けしきたに

総角 ー05 むかしの御おもむけ

総角 ー0 6 やうの物

総角 ー0 7 心うくては
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ー■一新iT ハ妻 L■:‥ 詫■L毒■室m 智慧那J■誉 鞘′"#■拙 古､r批 批 ■磯描写′′■■■望■方妻■▲表′l ■◆さ○■■描"J{◆況SOiarS盛≠1

1 ニ .D ■
総角

108 一所をのみやは 申 A 昏 ■yl◆■措､､ ま爪′ヘ●…邪■洗一■■■ 穎r
ー603 -5

総角 109 思ひみたれ ー603 -9
総角 1ー0 ひと所 ー603 -ー3 ■

総角 111 身を心とも ー603 -ー4

総角 ーー2 た -ゝ かたに ー604 -3 ′

総角 ー13 とうせられす ー604 -4

総角 ー14 あやしうも ー604 -6

総角 1ー5 れいの色 ー604 -7

総角 ーー6 山なしの花そ ■ ー604 -9

総角 ーー7 いつありそめけん ー604 -ーー

総角 ー18 さはいへ とも 1604 -ー3

総角 1ー9 た こゝのゆかりに ー605 -6

総角 ー20 おなしことに 605 -7

総角 ー2ー かく世 にありかたき 1605 -14

総角 ー22 かしこけれと 1606 -ー

総角 123 それはさるヘき それは去ヘき
rは｣ノ字母 ､整版本 ｢八 ｣ ､

古活字本 ｢盤 J ○ 1606 -5

総角 124 この殿の ー606 -6
総角 125 雲霞を ー606 -ー3
総角 126 いかにもてなさんと 1607 -2
総角 ー27 なよ かゝ ー607 -3

総角 128 すこしまろひのきて ー607 -5

総角 129 さかしだち ー607 -7
総角 130 引あげて 注釈ナシ○ ー608 -5
総角 ー3 1 あらましことにて 1608 -7
総角 ー32 おちとまる たちとまる ー608 -9
総角 ー33 今はと ー608 -9
総角 ー34 心しけるにや 1608 -ーー
総角 135 あさましけに 1608 -12
総角 ー36 心もしらさりける ー608 -ー3

総角 137 打つけに ー609 -2
総角 ー38 このーふし 1609 -2
総角 ー39 しそじつと 1609 -5
総角 140 おそろしき神そ 1609 -9
総角 14 1 はは打すきて 1609 -9
総角 142 なその 1609 -10
総角 143 つき+ + 1609 -ll
総角 144 あふ人にしも 1609 -14
総角 ー45 つらき人の 16 10 -3
総角 ー46 弁参りて 16 10 -5
総角 ー47 きのふの給ひし 16 ー0 ■7

総角 ー48 かヘのなかのきり+ + す 16 10 -8
総角 149 おほすらんことの 16 10 -8
総角 150 身もなけ 16 ー0 -14
総角 15 1 すてかたくおとしをき ー6 ー0 -14
総角 152 かけ + + しき 6 11-2
総角 153 うきもつらきも 16 11-2
総角 ー54 宮なとのはつか しけもなく 16 1ー■3
総角 155 いかにしつる 16 1ト7
総角 156 れいのよりも れいよりも 16 11-9
総角 157 秋のけしきも ー6 11'ー0
総角 158 おなしえを寄 ー6 11-12
総角 159 そこはか と 16 11-13
総角 160 山姫の寄 ー6 12 -3
総角 161 ことなしひに ー6 12-3
総角 162 身をわけて く欠〉 ー6 12-ヰ
総角 ー63 そのかひなく ー6 12-5
総角 164 はしめのほい ー6 12-6
総角 165 世中を思ひすてんの 16 12-8
総角 166 おなしあたり 16ー2-10
総角 167 兵部卿の御かた 兵部卿 宮の御かた 16 ー2-12
総角 168 三条ノ宮やけにし 注釈ナシ○ 1612-12
総角 ー69 六条院にそ 1612-ー2
総角 ー70 ちかうては ー612-ー2
総角 171 おもひつるもしるく 16 13 -2
総角 172 はしをのほりも はしをのほるも 16 13 -4
総角 173 かのわたり 1613 -6
総角 174 おもひなるやう ー613 -8
総角 175 明闇 ー613-9
総角 176 わつらはしかれは ■ 1613-1ー
総角 17 7 をみなへし寄 16ー3-13
総角 178 霧深き寄 霧ふき寄 16ー4■ー
総角 ■ 179 なヘてや は 注釈ナシ○ 1614-1
総角 180 あなかしかまし 1614-2
総角 ■ ー8ー 年比から 1614-2
総角 ー82 をしはからるゝ をしはからるゝ句 1614-3
総角 ー83 いとおしう内 + + に いとおしう内々 + + に 16ー4-5
総角 ー84 ゆつりきこえて 1614-7
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総角 ー84+ くナシ〉(184注ノー部)
くナシ

は ■■■

〉(△ 1 字下ゲ｢心せはく

｣)
心せはくは

■ I 謂

1614 -8

総角 185 れいのかるらか 16 14 -9
総角 ー86 よしみ給へ 16 ー4 ●ー0
総角 187 つかうまつり ー6 ー4 ■ー2
総角 188 ひかんのはて ー6 14 -13
総角 189 舟わたり ー6 15 -2
総角 190 み とかめん人なけれ とも也 16 15 -5
総角 ー91 けいめい■ 16 15 -6
総角 192 うつろふかた 16 ー5 -7

総角 ー93 思ふかたこと 16 15 -8 て

総角 ー94 いかなるヘき事にかと ー6 15 -10

総角 195 ひたやこもり 16ー5 -13

総角 ー96 みちひき給ひてんや ー6ー5■ー4

総角 197 いつかたにもおなし 1615-14

総角 ー98 かの入給ふヘき 1616-2

総角 ー99 今はとうつろひ ー616-5

総角 200 かはかりも ー616-7

総角 20 ー こしらヘて ー6ー6 ●9

総角 202 こと人 ー616 -10

総角 203 さき+ + も ー6 16 -12

総角 204 姫宮 は 姫君は ー6 ー6 -13

総角 20 5 おかしうもいとおしうも ー6 16 -13

総角 20 6 宮のしたひ 16 ー7 ●1

総角 20 7 こd)さかしだつ ー6 ー7 ●2

総角 20 8 中空に人わら ー6 ー了■2

総角 209 めもあやに ー6 ー7 ■4

総角 2ー0 今 はいふかひなし 1617 -6

総角 21ー ことはりは ー617 -6

総角 212 やんことなきかたに ー6ー7 ■7

総角 2ー3 かの御心さしは ー617 -8

総角 214 かなはぬ身こそ ー617 -9

総角 215 しるヘといさなひ 161了■11

総角 2ー6 この 給ゝふすくせ 1617-ーヰ

総角 2 ー7 目にみえぬ事 にて ー618 -ー

総角 2 ー8 しらぬなみたのみ 1618-1

総角 2 ー9 こはいかに 1618-2

総角 220 をこめきて 注釈ナシ○ 1618 -3

総角 22 1 思ひのとまりて聞えん 思ひのとまりて閉らん句 1618 -6

総角 222 あがぎみ ー6ー8 ■8

総角 223 御心にしたかふ 1618 -8

総角 224 山鳥の 1619 -ー

総角 225 れいの明行 ー6 9 -ー

総角 226 いきたなくて 16 ー9 ■1

総角 ■ 227 しるへ せし寄 1619 -4

総角 228 かた + + に寄 1619 -6

総角 229 こよなう ー6 19 -7

総角 230 よろつに恨うゝ 16 ー9 ●7

総角 23 1 よヘのかたより ー6 ー9 ⊥8

総角 232 いとあやしく ー6 19 -10

総角 233 夜をやヘたてん 16 19 -13

総角 234 御車よせて 16 19 -14

総角 23 5 ことやう ー6 ー9 -14

総角 23 6 みなわらひ 1620 -1

総角 23 7 をろかならぬ 1620 -1

総角 23 8 しるへの 1620 -2

総角 23 9 さま + + さわ + + 注釈ナシ○ 1620 -6

総角 240 たのもし人 1620 -8

総角 24 ー 御文 1620 -9

総角 24 2 よのつねに寄 ー620 -ll

総角 243 大かたに ー620 -12

総角 24 3+ く欠〉 さかしく 1620-13

総角 244 三重かさねの 1620-ー4

総角 24 5 つ まゝせて 1621-2

総角 24 6 けしきもらさしと 1621-3

総角 247 に くゝ おほす 1621-6

総角 248 ほいならさりし 1621-7

ー621 'ー1総角 24 9 さかし人

総角 250 この人 + + ー621 -12
総角 25ー はか + + しう 1621 'ー4
総角 252 つみもそえ給ふ ー622 -4

1622 -6総角 253 おほしをきてしを

総角 254 さるは心もなく 1622 -8
総角 255 かよひたまはさらん かよひ給 はんさらん 1622 -10

1622 -11卜総角 256 衷 ともいかにとも

総角 256+ 〈欠〉 か しつくあたり 1622 -12.∴〒

総角 257 さるはこの君しもそ
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-

ー623 -3 ∴

総角 258 おもてうちあかみて 1623 -7 :∴､■■′■■;
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宮つかヘ嶺 慧恕 ▲》

総角

{= = ;; -

259
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1623 -9

総角 260 みたり心ち 1623-ーー

総角 26 1 をいつき書給て 1623-12

総角 262 みそひつ ー623 -12

総角 263 宮の御かたに 1623-ー4

総角 264 御れうと 1624 -2

総角 ■ 265 さ夜衣寄 ー624-4

総角 266 おどし ー624 -4

総角 267 こなたかなた ー624 -5

総角 268 御つかひかたへは ー624 -6

総角 269 ヘたてなき寄 1624 -8

総角 270 おほしけるま とゝ 1624 -9 ､

総角 2 7ー 宮はその夜 1624 -9

総角 272 何事も物このましう 何事も物ごのましう■■■ 1624 -ー3

総角 2 73 たてたる御心 ■ ー624 -ー3

総角 274 よくみけしきをみ奉らん 1625-4

総角 275 日比ヘて 1625-5
総角 276 人しれぬ宮つかヘのしるし 1625-7
総角 277 いとはしう 1625-10

総角 278 おなしさわがれ 1625-ll

総角 279 つみにかはり 1625-12

総角 280 こはたの ー625-12

総角 281 むまはいかゝ ー625-14

総角 282 此君 1626-1

総角 283 あまた色たち あまた宮たち ー626-4

総角 284 大宮 ー626-5

総角 ■ 285 御中らひ ー626 -8

総角 286 うこき 1626-10

総角 287 みえしらがふ ー626-ー3

総角 288 もてしつめ ー626 >ー4

総角 289 心 + + なる 1627 -ー

総角 290 つねなき ー627 -2

総角 291 かしこには (二 日塀 ) かしこには

写本ノ｢二 日塀 ｣ハ塀花抄

ニ｢二 日｣トアルノヲ写シタ
モノト思 ワレル○見 出シニ

1627 -3

総角 292 おもひしり ー627 -7

総角 293 たくひあらしとや たくひあらしはや ー627 -8

総角 294 花の色 + + ー627 -14

総角 295 かほづくり 注釈ナシ○ 1628 ▲4

総角 296 わか身にては ー628 -4

総角 297 はつかしけならん 1628 -6

総角 298 心のほとや 1628 -12

総角 299 たえまあるヘく 1629 -

総角 300 わか有さま 1629 -2

総角 30ー 跡の白波 ー629 -4

総角 302 姫君に 姫君も 1629 -7
総角 303 わか方さま 1629 -8
総角 304 うち橋の 1629 -10
総角 305 中納言のはつかしさ 1629 -ー4
総角 306 おもふかたことにて ー629 -14

総角 307 よそに思ひ ー630 -2

総角 308 京におはし ー630 -5

総角 30 9 中たえん寄 ー630 -7

総角 ■ 3ー0 たえやせしの寄 ー630 -9
総角 3 ー1 されたる ー630 -ー2
総角 3 12 あくる日ことに あくる日こと 163 ー●3
総角 3 13 心つくしにみじ ー63 1-4

総角 3 ー4 をしはかりて 163 1'ー2

総角 3 ー5 ■ ふるの ー63 1-13

総角 3 ー6 女 ばら ー632 -5

総角 3 ー7 さかしら人 1632 -9

総角 3 ー8 またまらうとゐのかた 163 2-12

総角 3 ー9 人のうヘにても 1633 -2

総角 320 思ひはてゝ おもひはて 句ゝ 1633 -2

総角 32 1 宮の御ありさまなと ー633 -5

総角 ■ 322 猶かく ー633 -7

総角 323 さいヘと ー63 3-ー2
総角 324 わか悌に 163 3-13
総角 325 れいの遠山 1634-2
総角 326 宮 はまた ー634-2
総角 ■ 327 女房あやしと 女君あやしと ー634-4
総角 328 くるしきに ー634 -5
総角 329 御心の中を 1634 -6
総角 330 けに心つくしからみゆまて ー634 -7
総角 33 ー 大 の君 ー634 -9
総角 332 うれへ ー634 -ー0
総角 333 なみ + + には ー634 -13
総角 334 もし世ノ中 1634 -13
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総角

■■▲■L<勲3!i九Ⅵ腰惑
335

姐詣､伽■■迄■誕"諾■■ン哉､■ゞ■■ソrL■､1梯糊況■柵■､≒■室≡‖書=聖護=l<親 わたしたてまつらん ′へ■■ ぷ■■
1635 -2

総角 336 かくいと 1635 -3
総角 337 しはしの御さわ がれ 1635 -5
総角 338 衣 かヘなと 1635 -7
総角 339 かべしろ 1635 -9
総角 340 たてまつれ給 ー635 -ー0
総角 34 ー 十月一日比 ー635 -ー2
総角 342 そ のゝかし ー635 -ー2
総角 343 宰相中将 1636 -I
総角 344 さきの春 1636 -3
総角 345 これもさるヘきにこそ ー636 -7

総角 34 6 さうじみ ー63 6-9

総角 34 7 紅葉をふきたる くナシ〉(△ 1 字下ゲ) ー63 6-ー0

総角 348 ひこ星 ー63 6-ー3

総角 34 9 舟さしよせて ー637-ー

総角 3 50 かいせんらく ー637-2

総角 3 5ー 宮はあふみの ー637-3
総角 352 遠かた人 1637-3

総角 353 宰相の御あに 1637-6

総角 354 宮のたいぶ 1637-ーー

総角 355 よそにてヘたゝるヘき日は 1638-2

総角 356 あしろのひをも ー638-5

総角 357 人にしたかひつゝ 1638-7

総角 358 をくれて 1638-ー1

総角 359 いつそやも寄 ー639-3

総角 360 あるしかたの ー639-3

総角 36ー 桜こそ寄 1639 -5

総角 362 いつこより寄 1639 -6

総角 363 みし人も寄 1639 -7

総角 364 うちなき給は うちなき給ヘ は 1639 -7

総角 365 あきはて 寄ゝ あきはて 寄ゝ句 1639 -9

総角 366 月草の 1640 -2

総角 367 なを + + しき ー640 -5

総角 368 すちことなる ー640 -6

総角 369 かの見おとり ー640 -10

総角 370 いとなやましう 1640 -13

総角 371 人なみ + + 人みな+ + 164 1-4

総角 372 こりすまに 1641 -9

総角 373 さるへき人にも 1641 -l l

総角 374 やうの物 164 トー2

総角 375 かきりなき人 1642 -6

総角 376 わかあまり 1643 -2

総角 377 とりかヘす ー643 -8

総角 378 御心に付て 1643 -10

総角 379 又この 1644 -2

総角 380 きこゆれと ー644 -4

総角 38 1 よそヘらるゝ 1644 -8

総角 382 かしこへたて 1644 -9

総角 383 さいこ 1644 -9

総角 384 きんをしヘ ー¢44 -9

総角 385 人のむすはん ー644 -10

総角 , 386 御くしのなひきて 1644 -14

総角 387 すこしも物ヘたて 1645-1

総角 388 わか革 の寄 1645-3

総角 389 ことしもこそ 1645-4

総角 390 ことはりにてうらなく ー645-5

総角 39 ー 紫のうヘから ー645-6

総角 392 御心うつろひ 御心のうつろひ ー645-9

総角 393 待きこえ給ふ 1645←11

総角 394 中納言もおはしたり 中納言おはしたり 1645-12

総角 395 宮の御 心も 1646-3

総角 396 こ にゝは ー646-5

総角 397 いと心くるしう いと 心ゝくるしう ー646 -7

総角 398 世中は ー646 -8

総角 399 人の御 うへをさヘ 1646 -1ー

総角 400 おもひのま にゝ参りきて 1646 -14

総角 40 ー いとみくるしう 1647 -2

総角 402 きのふはか り 1647 -4

総角 403 さらはこなたヘ 1647 -6

総角 404 むねつふれて ー647 -7

1647 -ーー総角 405 所さり給

総角 406 御ともなる人 ー647 -ー3

ー647 -13

1648 -4

1648 -6

ー648 -7∴､
1648 -12_ ､二

総角 407 わかき人

総角 408 我とのこそ

総角 40 9 めもあやに

総角 4 ー0 さこそいひつれ

総角 4 ーー よはき御心ちは

総角 4 ー2 姫君 1648 -14_;∴′毒
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● n d
b

総角
芳■◆1■淀

4 13 見やりつゝ
■ l 一▲ ■■■榊涼 ▼○ ≦搬馳 J讃符慧l.l邦hll壬■廿1649-2

総角 4 ー4 おやの ー649 -2

総角 4 ー5 みせまほし 1649-10

総角 4 ー6 ひるねの君 1649-ー0 ■

総角 4 17 御かほは■ 1649-ー1

総角 4 18 はな + + として 1649-12

総角 4 ー9 こ宮の夢に ー649-ー2 ■

総角 420 人のくにに ー650 -4

総角 42 ー おりはすこし 1650-5

総角 422 心うつくしう ー650 -6

総角 423 さやうなるあるましき ー650 -8

総角 424 かた時も 1650 -ll

総角 4 25 あすしらぬ 1650-1ー

総角 4 26 たかため 1650 -12

総角 4 27 なかむるはおなし寄 1651 'ー

総角 428 かく袖ひつる 165ー●ー

総角 429 耳なれたる 耳なれ にたる 1651 -2

総角 430 猶あらし 1651 -2

総角 4台1 いかて人に 1651 -3

総角 432 程ふるにつけて 165ト 4

総角 433 あられふる寄 あれれふる寄 1651 -9

総角 434 月もへた りゝ 1651 -10

総角 435 さはりおほみなる 1651 -10

総角 436 五せちなと くゝ 五せちなとゝ+ + 165 1-ll

総角 437 はかなく人を 1651 'ー3

総角 438 大宮は 1651 -13

総角 439 さ思ふ給 ふる 1652 -2

総角 440 御心をしり給 はねは 1652 -3

総角 441 心からおほえつ ゝ ー652 -4

総角 442 おさ+ + ー652 -5

総角 443 この月と成て 1652 †6

総角 444 此御中を , 1653 -12

総角 445 しよやより 1653 -14

総角 446 引あけて 注釈ナシ○ 1654 -2

総角 447 おほつかなく おほつかなくて ー654 -6

総角 448 さくりも ー654 -8

総角 449 すこしあつくそ 1654 -8

総角 ■ 450 人の歎 1654 -8

総角 45 ー むねもひしけて 注釈ナシ○ 16 54 -ll

総角 452 日比見奉り 16 54 -1ー

総角 453 とのゐ人さふらはん 16 54 -13

総角 454 いとくるしくはつかし 16 54 -ー4

総角 455 かのかたつかた ー655-2

総角 456 をしはなち ー655-4

総角 457 くうつきて 1655-8

総角 458 いかゝこよひは 〈欠〉 1655-9

総角 459 いさゝか 1655-ー3

総角 459+ 〈欠〉 たヘたるに ー656-ー

総角 460 なにかしの念悌 ー656-2

総角 ■ 46 ー 恩給ヘえたる 1656暮3
総角 462 つかせ 1656 -3
総角 462十 く欠〉 君もいみしう 1656 -4

総角 463 いかてかのまたさたまり ー656 -5

総角 464 まうてゝ ー656 -5

総角 465 そのわたり ー656 -7

総角 466 ゑかう 1656 -8

総角 467 あさやかに 1656 -1ー

総角 468 をも+ + しき 1656 -ー2

総角 469 霜さゆる寄 1656 -14

総角 470 つれなき人 つれなき人音 1657 -1

総角 ■ 471 あかつきの寄 1657 -3

総角 472 につかはしからぬ ー657 -3

総角 ▲ 473 かやうのはかなし 1657 -4

総角 ■ 474 かう心くるしき 1657 -6

総角 475 いとまのよし 1657 -9

総角 476 たのもし人 1658 -7

総角 ■ 477 とよのあかりは 1658 -10

総角 478 ひか りもなく ■ 1659 -ー

総角 479 かきくもり寄 1659 -2 ､

総角 ■ 480 見くるしけなる 1659 -4

総角 481 いよ + + ー659 -ー0
総角 482 あるヘき物にも ー660 -5
総角 483 もてなし 1660 -7

総角 484 玉しゐ 1660 -7

総角 485 命もし限ありて ー660 -
総角 486 かの御事を 1660 ⊥10
総角 487 かくはかなか りける物を ー660 -ll
総角 488 御おもむけに 1661-2
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総角 すゝめ給ふ 迅 ■ を 1661 -6
総角 490 あしすり ー661 -9
総角 49 1 引さけ ー661 -ll
総角 492 むしのから 1661 ー4
総角 493 さめぬヘき 1662 -4
総角 494 けふりもおほく けふりおほく 1662 -8
総角 495 つらしと 1662 -ll
総角 496 この君 1662 -ー4
総角 497 したの心 1663 -ー
総角 498 かうもの 1663 -2
総角 499 かきりあれは 1663 -7
総角 500 けうし 1663 -7
総角 50 ー 紅におつる寄 1663 -10
総角 502 ゆるし色の氷とけぬかと 1663 -10
総角 503 かた + + に 1664 -1
総角 504 この君 は ー664 -4
総角 505 しはすの月 1664 -7
総角 506 むかひの寺 ー664 -7

総角▼ 507 けふも暮ぬと ー664 -8
総角 508 をくれしと寄 ー664 -10
総角 509 よもの山鏡を よもの山鐘を 1664 -ーー
総角 5 10 しとみおろすと云て 1664 -ー1
総角 5 11 恋わひて寄 1665 -1
総角 5 12 なかはなる句を ー665 -1
総角 5 13 心きたなき 1665 -2
総角 5 14 御心ちをもく 1665 -5
総角 5 ー5 たゝこの宮 ー665 -6

総角 5 16 さすかにかの御かた ー665 -7

総角 5 17 たれかはかゝるさ夜 中 ー666 -2

総角 5 ー8 中納言は 1666 -4
総角 5 ー9 日かすは ー666 -5
総角 520 おほしなけき 166 6-7
総角 52 ー 今よりのちの 166 6-8

総角 522 物 し給ヘは 166 6-9

総角 523 御 ありさまに 166 6-14

総角 524 かうがへ 166 7一2

総角 525 かやうなる事また ー66 7-3

総角 526 このきみの心も 166 7-4

総角 527 人やりならす 166 7-7 一

総角 528 ち のゝ ー66 7-7

総角 529 いかてかく口なれ 166 7-8

総角 530 きしかたを寄 ー66 7-ー2

総角 53 ー 中 + + いふせう 166 7-12
総角 532 行末を寄 166 7-ー4
総角 533 うらみんも 166 8-3
総角 534 ましていかに 1668-3

総角 535 有 しさまなと ー668-7

総角 536 音をのみか ら 16 68-9

総角 537 をのかけしからぬ 166 8-ll

総角 538 かくつれなき物から 1668-13

総角 539 つれなきは 166 8-14

総角 540 時 + + おりふし 1669-8

総角 54 ー 女 - 宮の 1670-3

総角 542 宮のおほしよるめりしすちは 1670-7

早蕨 1 やふしわかねは 1677-1

早蕨 2 月日ならん 1677-ー

早蕨 3 もと末 くナシ〉(△一字下ゲ) 1677-3

早蕨 4 寄 はわさと 1677-ー2

早蕨 5 君 にとて寄 1677-14

早蕨 6 おまへに ー677-14

早蕨 7 大事 1678-ー

早蕨 8 なをさりにさしも 1678-ー

早蕨 9 この春 は寄 ー678-5

早蕨 10 昔人 ー678-7

早蕨 ll かのみあたり ー678-12

早蕨 12 ないえん いなえん 16 79-2

早蕨 13 しつえを 1679-6

早蕨 14 みる人の寄 1679-9

早蕨 15 みる人に寄 1679-ll

早蕨 16 そのかみより 1679-14

早蕨 ー7 人の御うヘ 1680-2

早蕨 ■ ー8 かひ + + しくそ 1680-3

早蕨■ ー9 やみは 168 0-5

早蕨 20 世にためし 1680-7

1680-7 ､:
1680-1ヰ ㌻

早蕨 2ー いてさりとも

早蕨 22 みつからのあやまち

早蕨 23 もしひんなくや 1681-2 ‥
早蕨 24 いはせ のもりの 1681-4こ㌻

169 -



写本･刊本項目対照表

r=isサ-::ォ= ーだ = '0 nm i. ≡
なくさめかたき

JL写
早蕨 r: : ……

25 ■

W 0 >,蛸★++]★★てトrTsiw flft/十耳十十C.Iサ+十十!+ IK､■■脚 m m m ョ環.㈱ 〆l雛 穣覇 賠√5r

168ト5早蕨 26 おはしまさん ー68 ト9
早蕨 27 かしこにも 168 1'ー0
早蕨 28 このふしみを ー681 -1ー
早蕨 29 中の契も 中の契も■■■ ー68ト 13 ▲
早蕨 30 みねの霞も 1682 -3
早蕨 3 ー をのかとこ世 ー682 -3
早蕨 32 かきりある かきりある姉の服 は三ケ月 1682-5
早蕨 33 御疎もあさき ー682-5
早蕨 34 おや一所 1682-6
早蕨 35 御車御せん 1682-9
早蕨 36 はかせ 1682-9
早蕨 37 はかなしや寄 1682-ーー
早蕨 38 けに+ + 1682 -ーー
早蕨 39 かつけ物 ー682 -12
早蕨 40 とき+ + ー683 -2
早蕨 4ー みつからはわたり 1683 -3
早蕨 42 我こそ人より ー683 -5
早蕨 43 ことの外になとは 1683 -7
早蕨 44 あすのわたり 1683 -ーー
早蕨 45 はしたなしと ー684 -ー
早蕨 46 あなめてたの人 1684 -6
早蕨 4 7 姫宮は 1684 -6
早蕨 4 8 面影さらぬ 1684 -6
早蕨 4 9 わたらせ給ふ ー684 -9
早蕨 50 ■夜なか暁 ー684-9
早蕨 5 1 宿をはかれし ー684-ー3
早蕨 52 その夜の事 ー685-3
早蕨 53 うくひすたに ー685 -5
早蕨 54 ■ 春やむかし 1685 -5
早蕨 55 たちはなならねと 1685 -7
早蕨 56 つまなり ー685 -7
早蕨 57 もてあそひ 1685 -9
早蕨 58 みる人も寄 1685 -10
早蕨 59 袖ふれし寄 1685 -ー2
早蕨 60 ことおほく ー685 -ー2
早蕨 6ー 御ともにも ー686 -3

■早蕨 62 いとふにはヘて 1686 -8
早蕨 63 いかにせよ ー686 -9

64 なへての ー686 -9
早蕨 65 つみもいか に ー686 -10
早蕨 66 ひたいの程 ひたいの鉢 ー686 -ー2
早蕨 67 みやひか也 ー686 -ー3

早蕨 68 か るゝさま ー686-13

早蕨 69 さきにたつ寄 ー687-5

早蕨 70 それもいと 1687-5

早蕨 7ー かの岸にいたる事 ー687-6

早蕨 72 さしも ー687-6

早蕨 73 むなしく 1687-7

早蕨 74 ■ 身をなけん寄 ー687-9
早蕨 75 す ろゝに ー68 7-ーー
早蕨 76 おもほしの給へる 168 7-12

早蕨 77 人はみな寄 1688 -1

早蕨 78 しほたる 寄ゝ ー688 -3
早蕨 79 あれはてじと 1688 -4

早蕨 80 かく人より ー688 -9

早蕨 8 ー さきの世も 1688 -ー0

早蕨 82 わらはヘの ー688 -ll

早蕨 83 御みつから 1688 -13
早蕨 84 心もとなく ー689 -1
早蕨 85 いつちならん ー689 -4
早蕨 86 ありふれは寄 ー689 -7

早蕨 87 弁の尼の 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ｢弁の

尼の■■■｣) ー689 -7

早蕨 88 今ひとり ー689 -8
早蕨 89 過にしか寄 1689-ー0
早蕨 90 いつれも年 ー689-10
早蕨 9 ー なかむれ は寄 ー690-3
早蕨 92 年比 年比 々 ー690-4
早蕨 93 三はよつは ー690-6
早蕨 94 御車のもと 1690 -7
早蕨 95 いかはかり ー690-9
早蕨 96 物にもかなや 169い2
早蕨 97 しなてるや ー691-4
早蕨 98 又はとき+ + 文はとき + + ー691-7
早蕨 99 のへ給はん ー69 1-9
早蕨 一oo おなしゆかり 169 1-9
早蕨 101 人をも 169 1-1ー
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rifォォ.S?4gS l.5 ー
毒草蕨■■

早蕨

;I
ー02 此君さヘ ▼■モ司▲

ー691 'ー4

ー03 おぼな+ + 1691 'ー4

早蕨

早蕨

104 二条院の桜を 1692 -3

105 ぬしなき宿の 1692 -4
早蕨

早蕨

早蕨

106 こゝかちに 1692 -5

107 あやしき 1692 -7

108 しちの御心 1692 -7

早蕨 109 たいの御かた 1692 -ー0

早蕨 ーー0 むかしの心 ー692 -12

早蕨 1ーー なれ + + しき ー692 -14

早蕨 ー12 霞へたてゝ 1693 -2

早蕨 ー13 花の色 鳥の こゑ 16 93 -4

早蕨 ー14 今しもこそ ー693 -8

早蕨 115 まかり申に 1693 -ー0

早蕨 ーー6 わかためは ー693 -14

早蕨 1ー7 あやしと ー693 -13

早蕨 ー18 心ゆるひせん 心ゆるいせん ー694 -2

早蕨 1ー9 ーかたならす 1694 -3

早蕨 ー20 かの人も 1694 -5

早蕨 121 かた + + に 1694 -7

宿木 ー 故左大臣殿の 1701 'ー

宿木 2 中宮には ー701 -3

宿木 3 女官一所 1701 -4

宿木 4 人にをされ ー701 -5

宿木 5 ち おゝとゝ ー701 'ー0

宿木 6 さがし ー702 -1

宿木 7 宮は 1702 -6

宿木 8 大蔵卿修理のかみ ー702 -13

宿木 9 御心ひとつ ー703 -2

宿木 10 うつろひはてゞ ー703 -3

宿木 1ー 姫宮を 1703 -7

宿木 12 しはしはいてや しはしはいてや世に しはしは ー703 -8

宿木 13 宮たちの御かたはらに 宮たちの御かたはらに‖■ 1703 -ー4

宿木 14 ■ もとより思ふ人 もとよりおもふ人●‖ 1704 -1

宿木 15 つゐには 1704-2

宿木 16 御こなと ー704-4

宿木 ー7 中務のみこ 1704-5

宿木 ー8 かんつけのみこ ー704-5

宿木 ー9 中納言あそん く欠〉 ー704 -5

宿木 20 中納言の朝 臣 中納言朝臣 ー704 -6

宿木 21 あそひなとすさましき 1704 -8

宿木 22 いたつらに 1704 -9

宿木 23 こはんめし出て 1704 -ー0

宿木 24 よきのり物 1704 -ll

宿木 25 この花 ■枝 ー705 -1

宿木 26 おりて 1705 -ト

宿木 27 世 のつねの寄 1705 -3

宿木 28 霜にあヘす寄 ー705 -5

宿木 29 さま+ + ー705 -7

宿木 30 ひしりよの 1705 -9

宿木 3 ー こと更に く欠〉 ー705 -9

宿木 32 后はら 1705 -10

宿木 33 おほけなかりける 1705-ll

宿木 34 左大臣殿 1705-ll

宿木 35 六君 1705 -ーー

宿木 36 水もる ー706 -ー

宿木 37 むこもとめ 1706 -4

宿木 38 中宮をも ー706 -5

宿木 39 うヘの御世も ー706 -8

宿木 40 l ことに 1706 -9

宿木 41 かのおと■ゝの 1706 -10

宿木 42 おもひをきて ー706 -1ー

宿木 43 わか御心にも ー706 -ー3

宿木 44 うるはしけ 1706 -14

宿木 45 彼あせち 1707 -3

宿木 46 されとその年 ー707 -5
宿木 47 ほのめかし ー707 -9
宿木 48 そのほと 1707 -9

0宿木 49 追給ひにし 1707 -1
宿木 50 ロおしき 1707 -13

●ー4
宿木 51 かうの香 ー707
宿木 52 右 の大 との ー708 -ト
宿木 53 二 条院のたい ー708 -2 ′

1708-9

■

宿木 54 やかて跡たえ

宿木 55 かならすさる 1709-2 ､∴､

�"8宿木 56 ■ こちたく ー7○9
9 -9i ≡､≡宿木 57 またさやう 1709 -9

1-13 こ､宿木 58 八月に 1709 -1美声
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■荒/<sst>e&3f!拙 ▼…蓑P詩■■≠3てロ塊 ≒J/≒筆頭■l窺■独H■■ゴ山 碧き妻P=歪{=j態Sitt ハ≒■■ 二■一�"001▼ハ≡ 畿◆淀触 ′sS a亨<当惑崇■<■書i] ≡緋甜韓批▲L∨■琵#≡JX実′■■I▼ノ ◆ 巧ゞヾ女真≡… a
宿木 59 うらめしからさらん S

17 ー0 ■3
宿木 60 かくわたり ー7 ー0 ■3
宿木 6 1 この比は時 + + 17 ー0 ■6
宿木 62 かねてより ー7 ー0 ■7
宿木 63 女かた ー7 ー0 -9
宿木 64 心ゆるされで ー7ー0 ●ー4
宿木 ■ 65 - かたにも ー711 -3
宿木 66 めめしく 1711 -6
宿木 67 ゐてありき ー711-6
宿木 68 女のためのみ 17ー1■ー0
宿木 69 見ゆるなるヘし ー71ト 13
宿木 70 この君をみまし ー71ト 14
宿木 7ー よろつは ー712-4
宿木 72 かの君たち 1712 -ll
宿木 73 尋 とりつゝ 1712 -12
宿木 74 さもわろく ー712 -ー4
宿木 75 あくるま 17ー3 -4
宿木 76 北のゐんP 1713 -6
宿木■ 77 さはれ 1713 -8
宿木 78 けさのまの寄 ー7 13 -14
宿木 79 をみなへし 17 14 -ー
宿木 80 女とち 17 14 -2
宿木 81 朝またきまたき 17 14 -3
宿木 82 みかうしとも ー714 -4
宿木 83 猶めさましく ー714 -7
宿木 84 心をあまりおさめ ー7ー4 ■7
宿木 8 5 さらはいか 侍ゝらん 17ー4 ■ー2
宿木 86 北面なとのかくれそかし 17ー4 -12
宿木 87 か るゝ古人 ー714 -ー2
宿木 88 やすみ所 は やすみ所は句 1714 -ー3
宿木 89 あしこもと 1715-1
宿木 90 つねよりも ー7ー5,5
宿木 9 1 をしヘ聞え給ふ をしへ聞え給ふ句 1715-7
宿木 92 物おもはぬ人は ー715-ー0
宿木 93 人 + + しく ー7ー5■ーー
宿木 94 かなしき事も 1715-ー3
宿木 95 これや今すこし 1716-I
宿木 96 あかみ ー716-3
宿木 97 よそヘてそ寄 ー716-5
宿木 98 ことさらひてしも てゝ 1716-5
宿木 99 消ぬまに寄 1716 -8
宿木 一oo 何 にか れゝる 17ー6 ■8
宿木 10ー 秋の空は 17 16 -10
宿木 102 さいつ比 ー7 16 -ー1
宿木 ー03 庭も簸も ー7 ー6 ■ー1
宿木 104 こゐんの ー7 16 -ー2
宿木 ー05 さかの院 17 16 暮13
宿木 106 かのあたり 17 17 -1
宿木 107 忘草おふして ー7 17 -6
宿木 108 彼いにしヘ ー7 ー7 ■9
宿木 ー09 ちかきは 17 17 -ll
宿木 ー10 おなしこと 17 17 -ーー
宿木 ーーー 昔の人を 17 17 -13
宿木 112 世のうきよりは 17 18 -3

宿木 ーー3 思ひくらふる 1718 -4

宿木 , ー14 いまなん ー718 -5
宿木 115 この廿 日あまり ー7ー8 ■7
宿木 ーー6 あらさしと 1718-9
宿木 ー17 たうときかたに 17 8 -ーー
宿木 118 此うヘも ー719-2
宿木 1ー9 こもりゐる 17ー9■3
宿木 ー20 いとあるましき ー7ー9暮4
宿木 12 ー さふらひの別嘗 ー719-8
宿木 ー22 内にやまいるヘきと 1719ーー0

宿木 123 猶このけはひ (是迄一 日) 猶このけはひ

写本ノr是迄一日｣ハ講釈

ノ進行ヲ表スモノ○見出シ
デハナク行間書キ入レト思

ワレル○

1719-ll

宿木 124 まださうじ 1719-14
宿木 ー25 か るゝ御 けしきを 1720 -1
宿木 ー26 いく世しも 1720 -2
宿木 ー27 か るゝかたちにては 1720 -3
宿木 128 ひんかしの 1720 -6
宿木 ー29 あないし 1720 -9
宿木 ー30 こよひすきんも 1720 -ー1
宿木 ■ 131 大空の寄 1720 -13
宿木 132 今なん ー720 -ー3
宿木 133 内におはし ー720 -ー4
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腰､ユ▼漣=諾講藷掬; 張K 蓬望莞毒 一､ 烹 m tSK i ≡ 鮎≡蓮;≒;g 芳H i瀦 '�"'0 yi蕗嫁姑■■◆■紐萱一■紐S窪鎧=慧■ノ簸,≠…′…I't0

宿木 ー34 もろともに
1721-3

ー72ト3宿木 135 程なりけり

宿木 136 今いと くゝ 今いとゝしく 1721-7 ∴
宿木 ー37 心うき物は 1721-9
宿木 ー38 世中を思と めゝ 1721'ー0
宿木 ー39 打つ きゝ 1721-13
宿木 ー40 ひたすら 1722-4
宿木 141 さらにをはすて ー722-8
宿木 142 しゐの葉 1722-ー1
宿木 143 山里の寄 1722-12
宿木 144 きしかた ー722-12
宿木 145 月み るは 1722-13
宿木 146 ゆゝしく ー722-ー4
宿木 ー47 もとの心さし ー723-2
宿木 148 かけていはさらなん ー723-4
宿木 ー49 た にゝこそ 1723-4
宿木 ー50 人にはいはせし 1723-4
宿木 ー5 1 いてや 中納言殿 ー723-5
宿木 152 いかならん ー723 -ーー
宿木 153 さやうなる御けはひには さやうなる御けはひには■‥ 1723 -ー3
宿木 154 秋の夜 ー723 -ー3

宿木 155 あめの下 1724 -3

宿木 156 た にゝしもあらす 1724 -4
宿木 ー57 ねたけなる 1724 -5
宿木 158 御かへりもこなた 1724 -5
宿木 159 打あかみ給ヘる 1724 -8
宿木 ー60 おもかくしにや おもかくしにや句 1724 -12
宿木 16 1 なにか し僧都 1725 -2

宿木 162 かゝるかたにも 1725 -3

宿木 163 昔も人に ー725 -4

宿木 164 いとよくこそさはやかなれ ー725 -5
宿木 165 これにならふ人は 1725 -6
宿木 ー66 きくにつけてもから 1725 -ー0
宿木 167 いのち ー725 -ー0
P宿禾 ー68 後の契や ー725 -ー0
宿木 169 猶こりすま ー725 -ー1

宿木 170 日比も ー725 -ー2

宿木 17 1 こほれそめては 1726 -1

宿木 172 さらすはよの 1726 -3

宿木 173 よのまの ー726 -

宿木 174 あか君や 1726 -5

宿木 175 ことえりして ことはりして ー726 -6
宿木 176 わか御身になしても わか御身なしても ー726 -8
宿木 ー77 身を心 とも ー726 -8
宿木 ー78 おもふやう ー726 -9
宿木 ー79 命のみこそ 1726 -10
宿木 ー80 御つかひ 1726 -ll

宿木 ー8 1 あまのかる 1726 -13

宿木 182 いつのほとに ー726 -13

宿木 183 さしくみに さしくみ ー727 -1

宿木 184 ヘたてなきさまに 1727 -3

宿木 185 まゝ母の 1727 -3
宿木 186 さかしは 1727 -5

宿木 187 女郎花寄 1727 -7

宿木 ー88 かことかまし ー727 -8

宿木 189 心やすくてしはしは 1727 -8

宿木 ー90 又ふたつ 1727 -9

宿木 ー9 ー みつから 1728 -ー

宿木 192 か るゝ道 ー728 -2

宿木 ー93 人のうヘにても 1728 -3

宿木 ー94 いまめかしきは いまめかしき 1728 -10

宿木 ー95 日晩の <�"*-*サ (m a / H ー728 -ー2

宿木 196 大かたに寄 1728 -13

宿木 ー97 いて給ふ也 1728 -14

宿木 ー98 あまもつり ー728 -14

宿木 ■ ー99 はしめより 1729 -1

宿木 20q 命み しかきぞう 1729 -3

宿木 201 又いとつみ 1729 -4

宿木 202 その 日は 1729 -5

宿木 203 ひとつ車 1729 -8

宿木 ■ 204 かきりあらんかし ー729 -9

宿木一 205 この君も ー729 -9

宿木 206 もろ心 ー729 -ー2 ′

宿木 207 御たいやつ (△半字下ゲ) 1729 -14 ノ
宿木 208 もちゐ ー730 -2 ′■

ー730 -4 ､′■､

ー730 -4 ′〉
1730 †6 ∴∴:

宿木 209 とみにも

宿木 2ー0 北の方のはらから

宿木 2ーー さか月さゝけて
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宅■竜■喪⊆⊇三PJ ■L ≡J 喜; -L ≡ .-.､r7i▼JL ≡ ▲､賀′萱!.# 観 =Y音義■嘗■■■≡ JX 〟1へ〉■讃£V1■′■■■凝≧奴〉■〃′
宿J買■V■乾■■

2 12 ■ ■ー わつらはしきわたり ■ー ー730-7
宿木 2 ー3 されと 1730-8
宿木 2 14 ひんかしの ー730-9
宿木 2 ー5 三重かさね 1730-1ー
宿木 2ー6 めしつぎとねり ー730 -ー3
宿木 2ー7 あざやかならぬ 173 い2
宿木 2ー8 かヘリて打歎て 173 1-3
宿木 219 君は入てふし ー73 ト7
宿木 220 内にたに 173 ー■1ー
宿木 221 源中納言 ー73 1-13
宿木 222 ふるめきたる ー73 1-14
宿木 223 うちの御 けしき ー732 -I
宿木 224 かくのみ物うく ー732 -ー
宿木 225 いかにそこ君 ー732 -3
宿木 226 あせちのきみとて 732 -4
宿木 227 打わたし寄 1732 -8
宿木 228 ふかゝらす寄 ー732 -ー0
宿木 229 おほゆらんかし ー732 -ー1
宿木 230 まことはこの空 ー732 -12
宿木 23 1 あかさんとよ 1732 -13
宿木 232 まことにをかしき ー732 -14
宿木 233 世をそむき 1733 -3
宿木 234 宮は女君 ー733 -5
宿木 235 かみ のさか りは 1733 -6
宿木 236 はたちに ■ 注釈ナシ○ 1733 -9
宿木 237 かと+ + しけ也 ー733 -14
宿木 238 このみそし 1734-2
宿木 239 おなし南の 1734-6
宿木 240 一日の御事は ー734-13
宿木 24 1 か るゝ御心の名残 1735-ー
宿木 242 さりぬヘくは 1735-2
宿木 242+ く欠〉 御かヘリ ー73 5-5

宿不 243
ひとひはひしりたちたるさ
まにて

ひとひは ー73 5-9

宿木 244 ことさらにしのひ ことさらにしのひ■‥● 173 5-ー0
宿木 245 さ思ひ給ふるやう 173 5-10
宿木 246 名残との給はせ ー73 5-ll
宿木 247 丁子染 ー736 -2
宿木 248 さてあらましをと 1736 -4
宿木 249 思ひくらふるに ー736 -5
宿木 250 つね はヘたて 1736 -7
宿木 25ー わさと ー736 -9
宿木 252 宮わたらせ ー736 -ー0
宿■木 253 年比 ー736 -ー1
宿木 254 一 日うれしく ー736 -14
宿木 255 むすほ れゝなから ー736 - 4
宿木 256 いと遠も ー737 -2
宿木 257 世 やは 1737 ー8
宿木 258 すこしもたかひめ 1737 -ー2
宿木 259 さたに くナシ〉(△ 1字下ゲ｢さたに… ｣) 1737 >ー3
宿木 260 物にも 1738 -1
宿木 26ー さてもいつはかり 1738 -5
宿木 262 よのゆるしなと 1738 -8
宿木 263 むかしおもひ ー738 -9
宿木 264 あらすや忍ひて ー738 -12
宿木 265 これはとかある これ はとか 1739 -3
宿木 266 くやしきにも 1739 -12
宿木 267 いとおしきや ー740-2
宿木 268 まねひし物か らまて まねひ物からまて双 まねひ ー740-5
宿木 269 こしのしるし ー740 -9
宿木 270 おこかましの ー740-10
宿木 27 1 さかしく ー740-ー3
宿木 272 たちはなれたる ー74ー■2
宿木 273 いたつらに寄 ー741-8
宿木 274 ことはりしらぬ 174ト 8
宿木 275 さはかりか ら男といふ物 さはかりから ー741 ー3
宿木 276 いとかくくるしき 1741'ー0
宿木 277 たのもし人 1742-3
宿木 278 あるに任て ー74 2-ー4
宿木 279 打とけぬ ー743 -4
宿木 280 かくことよき 1743 -6

宿木 281 あなかちなりつる 1743 -6
宿木 282 あれをも ー743 -8
宿木 283 久しくとたえ 1743 -ー2
宿木 284 そのみちの人にし 1744 -2
宿木 285 残ありてしも ー744 -7

宿木 286 思ひ聞ゆる 思ひきこゆる■■■ ー744 -8
宿木 287 われこそさきに 1744 -9
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lr一一0 '0 .m =.
済 毒■

宿木

よ■渉3S5S､鵬

288

n- 8
まねふへくも

+++亡0f*.*'.ドヰメ+ヰ★㌣:-ET,>〃十tLr崇≠&0$0
1744-1ト

宿木 289 又人に寄 ー744-ー3■
宿木 290 見なれぬる寄 1745 -ー
宿木 29ー か れゝはそかし ー745 -2
宿木 292 はちなき 1745 -12
宿木 293 か るゝ御うつり香 ー745 -ー4

宿木 294 はらからなとには 1746 -2
宿木 295 みつしこがらひつ ー746 -5
宿木 296 かの人 ー746 -9
宿木 297 老人 1746 ⊥13

宿木 298 うしろやすく 1747 -ー

宿木 299 さはいヘと ー747 -2

宿木 300 はゝ宮 ー747 -4

宿木 30ー た んゝ月 ー747 -5

宿木 302 みつからの御れう 1747 -9

宿木 303 わか御れう ー747 -ー0

宿木 304 こしのひとつ 1747 -ー2

宿木 305 むすひける寄 ー74 7-13

宿木 306 おまヘちかく 1748 -4

宿木 307 けちえん ー74 8-6

宿木 308 ことはりなり 174 8-ーー

宿木 309 花の露 ー74 8-ー1

宿木 309+ くナシ〉(309注ノー部 )
〈ナシ〉く△ 1 字下ゲ ｢いてやか

ら■‖J)
いてやから ー748-ー4

宿木 3ー0 中 + + なる 1749-2

宿木 3 11 世にひ きゝ 1749-3

宿木 3 12 宮のうち 1749-3

宿木 3 13 うとからん 1749-5

宿木 3 14 こと+ + しくしたて 1749-7

宿木 3 15 この君しもそ ー749 -9

宿木 3 16 心おこり 1749 -10

宿木 3 ー7 こみこの 1749 -ll

宿木 3 18 いとをしの 1749 -13

宿木 3 19 あたらしみ ー750 -8

宿木 320 この事いと ー750 -ー2

宿木 3 21 聞えいたし ー750 -ー4

宿木 3 22 くすしなとの 1751 -2

宿木 323 ひとよも物のけしき 175ト 4

宿木 324 打なけきてゐなをり 175トー3

宿木 325 下やすからぬ ー751 'ー4

宿木 326 人にとひ ー752 -1

宿木 327 むかしの人 1752 -4

宿木 328 ,誰も千とせの 1752 -5

宿木 329 いと心くるしく 1752 -5

宿木 330
めしよせたる人のきかんもつ まゝ

れす
1752 -6

宿木 33ー かの御みゝ かの御みみ 1752 -7

宿木 332 き ゐゝたり 1752 -9

宿木 333 いはけなき 175 2⊥10

宿木 334 さるヘきにや ー75 2-ll

宿木 335 彼 ほいのひしり 1752-12

宿木 336 こゝにもかしこにも 1752-ー3

宿木 337 心の引かた 1753-1

宿木 338 うしろめたく 1753-6

宿木 339 今 はこれより 1753暮9

宿木 340 いとかしこき事 ー753 -ー0

宿木 34ー からうして かううして ー753 -ll

宿木 342 山のかたは ー753 -14

宿木 343 かきりたに 1754 -2

宿木 344 をとなし ー754 -3

宿木 345 むかしおほゆる人かた ー754 -4

宿木 346 うたてみたらし川 1754 -6

宿木 347 こかねもとむる 1754 -6

宿木 348 そよその ー754 -7

宿木 349 花ふらせたる ー754 -8

ー754 -l l
1754 -1ー

ー755 -2

ー755 -5

1755 -7
1755 -7

ー755 -7

ー755 -9

1755 -9
ー755 暮ー2__

ー755-ー3 ∵∴′

1755-14 _
1756 -3 ∴■∴

宿木 350 人かたのつゐてに

宿木 35ー 思ひよるましき

宿木 352 尋出たりし

宿木 353 かたみなと かたみになと かたみなと ■

宿木 354 夢かたりかとまて

宿木 355 さるへき

宿木 356 さやうにも

宿木 357 いさや

宿木 358 ありさまともにて

宿木 359 けしきみるに

宿木 360 しのふ草

宿木 36 ー かはかりにては かはかりにては旬
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii-宿木 362 心をとり
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宿木 363 よをつみ 中に 1756 -4
宿木 364 いとさまては 1756 -4
宿木 365 なくさめかたさに 1756 -5
宿木 366 いにしヘの ー756 -7
宿木 3 67 へくゑ ー756 -8
宿木 3 68 ほのかなりしかばにや ー756 -ーー
宿木 3 69 偶にならん 1756-ー2
宿木 3 70 うるさき心を ー756-14
宿木 3 71 あるましき ー757-1
宿木 372 れんじたる 1757-9
宿木 373 にたるとの給へる ー757-ーー
宿木 374 さはかりのきは 1757-ー2
宿木 375 人のほい ー75 7-12
宿木 376 いとかしこけれと ー758 -4
宿木 377 いかになかめ 1758 -5
宿木 378 人のうヘにて ー758 -7
宿木 379 秋の風 ー758 -8
宿木 380 けにかの ー758 -9
宿木 38ー なからふれは ー758 -ー1
宿木 382 おほししみけん ■ 1758 -12
宿木 383 わかあやまち ー758 -ー2
宿木 384 此比の御ありさま ー758 -ー2
宿木 385 何 か 何か不可然事もなきと也 ー758 -12
宿木 386 いひても+ + 1758 -ー3
宿木 387 かの御忌 日 1759 -1
宿木 388 とまりけん人 + + 1759 -8
宿木 389 彼 宮の御りやう ー759 -9
宿木 390 成 にたり 1759 -ー0
宿木 39ー しんてんを ー759-12
宿木 392 むかし別を ー759-ー3
宿木 3 93 たい+ + しき 1760-2
宿木 3 94 のちの世の 1760-2
宿木 395 偶のをしヘ ー760-5
宿木 3 96 このたひはかり ー760-7
宿木 3 97 めつらしく 1761-2
宿木 3 98 みたてまつり 176ト4
宿木 399 宮より 176ー■7
宿木 400 こめかしく 1761 ー2
宿木 40 1 宮の御かた 176 1'ー3
宿木 402 心ゆるさ らゝん 176 トー3
宿木 403 思ひくらヘ ー762 -2
宿木

d≡■

404 京に此ころ 1762 -3
侶木

■==±=,

405 中将君 1762 -4

侶木

ー±■

406 かすまへ給は かすまヘ行は 1763 -5
侶木 407 弁も ー763 -8
宿木

た±,

408 京より大輔か ー763 -9
侶木 409 さや ー763 -ー1
宿木

rt

4ー0 こだに 1764 -5
侶木 4ー1 やとり木と寄 1764 -7
宿木

だ

412 あれはつる苛 ー764 -9
侶木 4 ー3 いとゝ峯の ー764 -14

宿木 4 ー4 なとそある なとそある句 1765 -3

宿木 4 ー5 さやありつらん ー765 -4

宿木

■【±,

4 ー6 打兄んし 打えし 1765 -6
侶木 4 ー7 みじやとて 1765 -6
宿木

亡±,

4 ー8 山さとの 山里 1765 -7
侶木 4ー9 岩ほの ー765 -9
宿木 420 物よりことに 1765 -ー2
宿木

rh

421 ほにいてぬ寄 1766-2
侶木 422 さしいて給へる 1766-6
宿木 423 秋はつる寄 ー766-7
宿木 424 わか身 ー766-7

宿木 425 心のうちも 1766-8
宿木 426 うつろひはてゞ 1766-ー0
宿木 427 わさとつくろひ ー766 -10
宿木 428 花 のなかに ー766 -12
宿木 429 なにかしのみこ 1766 -13
宿木 430 天人の 天人のの‥■ 1766 -ー3
宿木 431 御ことさしをき ー766 -ー4
宿木 432 心こそ ー766 -14
宿木 433 むかしこそ 1767 -4
宿木 434 か はかりの事 ー767 -5
宿木 435 見るわたり ー767 -6
宿木 436 その中納言 そのわたり ー767 -8
宿木 437 いせの海 1767 -1ー
宿木 438 此院 1768 -6
宿禾 439 御子 とも く欠〉 1768 -8
宿木 440 御みつから 1768 -ー4
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宿木 44 ー 年も暮ぬ ■■祐l/宍壬l■
ー769 -3

宿木 442 なやみ給ふ 1769 -3 ∴
宿木 443 かくて三とせ 1769 -6
宿木 444 一所の 1769 -6
宿木 445 女ニの宮 ー769 -ーー
宿木 446 御うしろみ 1769 -ー2
宿木 447 つくも所 1769 -ー3
宿木 448 すりやう ー769 -ー4
宿木 44 9 まいりそめ ー7 70 -1
宿木 450 れいのことなれ は 17 70 -2
宿木 45 1 なをしものとか 17 70 -3
宿木 452 右のおほゐとの 左ゝにて ー7 70 -4
宿木 453 この宮にも ー770 -5
宿木 454 たうのはい ー770 -8
宿木 4 55 つかさの人 + + 1770 -9
宿木 4 56 右大臣とのゝ 1770 -10
宿木 4 57 ゑんがのみこたち 1770 -12
宿木 4 58 をとるへくも 1770 -14
宿木 4 59 宮のわたくし 177ト 5
宿木 ■ 4 60 五てのせに 1771-6
宿木 4 61 ふずく 1771'ー0
宿木 4 62 宮のたいふ 1771'ー3
宿木 4 63 宮のはしめて 177トー4
宿木 4 64 御みつから 1772-3
宿木 4 65 すが + + ー772-13
宿木 4 66 御門の御 むこに ー772-ー4
宿木 4 67 左大臣殿も 左大臣殿も‥■ 1773-2
宿木 4 68 こゐんたに 1773○2
宿木 4 69 我はまして 1773-4
宿木 4 70 宮はけにと 1773-5
宿木 4 71 大蔵卿 1773-6

宿木 4 72 かの御かた ー773-6

宿木 4 73 忍やかにして 忍やかにしてさすか也 1773-7

宿木 4 73+ く欠〉 猶わすれかたき 1773 -9

宿木 4 74 おはします 1773-ー2

宿木 4 75 心のやみはおなしこと 1774-3

宿木 476 御文にも 1774 -4

宿木 477 宮のわか君 ー774 -10

宿木 4 78 心のなしにや ー775 -ー
宿木 4 79 あ t>たちなく ー775 -5
宿木 4 80 いとあるましき 1775 -5
宿木 4 81 おもひ給ふらん心ふかさは 1775 -7
宿木 4 82 打とけはてゞ ー775 -ーー

宿木 4 83 さらなること ー776 -ー

宿木 4 84 わか物にて 1776 -3

宿木 4 85 されと くナシ〉(484 注ノー部) ー776 -4

宿木 4 86 あまりすヘなき 1776 -6

宿木 4 87 おりつれは ー776 -12

宿木 4 88 わつらはしかる ー776 -13
宿木 48 9 せちぶ くナシ〉(△ 1 字下ゲ) ー777 -1
宿木 4 90 藤の花のえん 1777 -2

宿木 4 9ー あるしの宮 1777 -3

宿木 4 92 右のおとゝ 右のおと 夕ゝ 1777 -4

宿木 4 93 藤 中納言 ー777 -4

宿木 4 94 三宮 ー777 -5

宿木 495 こうらうてん 1777 -6

宿木 496 かくそ ー777 -6

宿木 49 7 宮の御かたより 1777 -7

宿木 498 きんのふ ー777 -9

宿木 499 笛はかの夢 に 1777 -ll

宿木 500 白かねのやうぎ 1778 -3

宿木 50 ー おとゝしきりて 1778 -5

宿木 502 をしと 1778 -7

宿木 503 さしかへし ー778 -9

宿木 504 ぶたう 1778 -9

宿木 505 かきりあれは 1778 -ll

宿木 506 あせちの大納言 ー778 -ー2

宿木 507 この宮の母女御 ー778 -13

宿木 508 人からはけに ー779 -2

宿木 509 はてはえんや 1779 -4

宿木 5 ー0 文だいにをく事 は 1779 -7 ′■■

宿木 5 11 かみの町 ー779 -9 ′′
宿木 5 12 すヘ らきの歌 すへらぎ寄 ー779 -ー3 ■′

宿木 5 13 寓代を寄 ー780 -ー､

1780 -2 ‥

1780 -3 ≡∧■∴

宿木 5 14 君かため寄

宿木 5 15 世のつねの寄

宿木 P 5 ー6 ひかことにも 1780 -4
宿木 5 17 あせちも 1780 -61､′
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5 ー8

�"00 K 八≡ 萎◆ 実感細 線 ■◆韓讃

注釈ナシ0
B

遜鮭 郡 ､ ■l
御七 らう石冨 -fまmums/Hi､ や◆■鼻盲′▼脚● ､ 弓" 盲

1780 -8
宿木 5 ー9 さなから御をくり 1780 -ー2

宿木 520 ひさしの御車 780 -13

宿木 52 1 こかねつくり 1780 -13

宿木 522 ぴらうげ 1780 -ー3

宿木 523 あしろふたつ 1780 -13

宿木 524 御むかへのいたし車 ー780 -14

宿木 525 ほん所 1780 -14

宿木 526 れいのくち木 1781 -9

宿木 527 女車 178 ー●1■ー

宿木 528 下人 1781 -12

宿木 529 がや + + 1782 -1

宿木 530 ゆがみ ー782 -2

宿木 53 1 せんし くナシ〉(530注ノー部 ) 1782 -2

宿木 532 おいや 1782 -3

宿木 533 引さけ 注釈ナシ○ 1782 -3

宿木 , 534 このしんてん は 1782 -7
宿木 535 御そのなれば ー782 -9

宿木 536 おりで ー782 -10

宿木 537 ゆめその人 1782 -12

宿木 ■ 538 こぜん ー782 -ー4

宿木 53 9 いふ聾 1783 -2

宿木 540 例の御事 也 例の御事なり 1783 -2

宿木 54 ー 車はたかく 1783 -6

宿木 54 2 やゝ見て 1783 ▼8

宿木 543 こきうちき ー783 -8

宿木 544 わかなへ ー783 -9

宿木 54 5 いつみ 河 1783 -ー2

宿木 54 6 このきさらき 1783 -ー2

宿木 547 おい人 1784 -5

宿木 548 京人 ー784 -5

宿木 549 天下 1784 -6

宿木 550 あつまにて 1784 -6

宿木 551 物けたまはる ー784 -10

宿木 552 これなんど ー784 -ー0

宿木 553 まらうとのかた 1785 -8

宿木 554 かはらかにて ー78 5-9
宿木 555 このおい人 ー78 5-ー1

宿木 556 むごに ー78 5-ー2

宿木 557 これよりはいとよく これよりは 178 5-ー3

宿木 558 かれをも ー78 5-ー4

宿木 559 宮の御かた 178 6-2

宿木 560 これはしられ 17 86-5

宿木 561 世中に ー78 6-7

宿木 562 かんさしのかきり 1786暮8

宿木 563 こそ過て こそは過て 1787-1
宿木 564 その比ほひ 1787 -4
宿木 565 かほ鳥の寄 1788 -ー
宿木 566 かたりけり 1788 -2
東屋 1 つくは山を ー793 -1

東屋 2 は山の茂り ー793 -1

東屋 3 さまても ー793 -5

東屋 4 世にありかたけなる 1793 -5

東屋 5 かみの子ともは ー793 -7

東屋 6 すぎ+ + 1793 -8

東屋 7 こと人と 1793 -9

東屋 8 おなしごと 1793 -12
東屋 9 我姫君 ー794 -2
東屋 10 かんたちめ ー794 -3
東屋 ll ことこのむ 1794 -5

東屋 12 萱なとほと+ + 声なとほと+ + ほとむ とな 1794 -8

東屋 ー3 かうけ 1794 -8

東屋 14 またく またくすきまなき 1794 -9

東屋 ー5 わかう人 1794 -l l

東屋 16 物かたり 1794 -ー3

東屋 17 かうじんをし ー794 -13

東屋 18 らう+ + しくこそ ー794 -14

東 屋 ー9 いひなして 1794 -14

東屋 20 左近の少将 1795 -1

東屋 2 ー えあらぬにや 1795 -2

東屋 22 さいへと 17 95 -6

東屋 23 この御かたにとり付て 1795 -7

東屋 24 人 のてうとゝ ー795-13

東屋 25 目をはつか に ー795-14
東屋 26 内数坊 1796-1
東屋 27 はやりかなる はやりか 1796 -2
東屋 28 あこをは 1796 -6
東屋 29 ちかうよひよせて ー796 -8
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東屋 30 おもひは かゝる ■■r探■ H J}■
ー7 96-9

東屋 3 1 なみ+ + の ー796-10
東屋 3 2 わかき人+ + ー7 96-12
東屋 33 まうてゝ ー797-3
東屋 34 女とものしるたより ー797-6
東屋 3 5 かのヘん ー797-1ー

ー7 97-13東屋 3 6 君いとあてやかならぬ
東屋 3 7 いきかよはん 17 97-14
東屋 38 おなしごと 17 98 -1
東屋 3 9 源少納言さぬきのかみ 17 98-3
東屋 40 この人 1798-4
東屋 4 1 なかにあたり 1798-6
東屋 4 2 いさやはしめより 1798-7
東屋 43 かんのぬしは ー7 98-9
東屋 44 なにかは なにかは句 ー799-1
東屋 4 5 このにしのかた ー799-I
東屋 4 6 内の御かた ー799-7
東屋 4 7 手にさゝけたること てにさゝけしごと ー799-ll
東屋 4 8 さらにこと人 さらにこと人と ー8 00-3
東屋 4 9 もとの御心さしのま にゝ もとの心さしのま にゝ ー80 0-4
東屋 50 まうてこと まとてこと 18 00-5
東屋 51 しかなん ー800 -10
東屋 52 めのわらは ー8 00-12
東屋 53 の給ふ人+ + ー8 00-13
東屋 54 こ大納言殿 180 1-2
東屋 55 家のこ くナシ〉(54 注ノ●部) ー8 01-2
東屋 56 きやうさく ー8 01-3
東屋 57 心つきて ー80 い3
東屋 58 このほとの心さしに このほとて 180 1-4
末尾 59 うれ しく思 ー8 0い7
東屋 60 ほとりはみ ほとりはみたる ー8 0ト 10
東屋 ■ 61 人から 180 1-ll

東屋 62 あてひても ー801-12
東屋 63 又ころの 18 01-13
東屋 64 なを人の なき人 ー80 2-ー
東屋 65 こたみの頭 こたひ 18 02-2
東屋 66 御 口つからこて くちつからこて ー8 02-2
東屋 67 あそん あそむし ー8 02-3
東屋 68 われしあれは ー8 02-4
東屋 6 9 たとひあヘすして ー802-13
東屋 70 たう時のみ かと 18 03-3
東屋 7ー いもうと 18 03-5

東屋 72 ぞくらう 1803-8

東屋 73 かの姫君をは ー803ー12

東屋 74 中のこのかみ ー8 03-ー3
東屋 75 月比は又なく ー8 03-ー4
東屋 76 日をたにとりかへて 日をたにかへで 日比たにかへて 1804-3
東屋 7 7 又しちを 1804-9

東屋 78 く欠〉 女はまして
写本､ 78-81-83欠○資料稿

ハ版本二∃リ補ウ○
1804-12

東屋 79 く欠〉 こなたにも 1804-14

東屋 80 〈欠〉 かみ外より ー804-14

東屋 8 ー く欠〉 けさう人 1805-I

東屋 82 めてたからん御むすめ 1805-2

東屋 83 く欠〉 いやしうも 1805-3
東屋 84 もはら 1805-4
東屋 85 おなしこと 1805-ー0 ■

東屋 86 このゆかり 1805-ー0

東屋 87 あひ+ + にたる 1805-ー4

東屋 88 御 さいはいにて 1806-2

束屋 89 かく心口おしきいまし かく心くちおしくいまし ー806-3

東屋 90 按察 右 のおほ殿

写本 ト版本デ見出シ■注内

容ノ記載順二相違アルガ､

内容 トシテハ同一○

ー806 -

東屋 9 ー 式部 卿 1806-8

東屋 92 いとむねいたかるヘき 1806-12

東屋 93 こ宮 こ宮は宮 1806-14

東屋 94 さまあしき 1807-2

東屋 95 わ かかすならては ー807-6

東屋 96 あたらしうしたてられたるかたを ー807-ー0

東屋 97 さばらかに ー807-12

東屋 98 にかいなと 〈欠〉 ー807-13

東屋 99 御 かたは 1808-1

東屋 一oo 人の御心 は ー808 -1
東屋 ー0 1 こうちきの ほと ー808-4

ー808-5

1808-8 ▲t=∴ミ
1808-12

東屋 102 く欠〉 なてつくろふ句 資料稿ハ版本ニヨリ補ウ○

東屋 ー03 なかうとに

東邑 ー04 そのこと 侍ゝらて
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東 屋 105 く欠 〉
写 本 ､ 10 5- 107欠 ○資 料 稿

ハ 版 本ニヨリ補 ウ○

i

ー808 -13

東 屋 10 6 く欠 〉 たの もしきか たに は 先な ん 1809 -2

東 屋 ー07 く欠 〉 あぶ れ んも ●, 1809 -4

東 屋 ー0 8 かた み にちりほ は ん ー809 -5

東 屋 ー09 たゆ ふ かもとにも ー809 -6

東屋 110 か るゝお とりの 1809 -8

東屋 ーーー 御 かた も ー809 -ll

東屋 ー12 あつま きぬ あつ まきや ー809 -14

東屋 113 ま らうとの 御 てい まらうとの御 でゐ まうか との 御 てゐ ー8ー0 ■4

東屋 114 源 少納 言 ー8 ー0 ■5

東屋 115 お のこゝ ー810 -5

東屋 1ー6 宮 にとは おもふ なりけ り 18 10 -7

東屋 117 この 御 か たざま 18 10 -8

東屋 ー18 ことにゆ るい ことに ゆるひ 18 10 -8

東屋 119 はち給 はす 18 ー0 -ll

東屋 ー20 こ北の か たに は 18 10 -13

東 屋 12ー こ にゝ は ー8 ー1■1

東 屋 122 宮 わ たり給 18 ーー■3 ■

東 屋 ー23 く欠〉 こた み は 資料 稿 ハ 版本 ニヨリ補 ウ○ 18 1ト3

東 屋 124 く欠 〉 わ か まゝこの 資料 稿 ハ 版本 ニヨリ補 ウ○ 18 11-8

東 屋 ー25 こはなに 人 そ 18 11-9

東 屋 ー26 よそに思 ふ 時 は ー8 ー1-10

東 屋 127 七 夕は か り ー8 ー1-ll

東 屋 128 わ か きみい たきて ー8 11-13

東 屋 129 こ宮 18 12-1

東 屋 ー30 なを + + しき 18 2-5

東 屋 ー3 ー ち ぬゝ しの ー8 ー2■7

東 屋 132 なをしきて (■ 日) なをしきて
写本 ノ｢一 日｣ハ 講 釈 ノ進

行ヲ表ス モノ○見 出シデハ

ナウ行 間 書 キ入 レト思 ワレ

ー8 13-1

東 屋 133 かれ そこの 18 13 -2

東 屋 134 か しけたる 1813-4

東 屋 135 いさこの あた り 18 ー3●4

東 屋 136 か の 君 たち か の君 達 18 13-4

東 屋 137 とのゐ にそ 1813-10

東 屋 138 山ふ ところ 18ー4●1

東 屋 139 中 + + 世 の つね に 814 -5

東 屋 ー40 あるを猶 ー8ー4 ■6

東 屋 14 ー 大 将殿 は ー814-7

東 屋 142 せ かれ しも ー8ー4 -10

東 屋 143 い さやうの もの いさや や うの物 ー814 -ー0

束 屋 ー44 か の過 に し ー814 -14

東 屋 14 5 - もとゆ ヘ に ー もと 1815 -2

東 屋 ー4 6 け に心くるしき 1815 -8

東 屋 14 7 人 にあなつ らるゝ ー815 -9

東 屋 148 む けにそ の 1815 -ー0

東 屋 14 9 うき嶋 の ー8 16 -3

東 屋 150 わ か 身 ー8 16 -3

東 屋 151 つ くは 山 の 18 16 -4

東 屋 ー52 か くあ きらめ 18 ー6 ■4

東 屋 ー53 よらぬ あ や しの よか らぬ あや しの ー8 16 -5

東 屋 ー54 身 をや つす ー8 16 -7

東 屋 155 ほ の か にみ たて 18 ー6 -14

東 屋 156 おか しけ ともみ えす なか ら 18 17 -5

東 屋 15 7 す ろゝにみ え 18 17 -6

東 屋 158 内 より ー8 ー7 ■7

東 屋 159 宮 たちの ー8 ー7 ■9

東 屋 160 けた いして ー8 ー7 ■1ー

東 屋 16 ー お はしたな め り ー8 ー7 -13

東 屋 ー62
い ひ初 てしことのす ちなれ

はなこりな からしとにや な

いひ 初 しことの すちな れ は なこりな

か らしとに やな と
ー8 18 -2

東 屋 163 御 そきをせ させ 18 ー8 t5

東 屋 ー64 いて やその 本 尊 ー818 -9

東 屋 ー65 ね かひ み て ゝ 1818 -9

東 屋 166 +時 + + ー818 -9

東 屋 167 ひ しり心 や 1818 -10

東 屋 ■ ー68 ゆ ゝしと 18ー8 -12

東 屋 ー69 み し人 の 寄 18ー8 -14

東 屋 ー70 み そき河せ ゝにいだ さん 寄 ー819-2

東 屋 ー7 ー ひ くて ー819 -2

東 屋 ー72 つ ゐ に 1819 †3

東 屋 172+ くナ シ〉 つ ゐ によるせ は さらな り

写本 見 出 シヲ欠クガ､ 整 版

本 ■古 活 字 本 ノ注 内容 ハ

172 注ノー 部 ニアリ○

1819 -3

東 屋 ■ー73 く欠 〉 水 の あ は
写本 ､ ー73■ー75欠 ○資 料 稿

ハ版 本ニヨリ補 ウ○
1819 -4

東 屋 174 く欠〉 なて物 1819 -4
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く欠〉
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東屋 175 はしたなけなるまじうはこそ はしこなけなるましうはこ ー819 -8
東屋 ー76 いとうゐ+ + しく ー819 -8 ′
東屋 ー77 めのとゆくりかに ー8 19 -ー0
東屋 辛 ー78 天河を えひすめきたる 18 19 -ー4
東屋 * 179 えひすめきたる 天川を ー8 19 -12
東屋 ー80 よりゐ ー820 -ー
東屋 18 1 時 + + ー820 -2
東屋 182 かのかうはしきを ー820 -3
東屋 183 ごづせんたん ー820 -5
東屋 ー84 まつかのとのゝ 1820 -5
東屋 185 仏はまこと△経云■■t ほとけは経云 1820 -6
東屋 186 き ゐゝたり 1820 -8
東屋 ー87 思初つる事 く欠〉 1820 -9
東屋 ー88 けふた 今ゝ の△異本 けにた いゝまの けにた いゝまの異本 ー820 -10
東屋 ー89 かの世をそむき 1820 -ー0
東屋 190 つらきめ 1820 -1ー
東屋 ー9ー 鳥のね 1820 -12
東屋 192 いとわつらはしく成て ー82 1-5

東屋 ー92+ くナシ〉 いさや

写本見出シヲ欠クガ､ 整版

本 ■古活字本ノ注内容ハ

192注ノー部ニアリ○

182ト5

東屋 ー93 をびやかす 注釈ナシ○ 1821 -8

東屋 194 岩ほの中 1821 -8

東屋 195 この御かた 1821 'ーー

東屋 196 御車なとも例ならて 1821 'ー4

東屋 197 なぞの車 注釈ナシ○ ー822 -1

東屋 198 とのこそ ー822 -4

東屋 199 さうじみを ー822 -6
東屋 200 車ぞひ 1822 -8

東屋 201 なき名はたてゞ ー822 -12

東屋 202 ゆする ー823 -2

東屋 203 けふ過 は ー823 -5

東屋 204 九十月は 九十月 1823 -6

東屋 205 見ゆるなめり 1823 -ー2

東屋 206 さる物のつらに ー824 -8

東屋 207 大将にや ー824 -10

東屋 208 かく打つけなる 1824 -13

東屋 209 宮は今 ー825 -2

東屋 210 おまヘならぬ ー825 -3

東屋 21ー 昇風 ー825 -4

東屋 212 右近とて ー825 -6

乗屋 213 みかうしをくるしきに ー825 -8

東屋 2ー4 はやりかにをそき 1825 -9

東屋 2ー5 物聞え侍ん 物聞侍らん 1825 -9

東屋 2ー6 見給へこうして 見給ヘこうし ー825 -10

東屋 217 心つきなけにけしきはみ ー826 -3

東屋 218 おそまし おすまし 1826 -ー2

東屋 219 つとそひて 1826 -ー2

東屋 220 心なきおりの ー827 -1

東屋 221 いてや今 1827 -2

東屋 222 少心あらん 1827 暮5

東屋 223 平のしけつね 1827 -8

東屋 224 中務宮 1827 -10

東屋 225 大夫 〈ナシ〉(224注ノ■部) 1827 -1ー

東屋 226 御車引 1827 -ー1

東屋 227 人のおほすらん 1827 -12

東屋 228 よ所のさしはなれ 1828 -2

乗屋 229 かまのさうを かまのさう ー828 -4

東屋 230 てをつませ 1828 -5

東屋 231 かの殿には 1828 -6

乗屋 232 まようと まらうと ー828 -8

東屋 233 しも人さへ ー828 -9

東屋 234 此御事侍ら この御事侍ら 1828 -10

乗屋 235 く欠〉 君はたゝ 資料稿ハ版本ニヨリ補 ウ○ 1828 -12

東屋 236 おほしくんせそ おほしくつせそ ー829 -3

東屋 237 はつせの観音 ー829 -4

東屋 238 あか君 1829 -6

東屋 23 9 内ちかき ー829 -7

東屋 240 うつし馬 ー829 -ー0 ､､
東屋 24ー ゆするの名残 ー829 -ー2 ,
東屋 242 目ましろき ー830 -2

東屋 243 かたはらいたく かたはらそいたく ー830 -2

ー830 -3
1830 -4 ′■∴

1830 -6 ､■∴■′ノ

1830 -6 ∴■■■≡三

1830 -7

東屋 244 大将の

東屋 245 みたりかはしく

東屋 246 おもはすならん

東屋 247 この君

東屋 248 あひなく

東屋 249 わか身の 1830 -9:‥ノ∴■■■′:I
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250
エ 3

東屋
≡壬おに等 穿′◆■人さ器●=瑚(-離 ≒■珊 珊 ■rl榊環H00Sf.i露肇■̂弓■■紫 鷲 梨̂≠靭1毒瑚崇仰 ◆ ■◆■■耕■■ン〈WJ ■蕎穎鮒 準髄 鞘 韓ー830 -1ー

東屋 251 こなたのさうし 183ー■3
東屋 252 まめやかに 183 1-5
東屋 253 いさ かゝにても ー83 ト8
東屋 254 うへを 183 ト 1ー
東屋 255 ふたりはかり 柑3 トー4
東屋 256 物かたり 183 1-14
東屋 257 おもひよそヘ ー832 -3
東屋 ■ 258 昔 の御心さし ー832 -4
東屋 259 いふなりしか 1832 -13
東屋 260 いとゆかしう ー833 -8
東屋 26 ー いみしうおほすとも 1833 -9
東屋 262 あひてもあはぬ ー833 -ー1
東屋 263 うちうそふき ー833 -12
東屋 264 いさやことさら ー833 -12

東屋 265 さうしみ (一 日) さうしみ

写本ノ｢一 日｣ハ講釈ノ進

行ヲ表スモノ○見 出シデハ

ナク行間書キ入レト思ワレ
1834 -I

東屋 266 物にくみは ー834 -2
東屋 267 夕つかた 1834 -3
東屋 268 いたちのはんヘらん いたちの侍らん 1834 -4
東屋 269 まかけこそ 1834 -7
東屋 270 心のをにに 1834 -8
東屋 27ー みさほに ー834 -ll
東屋 272 けしからすたち ー834 -ー4
東屋 273 ゆるし ー835 -3
東屋 274 ことやうなりとも こ やゝうなりとも 1835-ー4
東屋 275 つ がゝなくておもふこと ー836-3
東屋 276 心ちなく ー83 6-5
東屋 277 かの家にも ー83 6-6
東屋 278 ざうじざうじ 183 6-9
東屋 279 かしみに かしこに 183 6-ーー
東屋 280 もろ心 ー83 6-ー2

東屋 280+ くナシ〉 この人により
写本見出シヲ欠クガ､ 整版

本■古活字本ノ注内容ハ

280注ノ●部ニアリ○
183 6-ー3

東屋 28ー かの宮のおまヘ ー836 -14
東屋 282 ことたに 1837 -ー1
東屋 283 人ともおほえす ー837 -ー4
東屋 284 つぶやかるれ と ー837 -14
東屋 285 しめゆひし寄 ー838 -3
東屋 286 宮木の 寄ゝ ー838 -5
東屋 287 古宮 1838 -6
東屋 288 あひなう 1838 -7
東屋 289 わかき人は 1838 -ー1
東屋 290 わか物にせん 1838 -ー2
東屋 29ー いとかたし くナシ〉(290注ノー部 ) 1838 -14
東屋 292 世の人のありさま ー839 -2
東屋 293 旅の宿 1839 -7
東屋 294 あやにくだち 1839 -10
東屋 295 は 君ゝたつやと 母君だつや 1839 -13
東屋 296 ひたふるに寄 1840 -4
東屋 2 97 憂世には寄 ー840 -7
東屋 2 98 なを+ + しき ー840 -7
東屋 2 99 さまかヘてけるも ー840 -13
東屋 300 山里めきて 184ト 2
東屋 30 1 たえはてぬ寄

L 1841-5
東屋 302 小家 184ー■1ー
東屋 303 そこにわたして ー84ー■12
東屋 304 みつからやは ー842-1
東屋 305 あたとのひしり あたこのひしり ー84 2-4
東屋 306 ひとわたす 184 2-6
東屋 307 き にゝく 1842-6
東屋 ■ 308 あさてはかり あさつてはかり 184 2-7
東屋 309 ひかわさ 184 2-8
東屋 3ー0 あふなく 184 2-9
東屋 31ー ちかき程 にこそ ー84 2-ー1
東屋 3 12 ふ りはヘて ー84 2-ll
東屋 3 ー3 いがたうめ 184 2-ー2
東屋 3 14 文はやすかるヘきを 184 2-13
東屋 3 ー5 宮に御 らん ー843 -2
東屋 3 ー6 かひなからす ー843 -3
東屋 3 ー7 た のゝおやめきて た おゝやめきて ー843 -4
東屋 3 ー8 こなたかなた ー843 -5
東屋 3 ー9 むつかしきわたくし 1843 -6
東屋 320 の給ひしまだ ー843 -6
東屋 32 ー 御あたりの人 1844 -1
東屋 322 宇治より 1844 -6
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東屋

323 訂�"MBSSKl
さにやあらん

fsai.iilasM E
ー844 -7

東屋 324 かの殿にこそ 1845 -I
東屋 325 なとてかさはあらん 1845 -2

東屋 326 やかのたつみ やかの 1845 -6

東屋 327 この人の御車 1845 -6

東屋 328 か るゝ人 1845 -7

東屋 329 むく+ + しく むく+ + し 1845 -8

東屋 330 さのゝ 1845 -8

東屋 33 ー 里びたる ー845 -9
東屋 332 さしとむる寄 1845 -1ー

東屋 3 33 ひたのたくみ ー846 -1

東屋 334 かたらひ給ふへき ー84 6-4

東屋 3 35 大どき ー84 6-6

東屋 3 36 よもきのまろね 184 6-9

東屋 337 をの+ + 184 6-10

東屋 338 九月 184 6-ー2

東屋 339 十三にち 18 47-1

東屋 340 かしこ かしこも 1847 -4

東屋 34ー 人ひとり 1847 -5

東屋 342 ほうさうし 1847 -8

東屋 343 わかき人は 1847 -8

東屋 344 石たかき所は 1847 -10

東屋 345 うす物 のほそなか 1847 ▲ー1

東屋 346 物のはしめ 1848 -1

東屋 347 君もみる人は 君もみる 1848 -4

東屋 348 なをしの花 1848 -7

東屋 349 おとしかけ 1848 -7

東屋 350 かたみ そと寄 1848 -9

東屋 35 1 心にも 1848 -9

東屋 352 あまたの年 1848 -13

素足 353 さしかくして ー849 -ー■

東屋 354 こめいたるも 1849 -3

東屋 3 55 むなしき 1849 -4

東屋 3 56 おりてはすこし おりてすこし 1849 -6

東屋 3 57 あま君 は ー849 -8

東屋 3 58 わさと思ふへき 1849 -9

東屋 3 59 みちはしけ ー84 9-ーー

東屋 3 60 ゐ給ヘ リは ゐ給ヘり 1850 -4

東屋 3 6ー むかしのいと ー850 -5

東屋 362 宮の御くし 1850-7

東屋 363 あやまりて 1850-14

東屋 364 はやりかならは 1851-1

東屋 365 我つまといふ事は 1851 'ー2

東屋 366 その 山とこと葉 ー85ト 14

東屋 367 おほさぬなるへし 1852 -2

東屋 368 そわうのたいのうヘ 1852 -2

東屋 369 弓をのみ 1852 -3

東屋 370 さるは 1852 -4

東屋 37ー めと めゝ給ふ 1852 -8

東屋 372 やとり木は歌 やとり木寄 1852 -10

東屋 373 はつかしくも 1852 -10

東屋 374 里の名も寄 1852 -12

東屋 375 侍従なん 1852 -13

浮舟 1 宮なを 1859 -1

浮舟 1+ く欠〉 あるましげ 注釈ナシ○ 1859 -1

浮舟 2 か るゝすちの ー859 -4

浮舟 3 やんことなき 185 9暮6

浮舟 4 月日をヘて 185 9-10

浮舟 5 いつかたぎま ー8 59-12

浮舟 6 なとはかりそ ー8 59-ー3

ー8 60-ー浮舟 7 いとをしなか ら

浮舟 8 ことざまに 18 60-ー

ー860 -3

1860 -5
1860 -7

ー860 -8

1860 -ー1

1860 -13

1860 -13

1860 -ー4
1861 -1

186 1-2

浮舟 9 かの人は

浮舟 10 神の

浮舟 ー1 日かすも

浮舟 ー2 かの心をも

浮舟 ー3 もとの心 もとの所

浮舟 ー4 れいのから

浮舟 15 わたすヘき

浮舟 16 すこしいとま

浮舟 ー7 見たてまつる

浮舟 ー8 世中を

浮舟 19 ねひまさり 186 1-4
浮舟 2 0 されとたいめん ー86 1-7 ′
浮舟 2ー 年月もあまり昔をヘたてゆき 年月もあまり 186 ト8
浮舟 22 中+ + かう ー86 いー0
浮舟 23 おなし心 186 1-12 ∴■

浮舟 24 つ みゝ 文 1862 -fc ≦≧
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{I - ., - ▼0 v. ハ≡ p - ハ≡

浮舟 25 たゆふのおとゝ I一一 ■#■¥′asmてl,l恥父ォォォ�">■X■〉==
1862 -7 華

浮舟 26 れいのおまヘにてそ ー862 -8
浮舟 27 このこはかねを ー862 -9
浮舟 ■28 大夫かりやれ ー862 -1ー■
浮舟 29 宇治の名の りつき + + 宇治の名のり ー862 -13 ､㌻
浮舟 30 それならん時 1862 -13
浮舟 3 1 さはみんよ 1863 -2
浮舟 32 おほつかなくて ー863 -4
浮舟 33 山里のいふせき 山里のいふせさ ー863 -4
浮舟 34 御めたてゝ 御めた てゝゝ 1863 -6
浮舟 35 年あらたまりて 1863 -7
浮舟 36 こゝにはいとめてたき こゝには 1863 -8
浮舟 37 つ まゝしく 1863 -ー■ー
浮舟 38 うつち 1863 -ー2 ■
浮舟 39 おほきおまへ ー863 -ー2
浮舟 40 またぶり■に ー864 -4
浮舟 4 ー またふりぬ歌 まだふれ ぬ寄 1864 -6
浮舟 4 ー+ く欠〉 ■ なと御 けしきの ー864 -8
浮舟 42 女 君少将 1864-9
浮舟 43 御文のことにつけて ー865-4
浮舟 44 かのとのに 1865-4

浮舟 45
殿ゐにさしあてなとしつゝ
京よりも

とのゐにさしあてなとしつ 京ゝより

も句
注釈ナシ○ 1865-13

浮舟 46
いと忍ひてさるへき事な

とゝはせ給ふ
いとしの■ひて 1865-13

浮舟 47 いかなる ー865-14
浮舟 48 あまはらうになん 18 66-3
浮舟 49 みし人かとも 18 66-ー4
浮舟 50 このわたり 18 66-ー4
浮舟 51 のり弓 ー8 67-2
浮舟 52 つかさめし 18 67-3
浮舟 53 はやう 186 7-8
浮舟 54 御ともにさふらひ 186 7-14
浮舟 55 けふあすよも けふあそよも 1868 -6
浮舟 56 あやしきまて 1868 -7
浮舟 57 や まゝしき ー868 -ーー
浮舟 58 まいりて 1869 -5
浮舟 59 いよすは 1869 -7
浮舟 60 三四人 1869 -9
浮舟 6ー かのほかけに 1869 -ー1
浮舟 62 右近と名のりし ー869 -1 ー
浮舟 63 右近ものをるとて 1869 -14
浮舟 64 わたらせ給なは 1869 -14
浮舟 65 おりしも 1870 -3
浮舟 66 やかてわたりおはし ー870 -6
浮舟 67 このおと のゝ 1870 -10
浮舟 68 このま にゝ ー870 -13
浮舟 69 けににくき物 ー870 -14
浮舟 70 か るゝさかしら人 ー87 1-4
浮舟 7ー かの御事 ー87 1-7
浮舟 72 なにはかりの 187 ー■9
浮舟 73 よろしう 187 1-ll
浮舟 74 あてなる ー872 -7
浮舟 75 なかのふ 1872 -ー0
浮舟 76 かいはなつ 1872 -12
浮舟 77 みちにていと 1872 -12
浮舟 78 よきたり 1872 -14
浮舟 79 れいのこ にゝは ー873 -6
浮舟 80 あはれなるよの ー873 -7
浮舟 81 つ まゝしかりし 1873 -10
浮舟 82 いける ー874 -5
浮舟 83 時かた ー874 -8
浮舟 84 なめけなり なめ け 1874 -ll
浮舟 85 あやしかりし 1874 -1ー
浮舟 86 時かたと 1875 -ー2
浮舟 8 7 誰にか 1875 -ー3
浮舟 88 かうかヘ給ふ 1875 -ー3
浮舟 89 まめやかよりしては まめやか 1875 -14
浮舟 90 石山に 1876 -9
浮舟 9 ト けふ は 1876 -ー1
浮舟 92 御てうつ ー876 -14
浮舟 93 女いとさまよく 1877 -2
浮舟 94 おもひ出きこゆれと 1877 -5
浮舟 95 しらぬを猶 ー877 -6
浮舟 96 むかヘの人 1877 -9
浮舟 97 この人 + + 1877 -ー4
浮舟 98 よベより 1878 -I
浮舟 99 かのたいのうヘ 1878 -8
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大殿の
+

嘗 舟 100
h

1878 -8
浮舟 10 ー まだ 1878 -ー0
浮舟 ー0 2 なかきよを寄 1879 -3

浮舟 ー03 ゆかしけれ ゆ しゝけれ 1879 -3

浮舟 10 4 よろつに 1879 -4
浮舟 10 5 つらかりし 1879 -5
浮舟 10 6 心をは寄 ー879 -7
浮舟 ー0 7 いかなる人の 1879 -8

浮舟 ー08 えいはぬ事を 1879 -10

浮舟 109 わりなきや 18 79 -12

浮舟 110 よさり 1879 -12

浮舟 11ー けそう けんぞう 1880 -3

浮舟 ー12 ひしりの名をさヘ ー880 -4

浮舟 ーー3
かねてかう｢ とうけ給はら

ましにも

かねてかうーうけたまはらましにも

句
ー880-6

浮舟 ーー4 人めもえ ー880-1ー

浮舟 ーー5 世のたとひ 1880-13

浮舟 1 16 袖の中 ー881-2

浮舟 ー17 世にしらす寄 ー881 -5

浮舟 1 18 なみたをも寄 1881 -7

浮舟 1ー9 をのか 188ト 8

浮舟 120 この五位 ■ 1881 'ー0

浮舟 12 ー 二条院 注釈ナシ○ 188 1-14

浮舟 ー22 心ちこそ 1882 -6

浮舟 123 人のほいは 1882 -8

浮舟 124 まめやかに ー882 -8

浮舟 125 いかやうに 1882 -10

浮舟 ー26 まことにつらしと 1882 -ー2

浮舟 126+ く欠〉 人には 1882 -13

浮舟 127 御心ふかさ 御 心のふかさ ー883 -ー

浮舟 128 すくせのをろか すくせをろか ー8 83 -ー

浮舟 ー29 いらヘきこえん いらヘきこらん 18 83 -4

浮舟 ー30 す ろゝなる 18 83 -5

浮舟 13ー ありやなしや ー883 -ー0

浮舟 132 きのふの ー8 83 -12

浮舟 133 よろしくは くナシ〉(△ 1 字下ゲ) 1883 -ー3

浮舟 ー34 く欠〉 久しうも
写本､ ー34-140欠○資料稿

ハ版本ニヨリ補ウ○
1883-13

軍舟 ー35 く欠〉 さばかれ給 はんもいか なゝれ共
さはかれ給はんもいか なゝ

れとも■■■
1883-ー3

浮舟 136 く欠〉 宮にも 1884 -3

浮舟 ー37 く欠〉 見るからに ー884 -4

浮舟 ー38 〈欠〉 さはかり 1884 -6

浮舟 139 く欠〉 れいはさしも 1884 -7

浮舟 140 く欠〉 の給ひやぶる 1884 -8

浮舟 141 わかありさま 1884 ー12

浮舟 142 かしこには 1884 -14

浮舟 ー43 それたに ー885 -1

浮舟 144 すさ ずんざ 1885 -2

浮舟 145 右近かふるく 1885 -2

浮舟 146 月もたちぬ 1885 -4

浮舟 ー47 こゝには 1885 -8

浮舟 147+ く欠〉 ゑほしなをし 1885 -9

浮舟 ー48 あなかち 1885 -ll

浮舟 ー49 われは年比 1885 -13

浮舟 ー50 又いかにき てゝ 1886 -ー

浮舟 ー5ー 恋しかなしと 1886 -3

浮舟 152 いふに 1886 -4

浮舟 153 えんなるかたざま ー886 -5

浮舟 154 おもはすなるさま ー886 -7

浮舟 155 月比 ー886 -1ー

浮舟 156 けちかき水 1886 -14

浮舟 ー57 わたしてんと思召て 1887 -2

浮舟 ー58 かの人 1887 -2

1887 -6

1887 -9
ー8 87 -1ー

18 87-13

ー8 88 -ー

1888-3

浮舟 159 御心 はへの

浮舟 160 ついたちの比 ついたち比

浮舟 ー6 ー さむきすさき

浮舟 162 柴つみぶね 注釈ナシ○

浮舟 163 いとゝかゝらぬ

浮舟 164 都馴行

浮舟 165 宇治橋の寄 1888-7
浮舟 ー66 今見給てん ー888-7 ∴
浮舟 ー67 たえまのみ寄 1888-9
浮舟 168 内に文 1888 -13 ′=

浮舟 169 す ろゝなる こ ろゝなる 1889 -2 ノJ:I

浮舟 170 大将 人に h 889ll ^

浮舟 17ー やみ は 1889 -6､■′き≡■
浮舟 ー72 衣かたしき 1889十6 .
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ー889-9浮舟 174 もとつ人 1889-1ー

浮舟 175 文たてまつり給ふ 18 89-ー2
浮舟 176 きよけなり 18 89-14
浮舟 ー77 かの君もおなしほと ll ー8 89-14
浮舟 178 御文すくれ ー8 90 -4
浮舟 ー79 かの人の 18 90 -6
浮舟 ー80 京には友まつ 18 90 -7
浮舟 ー8ー 内記は式部少輔 1890 -10
浮舟 182 ひきあけなと ひきあけ 1890 -1ー
浮舟 183 心さまもあふなからぬを 189 ト2
浮舟 ー84 有明の月 1892 -1
浮舟 ー85 されたる 1892 -3
浮舟 ー86 年ふとも寄 1892 -6
浮舟 187 橘の寄 1892 -8
浮舟 188 みたてまつる 1892 -ll
浮舟 ー88+ く欠〉 しろきかきり 1893 -5
浮舟 ー89 わか名もらすな 1893 -9
浮舟 ー90 聾ひきしゝめ 1893 -12
浮舟 ー91 かの人の 1894 -1
浮舟 ▲ ー92 かのみ とゝ めゝ かのみみと めゝ 1894 -4

浮舟 193 まらうとのぬしさてなみえそや
まらうとのぬしさてなみえ

そや宿守の‖■
18 94 -6

浮舟 194 わかすむかた 18 94 -8
浮舟 195 嶺の雪寄 1894 -ーー
浮舟 ー96 こはた山 ー894 -1ー
浮舟 ー97 ふりみたれ 寄 1894 暮13
浮舟 ー98 この中空 1894 -13

浮舟 199 御そなとたてまつり 189 5-4

浮舟 200 しひら 189 5-6

浮舟 201 あざやぎたれは 18 95-6

浮舟 202 御てうつ 189 5-7

浮舟 203 姫宮 姫宮に 1895 -7
浮舟 204 そのほとかの そのほとかの人 に ー89 5-10
浮舟 205 恨ても 189 5-ー3
浮舟 206 むすめの子うむ 189 6-6
浮舟 207 は 君ゝ 1896 -8
浮舟 208 わか心にも 189 6-ll
浮舟 209 待わたれ ー89 6-1ー
浮舟 210 おほしたえて 189 6-14

浮舟 2ー1 おやのかうこ 189 7-1

浮舟 2ー2 なかめやる寄 ー89 7-3

浮舟 2ー3 はしめより 18 97-5
浮舟 214 かのうヘ ー89 7-ー1
浮舟 215 あやしかりし ー8 97-ll
浮舟 216 まして ー8 97-ー2
浮舟 217 これかれと見るも 18 97-14
浮舟 2 18 猶ことおほかり ー8 98-I
浮舟 2 19 なをうつりに 18 98-I
浮舟 2 20 まつならは 18 98-4
浮舟 2 21 心ひとつ 18 98-8
浮舟 222 のちの御文 ■ 18 98-9
浮舟 223 水まさる歌 水まさる 18 98-12
浮舟 224 まつかれを 18 99-ー
浮舟 225 里の名を寄 1899-3
浮舟 226 なからへてあるましき 18 99-4
浮舟 227 かきくらし寄 1899-6
浮舟 228 ましりなは 18 99-6
浮舟 229 つれ + + と寄 18 99暮10

浮舟 230 女官に 18 99-1ー

浮舟 231 すてをき 18 99-12

浮舟 232 むかしより 1899-13

浮舟 233 ありと 190 0-ー

浮舟 234 いかなる事 ー90 0-3

浮舟 235 内になと悪さま 190 0-3

浮舟 236 この内記 190 0-8
浮舟 237 き つゝぎて ー90 0-9
浮舟 238 ゑしなと ー900-10
浮舟 239 しもつかた ー900-ー●1

浮舟 240 この月の 1901'ー

浮舟 241 宇治に 宇治に実に也 1901-2

浮舟 242 さそふ水 190い4
浮舟 243 ま かゝ心ひとつ 190い 9
浮舟 ■ 244 八重たつ山に 八重たつ ー901 -12

浮舟 245 かくれなんことをおもヘと 1901 -13

浮舟 246 いかなる御心ち ー902 -3
浮舟 247 石山とまり ー902 -3
浮舟 248 ふしめ ー902 -4
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汚■雌■÷ ′■■妻≡Jg槻 諾 鮒 ≧0 0 0 .

宮のうヘ

J■滋泰■■迅 ■韻 触 ◆P" ､ ▲ 忙 ､Jp:*&V.MS .,-ォ.<′X指
淳蕗 ■" I 24 9 甘 t 8 ー902 -8

ー902 -ー0

ー903 -4
1903 -6

ー903 -

ー903 -ーー

浮舟 250 思ふやうなるは

浮舟 2 51 おほろけならし

浮舟 2 52 しるヘをなん

浮舟 2 53 つ まゝしきことなとの

浮舟 254 さるすちの

浮舟 25 5 君は聞臥 ー903 -12
浮舟 25 6 よそ+ + にて 1903 -14
浮舟 25 7 よからぬことを ー904 -ー
浮舟 258 みたてまつらさらまし ー904 -I
浮舟 259 かゝらぬなかれ 1904 -4
浮舟 260 さいつ比 1904 -6
浮舟 26 ー みたらし河に 1904 -ー4
浮舟 262 人すくなゝめり ■ 1905 -2
浮舟 263 さうしみこそ 1905 -3
浮舟 264 かしこに ー905 -5
浮舟 265 しはしもまいりまほしく しはしもまいりこまほしく 1905 -8
浮舟 266 かしこもいと物さはか し 1905 -8
浮舟 267 はかなき事なと 1905 -9
浮舟 268 たけふのこふ ー905 -10
浮舟 269 風のなひかん 1906 -ー
浮舟 270 雨ふ りし日 1906 -2
浮舟 27 ー かのせうか家にて ー906 -2
浮舟 272 物がくし 注釈ナシ○ ー906 -5
浮舟 273 かうの君 ー906 -6
浮舟 274 さヘもん さゑもん ー906 -9
浮舟 275 とね りの人 1906 -1ー
浮舟 276 かしこまりてをり 1907 -2
浮舟 277 上くはん 1907 -10
浮舟 278 おととも 1907 -ー0
浮舟 279 御ひもさし ー907 -ー3
浮舟 ■ 280 つい居 つゐゐて ー907 -ー3
浮舟 28 1 あなたは ー908 -2
浮舟 282 かと+ + し 1908 -ー3
浮舟 283 みちすから ー908 -ー3
浮舟 284 ゐ中ひたる 1909 -1
浮舟 285 さるはそれは ー909 -
浮舟 286 昔をおほし出る ー909 -12
浮舟 287 色めきたる ー9ー0 ■1
浮舟 288 此宮の御く 此宮のぐ ー9ー0 ■2
浮舟 289 のく 19ー0 ■3
浮舟 290 やんことなく 1910 -3
浮舟 29ー 一品の宮の 19ー0 ■7
浮舟 292 なかのふ 1910 -10
浮舟 293 みちさたも みちさた 1910 -ー1
浮舟 294 をこなり 19ー0 -12
浮舟 295 せうかつねに 1910 -13
浮舟 296 波こゆる寄 1911 -3
浮舟 297 人にわ らはせ 1911 -3
浮舟 298 奉れつ 1911 -6
浮舟 299 こくしとは 19ー1 t7
浮舟 300 いみ侍なる いみ侍る 1911 -ll
浮舟 301 道にてあけて 19ート 12
浮舟 3 02 みつとはいはて 19ー1 -13
浮舟 3 03 侍従と 1912 -4

浮舟 304 右近かあねのひたちにて

整版本 1古活字本トモ注釈

ナシ○0写本ノ注内容ハ整

版本 ■古活字本304 ノ注内

容ニアタル○

1912 -4

浮舟 304+ くナシ〉 人ふたり

写本見 出シヲ欠クガ ､ 整版

本●古活字本ノ草内容ハ

304注ノ■部ニアリ○

19ー2 ■4

浮舟 305 ほと+ + につけては 1912 -5

浮舟 306 さて我もすみ ー912 -7

浮舟 307 圃にも ー9ー2 ■8
浮舟 308 あやまちたる ー9ー2 ■8
浮舟 309 女のたい + + しきそかし ー912 -ー0

浮舟 3 ー0 あつま人に成てま もゝ ー912 -ー1■

浮舟 3 ーー 御いのちまては ー9ー2 -13

浮舟 3 ー2 - かた ー912 -14
浮舟 3 13 うヘのおもひ ー9ー3 ■3

浮舟 3 14 今ひとり 19ー3t5

浮舟 3 ー5 いてやいとかたしけ ー9ー3 ■7

浮舟 3 ー6 人のかくおほし 19ー3 -8

浮舟 3 ー7 ぶたう 19ー3 -12 ∴
浮舟 3 ー8 ひとるい 19ー3 -12 ′■■
浮舟 3 ー9 うとね り 1913-14 ､こ■■､?.㌔

ォ2舟 320 いみしくいられ 1914-9 ミ[■､

-187-



写本･刊本項目対照表

ー0 00 ,1. ≡ ℡ 八蓑 ニ

19ー4 -10浮■舟
32ー た のみ きこえて

浮舟 322 か くうき事 あるため し 1914 -12

浮舟 323 この おとしゝ 19 15 -7

浮舟 324 さうしとも ざうじ 19 15 -ー0

浮舟 325 さの ごときひ じやう 19 16 -3

浮舟 326 ふ くろうの ー9 ー6 ■6

浮舟 327 さりや 19 ー6 ■7
浮舟 328 め の とは 19 16 -9
浮舟 329 や ぎや う 19 16 -ll
浮舟 330 こけの みた るゝ 19 16 -12
浮 舟 331 む か しは 19 17 -1
浮舟 ■ 332 人 わ らへ 19 17 -5
浮舟 333 こめ き 19 17 -6

浮舟 334 をそ かなへ き お そか るへ き 19 7 -7

浮 舟 335 ほく 19 17 -8

浮舟 336 とうたい 19 17 -9
浮舟 337 御 か み づか ひ 19 ー7 -14
浮舟 338 か ヘ したてまつ らん 19 18 -10
浮舟 339 あ が 君 19 ー8 -13
浮舟 340 む なしき 19 19 -10
浮 舟 34ー い さとげ也 19 ー9 -12
浮 舟 342 ふ よう 1920 -1

浮舟 343 や か てさも御 心 1920 -8

浮舟 344 め の との いさとき 1920 -9

浮舟 345 たいふ た ゆふ 1920 -10

浮舟 346 さとび たる 1920 -14

浮舟 347 かみ わきよりかい こして か み わ きよりか いこし ー92 1-2
浮 舟 348 あ をりといふ 物 192 1-7

浮舟 349 あ たを にゝ ゝ

349注 ノ中途 ヨリ巻 末375マ

デ 写本 ハ 破 損 欠 落 ○資料

稿 ハ 版 本ニヨリ補 ウ○

192 ト 10

浮舟 350 く欠 〉 ちるま しき 192 ト 13

浮舟 351 く欠 〉 をひさけ ー922 -2

浮舟 352 く欠 〉 火 あ やうし P ー922 -4

浮舟 353 く欠 〉 い つくにか 寄 1922 -6
浮舟 354 く欠 〉 右 近 は いひき り 1922 -8
浮舟 355 く欠 〉 い りきて 1922 -9
浮舟 356 〈欠 〉 む ごに 1922 -ll
浮舟 357 く欠 〉 お ひなとして 1922 暮12
浮 舟 358 〈欠 〉 か の 心 の とか に 1923 -1
浮 舟 359 く欠 〉 は つか しけれ ど 注釈 ナシ ○ 1923 -3
浮 舟 360 く欠 〉 な けきわ ひ 寄 1923 -5
浮 舟 36ー 〈欠 〉 ひ つしの あゆ み ー923 -10
浮 舟 , 362 く欠 〉 か らをたに 寄 1923 -ー3
浮 舟 363 く欠 〉 所 + + 1923 -14
浮 舟 364 く欠 〉 い むとい ふ事 なん 1924 -4
浮 舟 365 ,〈欠 〉 御 ゆ か りも 1924 -6
浮 舟 366 く欠 〉 の ちに又 寄 〈欠 〉 1924 -14
浮 舟 367 く欠 〉 か ね のをとに 寄 1925 -2
浮 舟 368 く欠 〉 もてきたる 1925 -3
浮 舟 369 く欠 〉 書 つ けて 1925 -3
浮 舟 370 く欠 〉 か ヘ るま しといヘ は 句 1925 -3
浮 舟 37ー く欠 〉 心 ば しりの 1925 -3
浮 舟 3 72 く欠 〉 見 にくゝ 老成 て 1925 -6
浮 舟 3 73 く欠 〉 わ れな くは 1925 -7
浮 舟 374 〈欠 〉 世 中 1925 -7
浮 舟 3 75 〈欠 〉 夢 も 1925 -10
輯 輪 1 か しこには 人 々お は せ ぬ か しこに は人 お はせ ぬ 193 ー■ー
蝶 輪 2 物 か た りの 姫 君 物 かた りの 193 ト 1
輯 輪 3 京 より 193 1-2
鯖 輪 4 か の 心 しれ る 193 ー■5
嬬 輪 5 此 文を 193 1-7
蝶 蛤 6 こよひ は 193 1-7
鯖 蛤 7 物 ヘわ た らせ 193 1-9

靖蛤 8 よヘ の御 か ヘ リ 193 1'ー1

鯖輪 9 め のとはい か さまに 1932 -3
輯輪 10 宮 にもれ いな らぬ 1932 -5
鯖 輪 1ー いたくわ つ らふ とも 1932 -ー2
鯖 輪 12 雨す こし 1933 -8
鯖 輪 ■ 13 ひとよも 1934 -3

鯖 輪 14 あか 君 注 釈 ナシ ○ ー934 -6

鯖 輪 ー5 むな しき 1934 -6
錆 輪 16 いつ しか かひ ある御 あ りさま ー934 -8
鯖 蛤 ■ ー7 人 のい み しく ー934 -ー0
輯 蛤 ー8 人 にまれ 鬼 にまれ 人 にまれ 1934 -ーー
鯖 輪 ー9 あや しとおもふ ー934 -ー2
靖 輪 20 人 のみ か とに も ー935 -4
鯖 蛤 21 こゝには ー936 -5
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m �". ー≡ :¥′心
こ.B

錆輪 ■

!TJisin='
22

nー
雨のいみし

何 0B0wi%i0 ?:*可 ､ ′■■●れ■蒸■● 1936 -6 〒.Wl

靖蛤 23 か るゝこと もゝのまきれ 1936 -8
購輪 24 をにやくひつらん ー936 -ー0
鯖輪 25 きつねめく物や きつねめく物 きつねめく物也

1936 -ー0 ､
鯖輪 26 かのおそろしと 1936 -ー2
席輪 27 かうむかヘ 1936 -13
鯖輪 28 はかなきことも 1937 -2
鯖輪 29 かヘリ出 ー937 -3 ′
購輪 30 なきかけに 1937 -5
購輪 3 1 いひさはきて 1937 -8
蜂蛤 32 しのひたる事とても ー937 -9
晴輪 53 やさしき程ならぬを 1937 -10
培輪 34 いふ人も ー938 -1
靖蛤 35 我もおち入 1938 -3
蜂輪 36 大うみのはら ー938 -5
購輸 37 たゆふ ー938 -ー2
購蛤 38 法しのかきりしてやかす 193 9-2
購輪 39 むかひの ー93 9-1

蜂蛤 40 いとあやしくれいの ー93 9-4

靖輪 4 1 かたヘ かたヘ兄弟也 ー93 9-6

晴輪 4 2 やすか らす 1939-6

購蛤 43 た 今ゝはかなしさ 1940 -2

購輪 44 入道の宮のなやみ 1940-4

購蛤 4 5 いと かゝしこをは 1940-5

輯蛤 4 6 よヘの事 194 0-ー0

購蛤 4 7 大くらの大ゆふ 194 0-13

購輪 4 8 をになとや 194 ト 2

構輪 4 9 おもはすなるすち 194ト 3

靖輪 50 なやませ給ふ 1941-6

輯輪 5 1 宮の御かた 1941-7

輯輪 52 うつ のゝ世にも 1941-10

輯輪 53 か るゝすち 194ト 12

蝶蛤 54 かくれいの人 194い 13

購蛤 55 悌なとの 1941'ー4

輯輪 56 慈悲をも ー94トー4

鯖蛤 57 かの宮 ー942-2

鯖蛤 58 されはよ猶 ー942 -8

輯蛤 59 文かよはし 1942 -9

靖輪 60 宮の御とふらひに ー942 -丁1

靖輪 61 式部卿宮 ー942 -ー3

靖蛤 62 見給ふにも ー943 -4

輯輪 63 いかてか心えん 1943 -9

靖蛤 64 さりやた こゝの事 1943 -ー0

靖輪 65 この君は 1943 -ー2

靖蛤 65+ く欠〉 こよなくも 1943 -12

靖輪 66 空とふ鳥の 1943 -13

靖輪 67 まきはしらは まきはしら 1944 -2

輯輪 68 むかしより 1944 -5

靖輪 69 中 + + の 1944 -6

輯輪 70 昔御覧せし ー944 -8

輯蛤 7ー 人のそしり 1944 -10

輯輪 72 なにかしひとり 1944 -ll

輯輪 73 きこしめすやうも 1945 -ー

購輪 74 をのつから ー945 -7

輯蛤 75 いみ しくも ー945 -ll

培蛤 76 菖し 1945 -12

輯輪 77 人ほくせき 人ほくせきに ー946 -5

輯輪 78 はらから 1946 -8

輯蛤 79 なかこもり 1946 -9

輯輪 80 月たちて 1946 -1ー

鯖輪 8 1 宿にかよは ゝ 1946 -13

輯輪 8 2 北の宮に 北の宮に句 1946 -13

輯蛤 8 3 忍ひね や歌 しのひ音 や 1947 -2

鯖輪 84 女君の 1947 -2

培輪 8 5 橘の寄 1947 -5

鯖輪 8 6 心ふかきなかに 1947 -6

鯖輪 8 7 とりなをしつゝ 1947 -9

鯖輪 8 8 かくし給 しか 1947 -9

輯蛤 8 8+ く欠〉 こと+ + しくうるはし 1947 -ート

輯蛤 8 9 れいの人+ + 1947 -ー4

19ヰ8 ■3

1948 -5 ′

1949 -2 二■､

1949 -2
1949 -14 ∴…≡

1950 -6

輯輪 90 にはかに

鯖輪 9 1 かきりの

境蛤 9 2 物になん

境輪 93 君達をも

構輪 94 裳はた 今ゝ

靖輪 9 5 その夜なき

鯖輪 9 6 おほ + + と 1950 -6 ､1l=
輯蛤 9 7 さるヘきにて 1950 -9
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n
38 & & i
煉輪

I/諌はJ聖書◆▲､き無J■■､W頗 <
98

◆賀､ 脚 ■●■州√√遠◆■ゝ§=鵡■l与■敬tt S済 ‖′■′■
聞えあかす

J貞妄蓮灘 ンYr撃茄r槻 ▼■l ■､m▲:l1一茸詳蒸 史r′聯■､P 1950 -13
購輪 99 ■あなたも ー95トー
錆蛤 一oo かの御れうとて 195ト 4
培蛤 10 ー をくり物 1951-5
鯖蛤 ー02 さま+ + にせさせ ー95 1-5
購輪 ー03 この人におほせ ー95 1-6
鯖輪 ー04 か るゝ事 とも かゝる事とそ ー95 1-7
購輪 ー05 かくまめやかなる ー952 -7
鯖輪 106 さらにあらし 1952 -10
輯蛤 ー07 宮もおもほし 1952 -ー3
輯鈴 ー08 とき+ + みたて 1953 -9
鯖蛤 ー09 かのつくは山も ー953 -ll
輯輪 110 たヘ侍らす ー954 -5
靖蛤 11ー けそう ー954 -8
鯖鈴 ー12 をろかに見なし 1954 -ー0
購輪 ー13 なかめやすらひて 1955 -3
鯖輪 ーー4 かのあやしく 1955 -5
靖蛤 ー15 中 + + うたて ー955 -8
輯輪 ー16 かうそいはんかし 1955 -ー0
靖輪 ーー7 宮をめつらしく 1955 暮12
購輪 118 ふかき谷 1956 -1
輯輪 ー19 ■ 人かたと ー956 -5
鯖輪 120 後のうしろみ ー956 -6
輯蛤 12ー さはかりの ー956 -8
購輪 122 のほり給はて ー956 -1ー
席輪 123 御車のしちを ー9 56 -1ー
鯖輪 124 われも又寄 ー9 57 -1
鯖蛤 125 つみ いとふか らゝん ー9 57-3
購玲 12 6 うつせ ー9 57-ー0
輯輪 12 7 家にもえいはす ■家にもえいかす 19 57-1ー
鯖蛤 128 あさましき 1958 -ー
輯輪 129 まいて 1958 -2
購蛤 130 さるヘき事 ー958 -5
煉輪 ー3 ー 年比に ー958 -6
鯖輪 132 いたうも俄侍 らすと ー958 -10
蝶輪 133 か るゝおほせ事 1958 -12
鯖蛤 134 年比は心 ほそき 1958 -13
靖輪 135 さとの契 1959 -ー
鯖輪 136 かの君に ー959 -5
輯輪 ー37 はんさい 1959 -6
輯輪 138 す ろゝなるわさかな 1959 -8
蜂輪 , 139 何故なとは 1959 -10
ffi ｣ 140 ことなる事なきゆかり 1959 -12
靖蛤 141 かのかみの ー960 -1
蝶輪 ー4ー+ 〈欠〉 かしこには 1960 -5
鯖輪 ー42 よき人 よき人句 1960 -9
靖輪 143 さるはおはせ し ー96 ト 1
鯖鈴 ー44 人のそしり ー96 1-3
鯖輪 14 5 とてもかくても ー96ー■4
輯輪 ー4 6 六十そう 196 1-5
情婦 14 7 あるしか り 1961 'ー1
購輪 148 しらき 1961 -12
鯖輪 149 ならふヘく 注釈ナシ○ ー96 1-14
鯖輪 ー50 御すくせなりけり ー962 -I
靖蛤 15 ー 宮のうへ ー962 -1
輯輪 152 七僧のまへ 1962 -1
輯輪 153 この宮にかしこまり ー962 -3
鯖蛤 ー54 ふたりの人 ー962 -3
鯖輪 ー55 おもひのさか り 1962 -5
靖玲 ー56 かの殿 は 1962 -6
煉蛤 ー57 きさいの宮 ー962 -7
鯖蛤 158 猶かくて ー962 -8
鯖輪 ー59 二宮の 1962 -岳
購蛤 160 この宮 1962 -9
輯蛤 16ー 小さいしやう 19 62 -ー2
靖輪 ー62 この宮も ー9 62 -14
輯輪 163 いたき いたさ 19 62 -ー4
輯蛤 ー64 なとかさしも ー9 63 -ー
輯蛤 ー65 まめ人 ー9 63 -2
鯖輪 16 6 かく物おほしたる ■ 19 63 -3
鯖蛤 167 哀 しる寄 19 63 -5
輯輪 168 かヘたらは ー9 63 -5
靖輪 ー69 夕暮 19 63 -6
傭 鈴 ー70 つれなしと寄 19 63 -8
鯖輪 17 ー このよろこひ 19 63 -8
輯輪 172 なへて ー9 63 -10
輯玲 173 しけにて 〈ナシ〉(△ 1 字下ゲ ) 19 63 -ー0
蜂蛤 174 人から ー9 63 -10

-190-



写本･刊本項目対照表

J▼ゴポ1■■ +⊥十十100ー∴山�"rxア-r̂ 3>-十十..VsH -1卜‖+→{++汁 sas;▼L ≡B ■ 匂 ハ≡藍
苛冨 ■崇■

ー75 み◆し人よりも 匂 t 藍 1963-13
焼蛤 ー76 なとてかく 1963-14
焼蛤 177 さる物にて 1963-14
輯輪 ■ ー78 人しれぬすちは 1963-14

鯖輪 179 蓮の花 1964-1

鯖蛤 ー80 五くはんの 日 ー964-3

晴輪 18ー 西のわた殿 ー964 -6

鯖蛤 ー82 物きゝこうして 1964 -7
輯蛤 183 なをしきかヘて 1964 -8
蝶輪 184 こゝにやあらん 1964 -ーー
鯖輪 185 れいさやうの 1964 -12
購蛤 ー86 はれ + + しく 1964 -13 ◆
輯蛤 187 ひを物のふたに ー964 -14
輯玲 188 からきぬともかさみ ー965 -ー

蜂蛤 189 まことにつち 1965 -7

鯖輪 190 きなるすゝし ー965 -7

鯖輪 ー9 1 物あつかひ 1965 -9

鯖輸 ー92 さまあしうする ー965 -ー1

蝶輪 193 のこはせ 1965 -13

鯖蛤 ー94 下す女房の 1966 -4

輯輪 195 左の大殿 1966 -10

鯖蛤 ー96 いてきなん 1966 -ー1

輯輪 ー97 ひとへも ー966 -ll

輯蛤 198 物思ふ人とも 物おもふ人ともなるかな 1966 -ー4

輯蛤 ー99 つとめて 196 7-3

鯖輪 200 大武に 1967 -8

鯖輪 20ー はうそく 196 7-12

鯖輪 202 あヘなん ー967-ー2

輯輪 203 ひめして ー968-1

輯輪 204 ゑにかきて ー968-ー

輯蛤 205 内に有し時 1968-5

鯖蛤 206 下すに ー968-9

靖輪 207 れいの宮 ー968-10

鯖輪 208 丁子 丁子 - 写本ハ行間書キ入レ○ 1968-ll

焼蛤 209 なをしこまやか くナシ〉(208注ノー部 ) 写本ハ行間書キ入レ○ 1968 -1

靖輪 2 ー0 女の御みなり ー968-12

購蛤 2 1ー ゑをいとおほく ー968-14

′購蛤 2 ー2 このさとに 1969 -3

鯖輪 2 13 かやうの物 1969 -6

購輪 2 14 あやしくなとてかすて 1969 -7

鯖輪 2 15 それ よりも 1969 -9

輯輪 2 16 かれよりは 1969 -ー0

輯輪 2 17 もとよりかすまへ 1969 -10

蜂蛤 2 ー8 すきばみ 1969 -13

鯖輪 2 ー9 - 夜の心さし ー969 -14

輯輪 220 有しわた殿 1969 -ー4

輯輪 22 1 西さまに 1970 -1

靖蛤 222 大かたは 大かたには 一 1970 -4

輯蛤 223 いとおほえなく 1970 -5

■鯖輪 2 24 ありつかす ー970 -5

靖蛤 225 おひの君達 1970 -6

購蛤 226 今より 1970 -7

購輪 227 ひめ宮は 1970 -9

鯖蛤 228 大納言 ー970 -1ー

輯輪 229 まめ人に ー970-ー2

輯蛤 230 人よりは心よせ 197い 1

輯輪 231 宮をこそ ■ 1971-3

輯輪 232 かたしけなき 1971-4

輯蛤 233 ■宮もわらはせ ー971 -4

ー971 -6靖輪 234 この人 + + 写本ハ行間書キ入レ○

鯖輪 235 いとあやしき 1971 -6

鯖輪 236 なにかしかめは ー971 -8

靖蛤 237 宮もいと 1971 'ー1

ー972 -4鯖輪 238 いさや

鯖輪 239 かしこに侍 ー972 -4

1972 -7晴蛤 240 をそき

鯖輪 24ー 大将殿打勝 ー972 -13

鯖輪 242 せり川の大将 1972 -ー3

鯖輪 243 とを君 ー972 -ー4

1973 暮ー

1973 -3

1973 -3 ′

ー973 -5
ー973 -8 ､

ー973 -9

1974 -3 ′二∴:

輯輪 244 おほしなひく

鯖鈴 245 荻の葉に寄

構輪 246 かきてもそヘまほしく

輯輪 247 昔の人

靖輪 248 か るゝ事も

輯玲 249 又宮のうへ

鯖蛤 250 心の とかに

蜂輪 25ー めのと こゝの人ふた り
ii iii i ii iiiiiii-

1974 -9 ′■■■
焼蛤 252 きさいの宮 1975 -1
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253

J..- i. JL = 沈′L批■▼史m 萱r!≠書書三菱毒玩■=蔓重きJ蓋て■宍◆辱凝 結′5J ◆#L ガJ ■巧讃′◆右妻■■■功′■蕗$0 要一■■､■絵■■弓SEfi瀧■■嚢■≠■岩亭′
筈 垣▼▲t≡≡ ■篇 萎 n>

y iし
1975 -6

鯖 輸 253 + くナシ〉(△ 1 字 下 ゲ ) か けろふ の 式 部卿 1975 -6
鯖 輪 254 せ うとのむ まの か み 1975 -8
鯖 鈴 255 御 せ うとの ー975 -12
鯖 蛤 256 姫 宮 の御 くにて 姫 宮 の御 く ー975 -ー3

鯖 蛤 257 か きりあ れ は ー975 -14

鯖 輪 258 もはか り ー975 -14
靖 蛤 259 ち みゝ こは は らか らそか し 976 -2
輯 玲 260 もとか しきまても 1976 -3
輯 輪 26 ー 春 宮 にや ー976 -4
輯 蛤 262 我 にもけしき ー976 -4
境 輪 263 水 の 底 1976 -5
鯖 輪 264 此 院 に ー976 -6
鯖 輪 265 この 苦 れ いの ー976 -1ー
靖 輪 266 内 にまい らせ 給 1976 -14
煉 蛤 267 紅 葉 の 比 ー976 -14

鯖 輪 268 此 み やそ 1977 -2

輯 蛤 269 初 花 のさま 1977 -4

鯖 輪 270 人 たち ー977 -4
鯖 輪 27 ー か の侍 従 は ー977 -6
輯 輪 272 御 すくせ 1977 -7
輯 輪 273 宮 は宇 治の 1977 -9

靖 輪 274 たち出 給ふ 1977 -10

鯖 輪 275 御 はてをも ー977 -ー1

鯖 輪 276 心 やす くは ー977 -14

輯 蛤 277 さすか に さるへか らん 1977 -14

鯖 輪 278 や う+ + 1978 -1
輯 輪 279 弁 の おもと 1978 -2
靖 蛤 280 そも 1978 -2
輯 輪 28 1 は つヘ きゆヘ あ らしと 1978 -5
購 蛤 282 てならひ 1978 -7
購 輪 283 心 もとなき 1978 -8

蝶 輪 284 女 郎花 寄 1978 -ー2

鯖 鈴 285 心 やす く ー978 -ー2

鯖 輪 285+ 〈欠 〉 さうしに 1978 -ー3

輯 蛤 286 花 といヘ は 寄 1979 -ー

輯 輪 287 た かゝ たそ は たゝかた 1979 -1

輯 輪 288 今まうの ほ りける ー979 -2

情 婦 289 けさや か なるおきなこと 1979 -3
鯖 輪 290 旅ね して 寄 1979 -5
婦 輪 レ 29 1 宿 かさは寄 1979 -7
鯖 輪 292 何 か はつ か しめ ー979 -7
鯖 輪 293 はヘ なん はへ なん 侍 るな り ー979 -ー0
鯖 輪 294 わきてもか の 1979 -ー0
培 輪 295 御 物 はち のゆ ヘ か ならす 御 物 はちの ゆ ヘな か らす 1979 -ー0
輯輪 296 をしなヘ て ー979 -ー1

蜂 蛤 297 中 につい て ー979 -ー3

輯 輪 298 ありつるきぬ の 1980 -1

輯 蛤 299 宮 の 宮の 匂 ふ 也 ー980 -2

購 蛤 300 かの 御 か たの 中将 1980 -2
蝶 輪 301 猶 あや しの わさや 1980 -3
蝶 輪 302 この 宮 には 1980 -4
鯖 蛤 303 おりたちて 1980 -5
靖 輸 304 この ゆか りに は 1980 -7
輯 蛤 305 此 わ たりにも く欠〉 1980 -7
構 蛤 306 れ いの 1980 -8
鯖 輪 307 心 はせ あ らん 人 は 1980 -9

靖 輪 308 され とか た い 1980 -9

靖 輪 309 た いの 御 か た 1980 -10
輯 輪 310 か の御 あ りさま 1980 -10
鯖 蛤 3ー1 いとひん なき 1980 -ll
靖 輪 3ー2 す きも 1980 -14
購 輪 3ー3 れ いの に しのわ た殿 れ い の西 わ た殿 1981 -1
購 蛤 3ー4 姫 宮 姫 君 198ト 2
鯖 蛤 315 な とかく 1981 -4
鯖 輪 316 にるヘきこのか み や 侍 るヘ き にるへきこの か み や 1981 -6
靖 玲 3 17 まろこそ は かゝ た の 1981 -7
鯖 輪 3 18 れ い の 1981 -8
輯 蛤 3 19 た かゝ や う 198ト 10
購 輪 320 おか しの御 身 の程 や 1981 -10
輯 輪 3 2ー りち 1981 -12
購 輪 3 2ー+ く欠 〉 心 い れ 1981 -13
輯 輪 32 2 わ か は ゝ宮 1981 ー4
購 鈴 3 23 み か と+ + の ー982 -ト
鯖 蛤 ■ 3 24 な らヘて もえた て ー982 -4
輯 輪 3 25 み や の 君 は ー982 -5
輯 輪 32 6 ふ た り三 人 は 1982 -8
培 蛤 ■■ 32 7 人しれ ぬ 心 よせ 1982 -ー0
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事▲解､ トJ′′■}憾
蜂蛤 ■

千+ウキ328 n
君にも

夫 ★
W ′l1982 -12 ノ

鯖輪 329 おもほしかけさりし
1982 -13

輯鈴 330 なみ + + の ー983 -1
購蛤 33 ー もとより ー983 -2
購蛤 332 ナにと 1983 -4
晴蛤 333 松もむかしの 1983 -4
輯輪 334 もとよりなと 1983 -5
婦輪 335 た なゝヘてのかゝるすみかの ー983 -7
購輪 33 6 この人そ ｢ 1983-ー0
晴輸 33 7 是こそは 1983-1ー
輯輪 33 8 又かはかりそ 1983-12
鯖輪 33 9 あやしか りける事は 1983 M 2
鯖鈴 340 このはかなしや 1983 -14
輯輪 34 1 ありとみて寄 ー984 -4

靖蛤 3 42 あるかなきかと
写本 ｢是∃リ如私 ｣トアリ､

343 -344ハ兼如ノ補注○
1984 -4

鯖蛤 × (343) 花鳥△ありとみて■■■ 〈ナシ〉く34 2注ノー部 )

写本ハ和歌ヲ列挙シ注ヲ

付ス○整版本 ●古活字本ハ

写本 トヤヤ異 ナルガ､ 同様

ノ注内容ガ 342注ノー部ニ

靖輪 (344
あはれこれも又おなし人そ

かしと思ひ出きこえて
く欠〉 1982 -6

手習 1 その比横川に 1989 -1

手習 2 なにかし 1989 -1

手習 3 いもうと 1989 -2

手習 4 ふるきくはん 1989 -2 一

手習 5 みちの空にてなくやならんと ー989 -

手習 6 みたけさうし ー989 -10

手習 7 ゐて奉るヘきに 1989 -ー3

手習 8 こすさくゐん 1989 -ー3

手習 9 やともり 1990 -3

手習 10 大やけ所 1990 -4

手習 ーー つき+ + しき ー990 -

手習 12 かしらのかみ あらは 1990 -ー4

手習 ー3 きつねの人に 199 1-5

手習 ー4 かのわたり ー99 ー●5

手習 ー5 みつし所 199 ー■7

手習 16 しるくや思ふらん しるやおもふらん 199 1-10

手習 17 あさむきて 1991-14

手習 ー8 けからひ 1992 -1

手習 ー9 ひたいをしあけて 1992 -2

手習 20 やつと 1992 -7

手習 2ー 木玉の鬼 ー992 -ーー

手習 22 目もはなもなか り ー992 - 3

手習 23 いかきさまを 1992 -13

手習 24 雨いたく ー993 -2

手習 25 人におはれ 人にをわれ ー993 -7

手習 26 よこさまの ー993 -7

手習 27 たい + + 1993 -ー0

手習 28 御車 よせて 1993 -ー4

手習 29 何か 1994 -2

手習 30 しか + + の事なん 1994 -4

手習 31 をのか寺にて 1994 -4

手習 32 たゝ年比 1994 -10

手習 33 ありさまみぬ ー994 -10

手習 34 神なと 1995 -1

手習 35 いみしくもかなしと いみしくかなしと ー995 -ー0

手習 36 こゝはとみゆる 1996 -2

手習 37 人の心まとはさん ー996 -3

手習 38 かつみる+ + ー996 -ー0

手習 39 まへみやられ し火は よへみやられし火は ー996 -ー0

手習 40 宮の御むすめ 1996 -ー3

手習 4ー ひめ宮を , 1996 -14

手習 42 かたはらに今の人 1997 -4

手習 43 をのと云所 ー997 -5

手習 44 中やとりを ー997 -6

手習 45 けしやくこと 1998 -5

手習 46 四五月も 四こ月 1998 -5

手習 47 あか俳 1998 -8

手習 48 あヘなん ー998 -

手習 49 打すてましか は ー998 -10

手習 ● 50 いときやうさく 注釈ナシ○○ ー999 -2

手習 51 御ようめい く欠〉 1999 -2､■､

1999 -3
1999 -5 ∴

1999 -ll

1999 -1ー +
1999 -11 ､

手習 52 くとくのむくひに

手習 53 なにかそれえんに

手習 54 われむさん

手習 55 やふるかいは

手習 56 女のすちに
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写本.刊本項目対照表

S f=S ::ォ= m xー-L ≡昏 SW .M Z :'. ≡由 rig .

2000 -ー
磯 ､cKTJ蛭■
手習 57

≡
■諾鞄■叫､■lウ■{r"ツ馳/;▲■毒妻欄≒卓w ◆莞h,#岳乃 ′l■鞘#水▲▲X人にかりうつして

午+十++ ★+tト̂p .̂ ft功<M*T†十f.v十++ 淋 + ++;十++∴lォaSJ3付0 0UサXK!0>

手習 58 むかしはおこなひせし 2000 -5

手習 59 つきたる人の 2000 -ー0

手習 60 いといみしと 2001 -2

手習 61 いと清けなる いときよけ 2001 -7

手習 62 もとよりおれ + + しき 2002 -9

手習 63 いたはりやめ 2002 -ll

手習 64 ーとせたらぬ 2002 -14

手習 65 天人のあまくたれる 2003 -1

手習 66 たゝほのかに 2003 -5

手習 67 人のいてきて 2003 -7

手習 68 このあるしも 2003 -ー2

手習 69 いときよけに 2004 -5

手習 70 物まねひして 2004 丁8

手習 7ー みしあつまちの 2004 -9

手習 72 かの夕霧 ■ 2004 -9
手習 73 山にかたかけ 2004 -10
手習 74 少将の尼 2004 -13

手習 75 むかしも 2004 -14

手習 76 おもひいつ 2005 -3

手習 77 おひ出けるかな おひ出けるかな句 2005 -2

手習 78 身をなけし寄 2005 -5

手習 79 我かくての寄 2005 -9

手習 80 こもきとて 2006 -6

手習 8ー 都鳥 2006 -7

手習 82 世 中に 2006 -8

手習 83 さきうちをひ 2006 -13

手習 84 これもいと 2007 -ー

手習 85 年比 2007 -6

手習 86 心のうち 2007 -9

手習 87 住 はなれかほ 2007 -9

手習 88 したひまとはさるゝ 2007 -1ー

手習 89 はふき 2007 -ー2

手習 90 よになひかせ 2007 -ー4

手習 91 すいはん 2008 -ー

手管 92 はすのみ 2008 -ー

手習 93 わすれかたみ 2008 -4

手管 94 とはすかたりも とはすかたり 2008 -6

手習 95 われは我と 2008 -7

手習 96 しろき一重 2008 -8

手習 97 ひわた色 2008 -8

手習 98 わすれなんと思 2009 -ー

手習 99 らうのつま 2009 -6

手習 一oo 何にほふ らん 20 0 -3

手習 ー01 人の物いひを 2010 -3

手習 102 頭 中納言 2010 -6

手習 103 おやのとの 2010 -7

手管 104 心うく 2010 -8
手習 105 やう+ + 20ー0 -ll
手習 106 さしあたり 20ー0 -12
手習 107 ひたみちに 20ーー11

手習 108 世をすてたれと 20 11 -6

手習 ー09 せんしの 20 11 -5

手習 ー10 女はをきたるましき 20 1ー19

手習 1ーー むかしものかたり 20 1ト 13

手習 1ー2 うちつけ心 20 12 -8

手習 ーー3 こと+ + に 20 12 -9
手習 1ー4 あたしのゝ寄 20 12 -12
手習 ー15 うつしうへて寄 20 3 -3
手習 116 こたみ 20 ー3 ▼3
手習 117 まつちの山 20 13 -7
手習 118 たいめん 20 13 -8
手管 1ー9 ゆるい給ふ ゆるひ給ふ 20 ー3 ■ー0

手習 120 かく具 したる 20 13 -ー1

手習 12 ー うたゝ 20 13 -ー4

手習 12 2 世をこめたる 20 ー4 ■2

手習 ー23 いつらあな心う 20 14 -6

手管 124 松むしの苛 20 14 -8

手習 125 名残なるヘし 20 14 -12
手管 12 6 秋のゝの寄 20 ー4 -13
手管■ ー2 7 わつらはしか り わつらはしに 20 ー4 -13
手習 ー28 うちにも猶 20 14 -ー4

手習 129 かきりなく 20 15 -6

手習 130 鹿のなく音に 20 15 -9
手管 ■ 13 ー 過にしかたの 20 ー5 -ll
手習 ー32 みぬ世 みえぬ 20 ー5 -12
手習 133 あたら夜を 20 ー5 -12
手管 134 なにかをちなる 20 ー5 -14
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写本･刊本項目対照表

〉/く宴〉■■=と ■地学≦書■垂■■■夏日讃蜜喜ン昌そ≡賀■転■馳謙圭■■潮■■′■J≒壌■■等 ¢:a? 二▲一i n? 一L ≡
笛のねさへ

窮拙 ｣ 棚
等 蓄‖､"■▲■■ 13 5 20 16 -3

20 16 -3

20 16 -5

20 16 -7

20 16 -10

20 16 -ll

手管 13 6 ふかき夜の寄

手習 137 かくなん

手習 13 8 山のはに寄

手習 139 いかてその

手習 14 0 いつらくそたち

手習 ー41 さためなき世そ 20 16 -12
手習 ー42 はんしきてう 20 16 -13
手習 ー4 3 みみか らにや 20 17 -1
手習 144 今やうはおさ+ + 2017 -2
手習 ー4 5 松風 ■ 2017 -3
手習 ー4 6 念悌 より 20 17 -6
手習 147 とのもりのくそ 20 ー7 -12
手習 14 8 聾やめつる 20 18 -2
手習 149 たけふちちり+ + 20 18 -2
手習 150 こと葉とも 20 18 -3
手習 15ー 今の世 に 20 18 -3
手習 ー52 耳ほの+ + 20 18 -4
手習 153 わ れ かしこに 20 18 -7

手習 ー54 よへ は 20 18 -9

手習 155 わすられぬ寄 20 18 -12

手習 156 おほししるはかり 20 ー8 -12

手習 157 何かはとあるを 何かはとあるを句 20 18 -ー3
手習 ー58 いと わゝひたるは 20 18 -ー3
手習 ー59 笛のね に歌に寄 20 19 -ー
手習 ー60 あやしく 20 19 -I

手習 161 めつらしか らぬ 20 19 -2

手習 ー62 萩の葉におとらぬ 荻の葉 にをとらぬ 20 19 -3

手習 ー63 見知にし 20 19 -4

手習 1(∋4 人にも思ひはなたすへき 20 ー9 ■6

手習 ー65 九月から 注釈ナシ○○ 20 ー9 -10

手習 166 いさ給ヘ 20 ー9 -12

手習 167 たひ + + 2020 -I

手習 ー68 はかなくて寄 2020 -7

手習 169 又もあひきこえん 2020 -8

手習 170 ふる川の寄 2020 -1ー■

手習 17ー しのひてと 2020 -ー2

手習 172 あさましき事と 2020 -ー4

手習 173 たのもし人 202 トー

手習 ー74
いとあやしくこそは有しか

との給へと

いとあやしくこそは有 しか とはの給

ヘと
202 1-4

手習 ー75 われ はと思ひて 202 1-5

手習 ー76 きせ い大とこ 202 1-8

手習 ー77 玉にきす 202 1-13
手習 ー78 心には寄 2022 暮2

手習 ー79 しみつかん 2022 -5

手習 ー80 おはせぬよしをいへとも 2022 -6

手習 ー8ー 山里の寄 2022 -ーー

手習 ー82 うき物と寄 2022 -ー4

手習 ー83 おもひしらぬ人よりも 2023 -6

手習 184 それも物こり く欠〉 2023 -6

手習 185 いひきあはせたり 2023 -12

手習 ■ 186 ひとつはしあやうかりて 2023 -13

手習 187 こもき 2024 -1

手習 188 たのもし人なりや 2024 -3

手習 189 しはふきおほゝれて しはふき 2024-5

手習 ー90 ひたいにてを 2024-7

手習 ー9ー 中にあらましかと 2024-ー2

手管 ー92 さるかたに ▼ さきかたに 2025-ー

手習 ー93 こしまの色 ◆ 2025-5

手管 194 はしめより 2025-6

手習 195 有し御さま 2025-8

手習 196 鳥の鳴を 2025-10

手管 19 7 ことなしひ 2025暮ー4

手習 198 左大臣 2026-4

手習 199 髪は六 しやく 2026-ー3

手管 200 か れゝ とてしも 2026-ー4

手管 20 ー まろなる 2027-2

手管 202 ふいにて 2027-7

手習 203 もの けゝも 2028-8

手習 204 したるやうにて したるやうにて句 2029-2

手管 205 こ にゝとよふ 2029-8

手管 206 うつし人 2029 -10

手習 ■ 20 7 ほころひより 2029 -1ー ､

手管 208 見いれなと 2030 -1

手管 209 わか上 の 2030 -2 ∵′

手習 2 ー0 るてん三かいちう 2030 -7

手習 2 ーー たちはてゝ たちはててし 2030 -8
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写本･刊本項目対照表

■I..T1Jr = 軸 独≡給放′LY 博

手管 2ー2
乃′ 8

とみにせさすヘくも
玩

2030 一10
手習 213 これのみそいける 2030 -12

手習 2 13+ く欠〉 よにふヘき 2031 -3

手習 2ー4 おほとれたる 2031 -5

手習 2ー5 くらふなして 2031 -7

手習 216 なき物に寄 2031 -ll

手習 2 17 かきりそと寄 203トー3

手習 2 18 岸とをく寄 2032 -4

手習 2 19 れいならす 2032 -6

手習 220 心こそ寄 2032 -9

手習 22 ー かきうつして 2032 -ー0

手習 222 いちしるき 2033 -8

手習 223 こうして 2033 -1ー

手習 224 おなし御丁 2033 -ー3

手習 225 ことしらい年と 2034 -ー

手習 226 けうのこと 2034 -5

手習 227 かくのこと

写本ハ見出シノミデ注内容

ナシ○整版本 ■古活字本ハ

次項ト⊥体化シテ一項目ト

ナル○

2034 -7

手習 22 8 おほきなる所は くナシ〉(227注ノ■部) 2034 -7

手習 22 9 そのによにん 2034 -13

手習 23 0 女この 2035 -2

手習 23 1 今はしられなん 2035 -6

手習 23 2 さもやかたらひ 2035 -7

手習 23 3 りうのなか より 2035 -9

手習 234 おまヘなる 2035 -10

手習 235 あね君のつたヘ 2035 -10

手習 236 かたきたち 2035 -13

手習 237 事さま 2035 -13

手習 238 宮はそれにもこそ 宮はそれにも 2036 -ー

手習 239 この人にそ 2036 -1

手習 240 さならんとも 2036 -2

手習 241 おほしやみ にけり 2036 -3

手習 242 の給ひも 2036 -5

手管 243 はかなき物に 2036 -7

手習 244 菓のうすきかことし 20 36 -13

手習 245 松もんに 20 36-13

手習 246 ひねもすに 20 37 -ー

手習 247 山ふしは 2037 -2

手習 248 はしのかたに ■ 2037 -4

手習 249 れいのすかた 2037 -7

手習 250 いとま有て 2037 -10

手習 25 1 木からしの寄 2037 -14

手習 252 まつ人も寄 2038 -1

手習 253 五重の扇 2038 -5

手習 254 わかしたらん 2038 -12

手習 255 よのつね 2039 -5

手習 256 きしかたの 2039 -6

手習 257 いと行ゑ心ほそう いと行末心ほそう 2039 -7

手習 258 この尼君も 2039 -9

手習 259 尋きこえ給ヘき 2039 -ー2

手習 260 心の おもむけ 2040 -1

手習 26 1 大かたの寄 2040 -4

手習 262 いとふに 2040 -4

手習 263 くち木なとの 2040 -8

手習 264 人には 2040 -9

手習 265 春 のしるしも 2040 -ー3

手習 266 君 にそまとふ 2040 -14

手習 267 かきくらす寄 204 1-2

手習 268 山里 の寄 204 1-6

手習 269 雪ふ かき寄 204 1-8

手習 270 春やむかしと 204 ー■ー0

手習 27 1 匂 のしみ けるにや 204 1-10

手習 272 かことかまし 204 1 ー2

手習 273 袖ふれし寄 204 1-14

手習 274 何事 か去 年 2042 -1

手習 275 ほけ + + しき 204 2-2

手習 276 ひたちの北方 204 2-5

手習 277 いもうとなるヘ し 204 2-6
亭習 278 えまちつけ 20 42-7

手習 279 女のしやうそく 20 43 -ー

手管 280 はしめのはた く欠〉 2043 -6

手管 28 1 ほと+ + 出家 ほと+ + 2043 -6

手管 282 さすかおそろし 2043 -7

手習 283 あや しくやう 2043 -7

手管 284 うへにの ほり うヘ にのほりて 2043 -9 ､

手習 285 みし人は寄 2043 -1ー
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写本･刊本項目対照表

讃■■■拝 賀∈J葉≠■井口=L

いちの所も

■l賀小言lガ■■■書L≦≡崇芦花+::萱敦 嘗1=芋■筆▲■▼J◆約,〟◆ ◆■′ 目性
等 菅 ■､■▲†■" 286 ▲放WX幣た0 サm

2043 -14
手習 287 左大 臣殿との給へは

2044 -3
手習 288 しうとくにて 2044 -4
手習 289 この世 の事ともおほえす 2044 -7
手習 290 ひねらせ 2044 -ー2 ′■
手習 29ー くれなゐに桜 2044 -ー4
手習 292 あま衣寄 2045 -3
手習 293 いとおしく いとおしく句 いとおしく句なくも 2045 -3
手習 294 過にしかたの 2045 -5
手習 295 むかしの人 2045 -9
手習 296 しかあつかひ 2045 -9
手習 297 みし程は 2045 -ー2
手習 298 せう 2046 -2
手習 2 99 人のそしり 2046 -6
手習 300 所のさか 2046 -7
手管 30 1 さいつ比 2046 -8
手習 302 道しん 2046 -9
手習 303 猶うちつゝき 2046 -ー1
手習 304 人はなれたる 注釈ナシ○ 2046 -ー3 ■
手習 305 しのふる 2046､■14
手習 306 こと+ + 2047 -5
手習 307 さま + + なる 2047 -8
手習 308 宮のとはせ 2047 -ー0
手習 309 われも又 2047 -ー2
手習 3 10 聞て後も 2047 -ー3 ■
手習 3 1ー うつ のゝ 2047 -ー4
手習 3 12 恩人にけん 2048 -8
手習 3 13 さなの給ひそ さなの給ひか 2048 -9
手習 3 14 宮もか つゝらひ 2048 - 1
手習 3 ー5 うつし人に 2048 -12
手習 3 ー6 きなるいつみ 2048 -12
手習 3 17 風のまきれ 2048 -13
手習 3 ー8 思ひみたれ て おもひみたれて句 おもひみたれて 2048 -14
手習 3 ー9 なをの給はすや くナシ〉(3 ー8注ノー部 ) 2048 -ー4 ■
手習 320 おちあふれて 注釈ナシ○ 2049 暮2■
手習 32 ー 今すこし 2049 -5
手習 322 宮の御事を 2049 -6
手習 323 しらすかほにて 2049 -8
手習 324 きこえんかたなかりける きこえんかたなかりけり 2049 -ー0 ′
手管 325 心うく 2049 -ー2 ■
手習 326 いとおもき 2049 -12
手習 327 月ことのやうか 2050 -2
手習 328 やくし備 2050 -3
手管 ■ 329 かのせうと 2050 -4
手習 330 その人 + + 2050 -5
手習 331 打みん夢の心ち 2050 -5
手習 332 さすかに 2050 -6
手管 333 うきことを 〈欠〉 2050 -8
手習 × (334､) 夢 にこそ恋 しき人を■■■ 〈欠〉 写本 ､ 和歌■首アリ○
夢浮橋 1 れいせさせ 2055 -1
夢浮橋 2 つけかたらひ 2055 -2
夢浮橋 3 京にはか + + しき 2055 -9
夢浮橋 4 そのわたり 2055 -ll
夢浮橋 5 もらしきこえめ 2056 -2
夢浮橋 6 こゝにうしなひたる 2056 -4
夢浮橋 7 老け 2056 -12
夢浮橋 8 たまとの 2057 -2
夢浮橋 9 てしばら 2057-4
夢浮橋 ー0 てんくう 2057 -8
夢浮橋 ーー 三月 2057-10
夢浮橋 一12 すけし く欠〉 20 58-6
夢浮橋 13 さてこそあなれ 20 58-ー0
夢浮橋 14 かくおほしける 20 58-ー4

夢浮橋 ー5 この世には 20 58-ー4

夢浮橋 16 わかんとをり 20 59-3

夢浮橋 17 つみかろめて 20 59-8

夢浮橋 18 月比かくさせ 205 9-10

夢浮橋 ー9 かたちをかヘ 2060 -1
夢浮橋 20 まかりおりより まかりより 2060 -4
夢浮橋 21 此しるへ 2060 -10

夢浮橋 22 打わらひ く欠〉 2060 -12

夢浮橋 23 三条宮 2060 -14

夢浮橋 24 くらゐなと 206 1-2

夢浮橋 24+ くナシ〉(24注ノー部 ) 大やけわたくしは 大やけ 206 ト4

夢浮橋 25 中やとり 206 1-ll

夢浮橋 26 す ろゝなるやう 206 1-14

夢浮橋 27 あをはの山 2062 -3

夢浮橋 28 やり水 のほたる 2062 -4
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写本･刊本項目対照表

二払 0 f& :i山++) 壬H■1
夢淳還 =@=K=;

29
n

呑の軒 はより
2062 -5

夢浮橋 30 ひきほし 2062 -7

夢浮橋 3 1 かゝる山ち 2062 -ll

夢浮橋 32 又の日 2063 -2

夢浮橋 33 ふたり三人 2063 -3

夢浮橋 34 いもうとのかほ 20 63 -4

夢浮橋 35 を とゝ 20 63 -ーー
夢浮橋 36 いひ入たり 2064 -6
夢浮橋 37 こなたに 20 64 -7
夢浮橋 38 かやうにては 2064 -9
夢浮橋 39 けさこ にゝ 2064 -ー4
夢浮橋 40 すけを 2065 -2
夢浮橋 4 1 仏のせめそふ 2065 -2
夢浮橋 42 いかゝはせん 2065 -3
夢浮橋 43 あいしうの あいしう 2065 -4
夢浮橋 44 せめられて く欠〉 2065 -8
夢浮橋 45 こと+ + には 2065 -5
夢浮橋 46 宇治にも 2065 -10
夢浮橋 47 打おほえ うちおほえ うちおほみ 2066 -I
夢浮橋 48 けにヘたてありと 2066 -5
夢浮橋 49 見給へてけんを 見給へてけん 2066 -6
夢浮橋 50 きのかみとか 2066 -8
夢浮橋 5 ー ひとりものし 2066 -ー1
夢浮橋 52 僧都の 給ゝひし 2067 -1
夢浮橋 53 いとかたいことかな 2067 -3
夢浮橋 54 かろ+ + しき 2067 -5

夢浮橋 55 此子もさはきゝ 2067 -7

夢浮橋 56 又侍る 2067 -8

夢浮橋 57 ■ そゝやあらうつくし 2067 -9

夢浮橋 58 げせう 2067 -10
夢浮橋 59 おほしへたてゝ 2067 -12
夢浮橋 60 さしすき人 2068 -6
夢浮橋 ､ 6 1 さらに 2068 -7
夢浮橋 62 さま + + つみ 2068 -7
夢浮橋 63 われなからもとかしき 2068 -9
夢浮橋 64 法の師と歌 法の師と 2068 -1
夢浮橋 65 この人は 2068 -ll
夢浮橋 66 もてまいり■ 2069 -6
夢 浮橋 ､ 67 つみさり所 2069 -8
夢浮橋 68 ■ あるしの君 2069 -ー0
夢浮橋 69 今なんいとかたしけなく 2069 -13
夢浮橋 70 あはてたる心ちして 2070 -2

夢浮橋 71 うつしかたれ共 2070 -4

夢浮橋 72 た かゝくおほつかなき 2070 -5

夢浮橋 73 雲 のはるかに 2070 -6
夢浮橋 74 様 々にて 2070 -ーー
夢浮橋 75 本 に侍 るとそ ■ 2070 -ー2
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広
島
大
学
蔵
刊
本
『
源
氏
物
語
抄
(
紹
巴
抄
)
』
と
そ
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て

1
刊
本
『
紹
巴
抄
』
の
書
誌
的
考
察
/
.
-
.
¥

v
*
-
1
;

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
『
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
は
'
連
歌
師
の
里
村
紹
巴
が
､
三
条
西
公

条
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
聞
書
し
た
も
の
で
'
永
禄
八
年
(
一
五
六
五
)

春
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
す
べ
て
に
注
釈

を
施
し
､
巻
頭
に
序
文
と
総
説
を
置
い
た
大
部
に
し
て
完
備
し
た
注
釈
書
で
'

『
源
氏
物
語
』
注
釈
史
の
中
で
も
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
写
本
で
伝

わ
る
ほ
か
'
近
世
初
期
の
寛
永
年
間
(
一
六
二
四
-
四
四
)
頃
に
古
活
字
本
で
刊

行
さ
れ
'
後
に
整
版
本
に
覆
刻
さ
れ
て
'
刊
本
と
し
て
世
に
流
布
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
｡

広
島
平
安
文
学
研
究
会
が
発
行
し
て
い
る
｢
剛
平
安
文
学
資
料
稿
｣
の
第

二
期
に
は
､
故
稲
賀
敬
二
先
生
に
よ
っ
て
御
架
蔵
の
写
本
二
十
冊
が
/
『
永
禄
奥

書
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
と
し
て
十
分
冊
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
　
(
昭
和
5
 
1
年
-
6
 
1

年
刊
'
平
成
7
年
に
索
引
編
刊
｡
以
下
'
｢
資
料
稿
｣
と
称
す
る
)
｡
『
源
氏
物
語
』

古
注
釈
書
の
翻
刻
刊
行
が
盛
ん
に
な
っ
て
久
し
い
が
'
『
紹
巴
抄
』
に
関
し
て

妹
　
尾
　
好
　
信

は
初
め
て
の
活
字
化
で
あ
り
'
そ
の
後
も
長
ら
く
唯
一
の
活
字
翻
刻
で
あ
っ
た

(
平
成
1
7
年
11
月
に
な
っ
て
､
中
野
幸
一
氏
編
｢
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
｣
第
三
巻

『
紹
巴
抄
』
が
武
蔵
野
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
｡
同
書
は
中
野
氏
御
架
蔵
の
整
版

本
を
定
本
と
し
て
い
る
)
｡
｢
資
料
稿
｣
で
は
'
各
冊
の
巻
末
に
｢
刊
本
と
の
項

目
異
同
｣
の
欄
を
設
け
'
刊
本
と
校
合
し
て
大
き
な
異
同
を
一
覧
し
て
い
る
｡

そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
の
は
'
当
時
'
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究

室
所
蔵
で
あ
っ
た
二
十
冊
の
整
版
本
で
あ
る
｡

平
成
1

5
年
度
よ
り
三
箇
年
に
わ
た
っ
て
'
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
'
『
源
氏
物
語
』
古
注
釈
資
料
本
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
試
み
る
こ
と
に
な
り
'
サ
ン
プ
ル
と
し
て
版
本
『
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
｡
そ
し
て
'
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
'
版
本
の
翻
刻
本
文
(
文
字
デ
ー
タ
)
と
版
面
(
画
像
デ
ー
タ
)
'
さ
ら

に
｢
資
料
稿
｣
に
翻
刻
さ
れ
た
写
本
本
文
の
版
面
(
画
像
デ
ー
タ
)
と
を
相
互
に

参
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
｡
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
底
本
に
は
｢
資
料
稿
｣
で
校

合
に
用
い
た
広
島
大
学
蔵
の
版
本
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
が
'
同
本
に
は
､

･い



各
冊
の
見
返
し
に
旧
蔵
者
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
り
'
ま
た
第
一
冊
目
に
は
本

文
中
の
行
間
や
楠
外
に
多
数
の
注
釈
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
｡
本
稿
で
は
'
ま

ず
'
定
本
と
し
た
広
島
大
学
蔵
本
の
書
誌
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
'
加
え
て
'

第
一
冊
目
の
書
き
入
れ
注
を
翻
刻
し
'
そ
れ
が
い
か
な
る
性
格
の
注
で
あ
る
か

を
考
察
す
る
｡

I
　
『
紹
巴
抄
』
諸
本
の
概
観

『
紹
巴
抄
』
は
'
外
題
や
内
題
に
｢
源
氏
物
語
抄
｣
と
あ
る
伝
本
が
多
く
'

正
式
な
書
名
は
『
源
氏
物
語
抄
』
と
み
な
さ
れ
る
が
'
同
名
他
書
と
区
別
す
る

た
め
に
『
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
'
略
し
て
『
紹
巴
抄
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
｡
た
だ
し
'
諸
伝
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
称
が
見
え
て
い
る
｡

『
国
書
総
目
録
』
(
補
訂
版
)
に
は
'
書
名
と
諸
伝
本
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
｡◎

源
氏
物
語
抄
　
二
〇
巻
二
〇
冊
㊥
源
氏
抄
･
源
氏
二
十
巻
抄
･
源
氏

物
語
称
名
院
抄
･
源
流
臨
江
抄
･
源
氏
物
語
紹
巴
抄
･
水
源
紫
明
抄
㊨

注
釈
㊨
里
村
紹
巴
㊥
永
禄
六
頃
㊧
国
会
(
｢
水
原
紫
明
抄
｣
)
･
京
大

(
国
会
蔵
本
写
)
(
1
五
冊
)
(
二
〇
冊
)
･
実
践
･
東
大
･
山
口
(
1
0
冊
)
･

神
宮
･
天
理
(
第
五
冊
欠
'
九
冊
)
(
二
〇
冊
本
二
部
)
･
桃
園
･
無
窮
神
習
(
一

冊
)
･
竜
門
(
文
禄
四
写
)
㊥
寛
永
古
活
字
版
-
束
洋
岩
崎
･
蓬
左
･
大
東

急
･
高
木
'
古
活
字
覆
刻
版
-
内
閣
･
京
大
･
大
阪
府
･
蓬
左
･
天
理
･

穂
久
適
(
巻
一
欠
)
･
竜
門
'
刊
年
不
明
一
国
会
･
宮
書
･
九
大
･
東
大

･
高
知
･
日
比
谷
加
賀
･
穂
久
適

こ
の
よ
う
に
'
六
種
の
異
称
と
'
写
本
十
四
点
'
版
本
三
種
十
九
点
の
伝
本

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
同
書
第
八
巻
｢
補
遺
｣
に
は
､

源
氏
物
語
抄
(
里
村
紹
巴
)
　
㊧
天
理
吉
田
(
｢
源
氏
物
語
桐
壷
抄
｣
'
室
町

末
期
写
一
冊
)
　
㊥
古
活
字
覆
刻
版
-
島
原
(
｢
紫
糸
抄
｣
)

と
あ
っ
て
､
写
本
･
版
本
各
一
点
が
追
加
さ
れ
て
い
る
｡

さ
ら
に
'
『
国
書
総
目
録
』
の
続
編
で
あ
る
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
'

源
氏
物
語
抄
　
二
〇
巻
二
〇
冊
㊨
源
氏
抄
･
源
氏
二
十
巻
抄
･
源
氏
物

語
称
名
院
抄
･
源
氏
臨
江
抄
･
紹
巴
抄
･
源
氏
物
語
紹
巴
抄
･
水
源
紫
明

抄
㊨
注
釈
㊨
紹
巴
(
里
村
紹
巴
)
㊥
永
禄
六
頃
㊧
国
文
研
初
雁

(
｢
紹
巴
抄
｣
､
昭
和
三
･
四
西
下
経
一
･
入
江
悦
子
･
倉
田
道
子
･
固
友
喜

一
郎
･
中
村
辰
雄
写
二
〇
冊
東
京
帝
大
蔵
本
の
写
)
　
㊥
太
宰
府
天
満
宮

(
｢
源
流
臨
江
抄
｣
'
二
〇
巻
寛
文
刊
二
〇
冊
古
活
字
本
覆
版
)

と
あ
っ
て
'
新
写
本
一
点
と
版
本
一
点
が
記
さ
れ
る
｡

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
'
『
紹
巴
抄
』
の
伝
本
に
は
約
十
五
点
の
写
本
と
三
種
類

二
十
点
余
の
版
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡
三
種
の
版
本
と
は
'

古
活
字
本
と
そ
の
覆
刻
版
'
そ
し
て
刊
年
不
明
の
整
版
本
で
あ
る
｡
古
活
字
本

に
つ
い
て
は
'
川
瀬
一
馬
氏
著
『
榊
古
活
字
版
の
研
究
』
(
昭
4
2
　
日
本
古
書

籍
商
組
合
)
　
に
'

源
氏
物
語
紹
巴
抄
　
　
里
村
紹
巴
撰
　
　
二
十
巻
　
　
二
十
冊

活
字
印
本
盛
行
期
に
於
け
る
源
氏
物
語
注
釈
書
の
刻
本
と
し
て
最
も
大
部

な
も
の
で
あ
る
｡
寛
永
十
七
年
刊
左
大
将
六
百
番
歌
合
等
と
同
種
の
小
型

活
字
印
本
で
'
寛
永
後
期
の
開
版
と
認
め
ら
れ
る
｡
巻
末
に
'
天
正
八
年

(2)



仲
夏
上
旬
三
候
西
殿
等
の
聞
書
を
武
州
忍
成
田
総
州
の
懇
望
に
拠
っ
て
許

可
す
る
由
の
紹
巴
の
識
語
を
附
刻
し
て
あ
る
｡
《
十
行
平
仮
名
交
り
'
毎

行
約
二
十
四
字
｡
字
面
の
高
さ
'
約
六
寸
六
分
｡
》

伝
本
の
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
'
東
洋
文
庫
･
安
田
文
庫
･
久
原
文
庫
･

高
木
文
庫
《
善
人
多
し
》
蔵
の
四
本
に
過
ぎ
ず
'
世
に
流
伝
す
る
も
の
は
'

寛
永
末
年
頃
に
本
書
に
片
仮
名
附
訓
を
施
し
て
覆
刻
し
た
整
版
本
《
内
閣

文
庫
(
和
学
講
談
所
旧
蔵
二
十
冊
)
･
京
都
帝
国
大
学
(
十
冊
)
･
大
阪
府
立

図
書
館
(
二
十
冊
)
･
蓬
左
文
庫
･
高
木
文
庫
(
真
如
蔵
旧
蔵
'
二
十
冊
)
秦

良
女
高
師
(
二
十
冊
)
等
あ
り
｡
》
で
あ
る
｡
原
本
を
極
め
て
精
刻
し
て
ゐ

る
部
分
が
多
い
の
で
'
間
々
活
字
印
本
と
誤
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

と
い
う
記
述
が
あ
る
(
《
》
内
は
二
行
割
書
)
｡
こ
れ
に
よ
る
と
'
古
活
字
本

の
刊
行
は
寛
永
後
期
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
'
巻
末
に
紹
巴
の
識
語
が
付
刻
さ
れ

て
い
る
こ
と
､
寛
永
末
年
頃
に
付
訓
を
施
し
た
覆
刻
整
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
世

間
に
流
布
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
そ
し
て
､
古
活
字
本
た
『
国
書
総
目
録
』

に
載
ら
な
い
安
田
文
庫
と
久
原
文
庫
蔵
の
二
本
の
伝
存
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

(
安
田
文
庫
蔵
本
は
第
一
冊
巻
頭
第
1
丁
の
写
真
が
示
さ
れ
て
い
る
)
'
整
版
本
に

つ
い
て
も
奈
良
女
高
師
蔵
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
｡

古
活
字
本
の
巻
末
に
あ
る
紹
巴
､

の
識
語
と
い
う
の
は
'
第
二
十
冊
末
尾
の
後

見
返
し
部
分
に
'

此
二
十
冊
者

右
府
入
道
殿
公
候
公

三
条
西
殿

栴
名
院
殿
　
御
講

釈
　
予
　
聞
書
也
　
武
州
忍
成
田
総
州
依
御
懇

望
奉
許
可
畢

可
被
守
御
在
名
而
己

千
時
天
正
八
年
仲
夏
上
旬
　
　
　
　
紹
巴
判

と
あ
る
の
を
さ
し
て
い
る
｡
整
版
本
に
は
こ
の
識
語
は
な
い
｡
藤
田
徳
太
郎
氏

『
源
氏
物
語
研
究
書
目
要
覧
』
　
(
昭
7
　
六
文
館
)
が
本
書
を
｢
天
正
八
年
成
｣
と

す
る
の
は
'
こ
の
識
語
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

川
瀬
氏
に
よ
れ
ば
'
『
紹
巴
抄
』
　
の
版
本
は
'
寛
永
後
期
刊
の
古
活
字
本
と

寛
永
末
年
頃
に
付
訓
を
施
し
た
覆
刻
整
版
本
と
の
二
種
と
い
う
こ
と
に
な
り
'

『
国
書
総
目
録
』
　
の
よ
う
に
｢
寛
永
古
活
字
版
｣
｢
古
活
字
覆
刻
版
｣
｢
刊
年
不
明
｣

の
三
種
に
分
類
す
る
立
場
は
と
っ
て
お
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
池
田
亀
鑑
氏

編
『
源
氏
物
語
事
典
』
下
巻
所
収
の
｢
注
釈
書
解
題
｣
(
大
津
有
一
氏
執
筆
)
に
も
'

｢
刊
本
と
し
て
は
十
行
古
活
字
本
と
十
一
行
整
版
本
が
残
っ
て
い
て
｣
云
々
と
あ

り
'
川
瀬
氏
と
同
様
古
活
字
本
と
整
版
本
の
二
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
｡
と
こ

ろ
が
'
近
年
刊
行
の
伊
井
春
樹
氏
『
源
氏
物
語
注
釈
書
･
享
受
史
事
典
』
　
(
平

1
 
3
　
東
京
堂
出
版
)
に
は
｢
版
本
に
は
寛
永
古
活
字
版
･
同
覆
刻
版
･
無
刊
記
版
が

存
す
る
｣
　
と
あ
っ
て
'
『
国
書
総
目
録
』
と
同
様
三
分
類
を
と
っ
て
い
る
｡

詳
し
い
調
査
を
し
た
わ
け
で
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
'
『
国

書
総
目
録
』
が
｢
古
活
字
覆
刻
版
｣
と
し
て
載
せ
る
内
閣
文
庫
本
と
｢
刊
年
不
明
｣

と
し
て
載
せ
る
国
会
図
書
館
本
と
を
実
見
し
て
比
べ
た
限
り
で
は
両
者
の
版
面

に
目
立
っ
た
相
違
は
な
く
'
い
ず
れ
も
広
島
大
学
本
と
同
一
の
版
と
思
わ
れ
る

(
た
だ
し
'
後
述
の
ご
と
く
各
冊
冒
頭
の
目
録
の
刷
り
位
置
に
相
違
が
あ
る
)
0

国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
に
よ
る
と
'
平
成
十
八
年
三
月

(3)



現
在
'
次
の
六
点
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
収
集
さ
れ
て
い
る
｡
う
ち
五

点
が
刊
本
で
あ
る
｡

東
洋
文
庫
蔵
本
(
三
A
d
一
三
)
　
刊
　
二
〇
冊

神
宮
文
庫
蔵
本
(
一
六
二
三
)
　
写
　
二
〇
冊

熊
本
大
学
国
文
研
究
室
蔵
本
(
九
一
三
･
三
六
･
M
a
八
二
)
　
刊
　
七
冊

陽
明
文
庫
蔵
本
　
刊
　
二
〇
冊

上
田
市
立
図
書
館
花
春
文
庫
蔵
本
(
五
)
　
刊
　
二
〇
冊

島
原
市
立
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
(
一
〇
六
-
一
六
)
　
刊
　
二
〇
冊

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
見
た
と
こ
ろ
'
刊
本
五
点
の
う
ち
'
東
洋
文
庫
本
と

陽
明
文
庫
本
は
付
訓
や
返
り
点
･
送
り
仮
名
な
ど
の
な
い
十
行
本
で
'
古
活
字

本
と
認
め
ら
れ
る
(
た
だ
し
'
陽
明
文
庫
本
の
第
二
冊
は
補
写
)
｡
他
は
広
島
大

学
本
と
同
じ
十
1
行
整
版
本
で
あ
る
｡
熊
本
大
学
本
の
み
七
冊
本
で
あ
る
が
'

こ
れ
は
二
十
冊
本
の
三
冊
な
い
し
二
冊
を
合
冊
し
て
七
冊
と
し
た
も
の
で
あ

る
｡十

一
行
整
版
本
は
'
管
見
の
及
ん
だ
限
り
ど
れ
も
同
一
版
と
思
わ
れ
る
が
'

各
冊
冒
頭
第
1
丁
に
置
か
れ
た
巻
名
目
録
の
刷
り
位
置
に
違
い
が
見
ら
れ
る
｡

と
言
う
の
は
'
広
島
大
学
蔵
本
は
'
全
冊
と
も
本
文
の
前
の
丁
の
表
面
'
つ
ま

り
扉
の
位
置
に
目
録
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
と
は
別
に
､
袋
綴

じ
の
裏
面
に
刷
ら
れ
て
表
紙
に
貼
ら
れ
'
見
返
し
の
位
置
に
目
録
を
記
す
も
の

を
一
部
に
含
む
伝
本
が
存
す
る
の
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
'
国
会
図
書
館
本
や
上

田
市
立
図
書
館
本
は
'
二
十
冊
の
う
ち
第
五
冊
か
ら
第
十
六
冊
ま
で
の
十
二
冊

が
こ
の
見
返
し
目
録
型
に
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
'
熊
本
大
学
本
は
前
述
の
通
り

合
冊
さ
れ
た
七
冊
本
で
あ
る
が
'
も
と
の
二
十
冊
の
冒
頭
の
う
ち
､
第
二
'
四
'

七
'
十
-
二
十
冊
の
十
四
冊
分
が
見
返
し
目
録
型
で
あ
る
｡
第
四
'
第
七
'
第

十
'
第
十
三
'
,
第
十
六
'
第
十
八
冊
は
第
二
冊
目
以
降
の
冒
頭
に
あ
た
る
の
で

表
紙
に
貼
ら
れ
て
見
返
し
に
な
っ
て
い
る
が
'
他
は
本
文
の
途
中
に
挟
ま
れ
た

形
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
内
閣
文
庫
本
な
ど
は
広
島
大
学
本
と
同
じ

く
全
冊
扉
型
で
あ
る
　
(
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
は
基
本
的
に
扉
型
で
あ
る
が
､

第
七
冊
だ
け
が
見
返
し
型
に
な
っ
て
い
る
)
｡
こ
れ
ら
の
ど
れ
が
本
来
の
形
で
あ

る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
'
全
冊
扉
型
の
方
が
統
一
が
と
れ
て
い
て
す
っ
き
り
し

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

二
　
古
活
字
本
と
整
版
本
と
の
相
違

ど
う
や
ら
'
『
紹
巴
抄
』
　
の
刊
本
諸
本
は
'
十
行
古
活
字
本
と
十
一
行
整
版

本
の
二
つ
に
分
け
る
の
が
妥
当
で
'
｢
寛
永
古
活
字
本
｣
｢
古
活
字
覆
刻
版
｣
　
｢
刊

年
不
明
｣
本
の
三
つ
に
分
け
る
『
国
書
総
目
録
』
　
の
分
類
は
や
や
無
理
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
十
一
行
整
版
本
は
十
行
古
活
字
本
を
覆
刻
(
か
ぶ
せ
彫
り
)

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
'
そ
の
意
味
で
は
す
べ
て
｢
古
活
字
覆
刻
版
｣
で
あ
る
｡

ま
た
'
古
活
字
本
を
含
め
て
刊
記
の
あ
る
刊
本
は
な
い
か
ら
'
す
べ
て
　
｢
刊
年

不
明
｣
　
本
で
あ
る
｡

川
瀬
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
'
整
版
本
は
　
｢
原
本
を
極
め
て
精
刻
し
て
ゐ
る

部
分
が
多
い
の
で
'
間
々
活
字
印
本
と
誤
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｣
　
と
い
う
ほ
ど
精

巧
な
覆
刻
で
あ
る
が
'
古
活
字
本
に
な
い
漢
字
の
付
訓
や
仮
名
の
清
濁
符
号
'

漢
文
表
記
部
分
の
返
り
点
･
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
全
体
的
に
読
み
や
す
い
よ

(4)



う
に
手
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
｡

以
下
'
第
一
冊
目
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
｡

第
一
冊
を
見
る
限
り
'
十
行
古
活
字
本
と
十
一
行
整
版
本
と
の
間
に
注
釈
項

目
の
削
除
や
追
加
な
ど
の
出
入
り
は
な
い
｡

見
出
し
に
関
す
る
異
同
は
ほ
と
ん
ど
が
仮
名
の
清
濁
表
記
の
有
無
で
あ
る
｡

次
に
一
覧
す
る
　
(
頭
に
付
し
た
の
は
　
｢
資
料
稿
｣
　
の
項
目
番
号
で
あ
る
｡
以
下
同

○
寄
木
巻

74′
h
U

50
′
人
U

じ
)
0

○
桐
壷
巻

《
十
行
古
活
字
本
》

4
1
さ
う
し

6

8
す
け
な
ふ

226 215 203 199 198 192 168 162 156 151 133

た
い
た
い
し
き

さ
へ

け
さ
く

三
た
い

う
け
は
り
て

く
は
ん
さ

き
ひ
は

あ
け
お
と
り

け
し
き
は
み

と
む
食

し
け
い
さ

《
十
一
行
整
版
本
》

さ
う
じ
(
1

0
オ
.
r
H
}
r
H
X

す
げ
な
ふ
(
1

2
ウ
.
^
}i
-
H
/

た
い
だ
い
し
き
(
1

9
オ
･
4
)

ざ
へ
(
2
1
オ
･
2
)

げ
さ
く
(
2
1
ウ
･
3
)

三
だ
い
(
2
2
オ
･
6
)

う
け
ば
り
て
(
2
2
ウ
･
2
)

○く
は
ん
さ
(
2
4
ウ
･
3
)

き
O
a
は
(
等
･
9
)

あ
げ
お
と
り
(
2
5
ウ
O
N

け
し
き
ば
み
(
2

6
オ
1
0
)

ど
む
食
(
2
8
オ
･
3
)

し
げ
い
さ
(
2

8
ウ
･
9
)

ま

た516 483 438 412 349 325 279 220 161 148

《
十
行
古
活
字
本
》

ゆ
へ
つ
け
て

み
み
た
ゝ
す
か
し

又
な
を
人
の
か
ん
た
ち
め
に
て

･
8
)

大
や
け
は
ら
た
ゝ
し
く

2
)

え
ん
す
へ
き

ひ
ひ
ら
き
ゐ
た
り

さ
う
し
み
は
な
し

を
た
し
く

さ
う
し
ら

あ
へ
か
り

け
と
を
き

あ
は
め
ら
る
ゝ

さ
は

さ
は
れ

《
十
一
行
整
版
本
》

ゆ
へ
づ
け
て
(
3
4
オ
.
r
-
A

r
-
1
/

み
み
た
ゝ
ず
か
し
(
3
5
オ
･
4
)

又
な
を
人
の
か
ん
だ
ち
め
(
3

5
オ

大
や
け
は
ら
だ
ゝ
し
く
　
(
3
 
9
ウ
･

え
ん
ず
べ
き
(
4
2
ウ
r
-
O

Oo
8
び
ら
き
ゐ
た
り
(
4
4
オ
･
5
)

さ
う
じ
み
は
な
し
(
4

9
オ
･
1
)

を
だ
し
く
(
5

4
オ
･
3
)

ざ
う
じ
ら
(
5
7
オ
･
5
)

あ
べ
か
り
(
5
9
オ
･
9
)

け
ど
を
き
(
6
3
オ
･
5
)

あ
ば
め
ら
る
～
(
6
4
ウ
･
6
)

さ
ば
(
6
7
ウ
.
i
H
}

r
H
/

さ
ば
れ
(
6
9
ウ
･
5
)

(5)

古
活
字
本
で
は
誤
っ
て
項
目
の
頭
を
一
字
下
げ
て
記
し
､

注
釈
部
分

に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
個
所
が
い
く
つ
か
あ
る
が
'
整
版
本
で
は
一
字
上

げ
て
位
置
を
修
正
し
て
い
る
.
第
1
冊
で
は
､
算
木
巻
の
次
の
二
例
で
あ
る
.

i
 
S
!
に
こ
り
に
し
め
る
(
整
版
本
4
2
オ
　
c
o
)

l



6
4
り
ん
し
(
整
版
本
4
4
ウ
･
4
)

lこ
の
両
者
は
'
整
版
本
の
版
面
を
古
活
字
本
と
比
べ
る
と
'
｢
に
｣
｢
り
ん
｣
が

不
自
然
に
縦
長
に
彫
ら
れ
て
い
て
'
行
頭
を
1
字
分
上
げ
る
た
め
に
や
や
無
理

を
し
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
｡

た
だ
し
'
整
版
本
で
も
位
置
が
正
さ
れ
ず
'
一
字
下
げ
に
な
っ
た
ま
ま
の
例

も
三
例
あ
る
｡
や
は
り
篇
木
巻
の
次
の
項
目
で
あ
る
｡

9
9
a
お
ほ
ど
か
(
整
版
本
3

8
ウ
･
1
)

333 181

き
こ
え
さ
せ
つ
る
(
整
版
本
4
6
オ
.
T
H
}

T
-
1
/

君
達
あ
さ
ま
し
(
整
版
本
5
7
ウ
･
6
)

こ
れ
は
整
版
本
作
成
に
あ
た
っ
て
項
目
の
位
置
の
誤
り
を
見
落
し
た
か
'
ま

た
は
修
正
し
忘
れ
た
か
で
あ
ろ
う
｡

他
に
'
古
活
字
本
の
項
目
表
記
の
誤
り
ま
た
は
不
備
を
整
版
本
で
正
し
た
例

も
あ
る
｡
第
一
冊
目
で
は
次
の
二
例
で
あ
る
｡

る
｡そ

れ
に
し
て
も
'
一
面
十
行
本
を
十
一
行
本
に
改
め
た
の
は
丁
数
を
減
ら
し

て
本
の
値
段
を
安
く
す
る
た
め
か
と
思
わ
れ
る
が
'
一
行
ず
つ
前
の
面
に
送
っ

て
版
木
に
貼
り
付
け
て
彫
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
す
る
と
'
そ
の
労
力
は
相
当
な

も
の
で
'
は
た
し
て
コ
ス
ト
が
割
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
る
｡
た

だ
'
版
面
を
見
て
も
､
よ
ほ
ど
注
意
深
く
見
な
い
限
り
'
貼
り
合
わ
せ
て
作
っ

た
よ
う
な
形
跡
は
全
く
見
ら
れ
ず
'
大
し
た
技
術
だ
と
感
心
す
る
｡
全
二
十
冊

の
巻
配
置
と
巻
頭
の
目
録
1
丁
を
除
く
南
本
の
丁
数
の
相
違
を
次
に
一
覧
す
る

(
巻
名
表
記
は
原
本
の
ま
ま
)
.
巻
の
配
置
は
古
活
字
本
も
整
版
本
も
全
く
1
致

す
る
｡
矢
印
の
上
が
十
行
古
活
字
本
'
下
が
十
一
行
整
版
本
の
丁
数
で
あ
る
｡

古
活
字
本
の
調
査
は
東
洋
文
庫
本
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
た
｡
｢
半
｣
と
あ
る
の
は
～

最
終
丁
が
表
面
で
終
わ
り
'
裏
表
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
後
見
返
し
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
｡

(6)

《
十
行
古
活
字
本
》

10
1
御
さ
う
そ
く
一
く
た

･
2
)

《
十
一
行
整
版
本
》

御
さ
う
そ
く
1
く
た
り
(
桐
壷
･
1

5
ウ

354 195

人
み
な
く

是
に
た
え
す

人
な
み
く
　
(
寄
木
･
仰
り
･
2
)

是
に
た
ら
す
(
等
木
･
5
 
9
ウ
･
4
)

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
修
正
は
項
目
だ
け
で
は
な
く
注
釈
本
文
に
も
及
ん
で
い

る
｡
こ
れ
を
見
て
も
'
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
覆
刻
は
'
単
な
る
精
巧
な

覆
刻
で
は
な
く
'
注
釈
本
文
を
読
み
や
す
く
す
る
と
と
も
に
'
古
活
字
本
の
不

備
を
努
め
て
修
正
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
の
で
あ

第　第　第　第　第　第　第　第
7　6　5　4　3　2　1

冊　冊　冊　冊　冊　冊　冊　冊

桐
壷
･
は
ゝ
き
ゝ

う
つ
せ
み
･
夕
か
ほ

若
む
ら
さ
き
･
す
ゑ
つ
む
花

も
み
ち
の
賀
･
花
の
え
ん
･
あ
ふ
ひ

さ
か
き
･
花
ち
る
里
･
す
ま

あ
か
し
･
み
お
つ
く
し
･
よ
も
き
ふ
･
関
屋

絵
合
･
松
か
せ
･
う
す
雲

朝
か
は
･
お
と
め

《
古
活
》
《
整
版
》

76
T
1
6
9
丁

39
丁
半
1
3

6
丁

5
0
丁
半
1
4
7
丁

6
0
丁
半
1
5
5
丁

6
0
丁
半
1
5
5
丁

6
1
T
1
5
5
丁

5
1
丁
半
1
4
7
丁

58
T
1
5
2
丁



第
9
冊

第
1
0
冊

玉
か
つ
ら
･
初
子
･
こ
て
ふ
･
ほ
た
る
　
　
　
8
 
4
丁
半
1
7
7
丁

と
こ
な
つ
･
か
～
り
火
･
野
分
･
御
ゆ
き
･
藤
は
か
ま
･
真
木
柱

第　第　第　第　第　第　第　第　第　第
20 19 18 17 16 15 14 13　12 ll

T T　冊　冊　冊　冊　冊　冊　冊　冊

(
※
広
大
本
は
末
尾
1
丁
落
丁
に
つ
き
8

5
丁
)

梅
か
え
･
藤
の
う
ら
乗

わ
か
な
上

わ
か
な
下

か
し
は
木
･
よ
こ
笛
･
す
ゝ
む
し

夕
霧
･
御
法

ま
ほ
ろ
し
･
匂
ふ
宮
･
紅
梅
･
竹
川

は
し
姫
･
椎
か
も
と
･
あ
け
ま
き

さ
わ
ら
ひ
･
や
と
り
木

あ
つ
ま
屋
･
う
き
舷

か
け
ろ
ふ
･
手
な
ら
ひ
･
夢
の
う
き
橋

95
丁
半
1
8
6
丁

36
T
1
3

4
丁

6
5
T
1
6
0
丁

55
丁
半
1
5
1
丁

4
8
丁
半
1
4
4
丁

5
7
T
1
5
2
丁

6
7
丁
半
1
6
1
丁

87丁
58丁

61丁
63丁

17

9丁

154丁
156丁

158丁

○
古
活
字
本

1
東
洋
文
庫
蔵
本
岩
崎
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
)

2
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
　
(
二
十
冊
｡
後
補
題
答
｢
源
氏
物
語
紹
巴
抄
｣
｡

第
六
冊
あ
た
り
ま
で
書
入
れ
あ
り
)

3
高
木
文
庫
蔵
本
　
(
二
十
冊
｡
書
き
入
れ
多
し
)

4
　
安
田
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
)

5
久
原
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
)

6
　
陽
明
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
｡
第
二
冊
は
補
写
)

○
覆
刻
整
版
本

7
　
内
閣
文
庫
蔵
本
　
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
｡
書
籍
館
･
浅
草
文

庫
･
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
)

8
京
都
大
学
蔵
本
　
(
十
冊
)

9
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
(
二
十
冊
｡
内
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
｡
目
録
に
｢
寛

(7)

三
　
『
紹
巴
抄
』
刊
本
の
伝
本
一
覧

こ
こ
で
'
前
掲
の
『
国
書
総
目
録
』
と
『
古
典
籍
総
合
日
録
』

の
記
載
に
'

『
源
氏
物
語
事
典
』
｢
注
釈
書
解
題
｣
､
『
源
氏
物
語
注
釈
書
･
享
受
史
事
典
』
'

『
輔
古
活
字
版
の
研
究
』
'
さ
ら
に
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料

目
録
な
ど
の
情
報
を
加
え
て
'
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
紹
巴
抄
』
刊
本
の
諸
伝

本
を
古
活
字
本
と
整
版
本
の
二
種
に
区
分
し
て
一
覧
し
て
お
く
｡
各
文
庫
･
図

書
館
の
目
録
か
ら
も
情
報
を
補
っ
た
｡
こ
こ
で
は
写
本
に
つ
い
て
は
省
略
し
'

刊
本
の
み
に
限
っ
て
掲
げ
た
｡

11

永
年
間
印
行
の
古
活
字
本
を
覆
刻
し
た
無
刊
記
整
版
本
(
覆
古
活
字
本
)
｣

と
あ
る
)

蓬
左
文
庫
蔵
本
　
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
流
臨
江
抄
｣
｡
目
録
に
は
　
｢
寛
永

年
間
刊
(
古
活
字
本
覆
刻
)
｣
と
あ
る
｡
『
国
書
総
目
録
』
に
は
寛
永
盾
活

字
本
と
古
活
字
本
覆
刻
の
双
方
所
蔵
と
あ
る
が
'
目
録
に
は
本
書
だ
け

し
か
見
え
な
い
)

天
理
図
書
館
蔵
本

1
 
2
穂
久
超
文
庫
蔵
A
本
(
十
九
冊
｡
巻
一
欠
)

1
 
3
穂
久
超
文
庫
蔵
B
本



14
竜
門
文
庫
蔵
本

15
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
紫
糸
抄
｣
｡
目
録
に
は
｢
古

活
字
十
1
行
二
十
一
字
｣
と
あ
る
が
整
版
本
で
あ
る
)

16
太
宰
府
天
満
宮
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
流
臨
江
抄
｣
｡
目
録
に
は
'

寛
文
頃
刊
｢
古
活
字
複
版
｣
と
あ
り
)

17
高
木
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
｡
真
如
蔵
旧
蔵
本
)

18
奈
良
女
子
大
学
蔵
本
(
二
十
冊
)

19
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
)

021222つ
J

つ
ん42Iff

2/∩)
つ
ム

7つ
】

29　28

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
二
十
巻
抄
｣
)

九
州
大
学
蔵
本

東
京
大
学
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
)

高
知
県
立
国
書
館
蔵
本

東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
二
十

巻
抄
｣
)

熊
本
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
(
七
冊
)

上
田
市
立
図
書
館
花
春
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
)

桃
国
文
庫
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
｢
源
氏
物
語
抄
｣
｡
朱
の
書
き
入
れ
あ

り
)

中
野
幸
一
氏
蔵
九
曜
文
庫
蔵
本
(
合
綴
十
冊
)

広
島
大
学
蔵
本
(
二
十
冊
｡
外
題
な
し
｡
第
一
冊
に
書
き
入
れ
多
し
｡

全
体
に
虫
損
や
や
多
し
｡
第
十
冊
末
尾
に
1
丁
の
落
丁
あ
り
)

四
　
広
島
大
学
蔵
刊
本
の
書
誌
と
見
返
し
書
き
入
れ

改
め
て
'
広
島
大
学
蔵
刊
本
『
源
氏
物
語
抄
(
紹
巴
抄
)
』
の
書
誌
を
記
す
｡

広
島
大
学
図
書
館
中
央
図
書
館
蔵
｡
大
本
｡
縦
二
七
･
七
セ
ン
チ
×
横
二
〇

･
三
セ
ン
チ
｡
椿
紙
袋
綴
｡
二
十
巻
二
十
冊
｡
小
豆
色
無
地
の
紙
表
紙
｡
全
冊

外
題
な
し
(
題
答
の
は
が
れ
た
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
)
｡
や
や
虫
損
あ
り
｡
一
面

十
1
行
書
き
.
各
冊
冒
頭
に
巻
名
の
目
録
を
1
丁
置
く
.
各
冊
の
丁
数
は
先
に

記
し
た
通
り
で
あ
る
｡

岡
本
は
'
二
十
冊
す
べ
て
前
後
見
返
し
に
旧
蔵
者
を
示
す
墨
の
書
き
入
れ
が

あ
る
｡
一
覧
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
(
｢
/
｣
は
原
文
改
行
)
｡

第
一
冊
　
○
前
見
返
し

練
武
拾
冊
之
初
/
北
越
蒲
原
郡
爾
彦
/
山
緯
角
田
山
麓
波
岸
/

角
田
之
郷
乙
始
山
麓
/
願
正
寺
納
書
蔵

○
後
見
返
し

此
弐
拾
巻
何
方
参
候
共
早
く
急
/
越
後
圃
蒲
原
郡
弥
彦
庄
角

田
漬
村
/
乙
始
山
願
正
寺
方
迄
御
遺
し
/
可
被
下
付
候
如
件

第
　
二
　
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
武
/
乙
始
山
鹿

○
後
見
返
し

北
海
連
弥
彦
高
山
績
山
麓
/
角
田
之
郷
/
願
正
寺
物

第
三
　
冊
　
○
前
見
返
し

(8)



共
二
拾
冊
/
巻
之
三
/
有
則
堂
寂

○
後
見
返
し

下
越
海
連
山
麓
角
田
村
/
願
正
寺
書

第
四
冊
　
○
前
見
返
t

共
二
拾
冊
/
巻
之
四
/
願
正
寺
戒

○
後
見
返
し

北
越
海
岸
角
田
之
郷
/
願
正
寺
物

第
五
一
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
五
/
有
則
堂

○
後
見
返
し

越
之
后
州
蒲
原
郡
角
田
村
/
乙
始
山
戒

第
六
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
六
/
乙
始
山
戒

○
後
見
返
し

北
海
波
岸
角
田
之
郷
/
願
正
寺
物

第
七
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
七
/
願
正
寺
書

○
後
見
返
し

越
之
後
州
蒲
原
郡
弥
彦
庄
/
角
田
村
/
願
正
寺
戒

第
八
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
八
/
願
正
寺
戒

○
後
見
返
し

北
越
海
岸
角
田
之
郷
/
有
則
堂
戒

第
九
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
九
/
有
則
堂
戒

○
後
見
返
し

北
越
海
逸
角
田
之
郷
/
乙
始
山
蔵

第
十
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
/
乙
始
山
善

○
後
見
返
し

越
之
后
州
角
田
村
乙
始
山
/
書
戒

第
十
一
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
一
/
角
田
乙
願

○
後
見
返
し

北
海
連
角
田
郷
乙
始
山
/
願
正
寺
物

第
十
二
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
二
/
乙
始
山
戒

○
後
見
返
し

北
海
之
逸
角
田
之
郷
/
願
正
寺
戒

第
十
三
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
十
三
/
乙
始
山
戒

○
後
見
返
し

越
後
図
蒲
原
郡
角
田
村
/
願
正
寺
戒

第
十
四
冊
　
○
前
見
返
し

(9)



共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
四
/
願
正
寺
戒

○
後
見
返
し

北
越
海
遠
角
田
之
郷
/
乙
始
山
戒

第
十
五
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
十
五
/
角
乙
願
戒

○
後
見
返
し

越
之
后
州
蒲
原
郡
/
角
田
村

第
十
六
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
六
/
願
正
寺
戒

○
後
見
返
し

北
海
岸
角
田
村
/
願
正
寺
戒

第
十
七
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
七
/
乙
始
山
戒

○
後
見
返
し

北
越
蒲
原
角
田
之
郷
/
乙
始
山
戒

第
十
八
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
拾
八
/
角
乙
願
蔵

○
後
見
返
し

北
海
岸
角
田
之
郷
/
願
正
寺
蔵

第
十
九
冊
　
○
前
見
返
し

共
二
拾
冊
/
巻
之
十
九
/
乙
始
山
戒

○
後
見
返
し

越
之
北
岸
角
田
之
郷
/
願
正
寺
書

第
二
十
冊
　
○
前
見
返
し

揃
而
式
拾
冊
之
終
/
越
之
后
州
北
海
連
/
波
岸
角
田
之
郷
/
乙

始
山
善
戒

○
後
見
返
し

此
本
何
方
へ
参
候
共
早
く
/
北
越
角
田
村
願
正
寺
迄
/
御
遺

し
可
被
下
候

以
上
の
ご
と
く
'
こ
の
本
は
越
後
国
蒲
原
郡
角
田
郷
に
あ
る
乙
始
山
願
正
寺

の
所
蔵
で
あ
る
旨
が
す
べ
て
の
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
第
一
冊
と
最

終
第
二
十
冊
後
見
返
し
の
書
き
入
れ
に
は
'
こ
の
本
が
ど
こ
に
持
ち
出
さ
れ
て

も
早
々
に
願
正
寺
ま
で
返
す
よ
う
に
と
書
か
れ
て
お
り
'
相
当
大
切
に
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
年
時
を
示
す
記
事
は
全
く
な
い
の
で
'
い
つ
書
か
れ
た

も
の
か
は
不
明
だ
が
'
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
'
現
在

の
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
(
平
成
十
七
年
十
月
十
日
に
新
潟
市
に
編
入
合
併
)

に
属
す
る
角
田
村
に
あ
る
願
正
寺
な
る
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
大
事
に
扱
わ
れ
て
い

た
本
な
の
で
あ
る
｡

願
正
寺
は
現
在
も
巻
町
角
田
浜
一
一
六
三
番
地
に
存
在
す
る
｡
平
成
十
五
年

八
月
二
十
三
日
'
寺
の
由
緒
を
知
る
べ
く
現
地
を
訪
れ
た
｡
1
R
越
後
線
巻
駅

前
か
ら
女
性
運
転
手
の
乗
務
す
る
角
田
山
周
遊
登
山
バ
ス
に
た
だ
一
人
の
客
と

な
り
'
約
四
十
分
乗
車
し
て
｢
角
田
妙
光
寺
前
｣
で
下
車
｡
願
正
寺
は
日
蓮
ゆ
か

り
の
古
剃
妙
光
寺
と
は
道
路
を
挟
ん
で
反
対
側
に
あ
っ
た
｡
海
岸
ま
で
ほ
ん
の

(10)



二
'
三
十
メ
ー
ト
ル
は
ど
の
海
辺
で
'
ま
さ
に
｢
波
岸
｣
で
あ
る
｡
寺
は
美
し
い

姿
の
山
門
を
く
ぐ
っ
た
正
面
に
｢
乙
始
山
願
正
寺
｣
の
扇
額
を
掲
げ
た
堂
々
た
る

本
堂
を
構
え
た
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
｡
住
職
の
乙
山
固
亮
氏
は
お
留
守
で
あ

っ
た
が
'
先
代
の
奥
様
で
あ
る
住
職
の
御
母
堂
に
お
目
に
か
か
り
'
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
｡
寺
の
由
緒
由
来
に
つ
い
て
は
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
　
｢
乙
始
山

願
正
寺
略
史
｣
と
超
す
る
文
章
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
'
そ
れ

を
引
用
す
る
　
(
句
読
点
を
一
部
変
更
し
た
)
｡

乙
始
山
願
正
寺
は
'
そ
の
創
始
は
不
詳
な
る
も
'
所
蔵
の
記
録
に
よ
れ

ば
'
往
古
は
天
台
宗
で
'
岩
穴
前
の
坊
九
坊
の
一
寺
で
北
蒲
原
郡
中
僚
村

乙
村
乙
宝
寺
の
分
寺
で
あ
っ
た
｡

暁
雲
和
尚
を
第
一
世
と
し
'
建
久
五
年
九
月
六
日
往
生
と
あ
る
か
ら
'

紀
元
一
二
〇
〇
年
頃
で
あ
る
｡
第
二
世
は
錫
拳
師
'
第
三
世
積
遥
師
の
時
'

承
元
元
年
､
親
鷲
聖
人
が
富
国
国
府
(
直
江
津
在
)
　
に
御
流
罪
に
な
り
､

仝
三
年
'
蒲
原
御
巡
錫
の
途
次
'
赤
塚
村
の
庵
主
其
の
許
に
御
一
泊
な
さ

れ
た
時
'
こ
れ
よ
り
西
三
十
余
丁
の
地
に
西
院
の
河
原
の
あ
る
お
話
を
お

聞
き
に
な
ら
れ
'
翌
早
朝
'
仝
庵
主
の
御
案
内
で
岩
穴
に
お
出
に
な
ら
れ
'

阿
弥
陀
経
を
読
諦
な
さ
れ
た
の
を
'
お
側
近
く
に
い
た
積
遥
師
は
'
そ
の

御
聾
と
御
姿
の
尊
さ
に
打
た
れ
'
御
教
化
を
蒙
り
'
立
ち
ど
こ
ろ
に
改
宗
'

お
弟
子
と
な
り
'
法
名
を
教
善
と
'
更
に
御
形
見
の
御
染
筆
御
六
字
の
御

尊
号
を
賜
わ
っ
た
の
で
'
教
善
は
ホ
後
お
供
仕
り
た
い
と
切
に
御
願
い
申

上
げ
た
が
'
聖
人
は
'
そ
こ
も
と
は
越
後
の
圃
が
有
線
の
地
な
れ
ば
'
我

に
代
り
衆
生
教
化
を
た
の
む
と
仰
せ
に
な
り
'
左
の
一
首
を
賜
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
｡

わ
か
る
ゝ
と
い
う
ば
か
り
な
り
昨
日
今
日

明
日
は
会
い
見
ん
弥
陀
の
浄
土
に

斯
く
願
正
寺
は
祖
師
聖
人
の
御
旧
跡
で
あ
っ
た
た
め
'
こ
ん
ど
は
第
十

世
開
蔵
師
の
時
'
本
願
寺
第
八
代
で
中
興
上
人
と
仰
ぐ
蓮
如
上
人
の
御
巡

錫
御
1
泊
'
そ
し
て
ま
た
御
染
筆
の
六
字
尊
号
を
賜
っ
て
い
ま
す
.
当
時

願
正
寺
は
既
に
乙
始
山
麓
に
移
り
'
そ
し
て
こ
の
地
に
在
る
こ
と
約
二
百

八
十
年
'
そ
の
後
第
十
七
世
宝
了
師
の
時
'
承
応
元
年
に
現
在
地
に
移
り
'

本
堂
は
安
永
六
年
(
一
七
〇
〇
年
頃
)
'
庫
裡
は
文
化
三
年
(
一
八
〇
〇
年

頃
)
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
｡
次
'
第
二
十
二
世
理
観
師
の
時
'
明
和
二
年

三
月
四
日
　
(
一
七
六
三
年
頃
)
'
霊
夢
に
よ
る
三
尊
併
が
岩
穴
よ
り
御
出

現
に
な
り
'
当
山
に
御
安
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
｡
而
も
'

願
正
寺
は
千
有
余
年
の
寺
歴
を
も
ち
な
が
ら
一
度
も
火
災
に
遭
っ
て
い
な

い
の
で
'
古
い
記
録
が
そ
の
ま
～
残
っ
て
い
る
｡
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
詰

も
単
な
る
停
説
や
物
語
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
明
治
八
年
'
村
で
七
十
余

戸
も
焼
け
た
大
火
に
も
免
が
れ
'
仝
廿
三
年
九
月
に
は
本
当
の
真
ん
中
に

落
雷
が
あ
っ
て
も
焼
け
な
か
っ
た
｡

そ
し
て
'
明
治
九
年
に
は
本
願
寺
第
二
十
1
代
明
知
上
人
の
御
巡
錫
を

い
た
ゞ
く
等
､
こ
れ
だ
け
御
併
緑
の
深
い
寺
は
他
に
余
り
例
が
な
い
と
思

わ
れ
る
｡

明
知
上
人
よ
り
賜
っ
た
お
歌
(
本
堂
前
の
碑
銘
)
'

･.ll)



法
の
舟
に
あ
わ
ず
ば
わ
れ
も
い
つ
ま
で
も

海
に
い
つ
ま
で
沈
み
は
て
ま
し

(
以
下
略
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
'
本
寺
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
歴
史
の
あ
る
浄
土
真
宗
の
寺
で
'

始
祖
親
鷲
ゆ
か
り
の
寺
で
も
あ
り
'
妙
光
寺
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
古
剃
な

の
で
あ
る
　
(
本
堂
の
前
に
は
近
年
建
て
ら
れ
た
親
鷲
上
人
の
像
が
あ
る
)
｡
山
門

の
脇
に
は
白
壁
の
蔵
が
あ
る
が
'
そ
れ
が
第
三
'
八
'
九
冊
の
見
返
し
書
き
入

れ
に
見
え
る
｢
有
則
堂
｣
と
い
う
名
の
経
蔵
な
の
だ
と
い
う
｡
し
か
も
話
に
よ
る

と
｢
有
則
堂
｣
の
名
は
あ
の
良
寛
の
命
名
に
よ
る
の
だ
と
い
う
｡
そ
れ
が
事
実
で
'

良
寛
が
当
地
に
程
近
い
五
合
庵
に
在
住
時
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
文
化
年
間
(
一

八
〇
四
-
1
八
)
頃
の
こ
と
で
'
こ
れ
ら
見
返
し
書
き
入
れ
も
そ
れ
以
後
に
な

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
現
在
｢
有
則
堂
｣
は
錠
が
錆
び
付
い
て
開
か
な
い
の
だ
と

い
う
が
'
中
に
は
経
典
や
仏
書
が
ほ
と
ん
ど
で
'
文
学
書
の
よ
う
な
も
の
は
な

い
は
ず
だ
と
い
う
｡
そ
れ
に
し
て
も
'
確
か
に
江
戸
時
代
後
期
の
あ
る
時
期
に
'

こ
の
寺
の
経
蔵
に
は
『
源
氏
物
語
』
　
の
注
釈
書
の
版
本
が
二
十
冊
セ
ッ
ト
で
収

め
ら
れ
て
お
り
'
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
'
非
常
に
大
切
に

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
'
こ
の
荒
波
打
ち
寄
せ
る
北
越
の
海
岸
沿
い
の
寒

村
に
お
い
て
『
源
氏
物
語
』
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
り
'
地
方
に

お
け
る
文
化
水
準
の
高
さ
を
示
し
て
い
よ
う
し
'
『
源
氏
物
語
』
享
受
史
に
お

い
て
も
興
味
深
い
事
象
で
あ
ろ
う
と
思
う
｡

お
わ
り
に
　
-
　
第
一
冊
の
欄
外
･
行
間
書
き
入
れ
注
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
'
他
に
注
目
さ
れ
る
事
象
と
し
て
'
こ
の
願
正
寺
旧
蔵
『
紹
巴
抄
』

の
第
一
冊
に
は
'
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
欄
外
･
行
間
に
注
釈
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
｡
書
き
入
れ
注
は
'
総
説
が
終
わ
っ
て
桐
壷
巻
に

入
っ
た
第
5
丁
裏
か
ら
青
木
巻
の
八
割
以
上
を
占
め
る
第
6
4
丁
表
ま
で
の
は
ば

全
丁
に
見
ら
れ
'
上
部
欄
外
を
中
心
に
'
一
部
行
間
の
余
白
に
も
及
ん
で
い
る
｡

書
き
入
れ
は
基
本
的
に
墨
書
だ
が
'
見
出
し
の
頭
に
丸
印
と
合
点
'
終
わ
り
に

句
点
を
朱
で
付
し
て
い
る
｡
ま
れ
に
丸
印
や
合
点
が
な
い
項
目
も
あ
り
'
不
適

切
な
位
置
に
句
点
が
置
か
れ
た
例
も
あ
る
の
で
'
こ
れ
ら
の
朱
は
後
に
一
括
し

て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
れ
ら
書
き
入
れ
注
に
関
し
て
は
'
次
ペ
ー
ジ
以
下
に
全
文
を
翻
刻
し
'
そ

の
内
容
に
関
し
て
簡
略
な
考
察
を
加
え
る
｡
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《
翻
刻
》
.
広
島
大
学
蔵
刊
本
『
源
氏
物
語
抄
(
紹
巴
抄
)
』

第
一
冊
欄
外
･
行
間
書
き
入
れ
注
(
付
･
考
察
)

◎
桐
壷
巻

〔
凡
　
例
〕

一
'
書
き
入
れ
注
は
墨
書
で
あ
る
が
'
見
出
し
　
(
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
部

分
)
　
の
頭
に
丸
印
と
合
点
'
終
わ
り
に
句
点
が
朱
で
付
さ
れ
て
い
る
｡
翻
刻
で

は
合
点
と
句
点
は
省
略
し
た
が
'
丸
印
は
そ
の
ま
ま
○
で
表
し
た
｡

一
'
見
出
し
の
頭
の
丸
印
が
な
い
も
の
に
は
､
私
に
頭
に
･
印
を
付
し
た
｡

一
'
見
出
し
の
後
に
'
『
源
氏
物
語
』
　
に
お
け
る
所
在
を
『
源
氏
物
語
大
成
』
　
の

ペ
ー
ジ
数
･
行
数
と
　
｢
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
｣
第
一
冊
の
ペ
ー
ジ
数
で
示

し
た
｡

1
'
見
出
し
部
分
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
'
注
釈
部
分
と
の
間
を
l
字
開
け
た
o

l
'
注
釈
部
分
は
'
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
'
読
解
の
便
宜
の

た
め
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
｡

一
'
上
部
欄
外
か
ら
書
き
始
め
る
通
常
の
注
と
異
な
る
低
い
位
置
に
あ
る
注
は
'

区
別
す
る
た
め
に
頭
に
▽
印
を
付
し
て
一
字
下
げ
て
記
し
た
｡

一
'
『
細
流
抄
』
に
な
い
独
自
の
注
に
は
'
末
尾
に
※
印
を
付
し
た
｡

一
'
書
き
入
れ
注
に
脱
落
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
'
『
内
閣
文
庫
本
細
流
抄
』

の
本
文
に
よ
っ
て
補
い
'
そ
の
部
分
を
　
【
　
】
　
で
括
っ
て
示
し
た
｡

一
'
そ
の
他
'
必
要
事
項
を
適
宜
　
(
　
)
　
内
に
注
記
し
た
｡

一
'
各
項
目
に
は
'
末
尾
の
　
〔
　
〕
　
内
に
通
し
番
号
を
付
し
た
｡

･
題
号
の
事
説
々
多
し
｡
し
か
れ
共
唯
源
氏
の
事
を
し
る
せ
る
故
也
｡
又
は
古

今
の
序
に
'
山
し
た
水
の
た
え
す
と
い
へ
る
か
こ
と
く
'
水
の
源
を
い
へ
る

也
｡
山
谷
か
詩
に
'
眠
江
'
初
は
涯
フ
レ
鯵
ヲ
入
レ
楚
こ
乃
無
レ
底
と
云
か
こ
と

く
'
是
は
女
の
は
か
な
く
書
た
れ
と
も
心
あ
さ
か
ら
さ
る
也
｡
凡
諸
抄
に
く

は
し
く
し
る
せ
り
｡
仇
略
之
｡
巻
名
は
花
鳥
に
見
え
た
り
｡
発
端
は
伊
勢
集

に
'
い
つ
れ
の
御
時
に
か
お
ほ
み
や
す
所
と
聞
え
け
る
御
局
に
と
か
け
る
に

も
と
つ
け
り
｡
い
つ
れ
の
御
時
と
さ
す
事
は
'
肝
要
は
醍
醐
の
御
時
を
さ
し

て
云
也
｡
高
明
公
左
遷
の
事
を
以
て
須
磨
の
事
を
は
書
也
｡
総
し
て
此
物
語

の
な
ら
ひ
人
ひ
と
り
の
事
を
さ
し
つ
め
て
書
と
は
な
け
れ
と
も
'
皆
故
事
来

歴
な
き
事
を
は
か
～
さ
る
也
｡
表
は
作
物
語
に
て
荘
子
か
寓
言
に
よ
り
'
又

し
る
す
所
の
虚
誕
な
き
事
は
司
馬
か
史
記
の
筆
法
に
よ
れ
り
｡
好
色
の
人
を

い
ま
し
め
む
か
た
め
'
お
ほ
く
は
好
色
淫
風
の
事
を
載
也
｡
盛
者
必
衰
の
こ

と
は
り
'
則
出
離
解
脱
の
緑
も
此
物
語
の
外
に
は
有
へ
か
ら
さ
る
也
｡
凡
日

本
の
国
史
は
三
代
実
録
光
孝
天
皇
　
(
右
二
　
｢
号
小
松
天
皇
｣
ト
傍
書
)
仁
和

三
年
八
月
　
(
右
二
　
｢
此
八
月
廿
五
日
こ
帝
崩
'
在
位
三
年
｣
ト
傍
書
)
　
ま
て
し

る
し
て
'
其
後
国
史
み
え
さ
る
欺
｡
此
物
語
は
醍
醐
天
皇
よ
り
し
る
す
｡
彼

国
史
に
つ
か
ん
の
心
と
み
え
た
り
｡
彼
孔
子
の
春
秋
も
哀
公
ま
て
し
る
せ
り
｡

魯
哀
公
は
周
敬
王
の
代
に
あ
た
れ
り
｡
其
後
左
丘
明
　
(
右
二
　
｢
私
'
左
丘
明

ハ
左
氏
伝
ノ
筆
者
ト
ハ
非
也
｡
別
人
也
｣
ト
朱
デ
傍
書
)
　
周
元
王
貞
定
王
の
時
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代
ま
て
し
る
し
て
'
考
王
夷
烈
王
以
下
の
事
を
は
し
る
さ
す
｡
然
に
司
馬
温

公
か
通
鑑
を
し
る
す
事
は
'
夷
烈
王
廿
三
年
よ
り
し
る
せ
り
｡
是
も
左
伝
に

つ
く
へ
き
心
有
な
り
｡
此
物
語
に
字
多
御
代
を
し
る
さ
～
る
も
相
か
な
へ
る

也
｡
〔
1
〕

･
更
衣
(
五
-
�
"
サ
便
宜
の
御
殿
に
さ
ふ
ら
ふ
し
か
る
へ
き
上
達
部
な
と

の
む
す
め
也
｡
〔
2
〕

○
時
め
き
給
ふ
(
五
c
¥
]
t
-
'
時
め
く
は
時
を
え
た
る
也
｡
時
宜
に
あ
へ
る

と
也
｡
春
め
く
'
冬
め
く
な
と
お
な
し
心
也
｡
〔
3
〕

○
は
し
め
よ
り
我
は
と
(
五
c
x
l
r
-
^

1
-
1
/
こ
れ
よ
り
し
な
を
た
て
～
い
へ
り
｡

〔
4
〕

○
下
ら
う
の
更
衣
た
ち
は
ま
し
て
(
五
c
o
M
T
H
/
此
ま
し
て
と
云
一
詞
殊
勝

也
｡
人
は
我
身
の
し
な
く
ほ
と
心
も
ち
ゐ
は
あ
る
も
の
也
｡
い
た
ら
ぬ
下

劣
の
嫉
妬
の
心
は
深
と
也
｡
〔
5
〕

○
あ
つ
し
く
(
五
L
O
い
れ
い
か
ち
也
｡
〔
6
〕

▽
○
あ
つ
し
く
は
わ
つ
ら
は
し
き
也
｡
あ
と
わ
と
玉
音
相
通
か
｡
下
は
暑
字
欺
｡

私
'
煩
字
'
医
書
こ
煩
熱
卜
云
時
ハ
あ
つ
き
コ
ヽ
ロ
な
り
(
｢
私
｣
以
下
ノ

一
文
朱
書
)
｡
〔
7
∵

○
ま
は
ゆ
き
(
五
〇
〇
人
の
そ
ね
み
て
う
ち
も
む
か
は
さ
る
克
也
｡
〔
8
〕

○
も
ろ
こ
し
に
も
か
ゝ
る
事
の
お
こ
り
に
こ
そ
(
五
〇
〇
花
鳥
に
は
も

ろ
こ
し
に
も
と
い
ふ
よ
り
以
上
貴
妃
の
事
の
や
う
に
し
る
さ
る
｡
不
可
然
欺
｡

二
段
に
み
る
へ
き
な
り
｡
是
は
段
肘
か
姐
己
を
愛
し
周
幽
王
の
褒
娘
を
寵
愛

せ
し
よ
り
世
の
み
た
れ
た
る
事
等
を
引
て
云
也
｡
さ
て
楊
貴
妃
の
た
め
し
と

書
は
'
此
巻
は
長
恨
歌
に
て
書
故
也
｡
彼
褒
似
は
煙
火
の
事
に
て
世
の
乱
出

来
也
｡
姐
己
は
さ
せ
る
悪
事
見
え
さ
る
也
｡
但
史
記
に
姐
己
之
言
是
従
と
か

け
り
｡
何
事
も
姐
己
か
云
ま
～
に
紺
か
悪
事
を
行
ふ
心
也
｡
史
記
の
筆
諌
の

お
も
む
き
詞
と
見
え
た
り
｡
〔
9
〕

○
い
と
は
し
た
な
き
(
五
p
.
<
x
>
¥
此
更
衣
に
よ
そ
よ
り
の
人
の
心
む
け
也
｡

〔
1

0
〕

▽
○
は
し
た
な
き
は
不
相
応
也
｡
引
さ
も
こ
そ
は
夜
半
の
嵐
の
あ
ら
か
ら
め

あ
な
は
し
た
な
の
ま
き
の
板
戸
や
｡
〔
1

1
〕

○
か
た
し
け
な
き
御
心
ひ
と
つ
を
(
五
｡
｡
¥
御
門
の
御
気
色
一
を
た
の

む
は
か
り
な
り
(
右
こ
｢
は
か
り
也
｣
ト
朱
デ
傍
書
)
.
〔
S
]

○
ち
ゝ
大
納
言
は
(
五
a
｡
¥

T
-
I
/
以
下
更
衣
の
族
姓
を
い
へ
り
｡
〔
9
]

○
母
き
た
の
か
た
な
ん
(
五
｡
1
.
C
O
¥
母
北
方
な
ん
い
に
し
へ
の
よ
し
あ
る

に
て
と
句
を
切
て
よ
む
也
｡
〔
1

4
〕

○
お
や
う
ち
く
し
(
五
<
N
.
<
x
n
孤
独
の
身
な
れ
と
も
か
た
く
に
お
と
ら

ぬ
や
う
に
母
君
の
あ
つ
か
ひ
給
ふ
也
.
〔
n
]

○
た
ま
の
お
の
こ
み
こ
(
六
c
M
｡
｡
)

^
H
/
源
氏
の
君
な
り
｡
玉
の
お
の
こ
花
鳥

説
尤
レ
有
興
｡
〔
1
6
〕

〇
一
の
み
こ
(
六
^
�
"
5
2
)
朱
雀
院
な
り
｡
〔
1
7
〕

○
右
大
臣
(
六
�
"
^
｡
｡
¥

r
H
/
弘
徽
殿
の
父
也
｡
〔
1
8
〕

○
よ
せ
お
も
く
(
六
^
｡
o
¥
寄
重
也
｡
〔
1
9
〕

○
こ
の
御
に
ほ
ひ
に
は
(
六
L
O
｡
｡
¥
恭
稜
か
う
は
し
き
に
あ
ら
す
｡
明
徳

惟
馨
と
い
へ
る
か
こ
と
く
其
人
の
威
徳
を
匂
ひ
と
い
へ
る
也
.
〔
R
]
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○
お
ほ
か
た
の
や
む
こ
と
な
き
(
六
L
O
C
M
一
の
み
こ
は
も
と
よ
り
の
御

お
は
え
は
か
り
と
也
.
〔
空

○
は
し
め
よ
り
を
し
な
へ
て
の
う
へ
み
や
つ
か
へ
し
給
へ
き
(
六
o
-
a
¥
}

T
H
/

女
御
更
衣
は
別
殿
に
絶
候
し
て
暗
く
こ
そ
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
を
'
此
人
は
典

侍
(
右
二
｢
相
当
従
四
位
｣
ト
傍
書
)
な
と
の
や
う
に
お
ま
へ
さ
ら
す
め
し

ス
ケ

ま
と
は
せ
は
'
か
へ
り
て
か
ろ
く
し
き
也
｡
寵
愛
の
甚
し
き
あ
ま
り
也
｡

〔
召

○
上
手
め
か
し
け
れ
と
(
六
｡
｡
｡
¥
¥

r
H
/
上
す
め
か
し
き
と
は
上
胸
し
き
と
也
｡

花
鳥
の
説
如
何
.
〔
翌

○
坊
に
も
よ
う
せ
す
は
(
六
c
S
.
C
M
T
H
r
H
/
よ
う
せ
す
と
は
あ
し
く
せ
は
と
な
り
｡

軸
矧

○
か
し
こ
き
御
か
け
を
た
の
み
き
こ
え
な
か
ら
(
七
c
x
I
｡
2
}

c
N
/
是
よ
り
更
衣

の
心
也
.
〔
n
]

○
中
〈
な
る
物
お
も
ひ
(
七
c
o
O
¥

<
N
/
此
物
語
中
く
と
云
詞
い
つ
く
も

寄
特
也
｡
凡
寄
の
五
文
字
に
も
な
か
く
と
を
く
は
大
事
也
｡
末
い
ひ
お
は

せ
か
た
き
故
也
｡
御
寵
愛
甚
し
か
ら
す
は
か
や
う
に
は
あ
る
ま
し
き
を
'
こ

れ
故
に
中
く
な
る
物
お
も
ひ
も
あ
る
と
也
.
〔
空

○
御
局
は
桐
壷
也
.
(
七
c
o
O
¥

(
N
/
桐
壷
は
御
殿
よ
り
は
は
と
遠
き
故
也
｡
花

鳥
に
見
え
た
り
.
〔
M

<
N
J

o
う
ち
は
し
(
七
c
o
O
¥

<
N
'
き
り
馬
道
に
板
を
う
ち
わ
た
し
て
か
よ
ふ
道
也
｡

〔
空

○
あ
や
し
き
わ
さ
(
七
c
D
C
A

c
M
/
花
に
見
え
た
り
.
〔
翌

○
後
遺
殿
(
七
o
.
o
¥T
H
(
N
/
涼
の
字
ら
う
と
読
よ
し
河
海
に
み
え
た
り
｡
此
更

衣
誰
と
も
な
し
.
〔
R
]

○
そ
の
う
ら
み
ま
し
て
(
七
〇
¥

c
v
は
し
め
よ
り
後
涼
殿
に
住
し
更
衣
の

心
也
o
〔
R
]

○
此
み
こ
み
つ
に
な
り
給
ふ
(
七
l
･
芭
三
歳
着
袴
例
'
河
に
見
え
た
り
.

〔
o
n

(
T
i
J

▽
○
を
よ
す
け
(
七
T
f
.
T
-
<
¥

T
-
I
t
V
源
語
類
琴
1
日
本
紀
ヲ
引
テ
助
及
卜
書
り
.
オ

ト
ナ
シ
キ
事
也
｡
〔
R
]

○
み
や
す
所
(
八
<
N
T
H
¥

(
N
/
更
衣
の
事
也
｡
更
衣
た
る
人
'
御
子
を
う
み
た

て
ま
つ
り
て
の
ち
の
御
息
所
に
号
す
る
や
う
に
'
此
物
に
は
い
つ
く
に
も
見

え
た
り
.
〔
g
]

ム
ユ
カ

〇
五
六
日
(
八
L
O
T
-
^

c
M
/
い
つ
か
六
日
と
日
の
字
を
い
れ
て
読
な
り
.
〔
芭

○
な
く
〈
そ
う
し
て
ま
か
て
さ
せ
た
て
ま
つ
り
給
(
八
t
o
*
"
*
}

<
N
'
愛
に
て

退
出
の
や
う
に
み
え
た
れ
と
も
い
ま
た
御
い
と
ま
を
申
也
｡
お
く
に
て
'
わ

り
な
く
お
も
ほ
し
な
か
ら
ま
か
て
さ
せ
給
つ
と
云
庭
に
ま
こ
と
の
退
出
也
｡

此
筆
法
あ
ま
た
所
に
あ
り
.
〔
R
]

○
あ
る
ま
し
き
は
ち
も
こ
そ
と
(
八
c
o
i
-
H
¥

(
N
/
更
衣
の
里
に
わ
た
し
た
て
ま

リ
ヨ
つ
ら
ん
事
を
は
遠
慮
し
て
源
氏
の
君
を
は
と
～
め
さ
せ
給
ふ
也
｡
〔
3
7
〕

○
わ
れ
か
の
け
し
き
(
八
e
n
c
<
n

<
^
o
/
あ
る
か
な
き
か
の
け
し
き
也
｡
正
鉢
も

な
き
体
也
.
〔
翌

○
手
く
る
ま
の
宣
旨
(
八
"
t
f
.
o
nr
H
C
M
/
花
説
可
然
.
〔
翌

(
マ
マ
)

○
か
き
り
と
て
(
九
3
･
翌
あ
り
め
の
ま
～
な
る
寄
也
o
時
に
の
み
て
哀
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な
る
寄
也
.
い
か
ま
ほ
し
き
は
い
き
度
と
也
.
〔
S
)

○
い
と
か
く
恩
ふ
給
へ
ま
し
か
は
(
九
c
o
c
｡
"
)

c
v
花
儀
非
欺
o
か
ね
て
よ
ろ

つ
た
の
み
し
心
の
は
か
に
な
り
ぬ
る
事
を
思
ふ
詞
也
｡
き
の
ふ
け
ふ
と
は
思

は
さ
り
し
を
と
云
か
こ
と
し
.
御
門
の
御
返
寄
の
な
き
汝
御
心
を
深
く
ま
と

は
し
給
ふ
事
を
見
せ
た
り
.
〔
S
]

○
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り
(
九
<
｣
>
*
｡
}

<
N
/
こ
よ
ひ
よ
り
き
こ
え
今
夜
よ
り

更
衣
の
里
に
て
修
法
を
も
せ
さ
せ
む
と
て
也
｡
是
も
深
く
お
ほ
し
め
す
に
よ

り
退
出
を
ゆ
る
し
給
也
.
〔
S
!
]

○
ま
か
て
さ
せ
給
(
九
t
>
-
｡
*
｡
}
<
s
J

▽
○
い
ふ
せ
さ
(
九
8
･
翌

こ
こ
に
て
退
出
｡
〔
9
]

物
か
な
し
き
鉢
也
｡
又
お
そ
ろ
し
き
事
也
｡

L
3
J

O
み
こ
は
か
く
て
も
(
九
�
"
s
M

(
N
/
此
段
河
誤
也
｡
花
説
可
然
.
七
歳
以
前

人
服
忌
の
事
醍
醐
御
代
法
を
た
て
ら
る
～
事
'
両
度
あ
ら
た
ま
れ
り
｡
こ
れ

は
は
し
め
七
歳
以
前
の
人
も
服
の
い
み
あ
る
へ
し
と
有
し
時
の
分
に
か
け
る

也
｡
〔
4
5
ニ

○
な
に
事
か
あ
ら
ん
と
も
(
九
r
<
3
)
光
源
氏
の
君
い
と
き
な
き
よ
し
尤

哀
也
o
〔
S
]

○
よ
ろ
し
き
事
に
た
に
(
九
^
.
^

T
H
C
O
/
此
よ
ろ
し
き
は
中
晶
也
.
な
を
さ
り

の
わ
か
れ
さ
へ
と
な
り
.
〔
S
]

○
拭
た
き
(
一
o
c
o
"
*
"
)

<
N
/
今
の
六
道
是
也
｡
昔
の
葬
所
也
｡
〔
盟

▽
〇
一
抄
'
鳥
部
野
ヲ
云
也
卜
云
々
.
未
詳
之
o
〔
S
]

▽
○
所
ノ
者
カ
タ
リ
侍
ル
ハ
'
六
波
羅
卜
六
道
ト
ノ
間
ヲ
タ
ギ
寺
ア
リ
ト
云
へ

リ
.
〔
S
]

○
む
な
し
き
御
か
ら
を
(
1
0
L
O
a
母
君
の
心
也
.
引
寄
に
及
へ
か
ら

さ
る
也
.
〔
R
]

▽
○
は
ひ
に
な
り
(
l
O
c
D
�
"
O
^

c
s
/
も
え
は
て
ゝ
灰
と
成
な
ん
時
に
こ
そ
人

(
マ
マ
)

を
思
ひ
の
や
ま
む
こ
に
め
〔
R
]

○
ひ
た
ふ
る
に
(
一
〇
6
･
空
l
向
に
な
り
｡
〔
R
]

▽
○
サ
ハ
恩
ヒ
ツ
カ
シ
(
一
〇
o
*
T
)
¥

c
N
/
サ
レ
ハ
コ
ソ
思
ヒ
ツ
ル
コ
ト
ヨ
ト

人
く
云
也
.
〔
S
]

O
t
ニ
位
の
く
ら
ひ
(
l
O
o
o
o
*
1
)

<
v
み
つ
の
く
ら
ゐ
と
読
也
.
〔
w
-
n

ォ
o
J

▽
○
心
粧
せ
(
l
O
(
N
.
V
O
)T
-
H
c
<
i
/
心
腺
.
(
墨
デ
抹
消
)
〔
R
)

▽
○
若
(
l
o
c
o
.
i
n
"
)

T
H
t
V
粟
草
.
(
墨
デ
抹
消
)
〔
5
.

7
〕

▽
○
年
中
行
事
歌
合
ノ
判
詞
'
宣
命
卜
申
ハ
天
子
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ヲ
百
ノ
官
二

フ
レ
ア
メ
ノ
シ
タ
ニ
ッ
タ
へ
キ
カ
ス
ル
也
卜
云
り
.
〔
R
]

○
さ
ま
あ
し
き
御
も
て
な
し
(
l
o
c
o
.
1
0
¥

r
H
C
N
/
御
寵
愛
の
す
く
れ
た
る
に
よ

り
て
人
の
に
く
み
を
う
け
給
ふ
也
｡
〔
%
]

○
な
く
て
そ
と
は
(
一
〇
<
*
.
1
0
)

r
H
f
V
引
苛
｡
〔
6
0
〕

○
御
か
た
〈
の
御
と
の
ゐ
(
二
2
･
空
他
人
の
御
と
の
ゐ
は
た
え
て

な
し
と
也
｡
猶
な
き
跡
迄
も
人
の
そ
ね
み
有
と
也
｡
〔
6
1
〕

○
ゆ
け
ひ
の
命
婦
(
一
1
8
･
空
衛
門
の
命
婦
也
o
拾
遺
の
詞
書
に
も
あ

り
｡
命
婦
'
総
し
て
は
禁
中
に
あ
る
'
内
命
婦
と
云
｡
私
の
妻
を
も
命
婦
と

云云
｡
そ
れ
を
は
外
命
婦
と
い
ふ
也
｡
当
時
も
禁
中
に
さ
ふ
ら
ふ
女
房
中
に
内

侍
よ
り
次
に
御
下
と
て
さ
ふ
ら
ふ
｡
其
中
に
命
婦
女
蔵
人
と
て
あ
る
な
り
｡
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〔
6
2
〕

○
や
み
の
う
つ
ゝ
に
は
(
1
一
<
N
.
O
'
)
T
-
(
C
M
/
引
寄
'
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
さ

り
け
り
と
云
た
る
よ
り
は
此
面
影
は
か
な
き
と
な
り
｡
引
寄
'
歌
の
取
や
う

f
a
&
O
o
(
2
)

○
人
ひ
と
り
の
御
か
し
っ
き
(
二
<
T
>
.
C
M

T
-
H
<
N
/
人
ひ
と
り
は
更
衣
を
云
り
｡

〔
6

4
〕

○
革
も
た
か
く
な
り
(
一
二
r
-
¥

(
N
/
ぬ
し
な
き
宿
は
さ
ひ
し
か
り
け
り
と

い
ふ
寄
の
心
な
り
｡
〔
6
5
〕

○
や
へ
む
く
ら
に
も
(
一
二
<
M
R
)
と
ふ
人
も
な
き
宿
な
れ
と
の
寄
宜
也
o

春
を
月
に
と
り
か
へ
て
引
用
也
o
〔
S
]

○
け
に
え
た
ふ
ま
し
く
(
1
二
^
C
M

(
N
'
母
君
の
身
に
て
は
か
や
う
の
御
と

ふ
ら
ひ
に
あ
つ
か
る
事
は
は
つ
か
し
き
と
也
｡
〔
6
7
〕

○
ま
い
り
て
は
(
一
二
^
r
-
¥

<
M
/
命
婦
の
詞
也
.
〔
S
]

○
内
侍
の
す
け
(
一
二
L
O
r
-
M

c
v
是
よ
り
さ
き
に
内
侍
の
す
け
を
御
使
に
つ

か
は
さ
る
～
事
あ
る
へ
し
｡
〔
6
9
〕

○
し
は
し
は
ゆ
め
か
と
(
一
二
7
･
空
是
よ
り
勅
定
宣
を
命
婦
の
つ
た
ふ

る
也
.
〔
o
l

o
J○

め
も
見
え
侍
ら
ぬ
に
(
一
二
1
3
･

(
マ
マ
)

○
ほ
と
は
す
こ
し
(
一
二
�
"
<
t
.
｡
｡
¥

r
-
i
<
N
'

○
み
や
き
の
ゝ
(
一
三
L
O
Q
¥
¥

<
N
'

○
松
の
お
も
は
む
(
一
三
〇
｡
*
}

r
o
'

也
.
〔
空

空
母
君
の
詞
也
.
〔
r
-
n

r
-
J

是
よ
り
勅
書
の
詞
也
｡
〔
7
2
〕

宮
中
の
心
也
｡
花
｡
〔
7

3
〕

引
寄
｡
人
に
し
ら
れ
ん
も
は
つ
か
し
と

○
ゆ
ゝ
し
き
(
一
三
1
1
･
翌
夏
に
て
は
い
ま
く
し
き
心
也
｡
所
々
用
か

へ
た
る
詞
也
｡
〔
7

5
〕

○
宮
は
御
と
の
こ
も
り
(
一
三
｡
4
.
O
N

r
H
f
<
V
宵
と
は
源
氏
也
o
〔
R
]

▽
○
長
恨
歌
伝
l
云
妃
方
寝
｡
オ
ホ
ト
ノ
ゴ
モ
リ
ト
ヨ
マ
セ
タ
リ
｡
〔
7
7
〕

○
み
た
て
ま
つ
り
て
(
1
三
<
N
.
O
^
T
H
C
O
/
命
婦
の
詞
也
｡
う
ち
を
み
ま
い
ら
せ

て
有
さ
ま
奏
せ
ん
と
す
る
物
を
と
也
.
〔
｡
｡
1

o
-
J

O
く
れ
ま
と
ふ
(
l
三
O
c
o
/
母
君
の
詞
也
｡
子
を
思
ふ
道
を
い
へ
り
.

〔
7

9
〕

○
と
し
こ
ろ
う
れ
し
く
(
1
四
Q
x
)

c
ォ
v
更
衣
在
世
の
時
は
お
も
た
ゝ
し
き

事
に
こ
そ
御
消
息
有
し
に
'
唯
今
思
か
け
さ
る
事
の
御
使
と
か
な
し
き
と
也
｡

〔
8

0
〕

○
か
[
り
て
は
つ
ら
く
(
一
四
O
.
r
H
^

r
H
C
O
/
寵
の
甚
し
き
も
か
へ
り
て
は
つ
ら

き
と
な
り
｡
是
も
心
の
や
み
と
也
｡
〔
8
1
〕

○
よ
こ
さ
ま
な
る
(
l
四
o
5
r
-
i
¥

c
o
/
横
死
也
.
あ
ま
り
に
寵
愛
甚
し
き
故
に

人
の
そ
ね
み
な
と
の
つ
も
り
て
う
せ
ぬ
る
と
思
ひ
な
さ
る
ゝ
也
｡
〔
8
2
〕

○
人
の
こ
ゝ
ろ
を
ま
け
た
る
(
l
四
c
｡
T
-
A

c
ォ
v
御
心
な
ら
ぬ
事
も
あ
り
し
と

也
｡
〔
8
3
〕

○
う
へ
も
し
か
な
ん
(
1
四
r
H
¥

c
o
/
命
婦
の
詞
也
.
〔
8
4
〕

○
月
は
い
り
か
た
の
空
(
l
五
^
(
N
)

c
ォ
v
ま
へ
に
夕
付
夜
の
お
か
し
き
は
と

に
い
た
し
た
て
さ
せ
給
と
云
に
か
け
て
み
る
へ
し
｡
夜
の
ふ
け
ゆ
き
た
る
景

気
余
情
た
く
ひ
な
し
.
〔
3
]

○
虫
の
こ
ゑ
〈
(
一
五
[
-
-
e
n

c
o
/
哀
を
催
也
.
〔
8
6
〕
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○
す
ゝ
虫
の
(
一
五
7
･
翌
命
婦
の
寄
也
｡
〔
S
]

○
え
も
の
り
や
ら
す
(
一
五
t
>
-
o
n

c
o
/
前
に
門
引
い
る
ゝ
よ
り
と
か
き
て
こ

ゝ
に
え
も
の
り
や
ら
す
と
か
け
り
｡
悉
皆
車
の
事
を
車
と
は
い
は
て
余
情
に

て
か
け
り
｡
〔
｡
o
l

o
o
J

O
い
と
ゝ
し
く
(
一
五
o
5
<
N
)

c
ォ
v
母
君
.
〔
S
]

▽
賢
モ
リ
シ
更
寮
歌
(
墨
デ
抹
消
)
○
母
ノ
服
二
テ
里
こ
侍
ル
比

醍
醐
御
門
ヨ
リ
無
常
ノ
御
文
給
ケ
ル
御
返
事
二
五
月
雨
ノ
寄
｡
〔
S
]

○
か
こ
と
も
き
こ
え
(
一
五
o
5
o
n

c
o
/
か
こ
と
は
'
か
こ
つ
也
.
又
所
に
よ

り
か
は
り
め
あ
る
詞
也
.
〔
巴

○
御
く
し
あ
け
の
て
う
と
(
1
五
<
N
.
C
^

r
H
C
O
/
さ
し
く
し
な
と
の
類
な
る
へ
し
.

〔
a
1
.
〕

○
す
か
〈
と
(
一
六
<
N
｡
｡
¥

c
o
/
は
や
く
と
也
｡
達
也
｡
〔
翌

▽
○
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
(
1
六
c
o
c
｡
}

p
v
主
上
い
ま
た
御
寝
な
ら
さ
る

と
也
.
尤
哀
な
る
へ
し
｡
命
婦
帰
参
を
待
た
ま
ふ
故
也
.
〔
巴

○
つ
ほ
せ
ん
さ
い
(
二
八
･
4
･
翌
此
巻
の
一
名
と
も
い
へ
り
｡
〔
翌

○
長
恨
寄
の
御
ゑ
(
l
六
c
o
c
｡
}

r
o
/
花
鳥
に
し
る
せ
り
.
貫
之
寄
事
不
見
云

々
｡
然
共
凡
此
物
語
に
善
事
則
証
拠
な
る
へ
し
｡
栄
花
物
語
伊
周
公
左
遷
の

所
に
も
昔
の
長
恨
寄
の
物
語
も
か
や
う
な
る
事
に
や
と
悲
し
く
お
ほ
し
め
さ

る
～
事
か
き
り
な
し
と
云
々
｡
〔
9
6
〕

ツ
ネ

○
ま
く
ら
こ
と
(
1
六
〇
o
v
｡
¥

c
o
/
つ
ね
の
事
也
.
〔
巴

○
い
と
も
か
し
こ
き
は
(
一
六
o
i
C
｡
}

c
o
/
母
君
の
文
詞
｡
〔
翌

(
マ
マ
)

○
あ
ら
き
風
(
1
六
T
f
¥

c
o
/
更
衣
の
な
く
な
り
し
云
.
〔
翌

○
み
た
り
か
は
し
き
(
1
六
<
N
.
r
M

r
H
C
O
/
両
儀
有
り
.
第
二
三
句
御
門
の
御
う

へ
を
云
に
似
た
り
｡
仇
悼
へ
き
と
云
心
也
｡
又
義
'
此
種
の
み
た
り
心
に
か

き
か
き
さ
ま
な
と
も
み
た
り
か
は
し
き
と
な
り
｡
草
子
地
評
し
て
云
也
｡

〔
1
0
0
〕

○
い
と
か
う
し
も
(
一
六
<
N
.
^

T
H
f
*
V
御
門
の
御
心
也
｡
〔
1
0
1
〕

･
か
く
て
も
月
日
は
(
一
六
"
*
}

c
o
'
か
く
て
も
経
ぬ
る
世
に
こ
そ
あ
り
け

れ
の
心
也
｡
〔
S
]

○
故
大
納
言
の
ゆ
い
こ
ん
(
一
七
^
c
o
/
大
納
言
の
こ
～
ろ
さ
し
を
母
君

の
き
こ
え
に
よ
り
て
伸
さ
る
ゝ
也
｡
〔
S
]

○
か
く
て
も
を
の
つ
か
ら
わ
か
宮
な
と
(
1
七
c
o
"
*
}

c
o
'
母
君
を
な
く
さ
め

給
ふ
御
詞
也
｡
〔
哲

○
し
る
し
の
か
ん
さ
し
な
ら
ま
し
か
は
(
一
七
c
D
v
n
)

m
/
花
鳥
｡
〔
甥

○
た
つ
ね
行
(
一
七
o
*
｡
)

c
*
v
幻
術
の
方
士
も
か
な
と
也
｡
〔
Z
]

○
か
ら
め
い
た
る
よ
そ
ひ
は
う
る
は
し
う
(
一
七
o
5
i
m

c
o
/
ぅ
る
は
し
う
は

実
め
な
る
也
｡
〔
1
0
7
〕

○
な
つ
か
し
う
ら
う
た
け
な
り
し
(
1
七
O
.
v
A

r
-
1
C
O
/
貴
妃
に
は
た
と
へ
も
有

し
也
｡
此
更
衣
は
た
と
へ
ん
物
な
き
と
也
｡
〔
S
]

○
弘
徽
殿
に
は
(
1
七
e
n
w
)
)

e
n
/
遊
な
と
し
給
也
.
か
く
ま
て
の
御
な
け
き

に
て
あ
る
へ
き
と
も
恩
給
は
ぬ
と
也
｡
〔
1
0

9
〕

○
月
も
い
り
ぬ
(
一
八
c
o
v
｡
}

c
o
/
此
詞
殊
勝
の
由
古
来
所
称
也
.
前
に
夕
月

と
か
き
月
は
い
り
か
た
の
空
と
か
き
て
月
も
い
り
ぬ
と
か
け
り
｡
月
落
長
安

半
夜
鐘
の
句
に
も
お
と
ら
す
や
と
云
々
｡
〔
1
1

0
〕
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○
あ
く
る
も
し
ら
耶
(
一
八
l
>
-
M
D
¥

c
o
/
引
寄
,
長
寄
を
よ
め
る
寄
也
.
〔
1
ユ
ー
〕

○
猶
あ
さ
ま
つ
り
こ
と
は
(
1
八
｡
o
v
o
)

c
o
/
長
恨
寄
に
は
貴
妃
か
寵
に
よ
り

て
也
｡
愛
は
更
衣
の
事
の
御
な
け
き
に
お
こ
た
ら
せ
給
ふ
也
｡
猶
の
字
殊
勝

也
｡
〔
1
1
2
〕

○
大
床
子
(
1
八
o
5
*
>
)

c
o
/
朝
鍋
は
女
房
の
陪
膳
'
大
床
子
の
は
殿
上
人
の

陪
勝
也
｡
い
つ
れ
を
も
御
覧
し
も
い
れ
さ
る
さ
ま
也
｡
〔
1
1
3
〕

○
こ
の
御
事
に
ふ
れ
た
る
事
を
は
(
1
八
e
n
^
)

c
ォ
v
御
寵
愛
の
甚
に
よ
り
て

此
更
衣
の
事
に
ふ
れ
て
は
す
こ
し
は
道
理
を
ま
け
た
る
事
も
あ
り
し
と
は
'

後
涼
殿
の
更
衣
を
よ
そ
に
う
つ
し
給
な
と
の
た
く
ひ
な
る
へ
し
｡
〔
1
1

4
〕

○
人
の
み
か
と
の
た
め
し
(
一
九
^
c
o
/
河
海
玄
宗
と
有
｡
玄
宗
は
禄
山

か
乱
の
後
則
位
を
さ
り
て
粛
宗
に
つ
き
給
し
か
は
'
位
を
も
や
さ
り
給
は
ん

す
ら
ん
の
心
也
｡
〔
1
1

5
〕

○
月
日
へ
て
わ
か
宮
ま
い
り
給
ひ
ぬ
(
一
九
<
N
M
c
o
/
源
氏
君
也
｡
〔
1
1
6
〕

○
坊
さ
た
ま
り
給
ふ
(
一
九
c
o
サ
)

c
o
/
朱
雀
院
の
御
事
也
｡
醍
醐
御
代
に
は

ヨ
シ
ョ
リ

東
宮
文
彦
太
子
保
明
菱
ノ
後
其
子
慶
頼
王
立
坊
又
早
世
｡
其
後
朱
雀
院
立
坊

也
｡
〔
1
1
7
〕

○
女
御
も
御
心
お
ち
ゐ
給
ぬ
(
一
九
c
｣
5
M

c
o
/
弘
徹
殿
の
御
心
安
堵
せ
し
也
｡

〔
1
1
8
〕

○
か
の
御
お
は
北
の
方
(
一
九
c
o
t
-
M

c
o
/
更
衣
の
母
君
｡
源
氏
の
君
祖
母
な

り
｡
〔
1

1
9
〕

○
こ
の
た
ひ
は
お
ほ
し
し
り
て
(
一
九
o
>
｡
x
>
¥

m
/
源
氏
君
更
衣
に
わ
か
れ
給

時
は
何
の
わ
き
ま
へ
も
な
か
り
し
を
'
此
度
は
思
ひ
し
り
て
愁
傷
有
也
｡

〔
S
]

○
女
み
こ
た
ち
ふ
た
所
(
二
〇
2
･
翌
朱
雀
院
の
御
一
腹
也
｡
〔
1
2
1
〕

○
宇
多
の
御
門
の
御
い
ま
し
め
(
二
〇
t
>
-
c
M

c
o
/
河
'
花
'
等
に
み
え
た
り
o

〔
ユ

2
2
〕

○
鴻
臆
舘
(
二
〇
｡
o
c
M

c
o
/
河
花
に
見
え
た
り
.
今
の
よ
つ
塚
と
い
ふ
所
の

辺
也
｡
〔
S
]

○
右
大
弁
の
子
(
二
〇
o
>
O
N
)

m
/
ぅ
つ
は
物
語
に
も
相
人
の
右
大
弁
の
子
と

し
て
あ
ふ
事
あ
り
0
〔
哲

○
国
の
お
や
と
な
り
て
又
其
御
さ
う
た
か
う
へ
し
(
二
〇
O
.
O
N
"
)

r
H
C
O
/
此
一
段

花
鳥
義
い
か
ゝ
｡
言
は
は
し
め
よ
り
国
の
お
や
と
な
り
て
あ
ら
は
あ
し
か
る

へ
し
'
天
下
を
た
す
く
る
か
た
に
て
あ
ら
は
み
た
れ
う
れ
ふ
る
か
た
た
か
ひ

て
よ
か
る
へ
し
.
〔
B
]

○
弁
も
い
と
さ
え
か
し
こ
き
(
二
〇
c
｡
o
^
)

"
*
/
さ
え
は
さ
文
字
清
へ
き
よ
し

一
俵
禅
閣
御
説
と
云
々
｡
然
共
さ
文
字
古
本
濁
て
声
を
さ
す
也
｡
可
然
哉
｡

其
故
は
神
楽
の
ざ
い
の
を
の
こ
と
も
さ
文
字
濁
也
｡
〔
哲

ヲ
ク
リ

○
い
み
し
き
を
く
り
物
(
二
一
c
o
?
)
此
進
物
'
梅
か
え
巻
に
沙
汰
｡
〔
1

2
7
〕

○
や
ま
と
さ
う
(
二
一
c
D
T
f
¥

T
f
r
/
>
和
国
の
相
人
も
か
や
う
に
申
と
也
｡
〔
哲

○
無
品
親
王
の
如
き
く
(
三
｡
-
O
T
f
r
/
花
.
〔
哲

○
い
よ
〈
み
ち
く
の
さ
え
を
(
二
一
o
.
T
H
¥

r
H
"
*
/
天
下
の
た
す
け
な
と
な

ら
せ
給
は
～
才
学
な
く
て
は
と
て
也
｡
〔
1
3
0
〕

○
す
く
よ
う
(
二
c
N
宿
曜
師
.
人
の
運
命
な
と
を
か
ん
か
ふ
る
者

也
｡
〔
1
3
1
〕
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○
先
帝
(
二
二
^
r
-
o

T
f
r
J
系
図
に
な
し
o
〔
S
]

ア
リ

〇
三
代
の
宮
つ
か
へ
(
二
二
c
D
9
)
河
海
'
光
孝
'
宇
多
'
醍
醐
か
と
有
｡

然
と
も
さ
し
て
三
代
に
て
な
く
と
も
只
久
し
く
と
い
は
ん
た
め
欺
｡
〔
S
]

○
御
か
た
ち
人
に
て
(
二
二
t
>
9
)
か
た
ち
よ
き
人
と
也
｡
〔
哲

○
ゆ
ゝ
し
う
と
(
二
二
O
.
｣
2
)T
H
"
*
/
い
ま
く
し
き
也
｡
〔
S
]

○
き
さ
き
も
う
せ
給
ぬ
(
二
二
5
!
)
藤
壷
の
母
后
也
｡
〔
S
]

○
兵
部
卿
の
御
子
(
二
二
c
o
.
<
N
)TH
^
-
/
紫
上
父
也
o
後
に
式
部
卿
.
〔
1

3
7
〕

二
)
れ
は
人
の
き
は
ま
さ
り
て
(
二
三
c
o
3
)
桐
壷
の
更
衣
は
族
姓
さ
し

も
な
き
に
よ
り
て
人
も
そ
ね
み
し
に
'
是
は
族
姓
人
か
ら
そ
ね
み
云
へ
き
か

た
な
し
と
也
｡
〔
S
]

･
お
は
し
ま
き
る
ゝ
と
は
な
け
れ
と
(
二
三
^
c
｡
¥

r
t
'
お
も
し
ろ
き
か
き
さ

ま
也
｡
〔
S
]

○
う
ち
お
と
な
び
絵
へ
る
(
二
三
t
>
-
c
｡
"
)

�
"
*
/
女
御
た
ち
の
中
に
藤
壷
は
わ
か

く
お
は
し
ま
す
と
也
｡
〔
1
4

0
〕

○
は
ゝ
み
や
す
所
は
(
二
三
o
5
0
源
氏
の
君
更
衣
の
面
影
は
お
は
え
給

は
ね
と
も
'
今
内
侍
の
す
け
の
か
た
り
給
ふ
に
つ
け
て
な
つ
か
し
く
恩
ひ
給

也
｡
〔
1

4
1
〕

○
う
へ
も
か
き
り
な
き
(
二
三
T
M

"
s
f
-
/
主
上
の
御
心
に
は
源
を
も
藤
壷
を

も
い
つ
れ
も
大
切
に
思
ひ
給
ふ
故
也
｡
〔
1

4
2
〕

○
こ
き
て
ん
の
女
御
､
又
こ
の
宮
と
も
(
二
四
T
f
¥

T
ア
/
更
衣
の
後
は
源
氏

を
は
恩
ゆ
る
し
給
ひ
し
を
'
此
藤
壷
と
御
中
へ
た
て
給
は
ぬ
よ
り
'
た
ち
か

へ
り
源
を
に
く
み
給
と
也
｡
〔
1
4
3
〕

○
名
た
か
う
お
は
す
る
(
二
四
c
o
*
f
¥

T
t
/
弘
徹
殿
の
宮
た
ち
の
事
を
い
ふ
｡

r
^
i

(
s
J

o
か
～
や
く
日
の
宮
(
二
四
L
O
T
t
¥

T
f
/
花
｡
〔
1

45
〕

○
お
は
し
ま
す
殿
(
二
四
o
.
w
o
)
T
H
-
t
f
-
/
清
涼
殿
也
.
花
.
〔
1

4
6
〕

○
大
蔵
卿
く
ら
人
(
二
四
c
O
.
I
O
NT
H
T
t
/
花
.
〔
1

4
7
〕

○
は
い
し
た
て
ま
り
給
さ
ま
(
二
五
c
v
1
0
}

"
*
/
春
宮
の
御
元
服
は
南
殿
に
て

堂
上
に
て
拝
あ
り
｡
是
は
堂
下
に
て
あ
る
故
に
皆
涙
を
お
と
す
と
い
ふ
義
あ

り
o
さ
れ
共
只
源
氏
の
容
儀
進
退
を
感
す
る
心
可
然
欺
.
〔
S
]

･
さ
ふ
ら
ひ
に
(
二
五
o
)
^
｡
}

^
t
/
殿
上
也
｡
〔
S
]

○
お
と
ゝ
け
し
き
は
み
給
(
二
五
O
.
V
｡
^

i
-
H
T
t
/
今
ひ
き
い
れ
の
大
臣
む
こ
と
り

給
へ
き
也
｡
さ
て
我
恋
し
入
賞
し
申
さ
る
～
事
也
｡
〔
1
5
0
〕

○
い
と
き
な
き
(
二
六
t
>
¥

�
"
<
*
/
い
と
け
な
き
と
い
ふ
本
有
｡
そ
れ
を
も
い

と
き
と
よ
む
へ
し
｡
〔
1

5
1
〕

○
御
心
は
へ
あ
り
て
(
二
六
t
>
¥

ォ
*
/
葵
上
の
事
を
含
た
る
伸
也
｡
〔
S
]

○
む
す
ひ
つ
る
(
二
六
｡
o
S
)
紫
は
惣
し
て
女
を
云
｡
又
は
今
は
元
服
な

れ
は
い
ふ
也
｡
寄
の
心
は
源
氏
君
の
心
た
に
た
か
は
す
は
と
也
｡
〔
S
]

○
み
は
し
の
も
と
に
み
こ
た
ち
(
二
六
L
O
s
o
元
服
の
禄
賜
也
｡
〔
1

5
4
〕

○
お
り
ひ
つ
(
二
六
c
D
C
M

"
*
/
お
り
う
つ
と
読
也
｡
お
り
に
い
れ
た
る
也
｡

〔
1
0
11
r
>
J

o
こ
物
(
二
六
c
o
S
)
と
ん
し
き
(
二
六
o
-
o
l
)

T
t
/
河
海
.
〔
E
]

○
ゆ
ゝ
し
う
う
つ
く
し
と
(
二
六
O
.
｡
C
A

r
-
f
"
s
f
/
此
ゆ
ゝ
し
う
は
ゆ
へ
く
し
き

心
也
｡
〔
1
5
7
〕
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○
女
君
は
す
-
こ
し
す
く
し
(
二
六
O
.
｡
｡
s
)r
H
T
t
/
葵
上
は
源
氏
に
四
の
兄
也
o
此

年
の
ま
し
た
る
事
故
始
終
葵
上
は
心
を
か
せ
給
ふ
と
也
｡
〔
5
]

○
お
ほ
な
-
(
二
七
"
*
.
〇
¥
¥

r
H
T
t
'
念
比
に
也
｡
〔
1

5
9
〕

○
さ
と
の
と
の
は
(
二
八
<
M
O
x
)

サ
/
v
更
衣
の
里
也
｡
後
に
二
条
院
と
云
也
.

〔
5
]

○
お
も
ふ
や
う
な
ら
ん
人
を
(
二
八
^
w
一
儀
大
方
思
ふ
や
う
な
る
人

と
也
｡
又
藤
壷
の
心
あ
り
｡
〔
1

6
1
〕

○
ひ
か
る
君
と
(
二
八
L
O
O
s
)

v
v
源
氏
の
名
の
事
を
か
き
あ
ら
は
せ
り
｡
西

三
条
右
大
臣
源
光
と
云
は
仁
明
天
皇
御
子
'
才
人
也
｡
〔
S
]

○
と
な
ん
(
二
八
c
o
-
}

�
"
o
/
1
紫
式
部
我
か
き
た
る
事
を
人
に
し
ら
せ
し
と
な

り
o
何
巻
に
も
此
心
あ
り
o
〔
9
]

◎
寄
木
巻

○
源
氏
十
六
歳
｡
桐
壷
巻
に
は
十
二
歳
の
事
ま
て
し
る
す
と
見
え
た
り
｡
但
同

巻
の
奥
に
お
と
な
に
成
給
ひ
て
の
ち
は
と
か
き
'
又
さ
と
の
殿
は
修
理
職
た

1
つ

く
み
つ
か
さ
に
宜
旨
く
た
り
て
に
な
ふ
あ
ら
た
め
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
有
｡
然

は
十
三
四
五
の
年
の
事
は
桐
壷
の
奥
に
こ
も
り
侍
へ
し
｡
巻
名
'
河
海
に
欝

ヒ

木
の
心
も
し
ら
て
の
苛
の
所
委
く
し
る
さ
る
｡
ほ
～
き
木
と
云
名
は
総
し
て

源
氏
一
部
の
名
に
か
け
て
み
る
へ
き
也
.
一
切
衆
生
の
あ
る
か
と
す
れ
は
な

マ

き
あ
り
さ
ま
に
よ
く
か
な
へ
り
｡
桐
壷
巻
は
序
分
ま
て
も
い
り
た
～
す
｡
此

巻
物
語
の
序
分
也
｡
作
者
の
本
意
'
盛
者
必
衰
の
こ
と
は
り
'
此
題
号
に
お

さ
ま
れ
り
｡
凡
荘
子
か
胡
蝶
の
夢
の
詞
も
此
あ
り
な
し
に
お
な
し
か
る
へ
し
｡

世
間
は
只
算
木
に
は
し
ま
り
て
夢
の
浮
橋
に
お
さ
ま
る
み
る
へ
き
也
｡
〔
1
〕

○
光
源
氏
名
の
み
こ
と
〈
し
う
(
三
五
1
･
翌
河
海
に
名
の
み
こ
と

く
し
う
と
読
き
る
へ
き
よ
し
し
る
せ
り
｡
可
然
｡
但
読
つ
～
け
て
も
く
る

し
か
ら
さ
る
也
｡
人
を
そ
し
る
よ
り
い
へ
は
い
か
な
る
名
人
も
い
ひ
け
た
る

～
物
也
｡
是
世
間
の
あ
り
さ
ま
也
｡
弘
徽
殿
の
方
さ
ま
よ
り
は
云
け
た
れ
給

ふ
と
也
｡
さ
れ
と
も
只
公
界
へ
か
け
て
み
る
へ
き
に
や
｡
と
か
は
好
色
也
｡

又
何
事
に
付
て
も
な
り
｡
〔
2
〕

○
す
き
こ
と
共
(
三
五
2
･
翌
す
き
事
と
は
好
色
也
.
花
鳥
'
光
源
氏
と

い
ふ
名
を
す
き
事
と
は
い
へ
る
と
云
々
｡
此
儀
は
如
何
｡
か
く
ろ
へ
事
と
は

し
の
ひ
た
る
事
な
る
へ
し
｡
花
鳥
'
高
麗
人
に
相
せ
し
め
給
し
事
云
々
｡
是

も
又
如
何
｡
〔
3
〕

○
片
野
の
少
将
に
は
(
三
五
L
O
O
¥

v
v
給
け
ん
か
し
と
い
ふ
ま
て
物
語
の
作

者
の
惣
論
也
｡
か
た
野
の
少
将
説
々
あ
り
｡
物
語
の
名
也
｡
清
少
納
言
枕
草

子
に
も
見
え
た
り
｡
心
は
､
片
野
の
少
将
は
天
性
好
色
を
う
へ
か
ら
た
つ
る

人
の
事
也
｡
此
源
氏
の
君
は
【
う
へ
は
さ
は
な
く
て
し
た
に
好
色
の
心
あ
る

と
也
｡
〔
4
〕

○
ま
た
中
将
な
と
に
(
三
五
L
T
D
*
｡
>
)

v
v
こ
～
よ
り
双
紙
の
詞
也
｡
今
源
氏
は
】

(
括
弧
内
脱
落
)
当
宮
中
将
也
｡
給
し
'
此
し
文
字
は
過
去
の
し
文
字
に
て

は
聯
心
得
か
た
き
様
な
れ
と
当
代
の
事
を
も
如
此
書
事
常
の
事
也
｡
〔
5
〕

○
さ
ふ
ら
ひ
よ
う
し
て
(
三
五
6
･
翌
居
よ
く
し
て
也
.
〔
6
〕

･
お
ほ
い
と
の
に
は
(
三
五
c
o
c
｡
}

ォ
o
/
葵
上
の
御
方
也
o
桐
壷
巻
に
も
う
ち
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す
み
の
み
こ
の
ま
し
う
お
は
え
給
と
有
｡
〔
7
〕

○
し
の
ふ
の
み
た
れ
や
と
(
三
五
o
c
｡
'
)

v
v
内
裏
に
て
は
い
か
な
る
み
た
れ

心
も
あ
ら
ん
と
葵
上
か
た
に
は
思
疑
へ
る
と
也
｡
花
鳥
'
藤
壷
の
女
御
に
心

か
よ
は
し
給
事
と
云
々
｡
是
は
さ
し
つ
め
た
る
や
う
な
る
に
や
｡
〔
8
〕

▽
○
さ
し
も
あ
た
め
き
め
な
れ
た
る
(
三
五
l
>
c
｡
)

ォ
o
/
花
鳥
'
め
な
れ
た
る

は
葵
上
の
事
也
と
云
々
｡
此
義
不
可
然
｡
此
段
は
悉
皆
源
氏
の
君
の
本
性
を

あ
ら
は
し
侍
也
｡
源
氏
の
心
く
せ
に
て
心
つ
く
し
に
わ
り
な
き
ふ
し
を
こ
の

み
給
と
也
｡
源
氏
の
君
一
生
涯
の
心
は
せ
を
あ
ら
は
す
也
｡
〔
9
〕

○
な
か
雨
(
三
五
O
.
T
f
)
T
-
H
I
/
V
花
に
は
六
月
と
有
｡
只
五
月
可
然
｡
〔
1

0
〕

○
な
か
ゐ
(
三
五
o
.
T
MT
H
.
I
D
/
久
し
く
居
也
｡
〔
1
1
〕

･
御
む
す
こ
の
君
た
ち
(
三
五
<
N
"
ア
}

i
/
v
ひ
き
い
れ
の
お
と
ゝ
の
子
息
た
ち

也
｡
〔
1
2
〕

･
御
と
の
ゐ
所
(
三
五
(
N
^
サ
/
v
源
氏
の
と
の
ゐ
所
也
｡
〔
1
3
〕

･
宮
は
ら
の
中
将
(
三
五
^
m
/
後
に
致
仕
の
お
と
ゝ
也
｡
桐
壷
御
門
の

御
い
も
う
と
'
三
宮
の
御
腹
也
｡
〔
1

4
〕

○
右
の
お
と
～
の
(
三
五
�
"
t
.
T
Mr
H
i
n
/
弘
徹
殿
の
后
の
妹
也
｡
此
お
と
ゝ
の
四

君
此
宮
は
ら
の
中
将
に
あ
は
せ
給
也
｡
此
君
も
物
う
く
し
て
と
は
'
此
四
君

を
は
さ
し
も
恩
給
は
て
あ
た
め
き
給
へ
は
'
源
氏
の
葵
上
に
は
心
と
ゝ
め
給

は
ぬ
お
な
し
や
う
也
と
な
り
｡
〔
1

5
〕

･
お
さ
〈
(
三
六
c
o
^
サ
/
v
此
詞
所
に
よ
り
て
用
か
ふ
る
也
｡
〔
1

6
〕

○
を
の
つ
か
ら
か
し
こ
ま
り
も
え
を
か
す
(
三
六
^
^
o

v
o
/
へ
た
て
な
く
む

つ
ひ
給
ふ
ゆ
へ
に
を
の
つ
か
ら
礼
儀
を
も
わ
す
れ
て
と
も
な
ひ
給
ふ
と
也
｡

か
し
こ
ま
り
も
え
を
か
す
は
無
礼
な
る
様
也
と
也
｡
是
則
し
な
さ
た
め
の
物

語
な
と
う
ち
と
け
た
る
事
の
は
し
め
に
か
け
る
な
る
へ
し
｡
〔
1
7
〕

○
御
と
の
ゐ
所
(
三
六
c
o
i
r
^

v
v
桐
壷
の
事
也
.
〔
1
8
〕

○
お
ほ
と
の
な
ふ
ら
(
三
六
t
>
1
｡
}

v
v
又
は
お
ほ
と
の
あ
ふ
ら
｡
い
か
さ
ま

に
か
い
て
も
よ
む
時
は
と
の
ふ
ら
と
よ
む
な
り
｡
(
『
細
流
抄
』
二
ハ
コ
ノ
項

目
ナ
シ
)
〔
1
9
〕
※

○
ふ
み
と
も
な
と
見
給
(
三
六
c
*
-
1
｡
}

ォ
/
v
此
文
は
書
籍
也
｡
〔
S
]

▽
○
か
た
は
な
る
へ
き
も
(
三
六
〇
>
I
T
)
¥

I
T
)
/
'
其
中
に
見
く
る
し
き
も
有
へ
き

也
.
下
の
心
は
興
有
文
を
は
か
く
し
給
ふ
心
也
.
〔
空

○
色
〈
の
か
み
な
る
文
(
三
六
｡
o
1
｡
¥

<
o
/
是
は
艶
書
也
｡
〔
空

▽
○
を
し
な
へ
た
る
お
ほ
か
た
の
は
(
三
六
o
.
I
/
-
A

i
-
(
x
/
V
只
大
か
た
の
は
中
将

な
と
の
我
身
の
上
に
も
か
き
か
は
し
て
み
侍
る
と
也
.
〔
翌

○
を
の
か
し
～
(
三
六
ォ
n
}

i
n
/
我
く
也
｡
み
つ
か
ら
の
心
さ
し
の
ま
ゝ

に
也
.
〔
空

▽
〇
八
雲
抄
云
'
ワ
レ
く
ア
ル
心
也
卜
云
々
｡
〔
K
i
]
※

○
え
ん
す
れ
は
(
三
六
<
N
.
ォ
｡
¥
T
H
V
V
ぅ
ら
む
る
也
.
〔
空

○
お
ほ
そ
う
(
三
六
c
o
V
C
A

I
O
/
大
概
也
｡
ウ
チ
ハ
ナ
チ
タ
ル
也
卜
云
々
o
※

(
片
仮
名
書
ノ
一
文
『
細
流
抄
』
二
ナ
シ
)
〔
2
7
〕

･
二
の
ま
ち
の
心
や
す
き
(
三
六
v
｡
}

v
v
第
一
に
か
く
し
給
に
て
は
あ
る

ま
し
き
也
｡
つ
き
の
に
て
あ
る
へ
き
と
也
｡
(
『
紹
巴
抄
』
ノ
項
目
｢
二
の
町
｣

二
｢
次
ノ
マ
チ
ノ
心
也
｣
ト
傍
書
)
〔
空

○
そ
こ
に
こ
そ
(
三
七
^
v
o
}

v
o
/
そ
こ
は
足
下
也
.
源
氏
此
中
将
を
さ
し
て
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の
給
也
.
〔
空

○
御
覧
し
所
あ
ら
ん
こ
そ
(
三
七
L
T
D
¥
｡
¥

ォ
/
v
中
将
の
詞
｡
〔
R
]

○
こ
れ
は
し
も
(
三
七
c
o
v
o
)

i
/
V
只
こ
れ
は
と
い
は
ん
た
め
也
｡
し
文
字
は

や
す
め
字
也
.
〔
g
]

○
う
は
へ
は
か
り
の
(
三
七
c
-
v
o
}

サ
n
/
手
を
か
く
事
也
｡
大
か
た
手
な
と
も

き
た
な
け
な
く
か
き
て
事
た
か
ひ
た
る
や
う
な
る
人
也
o
〔
空

○
そ
も
ま
こ
と
に
(
三
七
〇
o
v
o
}

v
v
そ
も
は
そ
れ
も
也
.
撰
出
し
て
い
は
ん

に
は
か
た
き
と
な
り
.
〔
R
]

○
わ
か
心
得
た
る
事
は
か
り
(
三
七
O
.
〇
^
)

r
H
I
D
/
我
は
と
思
ひ
て
人
を
な
に
と

も
な
く
云
也
.
女
の
常
の
く
せ
也
.
〔
g
]

○
ま
と
の
う
ち
な
る
(
三
七
M

v
v
人
の
む
す
め
の
よ
そ
の
き
こ
え
あ
る

は
と
な
り
.
〔
R
]

○
た
ゝ
か
た
か
と
を
(
三
七
｡
5
.
C
M

T
H
u
v
苛
を
も
よ
み
琴
を
も
ひ
き
手
を
も
か

く
な
と
一
ふ
し
し
い
つ
る
事
の
あ
る
を
き
ゝ
つ
た
ふ
る
也
｡
凡
此
品
定
は
た

れ
と
な
く
皆
世
に
あ
り
と
あ
る
人
の
あ
り
さ
ま
を
い
へ
り
｡
さ
れ
と
も
少
々

は
此
物
語
の
中
に
あ
る
人
の
性
に
引
あ
は
せ
て
見
也
｡
こ
～
は
末
摘
の
琴
な

と
引
給
と
問
て
源
の
心
を
と
り
給
る
也
｡
〔
R
]

○
を
の
つ
か
ら
ひ
と
つ
ゆ
へ
づ
け
て
(
三
七
"
>
)

v
v
自
然
1
芸
は
た
れ
も

し
い
つ
る
事
あ
る
也
｡
〔
3
7
〕

○
み
る
人
を
く
れ
た
る
か
た
を
は
(
三
七
M
m
/
人
の
媒
介
す
る
く
せ
に

て
'
種
々
の
其
身
に
よ
き
は
か
り
を
と
り
い
た
し
て
云
た
つ
る
也
.
〔
翌

○
そ
れ
し
か
あ
ら
し
と
(
三
八
(
x
I
I
M

v
v
さ
は
あ
か
i
6
し
き
と
推
察
す
る
ま

て
の
事
は
た
れ
も
な
き
物
也
.
〔
翌
′

○
ま
こ
と
か
と
見
も
て
行
ニ
(
三
八
<
N
^

1
0
/
き
く
こ
と
に
か
な
ふ
や
う
な

る
こ
と
は
な
き
物
な
れ
は
'
と
に
か
く
に
世
間
に
し
か
る
へ
き
女
は
な
き
そ

と
て
う
ち
う
め
き
た
る
也
.
〔
S
]

○
い
と
な
へ
て
は
あ
ら
ね
と
我
も
(
三
八
^
I
M

v
v
我
も
と
は
源
氏
也
.
〔
S
]

○
い
と
さ
は
か
り
な
ら
ん
(
三
八
L
O
I
M

I
O
/
一
向
な
る
人
の
所
へ
は
す
か
さ

れ
も
よ
る
ま
し
き
と
也
.
〔
s
!
]

○
と
る
か
た
な
く
く
ち
お
し
き
(
三
八
c
D
M

v
v
下
品
と
上
品
と
は
同
し
物

な
る
へ
し
｡
最
下
品
と
最
上
品
と
は
か
す
す
く
な
き
と
也
｡
さ
れ
は
中
晶
に

へ
シ

人
の
心
は
み
ゆ
へ
し
と
也
.
〔
g
]

○
人
の
品
た
か
く
(
三
八
t
>
-
｡
｡
}

v
o
/
上
品
の
人
は
自
然
に
か
く
る
～
事
も
お

は
き
と
也
｡
〔
4
4
〕

○
し
も
か
し
な
に
成
ぬ
れ
は
(
三
八
o
.
｡
c
A

r
H
I
T
)
/
下
品
の
人
の
事
は
人
の
と
り

あ
く
る
事
も
な
き
は
耳
に
た
つ
事
も
な
き
也
｡
ま
へ
の
詞
の
と
る
か
た
な
く

口
お
し
き
ゝ
は
と
す
く
れ
た
る
か
す
す
く
な
し
と
云
こ
と
は
を
の
へ
た
る

[
ォ
o
I

T
f
-
J

O
そ
の
し
な
〈
や
い
か
に
(
三
八
｡
｡
)

i
n
/
源
氏
の
詞
也
.
三
晶
に
は
何

と
わ
く
へ
き
そ
と
と
ひ
給
也
｡
〔
蟹

○
も
と
の
し
な
た
か
く
(
三
八
<
N
.
｡
｡
¥

r
H
l
/
V
上
品
の
人
の
身
を
も
ち
さ
け
た
る

を
云
也
｡
く
ら
ゐ
み
し
か
く
と
は
選
叙
令
に
も
位
の
み
し
か
き
と
云
に
卑
の

字
を
書
た
り
.
位
の
い
や
し
き
也
｡
〔
S
]

○
ま
た
な
を
人
の
(
三
八
c
｡
｡
x
>
¥

1
0
/
な
を
人
は
直
人
也
.
種
姓
不
貴
人
也
｡
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諸
大
夫
な
と
の
時
を
え
て
次
第
に
昇
進
し
て
公
卿
な
と
ま
て
な
り
の
は
る
人

也
o
此
二
の
品
分
別
し
て
か
た
き
と
間
給
也
.
〔
蟹

○
左
の
馬
の
か
み
(
三
九
｡
｡
)

サ
n
/
此
間
答
の
最
中
に
両
人
参
也
.
〔
S
]

○
い
と
き
～
に
く
き
事
(
三
九
c
o
｡
｡
)

i
o
/
是
は
物
語
の
作
者
の
詞
也
.
〔
S
]

○
な
り
の
ほ
れ
共
(
三
九
｡
｡
O
s
)

i
n
/
右
馬
頭
の
中
也
.
ま
へ
の
二
の
品
を
評

也
｡
当
時
な
り
の
ほ
る
人
を
は
世
間
か
ら
き
の
ふ
け
ふ
ま
て
の
さ
し
も
な
き

人
そ
と
お
も
ひ
い
へ
と
す
て
に
昇
進
な
と
し
あ
か
れ
は
云
お
と
す
へ
き
に
も

あ
ら
す
と
也
o
〔
G
]

○
さ
は
い
へ
と
(
三
九
^
o
N
)

ォ
/
v
さ
れ
と
も
思
と
こ
ろ
は
あ
る
也
.
惟
光
か

女
藤
内
侍
の
す
け
な
と
に
あ
た
れ
り
｡
〔
望

○
ま
た
も
と
は
や
む
こ
と
な
き
(
三
九
^
｡
¥
¥

i
/
v
是
は
種
姓
よ
き
人
の
お
と

ろ
へ
給
を
い
ふ
也
｡
末
摘
な
と
に
あ
た
る
也
｡
ま
へ
に
は
琴
な
と
引
給
し
わ

さ
を
云
と
て
末
摘
を
云
也
｡
こ
～
は
其
身
の
有
さ
ま
に
比
す
る
也
｡
両
段
は

中
の
晶
な
る
へ
し
.
〔
R
]

○
す
り
や
う
と
い
ひ
て
(
三
九
c
-
O
N
)

w
>
/
軒
は
の
荻
の
類
也
.
ま
へ
の
な
を

人
と
云
類
な
る
へ
し
｡
国
の
守
は
一
任
四
か
年
つ
～
に
て
か
は
る
を
人
の
事

に
て
と
は
云
也
｡
吏
務
を
司
る
人
な
る
へ
し
｡
参
儀
の
兼
国
と
云
'
権
守
也
｡

f
�
"
*
!

I
.
i
n
J

･
け
し
う
は
(
三
九
〇
o
C
M

ォ
/
v
け
の
字
清
也
.
〔
R
]

･
え
り
出
へ
き
こ
ろ
を
ひ
(
三
九
o
5
C
M

w
v
当
時
受
嶺
の
女
し
か
る
へ
き
時

分
な
る
へ
し
.
〔
R
]

○
な
ま
〈
の
か
ん
た
ち
め
(
三
九
〇
5
a
¥
¥

サ
o
/
な
ま
く
と
は
な
ま
な
り
な

る
也
｡
公
卿
な
と
に
な
り
た
る
人
也
｡
中
納
言
参
議
ほ
と
ら
ひ
の
人
也
｡
〔
5
7
〕

○
非
参
議
(
三
九
o
｡
¥
¥

m
/
参
議
に
も
あ
ら
て
三
位
四
位
た
る
人
也
｡
〔
翌

○
も
と
の
ね
さ
し
(
三
九
O
.
C
M

r
-
t
I
/
V
明
石
入
道
に
か
な
へ
り
.
〔
S
]

○
い
と
か
は
ら
か
(
三
九
o
.
o
¥
¥T
-
H
サ
/
V
さ
は
や
か
な
る
也
｡
〔
6
0
〕

○
家
の
う
ち
に
(
三
九
o
N
)

<
/
v
は
ぶ
か
す
と
は
何
事
も
省
略
せ
す
也
.
〔
6
1
〕

○
ま
は
ゆ
き
か
て
(
三
九
r
J
.
C
M

r
H
V
V
明
石
上
の
類
な
る
へ
し
.
〔
6
2
〕

○
宮
つ
か
へ
に
(
三
九
c
｡
.
c
M

i
-
H
サ
/
V
桐
壷
の
更
衣
に
あ
た
れ
り
｡
〔
3
]

○
す
へ
て
に
き
は
ゝ
し
き
(
三
九
�
"
<
t
.
O
T
-
H
V
O
/
源
の
語
也
｡
所
詮
は
富
る
に
よ

る
へ
し
と
也
｡
家
の
内
に
た
ら
ぬ
事
な
と
な
か
め
る
と
い
ふ
に
あ
た
り
て
の

詞
也
｡
〔
6
4
〕

○
こ
と
人
の
い
は
ん
(
四
〇
〇
}

v
o
/
中
将
の
詞
｡
源
は
好
色
の
身
に
し
て

か
く
の
給
は
似
あ
は
さ
る
也
.
〔
3
]

○
も
と
の
し
な
(
四
〇
O
N

v
o
/
馬
頭
詞
｡
此
段
女
三
の
宮
に
よ
く
あ
た
れ

り
｡
朱
雀
院
鍾
愛
の
皇
女
に
て
ま
し
ま
せ
と
も
'
御
手
な
と
も
う
る
は
し
か

も
ヲ

ら
す
心
も
を
く
れ
た
る
所
ま
し
ま
す
也
｡
〔
6
6
〕

○
う
ち
あ
ひ
て
す
く
れ
(
四
〇
c
o
O
¥

v
o
'
や
む
こ
と
な
き
人
の
お
ほ
え
も
あ

り
心
も
ち
ゐ
も
し
わ
さ
も
う
ち
あ
ひ
し
か
る
へ
き
人
也
｡
是
は
も
と
よ
り
の

事
也
｡
薄
雲
女
院
に
あ
た
れ
り
｡
〔
6
7
〕

▽
○
心
も
お
と
ろ
く
ま
し
(
四
〇
L
O
O
¥

v
o
/
是
は
も
と
よ
り
か
く
こ
そ
あ
る

き
事
な
れ
は
心
も
お
と
ろ
く
ま
し
き
と
也
.
〔
S
]

か
し

○
な
に
ら
へ
(
左
二
｢
カ
シ
｣
と
傍
書
)
を
よ
ふ
へ
き
(
四
〇
L
O
O
v
o
/
な

に
か
し
は
右
馬
頭
自
身
を
さ
し
て
い
ふ
｡
然
共
身
に
と
り
て
上
品
を
は
申
か
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た
き
と
也
.
〔
S
]

･
さ
て
世
に
あ
り
と
人
に
(
四
〇
<
｣
>
O
A

v
o
/
夕
鬼
の
上
あ
た
る
也
｡
〔
R
]

○
ち
ゝ
の
と
し
お
ひ
(
四
〇
o
i
O
>
)

v
o
/
此
段
は
種
姓
さ
せ
る
人
な
ら
ぬ
人
の

●中
に
も
可
然
人
あ
る
へ
き
の
心
也
｡
〔
T
-
O

r
-
J

O
か
た
か
と
に
て
も
(
四
〇
r
-
<
¥

v
o
/
か
や
う
の
中
に
も
と
り
所
あ
る
へ
き

儀
也
｡
大
か
た
を
し
な
を
し
に
す
て
か
た
き
を
は
い
か
～
と
な
り
｡
藤
式
部

か
い
も
う
と
の
類
也
.
〔
召

○
い
て
や
か
み
の
し
な
(
四
〇
i
H
}

v
o
/
源
任
の
心
の
中
也
.
葵
上
は
父
は

カ
ミ
タ

左
大
臣
'
母
は
御
門
の
御
い
も
う
な
れ
は
こ
そ
上
の
晶
と
も
云
へ
き
人
た
に

も
'
源
の
御
心
に
思
所
有
や
う
也
｡
君
と
は
源
氏
也
｡
〔
7
3
〕

○
し
ろ
き
御
そ
(
四
一
<
o
'
源
の
あ
り
さ
ま
を
い
ふ
o
〔
空

○
な
を
し
は
か
り
を
(
四
一
<
M
r
-
<
¥

v
o
/
夜
陰
な
れ
は
知
音
の
中
に
て
は
さ
し

ぬ
き
を
略
し
て
直
衣
は
か
り
を
引
か
く
る
事
勿
論
な
る
よ
し
一
条
禅
閣
の
説

也
｡
然
と
も
直
衣
に
は
必
下
に
き
ぬ
を
か
さ
ぬ
る
も
の
也
｡
こ
～
に
は
き
ぬ

を
か
さ
ね
さ
る
を
な
を
し
は
か
り
と
は
云
也
｡
さ
し
ぬ
き
を
略
す
る
説
は
あ

ま
り
な
る
欺
.
〔
p
]

○
そ
ひ
ふ
し
(
四
<
N
T
-
^

v
o
/
添
臥
o
花
説
可
然
｡
〔
R
]

○
女
に
て
み
た
て
ま
つ
ら
ほ
し
(
四
一
｡
o
^
}

v
o
'
女
に
我
な
り
て
見
た
て
ま

つ
り
た
き
と
也
｡
又
説
源
を
女
に
な
し
て
見
た
き
と
也
｡
此
詞
末
の
巻
に
も

あ
り
｡
〔
7
7
〕

○
こ
の
た
め
に
は
(
四
一
c
o
r
H
¥

v
o
/
源
の
た
め
に
は
上
か
上
を
え
ら
ひ
あ
ら

ま
ほ
し
き
と
也
｡
〔
R
]

○
大
か
た
の
世
に
(
四
一
L
O
r
-
t
¥

^
o
/
右
馬
頭
詞
也
｡
我
物
と
撰
定
へ
き
は
か

た
し
と
也
｡
〔
7

9
〕

･
お
と
こ
の
大
や
け
(
四
一
c
o
v
o
>
此
段
簡
要
也
｡
此
人
こ
そ
世
の
か
た

め
と
も
な
る
へ
き
と
て
と
り
い
た
す
へ
き
人
は
か
た
き
事
也
｡
〔
8
0
〕

･
さ
れ
と
か
し
こ
し
と
て
も
(
四
一
c
o
<
N
^

v
o
/
さ
れ
と
も
天
下
万
機
の
政
は

官
々
職
々
有
て
つ
か
さ
と
る
物
也
｡
か
し
こ
し
と
て
一
人
し
て
す
る
事
は
な

き
也
｡
さ
れ
は
上
は
下
に
た
す
け
ら
れ
下
は
上
に
な
ひ
き
て
大
事
と
は
云
な

か
ら
何
と
も
な
り
て
行
事
也
｡
〔
8
1
〕

･
せ
は
き
家
(
四
一
o
.
o
n

r
H
¥
O
/
家
中
は
人
ひ
と
り
の
は
か
ら
ひ
に
て
ゆ
つ
る

か
た
な
け
れ
は
大
事
な
る
と
也
｡
此
あ
る
し
は
う
し
ろ
み
す
へ
き
女
あ
る
し

の
事
也
.
う
し
ろ
み
な
く
て
家
中
は
お
さ
ま
り
か
た
き
也
.
〔
g
]

▽
○
ソ
へ
こ
ト
テ
ト
ハ
サ
ア
リ
ト
思
テ
ト
ス
レ
ハ
又
カ
ヽ
リ
ト
也
｡
世
中
ノ
サ

マ
也
｡
祇
注
云
'
ソ
ヘ
ニ
ト
テ
ト
ハ
我
コ
ヽ
ロ
二
物
ヲ
リ
ヤ
ウ
ゲ
シ
タ
ル
心

也
｡
サ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
ヨ
カ
ラ
ン
ト
思
へ
ハ
チ
カ
ヒ
サ
ラ
ハ
又
カ
ヤ
ウ
ニ
セ
ン

ト
ス
レ
ハ
又
タ
カ
フ
コ
ト
ア
ル
義
也
.
〔
s
2
]
※

○
と
あ
れ
は
か
ゝ
り
あ
ふ
さ
き
る
さ
(
四
一
r
n

v
o
/
花
鳥
'
そ
へ
に
と
は

ケ本
の
こ
と
つ
け
そ
へ
た
る
荷
を
云
｡
世
俗
に
お
も
荷
に
こ
つ
け
と
い
ふ
事
也
｡

人
の
あ
つ
ら
へ
物
な
と
あ
つ
か
り
て
あ
な
た
こ
な
た
へ
と
す
る
は
'
を
の
か

わ
つ
ら
ひ
に
な
る
心
也
と
云
々
｡
如
何
｡
顕
昭
云
'
あ
ふ
さ
と
は
あ
ふ
さ
ま

な
り
｡
き
る
さ
と
は
き
さ
ま
也
｡
と
さ
ま
か
く
さ
ま
と
い
ふ
心
也
｡
と
す
る

も
か
く
す
る
も
あ
し
と
い
び
し
ら
ぬ
わ
さ
か
な
と
よ
め
り
云
々
｡
京
極
黄
門

同
之
也
｡
と
せ
ん
と
す
る
も
か
く
せ
ん
と
す
る
｡
あ
ち
こ
ち
へ
物
の
ち
か
ひ
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た
る
也
｡
そ
へ
に
と
て
と
は
只
詞
也
｡
さ
あ
り
と
思
て
す
れ
は
又
か
ゝ
り
と

也
｡
世
間
の
あ
り
さ
ま
也
｡
荷
に
は
あ
ら
す
｡
後
撰
に
'
け
ふ
そ
へ
に
く
れ

さ
ら
め
や
は
と
思
へ
と
も
た
へ
ぬ
は
人
の
こ
～
ろ
也
け
り
も
此
詞
に
同
欺
｡

〔
8
4
〕

･
ソ
へ
二
ハ
サ
ラ
ハ
ト
云
コ
ヽ
ロ
と
云
々
｡
後
撰
ノ
モ
サ
ラ
ハ
ナ
リ
｡
又
サ
ニ

モ
ト
云
コ
ヽ
ロ
モ
ア
ル
ヘ
シ
.
〔
3
]
※

○
な
の
め
に
(
四
一
c
N
e
n

v
o
/
大
か
た
は
子
細
な
き
人
也
｡
な
の
め
は
十
分

せ
ぬ
詞
也
.
大
か
た
な
と
い
ふ
心
也
｡
〔
S
]

ト

○
か
な
ら
す
し
も
わ
か
お
も
ひ
に
か
な
は
ね
と
(
四
二
<
M
C
-
n

v
o
/
少
々
心
に

か
な
は
ぬ
女
を
も
す
て
か
た
く
思
男
の
事
也
｡
此
詞
男
女
の
う
へ
の
み
な
ら

す
君
臣
朋
友
の
ま
し
は
り
に
も
勝
殊
の
詞
也
｡
〔
8
7
〕

･
さ
れ
と
な
に
か
世
の
あ
り
さ
ま
(
四
二
^
o
n

¥
o
/
河
海
'
な
に
か
は
な
に

か
し
か
と
云
心
と
云
々
｡
但
さ
れ
と
も
読
き
り
て
何
か
と
詞
に
い
へ
る
事
と

見
え
た
り
o
〔
S
]

ヤ

○
君
た
ち
の
か
み
な
き
(
四
二
L
O
C
｡
¥

v
o
/
源
氏
や
中
将
を
云
也
｡
し
か
る
へ

き
女
の
世
に
な
き
を
い
へ
り
.
〔
S
]

○
所
せ
く
恩
ひ
給
へ
ぬ
た
に
(
河
内
本
四
二
〇
�
"
0
花
鳥
'
所
せ
く
は
ひ

ろ
き
心
也
｡
思
ひ
給
へ
ぬ
は
せ
は
き
心
也
｡
馬
頭
か
世
間
せ
は
き
み
に
た
に

か
や
う
に
思
と
也
云
々
｡
聯
相
違
せ
る
に
や
｡
所
せ
き
と
は
せ
は
き
心
也
｡

上
胸
は
よ
ろ
つ
に
身
を
か
ろ
く
し
く
し
給
は
ぬ
に
よ
り
て
'
其
身
は
せ
は

き
心
也
｡
馬
頭
な
と
い
や
し
き
身
は
所
せ
は
き
事
な
く
て
み
あ
り
き
侍
る
た

へに
'
思
ふ
に
か
な
ふ
女
は
な
し
と
也
｡
所
せ
く
思
ひ
給
へ
ぬ
に
た
に
と
云
に

て
句
を
き
り
'
心
を
上
へ
か
け
て
見
共
'
下
へ
は
つ
ゝ
か
ぬ
詞
也
.
〔
帥
〕

○
か
た
ち
き
た
な
け
な
く
(
四
二
c
D
｡
｡
}

v
o
/
女
の
一
種
あ
る
さ
ま
也
｡
〔
r
-
n

o
¥
J

O
ち
り
も
つ
か
し
と
(
四
二
c
o
c
｡
}

v
o
/
身
を
た
て
ゝ
潔
白
な
る
と
也
o
(
｢
身
｣

ノ
字
ノ
左
二
｢
カ
か
身
か
本
り
タ
カ
ハ
シ
｣
ト
傍
書
)
〔
聖

○
文
を
か
け
と
お
ほ
と
か
(
四
二
c
-
0
0
)
¥

¥
r
>
)
六
候
院
御
息
所
に
あ
た
れ
り
｡

お
ほ
と
か
大
や
う
也
.
〔
翌

○
こ
と
え
り
(
四
七
o
-
<
r
A

¥
n
J
詞
を
え
ら
ひ
つ
く
ろ
ふ
也
.
〔
巴

○
又
さ
や
か
に
も
見
て
し
か
な
と
(
四
二
｡
o
*
｡
>
}

v
o
/
又
と
は
文
か
き
な
と
ほ

の
か
な
る
と
い
ふ
に
対
し
て
い
へ
り
｡
心
は
文
な
と
は
か
り
に
て
は
お
ほ
つ

か
な
さ
に
行
て
あ
は
む
と
す
れ
は
'
す
へ
な
く
ま
た
せ
て
は
や
く
出
て
も
あ

は
て
幽
に
あ
ひ
し
ら
ひ
て
も
の
お
も
は
す
る
鉢
也
｡
又
文
の
ほ
の
か
な
れ
は

又
さ
や
か
な
る
を
も
見
は
や
と
得
心
に
や
｡
花
鳥
'
墨
つ
き
ほ
の
か
に
書
た

る
文
を
読
と
か
む
と
す
れ
は
隙
を
つ
い
や
す
な
れ
は
す
へ
な
く
と
云
'
ま
た

せ
て
と
は
程
を
ふ
る
心
也
と
云
々
o
〔
翌

○
ス
ヘ
ナ
ク
(
四
二
〇
o
m
¥

v
o
/
無
便
也
o
無
為
ト
モ
.
〔
9
6
〕
※

･
わ
つ
か
な
る
こ
ゑ
き
く
は
か
り
(
四
二
〇
o
c
｡
^
)

v
o
/
是
よ
り
は
木
枯
の
女
に

あ
た
り
｡
〔
9
7
〕

･
と
り
な
せ
は
あ
た
め
く
(
四
二
v
｡
¥

v
o
/
と
り
よ
り
て
心
み
れ
は
あ
た

く
し
く
み
ゆ
る
人
あ
り
.
〔
翌

･
は
し
め
の
な
ん
と
す
(
四
二
(
f
)
¥

v
o
/
第
一
の
難
と
す
る
也
o
〔
翌

○
こ
と
か
な
か
に
(
四
二
w
¥

v
o
'
こ
と
な
る
か
中
也
｡
と
り
分
て
な
と
い

ふ
也
｡
こ
の
段
は
す
ゝ
む
を
し
り
そ
け
退
を
す
ゝ
む
る
也
.
〔
5
]
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○
な
の
め
な
る
ま
し
き
(
四
二
n
)

v
o
/
な
を
さ
り
な
ら
ぬ
人
と
也
｡
可
然

＼女
の
事
を
い
へ
り
｡
又
は
男
の
う
し
ろ
み
を
な
を
さ
り
に
す
ま
し
き
を
も
云
｡

〔
1

0
1
〕

○
を
か
し
き
に
す
～
め
る
(
四
二
n
c
｡
^

v
o
/
物
の
哀
を
し
り
な
さ
け
に
す
ゝ

か
ひ

む
る
'
あ
し
き
に
て
は
な
け
れ
と
も
実
な
る
所
な
き
は
か
な
け
れ
は
云
也
｡

〔
1

0
2
〕

･
実
々
シ
キ
ハ
カ
リ
ナ
ル
モ
又
オ
ソ
ロ
シ
キ
心
也
o
〔
轡
※

○
又
ま
め
〈
し
き
す
ち
を
(
四
二
c
o
c
n
¥

¥
o
)
是
は
あ
ま
り
に
実
な
る
う
し

ろ
み
の
か
た
は
か
り
を
た
て
～
我
身
を
は
や
さ
し
く
も
も
た
さ
る
を
云
｡

r
~
i

C
-
J

O
み
～
は
さ
み
か
ち
に
(
四
二
<
T
)
¥

<
s
o
/
馨
の
髪
を
耳
に
は
さ
む
也
o
と
り

つ
く
ろ
は
す
あ
る
に
ま
か
せ
て
わ
か
身
を
も
つ
也
｡
家
と
う
し
は
さ
た
め
る

妻
也
｡
此
女
は
馬
頭
ゆ
ひ
く
ひ
し
女
の
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又
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友
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さ
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す
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よ
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右
二
｢
ス
ク
メ
ル

ハ
河
内
本
｣
ト
傍
書
)
｡
す
～
み
過
た
る
也
｡
又
は
き
こ
つ
な
き
也
｡
女
の

事
也
o
〔
S
]

･
と
か
く
に
な
ひ
き
て
(
四
九
^
r
n

i
>
/
花
'
男
の
事
と
云
々
｡
い
か
ゝ
｡

只
女
の
事
と
也
｡
〔
9
]

･
人
に
み
え
は
(
四
九
L
O
o
n

c
-
-
'
こ
れ
こ
そ
馬
頭
の
本
台
(
左
二
｢
妻
カ
｣

ト
傍
書
)
と
い
は
れ
て
他
人
に
も
な
を
さ
り
に
は
見
え
し
と
つ
く
ろ
ひ
て
あ

る
也
｡
〔
轡

･
に
く
き
か
た
(
四
九
I
>
-
m
r
-
/
嫉
妬
の
か
た
也
｡
〔
v
1
-
1

^
!
J

･
あ
な
か
ち
に
し
た
か
ひ
(
四
九
｡
｡
<
s
n

r
-
/
馬
頭
か
心
に
は
よ
く
し
た
か
ひ

た
る
人
也
け
れ
は
'
お
と
し
て
み
ん
我
を
は
み
は
な
つ
ま
し
き
本
性
也
と
思

ふ
也
｡
〔
1

6
6
〕

･
か
く
お
そ
ま
し
く
は
(
四
九
｡
1
.
c
｡
)T
H
r
-
/
馬
頭
の
詞
也
｡
を
そ
き
也
｡
お
そ

ろ
し
き
也
｡
〔
S
]

･
か
き
り
と
お
も
は
ゝ
(
四
九
c
｡
.
c
｡
)T
H
r
-
'
我
に
わ
か
れ
ん
と
思
は
ゝ
此
程
の

こ
と
く
嫉
妬
を
も
せ
よ
'
此
ま
～
に
も
そ
ひ
は
つ
へ
き
と
思
は
ゝ
此
心
を
や

め
ら
れ
よ
と
也
｡
〔
S
]

･
人
な
み
〈
に
も
(
五
〇
P
)
昇
進
を
も
せ
は
と
也
｡
〔
1

6
9
〕

･
い
ひ
そ
し
(
五
〇
c
o
*
｡
>
}

l
>
'
い
ひ
そ
し
と
は
つ
よ
く
い
ひ
す
こ
す
也
｡
〔
1
7

0
〕

･
よ
ろ
つ
に
見
た
て
な
く
(
五
〇
c
o
<
r
>
¥

f
~
-
/
女
の
詞
也
｡
人
な
み
く
に
も

な
り
と
い
ひ
し
詞
を
う
け
て
云
也
｡
更
に
人
な
み
く
に
な
り
給
を
待
に
て

は
な
き
也
｡
い
つ
れ
か
し
っ
ほ
う
に
あ
る
へ
き
と
ま
て
と
も
さ
は
あ
る
ま
し

な
ら
は
わ
か
る
へ
き
也
｡
〔
1
7

1
〕

･
あ
ひ
な
た
の
み
(
五
〇
c
o
c
｡
^

f
-
/
か
ひ
な
き
た
の
み
と
也
｡
あ
ち
き
な
き

心
也
｡
〔
1
7

2
〕

･
か
た
み
に
そ
む
き
ぬ
へ
き
(
五
〇
c
o
c
｡
^

t
^
'
と
に
か
く
に
わ
か
る
へ
き
き

さ
み
か
と
也
｡
〔
1
7

3
〕

･
は
ら
た
～
し
く
(
五
〇
f
-
A

f
-
/
前
は
そ
ら
は
ら
を
た
て
ゝ
し
か
こ
ゝ
に

て
は
実
に
腹
立
す
る
也
｡
〔
1
7

4
〕

･
を
よ
ひ
ひ
と
つ
(
五
〇
｡
｡
c
｡
N

r
^
小
指
也
｡
か
く
か
た
わ
に
さ
へ
な
れ
は

(30)



よ
ろ
つ
か
ひ
な
し
と
也
｡
〔
1
7

5
〕

･
手
を
お
り
て
(
五
〇
1
3
･
空
作
物
語
な
れ
は
上
旬
を
そ
の
ま
ゝ
置
也
｡

〔
1
76
〕

･
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
(
五
〇
l
･
空
今
こ
れ
ひ
と
つ
に
て
も
な
き
と
也
｡

･
ひ
き
あ
く
へ
き
も
の
～
か
た
ひ
ら
(
五
o
5
V
｡
^
)

l
>
/
木
丁
也
.
〔
S
]

･
こ
よ
ひ
は
か
り
や
(
至
o
.
i
o
¥

r
H
O
/
馬
頭
を
待
さ
ま
也
｡
〔
1

9
3
〕

〔
1
77
〕

･
え
う
ら
み
し
(
五
〇
c
o
.
"
ア
¥

r
H
r
-
/
女
も
え
う
ら
み
し
と
也
.
〔
S
]

‥
つ
き
ふ
し
を
(
五
1
-
�
"
空
こ
や
と
は
こ
れ
や
也
｡
〔
S
]

･
さ
れ
は
よ
と
(
五
一
O
.
V
)
¥T
-
1
O
/

〔
哲

･
さ
う
し
み
は
(
五
O
.
1
0
)
r
-
i
f
-
/

･
お
や
の
家
に
(
五
一
o
.
1
0
}T
H
t
-
-
/

家
に
出
ぬ
る
よ
し
を
い
ふ
也
｡

さ
れ
は
こ
そ
我
を
思
は
す
て
ぬ
よ
と
也
｡

あ
る
し
也
.
〔
E
]

留
守
の
女
房
の
云
也
｡
折
し
も
今
夜
お
や

花
鳥
'
お
や
の
家
に
あ
り
て
こ
よ
ひ
こ
れ
へ

･
ま
こ
と
に
は
か
は
る
へ
き
(
五
一
c
M
^
!
>
/
馬
頭
の
心
也
｡
〔
5
]

･
り
ん
し
の
ま
つ
り
(
至
3
･
空
賀
茂
臨
時
の
祭
也
｡
〔
S
]

･
い
み
し
う
み
そ
れ
ふ
る
(
至
^
S
)
艶
に
余
情
あ
る
さ
ま
也
｡
〔
9
]

･
ま
か
り
あ
か
る
～
(
五
一
^
�
"
"
*
"
)

!
>
'
別
也
｡
〔
9
]

･
家
ち
と
思
は
む
(
五
一
5
･
空
馬
頭
の
心
也
.
家
ち
と
は
室
家
を
い
ふ

也
.
〔
-
t
-
,
C
O
J

･
内
わ
た
り
(
五
L
O
T
M

r
-
/
内
裏
也
｡
〔
響

･
け
し
き
は
め
る
あ
た
り
(
五
一
L
O
S
)
我
思
物
の
あ
る
あ
た
り
へ
と
思

へ
と
'
そ
れ
も
夜
も
ふ
け
侍
る
よ
し
也
｡
是
は
木
か
ら
し
の
女
な
る
へ
し
｡

〔
轡

･
い
か
～
お
も
へ
る
(
五
一
o
I
T
)
}

!
>
'
指
く
ひ
た
る
女
の
事
也
｡
〔
5
]

･
つ
め
く
は
る
れ
と
(
五
一
[
>
-
i
r
^

o
'
は
ち
た
る
鉢
也
｡
〔
轡

･
火
ほ
の
か
に
(
至
｡
｡
S
)
面
白
鉢
也
｡
〔
3
]

･
な
へ
て
き
ぬ
と
も
(
五
言
v
r
A

t
-
-
/
綿
な
と
い
り
た
る
き
ぬ
也
｡
〔
S
]

･
お
ほ
ひ
な
る
こ
(
至
o
5
｣
)
ふ
せ
こ
な
る
へ
し
｡
〔
1

9
1
〕

わ
た
り
給
'
た
れ
を
待
也
と
云
々
.
不
審
｡
〔
E
]

･
ひ
た
や
こ
も
り
(
五
一
r
J
.
i
/
-
^

T
H
t
^
/
無
意
趣
也
｡
こ
の
や
う
た
い
何
と
も
心

得
か
た
き
と
也
｡
苛
な
と
を
よ
み
を
か
す
い
か
に
と
も
い
ひ
を
か
さ
る
を
い

ふ
也
｡
〔
1

9
7
〕

･
我
を
う
と
み
ね
と
(
五
一
c
｡
.
1
O
Ar
H
P
-
J
此
程
さ
か
な
く
ゆ
る
し
な
か
り
し
は
'

我
に
思
ひ
う
と
ま
せ
て
よ
そ
へ
行
へ
き
と
恩
け
る
に
こ
そ
と
ま
て
と
あ
ら
ぬ

ふ
し
を
さ
へ
思
と
也
.
〔
E
]

･
さ
し
も
み
給
へ
さ
り
し
(
五
v
A

o
/
年
月
は
さ
や
う
の
心
と
は
お
は

ろ
け
に
も
み
さ
り
し
事
な
れ
共
と
お
も
ふ
也
｡
〔
o
¥
i

<
^
J

て
イ
･
わ
れ
み
す
て
ら
む
(
五
二
c
M
P
)
女
の
み
て
ん
後
ま
て
を
思
ふ
也
｡
〔
S
]

･
き
る
へ
き
物
(
五
二
v
)
¥

I
-
-
/
二
心
あ
る
か
と
疑
た
れ
は
'
馬
頭
か
衣
裳

な
と
を
し
か
る
へ
き
や
う
に
と
ゝ
の
へ
置
也
.
〔
S
]

･
そ
む
き
も
せ
す
(
五
二
c
o
v
｡
¥

r
*
-
/
あ
り
所
を
か
く
し
も
せ
す
か
は
ら
す
返

事
す
る
也
｡
と
を
さ
か
り
て
尋
ま
と
は
さ
せ
ん
と
も
せ
ぬ
也
｡
そ
む
き
も
せ

す
と
は
'
河
海
に
し
る
せ
る
を
花
鳥
破
之
｡
只
男
の
尋
き
た
る
に
う
ち
そ
む
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か
す
あ
へ
し
ら
ふ
と
云
々
｡
可
然
｡
又
河
海
の
説
猶
す
て
か
た
き
か
と
云
々
｡

〔
S
]

･
か
ゝ
や
か
し
(
五
二
^
v
o
¥

t
>
/
は
ち
か
～
や
く
な
と
云
は
た
ゝ
は
ち
た
る

也
｡
馬
頭
に
は
ち
す
の
心
也
｡
〔
響

･
た
ゝ
有
し
な
か
ら
(
五
二
L
O
¥
｡
¥

c
^
'
女
の
詞
也
o
馬
頭
の
こ
ゝ
ろ
を
た
に

も
あ
ら
た
め
は
帰
へ
き
と
云
也
｡
〔
轡

･
さ
り
と
も
え
お
鮎
が
な
れ
し
(
五
二
o
D
¥
｡
¥

t
>
J
か
く
は
い
へ
と
も
猶
こ
ら

さ
ん
と
て
あ
ら
た
む
へ
し
と
も
い
は
さ
る
也
.
〔
響

･
つ
な
ひ
き
て
(
五
二
I
N
V
｡
'
)

o
-
J
女
の
こ
ら
さ
む
と
て
馬
頭
の
わ
さ
と
の
け

ひ
き
て
よ
り
つ
か
ぬ
義
也
｡
引
よ
せ
は
た
～
に
は
よ
ら
て
春
駒
の
寄
に
か
け

り
｡
〔
S
]

･
た
は
ふ
れ
に
く
～
(
五
二
｡
o
M
3
¥

r
-
/
引
寄
'
女
を
こ
ら
さ
む
と
せ
し
は
た

は
ふ
れ
た
る
こ
ゝ
ろ
也
｡
〔
S
]

･
た
っ
た
姫
と
い
は
む
(
五
二
¥
｡
¥

c
*
-
'
物
を
染
な
と
す
る
色
あ
ひ
な
と
も

上
手
也
｡
〔
響

ヲ
ル

･
た
な
は
た
の
(
五
二
v
c
n

t
>
J
物
を
ぬ
ふ
事
也
.

‥
つ
る
さ
く
(
五
二
<
N
.
J
O
}

T
-
H
r
-
/
う
る
は
し
き
な
り
.

〔　　　　　　′　｢

210 209
〕　　　　　　　　〕

･
中
将
そ
の
た
な
は
た
の
(
右
肩
こ
｢
第
十
段
｣
ト
傍
書
)
(
五
二
<
N
.
A
O
)

T
H
O
/
中

将
の
詞
｡
た
ち
ぬ
ふ
か
た
は
似
す
と
も
な
か
き
契
に
あ
や
か
ら
せ
た
き
と
也
｡

〔
2
11
〕

･
あ
へ
ま
し
は
(
五
二
c
｡
¥
o
¥

r
-
/
あ
や
か
る
へ
し
と
也
.
た
ち
ぬ
ふ
わ
さ
は

あ
へ
す
そ
あ
り
け
る
の
寄
に
て
か
け
り
.
〔
響

･
立
田
姫
の
錦
に
は
又
し
く
物
あ
ら
し
(
五
二
c
｡
¥
｡
¥

i
>
'
し
く
物
あ
ら
し
と

は
'
馬
頭
か
妻
の
物
の
色
あ
ひ
な
と
よ
く
さ
せ
け
る
事
の
た
く
ひ
も
あ
ら
し

と
は
ほ
め
た
る
也
｡
花
に
は
手
き
～
た
る
女
な
り
と
も
立
田
姫
に
は
さ
り
と

も
及
ま
し
き
と
云
々
o
い
か
ゝ
と
お
ほ
え
た
り
.
〔
響

･
は
か
な
き
花
紅
葉
(
五
二
M
o
'
春
の
花
秋
の
紅
葉
は
造
化
の
し
は
さ

/さ
へ
年
に
よ
り
て
花
も
色
な
く
さ
き
紅
葉
も
色
あ
ひ
あ
し
け
れ
は
露
の
は
へ

な
き
物
を
'
ま
し
て
人
の
さ
た
し
い
つ
る
事
な
と
は
色
あ
ひ
肝
要
也
と
て
一

段
と
此
女
の
大
切
な
る
よ
し
を
中
将
の
云
て
馬
頭
に
哀
を
そ
へ
給
也
｡
花
鳥
'

お
り
ふ
し
の
色
あ
ひ
は
か
く
し
か
ら
ぬ
も
て
な
し
と
は
'
物
ゑ
ん
し
の
か

た
の
う
る
さ
き
を
云
也
と
云
々
.
如
何
｡
〔
3
]

○
さ
て
又
お
な
し
こ
ろ
(
五
三
<
N
C
M

r
-
-
/
又
物
語
を
一
云
い
た
す
也
｡
木
枯

の
女
の
事
也
｡
〔
S
]

○
う
ち
よ
み
(
五
三
c
o
M
r
-
'
寄
を
よ
む
也
｡
〔
S
]

○
こ
と
も
な
く
(
五
三
^
c
-
-
¥

o
/
無
事
は
ほ
め
た
る
詞
也
｡
万
事
に
わ
た
る

へ
し
.
〔
B
]

○
こ
の
袈
も
の
(
五
三
L
O
｣
)
措
く
ひ
た
る
女
を
本
妻
に
て
也
｡
〔
S
]

○
え
ん
に
こ
の
ま
し
き
(
五
三
r
-
-
¥

t
-
>
/
あ
た
く
し
き
か
た
の
心
た
の
も

し
か
ら
ぬ
と
也
｡
人
の
心
の
を
し
へ
に
い
へ
り
｡
〔
S
]

○
う
ち
た
の
む
へ
く
は
(
五
三
〇
o
r
-
A

t
>
/
色
く
し
き
故
に
心
を
と
め
さ
る

也
｡
〔
5
]

○
う
へ
人
(
五
三
O
.
<
X
>
¥

r
-
1
r
-
'
殿
上
人
也
｡
誰
と
も
な
し
｡
此
人
木
枯
の
女
に

か
よ
へ
る
人
な
る
へ
し
｡
〔
響
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○
大
納
言
の
家
(
五
三
o
.
｡
c
Ar
H
t
>
/
此
大
納
言
誰
と
も
な
し
.
河
海
'
右
馬
頭

の
父
と
云
々
｡
さ
も
あ
る
に
や
｡
い
か
さ
ま
馬
頭
に
縁
あ
る
人
な
る
へ
し
｡

〔
響

○
こ
よ
ひ
人
ま
つ
ら
む
(
五
三
o
x
>
¥

t
>
J
伊
勢
か
'
雲
井
に
て
あ
ひ
か
た
ら

は
ぬ
月
た
に
も
の
心
也
｡
此
上
人
木
か
ら
し
の
女
に
心
有
て
云
詞
也
｡
〔
響

▽
○
雲
井
二
テ
ア
ヒ
カ
タ
ラ
ハ
ヌ
月
夕
二
モ
ワ
カ
宿
ス
ヘ
キ
行
方
ハ
ナ
シ
〔
哲

※○
池
の
水
か
け
(
五
三
(
N
｡
｡
�
"
}

o
/
お
も
し
ろ
き
詞
也
｡
〔
響

○
す
の
こ
た
つ
(
五
三
<
x
>
¥

r
-
/
す
の
と
の
や
う
な
る
と
也
｡
〔
響

○
ふ
と
こ
ろ
な
り
け
る
笛
(
五
四
<
N
｡
n

r
-
-
/
殿
上
人
也
｡
〔
響

(
マ
マ
)

○
か
け
も
よ
し
な
と
(
五
四
c
o
<
x
)
¥

t
>
)
此
あ
す
か
井
を
う
た
ふ
心
か
や
か
や

と
り
は
す
へ
し
の
心
を
と
る
也
｡
〔
響

に

○
つ
～
し
り
う
た
ふ
(
五
四
c
o
｡
｡
¥

r
-
/
式
々
に
う
た
ふ
は
あ
ら
て
つ
ゝ
り
う

そ
ク
ラ
フ

た
ふ
也
｡
そ
ろ
う
た
也
｡
花
鳥
'
文
選
大
人
賦
云
々
｡
機
喰
コ
ト
也
(
左

二
｢
只
ツ
ヽ
リ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
｣
ト
傍
書
)
大
人
賦
は
漢
書
司
馬
相
知
か
伝
に

あ
り
.
文
選
と
あ
る
は
誤
也
｡
〔
響

○
よ
く
な
る
わ
こ
む
を
(
五
四
^
｡
n

r
-
/
内
に
て
女
の
し
ら
へ
た
る
也
｡
〔
S
]

▽
･
ケ
シ
ウ
ハ
ア
ラ
ス
(
五
四
^
｡
C
A

r
-
/
コ
ー
ハ
大
力
夕
こ
ハ
ア
ラ
ス
ト
ノ

心
出
o
〔
r
o

<
N
〕
※

○
律
の
し
ら
へ
(
五
四
^
｡
｡
¥

サ
'
飛
鳥
井
も
律
の
寄
也
.
律
は
秋
也
o
又
律

は
陰
な
れ
は
女
の
か
た
也
｡
時
節
神
無
月
な
れ
は
お
り
に
あ
へ
る
な
る
へ
し
｡

〔
c
h

r
'
v
l

n
'

○
い
ま
め
き
た
る
物
の
(
五
四
L
O
C
M

i
-
-
/
和
琴
を
い
ふ
也
｡
〔
響

○
庭
の
も
み
ち
(
五
四
1
>
-
｡
S
¥
¥t
>
;
秋
は
き
ぬ
紅
葉
は
宿
に
の
寄
に
て
か
け
り
｡

ね
た
ま
す
と
云
詞
は
心
得
か
た
き
欺
｡
ふ
み
わ
け
た
る
跡
の
あ
ら
ん
こ
そ
た

れ
か
か
よ
ひ
つ
ら
ん
と
ね
た
む
理
な
る
へ
け
れ
'
さ
れ
と
も
是
は
此
女
の
所

へ
別
の
人
か
よ
ふ
と
き
ゝ
て
い
へ
る
也
｡
か
よ
ふ
人
は
あ
り
と
も
'
か
や
う

ナ
ト
の
紅
葉
な
と
を
も
我
こ
そ
尋
ま
い
り
て
み
は
や
し
侍
れ
と
也
｡
此
心
に
て
ね

た
ま
す
の
心
き
こ
え
た
り
.
〔
^
1

c
｡
l

c
v

O
こ
と
の
ね
も
月
も
(
五
四
o
>
｡
¥
¥

r
-
/
月
を
菊
と
か
き
た
る
本
あ
り
｡
い
つ

れ
も
面
白
｡
え
な
ら
ぬ
と
は
た
～
な
ら
ぬ
と
也
｡
つ
れ
な
き
人
と
は
さ
た
め

て
待
人
あ
る
へ
し
と
也
｡
さ
れ
と
我
な
ら
て
誰
か
紅
葉
を
ふ
み
わ
け
て
き
つ

る
と
也
｡
〔
響

○
わ
ろ
か
め
り
(
五
四
o
>
<
=
M

r
-
/
か
く
女
と
苛
よ
み
か
は
す
は
人
め
わ
ろ
き

と
也
｡
又
儀
は
寄
の
わ
ろ
き
也
｡
此
義
可
用
に
や
.
〔
:
n
]

○
き
～
は
や
す
へ
き
(
五
四
O
.
｡
N
)

r
H
サ
/
馬
頭
を
い
ふ
也
｡
〔
S
]

○
木
か
ら
し
に
(
五
四
｡
1
.
C
Mr
H
O
/
前
の
寄
は
別
に
待
人
あ
る
へ
し
と
よ
め
る

を
'
こ
～
に
は
つ
れ
な
き
人
を
は
此
う
へ
に
し
な
し
て
'
我
身
か
す
な
ら
て

は
引
と
ゝ
む
へ
き
こ
と
の
は
も
な
き
と
也
｡
〔
響

○
に
く
ゝ
な
る
を
も
(
五
四
t
o
<
^
¥
¥

サ
/
女
の
か
く
い
ひ
.
か
は
す
を
馬
頭
の
聞

に
く
ゝ
思
ふ
也
｡
〔
S
]

○
か
と
な
き
に
は
あ
ら
ね
と
(
五
四
^
.
｡
¥
¥

r
H
O
/
一
か
と
な
き
に
て
は
な
け
れ

(
マ
マ
)

と
も
.
〔
S
]

▽
○
た
ゝ
時
〈
う
ち
か
た
ら
ふ
(
五
五
c
M

t
>
'
暗
く
の
か
た
ら
ひ
人
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に
て
は
か
や
う
に
て
も
子
細
な
き
と
也
｡
大
か
た
の
物
と
実
に
用
へ
き
と
の

差
別
也
｡
前
よ
り
皆
此
心
也
｡
(
コ
ノ
項
目
前
項
こ
続
ケ
テ
記
ス
｡
但
シ
朱
圏

点
･
合
点
ア
リ
)
〔
S
]

○
こ
の
ふ
た
つ
の
事
を
(
五
五
^
O
N

o
o
/
わ
か
き
時
さ
へ
｡
惜
思
ひ
し
に
'

ま
し
て
今
は
心
も
と
ま
ら
す
と
也
｡
〔
S
]

○
御
心
の
ま
～
に
(
五
五
c
o
O
¥

o
o
/
頭
中
将
な
と
の
御
心
の
ま
ゝ
な
ら
は
【
か

く
あ
た
な
る
事
を
こ
そ
お
も
し
ろ
く
お
ほ
し
め
さ
め
と
也
｡
秋
の
露
玉
篠
の

あ
ら
れ
引
寄
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
す
｡
た
ゝ
】
あ
た
な
る
心
な
る
へ
し
｡
(
括

弧
内
脱
落
ナ
ル
ベ
シ
)
〔
S
]

○
あ
へ
か
な
る
(
五
五
〇
〇
〇
>

o
o
)

ワ

　

ッ

ひ
わ
つ
に
よ
は
き
心
也
｡
〔
S
]

○
い
ま
七
と
せ
あ
ま
り
(
五
五
〇
〇
〇
}

o
o
/
馬
頭
源
氏
よ
り
も
七
歳
は
か
り
兄

と
云
儀
欺
｡
只
七
は
大
か
す
を
あ
け
て
今
ち
と
年
も
か
さ
な
り
て
思
ひ
し
り

給
ふ
へ
き
よ
し
也
｡
〔
響

○
い
つ
か
た
に
つ
け
て
も
(
五
五
｡
4
｡
2
}

o
o
/
源
氏
の
御
心
也
｡
お
は
さ
う
す

は
お
は
し
ま
す
と
也
｡
〔
S
]

○
し
れ
も
の
ゝ
物
か
た
り
(
五
五
c
o
T
-
A

o
o
/
花
鳥
'
し
れ
物
は
さ
れ
も
の
と

云
々
｡
い
か
～
｡
高
菜
浦
幌
長
寄
に
'
世
中
の
し
れ
た
る
人
と
い
ふ
に
癖
の

カ
キ
た

字
を
書
た
り
｡
こ
～
は
夕
鬼
の
上
の
事
也
｡
彼
性
を
ろ
か
に
て
癖
な
る
か
た

あ
る
人
也
｡
癖
の
字
尤
可
然
｡
又
左
伝
十
三
成
十
八
年
伝
無
意
ニ
シ
テ
不
弁
l
一

シ
レ
モ
ノ

寂
麦
一
散
不
可
立
.
注
云
'
不
恵
ハ
世
ノ
所
謂
白
痴
.
〔
5
]

○
さ
て
も
見
へ
か
り
し
(
五
五
�
"
*
.
r
H
N

r
H
O
O
/
な
に
と
な
く
は
し
め
て
あ
ふ
人
人

の
心
に
つ
く
也
｡
此
ま
ゝ
も
見
た
く
恩
ふ
也
｡
〔
響

○
な
か
ら
ふ
へ
き
(
五
五
"
f
r
.
1
-
O

T
-
I
o
o
/
行
末
と
を
く
と
ま
て
は
思
は
さ
り
し
｡

仙
鮎

○
う
ち
た
の
め
る
(
五
六
<
M
T
H
N

o
o
/
女
も
な
れ
行
ま
ゝ
に
う
ち
た
の
む
と
也
｡

仙
藍

○
た
の
む
に
つ
け
て
は
(
五
六
<
N
T
-
O

o
o
/
た
の
む
に
つ
け
て
は
う
ら
む
へ
き

事
を
も
う
ら
み
て
こ
そ
あ
れ
匿
怨
と
こ
ろ
あ
る
也
｡
〔
2

5
1
〕

○
あ
さ
ゆ
ふ
に
も
て
つ
け
(
五
六
L
O
r
-
1
N

o
o
/
此
夕
鬼
上
は
と
た
え
あ
る
を
も

う
ら
む
る
や
う
に
も
な
か
り
し
を
'
そ
れ
さ
へ
結
句
心
く
る
し
き
也
｡
〔
響

○
お
や
も
な
く
て
(
五
六
c
D
r
-
A

o
o
)
お
や
は
三
位
中
将
な
る
人
也
｡
夕
鬼
の

巻
に
見
え
た
り
.
〔
S
]

○
さ
ら
は
此
人
こ
そ
は
(
五
六
c
D
r
-
1
¥

o
o
/
お
や
も
な
き
故
に
此
中
将
を
た
の

み
所
に
お
も
は
る
ゝ
也
｡
〔
5
]

○
此
見
給
ふ
る
(
五
六
c
o
^

o
o
/
頭
中
将
北
方
二
偉
大
臣
の
四
君
か
た
よ
り

お
と
し
か
け
た
る
事
の
あ
る
也
｡
〔
響

○
む
け
に
お
も
ひ
し
ほ
れ
(
五
六
o
.
e
n

r
H
O
O
/
夕
鬼
の
上
也
｡
か
や
う
の
事
を

も
露
ほ
と
も
中
将
に
は
申
さ
れ
さ
り
し
也
｡
〔
S
]

○
お
さ
な
き
も
の
(
五
六
(
N
^

｡
o
/
玉
か
つ
ら
也
｡
〔
r
サ
ォ
i

l
O
l

<
s
T

O
さ
て
そ
の
文
(
五
六
c
N
.
｡
^

r
H
｡
O
/
源
氏
の
と
ひ
給
也
.
〔
S
]

○
い
さ
や
こ
と
な
る
(
五
六
c
｡
e
n

o
o
/
優
な
る
詞
也
｡
は
ゝ
か
り
て
の
給
さ

る
也
｡
こ
と
は
な
と
に
て
人
の
ほ
と
人
の
心
も
見
ゆ
へ
き
故
也
｡
さ
て
答
給

ふ
に
心
つ
か
ひ
お
も
し
ろ
き
也
｡
〔
S
]

○
山
か
つ
の
(
五
六
(
N
^
)

o
o
/
哀
な
る
寄
也
｡
あ
る
と
も
と
は
あ
る
ゝ
と
も
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也
｡
我
身
こ
そ
山
か
つ
の
こ
と
く
あ
れ
た
り
と
も
'
卑
下
の
心
也
｡
下
旬
は

玉
か
つ
ら
の
事
に
か
け
た
り
｡
哀
は
か
け
よ
と
中
将
を
か
こ
つ
な
り
｡
な
て

し
こ
は
そ
な
た
の
御
子
な
れ
は
と
ひ
給
へ
と
也
｡
〔
S
]

○
れ
い
の
う
ら
み
も
な
き
(
五
七
r
n

o
o
/
夕
鬼
の
心
く
せ
也
｡

▽
○
あ
れ
た
る
家
の
(
五
七
c
M
o
n

o
o
/
あ
は
れ
ふ
か
き
さ
ま
也
｡

′　｢　　　　　　　　〔
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〕　　　　　　　　　〕

▽
○
む
か
し
物
語
(
五
七
〇
3
o
n

o
o
/
当
時
此
家
の
鉢
を
み
て
い
ふ
也
｡
古
物

語
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
さ
る
也
｡
〔
S
]

○
さ
き
ま
し
る
(
五
七
�
"
^
r
n

o
o
/
さ
き
ま
し
る
花
と
は
秋
の
庭
の
さ
ま
也
｡

其
中
に
常
夏
は
今
女
の
た
と
へ
て
云
也
｡
夕
鬼
上
を
な
く
さ
む
る
也
｡
し
く

物
そ
な
き
と
は
は
む
る
心
也
｡
又
床
の
綾
も
あ
る
へ
し
｡
秋
の
七
種
の
中
に

と
こ
な
つ
は
其
1
ツ
也
｡
〔
轡

○
ち
り
を
た
に
(
五
七
L
O
<
T
A

o
o
'
子
よ
り
も
さ
き
母
の
心
を
と
る
也
.
夕
鬼

上
を
こ
そ
思
へ
と
也
｡
〔
響

○
う
ち
は
ら
ふ
(
五
七
c
D
<
r
n

o
o
/
夕
鬼
上
の
寄
也
｡
嵐
吹
そ
ふ
と
は
､
下
心

は
二
条
大
臣
方
は
け
し
き
事
の
き
こ
え
く
る
と
也
｡
お
も
て
は
只
中
将
を
う

ら
み
て
読
也
｡
〔
轡

○
は
か
な
け
に
(
五
七
c
D
r
r
A

o
o
/
悉
皆
は
か
な
け
な
る
性
也
｡
〔
智

○
あ
は
れ
と
思
ひ
し
(
五
七
c
o
}

o
o
)
我
身
の
と
た
え
を
く
を
も
う
ら
む
る

け
し
き
も
あ
ら
は
か
く
は
あ
る
ま
し
き
と
也
.
〔
轡

○
な
て
し
こ
(
五
七
m
.
r
｡
"
)

r
H
O
O
/
玉
か
つ
ら
.
〔
S
]

○
つ
れ
な
く
て
つ
ら
し
と
(
五
八
〇
}

o
o
)
色
に
は
み
せ
す
し
て
此
女
の
つ

ら
し
と
思
を
は
我
は
し
ら
す
し
て
哀
と
思
ひ
し
は
益
な
き
か
た
思
ひ
也
｡

〔
2
7
0
〕

○
い
ま
や
う
〈
(
五
八
<
N
^
o
o
/
我
は
や
う
く
わ
す
れ
ん
と
恩
ふ
時
分

に
は
思
ひ
出
事
も
あ
る
へ
き
と
也
｡
〔
2
7
1
〕

○
さ
れ
は
か
の
さ
か
な
物
(
五
八
^
�
"
f
)

o
o
/
こ
れ
よ
り
又
馬
頭
詞
也
｡
さ
か

な
物
は
指
く
ひ
し
女
也
｡
花
鳥
に
は
中
将
の
詞
云
々
｡
〔
2
7
2
〕

○
琴
の
音
の
(
五
八
c
o
"
*
^

｡
o
/
木
枯
の
女
也
｡
〔
2
7
3
〕

○
こ
の
心
も
と
な
き
(
五
八
c
o
T
f
¥

｡
o
/
夕
鬼
上
也
｡
〔
T
f
r
>

｣
}

○
な
ん
す
へ
き
く
さ
は
ひ
(
五
八
〇
5
^
o
o
)
思
ひ
の
ま
～
な
る
人
は
な
き
と

也
｡
〔
2
7
5
〕

○
ほ
う
け
つ
き
(
五
八
o
.
T
f
¥

r
-
(
o
o
/
仏
法
く
さ
き
也
｡
〔
S
]

○
く
す
し
か
ら
ん
(
五
八
O
.
T
M

r
H
O
O
/
く
す
み
た
る
也
｡
是
よ
り
以
下
み
な
狂

言
に
書
也
｡
〔
2
7
7
〕

○
式
部
か
所
に
そ
(
五
八
1
｡
^
)

o
o
)
藤
式
部
也
.

〇
し
も
か
し
も
(
五
八
｡
4
.
*
T
)
}

r
H
O
O
/
式
部
か
詞
也
o

〔　　　　　　　　　〔

279 278
叩　　　　-■i

○
か
の
馬
頭
の
申
給
へ
る
(
五
八
"
*
.
1
0
"
¥

T
H
O
O
/
ま
へ
に
朝
夕
の
い
て
い
り
に
付

て
も
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
の
人
の
た
ゝ
す
ま
ひ
よ
き
あ
し
き
事
の
め
に
も
耳

に
も
と
ま
る
有
さ
ま
を
う
と
き
人
に
わ
さ
と
う
ち
ま
ね
は
ん
や
な
と
い
ひ
し

ゃ
ぅ
に
と
な
り
.
〔
響

○
さ
え
の
き
は
(
五
九
c
M
ォ
n
¥

o
o
/
才
の
か
き
り
也
.
花
､
才
の
伎
と
云
々
.

如
何
｡
〔
S
]

○
な
ま
〈
の
は
か
せ
(
五
九
<
M
W
-
A

｡
o
'
才
覚
の
あ
る
女
也
｡
〔
響

･
我
ふ
た
つ
の
道
(
五
九
L
O
�
"
｡
}

o
o
/
文
集
秦
中
吟
'
花
鳥
に
見
え
た
り
｡
億
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者
な
る
に
よ
り
て
か
く
い
へ
り
.
〔
響

○
こ
し
か
れ
ふ
み
(
五
九
^
｡
¥

o
x
)
J
こ
し
お
れ
苛
な
と
か
こ
と
し
.
折
腰
鉢

ま
て
は
ゆ
か
ぬ
事
也
｡
〔
轡

○
は
か
な
し
口
お
し
(
五
九
v
c
n

o
o
/
藤
式
部
か
詞
也
｡
女
を
或
は
は
か
な

し
'
或
は
く
ち
お
し
な
と
思
へ
と
'
宿
世
に
ま
か
せ
て
あ
れ
は
'
男
は
し
さ

い
も
な
き
物
と
也
｡
す
く
世
の
ひ
く
か
た
侍
ぬ
れ
は
と
読
切
て
'
を
の
こ
し

も
と
い
ふ
よ
り
お
こ
し
て
見
る
也
｡
大
か
た
男
子
は
や
す
き
物
也
と
也
｡
花

鳥
義
は
上
へ
つ
け
て
ひ
と
つ
に
み
る
也
｡
お
の
こ
の
た
め
し
さ
い
な
き
と
云

々
｡
い
か
ゝ
.
〔
響

○
こ
ゝ
ろ
は
え
な
か
ら
(
六
〇
c
o
¥
｡
¥

o
o
/
す
か
し
て
か
た
ら
せ
ん
と
し
給
と

心
え
な
か
ら
也
｡
〔
響

○
ふ
す
ふ
る
に
や
(
六
〇
L
O
t
M

o
o
/
久
し
く
ま
か
ら
さ
る
故
か
と
思
也
｡
〔
響

○
又
よ
き
ふ
し
(
六
〇
c
D
r
M

o
o
/
式
部
か
心
に
駄
作
も
子
細
な
き
と
思
ふ
也
｡

〔
響

○
ふ
ひ
や
う
(
六
〇
c
o
M

o
o
)
腹
病
也
｡
〔
響

○
こ
く
ね
ち
の
さ
う
や
く
(
六
〇
｡
o
t
M

o
o
/
土
用
の
ひ
る
な
と
云
て
薬
に
用

る
事
の
有
也
｡
〔
S
]

○
い
ら
へ
に
何
と
か
(
六
〇
O
.
C
M

r
H
O
O
'
何
と
返
事
を
い
ふ
へ
き
よ
し
も
な
け

れ
は
也
｡
〔
S
]

○
こ
の
香
(
六
〇
O
"
)

o
o
/
女
の
詞
也
.
〔
S
]

○
き
～
す
く
さ
ん
も
(
六
〇
c
s
.
t
M
T
-
H
O
｡
/
式
部
也
｡
〔
S
]

○
さ
ゝ
か
に
の
(
六
一
｡
｡
¥

o
o
/
こ
の
香
う
せ
む
時
に
と
い
ふ
と
か
め
て
い

へ
る
也
｡
我
来
へ
き
よ
ひ
と
も
ま
た
す
し
て
此
香
う
せ
て
後
に
と
あ
る
は
'

も
し
あ
ら
ぬ
か
こ
つ
け
こ
と
も
や
あ
る
と
い
ひ
か
く
る
也
｡
蒜
を
昼
に
よ
せ

た
り
o
〔
哲

○
あ
ふ
事
の
(
六
一
c
o
｡
c
A

o
o
)
不
断
た
ち
そ
ふ
中
に
て
あ
ら
は
ひ
る
ま
を
ま

て
と
も
い
は
す
あ
ふ
へ
き
を
'
た
ま
さ
か
な
る
故
に
か
や
う
な
る
と
也
｡
面

白
寄
也
.
ま
は
ゆ
き
は
は
つ
か
し
き
也
｡
〔
響

○
い
つ
こ
の
女
(
六
一
L
O
｡
｡
¥

o
x
)
J
さ
や
う
な
る
女
は
よ
も
あ
ら
し
と
也
｡
〔
響

○
お
い
ら
か
に
(
六
L
O
｡
｡
"
¥

o
o
)
ま
こ
と
に
也
.
花
鳥
'
ま
め
や
か
に
と
云

マ
メ
ヤ
カ

々
.
同
心
也
.
真
成
と
か
く
.
ま
め
や
か
も
ま
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
也
｡
〔
S
]

○
さ
ふ
ら
ひ
な
ん
や
と
て
お
り
(
六
一
t
>
-
｡
｡
¥

o
o
/
お
り
は
居
也
｡
〔
響

○
す
へ
て
男
も
女
も
(
六
一
｡
o
｡
¥
¥

o
o
/
愛
に
て
惣
を
く
ひ
も
て
馬
頭
の
批
判

す
る
也
｡
〔
S
]

○
し
れ
る
か
た
の
事
を
(
六
一
〇
o
c
M

o
o
/
此
以
下
悉
皆
人
の
を
し
へ
を
書
也
.

し
り
た
る
事
を
も
思
は
せ
て
を
く
よ
き
也
.
あ
ま
り
に
才
覚
た
て
濠
す
る
あ

し
き
事
也
｡
〔
S
]

〇
三
史
五
経
(
六
一
o
c
M

o
o
/
紫
式
部
か
云
也
.
大
か
た
に
し
て
こ
そ
よ
か

ら
め
と
云
て
を
き
て
'
又
さ
れ
と
も
あ
な
か
ち
に
書
に
た
て
ゝ
な
ら
は
す
と

も
世
に
あ
る
事
を
し
て
は
く
ち
お
し
き
と
也
｡
〔
g
n
]

･
さ
る
ま
～
に
(
六
一
c
｡
｡
¥
¥

o
o
/
さ
あ
り
と
て
こ
れ
か
又
う
た
て
き
事
也
.

〔
響

･
か
き
す
く
め
た
る
(
六
c
｡
a
¥
¥

o
o
/
一
本
す
ゝ
め
と
有
.
(
『
細
流
抄
』
ハ

｢
す
く
め
｣
ト
｢
す
ゝ
め
｣
ガ
逆
)
〔
轡
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･
心
ち
に
は
さ
し
も
(
六
一
-
*
.
c
M

r
H
O
O
/
真
名
に
と
云
物
は
心
の
や
は
ら
か
な

る
事
を
こ
ゑ
に
よ
み
な
せ
は
こ
は
く
し
く
き
こ
ゆ
る
也
｡
〔
轡

○
寄
よ
む
と
恩
へ
る
(
六
二
<
N
I
C
M

o
o
/
寄
よ
む
へ
き
人
の
を
し
へ
也
｡
は
し

め
か
ら
そ
れ
に
ま
つ
は
れ
た
る
は
あ
し
き
と
也
｡
〔
響

〇
五
月
の
せ
ち
(
六
二
L
O
｡
>
)

o
v
花
鳥
.
〔
轡

○
い
そ
き
ま
い
る
朝
(
六
二
L
O
O
¥

o
N
/
え
な
ら
ぬ
は
え
ん
な
ら
ぬ
也
｡
今
日

は
お
り
に
あ
ひ
て
え
ん
な
る
へ
き
事
な
れ
共
'
節
会
な
と
に
ま
い
る
人
は
お

り
ふ
し
の
い
そ
か
し
き
に
苛
な
と
も
よ
み
か
く
る
は
心
つ
き
な
き
と
也
｡

闇
河

○
い
と
ま
な
き
お
り
(
六
二
t
>
o
o
N
)
か
や
う
の
お
り
ふ
し
に
菊
の
露
を
か

け
寄
よ
み
か
け
な
と
す
る
は
つ
き
な
き
事
に
て
は
な
け
れ
と
も
'
心
つ
き
な

き
事
也
｡
【
時
節
を
を
し
は
か
り
て
あ
る
へ
き
事
也
｡
】
(
括
弧
内
脱
落
カ
)

定
家
卿
詠
音
大
概
に
も
'
時
節
の
景
気
世
間
の
盛
衰
と
か
～
れ
た
る
也
｡
こ

～
も
と
に
心
を
を
か
さ
る
は
'
い
か
な
る
秀
逸
を
よ
み
出
す
と
も
心
の
へ
た

な
る
へ
し
o
〔
轡

(
マ
マ
)

○
さ
な
ら
て
も
(
六
二
〇
〇
O
o
N
/
苛
よ
み
か
け
な
と
す
る
は
老
後
の
哀
に
も

な
る
へ
き
を
'
つ
き
な
き
と
き
よ
み
か
く
る
当
座
は
心
を
く
れ
に
見
え
侍
り
｡

寄
よ
む
人
の
を
し
へ
可
然
云
々
o
〔
S
]

○
よ
ろ
つ
の
事
に
な
と
か
は
(
六
二
o
.
o
^

T
-
I
C
7
¥
/
な
と
か
は
と
い
ふ
に
て
句
を

き
る
へ
し
｡
〔
3
1
0
〕

○
さ
て
も
お
ほ
ゆ
る
(
六
二
O
.
O
s
)

r
H
O
¥
/
後
に
思
へ
は
の
句
に
か
ゝ
る
也
｡
時

節
の
機
嫌
を
分
別
す
へ
き
事
と
也
｡
こ
～
に
心
を
を
か
は
め
や
す
か
る
へ
き

と
也
｡
花
に
は
､
分
別
な
き
人
の
心
に
て
尉
酌
し
た
ら
ん
は
め
や
す
か
る
へ

き
と
也
｡
さ
れ
と
も
唯
用
捨
あ
る
へ
き
事
と
見
る
へ
き
欺
｡
〔

○
す
へ
て
心
に
(
六
二
c
<
1
0
>
)

c
*
/
殊
勝
の
詞
也
.
心
を
つ
小

へへ311

し　〕
0

〔

312
匹事事】

○
君
は
ひ
と
り
(
六
二
c
｡
.
〇
¥

r
H
O
V
君
'
源
氏
也
.
人
ひ
と
り
と
は
藤
壷
の
御

事
也
｡
さ
ま
く
の
事
を
き
く
に
も
た
く
ひ
な
く
思
出
ら
る
ゝ
と
也
｡
〔
S
]

○
い
つ
か
た
に
よ
り
は
つ
と
も
(
六
三
o
v
此
晶
く
い
つ
か
た
に
1

定
す
る
と
も
な
く
て
あ
け
は
つ
る
也
｡
〔
3
]

○
か
ら
う
し
て
(
六
三
〇
o
r
-
A

o
N
/
な
か
雨
は
れ
ま
な
き
と
前
に
あ
り
し
に
か

～
れ
り
｡
な
か
雨
の
は
る
～
け
し
き
か
ら
う
し
て
と
い
へ
る
､
ま
こ
と
に
さ

る
事
也
｡
〔
S
]

○
日
の
け
し
き
も
(
六
三
c
x
I
T
H
¥

o
¥
/
此
も
の
字
に
て
御
忌
も
は
て
雨
も
晴
た

る
を
見
せ
た
り
｡
〔
3
1
6
〕

○
お
ほ
と
の
ゝ
御
心
(
六
三
｡
o
r
-
t
¥

c
T
¥
/
お
は
い
殿
と
い
ふ
本
も
あ
り
.
葵
上

の
父
お
と
ゝ
也
｡
同
事
也
｡
大
殿
の
御
心
に
は
源
氏
を
い
か
に
し
て
も
里
す

み
を
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
お
は
す
ゆ
へ
也
｡
〔
c
o
'

○
お
ほ
か
た
の
け
し
き
(
六
三
^
T
-
M

o
v
葵
上
の
有
様
也
.
是
こ
そ
上
品
の

人
と
も
云
へ
き
か
た
ち
也
｡
〔
S
]

･
御
有
さ
ま
の
と
け
か
た
く
(
六
三
c
D
*
-
O

o
¥
/
あ
ま
り
実
め
な
る
を
源
氏
の

わ
か
き
心
に
難
と
恩
給
也
｡
〔
S
]

○
さ
う
〈
し
く
て
(
六
三
<
r
-
<
¥

｡
¥
J
さ
ひ
し
く
て
也
｡
〔
響

○
中
納
言
中
務
の
(
六
三
o
-
T
-
<
¥

a
¥
J
両
人
葵
上
の
御
か
た
に
さ
ふ
ら
ふ
人

也
｡
源
氏
の
恩
ひ
人
也
｡
花
鳥
.
〔
S
]
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○
あ
つ
さ
に
み
た
れ
給
へ
る
(
六
三
｡
o
r
*
¥

o
¥
/
源
の
御
様
也
.
雨
の
晴
間
1

入
の
暑
気
な
る
へ
し
o
〔
響

○
お
と
～
も
わ
た
り
(
六
三
o
>
'
-
O

o
N
/
源
の
御
出
あ
る
故
に
わ
た
り
給
へ
り
o

〔
f
)
-
,
<
N
J

r
｡

O
う
ち
と
け
給
へ
れ
は
(
六
三
o
i
r
H
¥

o
N
/
あ
つ
さ
に
み
た
れ
給
御
さ
ま
な
れ

は
'
木
丁
を
隔
て
ま
し
ま
す
也
｡
礼
を
い
た
さ
る
ゝ
義
也
｡
〔
哲

○
あ
つ
き
に
と
(
六
三
O
.
r
H
¥T
-
H
O
¥
/
源
の
く
る
し
と
恩
給
也
｡
〔
響

○
あ
な
か
ま
(
六
三
o
n

a
¥
/
あ
な
か
し
か
ま
し
也
o
こ
～
の
や
う
た
い
帳

を
へ
た
て
～
対
面
と
み
え
た
り
(
右
こ
｢
カ
シ
カ
マ
シ
山
ノ
シ
タ
行
サ
ー
レ

水
ア
ナ
カ
マ
カ
レ
モ
思
フ
心
ア
リ
｣
ト
傍
書
)
.
〔
響

○
な
か
神
(
六
三
<
N
.
｡
n
r
H
O
N
/
中
央
の
儀
に
て
中
神
と
も
云
'
又
長
神
と
も
云

也
｡
両
儀
也
｡
天
一
神
の
事
也
｡
内
裏
よ
り
天
一
神
の
方
に
あ
た
る
と
也
｡

闇
画

○
さ
か
し
(
六
三
｡
4
.
｡
n
r
-
f
O
¥
/
け
に
さ
そ
と
也
｡
〔
響

▽
○
れ
い
は
い
み
給
(
六
三
e
n
.
S
?
)
い
つ
も
忌
給
方
也
.
〔
哲

〇
二
条
院
(
六
三
c
｡
r
n

o
N
/
河
海
'
花
'
種
々
沙
汰
あ
り
｡
い
つ
れ
に
て
も

欺
.
但
榊
巻
に
い
た
り
て
用
庭
有
｡
花
鳥
の
儀
し
か
る
へ
し
.
〔
S
]

○
い
と
あ
し
き
事
(
六
三
"
f
r
.
(
N
)
T
H
O
N
'
此
方
連
(
右
二
｢
写
本
｣
ト
傍
書
)
に

御
出
な
く
て
は
あ
し
き
と
也
｡
〔
S
]

○
中
川
(
六
四
r
n

o
¥
/
花
'
栄
花
物
語
を
引
'
尤
か
な
へ
り
.
中
川
と
は
'

賀
茂
川
は
東
'
桂
河
は
西
'
京
極
川
は
中
央
に
て
'
中
川
也
｡
〔
^
c
o
j

<
v

O
な
や
ま
し
き
に
(
六
四
c
o
r
n

a
¥
J
源
の
詞
也
o
門
外
よ
り
下
車
す
る
所
は

わ
つ
ら
は
し
き
と
也
｡
〔
響

○
し
の
ひ
〈
の
御
か
た
～
か
へ
(
六
四
c
o
(
N
^

o
¥
/
源
の
思
人
の
あ
る
所
は

自
然
い
つ
く
に
も
あ
る
へ
き
也
｡
さ
れ
と
さ
や
う
の
所
へ
は
え
出
給
は
さ
る

也
｡
久
し
く
内
裏
に
さ
ふ
ら
ひ
て
た
ま
く
御
出
あ
り
て
'
又
さ
や
う
の
方

へ
は
は
ゝ
か
り
あ
る
と
也
｡
源
氏
の
心
つ
か
ひ
し
か
る
へ
し
｡
〔
哲

○
き
の
か
み
お
ほ
せ
こ
と
絵
へ
は
(
六
四
L
O
今
夜
御
出
あ
る
へ
き
と

仰
ら
る
ゝ
也
｡
〔
響

▽
･
ウ
ケ
ク
マ
ハ
リ
ナ
カ
ラ
(
六
四
L
O
｡
n

o
N
/
承
ツ
､
也
.
〔
S
]
※

○
伊
与
の
か
み
(
六
四
L
O
｡
n

a
¥
)
き
の
か
み
か
父
也
｡
〔
S
]

○
な
め
け
(
六
四
c
｡
¥

o
N
'
無
礼
也
｡
〔
響

▽
○
そ
の
人
ち
か
ゝ
ら
ん
(
六
四
[
>
o
}

c
M
源
の
詞
.
女
ち
か
く
あ
ら
ん
所

こ
そ
こ
の
ま
し
け
れ
也
｡
〔
S
]
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○
け
に
よ
ろ
し
き
(
六
四
o
)
c
｡
^

o
¥
'

○
お
と
ゝ
に
も
(
六
四
1
0
･
翌

故
也
｡
〔
3
4
1
〕

○
風
す
ゝ
し
く
て
(
六
四
e
n
)

o
¥
/

さ
ふ
ら
ふ
人
た
ち
の
中
也
｡
〔
S
]

あ
る
し
の
お
と
ゝ
に
も
也
｡
俄
の
事
な
る

夏
の
末
つ
か
た
の
鉢
お
も
し
ろ
く
｡
花

鳥
'
此
時
節
を
な
か
雨
よ
り
悉
皆
六
月
と
有
｡
此
虫
の
声
な
と
ゝ
あ
る
を
も

て
六
月
と
あ
る
欺
と
也
｡
只
月
も
有
明
に
て
も
有
程
に
'
五
月
の
末
な
る
へ

き
欺
｡
〔
S
]

○
人
-
(
六
五
-
�
"
3
0
御
と
も
の
人
-
也
.
〔
S
]

の○
あ
る
し
も
さ
か
な
も
と
む
(
六
五
(
x
I
T
M

o
N
/
風
俗
寄
に
'
あ
る
し
も
さ
か

(
マ
マ
)

な
も
と
め
に
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
に
わ
か
な
か
り
あ
け
な
と
ゝ
あ
り
｡
こ
ゝ
の



あ
る
し
は
紀
伊
守
な
る
に
'
此
詞
妙
也
.
〔
S
n
]

○
か
の
中
の
し
な
に
(
六
五
c
o
�
"
*
o

a
¥
J
前
の
し
な
さ
た
め
中
の
し
な
さ
た
め

に
そ
を
く
へ
き
｡
す
り
や
う
と
い
ひ
て
人
の
国
に
か
～
つ
ら
ひ
て
な
と
ゝ
い

ひ
し
事
を
此
家
の
あ
り
さ
ま
を
源
の
御
覧
し
て
お
ほ
し
め
し
あ
は
す
る
也
｡

r
l
r
>
i

[
s
]

▽
○
お
も
ひ
あ
か
れ
る
(
六
五
^
n
-
¥

c
A
'
空
蝉
を
は
父
の
内
へ
ま
い
ら
せ
ん

と
思
ひ
し
人
也
｡
〔
3

46
〕

○
き
ぬ
の
を
と
な
ひ
(
六
五
L
O
T
f
r
N

o
N
/
夏
は
み
な
す
ゝ
し
を
き
る
へ
き
に
音

は
あ
る
ま
し
き
と
い
ふ
説
あ
り
｡
い
り
は
が
な
り
｡
夏
も
ひ
ね
り
か
さ
ね
と

し
た
の
か
さ
ね
は
い
た
ひ
き
也
｡
音
あ
る
へ
し
｡
又
は
か
ま
も
い
た
ひ
き
な

れ
は
を
と
な
く
て
は
か
な
ふ
へ
か
ら
す
｡
〔
3

4
7
〕

(
マ
マ
)

○
か
う
し
を
あ
け
た
り
(
六
五
c
-
T
M

o
¥
J
女
の
あ
る
か
た
方
の
か
う
し
也
｡

夏
な
れ
は
如
此
｡
紀
伊
守
聯
ホ
也
と
て
お
ろ
さ
す
る
也
｡
〔
3
4
8
〕

○
む
つ
か
り
て
(
六
五
c
-
-
T
M

o
N
/
日
本
記
'
発
憤
と
か
け
る
｡
〔
S
]

○
さ
う
し
の
か
み
よ
り
(
六
五
〇
〇
"
f
¥

o
N
/
障
子
の
紙
也
｡
ひ
か
う
の
心
な
る

へ
し
.
〔
S
]

○
こ
の
ち
か
き
も
や
に
(
六
五
o
5
T
M

o
v
女
共
也
｡
〔
S
]

○
よ
す
か
さ
た
ま
り
(
六
五
^
�
"
)

o
¥
/
葵
上
の
さ
た
ま
り
給
ふ
を
云
也
｡
〔
c
N
-
,

>
o
j

c
｡

O
さ
れ
と
さ
る
へ
き
(
六
五
T
t
N

o
¥
/
さ
は
あ
れ
と
も
御
し
の
ひ
あ
り
き
常

に
あ
る
と
也
｡
〔
S
]

○
お
ほ
す
事
の
み
(
六
五
<
N
.
*
T
)
¥
r
H
O
N
'
藤
壷
密
通
の
事
也
｡
〔
哲

○
式
部
卿
の
宮
の
ひ
め
君
(
六
五
-
*
.
m
)

r
H
O
¥
/
桃
国
式
部
卿
官
の
御
女
桂
斎
院

也
｡
是
よ
り
さ
き
に
此
事
な
し
｡
初
て
書
出
し
侍
り
｡
前
に
あ
り
つ
る
こ
と

く
心
得
へ
し
o
此
類
此
物
語
の
格
也
｡
か
た
ら
さ
る
也
｡
〔
v
n

u
-
>
J

c
n
j

O
ほ
う
ゆ
か
め
て
(
六
六
ォ
｡
)

o
¥
/
園
は
方
に
は
し
ま
る
物
也
.
歌
を
正
鉢

に
も
(
前
項
末
ノ
｢
か
た
ら
さ
る
也
｣
こ
続
ク
)
.
〔
S
]

○
く
つ
ろ
き
か
ま
し
く
(
六
六
〇
源
氏
の
た
ち
き
ゝ
を
も
し
ら
す
し

て
'
ひ
ま
あ
り
て
く
つ
ろ
き
た
る
様
な
る
也
｡
【
是
も
女
の
要
心
あ
る
へ
き

事
の
を
し
へ
也
｡
】
(
括
弧
内
脱
落
カ
)
〔
5
]

ワ
イ
ヘ
ン
ノ

○
と
は
り
帳
(
六
六
^
8
)
源
の
詞
也
.
催
馬
楽
我
家
の
寄
に
'
我
家
は

戸
は
り
帳
を
も
か
け
た
る
を
大
君
き
ま
せ
む
こ
に
せ
ん
'
(
｢
そ
の
…
ヵ
ナ
X
]
ヲ

補
入
)
み
さ
か
な
は
な
に
よ
け
ん
'
あ
は
ひ
さ
だ
い
か
せ
よ
け
ん
な
と
云
詞

な
り
｡
今
源
氏
の
絵
心
は
今
夜
可
然
御
そ
ひ
ふ
し
を
ま
い
ら
せ
よ
と
也
｡

闇
河

○
な
に
よ
け
ん
と
も
(
六
六
L
O
l
｡
s
)

o
N
/
此
下
詞
を
も
て
何
よ
け
ん
と
い
ふ
也
.

可
然
女
も
あ
り
か
た
き
と
云
｡
〔
S
)

c
o
j

O
は
し
つ
か
た
の
お
ま
し
(
六
六
L
｡
l
｡
^

Q
¥
J
源
氏
も
仮
に
寝
給
也
｡
〔
S
]

○
あ
る
し
の
子
と
も
(
六
六
〇
<
o
¥

o
N
/
紀
伊
守
の
子
也
｡
〔
"
I

v
o
]

oO
伊
与
の
す
け
の
子
(
六
六
1
｡
^

o
v
是
は
紀
守
か
弟
也
｡
〔
S
]

○
十
二
三
は
か
り
(
六
六
｡
｡
¥
｡
¥

o
N
/
空
蝉
の
弟
小
君
也
｡
〔
S
]

○
故
衛
門
の
か
み
(
六
六
o
5
V
｡
}

o
v
空
蝉
の
父
也
｡
〔
轡

○
あ
は
れ
の
事
や
(
六
六
<
N
.
*
｡
>
¥

r
-
1
O
V
源
の
詞
.
〔
響

真○
ま
う
と
の
(
六
六
c
s
¥
｡
¥

o
¥
/
真
人
也
｡
か
は
ね
を
よ
ひ
給
也
｡
朝
臣
や
な

と
い
へ
る
に
お
な
し
o
〔
S
]
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○
の
ち
の
お
や
(
六
六
｡
4
.
¥
｡
¥
T
H
O
N
/
継
母
也
｡
然
は
空
蝉
は
紀
守
継
母
か
と
尋

給
也
｡
〔
智

○
さ
な
ん
(
六
六
c
s
.
v
｡
¥

T
H
O
N
'
紀
守
中
也
｡
〔
轡

○
に
け
な
き
お
や
(
六
六
c
｡
.
v
c
AT
H
｡
¥
/
源
の
詞
｡
〔
S
]

○
宮
つ
か
へ
に
(
六
六
c
｡
v
｡
¥

o
¥
/
父
は
空
蝉
を
官
つ
か
へ
に
出
さ
ん
と
申
せ

し
と
内
に
も
仰
あ
り
し
也
｡
何
と
て
受
嶺
の
妻
に
な
し
た
る
そ
'
あ
は
れ
の

事
や
と
也
｡
〔
3
7

0
〕

○
ふ
い
に
か
く
(
六
七
O
Q
¥
J
紀
守
中
也
｡
品
〕

○
い
よ
の
す
け
は
(
六
七
c
o
o
)

o
¥
/
源
の
詞
也
｡
〔
3
7

2
〕

○
君
と
こ
そ
(
六
七
<
x
f
v
J
A

o
¥
J
し
う
と
こ
そ
思
ふ
ら
め
と
也
｡
〔
3
7
3
〕

○
い
か
ゝ
は
わ
た
く
し
の
(
六
七
^
l
^

o
N
/
を
し
い
た
し
て
し
う
と
い
は
ん

は
源
の
御
前
に
て
は
は
ゝ
か
り
あ
る
故
に
私
の
と
い
如
伴
を
も
し
ろ
し
.
い

か
ゝ
は
と
句
を
切
て
読
へ
し
｡
〔
S
]

○
す
き
く
し
き
こ
と
(
六
七
^
M

a
¥
/
わ
れ
ら
を
始
て
無
益
な
る
事
と
申

と
申
也
o
〔
*
n
>

サ
J

c
<
v

o
さ
り
と
も
事
つ
と
た
ち
(
六
七
L
O
t
M

o
N
/
源
の
詞
.
〔
S
]

○
つ
き
く
し
く
(
六
七
c
o
M
a
¥
J
紀
守
よ
り
は
伊
与
の
守
は
さ
や
う
の
虚

は
よ
し
は
む
へ
き
也
｡
〔
3
7
7
〕

○
お
ろ
し
た
て
ん
や
は
(
六
七
｡
o
t
>
¥

o
N
/
紀
守
も
す
き
物
な
れ
は
伊
与
の
介

も
心
を
は
ゆ
る
さ
し
と
也
｡
〔
3
7

8
〕

○
い
つ
か
た
に
(
六
七
｡
-
!
>
�
"
)
c
M
源
の
尋
給
也
｡
〔
3
7

9
〕

○
臥
鞘
'
j
も
や
(
六
七
t
>
r
-
¥

c
*
/
紀
守
詞
.
し
も
や
は
雑
舎
な
と
也
.
〔
S
n
]

○
ゑ
い
す
～
み
て
(
六
七
〇
o
t
-
M

o
N
/
源
の
御
と
も
の
人
-
也
｡
〔
r
"
1
1

｡
o
J

c
｡

o
か
り
つ
る
子
(
六
七
C
M

｡
¥
/
小
君
也
｡
〔
響

○
も
の
け
給
は
る
(
六
七
(
N
.
t
Mr
H
｡
V
物
う
け
給
る
｡
〔
響

○
か
れ
た
る
声
(
六
七
c
N
M

o
¥
/
此
子
の
か
れ
た
る
こ
ゑ
に
て
空
蝉
に
い
ふ

=
]
'

○
こ
～
に
そ
ふ
し
た
る
(
六
七
c
｡
M

o
N
/
空
蝉
の
詞
也
.
〔
響

○
い
か
に
ち
か
～
ら
ん
(
六
七
m
.
｡
c
A

T
H
o
¥
/
源
の
御
寝
庭
へ
い
か
に
ち
か
ゝ
ら

む
と
お
も
ひ
し
に
'
さ
も
な
く
て
う
れ
し
き
と
也
｡
〔
轡

○
い
と
よ
く
に
か
よ
ひ
た
れ
は
(
六
七
"
*
.
c
O
¥

r
H
O
J
小
君
と
空
蝉
と
こ
ゑ
よ
く

似
た
る
と
也
｡
〔
響

○
い
も
う
と
ゝ
(
六
八
｡
｡
}

o
v
あ
ね
を
も
い
も
う
と
ゝ
い
ふ
也
｡
系
図
に

も
姉
な
れ
共
女
子
を
は
必
末
に
つ
る
類
也
｡
〔
轡

▽
○
ひ
さ
し
に
も
(
六
八
｡
x
)
¥

o
s
/
小
君
か
詞
也
｡
花
'
女
房
達
の
詞
云
々
｡

如
何
｡
〔
o
N
-
,｡
o
J

c
o

･
お
と
に
き
ゝ
つ
る
(
六
八
<
x
>
¥

o
¥
/
源
氏
の
御
事
を
小
君
の
か
た
る
也
｡

〔
3
]

･
ひ
る
な
ら
ま
し
か
は
(
六
八
｡
o
o
o
}

o
N
/
空
蝉
の
詞
也
｡
〔
'
-
h

o
¥
J

c
o

O
ね
た
う
心
と
～
め
て
も
(
六
八
^
c
｡
¥

o
N
/
源
の
御
心
也
｡
ち
と
我
う
へ
を

心
と
ゝ
め
て
も
と
ひ
き
け
か
し
と
也
｡
〔
S
]

○
ま
ろ
は
は
し
に
(
六
八
^
｡
c
A

c
A
/
小
君
か
詞
A
J
m
-

r
-
'
1

I
<
*
]

k
c
o

O
女
君
は
た
～
こ
の
(
六
八
L
O
｡
｡
¥

o
¥
/
源
此
声
を
き
～
て
推
し
給
也
o
障
子

は
寝
殿
の
母
屋
の
南
面
【
と
北
お
も
て
】
(
括
弧
内
脱
落
カ
)
と
の
中
を
へ
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た
て
た
る
障
子
也
｡
す
ち
か
ひ
た
る
は
'
今
夜
源
氏
の
寝
所
は
南
面
の
方
也
'

空
蝉
の
方
は
東
也
｡
今
源
氏
の
方
よ
り
す
ち
か
ひ
な
る
へ
し
｡
〔
哲

･
中
将
の
君
は
(
六
八
c
D
｡
｡
¥

o
N
/
空
蝉
の
め
し
つ
か
ふ
女
房
の
名
也
｡
〔
v
)
-
,

o
N
j

c
o

O
も
と
め
つ
る
(
六
八
<
N
.
｡
¥
¥
T
H
O
N
/
中
将
の
君
と
思
と
也
｡
〔
Z
]

○
中
将
め
し
っ
れ
は
(
六
八
c
｡
a
¥
¥

o
v
源
氏
当
宮
中
将
也
｡
中
将
の
君
は
い

つ
く
に
そ
と
尋
し
を
き
ゝ
給
し
粗
に
か
く
の
給
へ
り
.
と
り
あ
へ
す
よ
き
詞

也
｡
〔
即
〕

○
う
ち
つ
け
に
(
六
九
｡
¥
¥

o
¥
/
源
の
詞
也
｡
う
ち
つ
け
な
る
や
う
に
こ
そ

思
ら
め
'
我
は
年
月
の
お
も
ひ
あ
る
に
よ
り
て
こ
そ
今
夜
の
方
た
か
へ
も
あ

り
つ
れ
と
と
り
あ
へ
す
の
給
也
｡
〔
響

○
あ
さ
ま
し
く
(
六
九
L
O
a
¥
¥

｡
^
空
蝉
の
詞
也
｡
〔
g
S
]

○
た
か
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
(
六
九
!
>
-
源
の
詞
也
｡
〔
4
0
0
〕

○
も
と
め
つ
る
(
六
九
o
>
.
S
)
中
将
の
君
也
.
〔
;
]

○
や
と
の
給
(
六
九
o
.
'
-
'
¥
5
)
此
中
将
を
源
氏
の
め
し
よ
す
る
さ
ま
也
｡
〔
S
]

○
あ
や
し
く
て
(
六
九
S
-
|
)
此
中
将
也
.
〔
轡

○
恩
ひ
よ
り
ぬ
(
六
九
-
¥

o
源
氏
に
て
ま
し
ま
す
と
思
ふ
也
｡
〔
i
]

･
と
う
も
な
く
(
六
九
c
｡
う
こ
き
も
し
給
は
ぬ
也
｡
〔
轡

〔
考

察
〕

こ
こ
に
翻
刻
し
た
よ
う
に
'
広
島
大
学
蔵
の
整
版
本
『
源
氏
物
語
抄
(
紹
巴

抄
)
』
の
第
一
冊
目
に
は
､
桐
壷
巻
に
一
六
三
項
目
'
算
木
巻
に
四
〇
五
項
目

の
書
き
入
れ
注
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
'
こ
れ
ら
を
通
覧
し
て
わ
か
る
の
は
'

そ
れ
ら
が
基
本
的
に
『
細
流
抄
』
の
注
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
と
言
う
よ
り

も
ほ
ぼ
完
全
に
『
細
流
抄
』
を
引
き
写
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
｡

伊
井
春
樹
氏
編
｢
源
氏
物
語
古
注
釈
集
成
｣
7
『
内
閣
文
庫
本
細
流
抄
』
(
桜
楓
社

昭
R
)
に
翻
刻
さ
れ
た
本
文
と
比
較
す
る
に
､
た
と
え
ば
､
桐
壷
巻
に
お
い
て

書
き
入
れ
注
に
存
在
し
な
い
『
細
流
抄
』
の
注
は
わ
ず
か
に
三
項
目
だ
け
で
あ

る
(
『
細
流
抄
』
の
項
目
番
号
9
｢
か
ゝ
る
事
の
お
こ
り
｣
'
5
2
｢
は
た
さ
む
き
｣
'

4
7
｢
く
ら
人
の
少
将
｣
の
三
項
目
)
｡
他
に
'
項
目
が
前
後
逆
順
に
な
っ
て
い
る
と

1こ
ろ
が
二
箇
所
あ
る
(
7
1
｢
よ
こ
さ
ま
な
る
｣
と
7

2
｢
か
へ
り
て
は
つ
ら
く
｣
'
7
3
｢
う

へ
も
し
か
な
ん
｣
と
7
4
｢
人
の
心
を
ま
け
た
る
｣
)
｡
ま
た
'
内
閣
文
庫
本
『
細
流

抄
』
で
は
1

3
6
｢
大
蔵
卿
く
ら
人
｣
の
項
目
(
書
き
入
れ
注
の
〔
1
4
7
〕
)
の
注
の
中

に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
｢
は
い
し
た
て
ま
つ
り
給
さ
ま
｣
を
書
き
入
れ
注
で
は

独
立
し
た
項
目
(
〔
S
]
)
と
し
て
立
て
て
い
る
が
'
こ
れ
は
本
来
独
立
し
た
項

目
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
'
書
き
入
れ
注
の
方
が
正
し
い
｡
注
釈
の
本
文
を
比
べ

て
も
内
閣
文
庫
本
『
細
流
抄
』
と
は
小
異
の
あ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
の
で
'

や
や
異
な
る
本
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'
こ
の
書
き
入
れ
を
し
た
人
物

は
『
細
流
抄
』
を
見
て
そ
の
す
べ
て
の
注
を
『
紹
巴
抄
』
整
版
本
の
欄
外
や
行
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間
に
書
き
写
そ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
『
細
流
抄
』
は
写
本
と
し
て
十
数
本

が
伝
わ
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
､
い
わ
ば
稀
教
本
に
属
す
る
古
注
釈
書
で
あ
る
が
'

そ
の
1
本
が
願
正
寺
所
蔵
の
『
紹
巴
抄
』
に
書
き
入
れ
ら
れ
る
環
境
に
あ
っ
た

わ
け
で
,
も
し
こ
の
書
き
入
れ
が
願
正
寺
に
お
い
て
成
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
'

北
越
地
方
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
享
受
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
改
め
て
想
像
さ

れ
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
た
ま
た
ま
『
細
流
抄
』
が
手
元
に
あ
っ
た
か
ら
書
き

入
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
'
『
紹
巴
抄
』
が
三
条
西
公
条
の
講
釈
を
紹
巴
が

聞
き
書
き
し
て
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
'
1
般
に
公
条

の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
『
細
流
抄
』
の
説
を
比
較
･
参
考
の
た
め
に
書
き
入
れ

た
の
で
あ
る
な
ら
ば
'
い
っ
そ
う
高
度
に
研
究
的
な
姿
勢
で
行
な
わ
れ
た
書
き

入
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
'
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

な
お
'
公
条
の
息
実
枝
が
『
細
流
抄
』
に
修
訂
を
加
え
て
作
っ
た
と
言
わ
れ
る

『
明
星
抄
』
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
注
釈
で
あ
り
'
同
書
に
は
版
本
も
あ
る
が
'
よ

く
見
比
べ
る
と
'
本
書
の
書
き
入
れ
注
は
『
明
星
抄
』
で
は
な
く
や
は
り
『
細

流
抄
』
だ
と
思
わ
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
書
き
入
れ
注
に
は
『
細
流
抄
』
に
な
い
注
も
若
干
あ
っ
て
'
そ

れ
ら
は
『
細
流
抄
』
を
写
し
た
注
よ
り
も
や
や
小
字
で
低
い
位
置
に
記
さ
れ
'

多
く
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
で
記
さ
れ
て
い
る
｡
手
も
別
筆
で
あ
る
よ
う
だ
｡
翻

刻
で
▽
印
を
付
し
て
一
字
下
げ
て
記
し
た
注
が
そ
れ
に
あ
た
る
｡
一
部
朱
で
書

か
れ
た
も
の
も
あ
る
｡
い
ま
だ
典
拠
を
調
べ
得
て
い
な
い
が
'
何
か
特
定
の
注

釈
書
を
引
き
写
し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
｡
桐
壷
巻
の
中
で
は
'
｢
を

よ
す
け
｣
の
項
(
〔
翌
)
に
｢
源
語
類
衆
｣
な
る
書
を
引
い
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
る
｡
こ
の
書
名
か
ら
'
｢
鮒
平
安
文
学
資
料
稿
｣
第
三
期
･
第
九
-
十
巻

に
翻
刻
し
た
源
義
亮
の
『
源
語
類
界
抄
』
(
広
島
平
安
文
学
研
究
会
平
i
r
O

T
H
^

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
た
が
'
ど
う
も
同
一
書
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
｡

次
に
'
算
木
巻
に
お
け
る
書
き
入
れ
注
に
関
し
て
や
や
詳
し
く
検
討
す
る
｡

算
木
巻
の
書
き
入
れ
も
'
桐
壷
巻
と
同
様
'
基
本
的
に
『
細
流
抄
』
の
注
釈

を
『
紹
巴
抄
』
の
当
該
項
目
の
上
部
欄
外
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
｡
た
だ

し
'
桐
壷
巻
の
書
き
入
れ
は
巻
全
体
に
及
ん
で
い
る
が
'
寄
木
巻
は
巻
首
か
ら

第
6
4
丁
表
ま
で
で
'
全
体
の
八
割
方
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
と
ぎ
れ
て
い
る
｡
何
ら

か
の
事
情
で
書
き
入
れ
作
業
を
中
止
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
｡

桐
壷
巻
と
同
様
に
'
『
細
流
抄
』
に
よ
る
書
き
入
れ
は
漢
字
平
仮
名
混
じ
り

で
記
さ
れ
て
お
り
'
そ
れ
と
は
別
に
片
仮
名
混
じ
り
で
記
さ
れ
る
別
筆
と
お
ぼ

し
き
注
が
存
在
し
て
い
る
｡

ま
ず
'
平
仮
名
書
き
の
注
を
内
閣
文
庫
本
『
細
流
抄
』
の
本
文
と
比
較
す
る

に
'
寄
木
巻
に
お
い
て
書
き
入
れ
注
に
存
在
し
な
い
『
細
流
抄
』
の
注
は
'
次

の
五
箇
所
八
項
目
で
あ
る
(
引
用
末
尾
の
数
字
は
'
内
閣
文
庫
本
の
翻
刻
に
付

さ
れ
た
項
目
番
号
で
あ
る
)
0

ト

①
｢
な
の
め
に
｣
(
〔
S
]
)
と
｢
か
な
ら
す
し
も
わ
か
お
も
ひ
に
か
な
は
ね
と
｣

(
〔
S
]
)
の
間

す
き
く
し
き
心
(
四
一
<
N
.
｡
n

T
H
V
O
/
あ
な
か
ち
す
き
-
し
き
心
な
ら
ね

と
心
に
か
な
ふ
や
う
も
や
と
え
り
そ
め
て
は
さ
た
め
か
た
き
と
也
｡
天
然

の
緑
に
ま
か
せ
て
を
く
へ
き
事
也
.
(
聖
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②
｢
な
た
ら
か
に
ゑ
ん
す
へ
き
｣
(
〔
S
]
)
と
｢
と
も
か
く
も
た
か
ふ
へ
き
｣

(
〔
哲
)
の
間

み
る
人
か
ら
(
四
六
c
o
o
x
>
¥

v
o
/
み
る
人
は
女
の
事
也
｡
男
の
心
も
女
か
ら

お
さ
ま
る
へ
き
也
/
r
-
>
.

(
<
N
)

あ
ま
り
む
け
に
(
四
六
c
o
｡
｡
s
)

v
o
J
女
の
男
を
あ
ま
り
さ
し
ゆ
る
す
も
あ
し

き
と
也
｡
千
里
万
里
の
舟
を
も
い
さ
さ
か
の
質
に
て
繋
を
く
如
に
男
の
心

を
も
女
の
心
に
て
繋
と
む
へ
き
と
也
/
｡
c
K

o
>

っ
な
か
ぬ
舟
(
四
六
L
O
O
｡
¥

¥
Q
)
鵬
鳥
賦
'
河
海
/
w
A
¥

(
<
N
)

さ
し
あ
た
り
て
(
四
六
c
o
｡
｡
^

v
o
/
花
､
第
七
段
馬
頭
詞
云
々
｡
い
か
～
｡

是
よ
り
は
頭
中
将
の
詞
也
｡
男
の
う
へ
に
み
る
説
あ
れ
と
も
'
唯
女
に
み

る
よ
き
也
｡
臆
月
夜
の
類
也
(
-
>

(
n
)

を

③
｢
我
ふ
た
つ
の
道
｣
(
〔
…
讐
と
｢
こ
し
お
れ
ふ
み
｣
(
〔
&
)
の
問

お
や
の
心
を
(
五
九
t
>
v
)
¥

o
o
/
物
を
な
ら
ふ
師
な
る
故
に
お
や
の
心
を
は

～
か
る
と
也
/
!
>
>
.

(
ォ
^
)

v
o
r

④
｢
ふ
い
に
か
く
｣
(
〔
3
7
1
〕
)
と
｢
い
よ
の
す
け
は
｣
(
〔
S
]
)
の
間

女
の
す
く
せ
(
六
七
<
M
v
O
-
¥

o
¥
/
世
間
の
不
定
の
う
ち
に
も
女
は
一
段
は
か

な
き
と
也
｡
(
響

⑤
｢
中
将
の
君
は
｣
(
〔
v
T
-
i
¥

S
V
と
｢
も
と
め
つ
る
｣
(
〔
Z
]
)
の
間

ぅ
へ
な
る
き
ぬ
や
る
ま
て
(
六
八
c
N
｡
¥
¥

o
v
源
氏
也
｡
(
S
)

こ
れ
ら
の
項
目
は
書
き
入
れ
者
が
見
た
『
細
流
抄
』
に
は
な
か
っ
た
の
か
'

そ
れ
と
も
書
き
入
れ
の
際
に
不
注
意
か
ら
脱
落
し
た
の
か
定
か
で
な
い
｡

逆
に
'
内
閣
文
庫
本
『
細
流
抄
』
に
な
い
項
目
で
'
書
き
入
れ
注
に
あ
る
も

の
と
し
て
'
次
の
一
例
が
あ
る
｡
書
き
入
れ
者
が
見
た
『
細
流
抄
』
に
は
こ
の

注
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡

○
お
ほ
と
の
な
ふ
ら
(
三
六
7
･
空
又
は
お
は
と
の
あ
ふ
ら
.
い
か
さ

ま
に
か
い
て
も
よ
む
時
は
と
の
ふ
ら
と
よ
む
な
り
C
M

書
き
入
れ
注
に
は
'
目
移
り
に
よ
る
脱
落
の
た
め
'
項
目
が
落
ち
た
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
箇
所
あ
る
｡

○
片
野
の
少
将
に
は
(
三
五
5
･
翌
給
け
ん
か
し
と
い
ふ
ま
て
物
語
の

作
者
の
惣
論
也
｡
か
た
野
の
少
将
説
々
あ
り
｡
物
語
の
名
也
｡
清
少
納
言

枕
草
子
に
も
見
え
た
り
｡
心
は
'
片
野
の
少
将
は
天
性
好
色
を
う
へ
か
ら

た
つ
る
人
の
事
也
｡
此
源
氏
の
君
は
当
宮
中
将
也
｡
給
し
'
此
し
文
字
は

過
去
の
し
文
字
に
て
は
聯
心
得
か
た
き
様
な
れ
と
当
代
の
事
を
も
如
此
書

事
常
の
事
也
｡
(
〔
4
〕
･
〔
5
〕
)

書
き
入
れ
注
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
が
'
こ
れ
は
｢
此
源
氏
の
君
は
｣
の
後
に
'

う
へ
は
さ
は
な
く
て
し
た
に
好
色
の
心
あ
る
と
也
｡

○
ま
た
中
将
な
と
に
(
三
五
L
O
C
｡
)

>
o
/
こ
～
よ
り
双
紙
の
詞
也
｡
今
源
氏

ま

ヽ
L
■
,

が
脱
落
し
た
た
め
､
｢
ま
た
中
将
な
と
に
｣
の
項
目
(
〔
5
〕
)
が
前
半
部
分
を

失
っ
て
埋
没
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

片
仮
名
書
き
の
注
は
'
篇
木
巻
に
は
全
部
で
十
例
あ
る
(
〔
翌
･
〔
M
.

c
N
-
I

〔
m
l

｡
o
J
〔
3
]
･
〔
9
6
〕
･
〔
S
]
･
〔
B
]
･
〔
1

6
｡
〕
･
〔
哲
･
〔
S
]
)
｡
う
ち
1
例

(
〔
R
)
)
は
平
仮
名
書
き
の
項
目
に
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
注
の

典
拠
は
不
明
だ
が
'
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
て
注
釈
を
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記
す
形
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
混
在
し
て
お
り
'
ま
た
〔
3
]
と

〔
3
]
の
よ
う
に
同
じ
｢
そ
へ
に
｣
と
い
う
語
に
関
す
る
注
を
二
箇
所
に
分
け

て
記
す
も
の
も
あ
る
の
で
'
あ
る
特
定
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い

よ
う
だ
｡
｢
八
雲
抄
｣
(
〔
空
)
や
｢
祇
注
｣
(
〔
翌
)
な
る
も
の
を
潮
い
た
注

が
あ
る
の
も
興
味
深
い
｡
ま
た
'
和
歌
の
引
用
も
あ
る
｡
｢
雲
井
二
テ
ア
ヒ
カ

タ
ラ
ハ
ヌ
月
夕
こ
モ
ワ
カ
宿
ス
キ
テ
行
方
ハ
ナ
シ
｣
(
〔
哲
)
が
そ
れ
で
'
こ

れ
は
『
紫
明
抄
』
『
異
本
紫
明
抄
』
『
河
海
抄
』
『
孟
津
抄
』
『
眠
江
入
楚
』
な

ど
が
引
歌
に
指
摘
す
る
『
拾
遺
集
』
(
巻
八
･
雑
上
･
四
三
七
)
の
伊
勢
詠
で
あ

る
｡片

仮
名
注
は
平
仮
名
注
の
行
間
や
傍
書
に
も
見
え
て
お
り
'
そ
れ
ら
に
も
な

か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
｡
〔
o
n

c
r
J
の
傍
書
｢
カ
か
身
か
本
り
タ
カ
ハ
シ
｣

は
'
書
き
入
れ
者
が
見
た
『
細
流
抄
』
の
｢
身
｣
の
字
が
判
読
し
難
か
っ
た
こ

と
を
注
記
し
た
も
の
だ
ろ
う
し
'
〔
S
]
の
傍
書
｢
写
本
｣
は
'
｢
遵
｣
の
字

に
疑
問
を
抱
い
た
書
き
入
れ
者
が
本
の
通
り
に
写
し
た
と
断
っ
た
も
の
だ
ろ

う
.
〔
S
]
の
傍
書
｢
ス
ク
メ
ル
ハ
河
内
本
｣
は
異
本
に
言
及
し
た
も
の
で
あ

り
'
〔
響
に
は
｢
カ
シ
カ
マ
シ
山
ノ
シ
タ
行
サ
､
レ
水
ア
ナ
カ
マ
カ
レ
モ
思

フ
心
ア
リ
｣
(
『
金
葉
集
』
巻
八
･
恋
下
･
五
〇
五
.
読
人
不
知
)
の
和
歌
を
傍

害
す
る
｡
こ
れ
は
見
出
し
項
目
｢
あ
な
か
ま
｣
の
例
歌
を
記
し
た
も
の
だ
が
'

主
な
古
注
釈
書
に
指
摘
の
な
い
歌
で
あ
る
｡

で
あ
る
｡
そ
う
い
う
意
味
で
'
広
島
大
学
蔵
刊
本
『
紹
巴
抄
』
は
､
そ
れ
自
体

は
さ
ほ
ど
珍
し
い
本
で
は
な
い
け
れ
ど
も
'
近
世
後
期
の
北
越
地
方
に
お
け
る

『
源
氏
物
語
』
享
受
の
実
態
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
伝
本

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
｡

書
き
入
れ
が
算
木
巻
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
の
は
'
何
ら
か
の
事
情
で
中

断
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'
大
部
な
書
へ
の
書
き
入
れ
が
は
じ
め

の
方
だ
け
に
し
か
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
『
紹
巴
抄
』
　
の
版
本

に
限
っ
て
も
'
た
と
え
ば
東
洋
文
庫
蔵
の
古
活
字
本
に
は
欄
外
書
き
入
れ
が
極

め
て
多
い
が
'
そ
れ
は
第
1
冊
目
の
み
で
あ
り
'
同
じ
く
陽
明
文
庫
蔵
の
古
活

字
本
に
も
行
間
書
き
入
れ
や
貼
紙
が
多
い
け
れ
ど
も
賢
木
巻
の
途
中
ま
で
で
以

下
に
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
｡

な
ぜ
途
中
で
と
ぎ
れ
た
の
か
'
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
'
桐
壷
･
算
木

両
巻
の
書
き
入
れ
注
を
見
る
と
'
そ
こ
に
は
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の
か
な

り
レ
ベ
ル
の
高
い
勉
強
の
跡
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
｡
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こ
れ
ら
典
拠
不
明
の
注
記
を
も
含
め
て
'
願
正
寺
旧
蔵
の
『
紹
巴
抄
』
の
第

一
冊
目
に
は
『
源
氏
物
語
』
を
か
な
り
研
究
的
に
勉
強
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
の



『
源
氏
物
語
抄
　
(
紹
巴
抄
)
』
　
の
古
活
字
本
と
整
版
本

-
　
刊
本
『
紹
巴
抄
』
　
の
書
誌
的
考
察
(
Ⅱ
)
　
-

は
じ
め
に

刊
本
『
源
氏
物
語
抄
』
'
い
わ
ゆ
る
『
紹
巴
抄
』
に
は
'
古
活
字
本
と
整
版

(
1
)

本
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
ど
ち
ら
も
全
二
十
冊
か
ら
成
る
が
'

古
活
字
本
は
l
面
十
行
'
整
版
本
は
十
1
行
で
あ
る
.
古
活
字
本
に
つ
い
て
､

川
瀬
高
氏
『
輔
古
活
字
版
の
研
究
』
(
昭
4
2
日
本
古
書
籍
商
組
合
)
に
は
'

｢
活
字
印
本
盛
行
期
に
於
け
る
源
氏
物
語
注
釈
書
の
刻
本
と
し
て
最
も
大
部
な

も
の
で
あ
る
｡
寛
永
十
七
年
刊
左
大
将
六
百
番
歌
合
等
と
同
種
の
小
型
活
字
印

本
で
'
寛
永
後
期
の
開
板
と
認
め
ら
れ
る
｣
　
と
あ
る
｡
そ
し
て
'
古
活
字
本
の

伝
本
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
'
｢
世
に
流
伝
す
る
も
の
は
'
寛
永
末
年
頃

に
本
書
に
片
仮
名
附
訓
を
施
し
て
覆
刻
し
た
整
版
本
(
割
注
略
)
　
で
あ
る
｡
原

本
を
極
め
て
精
刻
し
て
ゐ
る
部
分
が
多
い
の
で
'
間
々
活
字
印
本
と
誤
認
せ
ら

れ
て
ゐ
る
｣
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
川
瀬
氏
に
よ
れ
ば
'
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
'

(
1
)
　
古
活
字
本
は
寛
永
年
間
　
(
一
六
二
四
-
四
四
)
　
後
期
頃
の
開
板
で
あ

り
'
整
版
本
は
同
じ
く
寛
永
末
年
頃
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
｡

妹
　
尾
　
好
　
信

(
2
)
　
整
版
本
は
古
活
字
本
に
片
仮
名
附
訓
を
施
し
て
覆
刻
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
｡

(
3
)
古
活
字
本
は
あ
ま
り
流
布
せ
ず
'
世
に
広
く
流
伝
し
た
の
は
整
版
本

で
あ
る
こ
と
｡

の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

川
瀬
氏
が
刊
記
の
な
い
古
活
字
本
の
開
板
を
寛
永
後
期
頃
と
さ
れ
た
の
は
'

｢
寛
永
十
七
年
刊
左
大
将
六
百
番
歌
合
等
と
同
種
の
小
型
活
字
印
本
｣
　
で
あ
る

こ
と
を
有
力
な
根
拠
に
さ
れ
る
わ
け
だ
が
'
反
町
茂
雄
氏
『
弘
文
荘
古
活
字
版

目
録
』
(
昭
'
S
)
や
『
弘
文
荘
古
版
本
目
録
』
(
昭
S
)
　
で
も
｢
寛
永
中
刊
｣
と

さ
れ
て
お
り
'
寛
永
年
中
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
整

版
本
も
無
刊
記
で
あ
り
'
川
瀬
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
　
｢
寛
永
末
年
頃
｣
　
の
刊

行
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
証
は
な
い
｡
反
町
民
の
『
弘
文
荘
待
質
古
書
目
録
』

m

で
は
明
暦
(
一
六
五
五
-
五
八
)
頃
の
刊
と
も
記
さ
れ
て
い
る
｡

寛
永
末
か
ら
慶
安
(
一
六
四
八
-
五
二
)
あ
た
り
を
境
に
し
て
'
そ
れ
ま
で

隆
盛
を
誇
っ
た
古
活
字
版
に
よ
る
書
物
刊
行
の
流
れ
が
急
に
途
切
れ
'
整
版
に
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よ
る
刊
行
へ
と
移
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
(
中
野
三
敏
氏
『
書
誌
学
談

義
江
戸
の
版
本
』
(
平
7
　
岩
波
書
店
)
等
)
｡
『
紹
巴
抄
』
は
'
ち
ょ
う
ど
そ
の

境
目
あ
た
り
の
'
か
な
り
近
接
し
た
時
期
に
古
活
字
本
と
整
版
本
の
二
種
が
刊

行
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡

古
活
字
本
の
伝
存
が
少
な
い
の
は
刊
行
部
数
が
ご
く
少
な
か
っ
た
か
ら
に
違

い
な
い
｡
古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
の
移
行
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
'
古
活
字
版
が

大
量
印
刷
に
適
さ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
(
中
野
氏
'
同
書
)
が
'

整
版
本
が
広
く
世
に
流
布
し
た
の
は
'
古
活
字
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら

い
大
量
に
印
刷
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
｡

さ
て
'
川
瀬
氏
は
'
整
版
本
は
古
活
字
本
に
片
仮
名
附
訓
を
施
し
て
覆
刻
し

た
も
の
で
あ
り
'
そ
の
覆
刻
は
｢
原
本
を
極
め
て
精
刻
し
て
ゐ
る
部
分
が
多
い

の
で
,
間
々
活
字
印
本
と
誤
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｣
ほ
ど
精
巧
な
も
の
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
が
'
南
本
の
版
面
を
見
比
べ
る
と
'
文
字
の
形
'
字
の
間
隔
'
行
取

り
な
ど
が
酷
似
し
て
お
り
'
実
に
そ
の
通
り
と
思
わ
れ
る
｡
も
っ
と
も
'
先
述

し
た
通
り
'
古
活
字
本
は
1
面
十
行
で
あ
る
の
に
対
し
'
整
版
本
は
十
一
行
で

あ
る
か
ら
'
単
純
な
覆
刻
で
は
な
い
｡
覆
刻
に
あ
た
っ
て
'
一
面
に
つ
き
一
行

ず
つ
行
を
増
や
す
と
い
う
'
か
な
り
面
倒
な
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
｡

下
段
に
､
両
本
の
第
一
冊
目
冒
層
の
一
面
を
掲
げ
た
の
で
､
参
照
し
て
は
し
い
｡

古
活
字
本
は
'
反
町
氏
『
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』
掲
載
の
図
版
か
ら
'
整
版

本
は
広
島
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
っ
て
掲
げ
た
｡

こ
の
一
面
だ
け
を
見
て
も
'
行
数
の
み
な
ら
ず
'
南
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

が
明
ら
か
で
あ
る
｡

5
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蜜
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川
瀬
氏
は
'
整
版
本
は
古
活
字
本
に
　
｢
片
仮
名
附
訓
を
施
し
て
覆
刻
し
た
｣

も
の
と
言
わ
れ
る
が
'
南
本
の
本
文
上
の
違
い
は
単
に
　
｢
片
仮
名
附
訓
｣
　
の
有

無
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
｡

筆
者
は
前
軌
'
i
2
お
い
て
,
南
本
の
相
違
に
つ
い
て
略
述
し
,
特
に
第
1
冊
目

に
お
け
る
見
出
し
項
目
の
異
同
を
検
討
し
た
｡
そ
の
結
果
'
整
版
本
は
古
活
字

本
に
あ
っ
た
誤
り
を
つ
と
め
て
訂
正
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡
本
稿
で
は
'

見
出
し
項
目
だ
け
で
な
く
'
本
文
全
体
に
関
し
て
古
活
字
本
と
整
版
本
の
相
違

点
を
考
察
す
る
｡
た
だ
し
'
全
二
十
冊
と
大
部
で
あ
る
た
め
､
煩
を
避
け
て
'

便
宜
上
'
第
一
冊
目
(
桐
壷
･
寄
木
)
　
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
｡

一
第
一
丁
表
の
本
文
に
お
け
る
相
違
点

改
め
て
､
前
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
第
1
冊
1
丁
表
(
巻
頭
の
目
録
一
丁
を
除
く
)

の
本
文
を
見
て
'
両
本
間
の
相
違
箇
所
を
整
理
し
て
み
る
｡
な
お
'
こ
の
部
分

は
'
巻
頭
の
総
説
に
あ
た
る
部
分
の
冒
頭
で
あ
り
'
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
1

部
を
掲
げ
て
見
出
し
と
し
'
そ
の
下
に
注
釈
文
を
記
す
と
い
う
形
式
を
と
っ
て

い
な
い
｡
桐
壷
巻
の
注
釈
は
整
版
本
で
5
丁
表
の
4
行
目
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
｡

は
じ
め
に
両
本
の
本
文
を
翻
刻
す
る
｡
各
行
の
頭
に
行
番
号
を
算
用
数
字
で

記
し
た
｡
(
　
)
　
内
は
二
行
割
善
部
分
で
あ
る
｡

345678901

て
あ
そ
は
れ
し
ま
～
河
内
本
と
世
間
に
い
ひ
な
ら
は
せ
り
釈

雲
(
花
山
院
御
祖
流
)
河
内
本
を
信
し
て
心
得
か
た
き
所
主
を
な
を
さ
れ
し

本
を
用
給
ひ
紫
明
水
源
両
抄
に
御
合
釈
有
て
河
海
抄
御
述
作
と

い
へ
り
花
鳥
飴
情
又
お
な
し
愛
宗
祇
定
家
卿
御
本
の
御
流
を
ゆ

か
し
く
思
は
れ
て
志
多
良
(
奉
公
の
人
也
)
と
い
ひ
し
人
に
あ
ひ
申

さ
れ
青
表
紙
停
授
し
て
の
ち
猶
不
審
を
一
条
禅
閤
御
所
へ
き
は

め
て
三
条
西
殿
(
内
府
　
造
遥
院
)
　
へ
講
釈
申
さ
る
～
と
い
へ
と
も
禁
中

の
ふ
か
き
事
は
造
遥
院
殿
へ
尋
申
さ
れ
し
事
と
あ
り
稀

《
古
活
字
本
》

1
此
物
語
に
本
の
差
異
あ
り
定
家
卿
御
自
筆
青
表
紙
中
比
断
絶
の

2
　
や
う
な
り
し
事
は
河
内
守
光
行
源
氏
物
語
を
と
り
わ
き
も

1234567890111

《
整
版
本
》

此
物
語
に
本
の
影
&
,
あ
り
定
家
卿
御
自
筆
ノ
青
表
紙
中
一
比
配
賦
の

ミ
ツ
ユ
キ

や
う
な
り
し
事
は
河
内
ノ
守
光
行
源
氏
物
語
を
と
り
わ
き
も

ホ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ

て
あ
そ
は
れ
し
ま
ゝ
河
内
本
と
世
間
に
い
ひ
な
ら
は
せ
り
桝

ウ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン

雲
(
花
山
院
御
祖
流
)
河
内
本
を
信
し
て
心
得
か
た
き
所
ゝ
を
な
を
さ
れ
し

本
を
用
給
　
敷
郷
郎
蹴
両
抄
に
御
合
釈
有
て
河
海
抄
御
述
作
と

ヱ
シ
ヤ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ツ
サ
ク

い
へ
り
花
鳥
飴
情
又
お
な
し
愛
二
宗
祇
定
家
卿
ノ
御
本
の
御
流
を
ゆ

シ

　

タ

　

ラ

か
し
く
思
は
れ
て
志
多
良
(
奉
公
の
人
也
)
と
い
ひ
し
人
に
あ
ひ
申

テ
ン
シ
ュ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
シ
ン

さ
れ
青
表
紙
侍
授
し
て
の
ち
猶
不
審
を
一
条
ノ
鮮
郎
ノ
御
所
へ
き
は

め
て
三
条
西
殿
(
内
府
道
遥
院
)
へ
蘇
､
弼
申
さ
る
ゝ
と
い
へ
と
も
禁
中

の
ふ
か
き
事
は
都
巌
院
殿
へ
尋
申
さ
れ
し
事
と
あ
り
稀

ミ
ヤ
ウ名

院
殿
(
右
府
　
造
遥
院
殿
御
二
男
)
造
遥
院
殿
に
も
こ
え
た
る
御
才
覚
に
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両
者
を
比
較
し
て
'
古
活
字
本
を
覆
刻
し
て
整
版
本
と
す
る
に
あ
た
っ
て
変

更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
は
､
次
の
諸
点
で
あ
る
｡

①
漢
字
に
片
仮
名
で
振
り
仮
名
を
付
し
た
-
･
･
･
義
&
,
｣
(
1
行
)
･
｢
醗
野

ミ
ツ
ユ
キ
ホ
ン
シ
ン

(
l
行
)
･
｢
光
行
｣
(
2
行
)
･
｢
河
内
本
｣
(
3
行
)
･
｢
信
し
て
｣

シ
ュ
ツ
サ
ク

｢
敷
郷
ポ
野
(
5
行
)
･
｢
御
飯
野
(
5
行
)
･
｢
御
述
作
｣
(
5
行
)
･

(
7
行
)
･
鹿
野
(
8
行
)
･
｢
不
審
｣
(
8
行
)
･
｢
鮮
郎
｣
(
8
行
)
･

フ
シ
ン

セ
ウ
ミ
ヤ
ウ

(
9
行
)
･
｢
都
巌
院
殿
｣
(
1

0
行
)
･
｢
稀
名
院
殿
｣
(
1

0
行
)

(4行)･

シ

　

タ

　

ラ

｢
志
多
良
｣

コ
ウ
シ
ヤ
ク

｢
講
釈
｣

②
漢
字
表
記
の
語
句
に
助
詞
を
補
っ
た
-
･
･
･
｢
御
自
筆
ノ
青
表
轡
　
(
1
行
)

･
｢
河
内
ノ
守
｣
　
(
2
行
)
･
｢
琴
ニ
(
6
行
)
･
｢
定
家
卿
ノ
御
本
｣
　
(
6
行
)
･

｢
一
条
ノ
禅
閤
ノ
御
所
｣
　
(
8
行
)

③
漢
字
の
熟
語
に
線
引
き
を
施
し
た
三
三
｢
中
_
比
｣
　
(
1
行
)

④
誤
っ
た
文
字
を
訂
正
し
た
　
｢
釈
雲
｣
1
｢
粥
野
(
3
行
)

⑤
文
脈
を
訂
正
し
た
三
三
｢
用
給
ひ
｣
1
｢
用
給
　
｣
　
(
5
行
)

最
も
例
の
多
い
①
は
'
川
瀬
氏
が
整
版
本
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
｢
片

仮
名
附
訓
を
施
し
｣
た
も
の
で
あ
る
｡
②
も
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
言
っ
て
よ

か
ろ
う
｡
③
は
'
こ
こ
で
は
｢
中
比
｣
が
訓
読
み
す
る
熟
語
で
あ
る
こ
と
を
示

す
｡
熟
語
の
線
引
き
は
漢
文
で
記
さ
れ
た
引
用
文
な
ど
の
中
に
時
々
見
ら
れ
る

が
用
例
数
は
多
く
な
い
｡
1
丁
表
に
は
な
い
が
'
整
版
本
で
は
漢
文
表
記
の
文

に
は
返
り
点
と
送
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
仮
名
に
濁
点
が
付
さ
れ

て
清
濁
が
区
別
さ
れ
た
箇
所
が
多
い
の
も
整
版
本
の
特
色
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は

文
章
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
覆
刻
に
あ
た
っ
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
操
作

で
あ
る
｡

l
方
'
④
と
⑤
は
古
活
字
本
の
不
備
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
｡
④
は
'
古

活
字
本
が
人
名
｢
耕
雲
｣
を
｢
釈
雲
｣
と
誤
っ
て
い
た
の
を
正
し
'
振
り
仮
名

を
加
え
た
例
'
⑤
は
'
古
活
字
本
で
｢
用
給
ひ
｣
と
連
用
形
で
下
に
続
け
て
い

た
の
を
覆
刻
に
際
し
て
活
用
語
尾
｢
ひ
｣
を
削
り
｢
用
給
｣
と
し
て
文
を
終
止

さ
せ
た
例
で
あ
る
｡
一
字
削
っ
た
ま
ま
で
字
間
を
詰
め
て
い
な
い
の
で
'
整
版

本
で
は
｢
給
｣
　
の
下
に
不
自
然
に
一
字
分
の
空
白
が
存
在
す
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
冒
頭
の
一
面
だ
け
を
見
て
も
'
整
版
本
は
古
活
字
本
に
比
べ

て
'
漢
字
に
付
訓
し
た
り
助
詞
を
補
っ
た
り
し
て
本
文
を
読
み
や
す
く
す
る
工

夫
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
'
古
活
字
本
に
あ
っ
た
誤
植
や
文
章
上
の
不
備
な
ど

を
つ
と
め
て
訂
正
･
修
正
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
｡

古
活
字
版
に
は
'
そ
の
木
活
字
組
み
と
い
う
技
法
上
'
漢
字
の
振
り
仮
名
や

返
り
点
･
送
り
仮
名
を
施
し
難
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
｡
整
版
で
の
覆
刻
に

際
し
て
は
'
そ
の
欠
点
を
補
っ
て
'
積
極
的
に
付
訓
･
付
点
が
行
な
わ
れ
た
と

い
う
わ
け
で
あ
る
｡

二
　
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
変
更
点

読
み
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
付
訓
･
付
点
の
類
は
'
整
版
本
全
体

に
ほ
ぼ
等
し
く
見
え
る
も
の
で
あ
り
'
特
に
い
ち
い
ち
取
り
上
げ
て
検
討
す
る

ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
｡
問
題
と
す
べ
き
は
'
本
文
そ
の
も
の
に
変
更
が
加
え

ら
れ
た
箇
所
で
あ
っ
て
'
整
版
本
に
覆
刻
す
る
際
に
'
古
活
字
本
本
文
の
い
か

な
る
部
分
が
不
備
と
認
め
ら
れ
て
訂
正
･
修
正
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

(48)



そ
こ
で
'
次
に
は
'
第
一
冊
目
(
桐
壷
･
算
木
)
全
体
を
見
渡
し
て
'
古
活

字
本
と
整
版
本
の
間
の
本
文
異
同
箇
所
を
調
べ
'
そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
に
分
類

し
て
み
た
｡
だ
い
た
い
'
次
の
よ
う
な
八
分
類
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
｡

【
-
】
　
古
活
字
本
の
字
句
の
誤
り
を
訂
正
し
た
例

【
2
】
古
活
字
本
の
字
句
を
よ
り
適
切
な
形
に
変
更
し
た
例

【
3
】
古
活
字
本
の
漢
字
の
字
体
や
仮
名
の
種
別
を
変
更
し
た
例

【
4
】
古
活
字
本
に
あ
る
字
句
を
削
除
し
た
例

【
5
】
　
古
活
字
本
に
な
い
字
句
を
補
っ
た
例

【
6
】
　
字
間
に
古
活
字
本
に
な
い
空
白
を
置
い
た
例

【
7
】
　
古
活
字
本
に
あ
る
字
間
の
空
白
を
除
い
た
例

【
8
】
古
活
字
本
の
字
句
の
位
置
を
変
更
し
た
例

以
下
に
'
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
例
を
掲
げ
る
｡
本
文
の
調
査
･
引
用
に
は
'

古
活
字
本
は
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
文
庫
本
を
用
い
'
整
版
本
は
広
島
大
学
図
書
館

蔵
本
を
用
い
た
｡
前
者
に
つ
い
て
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ

っ
た
｡
｢
古
活
字
本
の
本
文
1
　
整
版
本
の
本
文
｣
　
の
順
で
示
し
'
(
　
)
内
に

整
版
本
の
丁
数
と
行
数
で
所
在
を
記
し
た
｡
巻
別
に
通
し
番
号
(
丸
囲
み
数
字
)

を
付
し
'
相
違
箇
所
に
傍
線
を
施
し
た
｡
見
出
し
に
お
け
る
例
に
は
(
※
見
出
)

と
注
記
し
た
｡

コ
ウ
ラ
ウ

②
後
涼
殿
の
朗
1
後
涼
殿
の
.
.
団
~
(
9
ウ
･
8
)

ウ
シ
ト
ラ

③
俊
成
関
1
俊
成
魂
(
1

0
オ
.
r
-
(
¥

r
*
/

④
か
ら
を
見
つ
～
も
胡
詞
は
か
り
1
か
ら
を
見
つ
～
も
の
詞
は
か
り
(
1

オ
･
6
)

⑤
心
操
み
さ
咽
と
よ
む
1
心
操
み
さ
欄
と
よ
む
(
1
2
ウ
.
〇
}

r
H
/

⑥
露
を
功
ふ
に
1
露
を
笥
旬
ニ
(
1
5
ウ
･
1
)

ヒ
ヨ
ク

⑦
在
天
願
作
比
翼
封
局
地
願
為
連
理
枝
1
在
ラ
ハ
レ
天
願
ク
ハ
作
ラ
ン
二
比
翼

ノ
鳥
卜
在
ハ
レ
地
こ
願
ク
ハ
為
二
連
理
ノ
枝
卜
一
(
1
7
ウ
･
8
)

⑧
其
里
頭
則
不
相
1
其
里
こ
刃
郵
卜
郎
ハ
不
セ
ス
レ
弼

⑨
終
夜
さ
剖
く
の
1
終
夜
さ
封
く
の
(
1
7
ウ
.
r
H
¥

i
H
/

⑲
又
天
到
田
1
又
天
ニ
ィ
郎
ン
酢
(
1
8
オ
･
2
)

⑪
保
明
之
類
後
1
保
明
之
｡
朝
ノ
後
(
1
9
オ
･
9
)

⑫
乳
安
国
1
孔
安
国
(
1
9
ウ
･
8
)

⑱
云
域
と
き
か
た
き
1
云
域
と
き
か
た
き
(
2
0
オ
･
1
)

⑭
天
子
を
国
領
と
申
1
天
子
を
図
ノ
鋼
と
申
(
2
0
ウ
･
6
)

(
1
7
ウ
.
o
¥
T
H
/

(49)

【
-
】
古
活
字
本
の
字
句
の
誤
り
を
訂
正
し
た
例

〔
桐
壷
〕

①
苦
り
云
は
1
昔
考
古
は
(
6
オ
'
･
5
)

⑯
狛
犬
ヨ
1
狛
犬
∃
(
2
4
オ
･
7
)

⑯
か
た
q
 
l
か
た
　
　
(
3
ウ
･
4
)

⑰
東
武
御
元
服
1
乗
回
御
元
服
(
2
9
ウ
･
7
)

〔
算
木
〕

①
最
頭
1
影
嘩
(
晋
･
6
)

②
き
7
T
か
あ
る
1
き
刊
か
あ
る
(
3
 
0
ウ
･
7
)

③
聖
人
ハ
渦
不
裾
1
聖
人
ハ
準
ス
レ
ト
モ
不
レ
ス
郡
マ
(3 5オ･1)



マ
ツ
リ
コ
ト

④
天
下
の
政
を
ま
し
は
割
は
か
る
と
云
官
也
1
天
下
の
政
を
ま
し
は

り

~
は
か
る
と
云
官
也
(
3
6
オ
･
5
)

ノ⑤
刃
類
之
故
1
不
レ
類
之
故
(
4
5
オ
･
6
)

⑥
い
封
や
ひ
く
ら
ん
も
ち
月
の
駒
1
い
封
や
ひ
く
ら
ん
も
ち
月
の
駒
(
4

5

ウ
･
1
)

⑦
舟
束
か
と
云
1
爾
来
か
と
云
(
4
5
ウ
･
4
)

⑧
人
判
瑚
く
1
人
軸
剥
く
(
4
7
ウ
･
2
)
(
※
見
出
)

⑨
手
を
お
剖
て
の
寄
1
手
を
お
叫
て
の
寄
(
4
8
オ
･
1
)
(
※
見
出
)

⑲
言
詞
凌
空
而
去
1
言
イ
串
ア
凌
テ
レ
空
ヲ
而
去
ル
(
5
0
オ
･
7
)

⑪
あ
へ
る

1
1
あ
へ
剖
(
5
3
オ
･
7
)
(
※
見
出
)

⑫
世
間
乃
倒
人
の
1
部
闘
耽
邸
｡
u

-
<
桝
(
苛
･
7
)

⑱
わ
か
せ
こ
か
く
へ
き
宵
な
り
さ
7
か
に
の
1
わ
か
せ
こ
か
く
へ
き
宵
な

り
さ
対
か
に
の
(
5
7
オ
･
9
)

ヒ
ヲ

⑭
水
魚
を
給
1
羽
魚
を
給
(
5
9
オ
･
3
)

⑯
詠
寄
大
槻
1
詠
寄
ノ
大
槻
(
5
9
オ
･
8
)

⑯
ひ
と
7
T
7
1
ひ
と
つ
0
(
<
*

I
O
ゥ
･
2
)
(
※
見
出
)

⑰
風
俗
催
馬
対
な
と
の
類
高
也
1
風
俗
願
卦
卦
な
と
の
類
一
刻
也
(
6

オ
･
1
)

⑱
と
り
封
へ
す
物
に
も
か
な
や
世
中
を
1
と
り
刺
へ
す
物
に
も
か
な
や
世

中
を
(
6
5
オ
･
9
)

単
純
な
誤
字
･
誤
植
の
訂
正
の
他
'
脱
字
･
術
字
の
訂
正
(
桐
壷
⑦
)
や
仮

名
遣
い
の
訂
正
(
算
木
②
)
な
ど
が
あ
る
.
桐
壷
⑭
の
｢
国
母
｣
1
｢
圃
ノ
親
｣

の
訂
正
は
'
誤
植
と
い
う
よ
り
も
古
活
字
本
の
誤
認
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な

ヲ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
4
)

い
｡
も
っ
と
も
'
写
本
に
も
｢
天
子
を
国
母
と
申
｣
と
あ
る
の
で
'
古
活
字
本

の
み
の
誤
認
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
｡
ほ
ぼ
ど
れ
も
適
切
に
訂
正
さ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
が
'
｢
さ
～
か
に
｣
を
｢
さ
た
か
に
｣
と
改
め
た
算
木

⑱
だ
け
は
不
適
当
な
い
し
不
必
要
な
訂
正
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

【
2
】
古
活
字
本
の
字
句
を
よ
り
適
切
な
形
に
変
更
し
た
例

〔
桐
壷
〕

①
冷
眼
と
表
1
冷
眼
と
萄
(
7
オ
･
l
)

②
無
頼
と
ヨ
1
無
頼
と
葡
(
8
ウ
･
5
)

③
セ
イ
リ
ヤ
ウ
ト
刃
ヨ

ー
ム
ー
セ
イ
リ
ヤ
ウ
ト
司
メ

ー
ト~
司
也
(
1
0
オ
.
〇
}

T
H
/

④
あ
そ
は
し
句
旬
な
り
1
あ
そ
は
し
ヨ
旬
也
(
2
1
オ
･
6
)

⑤
男
l
鎌
加
叩
(
2

5
オ
o
v
)r
H
/

⑥
抱
を
倒
の
時
あ
り
1
抱
を
用

~
州
時
あ
り
(
2

5
オ
.
r
H
¥
r
H
/

⑦
御
鋼
有
1
御
摺
錦
ア
リ
(
2

5
ウ
･
8
)

⑧
公
卿
よ
り
う
へ
に
蝿
間
の
着
座
あ
る
を
1
公
卿
よ
り
上
に
此
間

~
の
心
-
r

着
座
あ
る
を
(
2

6
オ
.
O
l
)
r
H
/

〔
算
木
〕

①
ま
た
せ
な
と
し
て
物
を
思
は
し

1
1
ま
た
せ
な
と
し
て
物
を
恩
は
旬
(
3

ウ
･
9
)

②
取
よ
り
な
と
し
て
心
み
た

~
れ
は
1
取
よ
り
な
と
し
て
心
み
刈
は
(
3

8
ウ

･
9
)

(50)



③
こ
ゑ
た
て
つ
へ
き
此
世
と
お
も
7
.
域
1
こ
ゑ
た
て
つ
へ
き
此
世
と
お
も

ぷ
出
(
4
1
オ
･
5
)

④
次
第
く
匂
い
へ
り
1
次
第
く
と

~
い
へ
り
(
4
5
オ
･
2
)

⑤
松
封
も
1
松
域
も
司
u
q
倒
v
｡

T
t
-
ウ
2
)

⑥
軸
割
れ
木
の
み
な
れ
く
て
1
句
瑚
れ
木
の
み
な
れ
く
て
(
4
6
ウ
･

3
)

⑦
四
君
よ
り
の
こ
と
く
お
も
ひ
む
す
欄
れ
た
る
鉢
を
1
四
君
よ
り
の
こ
と

く
お
も
ひ
む
す
守
れ
た
る
鉢
を
(
5
4
ウ
.
〇
}

T
-
(
)

⑧
ま
封
ふ
と
迄
な
り
1
ま
d
ふ
と
迄
な
り
(
6
3
オ
･
4
)

⑨
み
き
と
な
い
ひ
そ
人
の
き
か
ん
に
1
み
き
と
な
い
ひ
そ
人
の
き
か
V
に

(
6
5
ウ
･
5
)

仮
名
遣
い
､
漢
字
の
表
記
'
助
詞
や
助
動
詞
の
使
い
方
'
動
詞
の
活
用
法
な

ど
'
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
｡
中
に
は
古
活
字
本
の
表
記

を
誤
り
と
見
て
訂
正
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
'
誤
り
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
よ

り
適
切
な
表
現
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
｡
算
木
③
は

引
用
和
歌
の
出
典
で
あ
る
『
堀
河
百
首
』
夏
･
四
七
二
で
も
『
千
載
集
』
巻
三

･
夏
･
二
〇
二
で
も
｢
お
も
ふ
に
｣
と
あ
る
(
と
も
に
俊
頼
歌
)
の
で
整
版
本

の
方
が
適
切
で
あ
り
'
算
木
⑥
の
歌
も
『
千
載
集
』
巻
十
三
･
恋
三
･
八
〇
四

に
載
る
待
賢
門
院
安
芸
の
歌
で
'
初
句
は
｢
そ
な
れ
木
の
｣
と
あ
る
(
た
だ
し
'

第
二
句
は
｢
そ
な
れ
そ
な
れ
て
｣
)
｡
算
木
⑨
も
『
古
今
集
』
巻
十
五
･
恋
五
･

八
1
一
で
は
末
句
｢
人
の
き
か
く
に
｣
と
あ
る
詠
み
人
知
ら
ず
の
歌
で
あ
る
o

和
歌
に
関
し
て
は
'
整
版
本
で
は
ど
れ
も
典
拠
に
忠
実
な
形
に
改
め
ら
れ
て
い

る
と
言
え
る
｡

【
3
】
古
活
字
本
の
漢
字
の
字
体
や
仮
名
の
種
別
を
変
更
し
た
例

〔
桐
壷
〕

①
姐
己
力
云
可
H
二
1
姐
己
力
云
司
二
(
8
オ
･
6
)

②
兵
衛
料
1
1
兵
衛
ノ
噂
ヲ
i
(
S
オ
･
8
)
(
2
例
)

③
上
下
略
州
1
上
下
略
河
(
1
1
オ
.
r
H
¥

T
-
H
/

④
朝
1
刻
1
功
一
刻
(
1

8
オ
･
7
)

⑤
州
1
河
(
1
8
ウ
.
r
-
1
¥

T
-
4
/

⑥
人
不
学
不
知
道
封
と
も
云
々
1
人
不
ハ
レ
学
不
レ
レ
知
レ
道
剖
と
も
云
々

(
2
1
ウ
･
5
)

⑦
州
1
河
(
2
1
ウ
･
8
)

⑧
美
人
也
州
1
美
人
也
河
(
2
3
オ
･
7
)

⑨
天
子
之
十
二
出
り
匂
而
冠
河
1
天
子
之
十
二
ヨ
而
力
幣
フ
河
(
冒

･
5
)

⑩
冠
両
王
着
刊
黄
衣
1
冠
両
王
着
ス

ー
二
黄
衣
ヲ
(
a
オ
･
8
)

⑪
諸
剛
1
諸
相
(
2
8
オ
･
5
)

〔
寄
木
〕

①
麗
剖
初
は
し
き
1
麗
当
1
判
(
3
1
オ
･
4
)

②
三
日
以
上
を

一
日
森
1
三
日
以
上
剖
日
レ
霧
ト
(
3
1
ウ
･
8
)

③
正
身
川
1
正
身
河
(
4
9
オ
･
1
)

④
世
間
乃
患
人
の

1
1
部
剛
加
齢
<
雅
(
等
･
7
)

(51)



ヅ
バ
ク

⑤
不
恵
を
こ

-
u
て
1
不
弁
豆
麦
1
中
部
7
r
不
レ
弁
二
豆
麦
ヲ
1
(
苛
o
>
)

r
H
X

⑥
纏
ヨ
J
纏
ヨ
(
5
4
ウ
.
ゥ
}

T
-
H
X

⑦
わ
さ
と
か
ま
し
き
心
也
州
1
わ
さ
と
か
ま
し
き
心
也
河
(
6

6
オ
･
9
)

⑧
恐
創
り
コ
q
字
1
恐
カ

~
J
ヨ
ノ
字
(
6
9
ウ
･
7
)

古
活
字
本
の
仮
名
書
き
を
漢
字
に
改
め
た
り
(
桐
壷
①
･
寄
木
④
)
特
殊
な

字
体
の
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
り
(
桐
壷
②
⑪
)
し
て
い
る
｡
ま
た
'

古
活
字
本
の
｢
川
｣
を
｢
河
｣
に
改
め
た
例
が
多
い
(
桐
壷
③
⑤
⑦
⑧
･
算
木

③
⑦
)
が
'
こ
れ
ら
は
｢
河
海
抄
｣
の
略
で
あ
る
か
ら
｢
川
｣
で
は
な
く
て
｢
河
｣

と
あ
る
べ
き
だ
と
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
｡
桐
壷
④
の
｢
牛
｣
1
｢
丑
｣
の
訂

正
も
適
切
な
字
体
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
｡
他
に
'
古
活
字
本
で
は
漢
文
訓
読

体
の
文
の
中
に
平
仮
名
表
記
の
訓
が
混
じ
っ
て
い
る
の
を
整
版
本
で
は
片
仮
名

小
書
き
に
改
め
た
り
(
桐
壷
⑥
⑨
⑩
･
寄
木
②
⑤
)
'
古
活
字
本
で
漢
字
の
訓
を

示
す
の
に
平
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
や
は
り
片
仮
名
の
小
書
き
に
改
め

た
り
し
た
例
(
寄
木
①
⑥
⑧
)
も
多
い
｡

【
4
】
古
活
字
本
に
あ
る
字
句
を
削
除
し
た
例

〔
桐
壷
〕

①
漢
書
文
ヨ
到
頭
功
対
句
列
剖
川
心
也
1
漢
書
文
(
9
ウ
･
4
)

②
四
位
指
合
時
と
云
期
1
四
位
指
合
時
と
云
(
1

9
オ
･
2
)

③
｣
師
子
二
1
師
子
二
(
2

4
オ
･
7
)

④
浅
黄
也
詞
笥
1
鰐
幹
也
(
等
･
5
)

〔
算
木
〕

①
此
段
生
姓
の
品
を
二
に
分
て
り
心
1
此
段
生
姓
の
晶
を
二
に
分
て
り

(
3
5
オ
�
"
0
>
)r
H
/

②
ひ
ん
の
か
み
を
耳
に
か
き
つ
く
る
封
1
ひ
ん
の
か
み
を
耳
に
か
き
つ
く

る
(
3

9
オ
･
6
)

③
金
岡
刊
は
1
金
岡
ハ
(
4
4
ウ
.
r
H
N

T
H
/

④
風
俗
玉
垂
寄
件
磯
在
相
模
国
別
山
城
d
よ
む
時
は
ふ
う
そ
く
暮
期
1
風
俗

玉
垂
寄
件
ノ
磯
在
り
二
相
模
圃
ニ
o
v
o
ウ
･
9
)

桐
壷
①
の
｢
ソ
ト
シ
タ
事
ヲ
キ
ラ
タ
ム
ル
心
也
｣
や
桐
壷
④
の
｢
黄
故
誤
れ

り
｣
は
写
本
に
も
存
在
す
る
注
で
あ
る
｡
な
ぜ
整
版
本
で
削
除
さ
れ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
｡
桐
壷
②
は
整
版
本
で
は
古
活
字
本
の
｢
云
欺
｣
と
い
う
疑
問
表

現
を
断
定
し
た
形
に
改
め
て
い
る
｡
写
本
で
も
｢
四
位
ノ
指
合
ノ
時
卜
云
心
也
｣

と
断
定
表
現
に
な
っ
て
い
る
｡
桐
壷
③
･
算
木
①
②
は
行
字
の
削
除
'
算
木
③

も
不
必
要
な
｢
子
｣
の
字
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
｡
算
木
④
で
は
｢
か
な
と

よ
む
時
は
ふ
う
そ
く
共
｣
と
い
う
注
を
削
除
し
た
た
め
に
'
整
版
本
は
以
下
の

三
行
分
'
文
字
の
位
置
が
古
活
字
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
｡
削
除
さ
れ
た
注
は

0
0

上
の
｢
風
俗
｣
の
語
に
関
す
る
注
で
'
写
本
に
も
｢
か
な
に
よ
む
時
は
ふ
う
そ

く
共
｣
と
同
様
の
注
が
存
在
す
る
｡
こ
れ
も
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
行
取
り
を
ず
ら
せ

て
ま
で
削
除
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡

(52)

【
5
】
　
古
活
字
本
に
な
い
字
句
を
補
っ
た
例

〔
桐
壷
〕

①
療
似
燈
火
　
見
　
咲
1
療
似
噺
舶
剖
見
T
F
嘩
叫
刊
川
(
8
オ
･
7
)



②
世
上
は
皆
如
此
1
世
上
は
皆
如
レ
此
瑚
句
べ
｣
^
　
(
　
ウ
･
8
)

③
親
王
　
　
　
　
　
1
親
王
ヲ
ミ
コ
ト
ヨ
ム
　
(
1
 
2
オ
･
1
)

④
頑
1
頑
カ
タ
ク
ナ
シ
(
1
5
オ
･
3
)

⑤
此
句
鉢
相
似
た
り
1
此
句
鉢
招
相
似
た
り
(
1

8
オ
･
2
)

ズ
ア
サ
マ
ツ
リ
｡
ト
シ
玉
ハ
角
咽
苛
(
等
･
4
)

⑥
君
主
不
早
朝
1
君
主
不
二
早
朝
1

⑦
労
1
労
ネ
キ
ラ
ウ
ト
ヨ
ム
(
1

9
ウ
･
9
)

⑧
法
師
　
　
　
　
　
　
　
　
1
法
師

マ
ラ
ウ
ト
ゝ
ヨ
メ
リ
(
2

0
オ
･
9
)

⑨
女
に
も
給
こ
～
ろ
な
り
1
女
に
も
笥
給
フ
心
な
り
(
2
2
オ
･
1
)

タ
ク
ミ
レ
ウ

⑩
内
匠
寮
1
内
匠
寮
詰
(
2
9
オ
･
5
)

⑪
朗
詠
に
し
て
見
出
1
朗
詠
に
し
て
見
出
ス
K
(
<
*

c
N
ォ
･
7
)

〔
寄
木
〕

⑧
悦
恨
同
1
院
月
川
帳
同
(
6
1
ウ
.
〇
}

T
H
/

⑨
継
母
楼
上
居
蜂
ま
ゝ
子
に
l
新
砂
解
上
村
居
可
解
を
ま
ゝ
子
に

(
6
7
オ
･
7
)

文
中
の
脱
字
と
見
な
さ
れ
る
文
字
を
補
っ
た
も
の
(
桐
壷
⑨
･
算
木
⑤
)
'

文
末
表
現
を
補
っ
た
も
の
(
桐
壷
①
②
⑲
⑪
･
算
木
⑥
)
'
助
詞
を
補
っ
た
も
の

(
桐
壷
①
⑤
･
算
木
③
⑨
)
'
出
典
名
を
補
っ
た
も
の
(
桐
壷
⑥
)
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
'
最
も
多
い
の
は
漢
字
の
訓
(
読
み
方
)
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
(
桐
壷
③
④
⑦
⑧
･
算
木
①
②
④
⑦
⑧
)
｡
こ
れ
ら
の
訓
は
'
宥
木
の
例
④

を
除
い
て
す
べ
て
写
本
に
も
存
在
す
る
｡

①
左
樽
に
　
治

ヲ
サ
ム
ル

治
二
理
世
ヲ
一

②
位
早
と
書
1

③
馬
の
涯
分
に

治
理
世
を
事
也
1
左
侍
に
治
ヲ
サ
く
ト
云

事
也
(
3
2
ウ
.
O
)

T
H
/

ク
ラ
イ
ミ
シ
カ
シ
ト
ヨ
ム
(
3
 
5
オ
･
7
)

上
土
は
不
及
と
な
り
1
馬
の
涯
分
に
咽
上
-
は
不
レ
及

と
な
り
(
3

6
ウ
･
8
)

④
佳
人
口
き
ゝ
か
ま
し
き
人
也
l
侵
入
召
目
口
き
ゝ

か
ま
し
き
人
也
(
4
0
ウ
･
3
)

⑤
金
岡
公
望
1
金
岡
カ

~
刊
公
望
(
4
4
ウ
.
〇
}
r
H
/

⑥
蒜
琴
同
1
蒜
也
芽
同
(
5
7
オ
･
3
)

⑦
招
ふ
け
く
其
様
な
事
を
は
1
托
刀
バ
刃
ふ
け
く
其
様
な
事
を

は
(
5
7
ウ
･
8
)

【
6
】
字
間
に
古
活
字
本
に
な
い
空
自
を
置
い
た
例

〔
桐
壷
〕

①
纏
不
破
1
纏
-
不
破
(
9
オ
･
8
)

②
不
善
不
能
不
用
1
不
善
-
不
能
不
用
(
9
オ
･
9
)

③
さ
は
さ
れ
は
こ
そ
と
人
-
云
也
1
さ
は
~
さ
れ
は
こ
そ
と
人
主
云
也

(
1
2
オ
.
〇
¥

1
-
t
J

④
一
師
子
二
狛
犬
三
帳
前
四
南
第
三
間
1
師
子
二
狛
犬
二
帳
前
四
-
南
第

三
ノ
間
(
2
4
オ
･
7
)

③
は
｢
さ
は
｣
は
見
出
し
で
あ
り
'
こ
の
下
に
一
字
分
の
空
白
が
な
い
古
活

字
本
は
不
備
で
あ
る
｡
整
版
本
で
は
そ
の
不
備
を
解
消
し
て
い
る
｡
①
②
も
'

ま
ず
｢
纏
｣
｢
不
善
｣
を
挙
げ
'
そ
の
下
に
同
義
語
や
言
い
換
え
語
を
示
し
た

も
の
だ
か
ら
'
整
版
本
の
よ
う
に
空
白
が
あ
る
方
が
よ
い
｡
④
は
｢
師
子
二
狛
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犬
二
帳
前
四
｣
が
ひ
と
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
整
版
本
は
明
確
に
し
て
い
る
｡

写
本
で
は
こ
の
部
分
を
二
行
割
書
に
し
て
い
る
(
写
本
で
は
｢
狛
犬
三
｣
と
あ

る
)
｡
ど
れ
も
整
版
本
は
文
脈
を
吟
味
し
た
上
で
適
切
な
処
置
を
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
｡

歌
な
ど
の
途
中
で
あ
っ
た
り
(
桐
壷
②
⑤
･
算
木
②
④
⑤
)
'
全
一
〇
例
す
べ
て
'

古
活
字
本
の
不
必
要
な
字
間
の
空
白
を
整
版
本
で
は
取
り
除
い
た
と
見
て
よ

い
｡
た
だ
し
'
桐
壷
①
に
つ
い
て
だ
け
は
｢
河
｣
　
の
字
は
古
活
字
本
の
よ
う
に

少
し
空
白
を
置
く
か
小
字
で
記
す
か
し
た
方
が
よ
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
｡

【
7
】
古
活
字
本
に
あ
る
字
間
の
空
自
を
除
い
た
例

〔
桐
壷
〕

①
上
下
略
~
川
1

②
寿
者
-
多
辱
1

③
注
相
~
杵
~
旧

④
玄
僧
蕃
~
客
1

上
下
略
河
(
1
1
オ
.
1
-
1
)
T
-
1
/

寿
者
多
辱
(
1
4
オ
･
8
)

1
注
こ
相
ハ
杵
旧
(
1
7
ウ
.
〇
>
)

T
H
/

玄
ハ
僧
蕃
ハ
客
(
2

0
オ
�
"
0
>
>

r
H
/

⑤
無
学
行
政
~
如
無
灯
夜
行
か
云
々
1
無
学
テ
.
行
レ
政
ヲ
如
シ
二
無
ノ
レ
灯

夜
_
行
ガ
】
卜
云
々
(
2
1
ウ
･
6
)

〔
算
木
〕

①
各
~
競
と
も
如
何
1
各
競
と
も
如
何
(
3
3
オ
.
O
)

T
-
H
/

②
楊
家
有
女
初
長
成
養
在
深
閑
人
-
未
識
1
楊
家
1
看
レ
ポ
初
テ
長
成
ス

ヤ
シ
ナ
ハ
レ
テ
シ
ラ

養
在
り
二
深
閑
二
一
人
未
㌘
識
(
3

4
オ
･
8
)

ビ
レ
イ
テ
ウ
ド

③
美
~
麗
調
度
1
美
麗
調
度
(
4
4
ウ
･
7
)

ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
シ
レ
タ
ル
ヒ
ト
ノ
ワ
キ
モ
コ
こ

④
世
間
乃
~
患
人
の
我
味
見
ホ
1
世
間
乃
愚
人
乃
我
味
見
ホ
(
5
3
ウ
･
7
)

⑤
知
為
知
-
不
知
-
為
不
知
1
郎
ン
ヲ
ハ
為
セ
ヨ
レ
知
レ
-
不
ヲ
ハ
レ
知
為
セ
ヨ
レ

不
ト
レ
知
ラ
(
5
9
ウ
･
l
)

熟
語
の
間
で
あ
っ
た
り
(
算
木
③
)
'
ひ
と
続
き
の
慣
用
句
や
引
用
文
'
和

【
8
】
古
活
字
本
の
字
句
の
位
置
を
変
更
し
た
例

〔
桐
壷
〕

①
無
越
男
1
無
越
奥
刈
(
2
2
ウ
･
6
)

〔
寄
木
〕

①
さ
ふ
ら
ひ
よ
う
し
て
句
御
座
あ
り
1
さ
ふ
ら
ひ
よ
う
し
て
句
御
座

あ
り
(
3

1
ウ
･
2
)

②
え
ん
す
れ
は
句
怨
1
え
ん
す
れ
は
句
怨
(
3

3
オ
.
i
H
}
T
H
/

③
中
将
ま
ち
と
り
て
句
品
く
の
あ
ら
そ
ひ
の
1
中
将
ま
ち
と
り
て
句

晶
く
の
あ
ら
そ
ひ
の
(
3

5
ウ
･
4
)

④
華
銅
剣
駒
1
草
調
剤
詞
(
4
0
オ
･
1
)

⑤
口
出
刃
又
眉
を
し
は
む
る
を
も
云
也
1
耶
出
刃
又
眉
を
し
は

む
る
を
も
云
也
(
4
2
オ
･
l
)

⑥
鳥
の
京
城
ぷ
d
り
こ
～
ろ
成
へ
し
1
鳥
の
裏
パ
オ
勿
こ
～
ろ
成
へ
し
(
4

オ
･
6
)

典
拠
の
書
名
を
小
書
き
に
変
更
し
た
も
の
(
桐
壷
①
･
算
木
④
⑤
)
'
注
釈

冒
頭
の
｢
句
｣
の
字
を
小
書
き
に
し
て
項
目
の
後
に
ぶ
ら
さ
げ
る
形
に
改
め
た

も
の
(
算
木
①
②
③
)
'
漢
字
の
訓
を
示
し
た
部
分
を
片
仮
名
小
書
き
に
変
え
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た
も
の
　
(
寄
木
⑥
)
　
の
三
種
で
あ
る
.
い
ず
れ
も
表
記
の
形
式
を
統
一
し
よ
う

と
い
う
意
識
に
も
と
づ
い
て
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
｡

三
　
古
活
字
本
は
あ
ら
か
じ
め
整
版
本
覆
刻
を
想
定
し
て
い
た

以
上
の
よ
う
に
､
整
版
本
は
､
全
体
に
わ
た
っ
て
'
古
活
字
本
に
見
ら
れ
る

誤
字
･
誤
脱
･
術
字
な
ど
を
訂
正
し
'
不
足
な
部
分
を
補
っ
た
り
不
要
な
部
分

を
削
っ
た
り
し
'
ま
た
表
記
の
形
式
を
整
え
た
り
な
ど
し
て
'
本
文
を
よ
り
完

全
な
形
に
近
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
す
な
わ
ち
'
整
版
本
は
古
活
字
本

の
改
訂
新
版
た
る
に
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
本
文
の
変
更
点
を
調
べ
て
い
て
気

が
付
く
の
は
'
古
活
字
本
に
は
､
あ
た
か
も
埋
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
か
の
よ
う
に
空
白
が
置
か
れ
て
い
て
'
整
版
本
で
は
そ
こ
に
そ
の
ま
ま
文

字
が
補
わ
れ
て
い
て
う
ま
く
空
白
が
埋
め
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
先
に
検
討
し
た
中
で
は
　
【
5
】
　
の
　
｢
古
活
字
本
に
な

い
字
句
を
補
っ
た
例
｣
　
に
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
｡
桐
壷
⑦
で
は
'
古
活
字
本
に

は
　
｢
労
｣
　
の
字
の
後
に
約
五
字
分
の
空
白
が
あ
り
'
整
版
本
で
は
そ
の
位
置
に

｢
ネ
キ
ラ
ウ
ト
ヨ
ム
｣
　
と
訓
が
小
字
で
注
記
さ
れ
て
い
る
｡
同
⑧
で
は
'
古
活

字
本
に
は
　
｢
法
師
｣
　
の
後
に
約
八
字
分
の
空
白
が
あ
っ
て
'
整
版
本
に
は
そ
こ

に
　
｢
マ
ラ
ウ
ト
ゝ
ヨ
メ
リ
｣
　
と
や
は
り
訓
の
注
記
が
あ
る
｡
ま
た
'
算
木
①
で

は
'
古
活
字
本
に
は
　
｢
治
｣
　
の
字
の
後
に
約
四
字
分
の
空
白
が
あ
り
'
整
版
本

で
は
そ
の
部
分
に
　
｢
ヲ
サ
く
ト
云
｣
　
と
い
う
注
が
補
わ
れ
て
い
る
｡
同
④
に

お
い
て
も
'
古
活
字
本
に
は
　
｢
倭
人
｣
　
の
後
に
約
五
字
分
の
空
白
が
あ
り
'
整

版
本
で
は
そ
こ
に
　
｢
ネ
ヂ
ケ
ヒ
ト
｣
　
と
い
う
訓
が
補
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
｡
同
⑦
⑧
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡
他
に
も
'
例
え
ば
桐
壷
②
で

も
'
古
活
字
本
に
は
　
｢
親
王
｣
　
の
後
に
約
六
字
分
の
空
白
が
あ
り
'
整
版
本
で

は
そ
こ
に
　
｢
ヲ
ミ
コ
ト
ヨ
ム
｣
　
と
い
う
注
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
れ
だ
け
例
が
多
い
と
'
古
活
字
本
は
'
後
で
埋
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
意

図
的
に
空
白
を
設
け
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
｡
先
に
挙
げ
た
例
の

中
に
は
略
し
た
が
'
桐
壷
巻
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
箇
所
も
あ
る
｡

大
公
望

悲

l
大
公
望
義
ラ
ウ
ト
云
ハ
懇
ニ
ー
ア
リ
イ
カ
ン

(
1
9
ウ
.
O
)

r
H
/

古
活
字
本
の
二
箇
所
の
空
白
部
分
は
'
整
版
部
分
の
よ
う
な
注
を
補
う
こ
と

(
5
)

を
想
定
し
て
置
か
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る
｡

古
活
字
本
は
あ
ら
か
じ
め
整
版
本
の
よ
う
な
付
訓
を
入
れ
る
こ
と
を
予
定
し

て
随
所
に
空
白
を
置
い
た
｡
そ
れ
は
'
木
活
字
組
み
と
い
う
技
法
上
の
制
約
か

ら
'
古
活
字
本
で
は
小
書
き
の
訓
な
ど
が
表
記
し
難
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

古
活
字
本
は
か
よ
う
に
欠
字
箇
所
の
多
い
本
文
で
'
い
わ
ば
欠
陥
だ
ら
け
の

本
で
あ
る
｡
そ
れ
を
あ
え
て
刊
行
し
た
の
は
'
近
い
将
来
に
整
版
本
と
し
て
覆

刻
し
'
そ
の
時
に
は
付
訓
･
返
り
点
な
ど
と
と
も
に
'
古
活
字
本
で
は
表
現
し

き
れ
な
い
細
か
な
注
記
も
書
き
加
え
て
'
よ
り
完
全
な
形
で
刊
行
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
｡

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
'
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
れ
ば
'
『
紹
巴
抄
』
の
古
活

字
本
は
｢
寛
永
後
期
の
開
板
｣
で
あ
り
'
整
版
本
は
｢
寛
永
末
年
頃
｣
の
覆
刻
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で
あ
る
と
さ
れ
る
｡
そ
の
間
'
わ
ず
か
に
数
年
の
隔
た
り
し
か
な
い
｡
こ
の
刊

行
年
次
の
近
さ
は
'
最
初
か
ら
古
活
字
本
は
'
近
い
将
来
整
版
本
に
覆
刻
す
る

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
｡

お
わ
り
に

『
紹
巴
抄
』
が
刊
行
さ
れ
た
寛
永
後
期
は
'
古
活
字
版
の
隆
盛
期
が
終
わ
り
'

主
た
る
出
版
形
態
が
整
版
へ
と
移
行
す
る
時
期
に
あ
た
る
｡
ご
く
近
接
し
た
時

期
に
古
活
字
本
と
整
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
'
そ
う
い
う
時
代
の
趨
勢
を
反

映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

古
活
字
版
は
組
版
に
か
か
る
経
費
は
安
い
け
れ
ど
も
大
量
出
版
に
は
向
か

ず
,
整
版
は
繰
り
返
し
刷
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
大
量
出
版
に
向
く
け
れ
ど
も
'

手
間
と
経
費
が
か
か
る
と
言
わ
れ
る
｡
『
紹
巴
抄
』
が
ま
ず
古
活
字
本
で
出
さ

れ
た
の
は
､
経
費
の
安
い
方
法
で
少
部
数
刊
行
し
て
み
て
'
売
れ
行
き
を
見
た

上
で
改
め
て
整
版
本
に
覆
刻
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
｡
大
部
な
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
を
刊
行
す
る
の
は
相
当
な
冒
険
で
'

い
き
な
り
経
費
を
か
け
て
整
版
本
で
出
す
こ
と
は
蹄
路
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
'
少
部
数
な
が
ら
古
活
字
本
と
し
て
出
し
て
み
る
と
評
判
が
よ
か
っ
た

の
で
,
当
初
の
意
図
通
り
整
版
本
に
覆
刻
し
た
｡
そ
の
際
'
版
木
の
量
を
少
な

く
し
て
経
費
を
押
さ
え
る
た
め
に
1
面
十
行
か
ら
十
1
行
に
変
更
し
た
と
い
う

事
情
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
｡

『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
の
出
版
と
し
て
の
『
紹
巴
抄
』
の
成
功
が
'
明
暦

三
年
(
一
六
五
七
)
の
『
明
星
抄
』
刊
行
へ
と
繋
が
り
'
さ
ら
に
は
延
宝
(
1

六
七
三
-
八
一
)
初
年
の
『
湖
月
抄
』
　
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け

で
'
『
源
氏
物
語
』
享
受
史
上
､
実
に
意
義
深
い
試
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

〔
注
〕

(
1
)
『
国
書
総
目
録
』
(
岩
波
書
店
)
で
は
'
『
紹
巴
抄
』
の
版
本
を
｢
寛
永
古
活
字
版
｣

｢
古
活
字
覆
刻
版
｣
｢
刊
年
不
明
｣
の
三
種
に
分
類
し
て
掲
げ
'
ま
た
伊
井
春
樹
編
『
源

氏
物
語
注
釈
書
･
享
受
史
事
典
』
(
平
1

3
東
京
堂
出
版
)
に
も
｢
版
本
に
は
寛
永

古
活
字
版
･
同
覆
刻
版
･
無
刊
記
版
が
存
す
る
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
今
の
と
こ

ろ
'
古
活
字
本
と
整
版
本
の
二
種
以
外
に
は
存
在
を
確
認
し
て
い
な
い
｡

(
2
)
鈴
木
徳
三
編
『
弘
文
荘
待
貢
古
書
目
索
引
』
(
昭
3
)
に
よ
っ
た
｡

(
3
)
拙
稿
｢
広
島
大
学
蔵
刊
本
『
源
氏
物
語
抄
(
紹
巴
抄
)
』
と
そ
の
書
き
入
れ
に
つ
い

て
｣
(
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
三
巻
平
サ
r
>
.
e
n
｡
本
報
告
書

所
収
｡

(
4
)
稲
賀
敬
二
校
[
附
平
安
文
学
資
料
稿
｣
第
二
期
1
『
永
禄
奥
書
源
氏
物
語
紹
巴
抄

1
'
二
』
(
昭
5
1
広
島
平
安
文
学
研
究
会
)
に
よ
る
｡
以
下
､
写
本
本
文
と
の
比

較
は
す
べ
て
同
書
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
｡

(
5
)
他
に
'
【
5
】
に
掲
げ
た
桐
壷
①
や
算
木
⑨
の
例
を
見
る
と
､
古
活
字
本
に
は
後
に

助
詞
を
補
う
こ
と
を
念
頭
に
置
か
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
一
字
分
の
空
白
が
存
在
し
て

い
る
｡
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『
源
氏
物
語
抄
(
紹
巴
抄
)
』
　
の
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ

-
　
刊
本
『
紹
巴
抄
』
　
の
書
誌
的
考
察
(
H
)
　
項
目
異
同
か
ら
見
た
改
訂
の
様
相

は
じ
め
に

『
源
氏
物
語
抄
』
'
い
わ
ゆ
る
『
紹
巴
抄
』
　
の
刊
本
に
は
古
活
字
本
と
整
版

の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
整
版
本
は
'
古
活
字
本

の
版
面
を
版
下
と
し
て
か
ぶ
せ
彫
り
し
た
覆
刻
版
で
あ
り
'
古
活
字
本
の
本
文

を
も
と
に
し
て
'
新
た
に
漢
字
の
振
り
仮
名
や
漢
文
表
記
部
分
の
返
り
点
･
送

り
仮
名
な
ど
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
｡
そ
の
際
'
古
活

字
本
の
1
面
十
行
組
み
を
十
1
行
組
み
に
改
め
て
い
る
.

筆
者
は
'
前
稿
｢
『
源
氏
物
語
(
紹
巴
抄
)
』
　
の
古
活
字
本
と
整
版
本
｣
　
(
『
広

島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
十
四
巻
　
平
　
　
c
^
(
本
報
告
書
所
収
)
)

に
お
い
て
'
第
一
冊
目
(
桐
壷
-
算
木
)
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
'
両
本
の
本
文

の
詳
し
い
比
較
考
察
を
行
な
っ
た
｡
そ
の
結
果
'
整
版
本
は
'
古
活
字
本
に
あ

っ
た
誤
植
や
組
版
上
の
不
備
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
他
'
項
目
の
立
て
方
や
注
釈

本
文
の
内
容
に
も
一
部
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
.

本
稿
で
は
'
対
象
を
全
二
十
冊
す
べ
て
に
広
げ
'
特
に
見
出
し
項
目
(
見
出

妹
　
尾
　
好
　
信

し
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
)
の
異
同
に
注
目
し
て
'
古
活

字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
改
訂
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
轟
た
い
.

整
版
本
の
本
文
は
'
広
島
大
学
図
書
館
中
央
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
抄
』
(
国

文
一
六
六
七
N
)
を
用
い
'
上
田
市
立
図
書
館
蔵
花
月
文
庫
本
お
よ
び
熊
本
大

学
蔵
北
岡
文
庫
本
を
参
照
し
た
｡
ま
た
'
古
活
字
本
の
本
文
は
'
東
洋
文
庫
蔵

岩
崎
文
庫
本
を
用
い
'
陽
明
文
庫
蔵
本
を
参
照
し
た
｡
花
月
文
庫
本
以
下
の
四

本
に
つ
い
て
は
'
い
ず
れ
も
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
た
｡

項
目
の
所
在
の
掲
出
に
際
し
て
は
'
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
の
次
に
'
便
宜

上
'
広
島
平
安
文
学
研
究
会
刊
｢
鮒
平
安
文
学
資
料
稿
｣
第
二
期
『
永
禄
奥
書

源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
o
r
H
昭
>
o
T
H
¥

v
o
/
の
項
目
番
号
に
よ
っ
て
掲
げ
'

同
書
に
な
い
項
目
は
そ
の
直
前
の
番
号
に
a
･
b
-
の
記
号
を
付
し
て
表
わ
し

た
｡
番
号
の
下
の
(
)
内
に
は
､
整
版
本
の
所
在
を
丁
数
･
表
(
オ
)
秦
(
ウ
)

の
別
･
行
数
で
併
記
し
た
｡
ま
た
'
古
活
字
本
と
整
版
本
の
見
出
し
を
並
べ
記

す
場
合
に
は
'
(
整
版
本
)
-
(
古
活
字
本
)
の
形
で
示
し
た
｡
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-
古
活
字
本
の
脱
落
箇
所
の
補
充

古
活
字
本
と
整
版
本
の
間
の
項
目
の
出
入
り
を
調
べ
て
い
て
'
ま
ず
目
に
つ

く
の
は
'
整
版
本
に
は
古
活
字
本
に
な
い
項
目
が
ま
ま
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
そ

の
う
ち
'
古
活
字
本
に
な
い
項
目
が
整
版
本
に
連
続
し
て
存
在
す
る
箇
所
が
数

箇
所
あ
る
が
'
そ
れ
ら
は
'
古
活
字
本
作
成
の
際
に
誤
っ
て
生
じ
た
脱
落
を
補

っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
｡

そ
の
例
と
し
て
'
ま
ず
'
次
の
3
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

①
梅
枝
w
i
/<
N
(
ウ
･
9
)
｢
し
ろ
き
あ
か
き
｣
の
注
釈
2
行
目
｢
ひ
ら
は
1
枚

二
枚
也
｣
(
1
0
行
目
)
か
ら
'
(
N
ウ
･
4
)
｢
見
給
ふ
人
の
涙
さ
へ
｣
の

ヱ
タ
リ

注
釈
3
行
目
｢
獲
レ
麟
ヲ
哀
公
狩
二
出
レ
得
麟
ヲ
無
道
ノ
代
こ
出
タ
ル
ヨ
ト

也
｣
(
7
行
目
)
ま
で
'
整
版
本
で
2
0
行
分
'
古
活
字
本
に
欠
｡

②
若
菜
上
7
(
等
･
1
)
｢
こ
な
た
は
さ
ま
｣
か
ら
'
P
(
晋
･
9
)
｢
く

し
い
た
く
｣
ま
で
'
整
版
本
で
2

0
行
分
'
古
活
字
本
に
欠
｡

③
幻
s
(
^
ウ
･
7
)
｢
君
に
｣
か
ら
'
｣
(
"
>
ウ
2
)
｢
た
い
の
お
ま
へ
の
｣

ま
で
'
整
版
本
で
1
8
行
分
'
古
活
字
本
に
欠
｡

本
の
親
本
で
は
こ
の
部
分
が
2

0
行
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
'
こ
こ
も
や
は
り
1
丁

分
の
脱
落
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
ら
3
箇
所
の
脱
落
部
分
の
本
文
を
整

版
本
で
は
補
充
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
際
'
補
充
さ
れ
た
部
分
の
文
字
遣

い
や
筆
跡
が
前
後
に
比
し
て
全
く
違
和
感
が
な
い
の
は
'
整
版
本
の
版
下
作
成

時
に
'
改
め
て
活
字
で
組
ん
で
印
刷
し
'
覆
刻
版
作
成
と
同
じ
手
順
で
作
業
を

行
な
っ
た
た
め
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
｡
手
の
こ
ん
だ
こ
と
を
す
る
も
の
で
あ

る
が
'
こ
れ
は
､
覆
刻
版
の
作
成
が
'
時
間
的
に
も
場
所
的
に
も
古
活
字
本
の

作
成
と
極
め
て
近
い
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
｡

他
に
'
古
活
字
本
と
整
版
本
の
間
に
ま
と
ま
っ
た
項
目
の
出
入
り
が
あ
る
箇

所
と
し
て
'
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

こ
の
う
ち
'
①
と
②
は
'
そ
れ
ぞ
れ
整
版
本
で
2
0
行
分
ず
つ
の
脱
落
で
あ
る

か
ら
,
古
活
字
本
作
成
時
に
1
丁
分
の
脱
落
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
れ
に
よ
っ
て
'
古
活
字
本
の
親
本
も
一
面
十
行
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
｡
③
は
'
整
版
本
に
し
て
1

8
行
分
の
脱
落
で
あ
る
が
'
お
そ
ら
く
古
活
字

①
浮
標
(
^

<
N
ゥ
･
2
)
｢
す
さ
ひ
に
｣
C
J

r
-
(
^
n
ウ
･
4
)
｢
お
も
ひ
や
り
こ

と
｣
C
｡

r
-
(
^
c
N
ゥ
･
6
)
｢
ひ
か
心
え
｣
"
f
r

t
^
(
^
c
N
ゥ
･
8
)
｢
あ
は
れ
な
り
し
｣

i
n

r
-
(
^

c
N
ゥ
�
"
-
)
r
H
/
｢
は
の
見
し
句
｣
の
5
項
目
(
2
行
目
-
1

1
行
目
の
1
0
行

分
)
'
古
活
字
本
に
欠
｡

②
浮
標
c
o
(
｡
｡

<
N
ォ
.
T
*
¥
r
H
/
｢
何
と
か
や
｣
(
N

o
o
(
｡
｡
<
N
ゥ
･
1
)
｢
た
れ
に
よ
り
寄
｣

c
｡

o
o
(
｡
｡

¥
o
｡
ウ
･
3
)
｢
命
こ
そ
か
な
ひ
｣
^
H

o
o
(
｡
｡
¥
c
<
1
ゥ
･
6
)
｢
心
を
か
れ
し

と
す
る
も
た
～
一
散
と
は
｣
L
O

o
o
｡
｡.
c
<
J
ゥ
･
8
)
｢
か
の
す
く
れ
｣
ォ
o

o
o
(
｡
｡
v
c
^
J

ウ
･
9
)
｢
い
か
に
｣
の
6
項
目
(
2
8
オ
.
｡
｡

c
o
ウ
･
ー
0
の
‖
行
分
)
'
7
0

(
2
7
ウ
･
1
)
｢
年
比
あ
か
す
｣
の
次
に
あ
り
｡
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す
な
わ
ち
､
古
活
字
本
に
は
整
版
本
2
7
ウ
･
2
か
ら
2
7
ウ
･
1
1
ま
で
の
1

0
行



分
が
な
く
'
続
く
2
8
オ
･
1
｢
我
は
又
な
く
｣
か
ら
｢
思
ふ
と
ち
寄
｣
の
末
尾

の
2
8
オ
･
1
0
ま
で
の
1

0
行
分
と
'
2
8
オ
･
1
1
｢
何
と
か
や
｣
か
ら
2

8
ウ
･
9
｢
い

か
に
｣
の
末
尾
(
2

8
ウ
1
0
)
ま
で
の
1

1
行
分
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

見
出
し
語
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
中
で
の
出
現
順
か
ら
整
版
本
の
形
が
正
し
い

こ
と
は
明
ら
か
で
'
古
活
字
本
は
何
ら
か
の
理
由
で
組
版
時
に
1
面
の
脱
落
と

2
面
の
順
序
転
倒
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
｡
整
版
本
に
覆
刻
す
る
に
あ
た
っ
て

そ
れ
ら
は
補
正
さ
れ
た
｡
こ
こ
も
や
は
り
脱
落
部
分
は
新
た
に
活
字
で
組
み
直

し
て
版
下
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
と
ま
っ
た
項
目
の
出
入
り
が
あ
る
箇
所
は
以
上
で
あ
る
が
'
次
に
'
古
活

字
本
に
な
い
項
目
が
整
版
本
に
付
加
さ
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
る
｡
次
の
1

2
例
で

あ
る
｡

⑪
浮
舟
c
-

v
)
ゥ
.
〇
}
T
H
/
の
ち
に
又
寄

⑫
手
習
m
(
-
c
o
ウ
･
1
)
御
よ
う
め
い

①
若
紫
8
(
ォ
オ
･
9
)
た
い
く

②
若
紫
R
(
^
オ
.
O
)

r
H
/
さ
る
心
は
へ

③
薄
雲
(
o
s

c
o
オ
･
2
)
あ
か
す
思
事

④
若
菜
下
S
(
-
>
ウ
.
i
H
}
T
-
1
/
神
の
ゐ
か
き

⑤
夕
霧
<
N
(
<
N
オ
.
r
4
¥r
H
/

⑥
竹
川
3
(
等
･
2
)

⑦
橋
姫
2
(
冒
･
5
)

⑧
総
角
o
/
*
>
(
i
n
ゥ
･
1
)

⑨
総
角
4
(
召
･
8
)

⑩
宿
木
｡
¥
c
4
ウ
･
8
)

さ
は
か
り
な
ゝ
り

侍
従
と

よ
し
さ
ら
は

身
を
わ
け
て

い
か
ゝ
こ
よ
ひ
は

中
納
言
あ
そ
ん

①
と
②
は
連
続
し
た
2
項
目
(
2
行
分
)
　
で
あ
る
が
'
他
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々

に
存
在
す
る
.
⑪
以
外
は
写
本
(
前
掲
｢
鮒
平
安
文
学
資
料
稿
｣
の
底
本
｡
以

下
'
｢
写
本
｣
と
言
う
場
合
は
同
書
を
さ
す
)
　
に
も
あ
る
項
目
で
あ
る
か
ら
'
古

活
字
本
の
親
本
と
は
異
な
る
写
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
｡

二
　
注
釈
の
一
部
を
項
目
化
し
た
例
､
項
目
を
注
釈
中
に
収
め
た
例

(
＼

古
活
字
本
と
整
版
本
の
項
目
を
比
べ
る
と
'
古
活
字
本
で
注
釈
文
中
に
あ
る

記
述
を
整
版
本
で
は
独
立
さ
せ
て
別
項
目
と
し
た
も
の
や
'
逆
に
'
古
活
字
本

で
項
目
を
立
て
て
い
る
記
事
を
整
版
本
で
は
注
釈
文
の
中
に
取
り
込
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
｡

古
活
字
本
で
前
項
の
注
釈
文
に
一
体
化
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
記
事
を
整
版

本
で
独
立
し
た
項
目
と
し
て
い
る
例
に
は
､
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
　
(
整
版

本
に
お
け
る
所
在
を
併
記
す
る
)
0
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①
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②
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(
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ま
て
一
日

講
尺
大
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し
五
節
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r
f
r
オ
･
1
)
い
つ
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も
(
古
活
字
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の
項
を
前
項
末
に
追
い

込
ん
で
一
首
の
歌
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し
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記
す
)

⑨
幻
e
n
c
d
(
c
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･
9
)
人
よ
り
こ
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に

⑩
幻
c
o
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･
3
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ふ
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お
つ
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御
な
み
た

⑪
紅
梅
<
D
(
S
O

c
N
ォ
･
4
)
お
な
し
子
な
り

⑫
宿
木
4
8
(
晋
･
5
)
せ
ち
ぶ

あ
る
)

④
真
木
柱
(
s
o

｡
｡
ォ
･
3
)
色
め
か
し
う
(
整
版
本
で
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前
項
下
部
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余
白
部

分
に
あ
る
)

⑤
幻
v
o
c
d
(
L
O
ウ
.
r
-
A
^
H
/
さ
ら
て
も
(
前
項
6
1
｢
そ
の
こ
と
の
さ
ら
て
も
｣
の
注

の
一
部
と
す
る
整
版
本
や
写
本
が
正
し
い
)

⑥
紅
梅
ァ
^
(
c
｡

c
o
オ
･
3
)
北
方
と

⑦
橋
姫
"
>
f
o
-
¥
o
v
L
オ
･
1
)
人
侍
に
き
く
こ
と
な
と
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309 184

a a

(
5
3
オ
･
4
)
心
せ
は
く
は

(
3
4
オ
.
T
-
O

v
-
4
/
い
て
や
か
ら

⑨
は
'
写
本
で
も
前
項
｢
3
1
か
た
は
ら
い
た
き
｣
　
の
注
釈
末
尾
の
記
事
に
な

っ
て
い
る
が
'
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
　
｢
人
よ
り
も
｣
　
を
項
目
化
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
｡

一
方
'
こ
れ
ら
と
は
逆
に
､
古
活
字
本
で
項
目
と
し
て
い
る
も
の
を
整
版
本

で
は
注
釈
の
中
に
埋
没
さ
せ
て
い
る
例
に
は
'
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
　
(
整

版
本
に
お
け
る
所
在
を
併
記
す
る
)
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①
葵
(
c
｡

c
o
ウ
･
4
)
楊
事

②
浮
標
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t
(
o
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<
N
ォ
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7
)
何
の
あ
や
め
も

③
薄
雲
(
<
*

c
o
オ
0
>
は
か
く
し
(
整
版
本
で
は
前
項
下
部
の
余
白
部
分
に

･
こ
れ
ら
は
'
古
活
字
本
の
不
備
を
整
版
本
で
訂
正
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
が
'
③
･
④
･
⑦
は
写
本
で
も
項
目
化
さ
れ
て
お
り
'
古
活
字
本
の
ご
と

く
項
目
と
し
て
扱
う
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡
も
っ
と
も
'
③
と
④
は
'
整
版

本
に
お
い
て
も
'
短
い
項
目
で
あ
る
前
項
下
部
の
余
白
部
分
に
置
か
れ
た
項
目

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
｡
ま
た
'
整
版
本
･
写
本
と
も
に
項
目
と
し
て
い
な
い

が
'
⑧
は
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
　
｢
心
せ
ば
く
｣
　
に
関
す
る
注
と
し
て
'
⑨
は

同
じ
く
　
｢
い
で
や
｣
　
に
関
す
る
注
と
し
て
'
そ
れ
ぞ
れ
古
活
字
本
の
ご
と
く
項

目
化
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
や
や
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
が
'
こ
れ
ら

は
整
版
本
に
覆
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
'
あ
る
見
識
を
も
っ
て
古
活
字
本
の
項
目

を
廃
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

(60)



三
　
見
出
し
と
注
釈
と
の
間
の
空
白
の
有
無

『
紹
巴
抄
』
　
で
は
'
各
項
目
は
'
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
一
節
を
見
出
し
と

し
て
掲
げ
て
'
そ
の
下
に
約
1
字
分
の
空
白
を
置
い
て
注
釈
が
書
か
れ
る
と
い

う
形
式
に
な
っ
て
い
る
｡
と
こ
ろ
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中
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版
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手
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古
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さ
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さ
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古
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(
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(
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活
字
本
は
頭
を
1
字
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げ
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一
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の
和
歌
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し
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記
す
)
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夕
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今
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し
-
今
し
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し
命
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夕
霧
(
o
)

c
o
オ
.
〇
}

T
-
H
/
人
-
い
と
所
せ
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い
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せ
き
御
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達
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さ
る
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さ
る
は
さ
う
あ
つ
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也

⑩
幻
o
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o
o
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ひ
ろ
ふ
-
ひ
ろ
ふ
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な
た
か
な
た
へ
-

⑳
幻
¥
o
&
ウ
･
4
)
若
宮
-
若
宮
三
宮
な
り
(
写
本
は
こ
の
項
目
欠
,

1

6
6
｢
な
や
ら
は
ん
に
｣
の
末
尾
に
｢
三
宮
也
｣
と
の
み
あ
る
)

㊤
竹
川
v
O
(
^
v
T
f
オ
･
5
)
を
も
り
か
に
心
ふ
か
き
け
は
ま
さ
り
給
へ
れ
と
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を
も
り
か
に
心
ふ
か
き
け
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ま
さ
り
給
へ
れ
と
此
段
は
-
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薫
宮
達
の
-

㊤
宿
木
　
　
(
N
ウ
･
2
)
　
も
と
よ
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方
'
こ
れ
と
は
逆
に
'
古
活
字
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注
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'
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版
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あ
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れ
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古
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こ
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也

日
比
を
も
く

㊨
浮
舟
　
(
-
c
o
オ
･
3
)

ま
り

①
浮
舟
　
　
r
o
オ
･
1
)

㊧
浮
舟
　
　
c
o
オ
･
9
)

年
月
も
あ
ま
り
昔
を
へ
た
て
ゆ
き

年
月
も
あ

0
　
0

宇
治
の
名
の
り
つ
き
く

こ
ゝ
に
は
い
と
め
て
た
き

宇
治
の
名
の
り

こ
ゝ
に
は



㊧
輯
蛤
c
o
ウ
･
5
)

⑤
晴
蛤
2
0
(
等
.
r
H
}

r
H
/

㊧
輯
蛤
(
c
o

c
4
ゥ
･
5
)

こ
の
か
み
や

㊤
手
習
*
"
-
f

o
(
等
･
2
)

①
手
習
n
(
9
オ
0
>
)

T
H
-
^

①
手
習
C
O
N

v
r
J
-
ウ
･
7
)

①
夢
浮
橋
s
^
(
*
i
n
ウ
･

ね
イ

つ
れ
な
し
と
寄

つ
れ
な
し
と
寄

丁
子
　
-
　
丁
子
し

に
る
へ
き
こ
の
か
み
や
侍
る
へ
き

に
る
へ
き

④　③
総　竹
角　川
123 261

(
5
3
ウ
.
*
4
¥

T
H
/
過
に
し
夜
の
-
過
に
し
世
の

(
4
8
オ
�
"
0
>
)

T
-
f
/
そ
れ
は
(
字
母
｢
八
｣
)
さ
る
へ
き

そ
れ
は
(
辛

こ
と
な
し
*

t
t
こ
と
な
し
ひ

た
ち
は
て
ゝ
-
た
ち
は
て
て
し

お
も
ひ
み
た
れ
て
句
-

1
0
)
大
や
け
わ
た
く
し
は

お
も
ひ
み
た
れ
て

-
　
大
や
け
　
(
写
本
は

母
｢
盤
｣
)
去
へ
き

⑤
宿
木
3
(
革
オ
･
1
)
か
の
御
み
～
-

⑥
浮
舟
　
(
3
オ
･
9
)
か
の
み
～
と
～
め

五
　
項
目
の
頭
の
位
置
の
訂
正

か
の
御
み
み

-
　
か
の
み
み
と
～
め

24
｢
く
ら
ゐ
な
と
｣
の
注
釈
文
中
に
埋
没
す
る
)

見
出
し
の
末
尾
に
時
々
あ
る
｢
-
｣
(
④
･
⑳
･
㊧
･
㊤
･
㊧
･
㊤
)
や
｢
し
｣

(
③
･
⑫
･
①
･
㊧
･
①
･
㊧
)
　
の
よ
う
に
見
え
る
符
号
の
意
味
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
｡
前
者
は
古
活
字
本
の
み
だ
が
'
後
者
は
古
活
字
本
に
も
整
版
本
に

も
見
え
て
い
る
｡
他
に
　
｢
う
｣
　
に
見
え
る
例
　
(
㊨
)
　
も
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
見
出
し
の
文
字
遣
い
に
目
を
向
け
る
と
'
古
活
字
本
と
整
版
本

の
間
に
文
字
遣
い
が
異
な
る
例
が
い
く
つ
か
あ
る
｡
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
｡

ど
う
し
て
文
字
遣
い
を
変
更
し
た
の
か
定
か
で
な
い
も
の
が
多
い
が
'
③
は

｢
よ
｣
　
と
い
う
語
の
解
釈
の
相
違
で
あ
ろ
う
｡

『
紹
巴
抄
』
　
の
項
目
の
形
式
は
'
見
出
し
を
注
釈
部
分
よ
り
1
字
分
上
げ
て

記
し
'
注
釈
の
行
頭
は
見
出
し
よ
り
1
字
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
そ
ろ
え
ら
れ
て

い
る
わ
け
だ
が
'
古
活
字
本
に
は
'
見
出
し
の
頭
が
1
字
分
下
が
っ
た
り
'
逆

に
注
釈
部
分
の
行
頭
が
見
出
し
と
同
じ
よ
う
に
上
が
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
箇

所
が
ま
ま
見
ら
れ
る
｡
整
版
本
で
は
そ
れ
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
ミ
ス
は
ほ
ぼ
正

さ
れ
て
い
る
｡
分
類
し
て
示
す
と
'
次
の
よ
う
な
諸
例
が
あ
る
｡

(67)

〔
-
〕
　
古
活
字
本
で
見
出
し
の
頭
が
一
字
分
下
が
っ
て
い
る
の
を
整
版
本
で
正

し
た
例

② (丑
欝　寄
木　木
164 142

①
乙
女
(
c
M

i
n
ゥ
.
T
*
¥

r
H
/
数
な
ら
ぬ

番
号
3

4
1
と
あ
る
の
は
誤
り
)

②
藤
裏
葉
(
O
c
N
ォ
･
2
)
お
く
し
に

か
す
な
ら
ぬ
　
(
｢
資
料
稿
｣
　
に
項
目

を
く
し
に

③
夕
顔
3
13

④
若
紫
1
25

⑤
若
紫
2
2
6

⑥
乙
女
1
0
9

(
4
2
オ
･
3
)
に
こ
り
に
し
め
る

(
4
4
ウ
･
4
)
り
ん
し

(
35
オ
･
6
)
な
く
く
も
苛

(
10
ウ
.
*
*
¥
r
H
/
魔
の

(
1
9
ウ
･
8
)
ま
ゆ
う
ど
-

ま
ゆ
う
と
に
ん
と
云
人
あ
り
誤
也

(
2
9
ウ
･
5
)
兵
部
卿
と
聞
こ
え
し
今
は
式
部
卿
に
て



⑦
胡
蝶
8
(
S
ウ
･
8
)
こ
と
も
な
き

⑧
胡
蝶
サ
n
オ
･
4
)
そ
を
れ

⑨
梅
枝
o
N
(
c
｣
>

v
)
^
ウ
･
5
)
お
と
ゝ
の
あ
た
り

⑩
横
笛
(
c
o

c
o
オ
･
4
)
み
し
か
く
(
古
活
字
本
は
見
出
し
の
下
に
空
白
な
し
)

⑪
鈴
虫
(
｡
｡

c
o
オ
･
9
)
有
は
て
ぬ
(
古
活
字
本
は
1
字
下
げ
て
一
続
き
の
和
歌

と
し
て
記
す
)

⑫
御
法
(
f
-

v
T
+
ウ
･
8
)
富
も
か
へ
り
給
は
て
(
古
活
字
本
は
1
字
下
が
っ

て
い
て
項
目
と
し
な
い
)

⑱
幻
3
(
1
オ
.
〇
}

T
-
I
/
兵
部
卿

⑭
早
蕨
｣
(
ォ
>
オ
･
7
)
弁
の
尼
の

⑯
宿
木
S
(
等
･
3
)
御
た
い
や
つ
(
古
活
字
本
は
約
半
字
分
下
が
っ
て
い
る
)

⑯
手
習
(
-
c
o
オ
.
O
)

T
H
/
打
す
て
ま
し
か
は
句
-
打
す
て
ま
し
か
は

〔
2
〕
古
活
字
本
で
誤
っ
て
注
釈
の
一
部
が
一
字
分
下
が
っ
て
い
る
の
を
整
版

本
で
正
し
た
例

①
行
幸
S
(
筈
･
3
)
こ
の
ゑ
青
｢
赤
橡
は
卦
恥
と
覇
と
に
て
都
た
る
か

り
衣
也
｣
(
3
3
オ
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
下
が
っ
て
い
る
)

②
若
菜
下
5
(
1
ウ
�
"
S
-
m
vo
o
)
H
|
n
c
:
は
た
御
き
つ
き
｢
礼
記
唐
に
は
忌
日
あ

り
て
忌
月
な
し
｣
(
1
ウ
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
下
が
っ

て
い
る
)

〔
3
〕
古
活
字
本
で
誤
っ
て
注
釈
の
-
部
が
一
字
分
上
が
っ
て
い
る
の
を
整
版

本
で
正
し
た
例

シ
ン
ク
イ

①
空
蝉
5
(
w
ウ
･
3
)
ね
ひ
れ
て
｢
軒
は
の
荻
は
見
事
な
か
ら
進
退
又
温

か
な
く
と
み
え
た
り
｣
(
5
ウ
L
O
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上

が
っ
て
い
る
)

②
空
蝉
｣
(
o
o
ウ
･
6
)
う
つ
せ
み
の
寄
｢
う
つ
く
し
き
と
云
心
も
あ
り
う

つ
く
し
い
と
せ
も
し
は
そ
へ
｣
(
8
ウ
o
>
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1

字
分
上
が
っ
て
い
る
)

③
薄
雲
S
(
等
･
ー
ユ
ニ
ッ
賢
源
氏
又
な
う
こ
ん
(
古
活
字
本
は
注
釈
の
末

尾
2
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

④
朝
顔
v
o
オ
･
9
)
内
に
も
御
心
の
お
に
～
｢
薄
雲
の
事
を
わ
さ
と
は

思
召
也
｣
(
1

6
オ
!
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑤
乙
女
(
c
s

<
N
ゥ
.
T
H
}
T
H
/
お
ほ
し
か
い
も
と
あ
る
し
｢
あ
る
し
は
主
な
り
愛

に
て
も
大
学
衆
な
ら
ぬ
公
卿
は
｣
(
2
3
オ
c
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が

1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑥
乙
女
(
v
p

o
l
ォ
･
1
)
れ
う
し
｢
擬
ナ
ス
ラ
ウ
ル
心
欺
諸
国
よ
り

上
ら
ぬ
も
進
士
な
ら
｣
(
2

6
オ
!
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上

が
っ
て
い
る
)

⑦
乙
女
(
0
0

(
N
ゥ
.
T
H
)

r
-
1
/
も
ん
に
ん
ぎ
さ
う
｢
愛
迄
エ
ロ
の
講
尺
也
｣
(
古

活
字
本
は
項
目
末
尾
に
こ
の
1
行
が
あ
り
'
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
｡
整
版
本

は
こ
の
行
を
削
除
し
'
1
行
分
空
白
に
す
る
)

⑧
乙
女
1
(
等
･
5
)
物
の
上
手
の
後
t
｢
糸
竹
は
郎
賢
く
て
は
細
レ
成

道
と
な
る
へ
し
｣
(
3
1
ウ
<
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て

(68)



い
る
｡
写
本
は
こ
れ
を
項
目
｢
1
3
2
糸
竹
は
｣
と
す
る
)

⑨
乙
女
(
-

^
n
-
ウ
･
7
)
大
殿
に
は
こ
と
し
｢
を
と
め
と
も
乙
女
さ
ひ
ず
も

か
ら
た
ま
を
た
も
と
に
ま
き
て
｣
(
4
1
オ
c
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が

1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑩
乙
女
0
^

v
n
-
ウ
･
4
)
あ
め
に
ま
す
苛
｢
拾
遺
み
て
く
ら
は
わ
か
に
は
あ

ら
す
天
に
ま
す
豊
を
か
姫
の
神
の
｣
(
4
2
ウ
!
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行

が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑪
乙
女
2

7
(
等
･
3
)
あ
を
す
り
の
か
み
｢
臨
時
祭
舞
人
の
は
青
摺
と
名

シ
ヤ
ウ
エ
ヲ
ミ
キ
ス
ル
こ

付
｣
(
4
4
オ
.
1
-
1
}T
-
i
/
｢
大
嘗
合
の
時
は
小
忌
と
い
へ
り
記
無
キ
レ
噺
酢
下

略
｣
(
4

4
ウ
'
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
2
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑫
乙
女
m
/
'
-
'
(

r
o
晋
･
-
)
朱
雀
院
行
幸
｢
郎
鮮
朝
は
ま
い
る
也
参
心
欺
観

は
ま
み
ゆ
る
か
｣
(
4
7
オ
�
"
>
-
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て

い
る
)

⑱
乙
女
C
o
o

v
T
t
-
オ
･
6
)
う
く
ひ
す
の
寄
｢
む
つ
れ
し
は
古
院
の
事
な
り
｣

(
4
8
オ
o
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑭
玉
馨
*
o
(
<
*
ウ
･
7
)
舟
人
も
寄
｢
神
無
月
時
雨
降
日
の
暮
る
間
は
君
ま

つ
程
に
な
か
し
と
そ
思
｣
(
2
ウ
!
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分

上
が
っ
て
い
る
)

⑯
玉
馨
｡
¥
/<
^
(
冒
･
2
)
し
み
つ
の
み
て
ら
｢
と
ふ
さ
た
て
彫
梶
山
に
舟
木

き
り
木
に
き
り
よ
せ
つ
あ
た
ら
｣
(
1
2
ウ
c
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が

1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑯
玉
馨
i
n
/̂
(

<
N
V
芽
.
〇
}

r
-
1
/
つ
れ
な
く
て
人
の
｢
や
う
に
て
し
ら
ん
と
の
心
と

源
の
御
す
い
り
や
う
な
り
｣
(
2
1
オ
!
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字

分
上
が
っ
て
い
る
)

⑰
玉
馨
"
*
/｡
o
(

<
s
i
顎
オ
･
6
)
か
へ
さ
ん
と
の
寄
｢
い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
む

は
玉
の
夜
の
衣
を
返
し
て
そ
ぬ
る
｣
(
2

5
オ
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
打
1
行

が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑱
蛍
(
"
*

v
o
オ
･
2
)
身
を
な
け
た
る
て
ま
ど
は
し
｢
長
和
二
年
五
月
十
二

日
左
大
臣
の
上
東
門
院
の
亭
に
行
暮
幸
有
｣
(
6
4
オ
"
*
)
(
古
活
字
本
は
こ
の

1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑩
常
夏
S
(
ォ
ウ
.
1
-
n

r
H
/
お
な
し
か
さ
し
｢
お
な
し
か
さ
し
の
事
お
な
し
か

さ
し
を
さ
し
こ
そ
は
せ
め
の
｣
(
4
オ
<
"
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1

字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑳
野
分
(
t
o

c
o
v
(
N
ォ
･
4
)
お
と
～
の
か
は
ら
｢
三
鉢
八
句
二
三
｣
(
2

5
オ
･
4
)

(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
一
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

㊤
行
幸
o
(
^

2
^
オ
･
2
)
さ
し
も
あ
ら
ん
と
｢
お
と
～
の
御
心
あ
や
に
く
な

る
と
双
地
也
｣
(
4
1
オ
c
o
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て

い
る
)

㊧
藤
裏
葉
(
-
c
o
オ
･
5
)
浅
み
と
り
苛
｢
紫
の
色
こ
き
ま
て
は
知
さ
り
き

御
代
の
は
し
め
の
天
の
は
衣
｣
(
3
0
オ
o
>
)
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1

字
分
上
が
っ
て
い
る
)

㊧
若
菜
下
o
¥
/o
N
(

v
o
I
O
ゥ
･
8
)
後
漢
書
列
樽
｢
韓
姓
康
字
伯
休
-
｣
(
古
活

字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

(69)

㊤
椎
本
<
N
(

<
N
v
<
N
ゥ
･
7
)
一
こ
つ
て
う
の
心
に

キ
レ
イ
ナ
ル

｢
桜
人
は
麗
_
人
欺
-
｣
　
(
2
 
1



ウ
　
!
)
　
(
古
活
字
本
は
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

乙
女
･
玉
聾
の
巻
に
特
に
集
中
し
'
そ
の
前
後
に
も
目
立
つ
の
は
'
古
活
字

本
の
版
組
み
作
成
の
作
業
時
'
職
人
が
や
や
注
意
散
漫
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
｡逆

に
'
整
版
本
の
方
が
誤
っ
て
'
注
釈
の
1
部
が
1
字
上
が
っ
て
い
る
例
が

1
箇
所
あ
る
｡

①
梅
枝
o
N
f
-
L
.

3
(
-
オ
･
9
)
女
子
な
と
｢
無
器
用
に
て
は
い
か
～
ま
し
て
男
は

と
な
り
｣
(
1
4
オ
!
)
(
こ
の
1
行
が
1
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

こ
れ
ら
の
う
ち
'
①
の
み
は
写
本
で
も
1
字
下
が
っ
て
い
て
､
前
項
の
注
釈

文
中
に
埋
没
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
｡

六
　
見
出
し
の
文
字
の
誤
り
の
訂
正

項
目
の
異
同
と
い
う
視
点
で
古
活
字
本
と
整
版
本
を
比
較
し
た
場
合
'
最
も

目
に
つ
く
の
は
'
見
出
し
に
お
け
る
文
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て
も
　
(
｢
世
を
か
へ
て
も
｣
が
正
し
い
)

(
マ
マ
)

十
九
に
な
り
給
年
　
-
　
十
九
に
な
る
･
給
年

お
な
し
こ
と
ゝ
　
-
　
お
な
し
か
と
ゝ

し
る
人
そ
し
る
　
-
　
し
り
人
そ
し
る

こ
ち
し
の
お
と
ゝ
の
　
-
　
こ
ち
う
の
お
と
ゝ
の

さ
き
草
う
た
ふ
　
-
　
さ
き
草
こ
た
ふ

な
に
そ
も
そ
　
-
　
な
に
そ
も
と
そ

よ
一
夜
所
く
か
き
あ
り
き
て
　
-

よ
一
夜
所

(73)

橋　橋
姫　姫
217 100

(
9
ウ
･
9
)

(
1
 
7
ウ
･
7
)

物
お
ほ
え
ぬ
御
心
に
も

物
お
ほ
は
ぬ
御
心
に

116

椎
本
(
v
p

o
4
ゥ
･
7
)

ん
実
か
た
し
け
な
く

椎
本
(
^
(
N
ォ
･
7
)

ら
ん

一
夜
の
月
影
は
　
-
一
夜
の
月
影
に

み
し
人
も
寄
　
-
　
み
し
く
も
寄

け
に
な
へ
て
に
　
-
　
け
に
な
く
て
に

ほ
ぐ
　
-
　
ほ
ゝ

さ
す
ら
へ
ん
契
か
た
し
け
な
く
　
-

さ
す
へ
ら

三
味
け
ふ
は
て
ぬ
ら
ん

三
味
け
ふ
は
て
ぬ



1
1
7
椎
本
(
｡
｡c
s
オ
･
2
)
又
あ
ひ
み
る
こ
と
-
又
あ
る
み
る
こ
と

118119

椎
本
(
c
o

c
o
オ
･
6
)
も
ら
し
き
こ
え
た
り
け
ん

た
り
け
ん

椎
本
(
N
O

c
o
ウ
･
1
)
雪
ふ
か
き
汀
の
小
芹
寄

せ
り
苛

も
え
し
き
こ
え

雪
ふ
か
き
汀
の
ふ

120

総
角
(
^
0

¥
r
t
オ
･
9
)
い
け
る
世
の
-
い
か
け
る
身
の
(
写
本
も
｢
い

け
る
世
の
｣
だ
が
'
｢
い
け
る
身
の
｣
が
正
し
い
)

138 137 136 135

宿
木
　
(
3
ウ
･
1
)

注
釈
に
続
く
)

宿
木
4
3
(
等
･
9
)

東
屋
S
　
(
^
ウ
･
6
)

天
人
の

天
人
の
の
　
(
古
活
字
本
は
空
白
な
く

そ
の
中
納
言
　
暮
　
そ
の
わ
た
り

ま
う
て
こ
と
　
-
　
ま
と
て
こ
と

東　東
屋　屋
76　58

(
5
オ
･
4
)

(
6
オ
･
9
)

こ
の
ほ
と
の
心
さ
し
に

日
を
た
に
か
へ
で
　
-

-
　
こ
の
ほ
と
て

日
比
た
に
か
へ
て
　
(
写
本

122 121

総　総
角　角
190 178

(
5
 
2
ウ
･
4
)
霧
深
き
寄
　
-
　
霧
ふ
き
寄

(
5
 
3
ウ
･
3
)
　
み
と
か
め
ん
人
な
け
れ
と
も
也

み
と
か
め

¥0.

ん
人
な
れ
と
も
也

123

え鷲
255

(
5
 
8
オ
･
9
)
か
よ
ひ
た
ま
は
さ
ら
ん

か
よ
ひ
給
は
ん
さ

142 141 140

は
　
｢
日
を
た
に
と
り
か
へ
て
｣
)

東
屋
｣
(
*
-
ウ
･
8
)
　
こ
宮
　
-

往
釈
の
　
｢
八
宮
｣
を
誤
っ
た
も
の
)

東
屋
｡
4
(
o
5
オ
･
1
)
あ
つ
ま
き
ぬ

こ
宮
は
宮
　
(
古
活
字
本
の
　
｢
は
宮
｣
は

あ
つ
ま
き
や

133 132 131 130 129 128 127 126 125 124

宿　宿　宿　早　早　早　総　総　総　総
木　木　木　蕨　蕨　蕨　角　角　角　角
406341 176　92　66 12 512436433371

(
6
6
ウ
･
8
)

(
7
1
オ
･
4
)

(
71
オ
.
1
H
}
T
-
1
/

(
76
ウ
･
6
)

(
1
ウ
ー
)

r
H
/

(
6
ウ
･
3
)

(
8
ウ
･
4
)

(
2
4
ウ
･
1
)

(
3
6
ウ
･
6
)

(
4
2
オ
.
r
H
¥

T
-
1
/ 人

な
み
く
　
-

あ
ら
れ
ふ
る
寄

五
せ
ち
な
と
～
く

よ
も
の
山
鏡
を

な
い
え
ん
　
-

ひ
た
`
い
の
程
　
-

人
み
な
く

-
　
あ
れ
れ
ふ
る
苛

-
　
五
せ
ち
な
と
～
く

-
　
よ
も
の
山
鐘
を

い
な
え
ん

ひ
た
い
の
鉢

年
比
　
-
　
年
比
々

わ
か
御
身
に
な
し
て
も

わ
か
御
身
な
し
て
も

か
ら
う
し
て

か
す
ま
へ
給
は

か
う
う
し
て

か
す
ま
へ
行
は

150 149　　　148 147 146 145 144 143

東
屋
c
o
(
ォ
オ
･
3
)
ま
ら
う
と
の
御
で
ゐ
　
-
　
ま
う
か
と
の
御
て
ゐ

東
屋
　
　
e
n
ウ
･
8
)
　
は
し
た
な
け
な
る
ま
じ
う
哲
｣
そ
　
-
　
は
し
こ

な
け
な
る
ま
じ
う
は
こ
そ

東
屋
　
(
O
c
N
ゥ
･
2
)
　
こ
と
や
う
な
り
と
も
　
-
　
こ
～
や
う
な
り
と
も

(74)

輯　浮　浮　浮　浮
輪　舟　舟　舟　舟
25 169129　55　34

(
3
1
オ
･
6
)

(
3
3
オ
･
6
)

(
38
ウ
･
2
)

(
4
1
ウ
･
2
)

御
め
た
て
～
　
書

け
ふ
あ
す
よ
も

い
ら
へ
き
こ
え
ん

す
～
ろ
な
る
　
-

(
3
オ
　
<
-
1
}
き
つ
ね
め
く
物

御
め
た
ゝ
て
ゝ

け
ふ
あ
そ
よ
も

-
　
い
ら
へ
き
こ
ら
ん

こ
ゝ
ろ
な
る

き
つ
ね
め
く
物
也
(
写
本
｢
き

つ
ね
め
く
物
や
｣
)

輯
蛤
o
(
o
>
オ
･
4
)
か
～
る
事
と
も

輯
輪
<
o
 
c
o
オ
･
3
)
　
い
た
き
　
-

い
た
さ

か
ゝ
る
事
と
そ



152 151155 154 153

手
習
v
o
(
｡
p

o
4
ォ
･
9
)
し
る
く
や
思
ふ
ら
ん
ー
し
る
や
お
も
ふ
ら
ん

手
習
(
v
o

c
o
オ
･
4
)
わ
つ
ら
は
し
か
り
-
わ
つ
ら
わ
し
に

手
習
c
4
/
<
*
.
(
オ
･
6
)
さ
る
か
た
に
1
さ
き
か
た
に

手
習
c
-
^
^
T
f
r
オ
･
7
)
さ
な
の
給
ひ
そ
-
さ
な
の
給
ひ
か

夢
浮
棉
47

(
5
 
6
オ
.
^
T
H
/
う
ち
お
ほ
え

う
ち
お
ほ
み

｢
昔
｣
が
正
し
い
)

⑧
紅
梅
c
o

m
ウ
.
〇
}r
-
1
/
お
ひ
さ
き
と
を
き
-

本
｢
お
ひ
さ
き
遠
く
｣
が
正
し
い
)

⑨
椎
本
^
o
(
c
o
c
o
ウ
･
4
)
し
を
さ
り
こ
と
な
と
の

の

お
ひ
さ
き
と
を
く
　
(
写

な
を
さ
り
こ
と
な
と

見
出
し
に
お
け
る
文
字
の
相
違
の
中
に
は
'
少
数
で
は
あ
る
が
'
も
と
も
と

の
古
活
字
本
の
形
が
正
し
く
'
訂
正
し
た
は
ず
の
整
版
本
の
方
が
誤
っ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
例
も
見
出
さ
れ
る
｡
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
か
｡

⑩
早
蕨
8
(
o
>
オ
･
8
)
又
は
と
き
ぐ

⑪
宿
木
c
*

(
N
ォ
.
O
)

T
H
/
こ
と
え
り
し
て

文
は
と
き
く

こ
と
は
り
し
て
(
写
本
は
｢
こ

と
え
り
し
て
｣
｡
『
源
氏
物
語
』
本
文
'
三
条
西
家
本
は
｢
こ
と
え
り
｣
と
あ
る

が
'
青
表
紙
本
諸
本
は
｢
こ
と
は
り
｣
)

⑱
宿
木
3
(
甲
オ
.
O
)

r
-
)
/
か
た
み
に
な
と
1
か
た
み
な
と
(
写
本
｢
か
た

み
な
と
｣
)

①
末
摘
花
(
4
ウ
･
2
)
□
(
1
字
空
白
)
の
に
-
も
の
に

②
葵
｡
o
C
^
v
T
f
r
ゥ
.
〇
}

r
-
1
/
中
将
も
に
ひ
色
の
な
を
し
-
中
将
君
に
ひ
色
の
な

を
し

③
賢
木
¥
｡
ウ
･
4
)
か
け
ま
く
も
専
-
か
け
ま
く
は
寄

④
乙
女
l
>
/"
*
(

c
o
等
･
5
)
い
ん
も
く
ら
へ
-
ゐ
ん
も
く
ら
へ

⑤
若
菜
上
(
c
o

i
n
ウ
･
5
)
さ
は
い
へ
と
ー
さ
も
い
と
(
写
本
｢
さ
も
い

と
｣
)

⑥
若
菜
下
ァ
8
(
<
サ
オ
･
6
)
舞
人
口
□
□
□
口
(
約
5
字
分
空
白
)
た
け
た
ち

-
舞
人
ま
ゆ
う
と
た
け
た
ち
(
整
版
本
は
｢
舞
人
｣
の
付
訓
を
脱
し
て

い
る
｡
片
仮
名
小
字
で
記
す
つ
も
り
で
忘
れ
た
の
だ
ろ
う
)

⑱
手
習
(
c
*

c
N
ゥ
･
9
)
ま
へ
み
や
ら
れ
し
火
は

ま

n
H
け
日
日

よ
へ
み
や
ら
れ
し
火

(75)

依
拠
し
た
『
源
氏
物
語
』
本
文
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
も
よ
る
が
'

覆
刻
に
あ
た
っ
て
訂
正
し
た
ば
か
り
に
か
え
っ
て
誤
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
'

こ
の
よ
う
に
十
数
例
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
次
の
2
例
は
'
古
活
字
本
の
文
字
の
誤
り
を
整
版
本
も
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
い
る
例
で
あ
る
｡
整
版
本
に
覆
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
訂
正
し
忘
れ

た
の
で
あ
ろ
う
｡

⑦
夕
霧
3
(
等
･
1
)
か
の
日
は

か
の
昔
は
　
(
写
本
も
｢
日
｣
だ
が
'

①
若
菜
下
5
(
写
･
7
)
つ
ゐ
に
御
ほ
い
の
の
事
(
｢
の
｣
が
行
字
)



②
椎
本
(
v
o

c
o
オ
･
2
)
出
い
人
に
(
写
本
｢
お
い
人
に
｣
が
正
し
い
)

七
覆
刻
の
際
に
生
じ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
問
題
点

何
度
も
言
う
よ
う
に
､
整
版
本
へ
の
覆
刻
に
際
し
て
は
'
古
活
字
本
の
紙
面

を
切
り
貼
り
し
て
一
面
十
行
か
ら
十
一
行
へ
と
変
更
し
て
い
る
｡
整
版
本
の
版

面
を
見
る
と
'
ほ
と
ん
ど
切
り
貼
り
の
跡
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
精
巧
に
行
な
わ

れ
て
い
る
の
だ
が
'
そ
れ
で
も
細
か
く
調
べ
る
と
'
切
り
貼
り
の
際
の
不
手
際

か
ら
行
頭
の
高
さ
に
誤
差
が
生
じ
て
見
出
し
や
注
釈
部
分
の
位
置
に
や
や
問
題

の
あ
る
箇
所
が
存
す
る
｡
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
｡

①
紅
葉
賀
｡
｡
/<
N
(
ウ
.
〇
}
r
H
/
か
た
つ
か
た
に
て
は
(
見
出
し
の
頭
が
1
字
分
上

が
っ
て
い
る
)

②
須
磨
(
s
｡

c
o
ウ
･
1
)
夜
に
つ
ゝ
み
て
(
見
出
し
の
頭
が
約
半
字
分
下
が
っ

て
い
る
)

③
蓬
生
(
3
ウ
･
2
)
う
る
は
し
く
そ
i
n

T
t
(
5
ウ
･
3
)
斎
院
(
見
出
し

の
頭
が
と
も
に
約
半
字
分
下
が
っ
て
い
る
)

④
蓬
生
^
(

2
(
晋
･
7
)
此
人
も
W
)

o
晋
･
8
)
遺
言
は
'
v
o
/

s
(
晋
･

9
)
玉
か
つ
ら
苛
(
見
出
し
の
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
約
半
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑤
絵
合
v
o
/
O

O
N
v
T
H
オ
･
1
)
左
近
の
中
将
'
r
-
(
o

o
N
^
T
H
オ
･
2
)
身
こ
そ
か
く
の
寄

(
見
出
し
の
頭
が
と
も
に
1
字
分
下
が
っ
て
い
る
)

⑥
朝
顔
v
o
(
c
D
オ
･
9
)
さ
ふ
ら
ふ
人
く
(
こ
の
項
目
の
2
行
目
と
3
行

目
の
注
釈
の
頭
が
約
半
字
分
上
が
っ
て
い
る
)

⑦
朝
顔
I
T
)
ウ
･
1
)
わ
く
る
御
心
ち
(
見
出
し
の
頭
が
約
半
字
分
下
が
っ

て
い
る
)

⑧
梅
枝
v
o
ウ
･
1
)
上
中
下
'
(
N
/
_
t
.

s
(
-
ゥ
･
2
)
此
御
は
こ
(
見
出
し
の

頭
が
と
も
に
約
半
字
分
下
が
っ
て
い
る
)

⑨
若
菜
上
｣
(
"
>
ウ
･
1
)
や
ん
こ
と
な
く
(
見
出
し
の
頭
が
約
半
字
分
下
が

っ
て
い
る
)

⑩
横
笛
1
-
1
/
<
N
.
(
c
o
ウ
･
8
)
な
を
し
の
か
き
り
き
て
(
こ
の
項
目
の
2
行
目
か
ら

4
行
目
ま
で
の
3
行
の
注
釈
の
頭
が
は
ば
1
字
分
上
が
っ
て
'
見
出
し
と
同
じ

よ
う
な
高
さ
に
な
っ
て
い
る
)

⑪
竹
川
(
^
c
o
オ
･
1
)
三
条
宮
と
(
見
出
し
の
頭
が
約
半
字
分
下
が
っ
て
い
る
)

⑫
橋
姫
8
(
3
オ
･
7
)
い
る
日
を
か
へ
す
(
こ
の
項
目
末
尾
の
1
行
(
1
0
ウ

･
1
)
の
頭
が
1
字
分
上
が
っ
て
'
見
出
し
と
同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
)

(76)

こ
れ
ら
の
例
は
ご
く
少
数
存
す
る
整
版
本
に
お
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
不
備

で
あ
り
'
ま
さ
し
く
玉
に
塀
と
い
う
べ
き
微
細
な
欠
点
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
'

そ
れ
が
あ
る
こ
と
は
'
確
か
に
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
覆
刻
が
切
り
貼
り

作
業
を
介
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
徴
証
で
あ
る
と
言

え
る
｡
実
際
'
右
に
挙
げ
た
箇
所
を
古
活
字
本
の
行
配
り
と
つ
き
あ
わ
せ
て
み

る
と
'
確
か
に
一
面
の
行
数
を
変
更
す
る
た
め
に
そ
の
箇
所
で
切
り
貼
り
が
行

な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

最
後
に
'
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
問
題
と
し
て
'
『
紹
巴
抄
』
は
'
古
活
字
本
･

整
版
本
と
も
に
巻
の
切
れ
目
は
面
を
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
古
活
字
本
は
'



唯
一
'
筆
火
巻
の
冒
頭
を
前
の
常
夏
巻
末
の
丁
に
追
い
込
ん
で
い
る
こ
と
を
付
　
　
〔
付
記
〕
古
活
字
本
と
整
版
本
と
の
間
の
項
目
異
同
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
,
安
道
百
合

け
加
え
て
お
く
｡
何
ら
か
の
理
由
で
原
則
が
破
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
'
整
版
本

で
は
改
め
ら
れ
て
い
る
｡

お
わ
り
に

『
紹
巴
抄
』
　
の
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
覆
刻
の
際
に
行
な
わ
れ
た
本
文

の
改
訂
の
様
相
を
'
全
巻
に
わ
た
っ
て
項
目
の
出
入
り
と
見
出
し
の
形
態
･
表

記
の
異
同
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
｡
整
版
覆
刻
本
が
作
ら

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
古
活
字
本
が
持
っ
て
い
た
不
備
や
欠
点
が
大
幅
に
解
消

さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
若
干
の
訂
正
漏
れ
や
'
ま
れ
に
新
た
に
生
じ
た

誤
り
も
あ
り
'
1
面
の
行
数
を
十
行
か
ら
十
1
行
に
変
更
し
た
た
め
に
レ
イ
ア

ウ
ト
上
の
不
都
合
が
生
じ
た
箇
所
も
少
々
あ
る
け
れ
ど
も
'
総
じ
て
見
事
な
覆

刻
版
作
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
｡
古
活
字
本
は
伝
存
す
る
本
が
ご

く
少
な
い
た
め
'
整
版
本
に
比
し
て
稀
親
本
扱
い
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
'
内

容
的
に
は
'
断
然
整
版
本
の
は
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
｡

そ
れ
に
し
て
も
'
古
活
字
本
に
あ
る
項
目
の
脱
落
箇
所
を
補
う
に
あ
た
っ
て
'

覆
刻
の
際
に
は
ど
う
や
ら
も
と
の
古
活
字
版
と
同
じ
活
字
で
組
ん
で
印
刷
し
'

そ
れ
を
覆
刻
版
の
版
下
に
す
る
と
い
う
手
の
こ
ん
だ
こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
は
'
寛
永
期
と
い
う
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
移
行
期
に

お
け
る
刊
本
作
成
の
実
態
を
垣
間
見
さ
せ
て
'
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
｡

子
･
小
川
陽
子
両
氏
に
多
大
な
協
力
を
得
た
｡
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡
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